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総合型選抜 出題のねらい

　Ａ方式は、講義に基づいての小論文執筆、Ｂ方式は、基礎的学
力についての筆記試験および面接です。全く異なる二つの方式を
実施したのは、それぞれの〈得意〉を活かしてもらうためであり、
また、広く多様な新入生を迎え入れるためです。
　Ａ方式は全二問で、第一問は「講義内容の要約」を、第二問は「講
義内容を踏まえての意見」を執筆するという問題でした。講義は
古典和歌の「見立て」と「模倣」に関してで、テーマごとに異なる意
見の評論を比較し、相違点を確認しました。
　第一問の要約では、「各評論は何を述べているのか」「対立点は
どこか」についての執筆を求めました。講義内容を正確に理解し、
文章としてまとめることができるかという課題です。第二問では、
講義内容を踏まえ、「文学作品における模倣」に関して、意見を述
べることを求めました。講義で得た知識を生かして、自分の考え
を、論理性を持った文章に組み立てることができるかを問うた問
題でした。

　上記の内容と合わせて、「指定されたおおよその文字数で執筆
する」「原稿用紙の使い方を守る」といった、書式のルールを守れ
ていたかどうかも、評価のポイントでした。

　Ｂ方式の筆記試験は、昨年度と違って大問一題で、京都女子大
学図書館の蔵書について記した文章を読んで答えるという問題に
しました。しかし、各設問は、文章の読解力を試すというもので
はなく、漢字（四字熟語なども）、慣用句（ことわざ）、文法（口語
文法を含む）、文学史などについて、幅広く基礎学力を問う問題
にしています。その点は、昨年度と変わりありません。受験生の
平均点はかなり低かったですが、普段の授業を大事にして努力を
重ね、受験に向けてきっちりと準備してきた人には、高得点の狙
える問題だったでしょう。
　また面接では、質問をよく把握し、それに対して的確に受け答
えすることが求められます。

文学部 国文学科� ※2026年 ４ 月 文学部 日本語日本文学科に名称変更

　Ａ方式、Ｂ方式の二つの方式から一つを選択し、選考を受けて
もらいます。 
　両方に共通する書類審査では、高校生活での体験や英語を用い
ての活動、留学経験、本学への志望動機や将来の目標などの記述
内容について総合的に判断します。

　Ａ方式は、英語の外部試験スコアを重視した方式で、さらに面
接を通して、志願者の総合的なコミュニケーション能力が評価さ
れます。面接は日本語で行い、提出された書類内容に関連した質
問がなされます。質問内容をよく理解し、それに対して的確に受
け答えできているか、自分の意見を相手に伝えようとする姿勢が
できているかなどが評価の対象となります。日頃から、英語の外
部試験を意識した準備を行うとともに、積極的にコミュニケー
ションを取り、自分の意見を自分の言葉できちんと伝えようとす
る態度を涵養することが必要です。 

　Ｂ方式では英語でのプレゼンテーションを通して、志願者の英
語による総合的なコミュニケーション能力を評価します。最初に
自己紹介や志望動機など、 5 分程度の英語によるプレゼンテー
ションを行ってもらいます。原稿の持込は可能です。その内容の
充実度や構成、文法の正確さ、単語の発音と文のイントネーショ
ンなどの英語運用能力を総合的に評価します。基本的な声の大き
さ、表情や視線の方向、自分の意見を積極的に伝えようとする姿
勢なども重要です。そのあとで、そのプレゼンテーションの内容
に関して、英語や日本語で質問を行います。質問の内容を正確に
理解し、質問に対して自分の意見を英語や日本語でどれだけ適切
に表現できるかを評価します。面接官から英語で質問されること
もあるので、突発的な受け答えが英語においても行えるよう、準
備をしておくことが必要です。 

文学部 英語文化コミュニケーション学科

　史学科では、入学者受け入れ方針として、「歴史に深い興味と
関心を抱き、関連した基礎的な教科の学びを身につけている」こと、
「世界の政治や経済、歴史・文化に関心をもっている」こと、「自
己の考えを論理的に表現・説明するのに必要な現代日本語を理解
し、運用することができる」ことを挙げています。そのため、総
合型選抜では書類審査の他に、高等学校で学ぶ基礎学力、思考力、
日本語の表現力を見ることができる小論文で選考を行いました。

　設問 １は、歴史を哲学的に記述した問題文を読んだ上で、著者

の主張は何かを理解し、適切な日本語で説明できるかを問うもの
です。日本語文章の読解力と記述力が求められます。
　設問 2は、問題文にある著者の主張に関連させて、これまで学
んできた日本史や世界史に関する知識をもとに、類似していると
思われる歴史上の出来事を 2つ取りあげ、それぞれについて概略
を説明し、類似点と相違点について問うたものです。高等学校で
学ぶ基礎的な内容が身についているか、歴史に興味関心を抱いて
いることが表れているか、適切な日本語を用いて説得力のある論
理的な記述ができているかを評価しました。

文学部 史学科� ※2026年 ４ 月 文学部 歴史学科に名称変更
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　総合型選抜では、以下の ５つの観点からみて、基礎的学力、素
養、意欲等を備えている学生を求めています。
　⑴子どもから大人までの学びと育ちに強い興味と関心を抱いて
いる。
　⑵適切に収集した情報を用いて、自己の考えを論理的に表現す
ることに関心がある。
　⑶解決すべき課題を主体的に発見し、広い視野と根拠に基づい
て判断することに関心がある。
　⑷他者を尊重しながら相互理解・調整に努め、様々な人々と協
働していこうとする姿勢がある。
　⑸社会における多様な問題への関心や知的好奇心を持ち、生涯
にわたって主体的に学び続ける意欲を持っている。​
　Ａ方式では、書類審査５０点、プレゼンテーション１００点、面接
５０点の点数を合わせて総合的に評価しました。
　まず、書類審査では、高等学校 3年間で得た経験や成果に関す
る内容とそれに対する自己アピール力の他、学業成績、高等学校
までの学業以外の活動の状況、また本学への志望動機や将来の目
標等の内容について精査し、幅広い観点から総合的な評価を行い
ました。
　プレゼンテーションでは、 ５分程度の発表を行っていただき、
それについての質疑応答を行いました。評価のポイントは、発想
の豊かさ、視野の広さ、探究心、論理的構築力、表現力、コミュ
ニケーション力、説得力を持って伝える力等を評価しました。
　面接では、大学での学びや教育・保育に取り組む意欲、また、
関連する質問に対して論理的・説得的に回答できるかどうか等を
評価しました。
　Ｂ方式では、教育学科が特に求める、思考力・判断力・表現力、
主体性や積極性などを見とるために、小論文を中心として、様々
な手法を用いて選考を行いました。
　選考は書類審査と小論文、面接です。各々の内容について以下
の点について評価を行い総合的に判断しています。
　書類審査では、高等学校 3年間で得た経験や成果に関する内容

とそれに対する自己アピール力の他、学業成績、高等学校までの
学業以外の活動の状況、また本学への志望動機や将来の目標等の
記述内容について精査し、幅広い観点から総合的な評価を行いま
した。
　Ｂ方式の重点である小論文では、対人関係に関わる内容につい
て述べた文献を読み、筆者の考えに対して自分はどのように考え
るのかを事例を挙げて書くとともに、自分自身ならどうするのか
を具体的に論述することを求める問題を出題しています。ここで
は主に、筆者の主張を評価した上で自分の考えを明確に述べるこ
とや、自分ならどうするかを具体的なケースを挙げて論理的に説
明することができるかどうかを評価しました。
　面接では、問われたことに対して、自分の考えを明確に述べる
ことや、そのように考えた理由を、根拠や事例を挙げながら論理
的に説明することができるかどうかに加え、主体的に受け答えを
しようとする態度などを評価しました。
　C方式では、教育学科が求めている思考力、判断力、表現力、
主体性などを持っているかという観点から、書類審査、音楽実技
試験、面接を行いました。 
　まず、書類審査では、高校生活で得た経験や成果についての記
述と自己表現力、学業成績に加えて、本学への志望動機、入学後
の目標等の記述内容について幅広い観点から総合的に評価しまし
た。面接では、自己の考えを論理的に表現する力と、コミｭニケー
ション能力を評価しました。 
　音楽実技による選考では、課題曲（ピアノ）では、楽譜を正しく
理解し、基礎的なテクニックと適切な表現力が備わっているかを
判断します。自由曲では、各自が選択したピアノ・声楽・管楽器
の演奏を通して、それぞれの分野に必要な読譜力、演奏技術、表
現力が備わっているかを判断します。 

※�2026年度選抜においては実施内容に変更があるため、必ず総合
型選抜要項にてご確認ください。

発達教育学部 教育学科

　問題 １では、先進国で深刻な問題となっている人口減少に関す
るデータについて読み取りを求めました。具体的には、高齢社会
白書より出生と死亡の数や割合について示されたデータに基づき、
そこで提示された情報について総合的に判断して回答する内容と
なっています。問 １は人口減少の理解とその説明力を問う内容で、
問 2はデータの値を正確に読み取る問題となっています。さらに、
問 ３は割合からデータを正確に読み取る力を問う内容となってい
ます。心理共生学部では、さまざまなデータに基づいて考え、複
数の材料から総合的に判断する力が求められるため、今回の問題
を出題しました。
　問題 ２では、人間関係を円滑にするスキルであるソーシャルス
キルを取り上げています。心理学においてはソーシャルスキルは
「言語的・非言語的な対人行動と、そのような対人行動の発現を
可能にする認知過程との両方を包含する概念」と定義され、具体
的な技術（スキル）のことを指します。問題文内で示唆されるその

ような定義を理解した上で、自身の身近な問題に引き寄せて考え
られる力を問う問題となっています。与えられた問いの意図を適
切に読み取り、他者に伝わる回答を作成する言語化能力が求めら
れています。
　問題 ３では、ソーシャルワークの原理の一つである「多様性の
尊重」を教育の現場で具現化するために、どのような合理的配慮
が必要となるかを問う問題です。今回の事例では、下記の 2つの
視点をふまえた対応を考えることを求めています。まず第一に、
課題を抱えた人の困りごとに対して、その人の尊厳を守るという
視点です。そして第二として、課題を抱えた人の周りには、様々
な考え方や価値観をもった立場の違う人々が存在するということ
です。このことを念頭に置き、皆が納得できるような支援を導き
出すことの必要性に気づき、適切な対応について考えることを求
めています。

心理共生学部 心理共生学科
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　設問 1は、要約問題です。臓器移植のドナー数が少ないという
現状とその原因、厚労省や日本臨床救急医学会、現場の病院の取
り組みの内容を簡潔にまとめる文章力が求められます。また、そ
の前提として、新聞記事を理解するための読解力も必要です。

　設問 2は、臓器提供者数を増やすためにはどうすればよいかを

問う問題です。賛否を問う問題よりも自由度が高く、創造的な思
考力が求められます。同時に、その主張に説得力を持たせるため
に根拠を提示する必要があり、その意味で論理的な思考力も求め
られます。これらの思考力に加え、自身の考えを正確に表現する
力が、評価の対象となります。

法学部 法学科

　問題 1はデッサン力（観察力、表現力）を見る問題です。評価の
ポイントは次とおりです。
・ビーカーと毛糸玉の構図に工夫があるか。
・ビーカーと毛糸玉のフォルム、立体感、大きさを認識し、ビー
カーと毛糸玉の関係、距離感を正しく表現できているか。
・ビーカーと毛糸玉の質感が表現できているか、光と陰影、ビー
カーのガラス感、赤い毛糸の色彩感を表現できているか。
・モチーフからなにかを感じ取り、構成し、表現し、伝えようと
しているか。
　問題 2は発想力を問う問題です。電球には、「測る」「注ぐ」と
いう機能があります。それらを分解し、常識にとらわれないで原
点にさかのぼり、新しいアイデア、概念を生み出せるか、アイデ
アをビジュアルで表現し、言語化し他者に伝えることができるか

をみる問題です。評価のポイントは次のとおりです。
・機能からの発想：「測る」「注ぐ」→何を測るのか、何に注ぐのか。
・フォルムからの発想：ビーカーの形、測る対象、透明な形状。
・行為からの発想：「測る」「注ぐ」という行為から考える。
・目的からの発想：何のために測るのか、注ぐのか。料理、実験
に使う。
・素材からの発想：ガラスの入れ物、メモリの付き方、などから
の発想。
・表現力：アイデアを具体的にビジュアル化、言語化し、他者に
伝える技術があるか。独自性があるか。
・必要性：そのアイデアは社会や個人の必要性に応えているか、
社会に貢献するものか。

家政学部 生活造形学科

Ａ方式
　現代社会の諸問題に関するキーワード群の中から、指定された
数のキーワードを適宜選び出し、それらを使って指定された字数
で議論を組み立てる問題です。キーワード群は現代社会のさまざ
まな領域の事象から選んだものです。選んだキーワードに関連し
て、客観的な事実に基づく議論を展開するよう要求しています。
キーワードを用いた論述から、「現代社会で起きている事象に関
する基礎的な知識の有無とそれらを論理的に理解する能力」およ
び「自己の見解を論理的な文章でわかりやすく表現する能力」を評
価しました。
Ｂ方式
　Ｂ方式の課題は総合型選抜ガイダンスで事前に発表したとおり
で、
　「再生可能エネルギーの普及を促進するためには何が必要か？」

というテーマで、 具体的な方策を提案し、その有効性や課題につ
いて客観的な根拠に基づいてプレゼンテーションしてください。
　というものでした。これは、特定の社会課題（今回は再生可能
エネルギーの普及）に関する批判的思考力や、効果的な解決策を
見出すための分析力を把握することを目的としていました。
　評価の観点はＡ方式と同じです。現代社会の諸問題を論理的に
理解する能力、自己の見解を表現する能力、社会の諸課題に取り
組む意欲、質問に対して論理的に回答できるかを評価の対象とし
ました。具体的には、 １）関連する内容についての基本的な理解
が図られているか、 ２）現実的かつ具体的な提案を行う能力がな
されているか、 ３）さらに、提案が現実的かどうかを評価するた
めに、客観的な根拠やデータに基づいて議論を展開する力がある
かを主な判断基準としました。

現代社会学部 現代社会学科

Ⅰ�　ライフステージ別の様々な栄養の特徴や食生活における課題
に関する知識と、さらに、その課題に対する対策（考え）を文章
にまとめる能力を問いました。

Ⅱ�　Aは食品とその成分に関する基礎知識を問いました。Bの計
算問題では、糖質に関してエネルギー量から砂糖（ショ糖）への
重量換算を出題しました。

Ⅲ�　食の「おいしさ」に関して、感覚・味の相互作用に関する知識
の他、食材選択や盛付けなど、日常的な食への関心度をはかり
ました。

Ⅳ�　実践力の評価（季節感と栄養バランスの理解、創造性と応用
力の確認）を目的とした出題です。 対象者に合わせて季節の食
材を活用し、栄養バランスを考慮した上で、 特定のテーマに基
づいた献立を作成するという創造性と応用力を確認しました。

家政学部 食物栄養学科
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　問題 1は、近年の全国出生数および婚姻数のデータから情報を
読み取る能力を問うものです。全国出生数の年次推移のグラフ、
および婚姻数と出生数の散布図が示されています。これらをもと
に、出生数の年次推移から少子化の影響が読み取れるか、また散
布図を参考に婚姻数の年次推移を推測できるかを問うています。

　問題 2は、 2つの能力を問う問題です。前半は「確率」の性質を

正しく理解しているかを問うもので、後半は 2つのグループを比
較する際の「指標」の性質を正しく理解して使い分けることができ
るかを問うものです。前半は、事象を正しく定義し、問われてい
る確率を正しく計算できるかをみています。後半は、比較の指標
として平均値と中央値の性質を理解しているかをみており、更に
データを順位（整数）に変換し順位の和を正しく計算できるかをみ
ています。

データサイエンス学部 データサイエンス学科
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次の文章は，中村雄二郎著『哲学の現在』（岩波新書）の一部です。この文章を

読み，後の設問に答えなさい。

もしも過去を現在とまったく無関係なものと考えれば，過去に関心を向けること

は現実からの逃避になるだろう。また，古典的な史書以来のいわゆる歴史叙述は，

科学的な意味での厳密な知識を私たちに与えるものでもないだろう。そして，もし

も過去の出来事についてそのような厳密な知識を得ようとするならば，科学に範を

とった実証主義的な方法により確実な史料にもとづいて過去の事実のあれこれを突

きとめ，それらを時間系列のうちに一回性をもった出来事として叙述することが要

求されるだろう。近代実証史学が行なったのはまさにこのことであり，そこでは，

歴史的な事実や出来事はほとんど科学の対象である物体と同じように明確に，しか

しまったく対象化されておよそイメージ的全体性を失ったものとしてとらえたので

ある。

そのような過去の事実や出来事の扱い方は歴史を科学的に学問化することには

なったが，私たちが惹かれるのはそういう歴史ではない。もっと自立したイメージ

的な全体性をそなえ，私たちとの生きたつながりをもった歴史である。また，出来

事としての偶然性を
はら

孕んだ歴史である。そうはいっても，もちろん歴史は，ある程

度まで史実にもとづきながらも想像力によって華麗な物語をつくり上げる歴史小説

とは区別される。歴史上の事実や出来事をとらえる上でも，それらをことばで叙述

し描き出す上でも，想像力が働かされなければならないことはいうまでもないが，

歴史の場合には，どこまでも史実そのものに語らせること，史実そのものを多義性

をそなえたかたちで顕わす手助けをすること，にとどまるわけだ。

それにしても，歴史は，一度現在と断ちきられることで，なぜ私たちにとって特

別な様相をもったものになるのだろうか。まず，私たちが一つの時代，一つの社会

のなかに生きているということは，ただ物理的な意味での時間的・空間的にその時

間，その場所に生きているということではない。そうではなくて，多かれ少なかれ，

私たち一人一人が一つの時代のなかにある社会を，つまりはそのなかでの自他の経

験を内面化し，それを自分の問題として生きていくということである。もとより，

一人一人がそれぞれに自分の問題とするところは同じではない。しかし互いに通じ

合い共通したところをもつのは，このような自他の経験の内面化のためだろう。私

たちにおいて経験は，さまざまの意識的・無意識的な制度を仲立ちにして行なわれ，

1
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しかもつぎつぎに新しい事実や出来事を生じさせていく。そして，新しい経験と新

しい事実や出来事は私たちの一人一人にいっそう多くの，いっそう込み入った問題

を課するだろう。

そうしたなかで，私たちは，自分たちの生きている時代や社会をよりよく認識す

るために，また込み入った問題，解決しにくい問題に対処して生きていくためにも，

自分たちの時代，自分たちの社会をできるだけ総体的に，また，できるだけ多角的

に映し出す鏡を求めるのだといえよう。歴史とは，私たち人間にとって，まずなに

よりもそういう鏡ではないだろうか。そして歴史は，このような鏡であるためには，

それ自身が多かれ少なかれ自立したイメージ的な全体性をもったものでなければな

らないし，また，現在とはつながらずにはっきり断ちきられた過去でなければなら

ない。鏡は世界を映し出すものであり，イメージは鏡に宿るものである。鏡は相接

したものを映し出すのではなくて，へだたったもの，はっきり向い合ったものを映

し出す。過去の事実や出来事は歴史として現代と断ちきられへだたりながら，こと

ばによって多義性を蔵した自立的なイメージ的全体となることができ，その結果，

過去の歴史はさまざまな角度から現代と私たちの生き方のなんたるかを映し出す鏡

になるのである。

歴史とは後世あるいは現代に対して，よく似た多くの先例を示すものであり，指

針を与えるものだというのは，ツキュディデス（＊）以来の旧くからある考え方で

ある。一見したところそれはいかにも素朴で実用主義的な歴史のとらえ方にみえる

し，また，歴史を鏡としてとらえることについても，同じように素朴で実用主義的

なとらえ方だとしばしば思われがちである。けれども，歴史が鏡として示すものは

多義性を蔵した自立的なイメージ的全体であって，それをどのように読みとるか，

またなにを読みとるかということは，私たち一人一人の読み方に，読解の仕方にか

かっている。一見してすぐそれとわかるような先例というようなものは，歴史上に

ありそうでいて，実際にはありえないのである。すべてがまったく同じ出来事とい

うものは二つとないのだから。まさに歴史において出来事は一回性のものなのであ

る。たとえどんなによく似ていても必ずどこか違うところがある。その異同をよく

見分けないときには，歴史上の先例をよく知っていてそれを手本としたつもりで，

かえって大きな
あやま

謬りを犯すことになるだろう。

（原文は縦書きである。必要に応じて漢字にふりがなをふった。）

（＊）前 466年頃～前 400年頃。ペロポネソス戦争の歴史を叙述した古代ギリシア

2
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文学部 史学科

の歴史家。トゥキディデス。

【設問】

（1）著者は，私たちにとって役立つ歴史とはどのようなものであると主張していま

すか。そのような歴史が備えるべき特徴と，どのように役立つかという点を中心

に，

　著者の主張をこの文章から読み取って記述しなさい。

（2）下線部で著者が述べていることの例として，類似していると思われる歴史上の

出来事を 2つ取りあげ，それぞれについて概略を説明したうえで，類似点と相違

点について具体的に論じなさい。取りあげる具体例は，日本史上の出来事でも，

世界史上の出来事でもかまいません。

（問題　おわり）

3
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の歴史家。トゥキディデス。

【設問】

（1）著者は，私たちにとって役立つ歴史とはどのようなものであると主張していま

すか。そのような歴史が備えるべき特徴と，どのように役立つかという点を中心

に，

　著者の主張をこの文章から読み取って記述しなさい。

（2）下線部で著者が述べていることの例として，類似していると思われる歴史上の

出来事を 2つ取りあげ，それぞれについて概略を説明したうえで，類似点と相違

点について具体的に論じなさい。取りあげる具体例は，日本史上の出来事でも，

世界史上の出来事でもかまいません。

（問題　おわり）

3
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に， 著者の主張をこの文章から読み取って記述しなさい。
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2025 年度発達教育学部教育学科 A 方式 

プレゼンテーション課題 

高校まで力を入れて取り組んできたことを一つ取り上げ、取り組みの内

容、そこでどのようなことを学んだのか、その学びを大学でどのように生か

そうと考えるかプレゼンテーションしてください。 

＊プレゼンテーション時間：10 分  

＊質疑応答       ： 5 分  

2025 年度発達教育学部教育学科 A 方式 

プレゼンテーション課題 

高校まで力を入れて取り組んできたことを一つ取り上げ、取り組みの内

容、そこでどのようなことを学んだのか、その学びを大学でどのように生か

そうと考えるかプレゼンテーションしてください。 

＊プレゼンテーション時間：10 分  

＊質疑応答       ： 5 分  

問

次の文章は，人材育成について述べたものです。 んで，後の設問に答えましょう。読
なお解答は，いずれも別紙の解答用紙に 書きで記載して下さい。横

オンラインで 叱る ことはできるのか｢ ｣

上司が部下を叱る場合，できるなら 議室などの密閉空間で１ １で叱りたいもので会 対
す。そして叱るにあたっては，

うわさばなし

噂話や思い付きで叱るのではなく，できるだけ「事 」実
をしっかりと集めたうえで叱ることが理想です。

　ところが，最近では業務連絡の多くをオンラインでやり取りして，「仕事の邪魔にな

らないように」と直接 うことはもちろん，電話をかけることすら遠慮する職場も え会 増
ています。電話は自分にとっては都合が良くても，相手の都合を考慮せず時間を奪うも

のになりがちだからです。

　こうした職場では「顔を合わせて話をする」機 は滅多にありません。あるいは，メ会
ンバ のほとんどが宿泊を伴う出張が多く，顔を合わせるのはせいぜい月に 回といっー 数
た職場の場合なども上司にとって部下の情報を集めたり，１ １で話をする機 はほと対 会
んどありません。

　では，こうした普段顔を合わせない部下に して「叱る」に限らず，「ほめる」とか対
「話す」といったことはどうすればいいのでしょうか？

　通常の業務連絡と同 に「メ ル」を使えばいいのでしょうか。「フィ ドバック」様 ー ー
で知られる

な か は ら

中原
じゅん

淳（注      1  ）さんによると，メ ルで叱ったり， しいことを指摘するのー 厳  

は「やめた方がいい」となります。理由は「絶 に誤解が生じるから」です。対
　理由は２つあります。

　１つは 1 １で話すことに比べて，情報量が 倒的に少ないからです。 って話すと対 圧 会
いうのは，これまでも何度か れたように言葉以外にも話すト ンや口調，顔の表情，触 ー
身振りなどたくさんの情報を 信することができるため，部下にとっては「言葉だけ」発
とは別の上司の感情や意 を知ることができます。図
　たとえば，口調は柔らかいのに表情がとても しいとか， しいことを言ってはいる厳 厳
けれども，表情には思いやりがあると感じれば，「言葉だけ」とは違う受け止め方がで

きます。ところが，メ ルは「文字だけ」なので，部下にとってはその文章がすべてとー
なります。

　これでは時に誤解が生まれることになります。

　理由の２つめは 方向性がないことです。 面であれば上司の言葉や部下の言葉に即双 対
座に反 できますが，メ ルだと相手のメ ルを待って反 するほかありません。これ応 ー ー 応
では上司のメ ルに部下が予想以上のショックを受けたとしても，上司がフォロ するー ー
ことはできません。ここにも誤解が生じる恐れがあります。

　このようにメ ルで叱るのは難しいものです。どうしても って話すのが難しけれー 会
ば，電話やテレビ電話などを使う方がより 果的と言えます。効

　（
くわばら

桑原
てる

晃
や

弥『ほめ方 り方・𠮟𠮟 100 の法則　信 感を基盤にした人材育成の基本』による。）頼

注 1　中原淳　人材開 組織開 を 門とする 究者。発・ 発 専 研

１．筆者は，   部のように述べ，その理由を二つ げています。このことについて，あな挙
たはどう考えますか。次の 件を踏まえて書きましょう。条

（１）「メ ルで叱ることはやめた方がよい」という筆者の考えについて，あなたはどうー
考えるのか，筆者が述べる二つの理由のいずれか，もしくは 方を取り上げて書く両 こと。

（２）このことに 連する，あなた自身の体 や見聞きした ，もしくは考えられる事関 験 経験
例などを具体例として げて書くこと。挙

（３）150 字以上，200 字以 で書くこと。内

２．あなたが大人（ 師や保育者，保護者教 , 大 生ボランティアなど）として，「子ども学
を叱る」必要がある場面に出合った場合，どのような配慮や行動が必要だと考えますか。

次の 件を踏まえて書きましょう。条

（１）「子どもが○○してしまった場面では，」など，具体的な場面を想定して書くこと。

（２）大人として配慮すべきことや，具体的にどのようにするのかを書くこと。

（３）350 字以上，450 字以 で書くこと。内

（問題　おわり）

発達教育学部 教育学科〔Ａ方式〕

発達教育学部 教育学科〔Ｂ方式〕
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【問題3】次の文章を読み、問 1に答えなさい。

　子どもたちが学校で学ぶ大切なことの一つは、「多様な人とどのように共存する

か」です。そのために必要なのが「合理的配慮」です。合理的配慮は、障害のある人

やそうでない人を問わず、一人ひとりの機会や待遇を平等に保障し、尊厳のある社会

を実現するために必要な配慮や調整のことです。

【事例】

　ある母親から、担任教師に対して、下記のような申し出がありました。

　「これから暑い夏になりますが、うちの子供は冷房が苦手です。昨年もクーラーで

体調不良となりました。つきましては、授業中に自然の風が入るように窓を開けて、

クーラーはやめてほしいのです。」

問 1　事例を読み、あなたはこの母親の申し出について、合理的配慮が必要だとした

ら、どのような対応をするかを検討し、400字以内で記述しなさい。

（問題　おわり）

 問題 2 もしくは問題 3 のどちらか 1 題を選択して解答しなさい。

【問題2】次の文章を読み、問 1 に答えなさい。

　信頼と愛情に満ちた人間関係を作り上げようと努めることは、相手のため、そし

て、それ以上に自分のためです。人間関係が良好であればあるほど、自分の欲求を満

たすことも、もてる才能を発揮することも容易になるからです。

　では、ほかの人との関係を良好なものにするにはどうしたらよいのでしょうか。

　気持ちが大切だ、という意見があります。「相手を思いやる気持ちがあれば人間関

係はうまくゆく」「愛情があれば、おのずと相手に優しくなれる」「素直な気持ち、

これが人間関係の基本」というような意見です。このような心構えは確かに大切で

す。しかし、いくらこのような気持ちをもっていても、それが相手に伝わるとは限り

ません。以心伝心という言葉がありますが、以心伝心で伝わるならば、はじめから苦

労はありません。そもそも思いやりも愛情ももてないような相手とも、つき合ってい

かなくてはならないからこそ、人間関係はやっかいなのです。

問 1　ほかの人との関係を円滑にするスキル（技術）について心理学ではソーシャル

スキル（Social Skills）という用語が用いられます。ソーシャルスキルは「対

人場面において適切かつ効果的に反応するために用いられる言語的・非言語的

な対人行動と、そのような対人行動の発現を可能にする認知過程との両方を包

含する概念である」と定義されています。

　　　あなた自身が重要だと考えるソーシャルスキルはどのようなスキルであるか、

またなぜそのように考えたのか、自身の経験をふまえて具体的に述べなさい

（400 字以内）。

問題 2 もしくは問題 3 のどちらか 1 題を選択して解答しなさい。

【問題1】次の文章（図表を含む）は、令和 5年版高齢社会白書の一部である。この

文章を読み、問 1～3に答えなさい。

　　出生数は減少を続け、令和 52年には 50万人になると推計されている。この減少

により、年少人口（0～14歳）は令和 35年に 1,000万人を割り、令和 52年には 797

万人と、令和 4年の約 55％になると推計されている。出生数の減少は、生産年齢人

口にまで影響を及ぼし、令和 14年に 6,971万人と 7,000万人を割り、令和 52年には

4,535万人となると推計されている。一方、65歳以上人口の増大により死亡数は令和

22年まで増加し、その後減少する。死亡率（人口 1,000人当たりの死亡数）は上昇

を続け、令和 52年には 17.5になると推計されている（図 1－1－3）。

問１　平成 18（2006）年の時点では人口減少はみられないが平成 22（2010）年の時

点では人口減少が始まっていると判断できる理由を 100字以内で説明しなさい。

問 2　上のグラフで、人口減少数が平成 22（2010）年時点の 6倍以上と推計される最

初の年とその根拠を 100字以内で答えなさい。

問 3　推計値において、棒グラフで示されている出生数の減少を折れ線グラフで表し

たとすると、出生数の減少よりも、出生率の減少を示す折れ線グラフの傾きの

方が緩やかである理由を 200字以内で説明しなさい。

心理共科生学部 心理共生学科〔Ａ方式・Ｂ方式〕
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2025 食物 総合型  

問３ 子ども達をとりまく食に関する課題の一つとして、様々な「こ食」があげられる。
「こ食」の「こ」を表す 3 つの漢字と、その「こ食」意味を答えなさい。 

 
 

問 4 下線部ｃに関して、図 1．２より読みとったことから考えられる健康上の問題
と、その問題を予防するための食事や生活上の注意点を答えなさい。 

 
 

  
 
 
  
 
 
 
 

図 1．肥満者（BMI≧25kg/m2）の割合    図 2．「糖尿病が強く疑われる者」の割合 
（図１・２引⽤：令和元年「国⺠健康栄養調査」の結果より） 

   
 
 
問 5 下線部ｄに関して、胎児の神経管閉鎖障害の発症を予防するために、妊娠の可

能性のある女性ならびに妊娠初期の女性が、サプリメントなどを利⽤して摂取す
べき栄養素を答えなさい。 

 
 
問 6 下線部ｅに関して、低栄養および骨粗鬆症を予防するための食生活上の注意点

をそれぞれ答えなさい。 
 

 

 

 2025 食物 総合 1 

 

Ⅰ 次の文章を読み、問 1〜問 6 に答えなさい。 

 
ヒトの一生は、受精からはじまり、胎生期、乳児期、幼児期、学童期、思春期、成

人期を経て、高齢期へと進む。 
乳児期は出生から 1 歳までをいい、特に生後 4 週間までを新生児という。乳児期の

食事は、乳汁から始まり、その後、固形食に移行するために a 離乳食を開始する。 
幼児期は満 1 歳から 6 歳までをいう。⾝体的、精神的成⻑が著しい時期である。消

化機能は未熟であり、三食から十分な量の栄養が摂取できないため間食で補う。また
近年、b 食物アレルギーをもつ子どもが増加している。 

学童期は 6〜11 歳までをいい、第二次性徴の発現から、からだが完成するまでを思
春期という。学童期の後半は、⾝体的発育が著しくなるため、成⻑や発達に必要とな
る栄養素が不足しないことが大切である。子ども達が健全な食生活を確立させること
は、生涯にわたり健全な心⾝を培い、豊かな人間性を育む基礎となる。 

c 成人期は 20〜65 歳までをいう。この時期は、食生活の乱れや運動不足、精神的ス
トレス、喫煙などにより、生活習慣病を発症しやすくなる。 
ｄ妊娠期・授乳期は、自⾝と胎児・乳児の栄養に気を配る必要があり、エネルギーや

様々な栄養素の必要量が増加する。 
ｅ高齢期は 65 歳以上をいう。加齢とともに消化の働きや食欲が低下し、低栄養状態

に陥りやすい。運動量が低下する事で、筋肉が減少し、ロコモティブシンドローム
や、サルコペニア、フレイルなどの状態につながる。 
 
 
問１ 下線部ａを開始するのに適当な時期は、生後何ヶ月か。厚生労働省「授乳・離乳 

の支援ガイド」に記載されている月齢を答えなさい。また、離乳食の開始に望ま 
しい調理形態を答えなさい。 

 
 

問２ 下線部ｂに関して、全⾝性のアレルギー症状がひき起こされ、意識障害や血圧低
下をともなう生命の危険を与える過敏反応のことを何というか答えなさい。 

 
 
 

家政学部 食物栄養学科

2025 食物 総合型  

Ⅱ 次の問題 A・B に答えなさい。 

A 問 1〜６について、正しい記述２つの組合せを後の①〜⑥から選び、解答欄に
書きなさい。 

 

問１ たんぱく質に関する問題である。 

a. たんぱく質は、酸素運搬体、酵素などとして生命を維持するうえで重要な働き 
をする。 

b. トリプトファン、メチオニン、グルタミン酸はいずれも必須アミノ酸である。 
c. 卵を茹でると固まるのは、たんぱく質が熱で変性するためである。 
d. 穀類は一般にリシンが不足しているため、アミノ酸スコアは 1 よりも小さい。 

 
① a と b  ② a と c  ③ a と d  ④ b と c  ⑤ b と d  ⑥ c と d 

 

 

問２ 野菜・果物に関する問題である。 

a. 野菜に含まれる色素のクロロフィルやアントシアニンは、熱に安定である。 
b. りんご、モモ、バナナなどの果物に含まれるポリフェノールは、空気に触れると
酸化酵素の働きによって酸化され褐変する。 

c. きのこ類は約 50％が水分であり、ビタミン類の他にうまみ成分としてグアニル
酸を含む。 

d. 生のパイナップルをゼラチンゼリーに入れると、たんぱく質分解酵素の働きに
より固まらないことがある。 
 
① a と b  ② a と c  ③ a と d  ④ b と c  ⑤ b と d  ⑥ c と d 

 

 

2025 食物 総合型  

問３ ビタミン・ミネラルに関する問題である。 

a. ビタミン C は、コラーゲンの形成、酸化還元反応、カルシウムの吸収促進など
に関与する。 

b. ビタミン B1, B2, B6 は、栄養素の代謝酵素の補酵素として働く。 

c. リンは、カルシウムに次いで体内に多く含まれるミネラルであり、生体内の全
ての組織に含まれるが、加工食品による摂取過剰が問題となっている。 

d. ナトリウムの過剰摂取は高血圧の原因となるため、食事摂取基準（2020）の目
標値は 1 日あたり 9.5g 未満となっている。 

 

① a と b  ② a と c  ③ a と d  ④ b と c  ⑤ b と d  ⑥ c と d 
 

 

問 4 穀類に関する問題である。 

a. 米や小⻨の粉は、水を加えて練ることによりグルテンが形成し粘弾性を示す。 
b. 白玉粉はもち米、上新粉はうるち米の加工品であり、和菓子などに使われる。 
c. 米や小⻨に水を加えて加熱するとでんぷんが糊化し、消化性に変化はないもの

のおいしくなる。 
d. パンは、強力粉に食塩、イースト、水などを加えてよくこね、発酵させてから

焼成する。 
 

① a と b  ② a と c  ③ a と d  ④ b と c  ⑤ b と d  ⑥ c と d 
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2025 食物 総合型  

Ⅲ 次の文章を読み、問 1〜問 2 に答えなさい。 

食事をする時、私たちは味覚や嗅覚といった a 五感を使って食べ物の持つ特性を刺
激として受け取とっている。食べ物の持つ特性には、b 味、におい、テクスチャー
（かたさ、ねばりなど）、温度、外観（みため）や音がある。これらの刺激が好まし
い場合に、私たちはおいしさを感じる。また、おいしさには食べる人の状態（特性）
や食に関する経験という記憶の他に、天気や気温といった自然環境と場所や共食する
人などの食事環境も影響する。つまり、私たちが食事をした時に感じる「おいしい
さ」は、その時の環境や五感を通して感じる現在の刺激と、これまでの食経験という
過去の刺激が関わりあった総合的な感覚なのである。 
 

 

問１ 下線部 a について、味覚と嗅覚を除く残りの 3 つの感覚を答えなさい。 

  

 

問２ 下線部ｂについて、5 つの基本味である甘味、塩味、酸味、苦味、うま味が混
在した時、相互作⽤して味の感じ方に影響する。次の１）〜３）の味の組み合わ
せでは、どのような味の変化が起こるか答えなさい。また、その時に生じる相互
作⽤の効果を何というか答えなさい。 

  １）甘味と塩味    ２）甘味と酸味   ３）2 種のうま味 

  

 

 

 

 

 

2025 食物 総合型  

問３ おいしさの要素である外観（みため）には、材料の生鮮食品や盛付けが関わ
る。次の（1）、（2）に答えなさい。 

 

（1）ほうれん草と⽜肉の鮮度の⾒分方のポイントをそれぞれ 3 つあげて、説明し 

なさい。 

  

  

（2）図 1 は刺⾝の盛付け例である。刺⾝のあしらいである a〜c の食材の総称を答え
なさい。また、図 1 から和食の盛付けで留意すべきこと 3 点を 30 字以上 50 字
以内（句読点を含む）で答えなさい。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ.大根・人参

a. 大葉・とさかのり・わかめ 

ｃ. わさび 

2025 食物 総合型  

B 以下のように原材料名とエネルギーが表示されている炭酸飲料がある。この炭
酸飲料 1 本（500ml）に含まれる糖分は、１本３g のスティックシュガー何本分
に相当するか、少数第１位を四捨五入して整数で答えなさい。計算の過程も書き
なさい。 

 

原材料名：糖類（砂糖、果糖ぶどう糖液糖）／炭酸、ビタミン C、甘味料（エリ
スリトール）、香料、酸味料 

エネルギー（100mL 当たり）：45 kcal 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 食物 総合型  

問５ 炭水化物に関する問題である。 

a. 乳糖はぶとう糖と果糖からなる多糖であり、エネルギー源となる。 
b. セルロースやペクチンは、ヒトの消化酵素では分解されない食物繊維である。 
c. でんぷんはぶどう糖のみからなる多糖であり、エネルギー源となる。 
d. 大豆は小豆よりも多くの炭水化物を含む。 

 
① a と b  ② a と c  ③ a と d  ④ b と c  ⑤ b と d  ⑥ c と d 

 

 

問 6 食品の表示に関する問題である。 

a. 食物アレルギーに関して、卵、乳、落花生、さば、小⻨は表示が義務化されて
いる。 

b. 栄養機能食品は、保健機能食品のうち国が定めた栄養成分の規格基準に適合し
た食品であり、審査や届出なく規定の栄養機能を表示できる。 

c. 機能性表示食品は、保健機能食品のうち国の審査許可を受け、機能性を表示し
た食品である。 

d. 生鮮食品は、名称と原産地（国産品は都道府県など、輸入品は原産国）を表示
する。 
 
① a と b  ② a と c  ③ a と d  ④ b と c  ⑤ b と d  ⑥ c と d 

 

 

 

 

 

 

家政学部 食物栄養学科
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受験

番号

　　　　

氏

名

　　　　　　　　　　　　　　

採

点

欄

２２００２２５５年年度度　　総総合合型型選選抜抜　　家家政政学学部部生生活活造造形形学学科科

問題１
与えられたモチーフ（ビーカー、毛糸玉）の二つを自由に組み合わせて白い紙の上にレイアウトし、

鉛筆を用いてデッサンしなさい。

デッサン回答用紙の裏側に受験番号、氏名を書きなさい。

問題 2
問題１のモチーフであるビーカーには、「測る」や「注ぐ」という機能があります。これらの機能を

ヒントにして、生活を楽しく豊かにする新しい住居、衣服、生活用品を考え、スケッチを描いて提案し

なさい（住居、衣服、生活用品のどれか一つの分野を選択しても、複数の分野にまたがった提案でもよ

い）。

どこからヒントを得て、なぜそのようなデザインにしたのかなどのポイントになる部分を【例】のよ

うに矢印で示して説明し（いくつでもよい）、下線のところで自分の考えを述べなさい。

スケッチ解答用紙の裏面に受験番号、氏名を書きなさい。

②〇〇〇〇
〇〇

【例】

①〇〇〇〇
〇〇

（問題　おわり）

2025 食物 総合型  

Ⅳ 次の指示に従い、問題に答えなさい。 
  

あなたは 10 月の祖父（85 歳）の誕生日を祝うため、和食の献立を考えることに
した。祖父は総入れ⻭で嚥下機能に問題があるため、料理に工夫が必要である。   

食材の旬を考慮して、一汁三菜の献立を考えなさい。食材料は、献立全体で 10
種類以上を使⽤すること。 

  解答欄の①に献立名、②にその料理に使う食材料、③に調味料を書きなさい（調
味料を使⽤しない場合は、空欄でよい。）。また、解答欄の④献立の工夫点と⑤祖父
のための工夫点には、それぞれ 3 項目を具体的に書きなさい。 

 
 
 

（問題終わり） 

家政学部 生活造形学科

家政学部 食物栄養学科
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【設問】

下の言葉は現代社会の諸問題に関するキーワードです。

これらの言葉から3語を適切に使用して、社会の問題について400字以上(最大600字)で論じなさい。

また、使用した3語を下の枠の中に書きなさい。

(4語以上使用しても減点にはなりません)

《現代社会の諸問題に関するキーワード》　

AI（人工知能）　　　　　　　　　　　　 性的マイノリティ

SDGs（持続可能な開発目標）　　　　　　 戦争

SNS　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域活性化

過疎化　　　　　　　　　　　　　　　　 地球温暖化

感情　　　　　　　　　　　　　　　　　 地方分権

記憶　　　　　　　　　　　　　　　　　 著作権

国際連合　　　　　　　　　　 　　　　　ディジタルディバイド

心の発達　　　　　　　　　　　　　　　 特殊詐欺

再生可能エネルギー　　　　　　　　　　 平和

ジェンダー                             労働力不足

少子高齢化                             ワーク・ライフ・バランス        

（問題　おわり）

2025　総合型　現社A方式

2025 年度現代社 部現代社 科会学 会学 B 方式

プレゼンテ ション課題ー

「再生可能エネルギ の普及を促進するためには何が必要か？」というテ マで、ー ー
具体的な方策を提案し、その有 性や課題について客 的根 に基づいてプレゼン効 観 拠
テ ションしてください。ー

＊プレゼンテ ション時間：ー 10 分

＊質疑 答　　　　　　　：応 10〜15 分

現代社会学部 現代社会学科〔Ａ方式〕

現代社会学部 現代社会学科〔Ｂ方式〕
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【設問】

1. 新聞記事の内容を500字程度に要約しなさい。

2. 日本における臓器提供者数を増やすためにはどうすればよいか。新聞記事の内容を踏ま

えたうえで、自分の意見を述べなさい（400 文字以上。用紙が足りない場合は、裏面を

使ってかまわない）。

（問題　おわり）

3

次の新聞記事を読み、3ページの設問に解答しなさい。

臓臓器器移移植植：：臓臓器器移移植植法法 2266年年、、提提供供11000000件件　　増増ええぬぬドドナナーー、、病病院院にに課課題題　　提提供供体体制制、、情情報報

共共有有整整わわずず

毎日新聞西部朝刊2023年 11月7日

　臓器移植法に基づく脳死になった人からの臓器提供が 10月下旬、1000件に達した。法

律が 1997 年に施行されて 26年。提供者（ドナー）は増加傾向にあるものの、年間では

100人ほどで諸外国に比べると少ない。ドナーが増えない背景を探った。

　9月、東京都内で移植医療を考えるシンポジウムが開かれた。登壇したのは森本隆さん。

重い心臓病の息子が、移植希望者から一転してドナーの側になった体験を語った。

　診断されたのは、息子が小学 2年の時。治療を受けたが回復せず、心臓移植しかないと

宣告された。それから3年、ようやくドイツに渡ったものの、到着翌日に息子の容体が急

変し脳死宣告を受けた。息子は「自分が逆の立場になったら提供したい」と話していたた

め、臓器提供を決断した。「海外に頼ることなく移植医療が提供されるようになってほし

い。移植を特別と考えず、家族や身近な人と万一の場合はどうしたいかなど、話し合って

ほしい」。森本さんはそう訴えた。

　日本臓器移植ネットワークによると、臓器移植を希望する登録患者は約1万6000人に上

る。心臓や肺、腎臓の移植希望者は増加傾向にある。ところが、待っている間に亡くなっ

たり、待ちきれずに海外での移植を希望したりする患者が後を絶たない。

　一方、人口 100 万人あたりの脳死や心停止からの臓器提供者数は、2022 年に 0.88 人

だった。これに対して米国は約50倍の44.5人、最近増えている韓国は7.88人だ。

　なぜ少ないのか。理由の一つに、臓器提供体制が整っている病院が限られることが挙げ

られる。厚生労働省の調査によると、高度な医療を提供する全国の約 900病院のうち、半

数は体制が整っていなかった。東北大病院高度救命救急センターの久志本成樹（くしもと

しげき）部長は「脳死判定や臓器提供には、医師や検査技師など多くの人員を必要とす

る」と指摘する。

　多忙な救急医療や集中治療の現場で、患者の容体や家族の気持ちに配慮しつつ臓器提供

という選択肢を示し、法律に基づいて脳死判定を進めるのは容易でないという。このため

宮城県では、脳死状態と判断され、家族が臓器提供を承諾した患者を他の病院に転院搬送

して臓器提供につなげる連携体制が整えられた。

　また、体制が整っている病院でも、臓器提供に関する情報が患者家族に必ずしも伝えら

れているわけではないとみられている。

1

　厚労省は脳死の疑いが強い患者の家族に臓器提供の選択肢を示せるよう、臓器提供の経

験が豊富な病院と少ない病院の連携を進めている。さらに、脳死の疑いが強い患者が出た

場合、その情報を地域の病院間や臓器移植ネットワークと早期の段階で共有する仕組みも

検討している。

　22年度に脳死による臓器提供者数が100万人あたりで最も多かった岡山県。岡山大病院

は、脳死と判断される状態になった患者の家族ほぼすべてに、臓器提供の情報を示してい

る。

　救命処置を尽くしても回復が望めないと判断すると、予備的な脳死判定をしてから、回

復不能な状態であることを家族に伝える。時間の経過とともに医療スタッフ間で「家族が

状況を受け止められる」と共有できた段階で、臓器提供の選択肢があることを説明する。

中尾篤典・岡山大病院高度救命救急センター長は、提供の選択肢を知ることは患者家族の

権利だと話す。「結果として臓器提供につながることがあるし、悩んだ末に提供しなかっ

た家族もいる。それぞれの決断は尊重されるべきものだ」

　日本臨床救急医学会などは講習を開いて「入院時重症患者対応メディエーター」という

人材の育成に力を入れる。重症のため救急入院した時、初期段階から患者家族を支援する

人のことで、不安を和らげたり、医師の説明を聞く時に同席して家族の理解を助けたりす

る。

　メディエーターの養成に関わる富山大病院の長島久副院長（医療安全担当）は「医師に

とっても、治療の手立てがないことなどを伝えるのはストレスになり、あいまいに説明し

がちだ。メディエーターは、そこをより具体的に伝える役割もある」と指摘する。

【寺町六花、下桐実雅子】

………………………………………………………………………………………………………

　■ことば

　◇脳死での臓器提供

　脳死は、心臓は動いているが脳の全機能が失われた状態。判定は、瞳孔が開いて動かな

いことや自発呼吸がないことなど 5項目について、6時間（6歳未満は24時間）以上の間

隔を空けて2回行う。97年施行の臓器移植法で可能となった。10年の法改正で、本人の意

思が不明でも家族の承諾があれば臓器を提供できるようになり、15歳未満からの提供も認

められた。

2

法学部 法学科
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図図  11：：11993355〜〜22002222 年年ににおおけけるる出出生生数数のの  年年
次次推推移移  

 

図図  22：：22000000〜〜22002222 年年ににおおけけるる婚婚姻姻数数とと  出出
生生数数のの散散布布図図  

 

引用文献 

[1] 政府統計の総合窓口(e-Stat) 「人口動態調査」(厚生労働省) https://www.e-stat.go.jp/ 

データサイエンス学部 データサイエンス学科
 

【問題 1】 

近年、出生数の低下によって人口が⻑期的に減少する少子化が問題となっている。

全国から集計された出生数に関するデータは、少子化問題の解決法を考える上で有用

である。図 1 は 1935〜2022 年までの全国の出生数の年次推移を折線グラフによって

表したものである。図 2 は 2000〜2022 年までの婚姻数(初婚)および出生数を散布図

によって表したものである。それぞれのデータは厚生労働省の公開データ[1]を加工し

たものである。これらの図に関して次の(1)〜(3)の問に答えなさい。 

(1) 図 1 の出生数の年次推移グラフからどのようなことが読み取れるか説明しなさい。 

(2) 図 2 の婚姻数および出生数の散布図について、次の(ア)〜(ウ)の内、婚姻数・出生

数の関係として最も適するものを選びなさい。ただし図 2 散布図の相関係数は

0.98 である。 

(ア) 正の相関がある  (イ) 負の相関がある  (ウ) 相関がない 

(3) 図 1 および図 2 を比較した時、図の関係からどのようなことが読み取れるか説明

しなさい。 

【問題２】

　K女子大学とT女子大学のD学部1年生はそれぞれ200名及び100名であった。その中

で京都府出身の学生はK女子大学とT女子大学でそれぞれ 40名及び 5名であった。次の

各問に答えよ。

（1） K女子大学とT女子大学のD学部1年生をあわせた全体から無作為に学生を 1名

選ぶとき，その学生が京都府出身である確率を計算せよ．

（２） 問題2（１）と同じ集団から無作為に学生を 1名選ぶとき，事象A：「その学生が

K女子大学の所属である」と，事象 B：「その学生が京都府出身である」が，独立

であるか否かを理由と共に説明せよ。

（３） 問題2（１）と同じ集団から無作為に選んだ 1名の学生は京都府出身であった。こ

のとき，この学生がK女子大学の学生である確率を計算せよ。

（4） K女子大学とT女子大学のD学部の 1年生から無作為にそれぞれ 5名ずつの代表

者を選び、K女子大学とT女子大学の間でマラソンの対抗戦を行った。選ばれた

10名は同時にスタートし、ゴールするまでのタイムを測定した。ただし、同じタ

イムでゴールすることはないと仮定する。2つの大学のタイムを平均値あるいは中

央値を指標として比較する際、各指標の長所・短所を、具体例をあげながら説明せ

よ。

（5） 10名のタイムに順位をつけるとき、10名の順位の和を計算しなさい。次に、K女

子大学の5名の順位の和とT女子大学の5名の順位の和の差が最小となるような両

大学の順位の和の組み合わせを記しなさい。
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般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語
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問
十
五

引
用
文
〔〔
ⅣⅣ
〕〕
の

線
部
ａａ
「
わ
れ
わ
れ
は
す
り
足
で
も
し
て
進
む
ほ
か
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
ｂｂ
「
わ
れ
わ
れ
が
都
会
で
経
験
す

る
停
電
を
思
い
出
し
て
み
れ
ば
い
い
」
の
う
ち
、
ａａ
の
み
に
含
ま
れ
る
も
の
（
ａ
）
と
ｂｂ
の
み
に
含
ま
れ
る
も
の
（
ｂ
）、
さ
ら
に
は
ａａ

ｂｂ
い
ず
れ
に
も
含
ま
れ
な
い
も
の
（
ｃ
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
～
⑧
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
（
同
じ
も
の
は

一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）
。

①

変
格
活
用
動
詞

②

接
続
助
詞

③

断
定
の
意
の
助
動
詞

④

五
段
活
用
動
詞

⑤

打
消
の
意
の
助
動
詞

⑥

代
名
詞

⑦

上
一
段
活
用
動
詞

⑧

形
容
詞

問
十
六

引
用
文
〔〔
ⅠⅠ
〕〕
の
中
か
ら
ナ
リ
活
用
の
形
容
動
詞
、
引
用
文
〔〔
ⅡⅡ
〕〕
の
中
か
ら
詠
嘆
の
意
味
を
含
ん
だ
助
動
詞
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず

つ
そ
の
ま
ま
抜
き
出
し
な
さ
い
。

問
十
七

芥
川
龍
之
介
に
関
す
る
次
の
文
章
の
傍
線
部
①
～
⑦
の
中
か
ら
、
前
後
の
文
脈
に
照
ら
し
て
誤誤
っっ
てて
いい
るる
も
の
を
二二
つつ
選
び
、
記
号
で
答

え
な
さ
い
。

芥
川
龍
之
介
は
、
森
鷗
外
晩
年
の
弟
子
で
、
第
四
次
『
新
思
潮
』
に
発
表
し
て
激
賞
さ
れ
た
『
鼻
』
に
よ
り
、
文
壇
に
華
々
し
く

①

②

登
場
し
た
。
『
今
昔
物
語
集
』
お
よ
び
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
出
て
く
る
説
話
を
題
材
と
し
た
、
短
編
小
説
で
あ
る
。
そ
の
後
の
小

③

説
も
す
べ
て
短
編
で
、
王
朝
物
の
『
羅
生
門
』
や
『
地
獄
変
』
、
開
化
期
も
の
の
『
舞
踏
会
』
や
『
雛
』
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、
少

④

⑤

年
少
女
を
主
人
公
と
し
た
『
蜘
蛛
の
糸
』
や
『
ト
ロ
ッ
コ
』
も
佳
作
で
あ
る
。「
将
来
に
対
す
る
漠
然
と
し
た
不
安
」
に
よ
っ
て
三

⑥

十
代
半
ば
で
自
殺
し
た
が
、
遺
稿
の
作
品
に
は
『
歯
車
』
な
ど
が
あ
る
。

⑦

- 11 -

問
十
八

佐
藤
春
夫
（
Ａ
）、
川
端
康
成
（
Ｂ
）、
梶
井
基
次
郎
（
Ｃ
）
の
作
品
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
～
⑩
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
（
同
じ
も
の
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）
。

①

『
金
閣
寺
』

②

『
檸
檬
』

③

『
風
立
ち
ぬ
』

④

『
夜
明
け
前
』

⑤

『
山
椒
魚
』

⑥

『
山
椒
大
夫
』

⑦

『
暗
夜
行
路
』

⑧

『
古
都
』

⑨

『
砂
の
女
』

⑩

『
田
園
の
憂
鬱
』

問
十
九

次
は
、
問
題
文
に
出
て
く
る
作
品
・
資
料
の
う
ち
八
つ
を
時
代
順
に
並
べ
た
も
の
で
す
が
、
後
の
イ
～
ニ
の
文
が
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
れ
ら

各
作
品
・
資
料
の
中
間
の
時
代
（
①
～
⑦
）
の
ど
こ
に
あ
て
は
ま
る
も
の
か
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
（
同
じ
も
の
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）
。

『
万
葉
集
』
←

①

→
『
源
氏
物
語
』
←

②

→
『
方
丈
記
』
←

③

→
『
古
今
集
童
蒙
抄
』
←

④

→
『
好
色
一
代
男
』
←

⑤

→

『
偐
紫
田
舎
源
氏
』
←

⑥

→
「
芥
川
龍
之
介
を
憶
ふ
」
←

⑦

→

川
端
康
成
自
筆
書
簡

イ

伊
勢
の
松
阪
に
住
ん
だ
国
学
者
に
よ
っ
て
、『
古
事
記
』
な
ど
の
古
典
に
つ
い
て
画
期
的
な
研
究
が
行
わ
れ
た
。

ロ

俳
句
の
本
質
は
写
生
に
あ
る
と
す
る
革
新
運
動
が
起
こ
り
、
や
が
て
雑
誌
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
が
創
刊
さ
れ
た
。

ハ

三
つ
の
勅
撰
漢
詩
集
が
相
次
い
で
編
集
さ
れ
、
華
麗
な
詩
風
で
、
後
の
和
歌
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
。

ニ

歴
史
物
語
と
い
う
新
た
な
文
学
形
態
が
誕
生
し
、
後
の
作
品
と
共
に
鏡
物
と
一
括
さ
れ
る
作
品
も
出
現
し
た
。

（
問
題

お
わ
り
）

- 9 -

え
な
さ
い
。

①

複
数
の
人
が
、
五
・
七
・
五
の
長
句
と
七
・
七
の
短
句
を
交
互
に
出
し
合
っ
て
、
共
同
で
制
作
す
る
。

②

上
の
句
と
下
の
句
を
一
方
ず
つ
詠
ん
で
、
二
人
で
短
歌
に
す
る
短
連
歌
が
、
平
安
時
代
中
期
以
降
に
流
行
し
た
。

③

南
北
朝
時
代
に
、
関
白
で
あ
っ
た
二
條
良
基
に
よ
っ
て
、
准
勅
撰
の
連
歌
選
集
『
菟
玖
波
集
』
が
編
ま
れ
た
。

④

連
歌
を
完
成
さ
せ
た
室
町
時
代
中
期
の
宗
祇
は
、
格
調
高
い
句
風
を
展
開
し
、『
新
撰
菟
玖
波
集
』
を
編
ん
だ
。

⑤

世
阿
弥
ら
の
活
躍
で
俳
諧
連
歌
が
発
達
し
、
そ
れ
が
江
戸
時
代
に
お
け
る
俳
諧
流
行
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

問
十
三

線
部
ＥＥ
「
明
け
す
け
に
」
と
置
き
換
え
る
こ
と
の
で
き
る
四
文
字
の
言
葉
を
、
引
用
文
〔〔
ⅢⅢ
〕〕
の
４
行
目
～

行
目
の
中
か
ら
そ

11

の
ま
ま
一
つ
抜
き
出
し
な
さ
い
。

問
十
四

次
の
①
～
⑧
は
、

線
部
①①
～
⑧⑧
そ
れ
ぞ
れ
の
文
法
的
説
明
で
す
が
、
そ
の
中
か
ら
誤誤
りり
をを
含含
んん
だだ
も
の
を
三三
つつ
選
び
、
記
号
で
答

え
な
さ
い
。

①

「
並
べ
ら
れ
た
」

バ
行
下
一
段
活
用
動
詞
の
未
然
形
＋
受
身
の
意
の
助
動
詞
の
連
用
形
＋
完
了
の
意
の
助
動
詞
の
連
体
形

②

「
尽
き
な
ん
」

カ
行
上
二
段
活
用
動
詞
の
連
用
形
＋
完
了
の
意
の
助
動
詞
の
未
然
形
＋
婉
曲
の
意
の
助
動
詞
の
連
体
形

③

「
き
つ
つ
」

上
一
段
活
用
動
詞
の
連
用
形
＋
接
続
助
詞

④

「
旅
を
し
ぞ
思
ふ
」

名
詞
＋
格
助
詞
＋
サ
行
変
格
活
用
動
詞
の
連
用
形
＋
係
助
詞
＋
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
の
連
体
形

⑤

「
寝
ら
れ
ず
」

ナ
行
下
二
段
活
用
動
詞
の
未
然
形
＋
可
能
の
意
の
助
動
詞
の
未
然
形
＋
打
消
の
意
の
助
動
詞
の
連
用
形

⑥

「
く
ら
さ
れ
て
」

サ
行
四
段
活
用
動
詞
の
未
然
形
＋
受
身
の
意
の
助
動
詞
の
連
用
形
＋
接
続
助
詞

⑦

「
す
ぐ
近
く
に
」

副
詞
＋
名
詞
＋
格
助
詞

⑧

「
興
味
の
尽
き
る
こ
と
」

名
詞
＋
格
助
詞
＋
カ
行
上
二
段
活
用
動
詞
の
連
体
形
＋
名
詞

文学部 国文学科〔Ｂ方式〕
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語
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注

薊
＝
鋭
い
ト
ゲ
の
あ
る
キ
ク
科
の
植
物
。
別
名
ト
ゲ
ク
サ
。

と
冒
頭
部
に
見
え
る
『
闇
の
絵
巻
』
な
ど
、
梶
井
基
次
郎
の
作
品
を
全
集
と
し
て
集
成
す
る
こ
と
に
関
し
て
の
内
容
を
主
と
し
た
書
簡
で
す
。
梶
井

は
、
川
端
と
淀
野
の
共
通
の
友
人
で
し
た
。

一
方
、
貴
重
書
庫
そ
し
て
図
書
館
か
ら
離
れ
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
出
る
と
、
す
ぐ
近
く
に
、
国
宝
や
重
要
文
化
財
を
多
く
所
蔵
す
る
京
都
国
立
博

⑦⑦

物
館
や
、
今
様
を
愛
好
し
『
梁
塵
秘
抄
』
を
編
ん
だ
（（

ｄ

））
ゆ
か
り
の
三
十
三
間
堂
が
あ
り
ま
す
。
紫
式
部
や
清
少
納
言
の
参
詣
し
た
清
水
寺

エエ

も
、
目
と

ＺＺ

の
先
で
す
。
国
文
学
科
で
は
、
そ
う
し
た
抜
群
の
環
境
を
生
か
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
、
授
業
に
積
極
的
に
盛
り
込
ん
だ
り

も
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
内
で
も
外
で
も
、「
本
物
」
に
触
れ
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
い
く

ら
学
ん
で
も
な
お
新
鮮
で
、
興
味
の
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

⑧⑧

問
一

線
部
Ｘ
「
ア
ッ
カ
ン
」
Ｙ
「
ゴ
ウ
カ
ン
」
Ｚ
「
カ
ン
ゼ
ン
」
の
「
カ
ン
」
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
次
の
①
～
⑧
の
中

か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号
（
１
～
８
）
で
答
え
な
さ
い
（
同
じ
も
の
を
何
度
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）
。

①

カ
ン
タ
ン
相
照
ら
す

②

カ
ン
ワ
休
題

③

ユ
ウ
カ
ン
に
戦
う

④

ボ
ウ
カ
ン
に
襲
わ
れ
る

⑤

カ
ン
ゼ
ン
懲
悪

⑥

カ
ン
マ
ツ
の
付
録

⑦

カ
ン
ゼ
ン
無
欠

⑧

キ
ャ
ッ
カ
ン
的
発
言

問
二

線
部
１１
～
４４
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
～
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

１１

キ
ョ
ウ
ジ
ュ

①

ソ
ッ
キ
ョ
ウ
で
曲
を
作
る

②

キ
ョ
ウ
ラ
ク
に
ふ
け
る

③

キ
ョ
ウ
ジ
ュ
ン
の
意
を
表
す
る

④

悪
癖
を
キ
ョ
ウ
セ
イ
す
る

⑤

大
き
な
ハ
ン
キ
ョ
ウ
を
呼
ぶ

- 6 -

２２

ホ
ウ
ダ
イ

①

軍
記
物
語
『
ホ
ウ
ゲ
ン
物
語
』

②

三
島
由
紀
夫
『
ホ
ウ
ジ
ョ
ウ
の
海
』

③

林
芙
美
子
『
ホ
ウ
ロ
ウ
記
』

④

法
語
『
シ
ョ
ウ
ボ
ウ
眼
蔵
』

⑤

仏
教
説
話
集
『
サ
ン
ポ
ウ
絵
』

３３

ト
ウ
ジ

①

鬼
タ
イ
ジ
に
向
か
う

②

稀
に
見
る
チ
ン
ジ

③

通
訳
を
す
る
役
人
「
ツ
ウ
ジ
」

ま
れ

④

金
額
を
テ
イ
ジ
す
る

⑤

土
佐
ジ
を
行
く
遍
路

４４

ク
ジ
ュ
ウ

①

道
路
が
ジ
ュ
ウ
タ
イ
す
る

②

毛
筆
と
ボ
ク
ジ
ュ
ウ

③

ガ
イ
ジ
ュ
ウ
内
剛

④

患
者
が
ジ
ュ
ウ
タ
イ
に
陥
る

⑤

『
白
氏
モ
ン
ジ
ュ
ウ
』

問
三

線
部
アア
～
エエ
の
う
ち
、、
アア
「
ミ
ヤ
ウ
」
ウウ
「
ハ
ベ
」
は
漢
字
に
、
イイ
「
寝
」
エエ
「
梁
塵
」
は
平
仮
名
（
現
代
仮
名
遣
い
）
に
直
し
な

さ
い
。

問
四

ＸＸ

～

ＺＺ

に
入
る
の
と
同
じ
漢
字
一
字
が

に
入
る
慣
用
句
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
～
⑧
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号

で
答
え
な
さ
い
（
同
じ
も
の
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）
。

①

が
減
ら
な
い

②

に
掛
け
る

③

を
巻
く

④

を
揃
え
る

そ
ろ

⑤

を
ひ
そ
め
る

⑥

に
汗
す
る

⑦

が
立
た
な
い

⑧

を
掛
け
る

問
五

㋑㋑

～

㋥㋥

は
い
ず
れ
も
「
一
」
の
下
に
あ
っ
て
、
そ
れ
と
と
も
に
熟
語
を
形
成
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
空
欄
に
入
る
の
と
同
じ

漢
字
一
字
が

に
入
る
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
～
⑧
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
（
同
じ
も
の
は
一
度
し
か
選

べ
ま
せ
ん
）
。

①

急
が
ば

れ

②

智
に
働
け
ば

が
立
つ

③

阿
弥
陀

来

④

紀

之
『
土
佐
日
記
』

あ

み

だ
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問
九

線
部
ＡＡ
「
ば
」
と
同
じ
意
味
の
接
続
助
詞
を
含
ん
だ
文
節
を
、
引
用
文
〔〔
ⅢⅢ
〕〕
の
２
行
目
～
７
行
目
の
中
か
ら
そ
の
ま
ま
一
つ
抜
き

出
し
な
さ
い
。

問
十

線
部
ＢＢ
「
物
う
か
ら
ぬ
に
は
あ
ら
ね
ど
」
に
つ
い
て
の
記
述
と
し
て
誤誤
っっ
てて
いい
るる
も
の
を
、
次
の
①
～
⑩
の
中
か
ら
三三
つつ
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。

①

七
つ
の
単
語
か
ら
成
っ
て
い
る
。

②

三
つ
の
文
節
か
ら
成
っ
て
い
る
。

③

付
属
語
を
五
つ
含
ん
で
い
る
。

④

動
詞
と
形
容
詞
を
一
つ
ず
つ
含
ん
で
い
る
。

⑤

断
定
の
意
の
助
動
詞
を
含
ん
で
い
る
。

⑥

完
了
の
意
の
助
動
詞
を
含
ん
で
い
る
。

⑦

逆
接
確
定
条
件
の
接
続
助
詞
を
含
ん
で
い
る
。

⑧

格
助
詞
を
含
ん
で
い
る
が
、
係
助
詞
は
含
ん
で
い
な
い
。

⑨

活
用
語
の
連
用
形
と
連
体
形
を
一
つ
ず
つ
含
ん
で
い
る
。

⑩

二
重
否
定
の
表
現
を
含
ん
で
い
る
。

問
十
一

線
部
ＣＣ
「
こ
の
歌
は
、
折
句
の
体
と
い
へ
る
な
り
」
を
具
体
的
に
説
明
し
た
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の

中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①

「
か
」「
き
」「
つ
」「
は
」「
た
」
の
五
文
字
を
各
句
頭
に
据
え
て
い
る
。

す

②

「
唐
衣
き
つ
つ
」
が
「
な
れ
」
を
導
き
出
し
て
い
る
。

③

「
な
れ
」
に
、「
馴
れ
」
と
「
萎
れ
」
の
両
義
を
背
負
わ
せ
て
い
る
。

な

な

④

「
は
る
ば
る
」
に
、「
張
る
」
の
意
も
背
負
わ
せ
て
い
る
。

⑤

「
唐
衣
」
と
関
係
深
い
語
が
、「
萎
れ
」「
張
る
」
な
ど
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

問
十
二

線
部
ＤＤ
「
連
歌
」
に
つ
い
て
の
記
述
と
し
て
明明
らら
かか
なな
誤誤
りり
をを
含含
んん
だだ
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答

- 7 -

⑤

や
ま
と
歌
は
人
の
心
を

と
し
て

⑥

周
囲
の
忠
告
な
ど
全
く
意
に

さ
な
い

⑦

「
奏
す
」「
啓
す
」
は
、
絶

敬
語

⑧

断
定
の
助
動
詞
「
た
り
」
は

言
に
接
続
す
る

問
六

引
用
文
〔〔
ⅢⅢ
〕〕
の

ＡＡ

・

ＢＢ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
～
⑧
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
（
同
じ
も
の
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）
。

①

異
口
同
音

②

切
磋
琢
磨

③

熟
慮
断
行

④

粉
骨
砕
身

せ
つ

さ

た
く

ま

⑤

周
知
徹
底

⑥

傍
若
無
人

⑦

針
小
棒
大

⑧

慇
懃
無
礼

い
ん
ぎ
ん

ぶ

れ
い

問
七

（（

ａ

））
～
（（

ｄ

））
に
入
る
最
も
適
当
な
人
名
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
～
⑩
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
（
同

じ
も
の
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）
。

①

井
原
西
鶴

②

上
田
秋
成

③

鴨
長
明

④

後
白
河
天
皇

⑤

後
鳥
羽
天
皇

⑥

西
行

⑦

為
永
春
水

⑧

藤
原
定
家

⑨

松
尾
芭
蕉

⑩

柳
亭
種
彦

問
八

【

甲甲

】【

乙乙

】
に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
甲甲
に
つ
い
て
は
次
の
①
～
④
の
中
か
ら
、
乙乙
に
つ
い
て
は
次
の
①
～
⑤
の
中
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

甲甲

①

し
ぼ
る
に
て
い
つ
は
り
の

②

し
ぼ
る
に
て
い
つ
は
り
な
き

③

し
ぼ
ら
ざ
る
に
て
い
つ
は
り
の

④

し
ぼ
ら
ざ
る
に
て
い
つ
は
り
な
き

乙乙

①

願
望

②

絶
望

③

志
望

④

失
望

⑤

羨
望

せ
ん
ぼ
う

文学部 国文学科〔Ｂ方式〕
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

- 2 -

〔〔
ⅠⅠ
〕〕沢

の
根
芹
を
つ
み
、
峰
の
菓
を
ひ
ろ
ひ
、
あ
る
に
つ
け
て
用
ゐ
、
麻
の
衣
、
藤
の
衣
、
得
る
に
し
た
が
ひ
て
肌
を
か
く
す
。
あ
な
が
ち
に
惜
し

ね

ぜ
り

こ
の
み

き
命
な
ら
ね
ば
、
糧
の
尽
き
な
ん
愁
へ
も
思
は
ず
。
人
に
ま
じ
は
る
身
な
ら
ね
ば
、
姿
を
は
づ
る
悔
い
も
な
し
。
報
ふ
べ
き
力
な
け
れ
ば
、
人

Ａ

②②

の
恩
も
ね
が
は
し
か
ら
ず
。
ミ
ヤ
ウ
聞
を
思
は
ざ
れ
ば
、
そ
し
る
人
も
恨
め
し
か
ら
ず
。
も
し
な
す
べ
き
こ
と
あ
れ
ば
、
す
な
は
ち
お
の
れ
が

アア

身
を
つ
か
ふ
。
物
う
か
ら
ぬ
に
は
あ
ら
ね
ど
、
馬
・
鞍
・
牛
・
車
と
心
を
な
や
ま
す
よ
り
は
、
や
す
や
す
と
一
身
を
わ
か
ち
て
、
こ
の
用
を
な

Ｂ

く
ら

す
。
手
の
や
つ
こ
、
足
の
の
り
物
、
こ
れ
心
に
か
な
へ
り
。

右
以
外
に
は
、
携
帯
に
便
利
な
よ
う
に

掌

に
収
ま
る
ほ
ど
の
小
型
の
巻
物
に
書
写
し
た
も
の
や
、『
偐
紫
田
舎
源
氏
』
な
ど
を
著
し
た
ゴ
ウ
カ
ン

て
の
ひ
ら

Ｙ

作
者
の
（（

ｃ

））
が
赤
字
で
色
々
と
書
き
込
ん
だ
も
の
も
あ
り
ま
す
。

『
方
丈
記
』
を
生
ん
だ
中
世
に
は
、
古
典
作
品
の
注
釈
書
が
様
々
出
現
し
ま
す
が
、
十
五
世
紀
を
生
き
た
公
卿
で
古
典
学
者
の
一
条
兼
良
は
、『
古

今
和
歌
集
』
に
注
釈
を
加
え
た
『
古
今
集
童
蒙
抄
』
を
著
し
ま
し
た
。
京
都
女
子
大
学
図
書
館
の
貴
重
書
庫
に
は
、
そ
の
兼
良
の
自
筆
本
が
所
蔵
さ

ど
う
も
う

れ
て
い
て
、
学
界
で
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、『
古
今
和
歌
集
』
全
二
十
巻
の
う
ち
巻
九
に
収
載
さ
れ
る
有
名
な
歌
、

唐
衣
き
つ
つ
な
れ
に
し
つ
ま
し
あ
れ
ば
は
る
ば
る
き
ぬ
る
旅
を
し
ぞ
思
ふ

③③

④④

に
対
し
て
は
、
「
こ
の
歌
は
、
折
句
の
体
と
い
へ
る
な
り
」
と
注
記
し
、
同
じ
く
「
唐
衣
」
が
詠
み
込
ま
れ
た
巻
十
二
所
載
歌
、

Ｃ

い
つ
は
り
の
涙
な
り
せ
ば
唐
衣
忍
び
に
袖
は
し
ぼ
ら
ざ
ら
ま
し

に
つ
い
て
は
、「
忍
び
忍
び
に
袖
を
【

甲甲

】
涙
と
知
る
な
り
」
と
解
説
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
兼
良
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
連
歌
師
・
牡
丹
花
肖
柏

ＤＤ

ぼ

た
ん

か

し
ょ
う
は
く

- 3 -

の
自
筆
と
伝
わ
る
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
の
『
源
語
花
錦
抄
』
は
、「
源
語
」
す
な
わ
ち
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、

げ
ん

ご

か

き
ん

空
蟬
巻
の
一
節
「
心
と
け
た
る
寝
だ
に
寝
ら
れ
ず
な
む
、
昼
は
な
が
め
、
夜
は
寝
覚
め
が
ち
な
れ
ば
、
春
な
ら
ぬ
こ
の
め
も
い
と
な
く
嘆
か
し
き
に
」

、
、
、
、

イイ

⑤⑤

△

△

△

△

に
つ
い
て
、

〔〔
ⅡⅡ
〕〕空

蟬
に
ひ
と
夜
の
後
つ
れ
な
く
の
み
ハ
ベ
り
し
か
ば
、
源
氏
の
御
も
の
思
ひ
の
さ
ま
な
り
。
春
な
ら
ぬ
と
は
、
本
歌
に
、

ウウ

夜
は
さ
め
昼
は
な
が
め
に
く
ら
さ
れ
て
春
は
こ
の
め
ぞ
い
と
な
か
り
け
る

⑥⑥

と
い
ふ
歌
を
と
り
て
言
へ
る
な
り
。
木
の
芽
の
し
げ
き
に
た
と
へ
て
、
こ
の

ＸＸ

の
い
と
ま
な
し
と
詠
め
る
な
り
。

と
説
い
て
い
ま
す
。
な
お
、
『
源
氏
物
語
』
が
「
春
な
ら
ぬ
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
本
歌
が
春
の
こ
と
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
今
の
季
節
が
夏
だ

、
、
、
、

か
ら
で
す
。「
い
と
な
く
」
は
、「
い
と
ま
な
く
」
に
同
じ
。

△

△

△

△

と
こ
ろ
で
、
時
代
下
っ
て
、
佐
藤
春
夫
は
、
芥
川
龍
之
介
の
一
周
忌
を
前
に
し
て
著
し
た
「
芥
川
龍
之
介
を
憶
ふ
」
に
、

お
も

〔〔
ⅢⅢ
〕〕

１１
自
分
は
無
論
、
芥
川
の
書
く
も
の
を
、
好
き
と
か
嫌
い
と
か
善
い
と
か
悪
い
と
か
い
う
以
上
に
、
注
目
し
て
い
た
。
自
分
の
癖
で
、
甚
だ
善
く

２２
な
い
と
は
思
う
が
、
自
分
は
、
誰
か
が
悪
い
と
言
え
ば
、
そ
の
中
か
ら
善
い
所
を
発
見
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
し
、
ま
た
善
い
と
言
う
人
が
あ

３３
る
と
、
そ
の
中
に
あ
る
欠
点
を
数
え
上
げ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
当
時
に
お
け
る
芥
川
の
著
作
は
、
到
る
所
で
好
評
で
あ
っ

い
た

４４
た
。
自
分
は
自
然
、
彼
の
作
品
の
中
か
ら
欠
点
を
拾
っ
て
は
直
接
作
者
に
、
あ
る
い
は
ま
た
間
接
に
、
そ
の
芸
術
の
欠
点
を
述
べ
る
こ
と
が
よ

５５
く
あ
っ
た
。
自
分
は
、
芥
川
の
長
所
は
充
分
に
認
め
た
う
え
で
の
こ
と
な
の
だ
し
、
ま
た
、
芸
術
上
の
友
達
と
い
う
も
の
は
、

ＹＹ

に
衣
き

６６
せ
ず
感
じ
た
こ
と
を
言
ひ
合
っ
て

ＡＡ

す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
だ
と
考
え
る
の
で
、
忌
憚
な
く
ど
ん
ど
ん
と
何
で
も
言
っ
て
除
け
る
と

き

た
ん

の

７７
い
う
風
が
あ
っ
た
。
こ
う
い
う
点
で
は
、
昔
も
今
も
自
分
は
、
一

㋑㋑

の
野
人
で
あ
る
。
そ
う
し
て
よ
く
敵
を
作
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
自

８８
分
を
殺
し
て
敵
を
作
ら
な
い
よ
り
は
、
た
と
え
敵
は
作
っ
て
も

ＢＢ

に
自
分
を
表
現
し
た
方
が
生
き
甲
斐
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
理
屈

が

い

- 4 -

９９
は
抜
き
に
し
て
、
自
分
は
言
い
た
い
ホ
ウ
ダ
イ
の
こ
と
を
何
時
で
も
言
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
そ
の
代
わ
り
に
は
、
な
る
べ
く
陰
口
で
は
な
く

２

い

つ

大
っ
ぴ
ら
に
、
直
接
そ
の
人
に
聞
こ
え
る
よ
う
な
所
で
言
う
よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
自
分
の
気
質
と
し
て
は
、
明
け
す
け
に
言

ＥＥ

1100
う
と
い
う
こ
と
が
、
一

㋺㋺

の
親
愛
の
表
現
な
の
で
あ
る
。

1111
と
書
い
て
い
ま
す
が
、
先
の
貴
重
書
庫
に
は
、
芥
川
が
死
の
前
年
に
佐
藤
に
宛
て
て
書
い
た
自
筆
の
書
簡
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。「
僕
、
胃
を
病

み
、
腸
を
病
み
、
更
に
神
経
性
狭
心
症
を
病
み
、
今
夜
か
明
日
ト
ウ
ジ
に
出
か
け
る
」
と
、
心
身
の
不
調
を
訴
え
る
文
言
も
見
え
ま
す
。

３

あ
る
い
は
、
自
筆
の
書
簡
と
い
え
ば
、
川
端
康
成
が
昭
和
二
十
一
年
に
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
の
淀
野
隆
三
に
宛
て
た
、
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
二
枚

の
自
筆
書
簡
も
あ
り
ま
す
。

〔〔
ⅣⅣ
〕〕

闇
！

そ
の
な
か
で
は
わ
れ
わ
れ
は
何
を
見
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
よ
り
深
い
暗
黒
が
、
い
つ
も
絶
え
な
い
波
動
で
刻
々
と
周
囲
に
迫
っ
て

来
る
。
こ
ん
な
な
か
で
は
思
考
す
る
こ
と
さ
え
出
来
な
い
。
何
が
在
る
か
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
へ
、
ど
う
し
て
踏
み
込
ん
で
ゆ
く
こ
と
が
出
来

よ
う
。
も
ち
ろ
ん
わ
れ
わ
れ
は
す
り
足
で
も
し
て
進
む
ほ
か
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
ク
ジ
ュ
ウ
や
不
安
や
恐
怖
の
感
情
で
い
っ
ぱ
い

ａａ

４

に
な
っ
た
一
歩
だ
。
そ
の
一
歩
を
カ
ン
ゼ
ン
と
踏
み
出
す
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
悪
魔
を
呼
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
裸
足
で
薊

Ｚ

は

だ

し

注
あ
ざ
み

を
踏
ん
づ
け
る
！

そ
の
【

乙乙

】
へ
の
情
熱
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

闇
の
な
か
で
は
、
し
か
し
、
も
し
わ
れ
わ
れ
が
そ
う
し
た
意
志
を
捨
て
て
し
ま
う
な
ら
、
な
ん
と
い
う
深
い
安
堵
が
わ
れ
わ
れ
を
包
ん
で
く

あ
ん

ど

れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
感
情
を
思
い
浮
べ
る
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
が
都
会
で
経
験
す
る
停
電
を
思
い
出
し
て
み
れ
ば
い
い
。
停
電
し
て
部
屋
が

ｂｂ

真
っ
暗
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
わ
れ
わ
れ
は
最
初
な
ん
と
も
い
え
な
い
不
快
な
気
持
ち
に
な
る
。
し
か
し
ち
ょ
っ
と
気
を
変
え
て
呑
気
で
い
て

の

ん

き

や
れ
と
思
う
と
同
時
に
、
そ
の
暗
闇
は
電
灯
の
下
で
は
味
わ
う
こ
と
の
出
来
な
い
爽
や
か
な
安
息
に
変
化
し
て
し
ま
う
。

深
い
闇
の
な
か
で
味
わ
う
こ
の
安
息
は
一

㋩㋩

な
に
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
今
は
誰
の
眼
か
ら
も
隠
れ
て
し
ま
っ
た
―
―
今
は
巨

め

大
な
闇
と
一

㋥㋥

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
―
―
そ
れ
が
こ
の
感
情
な
の
だ
ろ
う
か
。

- 1 -

次次
のの
文文
章章
をを
読読
んん
でで
、、
後後
のの
問問
いい
にに
答答
ええ
なな
ささ
いい
。。

京
都
女
子
大
学
の
図
書
館
は
、
東
山
連
峰
の
麓
に
広
が
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
心
に
あ
っ
て
、
開
架
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
「
知
恵
の
蔵
」
と
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
の
ほ
か
カ
フ
ェ
も
擁
す
る
「
交
流
の
床
」
と
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
間
を
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
を
つ
な
ぐ
「
京
女
坂
」

が
通
り
抜
け
て
い
ま
す
。
「
知
恵
の
蔵
」
の
地
下
一
階
か
ら
地
上
四
階
ま
で
は
、
吹
き
抜
け
空
間
の
周
囲
に
ぐ
る
り
と
壁
面
書
架
を
設
え
た
構
造
に

し
つ
ら

な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
並
べ
ら
れ
た
三
十
万
冊
も
の
図
書
が
取
り
囲
む
ア
ッ
カ
ン
の
環
境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
三
階
に
あ
る
の
は
国
文

①①

Ｘ

学
関
係
の
図
書
ば
か
り
で
、
例
え
ば
『
万
葉
集
』
に
関
す
る
も
の
だ
け
で
も
千
数
百
冊
が
配
架
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
知
恵
の
蔵
」
の
地
下
二

階
や
「
交
流
の
床
」
の
地
下
一
、
二
階
に
は
、
閉
架
書
庫
と
自
動
化
書
庫
が
あ
っ
て
、
五
十
万
冊
以
上
の
図
書
を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
も
、

カ
ウ
ン
タ
ー
で
申
し
込
め
ば
閲
覧
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
下
に
は
貴
重
書
庫
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、
研
究
上
価
値
の
高
い
古
典
籍
や
資
料
が
数
多

く
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
半
数
ほ
ど
は
国
文
学
関
係
の
も
の
で
す
。
そ
れ
ら
は
自
由
に
閲
覧
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
の
中
の
貴
重
書
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
随
時
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
機
会
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
国
文

学
科
で
は
、
展
示
を
見
学
し
な
が
ら
の
授
業
が
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

以
下
に
、
右
の
貴
重
書
庫
の
中
か
ら
国
文
学
関
係
の
貴
重
書
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
て
、
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（（

ａ

））
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
方
丈
記
』
を
、
江
戸
時
代
に
書
写
す
る
な
ど
し
た
も
の
が
数
十
点
、
「
方
丈
記
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
一

括
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
ま
と
ま
っ
て
所
蔵
す
る
機
関
は
ほ
か
に
な
く
、
『
方
丈
記
』
の
キ
ョ
ウ
ジ
ュ
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討
す
る
う
え

１

で
の
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、（（

ｂ

））
著
『
好
色
一
代
男
』
な
ど
浮
世
草
子
が
多
く
生
み
出
さ
れ
た
こ
ろ
に
書
写
さ

れ
た
も
の
に
は
、
通
常
の
『
方
丈
記
』
と
は
大
き
く
本
文
の
異
な
っ
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
ま
す
。
方
丈
の
庵
で
の
生
活
を
述
べ
た
一
節
を
、
次
に

掲
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

文学部 国文学科〔Ｂ方式〕
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

文学部 国文学科〔Ａ方式〕

- 1 -

問
一

講
義
の
内
容
の
う
ち
、
次
の
①
・
②
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
二二
五五
〇〇
字字
程程
度度
で
ま
と
め
な
さ
い
。

①

「
見
立
て
」
に
対
す
る
正
岡
子
規
と
鈴
木
宏
子
の
評
価
の
相
違
。

②

「
先
行
歌
の
模
倣
」
に
関
す
る
正
岡
子
規
と
藤
原
定
家
の
評
価
の
相
違
。

解
答
欄
の
一
行
は
二
五
字
で
す
。
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
用
方
法
に
従
い
、
文
字
は
正
確
な
字
画
で
楷
書
で

記
入
し
な
さ
い
（
試
験
時
間
は
問問
二二
とと
合合
わわ
せせ
てて
四
十
五
分
で
す
）
。

- 2 -

問
二

問
一
の
要
約
を
踏
ま
え
、
「
文
学
作
品
は
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
と
「
模
倣
」
の
い
ず
れ
を
重
ん
じ
る
べ
き
か
」

と
い
う
問
題
に
関
し
て
、
あ
な
た
自
身
の
考
え
を
、
四四
〇〇
〇〇
字字
程程
度度
で
記
し
な
さ
い
。
講
義
で
紹
介
し
た
作
品

以
外
を
例
と
し
て
論
じ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

解
答
欄
の
一
行
は
二
五
字
で
す
。
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
用
方
法
に
従
い
、
文
字
は
正
確
な
字
画
で
楷
書
で

記
入
し
な
さ
い
。

- 3 -

く
す
か
の
よ
う
に
咲
い
て
い
る
「
桜
」
（
こ
れ
を
「
ⓐ
」
と
し
ま
し
ょ
う
）

の
美
し
さ
が
、
そ
こ
に
は
存
在
し
な
い
「
雪
」
（
こ
れ

を
ⓑ
と
し
ま
し
ょ
う
）

に
た
と
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
っ
き
り
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
歌
を
「
ⓐ
と
ⓑ
の
見
立

て
」
の
歌
と
呼
び
ま
す
。

（
中
略
）

と
こ
ろ
で
、
Ａ
の
歌
の
中
で
「
見
立
て
」
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
ら
れ
た
「
桜
」
と
「
雪
」
は
、
本
当
に
似
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
桜
は
春
に
地
上
で
花
開
く
植
物
で
す
。
い
っ
ぽ
う
雪
は
気
象
現
象
の
一
つ
で
、
季
節
は
冬
に
属
し
て
い
ま
す
。
こ
の
二

つ
は
ま
っ
た
く
別
の
も
の
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
本
当
は
似
て
い
な
い
二
つ
の
も
の
を
、
「
白
さ
」
と
い
う
印
象
深
い
た

っ
た
一
つ
の
類
似
性
に
よ
っ
て
、
半
ば
強
引
に
結
び
つ
け
て
し
ま
う
、
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
れ
以
外
の
相
違
点
は
す
べ
て
捨
て

て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
潔
い
ほ
ど
の
取
捨
選
択
と
誇
張
と
が
、
「
見
立
て
」
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
の
命
で
す
。
（
中
略
）
「
桜
」

は
「
雪
」
よ
り
も
む
し
ろ
同
じ
植
物
で
あ
る
「
梅
」
に
似
て
い
ま
す
が
、
「
桜
」
を
「
梅
」
に
た
と
え
て
も
、
あ
ま
り
面
白
く

あ
り
ま
せ
ん
ね
。
「
桜
」
を
「
雪
」
と
見
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
真
っ
白
な
美
し
さ
が
際
立
ち
、
さ
ら
に
は
、
こ

と
ば
の
力
に
よ
っ
て
「
花
ざ
か
り
の
吉
野
山
」
を
「
雪
景
色
」
に
一
変
さ
せ
る
と
い
う
知
的
な
喜
び
が
得
ら
れ
る
の
で
す
。

波
線
部
「
本
当
は
似
て
い
な
い
二
つ
の
も
の
を
、
「
白
さ
」
と
い
う
印
象
深
い
た
っ
た
一
つ
の
類
似
性
に
よ
っ
て
、
半
ば
強
引
に

結
び
つ
け
て
し
ま
う
」
「
潔
い
ほ
ど
の
取
捨
選
択
と
誇
張
」
と
い
う
発
言
に
、
「
見
立
て
」
に
対
す
る
、
子
規
と
の
理
解
の
異
な
り
が

明
確
に
表
れ
て
い
る
。
ま
た
、
子
規
は
乙
の
傍
線
部
に
お
い
て
、

・
総
て
嘘
と
い
ふ
も
の
は
、
一
、
二
度
は
善
け
れ
ど
、
た
び
た
び
詠
ま
れ
て
は
面
白
き
嘘
も
面
白
か
ら
ず
相
成
申
候
。

・
闇
の
梅
に
限
ら
ず
、
普
通
の
梅
の
香
も
『
古
今
集
』
だ
け
に
て
十
余
り
も
あ
り
、
そ
れ
よ
り
今
日
ま
で
の
代
々
の
歌
よ
み
が
よ

み
し
梅
の
香
は
、
お
び
た
だ
し
く
数
へ
ら
れ
も
せ
ぬ
ほ
ど
な
る

と
、
「
同
じ
趣
向
を
繰
り
返
す
な
」
と
強
く
主
張
す
る
。
「
現
代
の
価
値
基
準
」
か
ら
す
る
と
、
「
な
る
ほ
ど
」
と
思
う
人
も
多
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
主
張
で
あ
る
が
、「
古
典
文
学
の
価
値
基
準
」
を
探
っ
て
み
る
と
、
子
規
と
は
異
な
る
主
張
も
見
え
て
く
る
。『
百

人
一
首
』
の
編
者
と
し
て
著
名
な
、
藤
原
定
家
の
歌
学
書
（
歌
の
評
論
）
で
あ
る
、『
近
代
秀
歌
』（
一
二
〇
九
年
）
と
『
詠
歌
大
概
』

え
い

が
の

た
い

が
い

（
十
三
世
紀
前
半
）
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

・
五
七
五
の
七
五
の
字
を
①①

さ
な
が
ら
置
き
、
七
々
の
字
を
同
じ
く
続
け
つ
れ
ば
、
新
し
き
歌
に
聞
き
な
さ
れ
ぬ
と
こ
ろ
ぞ
侍
る
。

（
『
近
代
秀
歌
』
）

・
②②

近
代
の
人
の
詠
み
出
づ
る
所
の
心
・

詞

は
、
一
句
と

雖

も
、
謹
み
て
こ
れ
を
除
き
棄
つ
べ
し
。
七
、
八
十
年
以
来
の
人
の

こ
と
ば

い
へ
ど

す

歌
、
詠
み
出
づ
る
所
の
詞
は
ゆ
め
ゆ
め
取
り
用
ゆ
る
べ
か
ら
ず
。
古
人
の
歌
に
お
い
て
は
多
く
そ
の
同
じ
詞
を
以
て
こ
れ
を
詠

も
つ

ず
る
、
既
に
③③

流
例
た
り
。
但
し
、
古
歌
を
取
り
て
新
歌
を
詠
ず
る
の
事
、
五
句
の
中
三
句
に
及
ば
ば
、

頗

る
過
分
に
し
て
珍

り
う

れ
い

う
ち

す
こ
ぶ

し
げ
な
し
、
二
句
の
上
三
、
四
字
は
こ
れ
を
免
す
。
（
『
詠
歌
大
概
』
）

ゆ
る

▼
①①
ささ
なな
がが
らら
置置
きき
：
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
。
な
お
、
文
脈
上
「
置
き
」
の
後
に
、「
ま
た
」
な
ど
の
並
列
の
接
続
詞
を
補
う
必
要
が
あ
る
。
／
②②
近近
代代
：
少
し

後
の「
七
、
八
十
年
以
来
」
が
近
代
。
／
③③
流流
例例
：
慣
例
。

さ
ら
に
、
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
の
藤
原
定
家
か
ら
遡
り
、
子
規
に
酷
評
さ
れ
て
い
た
平
安
時
代
前
期
の
歌
人
で
あ
る
紀
貫

之
の
実
作
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。
Ｇ
は
『
万
葉
集
』
の
額
田
王
の
歌
、
Ｈ
が
Ｇ
を
元
に
詠
ま
れ
た
、
『
古
今
和
歌
集
』
の
貫
之
の

歌
で
あ
る
。
貫
之
が
先
行
歌
Ｇ
を
踏
ま
え
て
歌
作
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
。
こ
の
よ
う
な
例
は
古
典
和
歌
に
甚
だ
多
い
。
む
し
ろ
、

先
行
歌
を
模
倣
し
て
詠
む
の
は
、
古
典
和
歌
の
典
型
的
な
詠
法
と
言
え
る
。

Ｇ
三
輪
山
を
①①

し
か
も
隠
す
か

雲
②②

だ
に
も
心
あ
ら
③③

な
も
④④

隠
さ
ふ
べ
し
や

Ｈ
三
輪
山
を
し
か
も
隠
す
か
春
霞

人
に
知
ら
れ
ぬ
花
や
咲
く
ら
む

▼
①①
しし
かか
もも
：
そ
の
よ
う
に
。
／
②②
だだ
にに
：
せ
め
て
～
だ
け
で
も
。
／
③③
なな
もも
：
～
て
ほ
し
い
。
／
④④
隠隠
ささ
ふふ
べべ
しし
やや
：「
ふ
」
は
継
続
の
助
動
詞
。
～
し
続
け

る
。「
や
」
は
反
語
。
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

- 1 -

受
験
番
号

文
学
部
国
文
学
科

二
〇
二
五
年
度
総
合
型
選
抜
Ａ
方
式
（
国
語
）

試
験
問
題
・
問
題
用
紙

和和
歌歌
のの
「「
評評
価価
基基
準準
」」
のの
変変
遷遷

文
学
作
品
の
「
評
価
」
は
、
個
人
に
よ
っ
て
も
異
な
る
も
の
で
あ
る
し
、
時
代
に
よ
っ
て
も
変
遷
す
る
。
本
講
義
の
主
題
は
「
和

歌
の
評
価
基
準
の
変
遷
」
で
あ
る
が
、
本
題
に
入
る
前
に
、
日
本
古
典
文
学
の
名
作
と
知
ら
れ
る
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
、
こ
の

作
品
の
現
代
語
訳
も
行
っ
た
谷
崎
潤
一
郎
か
ら
の
評
価
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
証
言
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。
な
お
、
著

者
の
伊
吹
は
谷
崎
訳
『
源
氏
』
の
口
述
筆
記
を
務
め
た
人
。

○
伊
吹
和
子
『
め
ぐ
り
逢
っ
た
作
家
た
ち
』
（
平
凡
社
・
二
〇
〇
九
年
）

谷
崎
先
生
が
、
仕
事
と
し
て
接
す
る
時
以
外
に
、
『
源
氏
物
語
』
を
読
ん
で
お
ら
れ
る
姿
を
、
一
度
も
見
た
こ
と
が
な
か
っ

た
か
ら
で
す
。
…
…
一
番
ご
機
嫌
が
悪
く
な
る
の
は
、
『
細
雪
』
に
な
ぞ
ら
え
て
何
か
言
わ
れ
た
り
、
下
鴨
の
潺
湲
亭
を
六
条

せ
ん
か
ん

て
い

院
に
た
と
え
ら
れ
た
り
し
た
時
で
し
た
。

谷
崎
は
、
『
源
氏
』
を
三
度
も
訳
し
て
い
る
が
、
主
人
公
で
あ
る
光
源
氏
を
手
厳
し
く
批
判
す
る
な
ど
、
必
ず
し
も
、
こ
の
物
語

を
全
面
的
に
礼
讃
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
「
傑
作
」
と
知
ら
れ
る
作
品
で
あ
っ
て
も
毀
誉
褒
貶
は
あ
り
得
る
と

ら
い

さ
ん

き

よ

ほ
う

へ
ん

い
う
点
を
確
認
し
て
、
本
題
の
和
歌
に
話
を
移
す
。
取
り
上
げ
る
の
は
正
岡
子
規
の
著
作
『
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
』
。
子
規
が
明
治

三
十
一
（
一
八
九
八
）
年
に
新
聞
『
日
本
』
に
連
載
し
た
評
論
で
、
甲
は
第
二
回
（
二
月
十
四
日
掲
載
）
、
乙
は
第
五
回
（
二
月
二

十
三
日
掲
載
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抜
粋
し
た
。

○
正
岡
子
規
「
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
」

甲甲

①①

貫
之
は
下
手
な
歌
よ
み
に
て
『
古
今
集
』
は
く
だ
ら
ぬ
集
に
有
之
候
。
…
…
貫
之
と
て
も
同
じ
事
に
候
。
歌
ら
し
き
歌
は

つ
ら

ゆ
き

こ
れ

あ
り

一
首
も
相
見
え
不
申

候

。
か
つ
て
或
人
に
か
く

申

候

処

、
そ
の
人
が
「
川
風
寒
み
千
鳥
鳴
く
な
り
」
の
歌
は
如
何
に
や
と

あ
い

ま
み

も
う

さ
ず

そ
う
ろ
う

あ
る

ひ
と

も
う
し

と
こ
ろ

い
か

が

申
さ
れ
②②

閉
口

致

候
。
こ
の
歌
ば
か
り
は
③③

趣
味
あ
る
面
白
き
歌
に
候
。
し
か
し
外
に
は
こ
れ
位
の
も
の
一
首
も
あ
る
ま
じ
く

い
た
し

ほ
か

候
。
「
空
に
知
ら
れ
ぬ
雪
」
と
は
駄
洒
落
に
て
候
。
「
人
は
い
さ
心
も
し
ら
ず
」
と
は
浅
は
か
な
る
言
ひ
ざ
ま
と
存
候
。

だ

じ
や

れ

▼▼
①①
貫貫
之之
：
紀
貫
之
。『
古
今
和
歌
集
』
の
撰
者
の
一
人
。「
仮
名
序
」
を
執
筆
し
て
お
り
、
四
名
の
編
者
の
中
で
も
中
心
的
存
在
。
／
②②
閉閉
口口
：
相
手
の
言

せ
ん
じ
や

い
分
に
困
っ
て
こ
と
ば
に
詰
ま
る
こ
と
。
／
③③
趣趣
味味
：
お
も
し
ろ
み
。
味
わ
い
。

【【
参参
考考
】】

Ａ
思
ひ
か
ね
妹
が
り
行
け
ば

冬
の
夜
の
川
風
寒
み
千
鳥
鳴
く
な
り

い
も

〔
訳
〕
恋
し
い
思
い
に
堪
え
か
ね
愛
し
い
人
の
元
へ
行
く
と
、
冬
の
夜
の
川
風
が
寒
い
の
で
、
千
鳥
が
わ
び
し
げ
に
鳴

い
と

い
て
い
る
。

Ｂ
桜
散
る
木
の
下
風
は
寒
か
ら
で

空
に
知
ら
れ
ぬ
雪
ぞ
降
り
け
る

こ

〔
訳
〕
桜
が
散
っ
て
い
る
木
の
下
を
吹
く
風
は
寒
く
は
な
い
が
、
空
に
は
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
雪
、
落
花
の
雪
が
降

っ
て
い
る
。

Ｃ
人
は
い
さ
心
も
知
ら
ず

故
郷
は
花
ぞ
昔
の
香
に
に
ほ
ひ
け
る

ふ
る

さ
と

か

〔
訳
〕
あ
な
た
の
方
は
、
さ
あ
ど
う
だ
か
、
お
気
持
ち
は
わ
か
り
か
ね
る
が
、
こ
の
故
郷
で
は
、
花
は
昔
の
ま
ま
に
香

り
咲
き
誇
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

乙乙

心
あ
て
に
折
ら
ば
や
折
ら
む
初
霜
の
置
き
ま
ど
は
せ
る
白
菊
の
花

こ
の
躬
恒
の
歌
、
百
人
一
首
に
あ
れ
ば
誰
も
口
ず
さ
み
候
へ
ど
も
、
一
文
半
文
の
ね
う
ち
も
無
之
駄
歌
に
御
座
候
。
こ
の
歌

み

つ
ね

こ
れ

な
き
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は
嘘
の
趣
向
な
り
、
初
霜
が
置
い
た
位
で
白
菊
が
見
え
な
く
な
る
気

遣

無
之
候
。
趣
向
嘘
な
れ
ば
趣
も
①①

糸
瓜
も
有
之
不
申
、

う
そ

き

づ
か
い

へ

ち

ま

け
だ
し
そ
れ
は
つ
ま
ら
ぬ
嘘
な
る
か
ら
に
つ
ま
ら
ぬ
に
て
、
上
手
な
嘘
は
面
白
く
候
。
例
へ
ば
「
②②

鵲

の
わ
た
せ
る
橋
に
お

か
さ
さ
ぎ

く
霜
の
白
き
を
見
れ
ば
夜
ぞ
更
ふ
け
に
け
る
」
面
白
く
候
。
躬
恒
の
は
瑣
細
な
事
を
や
た
ら
に
③③

仰

山
に
述
べ
た
の
み
な
れ
ば

ふ

さ

さ
い

ぎ
よ
う

さ
ん

無
趣
味
な
れ
ど
も
、
④④

家
持
の
は
全
く
な
い
事
を
空
想
で
現
は
し
て
見
せ
た
る
故
面
白
く

被

感
候
。
嘘
を
詠
む
な
ら
全
く
な
い

や
か

も
ち

あ
ら

か
ん
ぜ

ら
れ

事
、
と
て
つ
も
な
き
嘘
を
詠
む
べ
し
、
し
か
ら
ざ
れ
ば
あ
り
の
ま
ま
に
正
直
に
詠
む
が
よ
ろ
し
く
候
。

雀

が
舌
を
剪
ら
れ
た

す
ず
め

き

と
か
、

狸

が
婆
に
化
け
た
な
ど
の
嘘
は
面
白
く
候
。
今
朝
は
霜
が
ふ
つ
て
白
菊
が
見
え
ん
な
ど
と
、
真
面
目
ら
し
く
人
を

欺

た
ぬ
き

ば
ば

ま

じ

め

あ
ざ
む

く
仰
山
的
の
嘘
は
極
め
て
殺
風
景
に
御
座
候
。
「
露
の
落
つ
る
音
」
と
か
「
梅
の
月
が
匂
ふ
」
と
か
い
ふ
事
を
い
ふ
て

楽

む
歌

た
の
し

よ
み
が
多
く
候
へ
ど
も
、
こ
れ
ら
も
面
白
か
ら
ぬ
嘘
に
候
。
総
て
嘘
と
い
ふ
も
の
は
、
一
、
二
度
は
善
け
れ
ど
、
た
び
た
び
詠

す
べ

ま
れ
て
は
面
白
き
嘘
も
面
白
か
ら
ず
相
成
申
候
。
ま
し
て
面
白
か
ら
ぬ
嘘
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
候
。「
露
の
音
」「
月
の

匂

」「
風

に
お
い

の
色
」
な
ど
は
最
早
十
分
な
れ
ば
、
今
後
の
歌
に
は
再
び
現
れ
ぬ
や
う
致
し
た
く
候
。
「
花
の
匂
」
な
ど
い
ふ
も
大
方
は
嘘
な

も

は
や

り
、
桜
な
ど
に
は
格
別
の
匂
は
無
之
、
「
梅
の
匂
」
で
も
古
今
以
後
の
歌
よ
み
の
詠
む
や
う
に
匂
ひ
不
申
候
。

春
の
夜
の
闇
は
あ
や
な
し
梅
の
花
色
こ
そ
見
え
ね
香
や
は
隠
る
る

か

「
梅
闇
に
匂
ふ
」
と
こ
れ
だ
け
で
済
む
事
を
三
十
一
文
字
に
引
き
の
ば
し
た
る
御
苦
労
加
減
は
恐
れ
入
つ
た
者
な
れ
ど
、
こ

み

そ

ひ
と

も

じ

れ
も
こ
の
頃
に
は
珍
し
き
者
と
し
て
許
す
べ
く
候
は
ん
に
、
あ
は
れ
歌
人
よ
、
「
闇
に
梅
匂
ふ
」
の
趣
向
は
最
早
打
ど
め
に
被
成

な

さ
れ

て
は
如
何
や
。
闇
の
梅
に
限
ら
ず
、
普
通
の
梅
の
香
も
『
古
今
集
』
だ
け
に
て
十
余
り
も
あ
り
、
そ
れ
よ
り
今
日
ま
で
の
代
々

こ
ん

に
ち

の
歌
よ
み
が
よ
み
し
梅
の
香
は
、
お
び
た
だ
し
く
数
へ
ら
れ
も
せ
ぬ
ほ
ど
な
る
に
、
こ
れ
も
善
い
加
減
に
打
ち
と
め
て
、
香
水

い

香
料
に
御
用
ゐ
被
成
候
は
⑤⑤

格
別
、
そ
の
外
歌
に
は
一
切
こ
れ
を
入
れ
ぬ
事
と
し
、
鼻
つ
ま
り
の
歌
人
と
嘲
ら
る
る
ほ
ど
に
御

遠
ざ
け
被
成
て
は
如
何
や
。
小
さ
き
事
を
大
き
く
い
ふ
嘘
が
和
歌
腐
敗
の
一
大
原
因
と
相
見
え
申
候
。

▼
①①
糸糸
瓜瓜
：
つ
ま
ら
な
い
も
の
の
喩
え
。
／
②②
鵲鵲
のの
わわ
たた
せせ
るる
橋橋
：
七
月
七
日
の
七
夕
の
折
に
、
鵲
が
翼
を
連
ね
て
作
っ
た
橋
を
渡
っ
て
、
織
女
（
織
姫
」
が
牽

た
と

牛
（
彦
星
）
の
元
に
通
っ
た
と
い
う
中
国
の
伝
説
に
基
づ
く
表
現
。
／
③③
仰仰
山山
にに
：
お
お
げ
さ
に
。
／
④④
家家
持持
：
大
伴
家
持
。『
百
人
一
首
』
の「
鵲
の
」
の

歌
の
作
者
。
／
⑤⑤
格格
別別
：
例
外
に
属
す
る
こ
と
。

【【
参参
考考
】】

Ｄ
心
あ
て
に
折
ら
ば
や
折
ら
む

初
霜
の
置
き
ま
ど
は
せ
る
白
菊
の
花

〔
訳
〕
も
し
心
し
て
折
ろ
う
と
す
れ
ば
折
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
初
霜
が
見
分
け
が
つ
か
な
い
よ
う
に
置
い
て

い
る
白
菊
の
花
を
。

Ｅ
鵲
の
わ
た
せ
る
橋
に
置
く
霜
の

白
き
を
見
れ
ば
夜
ぞ
更
け
に
け
る

〔
訳
〕
（
冬
の
天
の
川
に
）
鵲
が
翼
を
連
ね
て
渡
し
た
橋
に
置
い
て
い
る
霜
の
白
さ
を
見
る
と
、
夜
が
更
け
た
こ
と
だ

な
あ
。

Ｆ
春
の
夜
の
闇
は
あ
や
な
し

梅
の
花
色
こ
そ
見
え
ね

香
や
は
隠
る
る

〔
訳
〕
春
の
夜
の
闇
は
道
理
に
合
わ
な
い
。
梅
の
花
は
色
が
見
え
な
く
て
も
、
香
り
は
隠
れ
よ
う
も
な
い
の
だ
。

子
規
は
、
取
り
上
げ
た
古
典
和
歌
を
「
駄
洒
落
」
「
浅
は
か
」
「
嘘
の
趣
向
」
な
ど
と
批
判
す
る
。
ま
ず
は
、
古
典
和
歌
の
重
要
な

特
色
の
一
つ
「
修
辞
」
に
つ
い
て
子
規
の
発
言
を
確
認
す
る
と
、
Ｂ
や
Ｄ
の
よ
う
な
「
見
立
て
」
の
歌
を
著
し
く
低
く
評
価
し
て
い

る
と
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
二
重
傍
線
部
の
発
言
「
嘘
を
詠
む
な
ら
全
く
な
い
事
、
と
て
つ
も
な
き
嘘
を
詠
む
べ
し
」
に
端
的
で
あ

る
が
、
対
し
て
、
現
在
の
古
典
和
歌
研
究
の
「
見
立
て
」
の
一
般
的
な
認
識
は
、
子
規
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

○
鈴
木
宏
子
「
見
立
て
」
（
『
和
歌
の
ル
ー
ル
』
笠
間
書
院
・
二
〇
一
四
年
）

「
見
立
て
る
」
と
い
う
動
詞
は
「
そ
の
も
の
と
み
な
す
、
な
ぞ
ら
え
る
」
と
い
う
意
味
を
持
ち
ま
す
。
和
歌
に
お
け
る
「
見

立
て
」
の
典
型
的
な
例
と
い
え
る
の
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
歌
で
す
。

Ａ

み
吉
野
の
山
辺
に
咲
け
る
桜
花
雪
か
と
の
み
ぞ
あ
や
ま
た
れ
け
る

紀
友
則
（
古
今
集
・
春
上
）

訳
▼
吉
野
山
の
あ
た
り
に
咲
い
て
い
る
桜
の
花
は
、
ま
る
で
雪
か
と
ば
か
り
に
見
ま
ち
が
わ
れ
る
こ
と
だ
。

（
中
略
）

季
節
は
春
。
吉
野
山
は
い
ま
、
桜
の
花
ざ
か
り
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
の
風
景
を
遠
く
か
ら
眺
め
て
、
「
吉
野
山
の
桜
は
、

ま
る
で
真
っ
白
な
雪
か
と
錯
覚
し
て
し
ま
う
ほ
ど
に
美
し
い
こ
と
だ
な
あ
」
と
感
嘆
し
た
の
が
Ａ
の
歌
で
す
。
山
肌
を
覆
い
尽

文学部 国文学科〔Ａ方式〕
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(
2
)

a
b

c

を
に

り
1
0

け
、

の
が

な
ら

な
い

よ
う

に
す

る
。

3
0

に
ら

ず
に

、
を

け
る

。
5
0

Ⅳ

い
も
ご
は
ん

氏
名

受
験
番
号

採 点 欄

22
00
22
55
年年
度度
　　

総総
合合
型型
選選
抜抜
　　

解解
答答
用用
紙紙
  
２２

  
家家
政政
学学

部部
  
食食
物物

栄栄
養養
学学
科科

Ⅲ 続 き

問
3

（
1
）

ほ う れ ん 草

葉
（
先
）
が
折
れ
て
い
な
い

変
色
し
て
お
ら
ず
、
緑
が
濃
い

株
が
太
い
（
葉
が
厚
い
）

牛 肉

鮮
紅
色
（
暗
色
化
し
て
い
な
い
）

脂
肪
部
分
が
白
い

ド
リ
ッ
プ
が
少
な
く
つ
や
が
あ
る

つ
ま
（
妻
・
褄
）

け
ん
（
剣
）

か
ら
み
（
辛
み
）

盛
付
け
で
留
意
す
べ
き
こ
と

食
材

立
体

的
盛

付

食
材

色
重

配
置

器
一

杯
盛

余
白

設

献
立

①
献
立
名

②
食
材
料

③
調
味
料

主
食

米
　
さ
つ
ま
い
も
　

塩

主
菜

さ
ん
ま
の
塩
焼
き

お
ろ
し
添
え

さ
ん
ま
　
大
根
　
か
ぼ
す

塩
・
醤
油

副
菜 １

秋
茄
子
の
田
楽

ナ
ス
、
豆
腐
、
し
し
唐

味
噌
・
砂
糖

副
菜 ２

小
松
菜
と
柿
の
和
え
物

小
松
菜
・
柿
・
す
り
ご
ま

だ
し
醤
油
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

汁
物

き
の
こ
汁

し
め
じ
・
し
い
た
け
・
ま
い
た
け
・
ネ
ギ
・
鶏
肉
・
人
参

み
り
ん
・
酒

塩
・
醤
油

④
献
立
の

工
夫
点

調
理
法
や
食
材
が
重
複
し
な
い
よ
う
に
し
た
　
・
　
春
画
秋
の
食
材
を
使
用
し
た
。

彩
り
が
よ
く
な
る
よ
う
に
し
た
　
・
　
不
足
し
が
ち
な
野
菜
を
多
く
用
い
、
大
豆
製
品
や
い
も
を
意
識
し
て
使
用
し
た

安
価
で
栄
養
価
の
高
い
旬
の
食
材
や
地
産
地
消
の
物
を
使
用
し
た
。

⑤
祖
父
の

た
め
の

工
夫
点

酢
の
物
は
む
せ
る
の
で
、
す
り
ご
ま
の
和
え
物
に
し
て
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で
ま
と
ま
り
を
付
け
た
。

祖
父
の
飯
の
量
を
少
な
く
し
た
。

い
も
の
大
き
さ
を
小
さ
く
カ
ッ
ト
し
た
。

小
松
菜
を
柔
ら
か
く
ゆ
で
た
。

さ
ん
ま
の
頭
と
骨
を
外
し
、
食
べ
や
す
く
し
た
。

汁
物
の
食
材
は
細
か
く
刻
み
、
飲
み
込
み
易
い
よ
う
に
と
ろ
み
を
つ
け
た

秋
茄

子
と
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解
答
例

［解答例］　家政学部 生活造形学科

問題 1

問題 2

　「ぽとり心のカレンダー」は毎日の気分を視覚的に記録できる生活用品です。気分の良い日は多めに、落ち込んだ日は少なめ
に水を日付けごとの筒に注ぐことで、日々の感情の変化を水の高さで見えるようにします。この商品は、自分の気分の変化に
気づきにくい人や、文章で日記を書くのが苦手な人、子どもの心の状態をさりげなく知りたい保護者に向いています。毎日水
を注ぐだけの簡単な作業で、無理なくセルフケアができる点が特徴です。またインテリアとして卓上に飾ることもでき、家族
間でのコミュニケーションにもつながります。気持ちを測って注ぐという行動を通じて自分自身や家族の心の状態をやさしく
見守ることのできる製品です。
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解
答
例

［解答例］　データサイエンス学部 データサイエンス学科

［解答例］　文学部 国文学科（Ｂ方式）

【問題１】 
（１） 
全体的な傾向として、出生数は年が進むごとに減少している。1940 か
ら 1950 年の間に第一のピークがあり、1970 から 1980 年の間に第二の
ピークがある。ピークの間隔は 20〜30 年ほどとなっていることから、
第一のピークの子供世代が第二のピークとなっていると考えられる。第
一のピークに比べ第二のピークは減少しており、また全体的には減少傾
向となっていることから、全国の出生数は少子化の傾向を示していると
言える。 

 
（２） ア                      
 
（３） 
図 2 から婚姻数と出生数は正に相関していることがわかる。婚姻後に子
供が出生することが多いことを考えると、婚姻数が減少する時、出生数
も減少すると考えられる。図 1 の 2000 から 2022 年までを見ると、大
きな変動なく出生数は減少し続けている。したがって、図 1 と図 2 の比
較から婚姻数が減少したために、出生数が減少していると言える。この
ことから、婚姻数を増加させることによって少子化が解決できると考え
られる。 

 
 
 
  

【問題２】 
（１） 
この集団において、事象 A：「学生が K 女子大学の所属である」、事象
B：「学生が京都府出身である」とすると、P(B) = 45/300 = 0.15 であ
る。 

 
（２） 
P(A) = 200/300 = 2/3、P(B) = 45/300 = 0.15 であるが、P(A ∩ B) = 
40/300 ≠ P(A)×P(B)であるため、事象 A と B は独立でない。 

 
（３） 
事象 B を与えたときに事象 A が生じる条件付き確率を P( A | B ) で表
すと、P( A | B ) = 40 / 45 = 8/9 である。 

 
（４） 
標 本 平 均 は 外 れ 値 が 存 在 す る 場 合 に そ の 影 響 を 受 け る と い う 短 所 を も
つが、中央値は外れ値の影響が少ないという⻑所をもつ。あるいは、例
えば途中で棄権する学生がでた場合、中央値は計算できるが標本平均は
計算できない。 

 
（５） 
10 名の順位の和は、1 + 2 + 3 +  … + 10 = 55 である。K 女子大学と
T 女子大学の順位の和の差が最小となるのは（27 と 28）あるいは（28
と 27）のときである。 
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公募型学校推薦選抜 出題のねらい

　募集要項に記載の通り、英語①は標準的なレベルで総合的な英
語力を測る問題とし、英語②は特に英語力を必要とする学科が選
択問題として指定する問題であり、英語①と比較して難易度はや
や高めとしています。
１ 日目　英語①
　Ⅰは夏季オリンピックとパラリンピックの歩みとその世界的な
人気に関する内容の長文読解問題です。背景知識を駆使しながら、
未知語を推測する問題をはじめ、本文の文脈を把握していないと
正答を導くことができないように設定しています。リーディング
力を測定するため、主軸とする問題は内容に関する正誤問題や、
内容理解確認問題を中心に設定しています。日々のリーディング
の鍛錬が試されます。
　Ⅱの文法問題では、語彙をはじめ、イディオムを問う問題も設
定しています。文法についてはシステムを知っていれば解答でき
るのではなく、文脈を把握した上で正答を導くことができるもの
を設定しています。いずれも高等学校で学習する基本的なものを
設定しています。
　Ⅲの英作文問題は、日本語文の内容を英訳する整序問題です。
高等学校で学ぶ語彙や文法を使ってできる英作文を、時制やイ
ディオム、語順などに気を付けて並べ替える問題です。語彙と文
法の総合的な正確さを測定するための問題として設定しています。
日ごろの英語学習からアウトプットする練習をしておきましょう。
１ 日目　英語②
　Ⅰはチョコレートの歴史に関する内容の長文読解問題です。英
語の難易度を少し上げることで英語①との差異を出しています。
簡単なフレーズの意味を問う問題に見えるものも、本文の文脈を
把握していないと正答を導くことができないように設定していま
す。リーディング力を測定するため、主軸とする問題は内容に関
する正誤問題や、内容理解確認問題を中心に設定しています。日々
のリーディングの鍛錬が試されます。
　Ⅱの文法問題では、語彙をはじめ、イディオムを問う問題も設
定しています。文法についてはシステムを知っていれば解答でき
るのではなく、文脈を把握した上で正答を導くことができるもの
を設定しています。日ごろの英語学習の中で時制や態に注意して
英語に接するようにしましょう。
　Ⅲの英作文問題は、日本語文の内容を英訳する整序問題です。
高等学校で学ぶ語彙や文法を使ってできる英作文を、時制やイ
ディオム、語順などに気を付けて並べ替える問題です。語彙と文
法の総合的な正確さ、さらに日本語の意図を理解できて英訳して

いるかを測るための問題として設定しています。重要構文と呼ば
れる問題も日ごろの英語学習から練習しておきましょう。
２ 日目　英語①
　Ⅰは日本におけるラグビーの始まりとその躍進に関する内容の
長文読解問題です。幾つかの穴埋め問題では、前後の文脈を把握
していないと正答を導くことができないように設問しています。
リーディング力を測定するため、主軸とする問題は内容に関する
正誤問題や、内容理解確認問題を中心に設定しています。日々の
リーディングの鍛錬が試されます。
　Ⅱの文法問題では、語彙をはじめ、イディオムを問う問題も設
定しています。文法についてはシステムを知っていれば解答でき
るのではなく、文脈を把握していて正答を導くことができるもの
を設定しています。いずれも高等学校で学習する基本的なものを
設定しています。
　Ⅲの英作文問題は、日本語文の内容を英訳する整序問題です。
高等学校で学ぶ語彙や文法を使ってできる英作文を、時制やイ
ディオム、語順などに気を付けて並べ替える問題です。語彙と文
法の総合的な正確さを測定するための問題として設定しています。
日ごろの英語学習からアウトプットする練習をしておきましょう。
２ 日目　英語②
　Ⅰは“Okay”の意味の成り立ちに関する内容の長文読解問題で
す。英語の難易度を少し上げることで英語①との差異を出してい
ます。幾つかの穴埋め問題では、語彙力や文法力を必要とするの
みならず、本文の文脈を把握していないと正答を導くことができ
ないように設定しています。リーディング力を測定するため、主
軸とする問題は内容に関する正誤問題や、内容理解確認問題を中
心に設定しています。日々のリーディングの鍛錬が試されます。
　Ⅱの文法問題では、語彙をはじめイディオムを問う問題等も設
定しています。文法についてはシステムを知っていれば解答でき
るのではなく、文脈を把握していて正答を導くことができるもの
を設定しています。日ごろの英語学習の中で時制や態に注意して
英語に接するようにしましょう。
　Ⅲの英作文問題は、日本語文の内容を英訳する整序問題です。
高等学校で学ぶ語彙や文法を使ってできる英作文を、時制やイ
ディオム、語順などに気を付けて並べ替える問題です。語彙と文
法の総合的な正確さ、さらに日本語の意図を理解できて英訳して
いるかを測るための問題として設定しています。重要構文と呼ば
れる問題も日ごろの英語学習から練習しておきましょう。

英　語

数　学
全体を通して
　大問が全部で 3題で、それぞれ独立した分野の問題になってい
ます。各分野について、教科書の基礎事項が理解できているかど
うか、また、それらの知識を応用した、思考力が必要な問題にも
対応できるかどうか、このような力をみることをねらいとしてい
ます。
　全問マークシート式であるため、答えだけが合っていれば正解で
すが、前問が次の問題を解くヒントになっていることもあり、出題
の流れにうまく乗ることで解答がしやすくなる場合もあります。日
頃の問題演習では、基礎的な学力に加え、問題全体を広くみて先
を見通す力を養っておくことが、問題攻略のカギとなります。
１ 日目　数学①
第 １問：場合の数と確率の分野の問題です。［ 1］は基本的な場合
の数の数え上げと、確率の考え方の理解を問うています。後半
では、余事象の考え方を利用することで効率よく解答できます。

条件設定をうまく読み替える力が求められます。［ 2］は操作の
ルールが変わるため、［ 1］との違いを把握する必要があります。
また、後半には条件付き確率の問題が出題され、定義を正しく
理解し運用できるかが問われています。全般的に、状況に応じ
ていろいろな切り口から確率を求めることができるか、という
ことをねらいとした問題で、確率の問題に対する思考力や応用
力をみています。
第 ２問：図形と計量・図形の性質の分野の問題です。三角形が与
えられ、正弦定理・余弦定理、三角形の面積などの基本的な公
式を利用して値を求めていく中で、必要な条件や性質をうまく
応用する力が求められます。⑶は内接円の知識の応用であり、
分野の基本事項をまんべんなく理解できているかをみる問題と
なっています。
第 ３問： 2次関数の分野の問題です。グラフがある点を通る条件
や、グラフとｘ軸との位置関係、ｘ軸から切り取る線分の長さ
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１ 日目
Ⅰ：ヒトの体内環境の維持
　�　ヒトの血糖濃度の調節を題材に、ホルモンのはたらきや調節
のしくみに関する知識や理解をみる問題です。内分泌系や自律
神経系についての理解を問う内容なども含まれています。
Ⅱ：植生の遷移
　�　一次遷移と二次遷移の違いなど、植生の遷移に関する知識や
理解をみる問題です。また、与えられた表と光合成速度につい
ての理解をもとに考察する力もみています。
Ⅲ：筋肉の構造と筋収縮
　�　骨格筋の構造やその収縮のしくみに関する知識や理解をみる
問題です。筋収縮の調節に関わる神経伝達物質やイオンの役割
についての理解を問う内容などが含まれています。
Ⅳ：遺伝子の発現調節
　�　遺伝子の発現調節に関する知識や理解をみる問題です。原核
生物と真核生物における遺伝子発現の違いや、転写の調節につ
いての理解を問う内容などが含まれています。
Ⅴ：染色体と遺伝子
　�　アカパンカビの生殖を題材に、染色体と遺伝子に関する知識
や理解をみる問題です。減数分裂についての理解を問う内容な
どが含まれ、また、遺伝子の組換えの理解をもとに考察する力
などもみています。

２ 日目
Ⅰ：生体防御のしくみ
　�　人体の免疫のしくみに関する知識や理解をみる問題です。物
理的防御や化学的防御、適応免疫のしくみ、免疫に関わる細胞
についての理解を問う内容などが含まれています。
Ⅱ：体液の循環と排出
　�　心臓の構造や血液循環のしくみに関する知識や理解をみる問
題です。また、問題文と与えられた表中のデータをもとに、濃
縮率などを考察する力もみています。
Ⅲ：植物の環境応答
　�　植物ホルモンであるオーキシンの役割、光屈性・重力屈性に
関する知識や理解をみる問題です。オーキシンの移動について
の理解を問う内容などが含まれています。
Ⅳ：真核生物の遺伝子発現
　�　真核生物における遺伝子発現の過程、特に転写と翻訳に関す
る知識や理解をみる問題です。DNAや RNAの構造の理解を
問う内容、突然変異の影響を考察する力をみる内容などが含ま
れています。
Ⅴ：脊椎動物の発生のしくみ
　�　脊椎動物の発生過程における誘導現象、神経管と脊索の関係
についての知識や理解をみる問題です。また、神経管の分化に
関する実験結果をもとに考察する力もみています。

生　物

など、典型的なテーマの出題で、 2次関数の基本的な考え方や
その応用力をみるための問題といえます。本問では、平方完成
をする際に未知数を含む分数の計算となるため、正確な計算力
も求められます。⑶は場合分けが必要なよく出題される内容で、
標準的な問題に対応できる力をみています。

１ 日目　数学②
第 １問：式と証明・複素数と方程式の分野の問題です。複素数の
計算、解と係数の関係など、この分野での標準的な内容といえ
る出題構成です。⑵では、未知数 kを含む 3 次方程式が純虚
数 pi を解にもつという条件をもとに方程式を整理し、実部と
虚部をそれぞれ比較するという方針を立てる力、また正確な計
算力があるかをみる問題となっています。
第 ２問：三角関数の分野の問題です。 2倍角の公式、三角関数の
合成を利用してθの関数を変形し、関数ｙの最小値・最大値を
考察するという内容の問題で、小問の順に段階を踏んで展開す
る形式になっています。問題文が解答の流れを示していること
に着目して解き進めることができるかどうか、また計算を正確
にできるかなどをみる問題です。また、⑵で合成した結果から
βがどの範囲にあるかに気付くこともポイントであり、この分
野についての理解度が問われます。
第 ３問：微分法・積分法の分野の問題です。定積分の計算、極値、
曲線とｘ軸で囲まれた部分の面積などをテーマとした出題構成
です。この問題では、リード文で与えられた定積分を含む関数
において、⑴と⑵がその処理方法の誘導となっており、⑴と⑵
で間違えてしまうとそれ以降が得点できない形になっているの
で、注意が必要です。この分野では標準的なレベルの問題であ
り、基礎事項の確認と、その計算力を問う設問となっています。

２ 日目　数学①
第 １問：データの分析の分野の問題です。合計10人のデータを題
材に、四分位数や平均値など、基本事項を正しく理解している
かを問われています。与えられているのは箱ひげ図のみで、10
人すべての得点がわからない設定となっており、⑵では平均値
が最小となる場合と最大となる場合をそれぞれ考察する力をみ
ています。条件をもとに、様々な値を求める応用力を試す問題
となっています。

第 ２問： 2次関数の分野の問題です。グラフとｘ軸との位置関係、
ｘ軸から切り取る線分の長さなど、典型的なテーマの出題で、
2次関数の基本的な考え方やその応用力をみるための問題とい
えます。⑶は定義域における最小値・最大値をそれぞれ場合分
けして考察する力をみています。軸の位置での場合分けという
頻出事項を、確実に解けるかどうかをみることがねらいの問題
といえます。
第 ３問：図形と計量・図形の性質の分野の問題です。三角形が与
えられ、外接円の半径や辺の長さ、線分比などを求める典型的
な問題といえます。正弦定理・余弦定理、方べきの定理など、
利用するのは基本的な公式ではありますが、必要な条件や性質
をうまく応用する力が求められます。与えられた条件を正確に
把握し、どの公式を利用するかの判断力・応用力をみる問題と
なっています。

２ 日目　数学②
第 １問：対数関数の分野の問題です。この問題では、⑴で対数を
ｔとおくことが示されているため、このヒントをもとに問題の
流れに乗って解き進められるかをみる問題となっています。⑵
や⑶では、⑴の答えを利用して関数をｔを用いて表したうえで、
2次関数の知識を応用する典型的な出題です。誘導設問を利用
しながら、本質を正しく捉えて解き進めていけるかどうか、そ
のような力をみる問題でもあるといえます。
第 ２問：数列の分野の問題です。リード文で等差数列｛an｝と数列
｛bn｝をもとに、新たな数列｛cn｝を設定しており、⑴で間違えて
しまうとそれ以降が得点できない形になっているため、慎重に
計算していくことが大切です。また、⑶はΣ計算において数列
｛cn｝の規則を正しく理解しているか、さらにその規則を数式で
表して計算を進める力をみる問題となっています。
第 ３問：微分法・積分法の分野の問題です。接線の方程式、曲線
と直線で囲まれた部分の面積など、この分野での標準的な内容
といえる出題構成です。微分法・積分法での基礎事項の理解度
と、それに応じた正確な計算力が求められています。⑵では新
たな放物線の方程式を決定し、⑶で図形の面積を求めるという
流れになっており、微積分の標準的な知識や対応力をみるため
の問題であるといえます。
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　 １日目・ ２日目ともに国語の基礎的な学力を問う問題です。現
代文では、漢字や語句の問題からはじまり、さまざまな形式で文
章の論理を問います。古文では、単語・文法という基礎中の基礎
から、その基礎にもとづく読解問題が配置されています。また、

文学に関する知識を問う問題も、大学入学後の必須知識として出
題しています。
　以下では、正答率の低かった問題（正答率 5割以下）に関して解
説していきます。

国　語

１ 日目
Ⅰ：小問集合
　�　化合物と単体、共有結合の結晶、混合気体の平均分子量、発
生気体の体積、中和滴定、酸化数の変化などについて、単なる
知識だけではなく根本的な理解ができているかをみる問題です。
ぜひ理解しておいてほしい内容を出題しましたが、受験生全体
の平均正答率（以降、正答率と略記）はどの問題も 7割前後でし
た。中でも単なる知識問題ともいえる問 ２では、 9割以上の正
答率でよくできていました。
Ⅱ：無機化学、理論化学
　�　前半のＡは、ケイ素の性質に関する問題です。ケイ素の酸化
物やケイ酸塩に関して教科書通りの知識を問う問 １、問 ２の正
答率は 6割程度でしたが、ちょっと見慣れない内容について与
えられた情報をもとに考えるという問 ３、問 ４では、正答率は
2～ 3割に下がってしまいました。大学入試問題において、高
校ではあまり学ばない内容が出題される場合は、解答に必要な
ことは問題文中で説明されています。よって、入試対策として
高校レベルを超えるような知識の習得は不要で、問題文に書か
れていることを化学的・論理的に正しく理解する力のほうが重
要です。そのためには、日頃から教科書の内容をしっかり理解
する（「丸暗記する」のではない）習慣を身に付けることが効果的
な入試対策となります。
　�　後半のＢは、鉛蓄電池の問題です。問 １は両極で起こる反応
についての基本的な問題で正答率10割でした。問 ２⑴の負極板
の質量変化から流れた電気量の計算、問 ３の放電時の電解液と
両極での反応に関する問いの正答率は 7割程度で、合格するた
めには正解しておきたい問題です。なお、問 ２⑵の希硫酸の濃
度変化から流れた電子の物質量を求める問題では、②0.64mol
に誤答が集中し、正答率が ３割と難しかったようです。このよ
うな問題はなぜ多くの人が間違えたのかを考えながら、復習す
ることが重要です。
Ⅲ：理論化学
　�　Ａは、連結容器を使っての気体の混合と反応後についての基
本的な問題で、 7割を超える正答率でした。問 ４の液体の水が
観察されない状況での容器内の圧力については、 6割とやや下
がりましが、全体に計算問題演習の成果が表れていたようです。
　�　Ｂは、NO2とN2O4の平衡をテーマに、温度によって平衡が
どのように移動するかを論理的に思考する力を問いました。問
３の正答率は 5割でしたが、大小関係を逆に考えたミス解答④
が 3割となっていました。問 ４の圧平衡定数は 8割が正しく求
められていましたが、問 ５の濃度平衡定数との関係は正答率 5
割にとどまっていました。
Ⅳ：有機化学
　�　Ａは、 5種類の芳香族化合物について、問 １ではベンゼン環
に直接ついた水素原子を塩素原子に置換した場合の異性体の数
について問い、 ７割程度の正答率でした。問 ２では過マンガン
酸カリウムによる酸化反応、生成物の性質などに関する基礎的
な理解を問い、⑴では、正答率は 8割程度ありましたが、反応
生成物のさらなる反応の⑵⑶では、 6割弱まで次第に下がって
しまいました。このように、正答率が順に下がる問題群が合否
に影響しますので、難易度を体感しておきましょう。
　�　Ｂは、一般式と分子量の条件を与え、問 １では当てはまる化
合物の構造式の数を問いましたが、正答率は 5割を切りました。
問 ２・ ３では反応から構造式を決定するといったよくある問題
で、正答率は 7割～ 6割程度でした。このような問題では、初

めに考えられる化合物を書き出し、問題文の条件に当てはまる
ものを順に決定していくようにすれば、最後まで落ち着いて対
応できます。日頃からこのようなやり方に慣れておくように練
習することが大切です。

２ 日目
Ⅰ：小問集合
　�　沈殿生成反応、炎色反応、イオン結合の性質などに関する知
識、および混合気体の密度、気体発生反応の定量的な計算、溶
液中のイオンの濃度、酸化還元反応に関わる物質の役割などに
関して、基本的な知識・理解ができているかをみる問題です。
正答率は、問 ４が 9割と高かったものの、問 ６の酸化還元反応
の問題が 3割台、他の問いは 5～ 7割前後でした。
Ⅱ：無機化学、理論化学
　�　Ａは、アルミニウムをテーマに、反応と性質に関する知識や
理解をみる標準的な問題です。問われている内容は、教科書の
記載に沿ったもので、問 １～ ３⑴は ７割程度の正答率でした。
しかし、反応式を与えていない気体発生反応の計算問題の問 ３
⑵では、反応式の係数間違いのためか、正答率は 3割にとどま
りました。化学では、反応式を正しく作ることがもっとも重要
です。
　�　Ｂは、陽イオン交換膜を用いたNaCl 水溶液の電気分解の問
題です。問 １の電気分解中の水溶液の液性などの正答率は 3割
以下で、誤答選択肢が分散しており、あまり理解できていない
ことがうかがえます。図中のイオンについての問 ３は教科書に
もある図なので、正答率 8割を超えましたが、問 ４・ ５は陰極
での反応が分かっていないためか、 5割前後とやや難しかった
ようです。
Ⅲ：理論化学
　�　Ａは、半透膜で仕切ったU字管での浸透圧をテーマとした
問題で、問 １は基本的な知識問題、問 ２・ ３は計算問題でした
が 6～ 7割正解できていました。問 ４では、より深い理解を試
すため液面の高さの差を大きくする方法を問いましたが、答え
が分散して正答率は ３割にとどまりました。
　�　Ｂは、アンモニアの電離平衡に関する問題で、アンモニア水
の水酸化物イオン濃度についての問 １の正答率は 8割を超えま
した。しかし、100倍に希釈したときの pHを求める問 ２ は平
衡を考慮する必要がある難問で、 6割以上の人が強塩基水溶液
の希釈と同様に［OH－］が100分の １になると誤解し、正答率は
1割以下にとどまりました。問 ３⑵の緩衝液と問 ４の電離度が
大きくなった場合の式の導出は、 6～ 7割の正答率でした。
Ⅳ：有機化学
　�　Ａは、有機化合物の元素分析について、実験装置や化合物の
組成式を求める頻出の内容です。前半は 8割前後の高い正答率
でしたが、エタノールであると構造が決定した後の反応につい
て、反応温度と生成物の関係が正確に頭に入っていないためか、
問 ２⑶の正答率は 6割とやや下がりました。
　�　Ｂは、芳香族エステルを扱いました。加水分解によって ３種
類の化合物が得られ、それらにいろいろ試薬を加えて反応させ
た結果をもとに構造を類推していく問題でした。問 １では 6割
の正答率があったものの、その後 3～ 4割台に下がってしまい
ました。まずは与えられた情報をもとに考えられる構造を書き
出し整理していくことから始めるといいでしょう。
　�　化学では、知識の暗記は必要ですが、物質の反応や構造の原
理の理解も大切です。

化　学
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1 日目
　現代文は、川合伸幸・鈴木宏昭『心と現実　私と世界をつなぐ
プロジェクションの認知科学』（幻冬舎新書、2024）より出題。一
般向けの新書ですので文章は比較的平易かと思います。専門用語
こそ若干使われていますが、そういった用語には注を付けて、読
解に支障がないように出題しています。
　問一　Ｂの「四則（演算）」自体はそこまで難しい語句ではないで
しょうから、正答率が低かったのは、正答である④の「則天去私」
という熟語が浮かびにくかったのかもしれません。ですが、①「嘆
息」、②「側面」、③「即答」、⑤「憶測」はいずれも一般的な語です
から、消去法でも解答は可能です。Ｅも、問題の「固有」よりも、
正答の⑤「固辞」の方が若干難しい語でしょうが、やはり消去法で
正答を残せる問題です。
　問四　「甲」の「次第」は「状態が少しずつ変わるさま」の意ですの
で③が該当します。また、ここは「そうした次第」とあるので前の
文章を受けますが、その前の文章は様々な進化に関して述べてい
る内容ですので、「それぞれそうなる」とある③がやはり適当とい
うことになります。
　「丙」の「反駁」は「他の意見に反対し、論じ難ずること。論じ返
すこと」の意ですので、②がもっとも適切。③以外は「反対」のニュ
アンスを持つ選択肢ですが、①の「強く感情を揺さぶられ」、④の
「あえて」、⑤の「反発して」と、それぞれ選択肢に該当しない文言
があるので「最も適当」ではありません。
　問八　「二つの前提がある」と、以降で説明する内容のまさに「枠
組を示」していますから、①が正答となります。②の「定義」、④
の「反対」、⑤の「結論」は本文に合致しませんし、③の「意外な情報」
もやはり本文に示されていない情報です。
　問九　①は「心の進化」がこれまでの話題の「根拠」にはなってい
ないので不適当です。③の「全く異なる」、④の「同じ内容」、⑤の
「正反対」といった文言もそれぞれ適当でなく、「異なる視点」とあ
る②が正答となります。
　古文は、仏教説話集『地蔵菩薩霊験記』巻五より出題。『地蔵菩
薩霊験記』は『今昔物語集』のような著名な説話集ではありません
が、一話完結の短い説話を出題し、難語には注も付していますの
で、純粋に出題した文章を読み解けるかどうかを問うた問題と言
えます。もちろん、品詞分解を始めとした古典文法の基本的な知
識は、読解のうえで必須です。
　問一　Ⅰ～Ⅴの語句を品詞分解すると以下のとおりとなります。
　　Ⅰ：下二段動詞「見す」の未然形＋助動詞「ず」の連用形
　　Ⅱ：四段動詞「住む」の未然形＋終助詞「ばや」
　　Ⅲ：形容詞「心うし」の連用形＋四段の補助動詞「候ふ」の已然形
　　Ⅳ：�上一段動詞「ゐる」の未然形＋助動詞「らる」の連用形＋助

動詞「き」の連体形
　　Ⅴ：�下二段動詞「消ゆ」の連用形＋助動詞「ぬ」の未然形＋助動

詞「む」の終止形
　ですので、１の「二つの単語からなると考えられる語句」は④の
3個、 ２の「動詞または助動詞の連用形を含む語句」も④の 3個、
３の「下二段活用動詞を含む語句」は③の 2個、 ４の「用言を二つ
含む語句」は②の 1個です（助動詞は用言に含まれないのでⅢのみ）。
　問二　ａ「ややもすれば」は「ともすると」「どうかすると」の意
ですので⑤が正答。
　問三　（ 1）の「いはんや」は「況んや」と表記するので、②「異」が
正解です。後は①「近況」などいずれも熟語となります。
　（ 2）は、「いはんや」は「まして」の意ですので、空欄の前に価値
の低いもの（死馬）があり、後に「生（馬）」と高いものがある④が正
解です。選択肢はいずれも著名な成句ですので、検索してみてく
ださい。
　問四　まず、係助詞「や」と呼応するので文末の「む（ん）」は連体
形ですから、Ⅲを終止形とする①・②・④・⑦は選択肢から外れ
ます。次に「あり」はラ変動詞ですので、③・⑤・⑧が残ります。
そして、Ⅰは体言「何ごと」に接続しているので①を「完了の助動
詞」とする⑤もありません。③・⑧が残りますが、格助詞「に」で
あれば場所・時間・動作の対象を指すので⑧が正答です。「～で
あろうか」とも訳せる点も⑧を指示します。

　問六　（ 1）は「に」が①格助詞、「ども」が②接続助詞、「は」が④
係助詞、「ね（「ず」の已然形）」が⑤助動詞ですので、③副助詞が正
答です。（ 3）の「いづれ」は直前の「四つ」を指します。この「四つ」
は、娘が「こらへがたきこと」として挙げたもので、かつ「侍らね」
と打消の助動詞がありますので、「どれも堪えがたくない」という
否定文をさらに否定する二重否定の文となるので④が適当です。
　問七　「たちまち」は「すぐさま」の意ですから、「反射的」とある
②が適切です。④は、少し前の「さすが恩愛の名残なれば」といっ
た娘との関係改善を示す文を読むと選択したくなるかもしれませ
んが、「たちまち」に相当する語句がありません。本文の語句に即
して解答することが肝心です。
　問八　「などかなからん（や）」は反語の意を示しますので、④が
適切です。文脈としても、ここは薩埵（菩薩）の加護を否定する箇
所ではありません。視覚に基づく推定や婉曲の意の「めり」も不適
当です。
　問九　この文章は「信心深い娘が、「袈裟うちかけて『南無地蔵
大菩薩』と唱ふる声を聞く」ことが堪えがたいと母に嘘を付くが、
その嘘によって母が菩薩の名を唱え、死後にその加護を得る」と
いう筋ですから、⑤の「方便」が適切です。②の霊験は、この時点
ではあらわれていません。
　問十一　（ 4）は、定頼卿が「お母さんの指導がないのは心細い
のでは」とからかったのに対して「母は遠くにいるので指導などは
受けていません」と歌で返していますから、③がもっとも適当です。
②や⑤の「受けるまでもない」「受けたくない」は、歌の語句から
読み取れません。
2 日目
　現代文は、廣野由美子『シンデレラはどこへ行ったのか　少女
小説と『ジェイン・エア』』（岩波新書、2023）より出題。 1日目の
現代文と同じく、一般向けの新書からの出題ですので文章は平易
であったと思います。文学作品の内容に踏み込む文章ですが、取
り上げている作品の、読解に必要な箇所は本文中で丁寧に要約さ
れていますので、これらの作品を鑑賞しているか否かは問われま
せん。
　問一　Ｃは「キュウチに陥った」と「陥る」に続くので「窮地」です。
正答は⑤「窮余の一策」となります。後は①「緊急」、②「給付」、③
「旧弊」、④「九死」です。
　問二　ⅲ「骨子」の読みは①「こっし」です。読み自体はさほど難
しくないと思いますので、「物語の骨子」という言い回しの理解が、
若干難易度が高かったでしょうか。「物語の要点」と置き換えるこ
とができます。
　問六　「マレフィセントがオーロラを救う」というのが以降で説
明される物語の内容ですから、①・②・⑤は該当しません。残る
③・④のどちらが最も適当かですが、傍線部 2の三つ後の「した
がって」から始まる段落で、「王子の恋心では、真実の愛の域にま
で達することができなかった」とあり、次の段落に「マレフィセン
トとオーロラという年齢を超えた女同士の友情の物語」ともあり
ますので、④が最も適当です。
　問九　「い」は、自己の復讐心にオーロラへの友愛の心情が勝っ
たのですから、①「無私の」がもっとも適当です。主体性や能動性、
あるいは優れているか否かは記述されていません。「に」は空欄の
前に「潜在的能力」「一生を推進する」とあり、今後の成長のきっ
かけとなるという文脈ですから、②「起爆剤」が正答となります。
「ほ」は直前に「愛好するだけの」とあります。つまり、好んで鑑賞
されはするがそれだけで、なにかの役には立たないということで
すから⑤「消費」が適当です。
　問十　「副作用」が何を指すかは、本文中で「競争心を煽る」と具
体的に述べられています。この説明に最も適合する選択肢は、「女
性同士が力を競い軋轢が生じ」るとある③です。
　問十一　②の『夜明け前』の作者は島崎藤村、③の『金色夜叉』は
尾崎紅葉、④の『舞姫』は森鷗外、⑤の『にごりえ』『たけくらべ』
は樋口一葉と、それぞれ作者に誤りがありますので、残る①が正
答となります。『シンデレラ』の翻訳書名や訳者が分からなくても、
基本的な文学史の知識があれば、消去法で解答できる問題でした。
　古文は、平安時代後期成立の短篇物語集『堤中納言物語』中の「は
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いずみ」より出題。作品冒頭からの出題ですので、出題箇所以外
の内容を考慮する必要がなく、出題した文章を読み解けるかどう
かを問うた問題でした。 1日目と同じく、古典文法の基本的な知
識は解答するうえで必須となります。
　問一　作中人物を特定する問題でした。イは「親しき人」の後を
読むと、その「娘」の元に通ったとありますので、「親」の③が正答
です。ウ「かれ」は「いづちやらまし」（どこに行かせようか）の対象
ですから、新しい妻（娘）を男が迎えるために家から出される⑤「妻」
です。エは「これは親などある」のですから、②「娘」となります。
　問二　Ｂの「おしたちて言ふやう」の「おしたつ」は「強引に」の意
なので②。Ｃの話者は「親」ですので、男の通いに驚いたというこ
とで、「本意」「おはしそむ」の語義からも⑤となります。Ｄは文
末に「か」などの疑問の助詞がなく、対象の「妻」は「高貴」（②）で
はないので①。Ｅは「おろかなり」の語義、敬語「思す」の使用、「未
然形＋ば」の順接仮定条件の語法から③となります。
　問四　（ 1）ａは動詞「なる」、ｇは形容動詞「あはれげなり」の活
用語尾、ｋは体言「こと」に接続するので断定の助動詞と、すべて
別の語ですので②が正答。
　問五　ｂ「離れなむ」は「（夫との関係が破綻する前に）お別れし
よう」の意味ですから、完了の助動詞「ぬ」の未然形＋意志の助動
詞「む」の終止形と理解できます。完了の助動詞「ぬ」は連用形接続
ですので、同じ⑤が正答となります（④の「明け」は未然形で「明け
てほしい」の意。「なむ」は未然形接続の願望の終助詞）。
　ｉは形容詞（シク活用）型活用の助動詞連用形に接続する例。終
助詞は未然形接続なので不可、助動詞が接続する場合、形容詞は
「～かり」の形になるので、③の係助詞が正答。
　問六　ｃの「せちに」は形容動詞「せちなり」の連用形で、ｄ・f・

ｈもすべて同じ。⑤のｊのみは体言「こと」に接続するので、異な
る意味・用法となります。
　問七　（ 1）「だに」には「類推」「最小限の願望」の意があるので、
Ｘは②・⑤です。傍線部ｅは、男が「（新しく妻となる）娘を家に
連れていきます」と述べたのに対して、その娘の親が「せめてそれ
だけも」と要望していますので、17が⑤、18はもう片方の②とな
ります。Ｙは18が類推ですので、④「さへ」が正答です。
　（ 2）は「最小限の願望（せめて～だけでも）」の意味で取れるもの
を選べばよいので、④となります。後はすべて「～すら」と訳せます。
　問八　「男から妻への会話」であることが、設問を含む「　」内の
内容から判断できるかがポイントです。判断できれば、候補は②・
⑤のみとなり、妻はこの後「自分には行く場所もない」と思い、「新
しい妻を迎えればよい」とも男に述べますので、②が正答です。
　問九　④の「女の親に配慮が必要であるため」は、 4段落 2行の
「親にも知らせで、かやうにまかりそめし」云々と合致しません。
他の選択肢は、このような齟齬はありません。
　問十　正答は①の『大和物語』です。他の選択肢はすべて長篇物
語です。平安朝の物語で短篇物語集に属するのは、『大和物語』『堤
中納言物語』のほかは、『伊勢物語』『平中物語』くらいしかありま
せん。
　問十一　正答は③の『今昔物語集』です。教科書や国語便覧の文
学史年表に一一二〇年頃の成立と記載されています。①・⑤は
十一世紀前半以前、②の『徒然草』は鎌倉時代末頃、④の増鏡は
十四世紀の成立とかなり時代が下ります。問十と合わせて、文学
史年表を読む機会を持ってもらえば、正答を得られる可能性の高
い問題でした。
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Ⅰ 次の文章を読んで，後の⑴～⑽の各問いに答えなさい。

解答番号は 1 ～ 10 。

The modern Olympic Games were first held in Athens
［注1］

in 1896. A

crowd of 60,000 spectators
⑴

gathered to watch athletes from 13 countries

participate in the revival of the ancient sporting festival. Those first

Olympics featured just nine sports, including athletics, cycling, wrestling

and swimming. All of the participating teams were from Europe, except

for the team from the United States of America and athletes from

Australia, then part of the British empire. More than a century later,

the Summer Olympics is a huge sporting festival featuring 32 sports

with over 300 events and a global television audience of billions.

Alongside the Summer Olympics there is another competition that has

steadily become more and more popular the Paralympics.

The Paralympics are designed for athletes who have disabilities, and

the modern Paralympics have their origins in the years immediately

after the Second World War. Ludwig Guttmann was a doctor at a

hospital in England which treated soldiers who had been injured in the

war. He wanted to create a sporting event for his wheelchair 2

that matched the Olympic Games. In 1948 he
⑶

organized the

International Wheelchair Games that opened on the same day as the

Summer Olympics held in London that year. The games were then held

every year at Stoke Mandeville Hospital, where Guttmann was a doctor.

During the early years the Stoke Mandeville Games only featured

British participants. In 1952 injured soldiers from the Netherlands and

Israel were the first participants from overseas.

In 1960 the games were renamed the Paralympics and were held

outside Britain for the first time. These games were held in Rome

英 語 ①
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alongside the Summer Olympics. The Stoke Mandeville Games had been

open only to disabled war veterans, but the first Paralympics were open

to other wheelchair users from any country. Four hundred athletes from

23 countries participated in the 1960 games. From 1960 onwards, the

Paralympics have been held in the same year as the Olympic Games,

4 they were often held in different cities. For example, the 1976

Olympic Games in Canada were held in Montreal while the

Paralympics were held in Toronto. The 1976 games also saw the

inclusion of athletes with a wider range of disabilities besides wheelchair

users. Gradually, the relationship between the Olympics and the

Paralympics became stronger. In 2001 there was a formal agreement

between the International Olympic Committee ( IOC ) and the

International Paralympic Committee (IPC) that the two events should be

held in the same host city and that the Paralympics should follow on

immediately from the Olympics.

Even though the official status of the Paralympics was established

many decades ago, media coverage of the Paralympics has not been the

same as the more mainstream Summer Olympics. In the 1970s, 80s and

90s, while television broadcasters had many hours of live coverage of the

Summer Olympics every day, during the Paralympics short highlight

videos were often shown only at the end of each day’s competition. In

the 2000 Paralympics in Sydney, Australia, the organizing committee

made an agreement with television broadcasters to broadcast events live,

and it is estimated that the Paralympics were seen by a global audience

of 300 million people. For the London 2012 Paralympic Games a private

British television company, Channel 4, gained the rights to broadcast

over 150 hours of live competition as well as offering mobile apps
［注2］

and

streaming content of the games.

From relatively small beginnings of an event organized for
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wheelchair-using war veterans, the Paralympics have now become a

major sporting event. The 2016 Paralympics featured over 4,000 athletes

from 159 countries. Even though the Tokyo 2020 Paralympics were

seriously affected by the coronavirus pandemic, just over 4,000 athletes

from 162 countries participated. As well as showcasing remarkable

athletic achievements, the Paralympics have played an important role in

making society more aware of disability and
⑹

altering attitudes towards

people with disabilities. Ludwig Guttmann’s dream of making a sporting

event of the same scale and importance as the Olympics has become a

reality for thousands of athletes and hundreds of millions of viewers.

［注1］ Athens アテネ（ギリシャの都市）

［注2］ apps アプリ（アプリケーション）

⑴ 下線部⑴ gatheredの意味に最も近いものを，次の�～�から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 1 。

� accepted � assembled

� dissolved � withdrew

⑵ 2 に入れるのに最も適当なものを，次の�～�から1つ選び，マー

クしなさい。解答番号は 2 。

� designers � makers

� patients � specialists

⑶ 下線部⑶ organizedの意味に最も近いものを，次の�～�から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 3 。

� arranged � banned

� happened � participated
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⑷ 4 に入れるのに最も適当なものを，次の�～�から1つ選び，マー

クしなさい。解答番号は 4 。

� although � as if

� because � so that

⑸ 下線部⑸ wheelchair-using war veteransの意味に最も近いものを，次の

�～�から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 5 。

� craftsmen who had experience making wheelchairs

� people in wheelchairs who had fought in a war

� retired people selling wheelchairs to those with injuries

� soldiers who operated their wheelchairs in a war

⑹ 下線部⑹ alteringの意味に最も近いものを，次の�～�から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 6 。

� changing � ignoring

� keeping � suspending

⑺ 本文の内容に合うように，次の部分に続く最も適当なものを，�～�から1

つ選び，マークしなさい。解答番号は 7 。

According to the second and third paragraphs, 7 .

� in 1976 the Paralympics and the Olympic Games were held in

the same city in Canada

� Ludwig Guttmann wanted to participate in wheelchair games

with soldiers who he treated

� only injured soldiers participated in the games at Stoke

Mandeville Hospital

� wheelchair games at Stoke Mandeville Hospital were held once

every four years
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英語①〔 １ 日目〕

Ⅱ 次の⑴～⑸の 11 ～ 15 に入れるのに最も適当な語句を，そ

れぞれ�～�の中から1つずつ選び，マークしなさい。

解答番号は 11 ～ 15 。

⑴ You cannot be 11 careful when you drive a car.

� far � much � still � too

解答番号は 11 。

⑵ Canada is about 12 than India.

� third time bigger � third times bigger

� three time bigger � three times bigger

解答番号は 12 。

⑶ They insisted 13 him to the activity.

� for my inviting � me inviting

� me to invite � on my inviting

解答番号は 13 。

⑷ With 14 , we are sure to win.

� him on our side � on him our side

� our him on side � our side him on

解答番号は 14 。

⑸ I expect he 15 here by tomorrow.

� arrived � arrives

� has arrived � will have arrived

解答番号は 15 。
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Ⅲ 次の⑴～⑸の日本語の内容を表すように（ ）内の語句を並べ替えた場

合，（ ）の中で3番目と6番目にくる語句として最も適当なものを，それぞ

れ�～�の中から1つずつ選び，マークしなさい。

解答番号は 16 ～ 25 。

⑴ 子どもたちには自分自身でものを考える習慣を身につけることが大切だ。

It is（� children � for � form � important � of

� to � the habit）thinking for themselves.

解答番号は3番目 16 ，6番目 17 。

⑵ あなたが試験に合格できるかどうかは，あなたの努力次第です。

Whether or（� can � depends � not � on � pass

� the examination � you）your effort.

解答番号は3番目 18 ，6番目 19 。

⑶ もし目覚まし時計をセットしていたら，今朝は寝過ごしていなかっただろう。

I wouldn’t（� had � have � I � if � morning

� overslept � this）set the alarm clock.

解答番号は3番目 20 ，6番目 21 。

⑷ バスを間違えたのは私の不注意でした。

It（� careless � me � of � take � the � to

� was）wrong bus.

解答番号は3番目 22 ，6番目 23 。
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⑻ 次の1～4の出来事を古いものから順に並べたものを，�～�から1つ選

び，マークしなさい。解答番号は 8 。

1．Athletes with various disabilities as well as wheelchair users

participated in the 1976 Paralympics.

2．Injured soldiers from countries other than Britain participated in

the Stoke Mandeville Games.

3．Ludwig Guttmann organized the first International Wheelchair

Games.

4．Many people could watch the Paralympics on TV.

� 1‐2‐3‐4 � 3‐1‐2‐4

� 3‐2‐1‐4 � 4‐2‐1‐3

⑼ 本文に関する記述として最も適当なものを，次の�～�から1つ選び，マー

クしなさい。解答番号は 9 。

� A private television company acquired the rights to broadcast

the London Paralympics.

� Dr. Guttmann’s dream of making the Paralympics a sporting

event as important as the Olympics did not come true.

� Now the Paralympics are more popular than the Olympics.

� Only European countries were represented at the first modern

Olympics held in Athens.
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⑽ 本文に関する記述として適当でないものを，次の�～�から1つ選び，マー

クしなさい。解答番号は 10 。

� In the second half of the 20th century fewer hours of the

Paralympics were broadcast on TV than the Olympics.

� The number of countries participating in the Tokyo 2020

Paralympics decreased dramatically compared to 2016 because of

the coronavirus pandemic.

� The Paralympics came to be held just after the Olympics in the

same city in the 21st century.

� The Paralympics started as wheelchair games for injured

soldiers.
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⑸ 何があろうと，料理を学ぶためにイタリアに留学する計画を変えるつもりは

ありません。

Nothing（� change � make � me � my plan

� to go � to Italy � will）to study cooking.

解答番号は3番目 24 ，6番目 25 。

（英語①問題 おわり）
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Ⅰ 次の文章を読んで，後の⑴～⑻の各問いに答えなさい。

解答番号は 1 ～ 10 。

Chocolate, a beloved sweet made from the beans of the cacao tree

and enjoyed by many people around the world, has a fascinating history

that dates back thousands of years. It went from being a bitter drink

consumed by ancient civilizations to becoming the sweet flavor we know

today.

The story of chocolate begins over 3,000 years ago in Central

America, where the ancient Mayans and Aztecs
［注］

grew cacao trees. They

believed that cacao was a divine gift from the gods and used it in

religious ceremonies and as a form of money. The Mayans, 1 ,

enjoyed a spicy drink made from roasted cacao beans, water, and spicy

peppers.

It wasn’t until the arrival of Spanish explorers in the 16th century

that chocolate made its way to Europe. The Aztec emperor Montezuma

famously served chocolate to the Spanish explorer Hernán Cortés, who

brought cacao beans back to Spain as a
⑵

precious treasure. At first,

chocolate was still consumed as a bitter beverage, but Europeans soon

added sugar to sweeten the taste.

3 the 17th and 18th centuries, chocolate spread across

Europe, becoming a fashionable drink enjoyed by aristocrats and royalty.

The history of chocolate in Japan traces back to this time when the

Portuguese introduced it to the country during their early attempts at

trade. Initially, chocolate was regarded as a luxury item enjoyed by the

elite classes, and primarily as a beverage and not a food.

It wasn’t until the Industrial Revolution in the 19th century that

chocolate products became more accessible to ordinary people. The

英 語 ②

左ページから問題開始
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invention of the cocoa
⑷

press by Dutch chemist Coenraad van Houten in

1828 revolutionized the chocolate-making process. This new invention

made possible the extraction of cocoa butter, resulting in the production

of cocoa powder and the creation of solid chocolate. This development

paved the way for the mass production of chocolate bars and candies,

making chocolate more accessible to the general population. However, in

Japan chocolate remained a luxury item only for elites.

The 20th century saw further advancements in chocolate’s popularity.

It played a significant role during World War II. Chocolate bars were

included in American soldiers’ rations as a source of energy and as a

morale
⑸

booster. After the war, chocolate, along with Coca-Cola, was

seen as a symbol of American culture.

This was the turning point for chocolate in Japan. After World War

II American soldiers in Japan often gave away chocolate bars. This

exposure to American chocolate started a craze for chocolate among

Japanese people, who eagerly embraced this newfound treat.

In the post-war era, Japanese companies began to produce their own

chocolate products, catering to the growing demand for affordable and

delicious treats. With the introduction of new flavors and varieties such

as matcha chocolate and regional flavors like Hokkaido milk chocolate,

Japanese chocolate makers embraced innovation and made uniquely

Japanese chocolates. Thus, chocolate went from being an international

food imported to Japan, to a Japanese food exported to the world.

In the 21st century, there has been a growing awareness of the

social and environmental impact of chocolate production. The chocolate

industry has faced criticism for issues such as child labor, deforestation,

and unsustainable farming practices. The demand for cheap cacao has

led to exploitation and environmental destruction in cacao-producing

countries, creating calls for ethical and sustainable cacao bean
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⑺ 次の1～5の出来事を古いものから順に並べたものを，�～�から1つ選

び，マークしなさい。解答番号は 7 。

1．Europeans added sugar to chocolate.

2．Factories in Japan started to make chocolate products.

3．Mayans and Aztecs grew cacao trees.

4．Solid chocolate was invented.

5．The demand for cheap cacao created environmental destruction.

� 1‐3‐4‐5‐2 � 3‐1‐4‐2‐5

� 3‐4‐1‐5‐2 � 4‐3‐5‐1‐2

⑻ 本文の内容に合うように，次の1～3の与えられた部分に続く最も適当なも

のを，それぞれ�～�から1つずつ選び，マークしなさい。

解答番号は 8 ～ 10 。

1．The chocolate industry has not faced criticism for 8 .

� calling for ethical cacao bean production

� cutting down too many trees

� hiring children to produce cacao

� practicing unsustainable agriculture

2．It is true that 9 .

� American soldiers tried many delicious brands of chocolate in

Japan

� chocolate bars were popular long before chocolate drinks

� in the past in both Japan and Europe, chocolate was an

expensive luxury for elites

� the Mayans enjoyed putting sugar in their spicy cacao beverages
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3．The best title for this article is 10 .

� “A Journey Through the History of Chocolate”

� “From Spicy Drinks to Matcha Chocolate”

� “How Japan Became the World’s Best Chocolate Maker”

� “Why We Like Chocolate”
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production.

In response to these concerns, chocolate companies and consumer

groups have started programs to promote fair trade and environmentally

friendly practices in cacao farming. Certification groups such as

Fairtrade International and Rainforest Alliance aim to ensure that cacao

farmers receive fair wages and work in environmentally sustainable

conditions.

Despite these challenges, chocolate remains an
⑹

integral part of

global culture. It is one of the most beloved treats in the world, enjoyed

by people of all ages and cultures. Whether it’s an elaborate cake, a

simple chocolate bar, or a warm mug of cocoa, chocolate continues to

bring joy and pleasure to millions of people around the globe.

The history of chocolate is a complex tale that spans centuries and

continents. From its beginnings in ancient Central America to its

widespread popularity in the modern world, chocolate has left an

unforgettable mark on human history and will continue to delight and

inspire generations to come. As we continue to enjoy this delicious treat,

let us also remember the cultural heritage and environmental impact

behind every bite.

［注］ Mayans and Aztecs マヤ族とアステカ族

⑴ 1 に入れるのに最も適当なものを，次の�～�から1つ選び，マー

クしなさい。解答番号は 1 。

� by means of � in particular

� in vain � satisfactorily
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⑵ 下線部⑵ preciousの意味に最も近いものを，次の�～�から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 2 。

� foul � heavy � timely � valuable

⑶ 3 に入れるのに最も適当なものを，次の�～�から1つ選び，マー

クしなさい。解答番号は 3 。

� Basically � Moreover

� Throughout � While

⑷ 下線部⑷ pressの意味に最も近いものを，次の�～�から1つ選び，マー

クしなさい。解答番号は 4 。

� chemical � company � machine � publisher

⑸ 下線部⑸ boosterの言い換えとして最も適切なものを，次の�～�から1

つ選び，マークしなさい。解答番号は 5 。

� depressor � improver � lecturer � reducer

⑹ 下線部⑹ integralの意味に最も近いものを，次の�～�から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 6 。

� dramatic � essential � forceful � selective
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Ⅱ 次の⑴～⑸の 11 ～ 15 に入れるのに最も適当な語句を，そ

れぞれ�～�の中から1つずつ選び，マークしなさい。

解答番号は 11 ～ 15 。

⑴ 11 saving all her money, she will not have enough to buy a

house.

� By way of � In addition to

� In spite of � Instead of

解答番号は 11 。

⑵ She had not 12 it important.

� applied � considered

� said � shared

解答番号は 12 。

⑶ The children are so excited about the holidays that they can’t stop

13 .

� have moved � move

� moved � moving

解答番号は 13 。

⑷ There was so much 14 this morning that the bus was

running late.

� bicycles � cars

� traffic � transportation

解答番号は 14 。
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⑸ 15 , thank you for attending my presentation.

� After � Comparatively

� Finally � Hereafter

解答番号は 15 。
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Ⅲ 次の⑴～⑸の日本語の内容を表すように（ ）内の語を並べ替えた場合，

（ ）の中で3番目と6番目にくる語として最も適当なものを，それぞれ�～

�の中から1つずつ選び，マークしなさい。

解答番号は 16 ～ 25 。

⑴ 私の妹は働きすぎたので，入院することになった。

My sister worked so（� ended � hard � hospital � in

� she � that � up）.

解答番号は3番目 16 ，6番目 17 。

⑵ 毎日練習したら，私はあなたのような字が書けるようになるかもしれません。

If I practice every day, I（� able � be � handwriting

� have � like � might � to）yours.

解答番号は3番目 18 ，6番目 19 。

⑶ どうか気を楽にして，一度に全部やろうとしないでください。

Please take（� and � do � don’t � time � to

� try � your）everything at once.

解答番号は3番目 20 ，6番目 21 。

⑷ テストが受けられるようにコンピューターを忘れずに持ってきて。

Don’t forget（� bring � computer � so � that � to

� you � your）can take the test.

解答番号は3番目 22 ，6番目 23 。
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⑸ あなたの目標を達成するための秘訣は，毎日それに取り組むことです。

The secret to accomplishing（� goal � is � it � on

� to � work � your）every day.

解答番号は3番目 24 ，6番目 25 。

（英語②問題 おわり）
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英語①〔 ２ 日目〕

participation, reflecting the growing popularity of the sport.

In addition to their achievements on the field, the Brave Blossoms

have also become ambassadors for Japanese culture and values. Through

their conduct both on and off the pitch, they embody the principles of

respect, discipline, and perseverance that are deeply part of Japanese

society and culture. As representatives of their country, they showcase

the best of Japan to the world.

Looking ahead, the future appears bright for the Brave Blossoms

and Japanese rugby. With a new generation of talented players

emerging and continued support from fans, the team is poised to build

on their success and further elevate the sport in Japan. Their journey is

a
⑷

testament to the power of passion, dedication, and teamwork in

achieving greatness.

⑴ 下線部⑴ gain momentumの意味に最も近いものを，次の�～�から1つ

選び，マークしなさい。解答番号は 1 。

� slow down � speed up

� turn down � turn up

⑵ 下線部⑵ raise the profileの意味に最も近いものを，次の�～�から1つ

選び，マークしなさい。解答番号は 2 。

� boost public awareness � gain in strength

� increase in games � lose public favor

⑶ 3 に入れるのに最も適当なものを，次の�～�から1つ選び，マー

クしなさい。解答番号は 3 。

� As a result � In the first place

� On the contrary � Some of the time
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⑷ 下線部⑷ testamentの意味に最も近いものを，次の�～�から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 4 。

� agreement � challenge

� evidence � recollection

⑸ 本文の内容に合うように，次の1～3の与えられた部分に続く最も適当なも

のを，それぞれ�～�から1つずつ選び，マークしなさい。

解答番号は 5 ～ 7 。

1．According to the article, the first recorded rugby match in Japan

was held in 5 .

� 1866 in Yokohama � 1899 at Keio University

� 1930 in British Columbia � 1932 in Tokyo

2．According to the article, one of the main reasons behind the

success of the Brave Blossoms is 6 .

� the best sports nutritional supplements

� the financial backing the players received

� the remarkable knowledge of the coach

� the unity within the team

3．According to the article, the future outlook for the Brave Blossoms

and Japanese rugby 7 .

� appears to be quite bleak

� is expected to be positive

� might still be challenging

� seems increasingly uncertain
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Ⅰ 次の文章を読んで，後の⑴～⑹の各問いに答えなさい。

解答番号は 1 ～ 10 。

In recent years, the Japan national rugby team, known affectionately

as the Brave Blossoms, has captured the attention of sports fans

worldwide. Despite rugby not being a very popular sport in Japan, the

Brave Blossoms have emerged as a symbol of strength, teamwork, and

determination, earning admiration and respect on the global stage.

The origins of rugby in Japan can be traced back to the 19th

century, when the sport was introduced to the country by British

residents of Kanagawa. The first recorded rugby match in Japan took

place in 1866 between British sailors and local British students in

Yokohama. However, the first rugby games involving Japanese players

didn’t begin until 1899 when students at Keio University were

introduced to the sport by their professor Edward Bramwell Clarke. Over

time, rugby gained popularity, particularly among university students,

and began to be played more widely across the country.

Japan made its international rugby debut in 1930 when the

Japanese national team played against the Canadian national team in

British Columbia and again in Tokyo in 1932. However, it wasn’t until

the 1980s and 1990s that Japanese rugby began to
⑴

gain momentum on

the global stage. During this period, the Brave Blossoms participated in

the Rugby World Cup tournaments, although they struggled to make a

significant impact and often faced heavy defeats against stronger rugby

nations.

That changed with their remarkable performance in the 2015 Rugby

World Cup. Led by their coach Eddie Jones and captain Michael Leitch,

the team achieved an unexpected victory over South Africa, a rugby

英 語 ①

左ページから問題開始
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legend. This triumph, thought of as one of the greatest upsets in rugby

history, showcased Japan’s potential and marked a turning point for the

sport in Japan.

Following their historic win, the Brave Blossoms continued to make

strides in international rugby competitions. Their spirited style of play,

characterized by speed, flexibility, and precision, has impressed fans and

opponents alike. Despite facing teams with more experience and

resources, the Brave Blossoms have consistently demonstrated their

ability to compete at the highest level.

One of the most significant moments in Japanese rugby history

came in 2019 when Japan hosted the Rugby World Cup for the first

time. The tournament was a resounding success both on and off the

field, with the Brave Blossoms delivering strong performances and

reaching the quarter-finals for the first time in their history.

One of the key factors contributing to the Brave Blossoms’ success is

their strong team bond. The players, drawn from diverse backgrounds

and countries, come together to form a harmonious unit on the field.

Their mutual trust and support enable them to overcome challenges and

achieve their goals, embodying the spirit of unity and cooperation.

The Brave Blossoms’ success has helped
⑵

raise the profile of rugby

in Japan on the global stage. The team’s performances in international

competitions have attracted attention from media outlets and sports fans

worldwide, shining a spotlight on Japanese rugby and its talented

players. 3 , Japan has become recognized as a competitive force

in the world of rugby.

The success of the Brave Blossoms has had a significant impact

beyond the rugby field. It has sparked a surge of interest in the sport

within Japan, inspiring a new generation of players and fans. Rugby

clubs and programs across the country have experienced increased
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⑹ 本文の内容に合うように，次の1～3の質問の答えとして最も適当なもの

を，それぞれ�～�から1つずつ選び，マークしなさい。

解答番号は 8 ～ 10 。

1．Who was responsible for introducing rugby to Japanese students at

Keio University?

� It was a Canadian rugby player.

� It was a teacher at their university.

� It was some British students from Kanagawa.

� It was the Japanese national coach.

解答番号は 8 。

2．What does the article say about Japan’s victory over South Africa

in the 2015 Rugby World Cup?

� It had little impact on the sport in Japan.

� It led to the disapproval of their opponents.

� It was one of the most remarkable shocks in rugby history.

� It was widely anticipated by the media.

解答番号は 9 。

3．What did the Brave Blossoms accomplish during the 2019 Rugby

World Cup?

� They lost to a top-ranked team in the finals.

� They made it to the quarter-finals, which they had never done

before.

� They were given a special prize for their success.

� They won the Rugby World Cup.

解答番号は 10 。
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Ⅱ 次の⑴～⑸の 11 ～ 15 に入れるのに最も適当な語を，それ

ぞれ�～�の中から1つずつ選び，マークしなさい。

解答番号は 11 ～ 15 。

⑴ We had to postpone the meeting 11 the day after tomorrow.

� during � in � onto � until

解答番号は 11 。

⑵ The new regulation will come 12 effect next year.

� at � from � into � on

解答番号は 12 。

⑶ Lucy suggested 13 to the beach this weekend.

� go � goes � going � gone

解答番号は 13 。

⑷ We have no choice 14 to put up with the noise.

� and � any � but � every

解答番号は 14 。

⑸ Not only 15 the bullet train tickets expensive, but also the

hotel prices were high.

� had � have � was � were

解答番号は 15 。
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Ⅲ 次の⑴～⑸の日本語の内容を表すように（ ）内の語句を並べ替えた場

合，（ ）の中で3番目と6番目にくる語句として最も適当なものを，それぞ

れ�～�の中から1つずつ選び，マークしなさい。

解答番号は 16 ～ 25 。

⑴ 私は数学が大の苦手です。

Mathematics is（� a � difficulty � have � I

� lot of � something � with）.

解答番号は3番目 16 ，6番目 17 。

⑵ 彼の父は，彼がどれだけ良くなったかがわかり，安心した。

His father was（� better � he � how � know

� much � relieved � to）became.

解答番号は3番目 18 ，6番目 19 。

⑶ その景色の美しさは筆舌に尽くしがたい。

The beauty（� beyond � description � is � my

� of � scenery � the）.

解答番号は3番目 20 ，6番目 21 。

⑷ 彼女のことを考えない日はほとんどありません。

Hardly（� a � by � day � goes � my

� thinking � without）of her.

解答番号は3番目 22 ，6番目 23 。
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⑸ その地域の土地の値段は10年前から2倍以上になった。

The land prices in（� area � doubled � have � more

� than � that � since）ten years ago.

解答番号は3番目 24 ，6番目 25 。

（英語①問題 おわり）
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spoken by people in Singapore, ‘okay’ can be used with Singlish

grammar for example ‘okay-lah’, which may soften its meaning.

Despite its unclear origins and variety of usages and meanings,

‘okay’ may be the first word that has become a truly worldwide word,

used by people from virtually every language and every culture.

⑴ 1 に入れるのに最も適当なものを，次の�～�から1つ選び，マー

クしなさい。解答番号は 1 。

� abundant � characteristic

� recent � strange

⑵ 下線部⑵ commonplaceの意味に最も近いものを，次の�～�から1つ選

び，マークしなさい。解答番号は 2 。

� familiar � local

� unbelievable � unknown

⑶ 下線部⑶ comicalの意味に最も近いものを，次の�～�から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 3 。

� amazing � amusing � annoying � appealing

⑷ 4 に入れるのに最も適当なものを，次の�～�から1つ選び，マー

クしなさい。解答番号は 4 。

� kind � sort � type � variety

⑸ 5 に入れるのに最も適当なものを，次の�～�から1つ選び，マー

クしなさい。解答番号は 5 。

� air � inflation � influence � show
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⑹ 本文の内容に合うように，次の1と2の質問の答えとして最も適当なもの

を，それぞれ�～�から1つずつ選び，マークしなさい。

解答番号は 6 と 7 。

1．What examples does the article provide to show that the people of

the world are connected more closely now than ever before?

� ‘Jeans’ is the same word in Japanese and Finnish.

� Some clothing and foods originally from one culture are now

common internationally.

� The word ‘okay’ originated in Dutch and German but spread to

the United States.

� There are a few examples of the word ‘okay’ in medieval or

Renaissance English writings.

解答番号は 6 。

2．When did the word ‘okay’ spread rapidly?

� After the United States presidential election of 1840.

� Before it was adopted from the Chocktaw language.

� During the 1830s.

� During the Renaissance.

解答番号は 7 。

⑺ 本文の内容に照らして，最も適当なものを，次の�～�から1つ選び，マー

クしなさい。解答番号は 8 。

� Every single person in the world uses the word ‘okay’.

� The word ‘okay’ has at most one definition.

� The word ‘okay’ is found in all popular tunes.

� The word ‘okay’ might be the first word that is understood

globally.
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Ⅰ 次の文章を読んで，後の⑴～⑼の各問いに答えなさい。

解答番号は 1 ～ 10 。

In the twenty-first century the people of the world are connected

much more closely than at any other time in history. Items of food and

clothing which used to be 1 of one nation or culture are now

widely known all around the world. Japanese sushi, American

hamburgers, and Italian pizza are regional foods that have become truly

international. Names of dishes often enter different languages without

much change. ‘Sushi’ is the same word in English, French, Ukrainian,

and Spanish, while ‘hamburger’ is more or less the same word in

Japanese, Thai, and Arabic.

The same is true for clothing. Men’s business wear of a suit and tie,

which originated in Europe and the United States of America, is now an

international standard found in offices from Beijing to Rio de Janeiro.

Jeans, sneakers, and baseball caps are standard casual wear found all

over the world. The words for these items may be the same as the

words in the original language, or they may be very different. ‘Jeans’ is

the same word in Japanese, Arabic, and Swedish. But in Finnish, jeans

are called farkut, and in Turkish, they are called kot.

One word which has spread right across the world and is one of the

most
⑵

commonplace and easily understood words, is ‘okay’. This word

has a number of different meanings in English. It can mean ‘yes’, ‘I

agree’, or other positive expressions. It can also have a more neutral

meaning as in ‘I did okay on the test’. This means that the score was

not too good, but not too bad.

Although the word ‘okay’ has spread all over the world and is

widely understood by speakers of many different languages, the origins

英 語 ②

左ページから問題開始
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of the word are rather unclear. There are no examples of the word in

medieval or Renaissance writings in English, and it seems that the word

first made its appearance in the nineteenth century in America. In

1830s Boston, it was fashionable to use incorrect spelling and initials as

a joke. It is thought that some people took the expression ‘all correct’

and changed the first two letters of the words to ‘Oll Korrect’. This was

then abbreviated to ‘OK’. There were many other examples of
⑶

comical

misspellings from around this time. ‘Okay’ may have remained as a local

joke in Boston, but the word became more well known in the

presidential election of 1840, when one of the candidates used it in his

campaign slogans. The word spread rapidly across the United States in

the years following this election, and by the twentieth century had

become very widely used and understood.

However, not everyone agrees with this history of the word. A

Native American tribe, the Chocktaw, is recorded as having the word

‘okeh’ in their language. This word had a 4 of positive

meanings. It is thought by some scholars and historians that the word

originated with the Chocktaw and was borrowed by American settlers.

Another theory is that the word has its origin in languages of West

Africa. Later, enslaved people from this region brought the word with

them to America, and it was adopted by others.

Whatever the origins of the word, ‘okay’ has now spread all over the

world, in part because of the 5 of American movies and popular

music. In languages such as Dutch and German, the word is used in

much the same way as in English. In other languages, although the

word may be familiar to most people, a local word may be more

common. For example, in Spanish, the word ‘okay’ may be understood by

most people, but in daily conversation the Spanish word ‘vale’ is more

common. In Singlish, a mix of English, Chinese and other languages
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⑻ 本文の内容に照らして，適当でないものを，次の�～�から1つ選び，マー

クしなさい。解答番号は 9 。

� In Dutch and German, the word ‘okay’ has the same meaning

as in English.

� In Singlish, the expression ‘okay-lah’ has a softer meaning than

‘okay’.

� In some countries, the word ‘okay’ is understood, but a local

word is often used instead.

� The origin of the word ‘okay’ is well understood.

⑼ この文章のタイトルとして最も適当なものを，次の�～�から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 10 。

� A Brief History of the Word ‘Okay’

� Is It Really Okay to Use the Word ‘Okay’?

� Why Words Spread Across the World

� Words from the Chocktaw Language
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⑸ Let’s get 15 .

� the point to without wasting time

� time to wasting without the point

� to the point without wasting time

� wasting time without to the point

解答番号は 15 。
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Ⅲ 次の⑴～⑸の日本語の内容を表すように（ ）内の語句を並べ替えた場

合，（ ）の中で3番目と6番目にくる語句として最も適当なものを，それぞ

れ�～�の中から1つずつ選び，マークしなさい。

解答番号は 16 ～ 25 。

⑴ 子どもたちがこんなにおとなしいなんて変だなあ。

How weird it（� are � children � is � quiet � so

� that � the）!

解答番号は3番目 16 ，6番目 17 。

⑵ 彼女を待つべきか，彼女なしで続けるべきか，彼女は私に指示しなかった。

She didn’t tell（� for her � me � on � or � to go

� to wait � whether）without her.

解答番号は3番目 18 ，6番目 19 。

⑶ その電車に乗ろうとしても，無駄だろう。

It wouldn’t（� any � be � catch � good � to

� trying � the train）.

解答番号は3番目 20 ，6番目 21 。

⑷ 分からないことがあったら，迷わずサムに連絡を取って。

Don’t（� have � hesitate � if � out � to reach

� to Sam � you）any questions.

解答番号は3番目 22 ，6番目 23 。
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英語②〔 ２ 日目〕

Ⅱ 次の⑴～⑸の 11 ～ 15 に入れるのに最も適当な語句を，そ

れぞれ�～�の中から1つずつ選び，マークしなさい。

解答番号は 11 ～ 15 。

⑴ For 11 reason, don’t be late again.

� a � no � what � whatever

解答番号は 11 。

⑵ By the time we 12 three miles, she was already exhausted.

� had walked � have walked

� would have walked � would walk

解答番号は 12 。

⑶ You need to remember that we must not hurt people 13

words.

� by mean of � by meanings

� by means of � by the meaning

解答番号は 13 。

⑷ You’ll find 14 .

� exciting it working here � exciting working it here

� it exciting working here � it here exciting working

解答番号は 14 。
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⑸ チョコレートは私にとってそれなしでは生きていけない食べ物です！

Chocolate（� can’t � I � is � live � snack food

� the � without）!

解答番号は3番目 24 ，6番目 25 。

（英語②問題 おわり）
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第2問

△ABCにおいて，AB＝4，BC＝9，cos∠ABC＝23 とする。また，△ABC

の外接円の半径を R，内接円の半径を r とする。

⑴ CA＝ ツ ，R＝
テト

�

ナ

ニヌ
である。

⑵ △ABCの面積は ネ
�

ノ ，r＝
ハ

�

ヒ

フ
である。

⑶ △ABCの内接円と辺 BC，CA，ABとの接点をそれぞれ L，M，Nとする。

BL＝ ヘ である。また，△LMNと△ABCの面積の比の値は

△LMN
△ABC

＝
ホ

あ
である。
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第3問

aを実数の定数とし，2次関数 f（x）＝3x2－2（a＋1）x＋a2－2a－3のグラフ

y＝f（x）を C とする。

⑴ C が2点（0，0），（b，－2b）（b＞0）を通るとき，a＝ い ，

b＝ う である。

⑵ C が x軸と異なる2点で交わるとする。このとき，aのとり得る値の範囲

は えお ＜a＜ か であり，その2点がともに x軸の正の部分にある

ような aの値の範囲は， き ＜a＜ く である。

また，C が x軸から切り取る線分の長さは，

a＝ け のとき最大値 こ
�

さ

をとる。

⑶ 0≦ x≦1における f（x）の最小値を mとする。m≦－4となるような

aの値の範囲は，

し －
�

す ≦a≦ せ ＋
�

そ

である。

（数学①問題 おわり）
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数 学

注意事項

Ⅰ 解答は，カタカナまたはひらがなで表記された解答符号の解答欄にマーク

すること。

Ⅱ 問題文中の ア ， イウ などには符号（－）または数字（0～9）

が入る。

同一の問題文中に ア や イウ などが2度以上現れる場合，2度目

以降は ア ， イウ のように細枠で表記する。

Ⅲ 分数で解答する場合，分数の符号は分子につけ，分母につけてはいけない。

例えば
エオ

カ
に－45と答えるときは，

－4
5 として答えること。また，そ

れ以上約分できない形で解答すること。例えば34と答えるところを
6
8と答

えてはいけない。

Ⅳ 小数の形で解答する場合，指定された桁数の一つ下の桁を四捨五入して解

答すること。また，必要に応じて指定された桁まで�にマークすること。

例えば， キ ．クケ に6．3と答える場合は6．30として解答すること。

Ⅴ 根号を含む形で解答する場合，根号の中の自然数が最小となる形で解答す

ること。

例えば， コ
�

サ に4
�

2と答えるところを，2
�

8と解答してはい

けない。

Ⅵ 根号を含む分数形で解答する場合，例えば
シ ＋ ス

�

セ

ソ

に3＋2�22 と答えるところを，6＋4�24 や6＋2�84 のように解答してはいけ

ない。

左ページから問題開始
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数 学 ①

第1問

白玉5個，赤玉4個，青玉3個，合計12個の玉が袋の中に入っている。

［1］ 袋から1個の玉を取り出し，色を確認して袋の中に戻す。この操作を3

回繰り返す。

ⅰ 同じ色の玉を3回続けて取り出す確率は
ア

イ
，3回とも異なる

色の玉を取り出す確率は
ウ

エオ
である。

ⅱ 青玉を少なくとも1回取り出す確率は
カキ

クケ
である。

［2］ 袋から1個の玉を取り出し，色を確認して袋に戻さない。この操作を3

回繰り返す。

ⅰ 同じ色の玉を3回続けて取り出す確率は
コ

サシ
，3回とも異なる

色の玉を取り出す確率は
ス

セソ
である。

ⅱ 3回とも異なる色の玉を取り出したとき，1回目に白玉を取り出す条

件付き確率は
タ

チ
である。
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数 学 ②

第1問

互いに共役な複素数 α，βがあり，α＝1＋2i1＋i
である。ただし iは虚数単位

である。

⑴ α＝
ア

イ
＋

ウ

エ
i である。

また，2数2α，2βを解とする2次方程式の1つは

x2－ オ x＋ カキ ＝0

である。

⑵ k，pはともに0でない実数の定数とする。

xの3次方程式 x3＋k�
�

x2－ オ x＋ カキ �

�

＝0が，純虚数 p iを解に

もつとき，k＝
クケ

コ
，p＝±

�

サシ であり，

この3次方程式の実数解は x＝
ス

セ
である。

左ページから問題開始
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第2問

θの関数 y＝3sin（θ＋2α）＋sinθ がある。ただし，α は第1象限の角であ

り，cosα＝ �63 である。

⑴ sinα＝ �
ソ

タ
であり，sin2α＝

チ
�

ツ

テ
である。

⑵ yを sinθ，cosθを用いて表すと，

y＝ ト sinθ＋ ナ
�

ニ cosθ となる。

さらに，－π＜β≦π とすると，y＝ ヌ
�

ネ sin（θ＋β）と変形

できる。ただし，βは sinβ＝ �
ノ

ハ
，cosβ＝ �

ヒ

フ
を満たす。

⑶ 0≦θ≦π のとき，yの最小値は－ へ
�

ホ ，

最大値は あ
�

い である。
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数学②〔 １ 日目〕

第3問

関数 f（x）＝6�
�

�

（t2－2at）dt がある。ただし，aは正の定数とする。

⑴ f（1）＝ う である。

⑵ f（x）＝ え x3－ お ax2＋ か a－ き である。

⑶ f（x）の極大値が1であるとき，

a＝
く

け

である。このとき，曲線 y＝f（x）と x軸との共有点の x座標は

x＝
こさ

し
， す

である。

また，このとき，曲線 y＝f（x）と x軸で囲まれた部分の面積は

せそ

たち

である。

（数学②問題 おわり）
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第2問

aを実数の定数とする。2次関数 f（x）＝－x2＋（a＋2）x－3a＋2のグラフ

y＝f（x）を C とする。

⑴ C の頂点の y座標を bとおくと，

b＝
a2－ コ a＋ サシ

ス

である。

⑵ C が x軸と異なる2点で交わるとき，aのとり得る値の範囲は

a＜ セ ， ソ ＜a

である。また，C が x軸から切り取る線分の長さが
�

5のとき，

a＝ タ ， チ である。ただし， タ ＜ チ とする。

⑶ 0≦ x≦10における f（x）の最小値を mとする。m≧－64となるような

aの値の範囲は， ツ ≦a≦ テト である。

aがこの範囲を動くとき，0≦ x≦10における f（x）の最大値M（a）がとり

得る値の範囲は ナニ ≦M（a）≦ ヌネ である。
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第3問

鋭角三角形 ABCにおいて，AB＝4，BC＝6，sin∠BAC＝3�78 とする。

⑴ △ABCの外接円の半径を Rとすると，R＝
ノ

�

ハ

ヒ
である。

また，sin∠ACB＝ �
フ

ヘ
，CA＝ ホ である。

⑵ △ABCの内接円と辺 ABとの接点を Pとする。さらに，△ABCの内接円

と線分 CPの交点のうち，Pでない方を Qとする。線分 APの長さは，

AP＝
あ

い
であり，CP・CQ＝

うえ

お
， CP

CQ
＝

かき

くけ
である。

（数学①問題 おわり）
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数 学

注意事項

Ⅰ 解答は，カタカナまたはひらがなで表記された解答符号の解答欄にマーク

すること。

Ⅱ 問題文中の ア ， イウ などには符号（－）または数字（0～9）

が入る。

同一の問題文中に ア や イウ などが2度以上現れる場合，2度目

以降は ア ， イウ のように細枠で表記する。

Ⅲ 分数で解答する場合，分数の符号は分子につけ，分母につけてはいけない。

例えば
エオ

カ
に－45と答えるときは，

－4
5 として答えること。また，そ

れ以上約分できない形で解答すること。例えば34と答えるところを
6
8と答

えてはいけない。

Ⅳ 小数の形で解答する場合，指定された桁数の一つ下の桁を四捨五入して解

答すること。また，必要に応じて指定された桁まで�にマークすること。

例えば， キ ．クケ に6．3と答える場合は6．30として解答すること。

Ⅴ 根号を含む形で解答する場合，根号の中の自然数が最小となる形で解答す

ること。

例えば， コ
�

サ に4
�

2と答えるところを，2
�

8と解答してはい

けない。

Ⅵ 根号を含む分数形で解答する場合，例えば
シ ＋ ス

�

セ

ソ

に3＋2�22 と答えるところを，6＋4�24 や6＋2�84 のように解答してはいけ

ない。

左ページから問題開始
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数 学 ①

第1問

次の図は，あるクラスの男子5人と女子5人の合計10人の生徒に行ったテ

スト（10点満点）の得点の箱ひげ図である。得点のデータの範囲は7点，得

点のデータの四分位偏差は2点である。ただし，a，bは定数であり，得点は

すべて整数値である。

86.5 9

⑴ a＝ ア ，b＝ イ である。

⑵ このデータの平均値のとり得る値の最小値は ウ ． エ 点，最大値

は オ ． カ 点である。

⑶ 10人のうち，男子5人の平均値は5点，分散は6．4であり，女子5人の

平均値は7点，分散は2である。

このとき，10人の得点の平均値は キ 点，分散は ク ． ケ で

ある。
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数学①〔 ２ 日目〕
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数 学 ②

第1問

1≦ x≦32で定められた関数 f（x）＝4（log42x）2－4log2x－log2512がある。

⑴ log2512＝ ア である。

t＝log2x とおく。1≦ x≦32のとき，tのとり得る値の範囲は，

イ ≦ t≦ ウ である。また，log42x＝
t＋ エ

オ
となる。

⑵ 1≦ x≦32における f（x）の最小値は カキ ，最大値は ク である。

⑶ y＝f（x）のグラフと x軸の1≦ x≦32の部分との共有点の x座標は

x＝ ケコ である。

左ページから問題開始
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第2問

nを自然数とする。等差数列�an�があり，a3＝35，a10＝21である。また，

nを3で割った余りを bnとし，cn＝anbn とする。

⑴ an＝ サシ n＋ スセ ，b20＝ ソ ，c40＝ タチツ である。

⑵ cnが初めて負の値となるのは，n＝ テト のときである。

⑶
�

���

��

ck＝�
���

�

c3k－2＋�
���

�

c3k－1＋�
���

�

c3k＝ ナニ n2＋ ヌネノ n である。また，

�

���

��

�ck�＝ ハヒフヘ

である。
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数学②〔 ２ 日目〕

第3問

放物線 C1：y＝－x2＋4x がある。C1上の点（3，3）における接線を lとす

る。

⑴ 接線 lの方程式は，y＝ ホあ x＋ い である。

また，C1の0≦ x≦3の部分，直線 lおよび y軸で囲まれた部分の面積は

う である。

⑵ 放物線 C2：y＝a（x－6）2（aは正の定数）が直線 lと接するとき，

aの値は
え

お
である。

また，そのときの接点の座標は�
�

か ， き �

�

である。

⑶ ⑵のとき，C1，C2および x軸の x≧ か の部分で囲まれた部分の

面積は
く

け
である。

（数学②問題 おわり）
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生物〔 １ 日目〕

問3 下線部ｂに関して，血糖濃度が低下した場合を考えて，次の⑴・⑵に答えな

さい。

⑴ 空腹時や運動時に血糖濃度が低下する理由として最も適当なものを，下の

�～�から1つ選びなさい。 3

� グルコースがミトコンドリアに取り込まれ，呼吸基質として利用される

から。

� 細胞質基質（サイトゾル）で，呼吸よりも解糖がよく進行するようにな

るから。

� クエン酸回路と電子伝達系での酸素消費が激しくなると，多くの基質が

必要になるから。

� 生命活動の維持や運動には，異化によってつくられる ATPが必要だか

ら。

� 空腹時には異化はほとんど起こらず，おもに同化によってエネルギーを

獲得するから。

⑵ 血糖濃度の低下を回避するために起こる調節についての記述として最も適当

なものを，下の�～�から1つ選びなさい。 4

� すい臓のランゲルハンス島 B細胞から，インスリンが分泌される。

� 副腎髄質からアドレナリンが分泌される。

� 副交感神経の作用が優位となって，細胞内から血液中へグルコースが放

出される。

� 交感神経の作用が優位となって，血液中から細胞内へグルコースが取り

込まれる。
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Ⅰ ヒトの体内環境の維持に関する次の文章を読み，あとの問1～問7に答えなさい。

解答番号は 1 ～ 9 。

ヒトの
ａ
血糖濃度は，

ｂ
空腹時や運動時には低下し，

ｃ
食後には上昇するが，一定の範

囲内の値に維持されるように調節されている。これには，
ｄ
内分泌系と

ｅ
自律神経系の

果たす役割が大きい。血糖濃度の調節に際しては，肝細胞中の ア の分解や合

成が起こることが重要である。また，
ｆ
副腎皮質から分泌されるホルモンのはたらき

で，組織における イ がグルコースに変えられて血糖濃度が維持されることも

ある。

問1 空欄アとイに入る語の組合せとして最も適当なものを，下の�～�から1つ

選びなさい。 1

ア イ

� グリコーゲン タンパク質

� グリコーゲン 脂肪

� グリコーゲン グリコーゲン

� タンパク質 タンパク質

� タンパク質 脂肪

� タンパク質 グリコーゲン

問2 下線部ａに関して，健常者の空腹時の血液1L中に含まれるグルコースの質

量（g）として最も適当な値を，下の�～�から1つ選びなさい。 2

� 0．1g � 0．3g � 0．5g � 1g

� 4g � 6g � 10g

生 物

表2［左ページ］から問題開始
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問4 下線部ｃに関して，血糖濃度が上昇した場合を考えて，次の⑴・⑵に答えな

さい。

⑴ 血糖濃度の上昇を受けて分泌量が減少するホルモンの名称として最も適当な

ものを，下の�～�から1つ選びなさい。 5

� インスリン � バソプレシン

� パラトルモン � グルカゴン　

⑵ 血糖濃度の上昇を受けて分泌量が増加するホルモンがある。そのホルモンの

はたらきについての記述として誤っているものを，下の�～�から1つ選びな

さい。 6

� 筋繊維の細胞膜におけるグルコース透過性を上昇させる。

� 肝細胞内へのグルコースの取り込みを促す。

� 筋繊維の細胞内で，グルコースの消費を促進させる。

� 肝細胞内で，グルコースの消費を促進させる。

� 脂肪細胞の細胞膜に，グルコースの受動輸送にはたらくタンパク質を増

加させる。

� 脂肪細胞内で，脂肪の合成を抑制する。

問5 下線部ｄに関して，内分泌腺から分泌されるホルモンの特徴として最も適当

なものを，下の�～�から1つ選びなさい。 7

� 細胞液中に分泌される。

� 血液によって運搬されるが，組織液によって運搬されることはない。

� 水溶性ホルモンの受容体は，細胞内に存在する。

� 脂溶性ホルモンの受容体は，一般に細胞膜上に存在する。

� ホルモンの受容体の化学的実体は，タンパク質である。
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問6 下線部ｅに関して，自律神経系は交感神経と副交感神経に分類される。ヒト

のからだで生じる応答と，それを促進する自律神経系の神経の組合せとして最

も適当なものを，下の�～�から1つ選びなさい。 8

応答 自律神経系

� 瞳孔の縮小 交感神経

� 心拍の抑制 交感神経

� 消化管運動の促進 交感神経

� 排尿の促進 副交感神経

� 発汗の促進 副交感神経

� 体表血管の拡張 副交感神経
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問5 この山麓の林床に生育しているある樹木の芽生えを適切に採取し，実験室の

なかで光の強さを変えて葉面積100cm2あたりの二酸化炭素（CO2）吸収速度

を測定したところ，次の表1のような結果を得た。ただし，光合成産物や呼吸

基質はすべてグルコース（C6H12O6）であると仮定し，葉における有機物の流

入や流出はないものとする。また，原子量は C＝12，H＝1，O＝16とする。

下の⑴・⑵に答えなさい。

光の強さ
（キロルクス） 0 5 10 15 20 25 30 35 40

CO2吸収速度
（mg/100cm2・時） －2 ＋1 ＋4 ＋6 ＋8 ＋9．5 ＋10 ＋10 ＋10

表1

⑴ この芽生えに常に一定の光を照射した場合，ある葉の質量がほとんど増加も

減少もしなかった。このときに照射された光の強さ（ルクス）として最も近い

数値を，下の�～�から1つ選びなさい。 17

� 250ルクス � 500ルクス � 850ルクス

� 1700ルクス � 2000ルクス � 3300ルクス

⑵ この芽生えに，30キロルクスで14時間光を照射し，その後，暗黒下に10時間

置いた場合，葉面積100cm2の葉で増加あるいは減少したグルコースの質量

（mg）として最も近い数値を，下の�～�から1つ選びなさい。 18

� 50mg � 60mg � 80mg

� 100mg � 120mg � 150mg
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問7 下線部ｆに関して，副腎皮質から分泌されるホルモン（ホルモンH）は，

視床下部や脳下垂体前葉から分泌されるホルモンの支配下にあり，甲状腺から

分泌されるチロキシンと同様の分泌調節のしくみをもつ。脳下垂体からのホル

モン Hの分泌を促すホルモンの分泌量が，正常範囲よりもかなり減少してい

る患者 Xの副腎皮質は，健常者と比較してどのような状態になっていると考

えられるか。また，患者 Xと同様の症状を示す患者 Yにホルモン Hを長期間

投与した場合，患者 Yの副腎皮質は患者 Xと比較してどのような状態になっ

ていると考えられるか。その組合せとして最も適当なものを，下の�～	から

1つ選びなさい。

ただし，患者 Xと患者 Yの副腎皮質のはたらきに異常はないものとする。

なお，ホルモン Hの分泌量が多いと副腎皮質は肥大し，ホルモンHの分泌量
い

が少ないと副腎皮質は萎縮する。また，ホルモンHの患者 Yへの投与方法は

適切で，有効であったものとする。 9

患者 X 患者 Y

� 肥大している より一層肥大している

� 肥大している ほとんど変わらない

� 肥大している 肥大の程度が軽減している

� ほとんど変わらない 肥大している

� ほとんど変わらない ほとんど変わらない

� ほとんど変わらない 萎縮している

� 萎縮している 肥大している

� 萎縮している ほとんど変わらない

	 萎縮している より一層萎縮している
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問2 樹種 Xと樹種 Yに相当する樹種として最も適当なものを，下の�～�から

それぞれ1つずつ選びなさい。

樹種 X 11 樹種 Y 12

� メヒルギ � メヒシバ � スダジイ � ミズナラ

� ブナ � アカマツ � コメツガ � フタバガキ

問3 図1の森林 A～Eを，成立年代の新しいものから古いものの順に並べたもの

として最も適当なものを，下の�～�から1つ選びなさい。 13

� A→C→E→D→B � A→D→C→E→B

� A→E→C→D→B � B→C→D→E→A

� B→D→C→E→A � B→D→E→C→A

問4 この山麓は，ほぼ海岸近くにあり，標高100mに満たないところに位置し

ていた。ここから繰り返し噴火を起こした山に登ると，標高2000m程度の場

所にも森林が成立していたが，相観は山麓とは異なったものになっていた。次

の⑴・⑵に答えなさい。

⑴ 標高2000m程度の場所に成立していた森林の名称として最も適当なものを，

下の�～�から1つ選びなさい。 14

� 照葉樹林 � 夏緑樹林 � 硬葉樹林 � 針葉樹林

⑵ 標高2000m程度のところに成立していた森林で優占する樹種について，樹

種 Xが優占する段階と同じ遷移の段階でみられる，樹種 Xに相当する樹種 X′

と，樹種 Yが優占する段階と同じ遷移の段階でみられる，樹種 Yに相当する

樹種 Y′として最も適当なものを，下の�～�からそれぞれ1つずつ選びなさ

い。

樹種 X′ 15 樹種 Y′ 16

� クロマツ � ハイマツ � ガジュマル � コメツガ

� イタドリ � 地衣類 � ダケカンバ � トドマツ
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Ⅱ 植生の遷移に関する次の文章を読み，あとの問1～問5に答えなさい。解答番号

は 10 ～ 18 。

日本の本州中部の暖温帯にある溶岩が繰り返し流れた山麓には，異なる樹種から

構成される森林 A～Eが観察される。図1は，それぞれの森林に10m×10mの方

形枠を設定し，そのなかに生育している樹種 Xと樹種 Yの樹高と本数を調査した

結果である。これらの森林が成立してくる過程では， ア が進行したものと考

えられる。また，この地域では，最終的には極相として イ が成立することが

予想される。

樹種 X

樹種 Y

A

0

20

60

40

樹
高
（
相
対
値
）

本数（相対値）→
0

20

60

40

樹
高
（
相
対
値
）

本数（相対値）→
0

20

60

40

樹
高
（
相
対
値
）

本数（相対値）→

B C

0

20

60

40

樹
高
（
相
対
値
）

本数（相対値）→
0

20

60

40

樹
高
（
相
対
値
）

本数（相対値）→

D E

図1

問1 空欄アとイに入る語の組合せとして最も適当なものを，下の�～�から1つ

選びなさい。 10

ア イ ア イ

� 一次遷移 夏緑樹林 � 一次遷移 照葉樹林

� 一次遷移 硬葉樹林 � 二次遷移 夏緑樹林

� 二次遷移 照葉樹林 � 二次遷移 硬葉樹林
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Ⅲ 筋肉の構造と筋収縮のしくみに関する次の文章を読み，あとの問1～問6に答え

なさい。解答番号は 19 ～ 27 。

ヒトのからだの運動は，
ａ
骨格筋の収縮によって行われている。骨格筋は，発生的

には ア 性の イ に由来する。図1は，骨格筋の収縮の単位であるサルコ

メア（筋節）の模式図である。Aは，通常は太さ ウ 程度の細胞骨格であり，

構成する
ｂ
タンパク質は エ である。また，Bは， オ というタンパク質か

ら構成され， カ としてのはたらきももっている。

A B

サルコメアZ膜 Z膜

図1

図2は，サルコメアの長さと筋に生じる相対張力の関係を示したものである。B

の構造は中央部以外に突起をもち，この突起の先端部分が カ としての活性を

示す。そのため，突起がある部分と Aが全く重ならないと張力は一切生じないが，

サルコメアの長さが短縮するにつれて，この突起と Aが架橋できる部分が増加す

るために張力が高まる。しかし，突起のある部分がすべて Aと重なり合ってしま

うと，張力は一定に達する。また，ここでは，Aどうしが衝突すると，張力は減衰

すると考えることにする。
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50

0
2.0 3.0 4.0（　　）

100

サルコメアの長さ

相
対
張
力
（
％
）

図2

問1 空欄アとイに入る語の組合せとして最も適当なものを，下の�～�から1つ

選びなさい。 19

ア イ ア イ

� 中胚葉 体節 � 中胚葉 側板

� 中胚葉 神経管 � 内胚葉 体節

� 内胚葉 側板 � 内胚葉 腸管

問2 空欄ウとエに入る数値と語の組合せとして最も適当なものを，下の�～�か

ら1つ選びなさい。 20

ウ エ ウ エ

� 7nm 球状 � 7nm 繊維状

� 10nm 球状 � 10nm 繊維状

� 25nm 球状 � 25nm 繊維状
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問3 空欄オとカに入る語の組合せとして最も適当なものを，下の�～�から1つ

選びなさい。 21

オ カ

� アクチン ATP分解酵素

� アクチン イオンポンプ

� ミオシン ATP分解酵素

� ミオシン イオンポンプ

� チューブリン ATP分解酵素

� チューブリン イオンポンプ

問4 図2に関して，次の⑴～⑶に答えなさい。

⑴ 図2からわかる，図1中の Aと Bの長さ（μm）の組合せとして最も適当な

ものを，下の�～�から1つ選びなさい。 22

A B A B

� 0．8μm 1．6μm � 0．8μm 2．2μm

� 1．0μm 1．6μm � 1．0μm 2．2μm

� 1．2μm 1．6μm � 1．2μm 2．2μm

⑵ 相対張力が50％のときの，明帯と暗帯の長さ（μm）の組合せとして最も適

当なものを，下の�～	から1つ選びなさい。 23

明帯 暗帯 明帯 暗帯

� 1．0μm 1．0μm � 1．0μm 1．2μm

� 1．0μm 1．6μm � 1．3μm 1．0μm

� 1．3μm 1．2μm � 1．3μm 1．6μm

� 1．6μm 1．0μm � 1．6μm 1．2μm

	 1．6μm 1．6μm
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⑶ 図1中の Bの中央部にある，突起が存在しない部分の長さ（μm）として最

も適当なものを，下の�～�から1つ選びなさい。 24

� 0．1μm � 0．2μm � 0．3μm

� 0．4μm � 0．5μm � 0．6μm

問5 下線部ａに関して，骨格筋の収縮は，運動神経によって調節されている。筋

肉の収縮の調節について，次の⑴・⑵に答えなさい。

⑴ 運動神経終末から放出されて，骨格筋繊維の細胞膜で受容される神経伝達物

質は何か。また，神経伝達物質を受容した骨格筋繊維において，細胞外から流

入して筋繊維の膜電位を変化させるようにはたらくイオンは何か。その組合せ

として最も適当なものを，下の�～�から1つ選びなさい。 25

神経伝達物質 イオン 神経伝達物質 イオン

� ノルアドレナリン Na＋ � ノルアドレナリン K＋

� ノルアドレナリン Ca2＋ � アセチルコリン Na＋

� アセチルコリン K＋
� アセチルコリン Ca2＋

⑵ 神経伝達物質を受容して膜電位が変化した骨格筋繊維の内部では，筋収縮へ

向けてどのような調節がとられるか。その際の記述として最も適当なものを，

下の�～�から1つ選びなさい。 26

� 筋小胞体から放出されたイオンが，ミオシンフィラメント上のトロポニ

ンに結合する。

� 筋小胞体から放出されたイオンが，アクチンフィラメント上のトロポミ

オシンに結合する。

� ミオシンフィラメント上のトロポニンがずれて，ミオシン頭部がアクチ

ンフィラメントに結合できるようになる。

� アクチンフィラメント上のトロポミオシンがずれて，ミオシン頭部がア

クチンフィラメントに結合できるようになる。
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問1 下線部ａに関して，ゲノムについての記述として最も適当なものを，下の

�～�から1つ選びなさい。 28

� ヒトゲノムは，約30億塩基対から構成されている。

� ヒトゲノムは，46本の染色体に収められている。

� ヒトゲノムには，約4万個の遺伝子が含まれる。

� すべてのヒトは，全く同じ塩基配列から構成されているゲノムを保有す

る。

問2 図1や図2に関して，次の⑴～⑸に答えなさい。

⑴ 下線部ｂのように，遺伝子発現調節のしくみには，大腸菌のような原核生物

（あ）とヒトのような真核生物（い）に共通のものもあれば，それぞれに特有

のものもある。図1と図2についての記述として最も適当なものを，下の�～

�から1つ選びなさい。 29

� 図1は（あ）に，図2は（い）に，それぞれ特有である。

� 図1は（い）に，図2は（あ）に，それぞれ特有である。

� 図1は（あ）と（い）に共通だが，図2は（あ）に特有である。

� 図2は（あ）と（い）に共通だが，図1は（あ）に特有である。

� 図1は（あ）と（い）に共通だが，図2は（い）に特有である。

� 図2は（あ）と（い）に共通だが，図1は（い）に特有である。
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⑵ 図1や図2中のアは，RNAポリメラーゼが結合する DNA上の領域である。

アについての記述として最も適当なものを，下の�～�から1つ選びなさい。

30

� 原核生物では，基本転写因子と結合した RNAポリメラーゼが，アに結

合できる。

� 真核生物では，基本転写因子と結合した RNAポリメラーゼが，アに結

合できる。

� 原核生物では，リプレッサーと結合した RNAポリメラーゼが，アに結

合できる。

� 真核生物では，リプレッサーと結合した RNAポリメラーゼが，アに結

合できる。

⑶ 図1中のイや図2中のウは，調節タンパク質が結合する DNA上の領域であ

る。イやウおよび調節タンパク質についての記述として誤っているものを，下

の�～�から1つ選びなさい。 31

� イに調節タンパク質が結合すると，転写が抑制されることがある。

� ウに調節タンパク質が結合すると，転写が促進されることがある。

� イの領域は調節遺伝子とよばれ，下流の遺伝子発現の調節にはたらく。

� ウの領域は転写調節領域とよばれ，下流の遺伝子発現の調節にはたらく。

⑷ 図2中のエやオについての記述として最も適当なものを，下の�～�から1

つ選びなさい。 32

� エはイントロン，オはエキソンとよばれる。

� エはエキソン，オはイントロンとよばれる。

� エの領域にタンパク質が結合し，転写が調節されることがある。

� オの領域にタンパク質が結合し，転写が調節されることがある。
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問6 下線部ｂに関して，タンパク質は遺伝子によって構造が決定され，生物体内

の代謝をはじめとする各種生命活動で，重要な役割を果たす。タンパク質の構

造やはたらきについての記述として誤っているものを，下の�～�から1つ選

びなさい。 27

� 20種類のアミノ酸が，カルボキシ基とアミノ基の間でペプチド結合を形

成する。

� αヘリックスや β シートは，水素結合などによってタンパク質の二次

構造を構築している。

� 親水性アミノ酸の残基（アミノ酸に由来する部分）は分子の外側，疎水

性アミノ酸残基は分子の内側に配置されることが多い。

� 活性部位の立体構造が熱変性した酵素タンパク質は，失活して機能を失

う。

� ホルモン，抗体，神経伝達物質，生体膜などは，化学的にはすべてタン

パク質のみで構成されている。
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Ⅳ 遺伝子の発現調節に関する次の文章を読み，あとの問1～問3に答えなさい。解

答番号は 28 ～ 36 。

生物が自らを形成し，維持するのに必要な1組の遺伝情報を
ａ
ゲノムという。生物

はゲノムのなかに多くの遺伝子をもつが，常にすべての遺伝子を発現させているわ

けではなく，必要に応じて遺伝子発現のスイッチを入れたり切ったりするしくみを

もっている。
ｂ
原核生物と真核生物では，共通した遺伝子発現調節のしくみをもって

いるが，それぞれに特有のものもある。図1，図2は，ある遺伝子発現調節のしく

みについて，模式的に示したものである。

遺伝子 1 遺伝子 2 遺伝子 3
DNA

ポリペプチド

mRNA

ア イ

一次転写産物

ウ

エ

オ

遺伝子 4

DNA

ポリペプチド

mRNA

ア

エ エエ

図1

図2
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⑸ 図1のようなしくみをもつことの利点として最も適当なものを，下の�～�

から1つ選びなさい。 33

� 1つの遺伝子から複数の転写産物を得ることができる。

� 1つの遺伝子から複数の翻訳産物を得ることができる。

� 全く異なる生命現象にはたらく複数の遺伝子を，協調的に発現させるこ

とができる。

� 機能的に関連性が高い複数の遺伝子を，まとめて発現させることができ

る。

問3 DNAや RNAの構造に関して，次の⑴～⑶に答えなさい。

⑴ DNAや RNAを構成するヌクレオチド鎖には方向性がある。ヌクレオチド

鎖の方向性についての記述として最も適当なものを，下の�～�から1つ選び

なさい。 34

� ヌクレオチド鎖のうちのリン酸で終わる端を3′末端とよぶ。

� ヌクレオチド鎖のうちの塩基で終わる端を5′末端とよぶ。

� DNAのうちセンス鎖と，同じ領域から転写されたmRNAの方向性は

同じである。

� DNAのうちアンチセンス鎖と，同じ領域から転写されたmRNAの方

向性は同じである。

⑵ 真核生物の DNAの存在様式についての記述として誤っているものを，下の

�～�から1つ選びなさい。 35

� DNAが二重らせん構造をもっている。

� DNAがヒストンに巻きついたヌクレオソーム構造をもつ。

� ヌクレオソームが高度に凝縮したクロマチン構造をもつ。

� 分裂期には，ヌクレオソームやクロマチンの構造は緩んだ状態となる。
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⑶ RNAについての記述として最も適当なものを，下の�～�から1つ選びな

さい。 36

� mRNAは DNAから転写されてつくられるが，tRNAは DNAから転

写されてつくられるものではない。

� mRNAは DNAから転写されてつくられるが，rRNAは DNAから転

写されてつくられるものではない。

� tRNAと rRNAは，いずれも分子全体が二重らせん構造をとっている。

� tRNAと rRNAは，いずれも1本のヌクレオチド鎖から構成される。
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Ⅴ 染色体と遺伝子に関する次の文章を読み，あとの問1～問6に答えなさい。解答

番号は 37 ～ 44 。

アカパンカビは，
ａ
遺伝子のはたらきを調べる上で都合がよい生物である。アカパ

ンカビの生活環（生殖によって生じた個体が，新たに生殖を行うまでの過程）に

は，2つの異なる生殖方法がみられる。1つは，
ｂ
体細胞分裂を行って分生胞子を形

成するものである。これにより，遺伝的に等しい次世代を形成する。もう1つは，

子のう胞子を形成するもので，この過程には，接合型の異なる2種類の遺伝子型の

個体の接合とその後の減数分裂が含まれるため，
ｃ
相同染色体のランダム分配や

ｄ
乗換

えに伴う組換えなどを通じて，多様な遺伝子構成の次世代を形成する（図1）。

H1H2

H1   H1   H1   H1   H2   H2   H2   H2

分生胞子 H2分生胞子 H1

接合

核融合
（2n）

H1       H1       H2        H2

H1         H2

減数分裂
第一分裂

第二分裂

子のう胞子

体細胞分裂

子のう胞子
の発芽

子のう胞子
の発芽

接合型 H2の
菌糸（n）

接合型 H1の
菌糸（n）

ア  イ  ウ  エ  オ  カ  キ  ク

図1

野生型のアカパンカビは，糖や無機塩類などを加えた培地（最少培地）で自身が

必要な物質を合成して生育することができる。アミノ酸の一種であるアルギニンの

生合成経路は，図2の流れであることがわかっており，その過程では酵素 E，F，

Gが順にはたらいている。これらの酵素はそれぞれ遺伝子 E，F，Gによってつく
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られているが，これらの対立遺伝子である遺伝子 e，f，gは，機能性のある酵素を

合成することができない。

前駆物質 オルニチン シトルリン アルギニン

酵素 E 酵素 F 酵素 G

図2

問1 下線部ａに関して，アカパンカビが遺伝子のはたらきを調べる上で都合がよ

い生物である理由について図1をもとに考え，最も適当なものを，下の�～�

から1つ選びなさい。 37

� 子のう内に，8個の子のう胞子を並べる。

� 子のう胞子のほとんどが発芽して菌糸を形成する。

� 生活環の大半が単相（n）である。

� 接合型が異なるものの間でだけ接合が起こる。

問2 下線部ｂに関して，体細胞分裂についての記述として最も適当なものを，下

の�～�から1つ選びなさい。 38

� 分裂期の前期に形成される紡錘糸は，微小管から構成される。

� 中期には，二価染色体が赤道面に並んでいる。

� 後期には，細胞質分裂が始まる。

� 動物細胞の細胞質分裂は，細胞板が内側から外側へ伸びることで進行す

る。

� 植物細胞の細胞質分裂は，外側から内側へくびれ込むようにして進行す

る。
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生物〔 １ 日目〕
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問6 アカパンカビでは，いくつかの突然変異株が選抜されている。突然変異株 e

は野生型の遺伝子 Eが遺伝子 e に変異している。同様に，突然変異株 f は遺

伝子 F が f に，突然変異株 gは遺伝子 Gが gに変異している。遺伝子 E

（e）と F（f ）は同一染色体上に存在していて，それらの遺伝子の間の組換

え価は20％である。また，遺伝子 G（g）は，E（e）や F（f ）とは別の染

色体上に存在する ケ の関係にある。なお，各突然変異株は，いずれも単

一の遺伝子のみに突然変異を起こしているものとする。次の⑴～⑶に答えなさ

い。

⑴ 空欄ケに入る語として最も適当なものを，下の�～�から1つ選びなさい。

42

� 顕性（優性） � 潜性（劣性） � 独立

� 分離 � 完全連鎖 � 不完全連鎖

⑵ 突然変異株 eと突然変異株 gを接合させた後に，子のう胞子を形成させた。

形成された多数の子のう胞子を最少培地で培養した場合，野生型形質を示して

生育できる胞子は，形成された胞子のうちの何％と期待されるか。その割合

（％）として最も適当なものを，下の�～	から1つ選びなさい。 43

� 0％ � 5％ � 10％ � 20％ � 25％

� 40％ � 50％ � 75％ 	 100％

⑶ 突然変異株 eと突然変異株 f を接合させた後に，子のう胞子を形成させた。

形成された多数の子のう胞子を最少培地で培養した場合，野生型形質を示して

生育できる胞子は，形成された胞子のうちの何％と期待されるか。その割合

（％）として最も適当なものを，下の�～	から1つ選びなさい。 44

� 0％ � 5％ � 10％ � 20％ � 25％

� 40％ � 50％ � 75％ 	 100％

（生物問題 おわり）
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生物〔 １ 日目〕

問3 下線部ｃに関して，2n＝10の生物が減数分裂を完了して生殖細胞を形成し

たとき，1個体が形成する多数の生殖細胞全体では，染色体構成として何通り

のものが考えられるか。その数値として最も適当なものを，下の�～�から1

つ選びなさい。ただし，乗換え・組換えの可能性は考えないものとする。

39

� 25通り � 210通り � 52通り

� 510通り � 102通り � 105通り

問4 下線部ｄに関して，染色体の乗換えが起こる時期は減数分裂のうちのどの時

期か。最も適当なものを，下の�～�から1つ選びなさい。 40

� 第一分裂前期 � 第一分裂中期 � 第一分裂後期

� 第一分裂終期 � 第二分裂前期 � 第二分裂中期

� 第二分裂後期 � 第二分裂終期

問5 図1は，対立遺伝子（アレル）である遺伝子H1 と H2 を事例に，乗換えが

起こらない場合の子のう胞子が形成される過程での遺伝子の挙動を示したもの

である。相同染色体の間で1回の乗換えが起こった場合，図1のア～クの子の

う胞子のうち，異なる遺伝子型になっている可能性がある子のう胞子の組合せ

として最も適当なものを，下の�～�から1つ選びなさい。 41

� ア，イ � ア，ウ � ウ，エ � オ，カ � キ，ク
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問5 下線部ｃの抗体は，免疫グロブリンとよばれるタンパク質である。1つの抗

体を構成する H鎖，L鎖，抗原結合部位の数の組合せとして最も適当なもの

を，下の�～�から1つ選びなさい。 5

H鎖 L鎖 抗原結合部位

� 2 2 2

� 2 2 4

� 2 4 2

� 2 4 4

� 4 2 2

� 4 2 4

� 4 4 2

� 4 4 4

問6 下線部ｄに関して，食細胞が広範な物質の認識に利用しているタンパク質に

ついての記述として最も適当なものを，下の�～�から1つ選びなさい。

6

� MHC分子とよばれ，個人の間で大きく異なった構造をもっている。

� BCR（B細胞受容体）や TCR（T細胞受容体）と同じ構造の分子であ

る。

� TLR（トル様受容体）とよばれ，病原体が共通にもつ分子構造のパ

ターンを認識している。

� HIVがヒト細胞に感染する際には，目印として利用されている。

� BCGがワクチンとして利用される際には，体外から投与される。

2
5
1
3
6
5
R
0
0
4

再
校
紙― 3 ― 2025 食物 公募2日目

3／24

２５１１０４ＳＢ Page 3 2024.10.04 10.08.26

２５１１０４ＳＢ_3

問7 下線部ｅに関する記述として最も適当なものを，下の�～�から1つ選びな

さい。 7

� 抗原が体内に侵入すると，これに対応した T細胞が分化してくる。

� 抗原が体内に侵入すると，これに対応した B細胞が分化してくる。

� 抗原が体内に侵入すると，これに対応した T細胞が排除されるように

なる。

� 抗原が体内に侵入すると，これに対応した B細胞が排除されるように

なる。

� 特定の抗原に対応した T細胞も B細胞も，あらかじめ体内に存在して

いる。

問8 ウイルス感染細胞の排除のしくみについて調べるために，A系統マウスと，

A系統とは異なる B系統マウスを用いて，次に示す〔実験1〕～〔実験4〕

を行った。下の⑴・⑵に答えなさい。

〔実験1〕A系統マウスにウイルス V1を感染させた。その後，この A系統マ

ウスのひ臓から免疫にはたらく細胞集団を回収した。

〔実験2〕A系統マウスから取り出した細胞に，ウイルス V1を感染させた。そ

こに〔実験1〕で回収された細胞集団を加えると，ウイルス V1に

感染した細胞が破壊された。

〔実験3〕B系統マウスから取り出した細胞に，ウイルス V1を感染させた。そ

こに〔実験1〕で回収された細胞集団を加えても，ウイルス V1に

感染した細胞は破壊されなかった。

〔実験4〕A系統マウスから取り出した細胞に，ウイルス V2を感染させた。そ

こに〔実験1〕で回収された細胞集団を加えても，ウイルス V2に

感染した細胞は破壊されなかった。
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生物〔 ２ 日目〕

Ⅰ 生体防御のしくみに関する次の文章を読み，あとの問1～問8に答えなさい。解

答番号は 1 ～ 9 。

人体には，体外からの非自己成分が侵入しないようにするための
ａ
物理的防御や化

学的防御とよばれるしくみがある。傷口などから病原体などが体内に侵入した場合

は，自然免疫のしくみによって取り除かれる。さらに，自然免疫で排除しきれな

かった場合は，
ｂ
適応免疫（獲得免疫）が発動され，例えば， ア が分化した細

胞が
ｃ
抗体を産生して異物の排除にあたる イ がはたらく。また， ウ が特

定の病原体に感染した細胞の排除にはたらく エ も，適応免疫では重要な役割

を果たす。

生体防御における自己・非自己の識別には，さまざまなタンパク質が関係してい

る。
ｄ
好中球のような食細胞は，細胞膜上にあるタンパク質を利用して，広範な物質

を認識している。また，
ｅ
特定の T細胞が，同じ種類の抗原を認識できる特定の B

細胞を選択的に活性化することにも，T細胞や B細胞の細胞膜上にあるタンパク

質がはたらいている。

問1 空欄アとイに入る語の組合せとして最も適当なものを，下の�～�から1つ

選びなさい。 1

ア イ ア イ

� T細胞 細胞性免疫 � T細胞 体液性免疫

� B細胞 細胞性免疫 � B細胞 体液性免疫

生 物

表2［左ページ］から問題開始
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問2 空欄ウとエに入る語の組合せとして最も適当なものを，下の�～�から1つ

選びなさい。 2

ウ エ

� ナチュラルキラー細胞（NK 細胞） 細胞性免疫

� ナチュラルキラー細胞（NK 細胞） 体液性免疫

� ナチュラルキラー細胞（NK 細胞） 免疫寛容

� キラー T細胞 細胞性免疫

� キラー T細胞 体液性免疫

� キラー T細胞 免疫寛容

問3 下線部ａに関して，物理的防御と化学的防御の事例の組合せとして最も適当

なものを，下の�～�から1つ選びなさい。 3

物理的防御 化学的防御

� 涙やだ液はリゾチームを含む 気管の繊毛運動で異物が排出される

� 涙やだ液はリゾチームを含む 粘液が消化管の内表面を覆っている

� 酸性の胃液が微生物の繁殖を防ぐ 皮膚ではディフェンシンがはたらく

� 酸性の胃液が微生物の繁殖を防ぐ 汗や皮脂は体表を弱酸性に保つ

� 角質層が皮膚の表面を覆っている 体表面は弱酸性に維持されている

� 角質層が皮膚の表面を覆っている 粘液が気管の内表面を覆っている

問4 下線部ｂに関して，適応免疫のしくみやその調節についての記述として最も

適当なものを，下の�～�から1つ選びなさい。 4

� 適応免疫の発動には，抗原提示が必ずしも必要でない。

� T細胞は抗原提示を行えるが，B細胞は抗原提示を行えない。

� T細胞は抗原提示を認識できるが，B細胞は抗原提示を認識できない。

� 非自己成分に対する免疫寛容が成立することで，適応免疫がはたらける

ようになる。

� 免疫記憶のしくみは，適応免疫にも自然免疫にも共通して備わっている。
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⑴ 実験結果から判断できる，ウイルス感染細胞の破壊と感染ウイルスの種類の

関係についての記述として最も適当なものを，下の�～�から1つ選びなさい。

8

� マウスのひ臓には，さまざまなウイルス感染細胞を破壊することにはた

らく免疫細胞が混在している。

� ウイルス感染細胞の破壊は，ウイルスに特異的な免疫細胞によって誘導

されるアポトーシスによって起こる。

� ウイルス感染細胞の破壊は，同じウイルスの感染によって活性化された

特定の免疫細胞によって起こる。

� ウイルス感染細胞の破壊は，異なるウイルスの感染によって活性化され

た広範な免疫細胞によっても起こる。

⑵ 実験結果から判断できる，ウイルス感染細胞の破壊と免疫にはたらく細胞の

由来の関係についての記述として最も適当なものを，下の�～�から1つ選び

なさい。 9

� ウイルス感染細胞の破壊は，感染細胞と免疫細胞の由来が同じ場合にの

み起こる。

� ウイルス感染細胞の破壊は，感染細胞と免疫細胞の由来が異なる場合に

のみ起こる。

� 免疫細胞は，同じ由来をもつ細胞をウイルス感染の有無とは関係なく破

壊する。

� 免疫細胞は，異なる由来をもつ細胞をウイルス感染の有無とは関係なく

破壊する。

2
5
1
3
6
5
R
0
0
6

再
校
紙― 5 ― 2025 食物 公募2日目

5／24

２５１１０４ＳＢ Page 5 2024.10.04 10.08.26

２５１１０４ＳＢ_5

Ⅱ 体液の循環と排出に関する次の文章（Ａ・Ｂ）を読み，あとの問1～問8に答え

なさい。解答番号は 10 ～ 18 。

Ａ ヒトの心臓は， ア 心房 イ 心室からなる。
ａ
血液の循環は，これに

よって全身の器官・組織をめぐって酸素を供給する
ｂ
体循環と，肺をめぐって酸素

を血液中に取り込む
ｃ
肺循環とを分けることが可能となり，

ｄ
心臓が拍動を繰り返す

ことで血液が全身を流れる。心臓の筋肉は横紋筋であり，
ｅ
骨格筋と同様の収縮の

しくみをもっている。心筋繊維（心筋細胞）の細胞膜には細胞間を連絡する多く

の ウ が存在し，この間をイオンが移動することで近傍の筋繊維の同調的な

収縮が可能となっている。

問1 空欄アとイに入る数値の組合せとして最も適当なものを，下の�～�から1

つ選びなさい。 10

ア イ ア イ

� 1 1 � 1 2

� 2 1 � 2 2

問2 下線部ａに関して，健常者の血液についての記述として最も適当なものを，

下の�～�から1つ選びなさい。 11

� 有形成分のうち，血液1mm3あたりの数として最も多く含まれるもの

は白血球である。

� 組織液やリンパ液とは，完全に隔離された循環系のなかを流れている。

� インスリンの作用によりグリコーゲンは肝臓でグルコースに分解される。

� 血液中の Ca2＋ 濃度は，副甲状腺から分泌されるパラトルモンによって

調節されている。
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問3 下線部ｂに関して，体循環において血液が流れる順序として最も適当なもの

を，下の�～�から1つ選びなさい。ただし，心臓から血液が出た後に肝臓に

達し，再び心臓に戻るまでの1回の過程のなかで考えるものとする。 12

� 右心室 → 大動脈 → 肝臓 → 肝門脈 → 左心房

� 右心室 → 大動脈 → 肝臓 → 肝静脈 → 右心房

� 右心室 → 大静脈 → 肝門脈 → 肝臓 → 左心房

� 左心室 → 大静脈 → 肝臓 → 肝門脈 → 右心房

� 左心室 → 大動脈 → 肝動脈 → 肝臓 → 左心房

� 左心室 → 大動脈 → 肝門脈 → 肝臓 → 右心房

問4 下線部ｃに関する記述として最も適当なものを，下の�～�から1つ選びな

さい。 13

� 肺へ向かう肺静脈中では，赤血球中のヘモグロビンの多くは酸素と結合

していない。

� 肺へ向かう肺動脈中では，赤血球中のヘモグロビンの多くが酸素と結合

している。

� 肺からの肺動脈中では，赤血球中のヘモグロビンの多くが酸素と結合し

ていない。

� 肺からの肺静脈中では，赤血球中のヘモグロビンの多くが酸素と結合し

ている。

問5 下線部ｄに関して，心臓の拍動調節についての記述として最も適当なものを，

下の�～�から1つ選びなさい。 14

� 延髄から伸びる交感神経が，心臓の拍動を促進する。

� 延髄から伸びる副交感神経が，心臓の拍動を抑制する。

� 脊髄から伸びる交感神経が，心臓の拍動を抑制する。

� 脊髄から伸びる副交感神経が，心臓の拍動を促進する。
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問6 下線部ｅに関して，骨格筋の収縮の場合，弛緩時に比較して収縮時には，サ

ルコメア，暗帯，アクチンフィラメントの長さは，それぞれどのように変化す

るか。その組合せとして最も適当なものを，下の�～�から1つ選びなさい。

15

サルコメア 暗帯 アクチンフィラメント

� 変化しない 変化しない 変化しない

� 変化しない 変化しない 短縮する

� 変化しない 短縮する 変化しない

� 変化しない 短縮する 短縮する

� 短縮する 変化しない 変化しない

� 短縮する 変化しない 短縮する

� 短縮する 短縮する 変化しない

� 短縮する 短縮する 短縮する

問7 空欄ウに入る語として最も適当なものを，下の�～�から1つ選びなさい。

16

� 密着分子 � 固定分子 � 接着分子

� ギャップ結合 � デスモソーム � ヘミデスモソーム
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Ⅲ 植物の環境応答に関する次の文章を読み，あとの問1～問7に答えなさい。解答

番号は 19 ～ 27 。

古くから研究されてきた
ａ
植物ホルモンであるオーキシンのうち，自然界で最も多

量に存在しているものは ア である。オーキシンの植物体内での移動には，

イ がみられる。オーキシンの作用は多岐にわたり，茎の光に対する応答にも

オーキシンが深く関係する。側方から光を照射されたマカラスムギの幼葉鞘は，光

の方向へ向かうように屈曲する ウ の光屈性を示す。これは，
ｂ
幼葉鞘の先端部

においてオーキシンが光を照射された側よりも陰側に多く分布するようになり，さ

らに陰側を下方へ移動することにより，細胞の伸長成長が起こる領域でオーキシン

濃度が高まることが関係している。また，マカラスムギの芽生えを地面に横たえた

場合，茎が重力の反対側に曲がる エ の重力屈性を示す。この現象にもオーキ

シンが深く関係している。一方，
ｃ
横たえた芽生えの根は，茎と反対に重力側へと屈

曲する。この根が示す重力屈性は，根の先端部の オ にあるコルメラ細胞（平

衡細胞）において， カ 粒を多く含み密度の高い一種の色素体が重力方向に沈

降することで，
ｄ
根におけるオーキシンの移動方向や分布領域が変わるために起こる。

問1 空欄アとイに入る語の組合せとして最も適当なものを，下の�～�から1つ

選びなさい。 19

ア イ ア イ

� FTタンパク質 可塑性 � FTタンパク質 極性

� FTタンパク質 傾性 � インドール酢酸 可塑性

� インドール酢酸 極性 � インドール酢酸 傾性

問2 空欄ウとエに入る語の組合せとして最も適当なものを，下の�～�から1つ

選びなさい。 20

ウ エ ウ エ

� 正 正 � 正 負

� 負 正 � 負 負
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問3 空欄オとカに入る語の組合せとして最も適当なものを，下の�～�から1つ

選びなさい。 21

オ カ オ カ

� 維管束 デンプン � 維管束 脂肪

� 根冠 デンプン � 根冠 脂肪

� 内皮 デンプン � 内皮 脂肪

問4 下線部ａに関して，植物ホルモンのはたらきや特徴についての記述として最

も適当なものを，下の�～�から1つ選びなさい。 22

� ジベレリンは，種子の発芽を抑制する。

� ジベレリンは，茎の伸長成長を促進する。

� アブシシン酸は，種子の発芽を促進する。

� アブシシン酸は，気孔の開口を促進する。

� エチレンは，茎の肥大成長を抑制する。

� エチレンは，果実の成熟を抑制する。

問5 下線部ｂに関して，この現象に最も深く関係する光受容体とその光受容体が

よく吸収する光の色の組合せとして最も適当なものを，下の�～�から1つ選

びなさい。 23

光受容体 光の色 光受容体 光の色

� フィトクロム 青色 � フィトクロム 赤色

� クリプトクロム 青色 � クリプトクロム 赤色

� フォトトロピン 青色 � フォトトロピン 赤色
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生物〔 ２ 日目〕

Ｂ ヒトの心臓から拍出された血液は，肺や頭部，身体の各器官・組織へと流れて

いき，腎臓には心臓から流れ出た血液量の約20％が流れ込むと考えられている。

腎臓のはたらきは，尿生成を通じた体内で生じた老廃物の排出や体液量の調節で

ある。1つの腎臓に約100万個あるといわれるネフロン（腎単位）とよばれる部

分では，糸球体からボーマンのうへ向かって，血圧によって血液中の血しょう成

分がこし出される。この現象をろ過という。こし出された液体は原尿とよばれ，

原尿中の成分のうち，有用成分などは毛細血管内に回収される。この現象を再吸

収という。尿は，このようなろ過と再吸収などを経て生成され，ヒトでは1日に

1．5L程度の尿が生成される。表1は，ある健康なヒトの血しょう中，原尿中，

尿中の各種成分の濃度であり，イヌリンは，人為的に静脈注射したときの濃度で

ある。

成 分 血しょう中 原尿中 尿中

タンパク質 80 0 0

グルコース 1 1 0

ナトリウムイオン（Na＋） 3 3 3．5

カリウムイオン（K＋） 0．2 0．2 1．5

カルシウムイオン（Ca2＋） 0．08 0．08 0．15

尿素 0．3 0．3 20

尿酸 0．03 0．03 0．5

イヌリン 0．45 0．45 54

表1

（単位はすべてmg/mL）
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問8 表1に関して，尿中に含まれるある物質について，血しょう中の濃度に対す

る尿中の濃度を濃縮率という。また，表1中にあるイヌリンは，ろ過後，まっ

たく再吸収されない物質である。そのため，単位時間当たりにつくられた原尿

中に含まれるイヌリンの量は，同じ時間内で排出された尿中に含まれるイヌリ

ンの量に一致する。これを利用して，あるヒトがつくる単位時間当たりの原尿

量を推定することができる。次の⑴・⑵に答えなさい。

⑴ イヌリンを除いて，表1中で最大の濃縮率を示す物質として最も適当なもの

を，下の�～�から1つ選びなさい。 17

� タンパク質 � グルコース � Na＋ � K＋

� Ca2＋ � 尿素 � 尿酸

⑵ このヒトの1時間当たりにつくられる原尿量（L）として最も適当な値を，

下の�～�から1つ選びなさい。ただし，原尿や尿は，1日を通じて常に一定

量つくられ続けているものとする。 18

� 1．5L � 7．5L � 15L � 54L

� 100L � 120L � 150L � 180L
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問6 下線部ｃに関して，この現象の適応的な意義についての記述として誤ってい

るものを，下の�～�から1つ選びなさい。 24

� 土壌からの水の吸収を可能にする。

� 体外からの無機塩類（栄養塩類）の取り込みが容易になる。

� 植物体を直立させ，光合成に有利な体制を形成させる。

� 土壌中の腐植の取り込みが容易になる。

問7 下線部ｄに関して，次の⑴～⑶に答えなさい。

⑴ 横たえられることなく，重力方向に対してまっすぐな状態にある根では，

オーキシンは，選択肢の図中の領域 Xと領域 Yを，どのような方向に移動し

ているか。それを示す模式的な図として最も適当なものを，下の�～�から1

つ選びなさい。 25

領域 X 領域 Y

� � �

� � �
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⑵ オーキシンは，細胞内に取り込まれるときは細胞膜にあるタンパク質 Aに

よって取り込まれるほか，細胞膜を単純に透過もしている。一方，細胞外へ排

出されるときは必ずタンパク質 Pを介して輸送されている。⑴の選択肢の図

中の領域 Xや領域 Yでのタンパク質 Aや Pの分布に関する記述として最も適

当なものを，⑴で選んだ図を参考にして，下の�～�から1つ選びなさい。

26

� 領域 Xでは，タンパク質 Aは細胞膜全体に分布している。

� 領域 Xでは，タンパク質 Aは先端部側に局在している。

� 領域 Yでは，タンパク質 Pは細胞膜全体に分布している。

� 領域 Yでは，タンパク質 Pは先端部側に局在している。

⑶ 横たえられた芽生えの根のコルメラ細胞では，それ以前の状態と比較すると，

オーキシンの移動量はどの方向に増加するようになるか。このことに関する記

述として最も適当なものを，図1に示した根におけるオーキシンの作用を参考

にして，下の�～�から1つ選びなさい。 27

オーキシン濃度

伸
長
促
進

伸
長
抑
制

0

＋

－

図1

� 重力方向への細胞外へ向けての移動量が増加する。

� 重力方向からの細胞内へ向けての移動量が増加する。

� 重力の反対方向への細胞外へ向けての移動量が増加する。

� 重力の反対方向からの細胞内へ向けての移動量が増加する。
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Ⅳ 真核生物の遺伝子発現に関する次の文章を読み，あとの問1～問5に答えなさい。

解答番号は 28 ～ 36 。

ある真核生物のタンパク質 Pは，300個のアミノ酸から構成されている。図1は，

タンパク質 Pのアミノ酸配列のうち，アミノ基側の N末端とカルボキシ基側の C

末端に近いアミノ酸配列を示し，途中は省略している。また，タンパク質 Pを

コードする遺伝子 Pは，2000塩基対から構成されている。図2は，遺伝子 Pの塩

基配列のうち，N末端と C末端に近いアミノ酸配列を指定することにはたらく塩

基配列を示し，アミノ酸配列と同様に途中は省略している。なお，解答にあたって

は，必要に応じて図3の遺伝暗号表を利用すること。

1
メチオニン

2
アラニン

3
ロイシン

299
グリシン

300
アルギニンN

末端
C
末端

ATGGCCCTCAAGGGCGAAATAGCTTCC

TACCGGGAGT TCCCGCT T TATCGAAGG

CTCTCCGGCCGCTAG

GAGAGGCCGGCGATC
｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜ ｜｜｜｜｜｜｜｜｜

－－－－5－－－－10－－－－15－－－－20－－－－25－－－－ －－－－－－　－－－－　－－－－
20001990 1995

UUU UCU UAU UGU U
UUC UCC UAC UGC C
UUA UCA UAA （終止） UGA （終止） A
UUG UCG UAG （終止） UGG トリプトファン G
CUU CCU CAU CGU U
CUC CCC CAC CGC C
CUA CCA CAA CGA A
CUG CCG CAG CGG G
AUU ACU AAU AGU U
AUC ACC AAC AGC C
AUA ACA AAA AGA A
AUG メチオニン（開始） ACG AAG AGG G
GUU GCU GAU GGU U
GUC GCC GAC GGC C
GUA GCA GAA GGA A
GUG GCG GAG GGG G

2 番目の塩基

フェニル
アラニン

ロイシン

ロイシン

イソロイシン

バリン

セリン

プロリン

トレオニン

1
番
目
の
塩
基

U

C

A

G

チロシン

アラニン

U C A G

3
番
目
の
塩
基

ヒスチジン

グルタミン

アスパラギン

リシン

アスパラギン酸

グルタミン酸

システイン

アルギニン

セリン

アルギニン

グリシン

図1

図2

図3
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問1 DNAや RNAのような核酸は，多数のヌクレオチドが連なって構成される。

ヌクレオチド鎖の構造に関する記述として最も適当なものを，下の�～�から

1つ選びなさい。 28

� ヌクレオチド鎖において，塩基はリン酸とは結合しない。

� ヌクレオチド鎖において，糖と塩基が連なることで主鎖を構成する。

� DNAと RNAを構成するヌクレオチドは，全部で10種類ある。

� DNAと RNAを構成するヌクレオチドは，全部で4種類ある。

問2 タンパク質やアミノ酸の構造に関する記述として最も適当なものを，下の

�～�から1つ選びなさい。 29

� タンパク質を構成する元素としては，炭素，水素，酸素のほかに，窒素

やリンがある。

� タンパク質中のペプチド結合の部分には，炭素，水素，酸素は含まれな

い。

� 隣接するアミノ酸のアミノ基どうしの間でペプチド結合を形成する。

� 隣接するアミノ酸のカルボキシ基どうしの間でペプチド結合を形成する。

� αヘリックス構造や β シート構造には，水素結合が関係している。

� タンパク質は，いずれも四次構造をもつ。

問3 遺伝子発現の過程で，転写と翻訳に深く関係するものの組合せとして最も適

当なものを，下の�～�から1つ選びなさい。 30

転写 翻訳

� DNAポリメラーゼ リボソーム

� DNAポリメラーゼ リソソーム

� RNAポリメラーゼ リボソーム

� RNAポリメラーゼ リソソーム

� DNAヘリカーゼ リボソーム

� DNAヘリカーゼ リソソーム
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⑶ この真核生物のある突然変異体Mでは，図2に示した塩基配列の上側のヌ

クレオチド鎖の8番目の Tが欠失していた。突然変異体Mの遺伝子 Pの領域

からつくられる翻訳産物 P′についての記述として最も適当なものを，下の

�～�から1つ選びなさい。ただし，開始コドンが指定するアミノ酸を1番目

と数えるものとする。 36

� 3番目のアミノ酸までは，タンパク質 Pと同じアミノ酸配列となる。

� 6番目のアミノ酸までは，タンパク質 Pと同じアミノ酸配列となる。

� タンパク質 Pよりも少ないアミノ酸数となる。

� タンパク質 Pと同じアミノ酸数となる。

2
5
1
3
6
5
R
0
2
0

再
校
紙―19― 2025 食物 公募2日目

19／24

２５１１０４ＳＢ Page 19 2024.10.04 10.08.26

２５１１０４ＳＢ_19

Ⅴ 脊椎動物の発生のしくみに関する次の文章を読み，あとの問1～問6に答えなさ

い。解答番号は 37 ～ 45 。

両生類であるイモリやカエルは，発生の過程やしくみを研究する材料として利用

されてきた。イモリを材料に，形成体による誘導現象を見出した研究者は，

ア である。彼が見出した誘導現象は，今日では イ とよばれ，その形成

体は初期原腸胚において ウ とよばれる領域である。
ａ
イモリの眼の形成過程で

は，誘導の連鎖がみられるように，多細胞生物における体制の構築の過程では，

イ 以外にも，さまざまな誘導現象が複雑に絡み合いながら進行している。

ニワトリ胚の
ｂ
神経管と脊索の位置関係は，カエルやイモリとほとんど変わらない。

脊索の背側に近接して存在する神経管の腹側領域は，神経底板とよばれる組織へと

分化する。その後，神経管は，背側に少し離れて存在する領域が
ｃ
運動神経へと分化

する。

問1 空欄アに入る人名として最も適当なものを，下の�～�から1つ選びなさい。

37

� フォークト � シュペーマン � ニューコープ

� シュライデン � シュワン

問2 空欄イとウに入る語の組合せとして最も適当なものを，下の�～�から1つ

選びなさい。 38

イ ウ

� 中胚葉誘導 原口背唇部

� 中胚葉誘導 予定内胚葉域

� 中胚葉誘導 アニマルキャップ

� 神経誘導 原口背唇部

� 神経誘導 予定内胚葉域

� 神経誘導 アニマルキャップ
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生物〔 ２ 日目〕

問4 遺伝子が転写されると，転写産物が核内で合成される。次の⑴～⑶に答えな

さい。

⑴ 図2の遺伝子 Pの転写が起こる様子を模式的に示した図として最も適当な

ものを，下の�～�から1つ選びなさい。なお，図中の上下左右は図2の塩基

配列と同じように示されており，灰色の楕円形は転写にはたらく酵素が DNA

に結合している領域である。 31

RNA RNA

RNA RNA

� �

� �

⑵ 図2の2000塩基対のうち，タンパク質 Pのアミノ酸配列を指定することに

はたらいている塩基対の割合として最も適当なものを，下の�～�から1つ選

びなさい。 32

� 15％ � 25％ � 45％

� 55％ � 75％ � 85％
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⑶ 図2の2000塩基対のうち，タンパク質 Pのアミノ酸配列を指定しない部分

は，タンパク質が合成されるまでの段階で取り除かれる。このしくみに関する

記述として最も適当なものを，下の�～�から1つ選びなさい。 33

� 核内で，DNAの段階で取り除かれる。

� 核内で，RNAの段階で取り除かれる。

� 核内で，ポリペプチド段階で取り除かれる。

� 細胞質で，DNAの段階で取り除かれる。

� 細胞質で，RNAの段階で取り除かれる。

� 細胞質で，ポリペプチドの段階で取り除かれる。

問5 遺伝子 Pの翻訳の過程について，次の⑴～⑶に答えなさい。

⑴ 図2に示した塩基配列から判断して，開始コドンによって指定されるアミノ

酸を運び込む tRNAがもつアンチコドンの塩基配列とその方向性として最も

適当なものを，下の�～�から1つ選びなさい。 34

� 5′－ATG－3′ � 5′－GTA－3′

� 5′－AUG－3′ � 5′－GUA－3′

� 5′－TAC－3′ � 5′－CAT－3′

� 5′－UAC－3′ � 5′－CAU－3′

⑵ 図2に示した塩基配列から判断して，開始コドンが指定するアミノ酸を1番

目としたときに，6番目に相当するアミノ酸として最も適当なものを，下の

�～�から1つ選びなさい。なお，この部分の塩基配列は，すべてアミノ酸を

指定するものとする。 35

� グルタミン酸 � ロイシン

� リシン � フェニルアラニン
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問3 下線部ａに関して，イモリの眼でみられる誘導の連鎖において，形成体とそ

の誘導作用によって分化する構造の組合せとして最も適当なものを，下の�～

�から1つ選びなさい。 39

形成体 分化する構造

� 角膜 水晶体

� 角膜 網膜

� 水晶体 角膜

� 水晶体 眼胞（眼杯）

� 眼胞（眼杯） 神経管

� 眼胞（眼杯） 視神経

問4 下線部ｂに関して，神経管と脊索が由来する胚葉の組合せとして最も適当な

ものを，下の�～	から1つ選びなさい。 40

神経管 脊索 神経管 脊索

� 外胚葉 外胚葉 � 外胚葉 中胚葉

� 外胚葉 内胚葉 � 中胚葉 外胚葉

� 中胚葉 中胚葉 � 中胚葉 内胚葉

� 内胚葉 外胚葉 � 内胚葉 中胚葉

	 内胚葉 内胚葉

問5 下線部ｃに関して，ヒトの運動神経についての記述として最も適当なものを，

下の�～�から1つ選びなさい。 41

� 骨格筋や内臓筋のほとんどの収縮を調節している。

� 興奮を制御する中枢は，間脳の視床下部である。

� 神経繊維は，髄鞘をもたない無髄神経繊維である。

� 運動神経は，脊髄の腹根から出る。
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問6 ニワトリ胚の神経底板や運動神経の分化に関して，次に示す〔実験1〕～

〔実験4〕を行った。下の⑴～⑷に答えなさい。

〔実験1〕適切な発生段階にあるニワトリ胚1から，脊索を単離した。この脊

索を，同じ発生段階にある別のニワトリ胚2の神経管の側方に移植

して発生を継続させた。すると，図1のように，ニワトリ胚2では，

本来の位置に形成される神経底板や運動神経に加えて，二次的な神

経底板や運動神経が神経管の側方に形成された。

〔実験2〕〔実験1〕のニワトリ胚と同じ発生段階にあるニワトリ胚3から，神

経管と脊索を単離した。適切な培養液を用いて培養皿の上で両者を

接触させて培養すると，神経管から神経底板と運動神経が分化した。

しかし，両者を接触させずに培養皿上で離して培養すると，神経管

から運動神経だけが分化した。

〔実験3〕神経底板と運動神経の分化には，脊索と神経底板の両者で特異的に

合成される物質 Aの関与が考えられた。そこで，〔実験2〕と同様

の実験を，培養液に物質 Aに対する阻害剤 Iを加えて行ったところ，

神経管から神経底板も運動神経も分化することはなかった。

〔実験4〕〔実験2〕や〔実験3〕よりも少し早い発生段階にあるニワトリ胚4

では，神経管は脊索の影響を受けていないと考えられる。ニワトリ

胚4から単離した神経管を，物質 Aを添加した培養液を用いて行っ

た。低濃度の物質 Aを添加した場合には，神経管から運動神経が分

化した。一方，高濃度の物質 Aを添加した場合には，神経管から神

経底板が分化した。
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脊索

運動神経

神経底板

二次的な神経底板や
運動神経の形成が
みられる位置

背側

腹側

神経底板や
運動神経が
本来形成さ
れる位置

移植した脊索

図1

⑴ 〔実験1〕の結果から判断できることについての記述として最も適当なもの

を，下の�～�から1つ選びなさい。 42

� 脊索が神経管に接触して存在することで，神経管からの神経底板の分化

が抑制される。

� 脊索が神経管に接触して存在することで，神経底板からの運動神経の分

化が促進される。

� 移植した脊索のはたらきかけに応じて，背側の神経管は分化の方向性を

変更できない。

� 脊索を神経管の側方に移植しても，腹側の脊索からの誘導作用は影響を

受けない。

⑵ 〔実験2〕の結果から判断できることについての記述として最も適当なもの

を，下の�～�から1つ選びなさい。 43

� 培養条件下では，背側の神経管から神経底板が分化する。

� 培養条件下では，腹側の神経管から運動神経が分化する。

� 培養条件下でも，生体内と同様に，脊索に接する神経管は神経底板に分

化する。

� 培養条件下では，生体内と異なり，脊索に接する神経管は神経底板に分

化する。
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⑶ 〔実験3〕の結果から判断できることとして最も適当なものを，下の�～�

から1つ選びなさい。 44

� 物質 Aだけが，神経底板や運動神経の分化を引き起こす。

� 物質 A以外にも，神経底板や運動神経の分化を引き起こす物質が存在

する。

� 物質 Aがはたらくためには，別の物質の介在を必要とする。

� 物質 Aは，細胞外へ分泌される物質である。

⑷ 物質 Aが神経底板と運動神経の分化に関与していることが確定したものと

する。〔実験4〕の結果から判断して，神経管内での物質 Aの濃度分布と，神

経底板と運動神経が分化する物質 Aの濃度の関係を示した図として最も適当

なものを，下の�～�から1つ選びなさい。 45

腹側 背側

神経底板が
分化する位置

運動神経が
分化する位置

神経管内
の位置

物
質
A
濃
度
（
相
対
値
）

腹側 背側

神経底板が
分化する位置

運動神経が
分化する位置

神経管内
の位置

物
質
A
濃
度
（
相
対
値
）

腹側 背側

神経底板が
分化する位置

運動神経が
分化する位置

神経管内
の位置

物
質
A
濃
度
（
相
対
値
）

腹側 背側

神経底板が
分化する位置

運動神経が
分化する位置

神経管内
の位置

物
質
A
濃
度
（
相
対
値
）

� �

� �

（生物問題 おわり）
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問5 中和滴定に関する次の記述について，下線部に誤りを含むものを，後の�～

�から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 5 。

0．10mol/L塩酸10．0mLに指示薬として数滴のメチルオレンジを加えた。

次に，濃度不明のアンモニア水を
⒜
ビュレットを用いて滴下したところ，

8．0mL加えたときに水溶液の色が
⒝
赤色から黄色に変化したので，滴定を終

了した。このことから，実験に用いたアンモニア水と同じモル濃度の水溶液を

つくるには，標準状態に換算して
⒞
560mLのアンモニアを純水に溶かして

100mLにすればよいことがわかる。

� ａのみ � ｂのみ � ｃのみ

� ａとｂ � ａとｃ � ｂとｃ

問6 酸化数の変化が最も大きい原子を含む化学反応式はどれか。最も適当なもの

を，次の�～�から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 6 。

� SO2＋2H2S ��2H2O＋3S

� MnO2＋4HCl �� MnCl2＋2H2O＋ Cl2

� CuO＋ H2 �� Cu＋ H2O

� Fe＋ H2SO4 �� FeSO4＋ H2

� Cu＋2H2SO4 �� CuSO4＋2H2O＋ SO2
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Ⅱ 次の問題Ａ・Ｂに答えなさい。解答番号は 7 ～ 17 。

Ａ 次の文章を読み，後の問いに答えなさい。

ケイ素は，炭素と同じ14族の元素で，地殻中にケイ酸塩の形で多く存在する

元素である。単体は自然界には存在せず，酸化物を還元してつくられる。単体は

金属光沢をもつ ア 結合からなる結晶をつくる。その電気伝導性は炭素の同

素体である黒鉛に比べて イ く， ウ としての性質をもつため，エレク

トロニクスの分野で重要な材料である。

ケイ素の酸化物である二酸化ケイ素は，天然に水晶や石英として産出する。二

酸化ケイ素は， エ とともに強熱すると，反応してケイ酸ナトリウムと二酸

化炭素を生じる。ケイ酸ナトリウムに水を加えて加熱すると， オ とよばれ

る
⒜
透明な粘性が大きい液体が得られる。 オ に塩酸を加えると，ケイ酸の

白色ゲル状沈殿が得られる。ケイ酸を加熱して脱水すると，シリカゲルとよばれ

る物質が得られる。シリカゲルには水分子が固体中から抜け出す時にできる小さ

な孔が無数に存在しており，
⒝
非常に表面積が大きい。このため，水やその他の

分子を多量に吸着することができ，乾燥剤や吸着剤として用いられている。

問1 空欄 ア ～ ウ に当てはまる語句の組み合わせとして最も適当なも

のを，次の�～�から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 7 。

ア イ ウ

� 金属 大き 導体

� 金属 小さ 半導体

� 共有 大き 導体

� 共有 小さ 半導体

� イオン 大き 導体

� イオン 小さ 半導体
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必要があれば，原子量，および定数は次の値を使うこと。

H：1．0 C：12 N：14 O：16 Al：27 S：32

Cl：35．5 Br：80 Pb：207

気体は，とくに断りがない限り理想気体とする。

0℃，1．013×105Pa（標準状態）で気体1molが占める体積 22．4L

気体定数：8．3×103Pa・L/（K・mol）

ファラデー定数：9．65×104C/mol

アボガドロ定数：6．0×1023/mol

Ⅰ 次の問1～6に答えなさい。解答番号は 1 ～ 6 。

問1 身の回りにある物質は混合物と純物質に分類され，純物質は化合物と単体か

らなる。化合物のみの組み合わせとして最も適当なものを，次の�～�から1

つ選び，マークしなさい。解答番号は 1 。

� 過酸化水素，エタノール � 硫酸，塩酸

� メタン，ナトリウム � 黒鉛，デンプン

� 硝酸カリウム，硫酸銅（Ⅱ）水溶液

問2 共有結合のみにより結合している結晶の組み合わせとして最も適当なものを，

次の�～�から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 2 。

� ヨウ素と氷 � ダイヤモンドと二酸化ケイ素

� 水晶と炭酸カルシウム � 黒鉛とドライアイス

� バリウムとカリウム

化 学

左ページから問題開始
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問3 内容積10．0Lの容器に酸素5．0Lと塩素4．0Lを入れて混合した。この混

合気体の見かけの分子量（平均分子量）はいくらか。最も適当なものを，次の

�～�から1つ選び，マークしなさい。ただし，気体の体積は標準状態に換算

した値とする。解答番号は 3 。

� 36 � 42 � 49 � 52 � 64

問4 一定量の粉末のアルミニウムを2．0mol/Lの塩酸と反応させたところ，気

体が発生した。このときの化学反応式は次式で表され，反応させた塩酸の体積

と発生した気体の体積との関係は，図のようになった。反応させたアルミニウ

ムは何 gか。最も適当なものを，後の�～�から1つ選び，マークしなさい。

ただし，気体の体積は標準状態に換算した値とする。解答番号は 4 。

2Al＋6HCl ��2AlCl3＋3H2

0

560

塩酸の体積 〔mL〕

気
体
の
体
積

〔mL〕

� 0．27g � 0．34g � 0．40g � 0．45g � 0．68g
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問2 空欄 エ ・ オ に当てはまる語の組み合わせとして最も適当なもの

を，次の�～�から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 8 。

エ オ

� 水酸化ナトリウム 石英ガラス

� 水酸化ナトリウム 水ガラス

� 水酸化ナトリウム ソーダ石灰ガラス

� 炭酸ナトリウム 石英ガラス

� 炭酸ナトリウム 水ガラス

� 炭酸ナトリウム ソーダ石灰ガラス

問3 ケイ酸塩の基本単位は，図1の左図のような正四面体構造に，ナトリウムイ

オンのような金属イオンが結合した構造をもつ。そして，その構造を上から見

た図を，図1の右図のように示す。ここで，右図では原子 や ，および電荷

を省略し，結合のみを表している。

下線部⒜について， オ が粘性を示すのは，ケイ酸塩の基本単位が図2

のように長くつながって，巨大分子を形成するためである。

OSi
図１　ケイ酸塩の基本単位

原子および電荷は省略

図２　　オ　  の基本構造

ー

ー
ー

ー
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図2に示す オ のケイ酸イオンの組成式を次の形式で表すとき，式中の

空欄 カ ～ ク に当てはまる数として最も適当なものを，後の�～�から

1つずつ選び，マークしなさい（同じ記号を何度選んでもかまいません）。た

だし，数値が不要な場合は�を選びなさい。

解答番号は カ が 9 ， キ が 10 ， ク が 11 。

Si カ O キ
ク －

� 1 � 2 � 3 � 4 � 5 � 6

問4 下線部⒝について，吸着剤の表面積は，吸着剤に低温で窒素分子を吸着させ，

このとき吸着した窒素の物質量から求めることができる。あるシリカゲルに窒

素分子の吸着を行ったところ，吸着後の質量は14％増加した。

吸着前 吸着後

シリカゲル

窒素分子

窒素分子1個がシリカゲルの表面に吸着したとき占める面積を

1．6×10－19m2とすると，このシリカゲル1．0gあたりの表面積は何m2か。最

も適当なものを，次の�～�から1つ選び，マークしなさい。ただし，シリカ

ゲルの表面に吸着した窒素分子間にすき間はまったくないものとする。解答番

号は 12 。

� 120m2 � 480m2 � 800m2

� 1200m2 � 4800m2 � 8000m2

2
5
1
3
6
6
R
0
0
6

初
校
紙―28― 2025 食物 公募1日目

6／17

２５１１０３Ｋ Page 28 2024.09.21 14.58.22

２５１１０３Ｋ_28
Ｂ 次の文章を読み，後の問いに答えなさい。

鉛蓄電池は，鉛と酸化鉛（Ⅳ）を希硫酸に浸した構造をしており，起電力は約

2．0Vである。また，両極で起こる反応の電子 e－ を含む反応式は，次の通りで

ある。

Pb＋ SO4
2－
�� PbSO4＋ ア e－

PbO2＋ イ ＋2e－ �� PbSO4＋2H2O

問1 空欄 ア ， イ に当てはまる係数，化学式の組み合わせとして最も

適当なものを，次の�～�から1つ選び，マークしなさい。解答番号は

13 。

ア イ

� 2 H2SO4

� 2 4H＋ ＋ SO4
2－

� 3 H2SO4

� 3 4H＋ ＋ SO4
2－

� 4 H2SO4

� 4 4H＋ ＋ SO4
2－
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問2 希硫酸（密度1．20g/cm3，質量パーセント濃度30％）1．0Lを電解液とし

た鉛蓄電池を用い，ある時間放電させた。次の�1，�2に答えなさい。ただし，

電解液からの水の蒸発はないものとする。

�1 この放電により，負極板の質量が24g変化した。放電により流れた電気量

は何 Cか。最も適当なものを，次の�～�から1つ選び，マークしなさい。

解答番号は 14 。

� 1．2×104C � 2．4×104C � 4．8×104C

� 9．7×104C � 4．8×105C

�2 さらに放電を続けたところ，希硫酸の質量パーセント濃度が25％になった。

放電を開始してから流れた電子は何molか。最も適当なものを，次の�～�

から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 15 。

� 0．50mol � 0．64mol � 0．72mol

� 0．77mol � 0．87mol

問3 鉛蓄電池の放電時の，電解液と両極に関する記述として誤りを含むものを，

次の�～�から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 16 。

� 硫酸イオンは，負極から正極に向かって流れる。

� 正極，負極の極板の表面は次第に白くなる。

� 電子は，鉛板から導線を伝わって酸化鉛（Ⅳ）板に向かって流れる。

� 充電するときは，鉛蓄電池の負極では還元反応が起こっている。

� Pbの酸化数は負極では増加し，正極では減少する。
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問3 下線部⒝について，完全燃焼後，容器内に存在する物質の物質量の大小を不

等号を用いて表すとどうなるか。最も適当なものを，次の�～�から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 20 。

� O2＞ CO2＞ H2O � O2＞ H2O＞ CO2

� CO2＞ H2O＞ O2 � CO2＞ O2＞ H2O

� H2O＞ CO2＞ O2 � H2O＞ O2＞ CO2

問4 下線部⒞の後，いずれの容器でも液体の水は観察されなかった。このとき容

器 A内の圧力は何 Paか。最も適当なものを，次の�～�から1つ選び，マー

クしなさい。解答番号は 21 。

� 1．0×104Pa � 2．7×104Pa � 3．5×104Pa

� 4．0×104Pa � 5．9×105Pa
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Ｂ 次の文章を読み，後の問いに答えなさい。

ピストン付きの容器に NO2（赤褐色）を封入して常温・常圧の状態で長時間

放置したところ，N2O4（無色）が生成し，次式で表される平衡状態になった。

また，容器を冷水に浸けると気体の色が薄くなり，温水に浸けると色が濃くなっ

た。

��2NO2
��

N2O4

この反応の濃度平衡定数 Kcは，各気体の濃度［NO2］，［N2O4］を用いて次の

ように表される。また，圧平衡定数 Kpは，各気体の分圧 PNO2，PN2O4を用いて

次のように表される。

Kc＝
［N2O4］
［NO2］2

Kp＝
PN2O4

PNO2
2

問1 この反応の，容器を冷水に浸けた状態，および，容器を温水に浸けた状態そ

れぞれでの平衡状態における説明として最も適当なものを，次の�～�から1

つ選び，マークしなさい。解答番号は 22 。

� どちらの状態でも，正反応も逆反応も起こっていない。

� どちらの状態でも，濃度の比 NO2：N2O4が2：1に保たれている。

� 混合気体の全圧が等しい。

� 混合気体の総物質量が等しい。

� どちらの状態でも，正反応と逆反応の速度が等しい。

2
5
1
3
6
6
R
0
1
2

初
校
紙―34― 2025 食物 公募1日目

12／17

２５１１０３Ｋ Page 34 2024.09.21 14.58.22

２５１１０３Ｋ_34

問4 鉛蓄電池のように充電と放電を繰り返して使用できる電池の例としてリチウ

ムイオン電池があり，両極で起こる反応の電子 e－ を含む反応式は，次の通り

である。なお，xは0～1の実数である。

負極 LiC6 �� Li（1－x）C6＋ x Li＋ ＋ x e－

正極 Li（1－x）CoO2＋ x Li＋ ＋ x e－ �� LiCoO2

鉛蓄電池の PbO2と同じ役割をしている物質はどれか。最も適当なものを，

次の�～�から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 17 。

� LiC6 � Li（1－x）CoO2 � Li（1－x）C6

� Li＋ � LiCoO2

2
5
1
3
6
6
R
0
0
9

初
校
紙―31― 2025 食物 公募1日目

9／17

２５１１０３Ｋ Page 31 2024.09.21 14.58.22

２５１１０３Ｋ_31

Ⅲ 次の問題Ａ・Ｂに答えなさい。解答番号は 18 ～ 26 。

Ａ 次の文章を読み，後の問いに答えなさい。

次の図のように，二つの容器をコックの付いた細い管で接続し，コックを閉じ

た状態で容器 Aにはプロパン0．010molを，容器 Bには酸素0．070molを入れ，

両容器ともに T〔K〕に保ったところ，容器 A内の圧力は2．0×104Paであった。

次に，
⒜
コックを開けて混合し，混合気体に点火してプロパンを

⒝
完全燃焼させ

た後，
⒞
容器 A，B内の温度をともに330K にした。

C3H8＋5O2 ��3CO2＋4H2O

容器 A 容器 B

3.0 L 6.0 L

C3H8 O2

問1 コックを開ける前の容器 B内の圧力は何 Paか。最も適当なものを，次の

�～�から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 18 。

� 1．0×104Pa � 2．0×104Pa � 3．5×104Pa

� 5．0×104Pa � 7．0×104Pa � 1．4×105Pa

問2 下線部⒜で混合した混合気体において，プロパンの分圧は何 Paか。最も適

当なものを，次の�～�から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 19 。

� 2．0×103Pa � 2．5×103Pa � 6．0×103Pa

� 6．7×103Pa � 7．2×104Pa � 1．3×105Pa
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問2 容器内の N2O4の量を増やすにはどうすればよいか。最も適当なものを，次

の�～�から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 23 。

� 温度を保ったまま，ピストンを押して圧縮する。

� 全圧一定のもとで，容器を加熱する。

� 全圧一定のもとで，ヘリウムを加える。

� 容積一定のもとで，ヘリウムを加える。

� 触媒を加える。

問3 容器内の温度を変えたときの濃度平衡定数について，273K のときの濃度平

衡定数を K1，同様に323K では K2，373K では K3としたとき，大小関係を

等号や不等号で表すとどうなるか。最も適当なものを，次の�～�から1つ選

び，マークしなさい。解答番号は 24 。

� K1＝ K2＝ K3 � K1＞ K2＞ K3 � K1＞ K3＞ K2

� K3＞ K2＞ K1 � K3＞ K1＞ K2

問4 容器内の温度が T1〔K〕のとき，NO2の分圧が2．0×104Pa，N2O4の分圧

が1．0×104Paであった。T1〔K〕のときの圧平衡定数 Kpはいくらか。最も

適当なものを，次の�～�から1つ選び，マークしなさい。解答番号は

25 。

� 2．5×10－6Pa－1 � 1．5×10－6Pa－1 � 3．0×10－6Pa－1

� 2．0×10－5Pa－1 � 2．5×10－5Pa－1

問5 圧平衡定数 Kpを，濃度平衡定数 Kcと気体定数 R，絶対温度 T を用いて表

すとどうなるか。最も適当なものを，次の�～�から1つ選び，マークしなさ

い。解答番号は 26 。

� Kc× RT � Kc×（RT）2 � Kc×（RT）3

� Kc×（RT）－1 � Kc×（RT）－2 � Kc×（RT）－3
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Ⅳ 次の問題Ａ・Ｂに答えなさい。解答番号は 27 ～ 35 。

Ａ 次の芳香族化合物 A～Eについて，後の問いに答えなさい。

A
CH2CH3

CH3

B C
CH3

D
CH3 OH

CH3

E

CH3

CH3H3C

問1 ベンゼン環中の炭素原子に直接結合している水素原子のうちの1つを，塩素

原子と置換したとき，生じる構造異性体の数が最も多いものはどれか。最も適

当なものを，次の�～�から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 27 。

� A � B � C � D � E
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問2 次の文章を読み，後の�1～�3に答えなさい。

A～Eにそれぞれ過マンガン酸カリウム水溶液を作用させ，さらに希硫酸を

加えて生じた物質を A′～E′としたとき，これらのうち，加熱したとき酸無水

物を生じるものは ア である。また， イ から生じた物質と ウ

を縮合重合することで，ペットボトルとして飲料容器などに使われる合成高分

子化合物がつくられる。

�1 空欄 ア に当てはまる物質として最も適当なものを，次の�～�から1

つ選び，マークしなさい。解答番号は 28 。

� A′ � B′ � C′ � D′ � E′

　

�2 空欄 イ に当てはまる物質として最も適当なものを，次の�～�から1

つ選び，マークしなさい。解答番号は 29 。

� A � B � C � D � E

�3 空欄 ウ に当てはまる物質として最も適当なものを，次の�～�から1

つ選び，マークしなさい。解答番号は 30 。

� エチレン � エチレングリコール � エタノール

� ジエチルエーテル � フマル酸 � マレイン酸
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Ｂ 次の文章を読み，後の問いに答えなさい。

一般式が CnH2n＋2Oで表される有機化合物のうち，分子量が75以下で，常

温・常圧で液体の状態をとり，そこにナトリウムの単体を加えると水素を発生す

る化合物は，炭素数が異なるものもすべて数えると ア 種類ある（鏡像異性

体は区別しない）。これらのうち，5種類の化合物について，ヨウ素と水酸化ナ

トリウム水溶液を加えて温めたところ，3種類は
⒜
黄色沈殿を生じ，2種類は変

化しなかった。そこで黄色沈殿を生じた3種類の化合物をそれぞれ化合物 A，B，

Cとし，変化しなかった化合物を D，Eとした。

A～Eに硫酸で酸性にした二クロム酸カリウム水溶液を加えて温めたところ，

A～Dは酸化されたが，Eは酸化されなかった。さらに，この反応で A～Dから

生じた物質にアンモニア性硝酸銀水溶液を加えて温めたところ，Aと Bから生

じた物質は変化しなかったが，Cと Dから生じた物質は銀鏡が生じた。

A～Eに濃硫酸を加えて加熱し，分子内脱水反応を行うと，
⒝

Aからは1種類

の物質のみが生じた。また，Dと Eの分子内脱水により生成した物質は同じで

あった。

問1 空欄 ア に当てはまる数として最も適当なものを，次の�～�から1つ

選び，マークしなさい。解答番号は 31 。

� 6 � 7 � 8 � 9 � 10

問2 下線部⒜の黄色沈殿の化学式として最も適当なものを，次の�～�から1つ

選び，マークしなさい。解答番号は 32 。

� I2 � NaI � NaI3

� CH3I � CH2I2 � CHI3

問3 化合物 A～Eのうち，不斉炭素原子をもつ化合物はどれか。最も適当なもの

を，次の�～�から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 33 。

� A � B � C � D � E
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必要があれば，原子量，および定数は次の値を使うこと。

H：1．0 He：4．0 C：12 N：14 O：16 Na：23

Al：27 Cl：35．5 Ar：40

気体は，とくに断りがない限り理想気体とする。

0℃，1．013×105Pa（標準状態）で気体1molが占める体積 22．4L

気体定数：8．3×103Pa・L/（K・mol）

水のイオン積：1．0×10－14（mol/L）2

Ⅰ 次の問1～6に答えなさい。解答番号は 1 ～ 6 。

問1 3種類の物質，塩化カリウム，硫酸銅（Ⅱ），炭酸水素ナトリウムがある。こ

れらの物質に共通して当てはまる記述はどれか。最も適当なものを，後の�～

�から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 1 。

ａ 水溶液の炎色反応を調べたところ，特有の呈色が見られた。

ｂ 水溶液に硝酸銀水溶液を滴下したところ，白色沈殿が生成した。

ｃ 固体を加熱して発生する気体を石灰水に通じたところ，白色沈殿が生成し

た。

� ａのみ � ｂのみ � ｃのみ

� ａとｂ � ａとｃ � ｂとｃ

化 学

左ページから問題開始
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問2 次の記述ａ～ｃのうち，イオン結合からなる物質には必ず当てはまる性質は

どれか。最も適当なものを，後の�～�から1つ選び，マークしなさい。解答

番号は 2 。

ａ 水に溶けやすく，水溶液は無色透明である。

ｂ 化学式で表すときは，組成式を用いる。

ｃ 結晶は電気を通さないが，融解すると電気を通す。

� ａのみ � ｂのみ � ｃのみ

� ａとｂ � ａとｃ � ｂとｃ

問3 2種類の気体を同体積ずつ混合したとき，混合気体の密度が最も大きいもの

はどれか。最も適当なものを，次の�～�から1つ選び，マークしなさい。た

だし，気体の体積は標準状態に換算した数値で，気体は互いに反応しないもの

とする。解答番号は 3 。

� 酸素と窒素 � メタンと窒素

� 二酸化炭素とヘリウム � 水素と塩素

� アルゴンと一酸化窒素

問4 炭酸水素ナトリウムに塩酸を加えたところ，次式のように反応して560mL

の二酸化炭素が発生した。反応した炭酸水素ナトリウムは何 gか。最も適当

なものを，後の�～�から1つ選び，マークしなさい。ただし，気体の体積は

標準状態に換算した値である。解答番号は 4 。

NaHCO3＋ HCl �� NaCl＋ H2O＋ CO2

� 1．1g � 2．1g � 3．5g � 4．2g � 4．9g
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問4 下線部⒝について，Aから生じた物質7．0gを十分な量の臭素水に通じてす

べて反応させた。このとき生成した物質の質量は何 gか。最も適当なものを，

次の�～�から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 34 。

� 18．0g � 20．3g � 22．7g

� 31．3g � 33．7g � 36．0g

問5 化合物 A～Eに関する記述として誤りを含むものを，次の�～�から1つ選

び，マークしなさい。解答番号は 35 。

� Aを酸化して生じた物質は，酢酸カルシウムの乾留によっても得られる。

� Bと Dは，構造異性体の関係にある。

� Cは，A～Eのうちで最も分子量が小さい。

� Eから分子内脱水によって生じた物質は，シス トランス異性体をもつ。

� Eの構造異性体のうち，ナトリウムの単体と反応しないものは3種類で

ある。

（化学問題 おわり）
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問5 0．10mol/Lの塩酸100mLと0．020mol/Lの塩化カルシウム水溶液100mL

を混合した。混合水溶液中に含まれている塩化物イオンの濃度は何mol/Lか。

最も適当なものを，次の�～�から1つ選び，マークしなさい。ただし溶液の

混合による反応はなく，体積変化は無視でき，強電解質の電離度は1．0とする。

解答番号は 5 。

� 0．050mol/L � 0．060mol/L � 0．070mol/L

� 0．080mol/L � 0．090mol/L

問6 硫酸で酸性にした過マンガン酸カリウム KMnO4水溶液と過酸化水素H2O2

水溶液のイオン反応式は，次の通りである。この反応での過酸化水素と同じは

たらきをするものは，次の下線部で示す物質のうちどれか。最も適当なものを，

後の�～�から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 6 。

2MnO4
－ ＋5H2O2＋6H＋

��2Mn2＋ ＋8H2O＋5O2

� 銅に希硝酸を加えると，一酸化窒素が発生する。

� ヨウ素溶液に二酸化硫黄を通じる。

� ヨウ化カリウム水溶液に過酸化水素水を加える。

� 酸化銅（Ⅱ）と炭素が反応すると銅が生成する。

� 二酸化硫黄水溶液に硫化水素を通じると，白濁する。
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Ⅱ 次の問題Ａ・Ｂに答えなさい。解答番号は 7 ～ 15 。

Ａ 次の文章を読み，後の問いに答えなさい。

アルミニウムは元素の周期表の13族の元素で，単体は他の一般的な金属より

も密度が低い銀白色の金属である。また，軟らかく，展性や延性にすぐれる，常

温・常圧で熱伝導性や電気伝導性が大きいなどの特徴があり，アルミホイルや電

線などに使われる。アルミニウムの単体は，その鉱石である ア を精製して

純度の高い酸化アルミニウム（ イ ）にし，これに氷晶石を加えて約

1000℃に加熱して融解させた状態で，電気分解することによって製造される。

アルミニウムはイオン化傾向が比較的大きく，塩酸や希硫酸のような酸と反応し，

水素を発生して溶ける。しかし，濃硝酸に入れると，表面に酸化アルミニウムの
ち みつ

緻密な酸化被膜を生じてそれ以上反応しなくなる。人工的に緻密な酸化被膜をつ

けた製品は ウ とよばれ，鍋などの調理器具やサッシ（窓枠）などの建材な

どに使われる。また，アルミニウムは，酸以外に強塩基の水溶液に入れても反応

して溶ける。

問1 空欄 ア ～ ウ に当てはまる語の組み合わせとして最も適当なもの

を，次の�～�から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 7 。

ア イ ウ

� アルマイト アルミナ ボーキサイト

� アルマイト ボーキサイト アルミナ

� アルミナ アルマイト ボーキサイト

� アルミナ ボーキサイト アルマイト

� ボーキサイト アルマイト アルミナ

� ボーキサイト アルミナ アルマイト
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問2 アルミニウムに関する記述として誤りを含むものを，次の�～�から1つ選

び，マークしなさい。解答番号は 8 。

� アルミニウムは，典型元素に分類される。

� アルミニウムの粉末と酸化鉄（Ⅲ）の混合物に点火すると，鉄が得られる。

� アルミニウムの合金であるジュラルミンは，航空機の機体などに用いら

れる。

� アルミニウムの単体は，常温の水とは反応しないが高温の水蒸気と反応

する。

� アルミニウムイオンの水溶液に硫酸酸性下で硫化水素を通じると，白色

の沈殿が生じる。

� アルミニウムイオンの水溶液に少量のアンモニア水を加えると沈殿が生

じ，さらに加えても沈殿は溶けない。

問3 下線部について，次の�1，�2に答えなさい。

�1 アルミニウムのように，酸とも強塩基とも反応する金属として最も適当なも

のを，次の�～�から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 9 。

� Mg � Cu � Sn � Fe � Cr � Ni

�2 アルミニウムの単体を強塩基の水溶液に入れると，反応により水溶液中にテ

トラヒドロキシドアルミン酸イオン［Al（OH）4］－が生じ，水素を発生して溶

ける。アルミニウム粉末8．1gを，十分な量の水酸化ナトリウム水溶液に入れ

完全に溶解させた。この反応によって発生した水素の体積は，標準状態で何 L

か。最も適当なものを，次の�～�から1つ選び，マークしなさい。解答番号

は 10 。

� 3．4L � 5．6L � 6．7L

� 10L � 11L � 20L
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Ｂ 次の文章を読み，後の問いに答えなさい。

次の図のように，容器を陽イオン交換膜で仕切り，A槽には飽和塩化ナトリウ

ム水溶液10Lを，B槽には約30％の水酸化ナトリウム水溶液10Lを入れ，炭

素電極と鉄電極を用いて電気分解を行った。この装置に2．0molの電子を流した

とき，水酸化ナトリウムが x〔g〕生成した。

陽イオン交換膜

電源装置

A 槽

NaCl
水溶液

B 槽

NaOH
水溶液

a

b
炭素 鉄

通過できない

問1 次の記述ａ～ｃのうち，正しい記述として最も適当なものを，後の�～�か

ら1つ選び，マークしなさい。解答番号は 11 。

ａ 陽極付近の水溶液は，中性から酸性を示すようになる。

ｂ 陰極付近の水溶液の pHは，次第に小さくなる。

ｃ 陽イオン交換膜を陰イオン交換膜に代えても，同じ量の生成物が同じ槽に

得られる。

� ａのみ � ｂのみ � ｃのみ

� ａとｂ � ａとｃ � ｂとｃ
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問2 このグルコース水溶液の浸透圧は何 Paか。最も適当なものを，次の�～�

から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 17 。

� 1．2×103Pa � 2．5×103Pa � 1．2×104Pa

� 2．5×104Pa � 5．0×104Pa

問3 おもりとピストンの質量の合計は何 gか。最も適当なものを，次の�～�

から1つ選び，マークしなさい。ただし，大気圧1．0×105Paは水銀では

76cmHg，グルコース水溶液では1030cm水溶液柱による圧力に相当する。

また，グルコース水溶液の密度を1．0g/cm3とする。解答番号は 18 。

� 16g � 19g � 26g � 29g � 34g

問4 図2よりもさらに液面の高さの差を大きくする方法として最も適当なものを，

次の�～�から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 19 。

� 水溶液の温度を上げる。

� U字管の断面積を小さくする。

� グルコース水溶液に純水を加える。

� U字管の両側に同体積の純水を加える。

� U字管の両側に同体積で濃度の等しいグルコース水溶液を加える。
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Ｂ 次の文章を読み，後の問いに答えなさい。

アンモニアは水によく溶け，水溶液中では次のように電離している。

��NH3＋ H2O
��

NH4
＋ ＋ OH－

水は溶媒であり，モル濃度［H2O］は一定とみなせるので，アンモニア水の電

離定数 Kbは，それぞれのモル濃度［NH3］，［NH4
＋］，［OH－］を用いて表すと，

次のようになる。

Kb＝
［NH4

＋］［OH－］
［NH3］

また，アンモニア水の濃度を C〔mol/L〕，電離度を αとすると，濃度が大き

いときは電離度が1より極めて小さいので1－α≒1と近似でき，αは次の近似

式で表すことができる。

α＝
�

Kb

C

問1 アンモニア水の電離度が1より極めて小さい場合，アンモニア水の水酸化物

イオン濃度を Kb，Cを用いて表すとどうなるか。最も適当なものを，次の

�～�から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 20 。

� C
�

Kb �

�

CKb � Kb
�

C

�

�

C
Kb

�

�

Kb

C
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問2 陽極から発生する気体は，標準状態に換算して何 Lか。最も適当なものを，

次の�～�から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 12 。

� 5．6L � 11L � 22L

� 45L � 56L

問3 図の a，bで表されているイオンは何か。その組み合わせとして最も適当な

ものを，次の�～�から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 13 。

� aは H＋，bは Cl－ � aは Na＋，bは OH－

� aは H＋，bは OH－
� aは Na＋，bは Cl－

� aは OH－，bは Na＋

問4 生成する水酸化ナトリウムと陰極から発生する気体の物質量比（NaOH：気

体）はいくらか。最も適当なものを，次の�～�から1つ選び，マークしなさ

い。解答番号は 14 。

� 1：1 � 1：2 � 1：3 � 2：1 � 2：3

問5 生成した水酸化ナトリウムの質量 xは何 gか。最も適当なものを，次の

�～�から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 15 。

� 20g � 40g � 50g � 60g � 80g
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Ⅲ 次の問題Ａ・Ｂに答えなさい。解答番号は 16 ～ 24 。

Ａ 次の文章を読み，後の問いに答えなさい。

断面積が1．0cm2の U字管の中央を図1のように半透膜で仕切り，管の片側

に純水100mL，他方の側に1．0×10－3mol/Lグルコース水溶液100mLを入れ

た。U字管の温度を27℃に保ち長時間放置したところ，図2のように両液面の

高さに差が生じたので，図3のように上昇した液面の上にピストンとおもりをの

せ，両液面の高さを一致させた。

半透膜

図１

半透膜

図２

おもり

半透膜

図３

ピストン

問1 図2で，両液面の高さに差が生じた理由を述べた，次の記述中の空欄

ア ， イ に当てはまる語句の組み合わせとして最も適当なものを，

後の�～�から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 16 。

ア が半透膜を透過し イ に移動したから。

ア イ

� 水分子 グルコース水溶液側

� 水分子 純水側

� 水分子とグルコース分子 純水側

� グルコース分子 純水側
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問2 0．010mol/Lのアンモニア水を100倍に薄めると，pHはいくら変化するか。

最も適当なものを，次の�～�から1つ選び，マークしなさい。ただし，薄め

る前後とも，前問の式が成り立つものとする。解答番号は 21 。

� 1大きくなる � 2大きくなる � 3大きくなる

� 1小さくなる � 2小さくなる � 3小さくなる

問3 0．10mol/Lのアンモニア水100mLに0．10mol/Lの塩酸50mLを加え，溶

液 Aをつくった。次の�1，�2に答えなさい。

�1 溶液 Aの pHはいくらか。最も適当なものを，次の�～�から1つ選び，

マークしなさい。ただし，Kb＝1．8×10－5mol/L，log102＝0．30，log103＝0．48

とする。解答番号は 22 。

� 7．5 � 8．0 � 8．3 � 9．0 � 9．3

�2 溶液 Aに少量の酸・塩基を加えても，pHに大きな変化はない。このような

性質をもつ混合水溶液として最も適当なものを，次の�～�から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 23 。

� 水酸化ナトリウム と 塩酸の混合水溶液

� 塩化カルシウム と 水酸化カルシウムの混合水溶液

� 酢酸ナトリウム と 酢酸の混合水溶液

� 硫酸ナトリウム と 硫酸の混合水溶液

� 硝酸ナトリウム と 硝酸の混合水溶液
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Ⅳ 次の問題Ａ・Ｂに答えなさい。解答番号は 25 ～ 34 。

Ａ 有機化合物の元素分析について，次の各問いに答えなさい。

問1 図1は，元素分析の実験装置の模式図である。図1中の物質 X，吸収管 A，

Bに入れる物質の組み合わせとして最も適当なものを，後の�～�から1つ選

び，マークしなさい。解答番号は 25 。

乾燥
O2

試料

ガスバーナー

物質 X 吸収管 A 吸収管 B

図１　元素分析の実験装置

物質 X 吸収管 A 吸収管 B

� 酸化銅（Ⅱ） 塩化カルシウム ソーダ石灰

� 酸化銅（Ⅱ） ソーダ石灰 塩化カルシウム

� 酸化マグネシウム 塩化カルシウム ソーダ石灰

� 酸化マグネシウム ソーダ石灰 塩化カルシウム

� 酸化鉄（Ⅱ） 塩化カルシウム ソーダ石灰

� 酸化鉄（Ⅱ） ソーダ石灰 塩化カルシウム
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問2 C，H，Oからなる有機化合物 Y13．8mgを完全燃焼させたところ，二酸化

炭素が26．4mg，水が16．2mg得られた。次の�1～�3に答えなさい。

�1 この有機化合物 Yの組成式として最も適当なものを，次の�～�から1つ

選び，マークしなさい。解答番号は 26 。

� CH2O � CH4O � C2H4O

� C2H6O � C3H6O2 � C3H8O

�2 有機化合物 Yは分子量が72以下で，単体のナトリウムと反応した。Yに関

する次の記述ａ～ｃのうち，正しい記述として最も適当なものを，後の�～�

から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 27 。

ａ 炭素－炭素間の二重結合をもつ。

ｂ アルコールである。

ｃ 不斉炭素原子をもつ。

� ａのみ � ｂのみ � ｃのみ

� ａとｂ � ａとｃ � ｂとｃ

�3 160～170℃に加熱した濃硫酸に有機化合物 Yを加えたところ，有機化合物

Zが生じた。Zに関する次の記述ａ～ｃのうち，正しい記述として最も適当な

ものを，後の�～�から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 28 。

ａ 銀鏡反応を示す。

ｂ 単体のナトリウムと反応する。

ｃ 分子を構成するすべての原子は，同一平面上にある。

� ａのみ � ｂのみ � ｃのみ

� ａとｂ � ａとｃ � ｂとｃ
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化学〔 ２ 日目〕

問4 アンモニア水を希釈して濃度を小さくすると電離度 αは大きくなるので，α

は1に比べて無視できず，近似式が使えなくなる。

αが大きい場合，濃度が C〔mol/L〕のアンモニア水の電離度 αを Kbと C

から求める二次方程式として最も適当なものを，次の�～�から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 24 。

� Cα2＋Kbα－Kb＝0 � Cα2＋Kbα－1＝0

� Cα2＋2Kbα－Kb＝0 � Cα2＋2Kbα－1＝0

� Cα2－Kbα＋Kb＝0 � Cα2－Kbα＋1＝0

� Cα2－2Kbα＋Kb＝0 � Cα2－2Kbα＋1＝0
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問5 化合物 Eと Fに関する記述として誤りを含むものを，次の�～�から1つ

選び，マークしなさい。解答番号は 34 。

� いずれも o ，m ，p の構造異性体をもつ。

� いずれも水に溶けにくい。

� いずれも炭酸水素ナトリウム水溶液に加えると，気体を発生して溶ける。

� Eは消炎鎮痛剤として用いられる。

� Fは常温で白色の固体である。

（化学問題 おわり）
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Ｂ 次の文章を読み，後の問いに答えなさい。

化合物 Aは C，H，Oからなる芳香族エステルで，炭素数は14である。Aを

水酸化ナトリウム水溶液に加えて加熱すると加水分解（けん化）され，その後，

希塩酸を加えると，いずれも酸性の化合物 B，C，Dが得られた。これらの B，

C，Dについて，次の�1～�4のことがわかった。

�1 B，C，Dをそれぞれ水酸化ナトリウム水溶液に加えると，いずれもナトリ

ウム塩をつくって溶けた。さらにその水溶液に二酸化炭素を通じると Cが遊

離した。

�2 Bにメタノールと酸を反応させると，分子式が C8H8O3の化合物 Eになった。

一方，Bに無水酢酸を反応させると，分子式が C9H8O4の化合物 Fになった。

�3 ベンゼンスルホン酸ナトリウムに水酸化ナトリウムを加え，加熱融解すると，

Cのナトリウム塩が得られた。

�4 Dの硝酸銀水溶液に塩基性でアンモニア水を加えて加熱すると，容器の壁

面が鏡のようになった。

問1 化合物 Bと Cに関する記述として誤りを含むものを，次の�～�から1つ

選び，マークしなさい。解答番号は 29 。

� B，Cはいずれもベンゼン環をもつ。

� B，Cはいずれも常温・常圧で固体である。

� B，Cはいずれも水にわずかしか溶けない。

� Bは Cより強い酸である。

� Cは二酸化炭素（炭酸）より強い酸である。
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問2 化合物 Dに関する記述として誤りを含むものを，次の�～�から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 30 。

� 分子内に炭素原子を1つもつ。

� 分子内にホルミル基をもつ。

� 分子内にカルボキシ基をもつ。

� 濃硫酸を作用させると，二酸化炭素を生じる。

� 二クロム酸カリウム水溶液を作用させると，二酸化炭素を生じる。

問3 化合物 Aの分子式を次の形式で表すとき，空欄 ア ・ イ に当てはま

る数として最も適当なものを，後の�～�から1つずつ選び，マークしなさい

（同じ記号を何度選んでもかまいません）。ただし，数値が不要な場合は，�を

選びなさい。解答番号は ア が 31 ， イ が 32 。

C14H ア O イ

� 1 � 2 � 3 � 4 � 5

� 6 � 7 	 8 
 9 � 10

問4 化合物 A～Fのうち，塩化鉄（Ⅲ）水溶液を加えると青紫～赤紫色に呈色する

ものはいくつあるか。最も適当なものを，次の�～�から1つ選び，マークし

なさい。解答番号は 33 。

� 1 � 2 � 3 � 4 � 5 � 6
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

問
九

問
題
文
の
内
容
と
合
致
し
て
い�

な�

い�

も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

22

。

�

男
は
、
長
ら
く
生
活
の
ま
ま
な
ら
な
い
女
を
妻
と
し
て
い
た
が
、
目
新
し
く
思
っ
た
、
別
の
女
の
も
と
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
。

�

妻
は
、
男
が
別
の
女
の
も
と
に
通
っ
て
い
る
と
耳
に
し
て
、
二
人
の
関
係
は
こ
れ
ま
で
で
、
夫
の
愛
が
完
全
に
冷
め
て
し
ま
う
前
に
別
れ

よ
う
と
考
え
て
い
る
。

�

新
た
な
女
の
親
は
、
娘
を
、
熱
心
に
求
婚
し
て
く
れ
る
未
婚
の
男
と
結
婚
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
た
が
、
通
っ
て
き
た
男
と
の
関
係
を
認

め
る
こ
と
に
し
た
。

�

男
は
、
別
の
女
の
も
と
に
通
っ
て
い
る
の
は
女
の
親
に
配
慮
が
必
要
で
あ
る
た
め
に
過
ぎ
ず
、
別
れ
る
つ
も
り
は
な
い
と
元
の
妻
に
訴
え

て
い
る
。

�

元
の
妻
は
、
内
心
で
は
夫
の
対
応
に
不
満
を
覚
え
て
い
る
も
の
の
、
口
に
は
出
さ
ず
、
自
身
の
い
た
ら
な
さ
を
夫
に
告
げ
、
別
れ
を
受
け

入
れ
て
い
る
。

た
ん
ぺ
ん

問
十
『
堤
中
納
言
物
語
』
は
短
篇
物
語
集
で
す
。
同
じ
く
短
篇
で
構
成
さ
れ
る
物
語
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

23

。

�

大
和
物
語

�

源
氏
物
語

�

う
つ
ほ
物
語

�

落
窪
物
語

�

狭
衣
物
語

問
十
一
『
堤
中
納
言
物
語
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
短
篇
の
う
ち
、「
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
」
は
一
〇
五
五
年
の
成
立
で
す
が
、
短
篇
物
語
集
と
し

て
『
堤
中
納
言
物
語
』
が
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
一
五
〇
年
ほ
ど
後
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
一
五
〇
年
の
間
に
成
立

し
た
作
品
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

24

。

�

蜻
蛉
日
記

�

徒
然
草

�

今
昔
物
語
集

�

増
鏡

�

枕
草
子

（
国
語
②
問
題

お
わ
り
）

念
校
紙―27―

8／8

国語②2025 公募2日目

2
5
0
1
0
7
R
0
0
8

２５１１０２Ｊ２ Page 8 2024.10.18 17.28.40

２５１１０２Ｊ２_8

�
�

（
2
）

線
部
ｅ
と
同
じ
意
味
・
用
法
の
「
だ
に
」
を
含
む
文
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

20

。

�

梨
の
花
、
よ
に
す
さ
ま
じ
き
も
の
に
し
て
、
近
う
も
て
な
さ
ず
、
は
か
な
き
文
つ
け
な
ど
だ
に
せ
ず
。

�

白
雲
の
絶
え
ず
た
な
び
く
峰
に
だ
に

住
め
ば
住
み
ぬ
る
世
に
こ
そ
あ
り
け
れ

�

夜
半
に
出
で
て
月
だ
に
見
ず
は

逢
ふ
こ
と
を
知
ら
ず
顔
に
も
言
は
ま
し
も
の
を

�

こ
こ
に
も
、
心
に
も
あ
ら
で
か
く
ま
か
る
に
、
昇
ら
む
を
だ
に
見
送
り
た
ま
へ
。

�

こ
の
ご
ろ
あ
る
人
の
文
だ
に
久
し
く
な
り
て
、
い
か
な
る
折
、
い
つ
の
年
な
り
け
ん
と
思
ふ
は
、
あ
は
れ
な
る
ぞ
か
し
。

問
八

線
部
「
か
く
な
が
ら
端
つ
か
た
に
お
は
せ
よ
か
し
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
文
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

21

。

�

元
の
妻
が
、
新
た
な
女
を
妻
と
し
て
迎
え
る
夫
に
対
し
て
、「
端
の
部
屋
で
も
よ
い
の
で
置
い
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
訴
え
て
い
る
。

�

新
た
な
女
と
結
婚
す
る
に
当
た
っ
て
、
夫
が
「
こ
の
ま
ま
端
の
部
屋
に
住
み
な
さ
い
」
と
元
の
妻
に
対
し
て
求
め
て
い
る
。

�

新
し
く
妻
と
な
る
女
が
、「
あ
な
た
も
端
の
部
屋
に
い
て
も
ら
っ
て
か
ま
い
ま
せ
ん
」
と
夫
を
通
し
て
、
元
の
妻
に
気
遣
い
を
述
べ
て
い

る
。

�

元
の
妻
が
、
新
た
な
女
を
妻
と
し
て
迎
え
る
夫
に
対
し
て
、「
端
の
部
屋
で
も
よ
け
れ
ば
お
迎
え
し
て
も
か
ま
わ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

�

夫
が
元
の
妻
に
対
し
て
、「
こ
の
端
の
部
屋
に
住
ま
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
新
し
く
妻
と
な
る
女
の
住
居
の
提
供
を
求
め
て
い
る
。
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

�
�

�
�

�
�

�
�

問
五

線
部
ｂ
・
ｉ
「
な
む
」
と
同
じ
意
味
・
用
法
の
も
の
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ

選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ
記
号
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）。
解
答
番
号
は
、
ｂ
が

14

、
ｉ
が

15

。

�

今
は
塵
ば
か
り
思
ふ
こ
と
な
け
れ
ば
、
死
な
む
命
も
惜
し
か
ら
ず
。

�

小
倉
山
峰
の
も
み
ぢ
葉
心
あ
ら
ば

今
ひ
と
た
び
の
み
ゆ
き
待
た
な
む

�

か
の
ほ
め
た
ま
ふ
な
る
に
、
ま
た
、
思
ふ
人
の
う
ち
に
侍
り
け
る
を
な
む
。

�

い
と
う
れ
し
き
ひ
ま
に
も
あ
な
る
か
な
。
い
つ
し
か
夜
も
明
け
な
む
。

�

暁
に
は
、
い
み
じ
く
疾
く
起
き
よ
。
ま
だ
暗
か
ら
む
に
帰
り
な
む
。

問
六

線
部
ｃ
・
ｄ
・
ｆ
・
ｈ
・
ｊ
「
に
」
の
う
ち
、
ほ
か
と
は
意
味
・
用
法
の
異
な
る
も
の
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜

�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

16

。

�

ｃ

�

ｄ

�

ｆ

�

ｈ

�

ｊ

問
七

線
部
ｅ
「
だ
に
」
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
1
）、（
2
）
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（
1
）
「
だ
に
」
を
説
明
し
た
次
の
文
章
に
つ
い
て
、

17

〜

19

に
入
る
最
も
適
当
な
も
の
を
、

17

・

18

は
Ｘ
群
の
�

〜
�

の
中
か
ら
、

19

は
Ｙ
群
の
�

〜
�

の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

副
助
詞
「
だ
に
」
に
は
、

線
部
ｅ
の
よ
う
な

17

の
用
法
と
、

18

の
、
二
種
の
用
法
が
存
在
す
る
。

18

の
用
法
は
、

中
世
以
降
は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
な
く
な
り
、
代
わ
っ
て
「

19

」
が
多
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

Ｘ
群

�

自
己
の
希
望

�

類
推

�

添
加

�

限
定

�

最
小
限
の
願
望

Ｙ
群

�

の
み

�

て
し
が

�

ば
や

�

さ
へ

�

も
が

念
校
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�
�

�
�

�
�

問
四

線
部
ａ
・
ｇ
・
ｋ
「
な
り
」
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
1
）、（
2
）
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（
1
）

線
部
ａ
・
ｇ
・
ｋ
「
な
り
」
の
意
味
・
用
法
の
説
明
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

12

。

�

ａ
・
ｇ
・
ｋ
は
す
べ
て
同
じ
意
味
・
用
法
で
あ
る
。

�

ａ
・
ｇ
・
ｋ
は
す
べ
て
異
な
る
意
味
・
用
法
で
あ
る
。

�

ｇ
と
ｋ
は
同
じ
意
味
・
用
法
で
あ
る
が
、
ａ
は
異
な
る
。

�

ａ
と
ｇ
は
同
じ
意
味
・
用
法
で
あ
る
が
、
ｋ
は
異
な
る
。

�

ａ
と
ｋ
は
同
じ
意
味
・
用
法
で
あ
る
が
、
ｇ
は
異
な
る
。

（
2
）

線
部
ａ
・
ｇ
・
ｋ
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
意
味
・
用
法
の
も
の
は
、
次
の
ア
〜
カ
の
中
に
い
く
つ
あ
り
ま
す
か
。
そ
の
数
を
、

後
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

13

。

ア

わ
れ
こ
そ
人
を
ば
従
へ
し
か
、
人
に
従
ふ
身
と
な
り
に
た
る
、
悲
し
き
こ
と
。

イ

世
に
な
く
清
ら
な
る
玉
の
男
御
子
さ
へ
生
ま
れ
た
ま
ひ
ぬ
。

ウ

秋
の
野
に
人
ま
つ
虫
の
声
す
な
り

我
か
と
行
き
て
い
ざ
と
ぶ
ら
は
む

エ

こ
れ
ら
は
物
語
に
て
、
世
に
あ
る
こ
と
ど
も
な
り
。

オ

い
と
心
や
す
く
な
り
侍
り
ぬ
。
い
ま
は
歌
の
こ
と
思
ひ
か
け
じ
。

カ

ま
た
、
侍
従
の
大
納
言
の
御
娘
亡
く
な
り
た
ま
ひ
ぬ
な
り
。

�

一
つ

�

二
つ

�

三
つ

�

四
つ

�

五
つ
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9

Ｅ
「
お
ろ
か
に
思
さ
ば
」

�

劣
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
な
ら
ば

�

や
は
り
未
熟
で
あ
る
と
思
う
の
で

�

も
し
不
誠
実
だ
と
お
思
い
な
ら
ば

�

も
し
も
不
十
分
だ
と
お
考
え
な
ら
ば

�

い
い
加
減
だ
と
思
う
の
で
あ
れ
ば

10

Ｆ
「
い
と
ほ
し
さ
に
通
ひ
侍
る
」

�

可
愛
ら
し
い
と
思
っ
て
通
っ
て
い
る
の
で
す

�

好
ま
し
い
と
思
っ
て
通
っ
て
い
る
の
で
す

�

別
れ
る
の
が
惜
し
い
と
思
っ
て
通
っ
て
い
る
の
で
す

�

気
の
毒
だ
と
思
っ
て
通
っ
て
い
る
の
で
す

�

信
じ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
通
っ
て
い
る
の
で
す

問
三

ⅰ

〜

ⅴ

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
男
」「
親
」「
女
」
が
入
り
ま
す
。
そ
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

11

。

�

ⅰ
男
・
ⅱ
親
・
ⅲ
男
・
ⅳ
男
・
ⅴ
女

�

ⅰ
親
・
ⅱ
親
・
ⅲ
男
・
ⅳ
女
・
ⅴ
男

�

ⅰ
女
・
ⅱ
男
・
ⅲ
親
・
ⅳ
男
・
ⅴ
女

�

ⅰ
男
・
ⅱ
女
・
ⅲ
男
・
ⅳ
親
・
ⅴ
女

�

ⅰ
親
・
ⅱ
男
・
ⅲ
親
・
ⅳ
女
・
ⅴ
男
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問
二

線
部
Ａ
〜
Ｆ
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

5

〜

10

。

5

Ａ
「
人
目
も
つ
つ
ま
ず
」

�

誰
と
も
わ
か
ら
ず

�

目
元
も
隠
さ
ず

�

周
り
も
気
に
せ
ず

�

脇
目
も
ふ
ら
ず

�

失
敗
も
恐
れ
ず

6

Ｂ
「
お
し
た
ち
て
言
ふ
や
う
」

�

立
ち
上
が
っ
て
言
う
に
は

�

強
引
に
言
う
に
は

�

は
っ
き
り
と
言
う
に
は

�

邪
魔
を
し
て
言
う
に
は

�

慌
て
て
言
う
に
は

7

Ｃ
「
本
意
に
も
あ
ら
で
お
は
し
そ
め
て
し
を
」

�

宿
願
で
も
な
い
の
に
お
出
で
に
な
り
は
じ
め
た
の
を

�

本
気
で
は
な
い
が
通
っ
て
い
ら
し
た
の
を

�

以
前
か
ら
の
ご
意
向
に
そ
ぐ
わ
ず
お
出
で
に
な
っ
て

�

本
心
を
押
し
隠
し
て
通
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
を

�

思
い
も
よ
ら
ず
通
い
は
じ
め
て
し
ま
わ
れ
た
の
を

8

Ｄ
「
や
ん
ご
と
な
く
思
ふ
に
あ
ら
め
」

�

大
切
に
思
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う

�

高
貴
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う

�

格
別
だ
と
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

�

重
要
に
は
思
わ
な
い
の
で
は
な
い
か

�

や
む
を
得
な
い
と
思
う
の
で
は
な
い
か
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国語②〔 ２ 日目〕



67

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

問
十
一

次
に
示
す
選
択
肢
の
中
で
、
誤
り
を
含
ん
で
い�

な�

い�

も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ

選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

27

。

�

写
実
を
提
唱
し
、『
小
説
神
髄
』
な
ど
の
著
作
で
知
ら
れ
る
坪
内
逍
遙
は
、『
シ
ン
デ
レ
ラ
』
の
翻
訳
『
お
し
ん
物
語
』
も
手
が
け
て
い
る
。

�

言
文
一
致
を
推
進
し
た
二
葉
亭
四
迷
は
、『
浮
雲
』『
夜
明
け
前
』
な
ど
の
小
説
で
有
名
だ
が
、
海
外
の
文
学
に
は
疎
く
、
翻
訳
作
品
は
残

し
て
い
な
い
。

�

『
金
色
夜
叉
』
な
ど
の
通
俗
的
な
小
説
で
大
衆
の
人
気
を
獲
得
し
た
森
鷗
外
に
は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
作
品
の
翻
訳
『
即
興
詩
人
』
も
あ

る
。

�

外
国
文
学
に
も
精
通
し
て
い
た
樋
口
一
葉
は
、
ド
イ
ツ
を
舞
台
に
し
た
『
舞
姫
』
な
ど
の
小
説
の
ほ
か
、
雑
誌
『
明
星
』
を
舞
台
に
短
歌

革
新
を
成
し
遂
げ
た
功
績
も
あ
る
。

ひ

ご

�

与
謝
野
晶
子
は
、
夫
で
あ
る
与
謝
野
鉄
幹
の
庇
護
の
下
で
、『
に
ご
り
え
』『
た
け
く
ら
べ
』
な
ど
の
小
説
を
発
表
し
、
様
々
な
階
層
の
女

性
の
苦
悩
を
描
い
た
。

（
国
語
①
問
題

お
わ
り
）
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問
九

い

〜

ほ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は
、

い

が

21

、

ろ

が

22

、

は

が

23

、

に

が

24

、

ほ

が

25

。

い
〔

�

無
私
の

�

能
動
的
な

�

誠
実
な

�

主
体
的
な

�

卓
越
し
た

〕

ろ
〔

�

な
ぞ
っ
た

�

統
合
し
た

�

差
別
化
し
た

�

両
立
さ
せ
た

�

裏
返
し
た

〕

は
〔

�

衰
退
し
た

�

安
定
的
な

�

二
次
的
な

�

見
下
す
べ
き

�

超
越
的
な

〕

に
〔

�

強
心
薬

�

起
爆
剤

�

安
定
剤

�

調
整
剤

�

即
効
薬

〕

ほ
〔

�

蔑
視

�

懐
古

�

渇
仰

�

幻
想

�

消
費

〕

問
十

線
部
3
「「
副
作
用
」
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
う
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
た
文
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次

の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

26

。

�

女
性
た
ち
が
自
ら
の
力
で
人
生
を
切
り
開
く
物
語
が
主
流
に
な
る
こ
と
で
、
男
性
に
よ
っ
て
女
性
た
ち
が
受
動
的
に
幸
せ
を
得
る
よ
う
な

伝
統
的
な
物
語
は
蔑
視
の
対
象
と
な
り
、
存
在
意
義
が
問
答
無
用
に
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
。

�

女
性
が
男
性
に
よ
っ
て
引
き
上
げ
ら
れ
る
プ
リ
ン
セ
ス
・
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
の
脱
却
が
目
指
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
影
響
は
児
童

文
学
の
分
野
に
も
及
び
、
男
女
双
方
に
と
っ
て
夢
の
あ
る
作
品
を
作
家
た
ち
が
描
け
な
い
よ
う
な
風
潮
が
生
じ
る
危
険
性
が
あ
る
。

�

物
語
が
男
性
主
導
型
か
ら
女
性
が
自
力
で
人
生
を
切
り
開
い
て
ゆ
く
形
に
移
行
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
女
性
の
持
つ
そ
う
し
た
力
の
度
合

あ
つ
れ
き

い
が
彼
女
ら
の
価
値
を
決
す
る
よ
う
な
考
え
方
が
生
じ
た
り
、
女
性
同
士
が
力
を
競
い
軋
轢
が
生
じ
た
り
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

�

女
性
た
ち
が
自
ら
の
内
に
潜
在
す
る
力
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
識
を
強
め
る
と
、
そ
う
い
う
女
性
た
ち
と
、
一
方
で
伝
統
的
な
価
値

観
の
中
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
ま
ま
の
力
の
弱
い
女
性
た
ち
と
の
間
で
、
格
差
が
増
大
す
る
傾
向
が
顕
著
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

と
ら

�

女
性
の
心
に
根
強
く
は
び
こ
っ
て
い
る
諸
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
も
、
自
立
し
た
女
性
た
ち
に
よ
る
、
保
守
的
な
価
値
観
に
囚
わ
れ

た
ま
ま
の
女
性
た
ち
に
対
す
る
蔑
視
や
優
越
感
が
、
常
に
無
意
識
の
う
ち
に
膨
ら
ん
で
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。
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国語②〔 ２ 日目〕

�
�

�

�
�

�
�

ⅳ

、「
こ
こ
に
迎
へ
む
と
て
言
ふ
な
め
り
。エ
こ
れ
は
親
な
ど
あ
れ
ば
、
こ
こ
に
住
ま
ず
と
も
あ
り
な
む
か
し
。
年
ご
ろ
行
く
か
た
も
な
し
と

見
る
見
る
、
か
く
言
ふ
よ
」
と
、
心
憂
く
思
へ
ど
、
つ
れ
な
く
い
ら
ふ
。「
さ
る
べ
き
こ
とｊ
に
こ
そ
。
は
や
渡
し
た
ま
へ
。
い
づ
ち
も
い
づ
ち
も
往

な
む
。
今
ま
で
か
く
て
つ
れ
な
く
、
憂
き
世
を
知
ら
ぬ
気
色
こ
そ
」
と
言
ふ
。
い
と
ほ
し
き
を
、

ⅴ

、「
な
ど
、
か
う
の
た
ま
ふ
ら
む
や
。

そ
に
て
は
あ
ら
ず
、
た
だ
し
ば
し
の
こ
とｋ
な
り
。
帰
り
な
ば
、
ま
た
迎
へ
た
て
ま
つ
ら
む
」
と
言
ひ
お
き
て
出
で
ぬ
る
の
ち
、
女
、
使
ふ
者
と
さ
し

向
か
ひ
て
泣
き
く
ら
す
。

（「
は
い
ず
み
」『
堤
中
納
言
物
語
』
に
よ
る
）

注
1

下
わ
た
り
＝
下
京
（
現
在
の
京
都
市
下
京
区
）
あ
た
り
。

か
わ
い

注
2

児
々
し
き
人
＝
子
ど
も
の
よ
う
な
可
愛
ら
し
い
人
。

お
ん
よ
う
ど
う

た
た

注
3

土
犯
す
＝
陰
陽
道
で
、
土
の
神
の
い
る
所
を
工
事
す
る
際
に
祟
り
を
恐
れ
て
、
一
時
的
に
居
所
を
移
す
こ
と
。

問
一

線
部
ア
「
品
い
や
し
か
ら
ぬ
人
」
イ
「
親
し
き
人
」
ウ
「
か
れ
」
エ
「
こ
れ
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
誰
の
こ
と
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も

の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は
、
ア
が

1

、
イ
が

2

、
ウ
が

3

、
エ
が

4

。

�

男

�

娘

�

親

�

世
の
人
々

�

妻
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�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�

�
�

�

�
�
�

�
�

�
�
�

�

�
�

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

1

〜

24

。

し
も

ふ

注
1

下
わ
た
り
に
、ア
品
い
や
し
か
ら
ぬ
人
の
、
こ
と
も
か
な
は
ぬ
人
を
憎
か
ら
ず
思
ひ
て
、
年
ご
ろ
経
る
ほ
ど
に
、イ
親
し
き
人
の
も
と
へ
行
き
通
ひ
け

あ
り

る
ほ
ど
に
、
娘
を
思
ひ
か
け
て
、
み
そ
か
に
通
ひ
歩
き
け
り
。
め
づ
ら
し
け
れ
ば
に
や
、
は
じ
め
の
人
よ
り
は
心
ざ
し
深
く
お
ぼ
え
て
、Ａ
人
目
も
つ

つ
ま
ず
通
ひ
け
れ
ば
、

ⅰ

聞
き
つ
け
て
、「
年
ご
ろ
の
人
を
持
ち
た
ま
へ
れ
ど
も
、
い
か
が
は
せ
む
」
と
て
、
許
し
て
住
ま
す
。

も
と
の
人
聞
き
て
、「
今
は
か
ぎ
り
な
め
り
。
通
は
せ
て
な
ど
も
、
よ
も
あ
ら
せ
じ
」
と
思
ひ
わ
た
る
。「
行
く
べ
き
所
も
が
な
。
つ
ら
くａ
な
り
は

て
ぬ
さ
き
に
、
離
れｂ
な
む
」
と
思
ふ
。
さ
れ
ど
、
さ
る
べ
き
所
も
な
し
。

め

ほ

い

今
の
人
の
親
な
ど
は
、Ｂ
お
し
た
ち
て
言
ふ
や
う
、「
妻
な
ど
も
な
き
人
の
、
せ
ちｃ
に
言
ひ
し
に
あ
は
す
べ
き
も
の
を
、
か
くＣ
本
意
に
も
あ
ら
で
お

は
し
そ
め
て
し
を
、
く
ち
を
し
け
れ
ど
、
言
ふ
か
ひ
な
け
れ
ば
、
か
く
て
あ
ら
せ
た
て
ま
つ
る
を
、
世
の
人
々
は
、「
妻
す
ゑ
た
ま
へ
る
人
を
。
思

ふ
と
、
さ
言
ふ
と
も
、
家
に
す
ゑ
た
る
人
こ
そ
、Ｄ
や
ん
ご
と
な
く
思
ふ
に
あ
ら
め
」
な
ど
言
ふ
も
や
す
か
ら
ず
。
げ
に
、
さ
る
こ
と
に
侍
る
」
な
ど

ひ
と
か
ず

言
ひ
け
れ
ば
、
男
、「
人
数
に
こ
そ
侍
ら
ね
ど
、
心
ざ
し
ば
か
り
は
ま
さ
る
人
侍
ら
じ
と
思
ふ
。
か
し
こ
に
は
渡
し
た
て
ま
つ
ら
ぬ
を
、Ｅ
お
ろ
か
に

お
ぼ思

さ
ば
、
た
だ
今
も
渡
し
た
て
ま
つ
ら
む
。
い
と
こ
と
や
うｄ
に
な
む
侍
る
」
と
言
へ
ば
、

ⅱ

、「
さｅ
だ
に
あ
ら
せ
た
ま
へ
」
と
、
お
し
た

ち
て
言
へ
ば
、

ⅲ

、「
あ
は
れ
、ウ
か
れ
も
い
づ
ち
や
ら
ま
し
」
と
お
ぼ
え
て
、
心
の
う
ち
悲
し
け
れ
ど
も
、
今
の
が
や
ん
ご
と
な
け
れ
ば
、

け
し
き

い

「
か
く
な
ど
言
ひ
て
、
気
色
も
見
む
」
と
思
ひ
て
、
も
と
の
人
の
が
り
往
ぬ
。

お
も

見
れ
ば
、
あ
てｆ
に
注
2児

々
し
き
人
の
、
日
ご
ろ
も
の
を
思
ひ
け
れ
ば
、
す
こ
し
面
や
せ
て
、
い
と
あ
は
れ
げｇ
な
り
。
う
ち
恥
ぢ
し
ら
ひ
て
、
例
の

か
は

や
う
に
も
の
も
言
は
で
し
め
り
た
る
を
、
心
苦
し
う
思
へ
ど
、
さ
言
ひ
つ
れ
ば
言
ふ
や
う
、「
心
ざ
し
ば
か
り
は
変
ら
ね
ど
、
親
に
も
知
ら
せ
で
、

か
や
うｈ
に
ま
か
り
そ
め
て
し
か
ば
、Ｆ
い
と
ほ
し
さ
に
通
ひ
侍
る
を
、
つ
ら
し
と
思
す
ら
む
か
し
と
思
へ
ば
、
何
と
せ
し
わ
ざ
ぞ
と
、
今
な
む
悔
し
け

れ
ば
、
今
も
え
か
き
絶
ゆ
ま
じ
くｉ
な
む
。
か
し
こ
に
、「
注
3土

犯
す
べ
き
を
、
こ
こ
に
渡
せ
」
と
な
む
言
ふ
を
、
い
か
が
思
す
。
ほ
か
へ
や
往
な
む
と

思
す
。
何
か
は
苦
し
か
ら
む
、
か
く
な
が
ら
端
つ
か
た
に
お
は
せ
よ
か
し
。
忍
び
て
た
ち
ま
ち
に
、
い
づ
ち
か
は
お
は
せ
む
」
な
ど
言
へ
ば
、

国
語
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

�
�

問
七

線
部
甲
「
と
呼
ぶ
も
の
」、
乙
「
例
の
」、
こ
れ
ら
の
表
現
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ

れ
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、
甲
が

18

、
乙
が

19

。

甲
「
と
呼
ぶ
も
の
」

�����������

�

否
定

�

称
賛

�

軽
蔑

�

妥
協

�

皮
肉

乙
「
例
の
」

�����������

�

有
名
な

�

陳
腐
な

�

特
別
な

�

意
外
な

�

妥
当
な

問
八

Ｙ

に
入
る
最
も
適
当
な
文
章
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

20

。

ち
ゅ
う
ち
ょ

�

彼
は
奥
ゆ
か
し
く
、
い
き
な
り
オ
ー
ロ
ラ
姫
に
キ
ス
す
る
こ
と
に
は
躊
躇
す
る
。
そ
れ
に
業
を
煮
や
し
た
マ
レ
フ
ィ
セ
ン
ト
が
破
れ
か

ぶ
れ
に
な
っ
て
オ
ー
ロ
ラ
に
キ
ス
す
る
と
、
彼
女
は
目
を
覚
ま
す
の
で
あ
る
。

�

彼
の
キ
ス
で
は
オ
ー
ロ
ラ
姫
は
目
覚
め
な
い
。
そ
し
て
、
悲
し
み
に
暮
れ
涙
を
流
す
マ
レ
フ
ィ
セ
ン
ト
が
、
思
わ
ず
オ
ー
ロ
ラ
の
額
に
キ

ス
す
る
と
、
オ
ー
ロ
ラ
姫
は
目
覚
め
る
の
だ
。

�

彼
は
、
マ
レ
フ
ィ
セ
ン
ト
に
促
さ
れ
て
オ
ー
ロ
ラ
姫
に
キ
ス
す
る
。
オ
ー
ロ
ラ
が
目
覚
め
る
と
、
マ
レ
フ
ィ
セ
ン
ト
は
、
憎
い
敵
の
娘
で

あ
る
彼
女
の
呪
い
が
解
け
た
こ
と
を
手
放
し
で
祝
福
す
る
の
だ
っ
た
。

�

彼
は
、
オ
ー
ロ
ラ
姫
の
美
し
い
外
見
に
惹
か
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
た
め
、
キ
ス
す
る
こ
と
を
拒
む
。
怒
っ
た
マ
レ
フ
ィ
セ
ン
ト
に
よ
る
さ

ら
な
る
魔
力
で
、
オ
ー
ロ
ラ
は
目
覚
め
る
の
だ
っ
た
。

�

彼
の
キ
ス
で
は
オ
ー
ロ
ラ
姫
が
直
ち
に
目
覚
め
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
彼
女
の
外
見
に
魅
了
さ
れ
て
い
る
王
子
の
欲
求
を
、
マ
レ
フ
ィ

こ
ん
し
ん

セ
ン
ト
が
渾
身
の
祈
り
に
よ
っ
て
後
押
し
し
た
と
き
、
オ
ー
ロ
ラ
は
よ
う
や
く
目
覚
め
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。

三
校
紙―37―

10／12

国語①2025 公募2日目

2
5
0
1
0
3
R
0
1
0

２５１１０２Ｊ１ Page 10 2024.09.20 16.47.29

２５１１０２Ｊ１_10

問
五

線
部
1
「
彼
女
に
人
間
的
な
深
み
が
付
与
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、「
人
間
的
な
深
み
」
が
、
シ
ン
デ
レ
ラ
の
ど
う

い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
見
て
取
れ
る
と
問
題
文
の
筆
者
は
捉
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選

び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

16

。

�

自
分
を
虐
げ
た
相
手
と
の
間
に
女
同
士
の
友
愛
を
育
ん
だ
と
こ
ろ
。

�

身
分
な
ど
の
世
俗
の
価
値
を
意
に
介
さ
な
い
と
こ
ろ
。

�

不
安
に
苛
ま
れ
な
が
ら
も
勇
気
を
も
っ
て
自
ら
好
き
な
相
手
に
告
白
す
る
と
こ
ろ
。

�

不
当
に
虐
げ
ら
れ
た
体
験
を
自
ら
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
。

�

動
物
と
の
心
あ
た
た
ま
る
交
流
以
上
に
、
真
実
の
愛
に
生
き
る
と
こ
ろ
。

問
六

線
部
2
「「
も
う
ひ
と
つ
の
物
語
」
が
展
開
す
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
追
求
さ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、

次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

17

。

�

愛
す
る
男
か
ら
裏
切
ら
れ
た
女
の
、
怨
讐
の
克
服
。

�

解
決
が
つ
か
な
い
、
男
女
の
恋
愛
に
お
け
る
愛
憎
。

き
っ
こ
う

�

魔
力
と
拮
抗
し
う
る
、
真
実
の
愛
の
探
求
。

�

男
女
間
の
愛
に
も
勝
る
、
女
同
士
の
友
愛
。

�

男
に
依
存
す
る
シ
ン
デ
レ
ラ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
挫
折
。
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問
三

ａ

〜

ｅ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ

記
号
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）。

解
答
番
号
は
、

ａ

が

10

、

ｂ

が

11

、

ｃ

が

12

、

ｄ

が

13

、

ｅ

が

14

。

�

そ
れ
ゆ
え

�

し
か
し

�

た
と
え
ば

�

ひ
い
て
は

�

ま
ず
は

�

か
え
っ
て

問
四

Ｘ

に
入
る
最
も
適
当
な
一
文
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

15

。

�

こ
の
よ
う
に
新
し
い
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
、
家
庭
に
お
け
る
親
や
親
族
か
ら
の
圧
力
に
屈
せ
ず
に
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
ひ
た
す
ら
信

じ
て
行
動
し
、
幸
福
を
つ
か
み
取
る
と
い
う
、
新
し
い
女
性
像
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

�

こ
の
よ
う
に
新
し
い
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
、
恋
に
落
ち
た
男
女
が
、
身
分
差
を
意
に
介
さ
ず
に
、
自
分
た
ち
な
り
の
方
法
で
関
係
を
育
ん

で
ゆ
く
、
新
し
い
恋
愛
の
形
が
模
索
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

�

こ
の
よ
う
に
新
し
い
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
、
身
分
も
財
力
も
な
い
ヒ
ロ
イ
ン
が
抱
え
る
苦
悩
に
無
頓
着
な
男
性
が
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
告
白
を

契
機
に
男
と
し
て
目
覚
め
て
ゆ
く
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

�

こ
の
よ
う
に
新
し
い
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
、
身
分
や
階
級
を
抜
き
に
し
て
、「
あ
り
の
ま
ま
の
相
手
を
愛
す
る
」
こ
と
が
、
中
心
テ
ー
マ

へ
と
変
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
ら

�

こ
の
よ
う
に
新
し
い
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
、
身
分
や
階
級
の
意
識
に
囚
わ
れ
て
い
た
男
女
が
、
関
係
を
育
む
中
で
そ
れ
を
克
服
し
て
い
く

さ
ま
が
、
中
心
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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�
�

Ｅ

5

シ
レ
ン

�����������

�

シ
コ
ウ
の
悦
楽
に
浸
る
。

�

手
腕
を
た
め
す
シ
キ
ン
石
。

�

シ
ガ
に
も
か
け
な
い
。

�

ト
ウ
シ
を
燃
や
す
。

�

フ
ウ
シ
の
効
い
た
小
説
。

Ｆ

6

ジ
ュ
バ
ク

�����������

�

自
縄
ジ
バ
ク
に
陥
る
。

さ
い
な

�

バ
ク
ゼ
ン
と
し
た
不
安
に
苛
ま
れ
る
。

ひ
ん

�

バ
ク
ゲ
キ
の
危
機
に
瀕
す
る
。

�

バ
ク
マ
ツ
の
動
乱
に
巻
き
込
ま
れ
た
。

�

バ
ク
ガ
か
ら
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
製
造
す
る
。

問
二

線
部
ⅰ
〜
ⅲ
の
漢
字
の
読
み
方
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ

い
。
解
答
番
号
は

7

〜

9

。

ⅰ

謁
見

7

〔

�

ひ
け
ん

�

べ
っ
け
ん

�

か
っ
け
ん

�

え
っ
け
ん

�

け
い
け
ん

〕

ⅱ

克
己

8

〔

�

こ
っ
き

�

か
っ
こ

�

か
っ
き

�

か
つ
み

�

こ
く
こ

〕

ⅲ

骨
子

9

〔

�

こ
っ
し

�

こ
う
し

�

ほ
ね
こ

�

こ
つ
じ

�

こ
っ
す

〕
三
校
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

�
�

で
は
男
女
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
恋
愛
は
、

は

も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
女
性
は
た
だ
男
性
の
愛
を
受
け
身
で
待
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
真
に
愛
す
る
こ
と
が
人
間
と
し
て
大
切
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
道
が
切
り
開
か
れ
て
い
く
の
だ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、

物
語
のⅲ
骨
子
と
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
の
最
近
の
動
向
か
ら
は
、
プ
リ
ン
セ
ス
・
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
の
脱
却
を
目
指
す
方
向
性
が
、
確
認
で
き
る
。
こ

の
よ
う
な
時
代
の
傾
向
は
、
子
ど
も
の
た
め
の
文
学
世
界
に
も
反
映
さ
れ
、
今
後
さ
ら
に
、
新
た
な
ス
ト
ー
リ
ー
の
形
が
模
索
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ

う
こ
と
が
予
想
で
き
る
。

少
女
がＥ
シ
レ
ン
を
乗
り
越
え
て
自
分
の
世
界
を
切
り
開
く
と
い
う
物
語
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
女
性
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
根
強
い
注
2シ

ン
デ
レ
ラ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
か
ら
脱
却
す
る
た
め
の
助
け
と
も
な
る
。
と
り
わ
け
潜
在
的
能
力
の
高
い
少
女
に
と
っ
て
は
、
そ
う
し
た
物
語
と
の

出
会
い
が
も
た
ら
す
効
力
は
計
り
知
れ
な
く
、
一
生
を
推
進
す
る
「

に

」
に
も
な
り
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
注
3ジ

ェ
イ
ン
・
エ
ア
・
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
は
、
決
し
て
軽
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
注
目
す
べ
き
文
学
的
現
象
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
ジ
ェ
イ
ン
・
エ
ア
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
女
性
を
め
ぐ
る
問
題
を
解
決
す
る
万
能
薬
で
は
な
い
。
他
方
で
そ
れ
は
、
シ
ン
デ
レ
ラ
・
コ

あ
お

ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
女
性
へ
の
蔑
視
や
優
越
感
、
あ
る
い
は
能
力
偏
重
主
義
を
生
み
出
し
、
競
争
心
を
煽
る
と
い
う
「3
副
作
用
」

を
伴
う
こ
と
も
あ
り
う
る
。（
中
略
）

重
要
な
の
は
、
シ
ン
デ
レ
ラ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
も
、
ジ
ェ
イ
ン
・
エ
ア
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
も
、
と
も
に
無
意
識
の
状
態
か
ら
解
き
放
つ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
現
象
が
女
性
の
心
理
、

ｄ

生
き
方
に
ま
で
根
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
と
い
う
こ
と
を
、

ｅ

正
し
く

認
識
す
る
こ
と
が
、
問
題
解
決
へ
の
第
一
歩
と
な
る
だ
ろ
う
。

念
の
た
め
断
っ
て
お
く
が
、
こ
れ
は
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
一
般
に
言
え
る
こ
と
で
、
女
性
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
文
学
は
、
影
響
力
が
大
き
い
か

ら
こ
そ
、
す
ば
ら
し
い
。
し
か
し
、
影
響
を
受
け
て
い
る
自
分
を
客
観
的
に
引
き
離
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
あ
ら
ぬ
方
向
へ
と

引
っ
張
っ
て
い
く
ジ
ュＦ
バ
ク
と
も
な
り
か
ね
な
い
し
、
逆
に
、
た
ん
に
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
に
浸
っ
て
愛
好
す
る
だ
け
の

ほ

の
対
象
に
成
り
下

が
っ
て
終
わ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
当
の
文
学
作
品
を
正
当
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
は
、
実
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
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そ
し
て
結
末
で
は
、
い
が
み
合
っ
て
い
た
人
間
と
妖
精
の
両
王
国
が
平
和
を
取
り
戻
し
、
オ
ー
ロ
ラ
姫
は
マ
レ
フ
ィ
セ
ン
ト
の
跡
を
継
ぐ
女
王
と
な

る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
新
し
い
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
は
、
王
と
マ
レ
フ
ィ
セ
ン
ト
と
い
う
男
女
間
の
怨
讐
の
物
語
で
あ
る
と
同
時
に
、
マ
レ
フ
ィ
セ
ン
ト
と

オ
ー
ロ
ラ
と
い
う
年
齢
を
超
え
た
女
同
士
の
友
情
の
物
語
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
。
も
と
の
童
話
に
あ
っ
た
、「
美
し
い
プ
リ
ン
セ
ス
は
、
眠
っ
て

待
っ
て
い
れ
ば
、
王
子
様
に
助
け
ら
れ
る
」
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
は
変
質
し
て
、
物
語
の
中
心
は
、「
真
実
の
愛
と
は
何
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
へ
と

移
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
〇
一
三
年
に
製
作
さ
れ
た
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
『
ア
ナ
と
雪
の
女
王
』（F

rozen
,

ク
リ
ス
・
バ
ッ
ク
、

ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
リ
ー
監
督
）
は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
『
雪
の
女
王
』
か
ら
着
想
を
得
て
新
た
に
創
作
さ
れ
、
日
本
を
含
め
世
界
各
国
で
セ
ン

セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
し
た
人
気
作
品
で
あ
る
。

ア
レ
ン
デ
ー
ル
王
国
の
王
女
エ
ル
サ
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
、
触
れ
た
も
の
を
凍
ら
せ
る
と
い
う
魔
力
を
備
え
て
い
た
。
自
身
の
魔
力
を
恐
れ
た

エ
ル
サ
は
城
に
閉
じ
こ
も
る
が
、
成
人
し
て
女
王
に
即
位
す
る
た
め
に
姿
を
現
し
た
日
に
、
王
国
を
永
遠
の
冬
に
変
え
、
そ
の
後
誤
っ
て
妹
ア
ナ
の

心
臓
を
凍
ら
せ
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
溶
か
せ
る
の
は
「
真
実
の
愛
」
で
あ
る
と
知
っ
た
山
男
ク
リ
ス
ト
フ
は
、
ア
ナ
を
救
う
た
め
に
は
、
彼
女
の
婚

約
者
ハ
ン
ス
の
キ
ス
が
必
要
だ
と
考
え
、
彼
女
を
抱
え
て
ハ
ン
ス
の
い
る
城
へ
と
急
ぐ
。
し
か
し
実
は
、
隣
国
の
末
っ
子
の
王
子
ハ
ン
ス
は
、
王
に

な
る
野
心
の
た
め
に
ア
ナ
に
接
近
し
た
に
す
ぎ
ず
、
エ
ル
サ
と
ア
ナ
の
姉
妹
を
殺
そ
う
と
計
略
を
謀
る
。
ハ
ン
ス
に
よ
りＤ
ユ
ウ
ヘ
イ
さ
れ
て
い
た
が

自
由
に
な
っ
た
ア
ナ
は
、
姉
を
助
け
よ
う
と
し
た
瞬
間
に
氷
の
彫
像
と
化
す
。
エ
ル
サ
が
愛
を
こ
め
て
抱
き
し
め
る
と
、
魔
法
が
解
け
て
ア
ナ
は
息

を
吹
き
返
す
。
ハ
ン
ス
は
本
国
に
送
り
返
さ
れ
、
エ
ル
サ
は
城
の
門
を
開
放
す
る
。

偽
り
の
愛
を
演
じ
て
い
た
ハ
ン
ス
が
、
ア
ナ
に
キ
ス
す
る
こ
と
を
拒
む
と
い
う
ソ
ウ
ワ
は
、
王
子
の
キ
ス
に
よ
り
、
眠
れ
る
森
の
美
女
が
目
覚
め

た
り
、
白
雪
姫
が
生
き
返
っ
た
り
す
る
と
い
う
プ
リ
ン
セ
ス
・
ス
ト
ー
リ
ー
の
筋
書
き
を

ろ

も
の
で
あ
る
。
最
後
に
ク
リ
ス
ト
フ
は
ア
ナ

の
恋
人
に
な
る
が
、
こ
の
物
語
の
重
点
は
、
姉
妹
愛
に
置
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

以
上
、
三
作
を
取
り
上
げ
て
見
た
と
お
り
、
新
し
い
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
で
は
、「
真
実
の
愛
」
を
メ
イ
ン
・
テ
ー
マ
と
し
た
も
の
が
多
く
、
そ
こ
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国語①〔 ２ 日目〕

Ｂ

2

コ
ウ
じ
る

�����������

�

コ
ウ
ト
ウ
無
稽
な
話
。

�

コ
ウ
コ
の
喝
采
を
博
す
。

�

授
業
が
カ
イ
コ
ウ
さ
れ
る
。

�

学
校
建
設
に
コ
ウ
テ
キ
の
地
。

�

セ
イ
コ
ウ
雨
読
の
暮
ら
し
。

Ｃ

3

キ
ュ
ウ
チ

�����������

�

キ
ン
キ
ュ
ウ
事
態
宣
言
の
発
令
。

�

キ
ュ
ウ
フ
金
の
交
付
。

�

キ
ュ
ウ
ヘ
イ
な
慣
例
の
廃
止
。

�

キ
ュ
ウ
シ
に
一
生
を
得
る
。

�

残
す
は
キ
ュ
ウ
ヨ
の
一
策
の
み
だ
。

Ｄ

4

ユ
ウ
ヘ
イ

�����������

�

高
等
ユ
ウ
ミ
ン
を
気
取
る
。

�

彼
女
は
ユ
ウ
イ
の
人
材
だ
。

�

ユ
ウ
ユ
ウ
自
適
の
旅
を
楽
し
む
。

�

深
山
ユ
ウ
コ
ク
を
描
い
た
南
画
。

し
ゅ
っ
た
い

�

ユ
ウ
リ
ョ
す
べ
き
事
態
が
出
来
し
た
。
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ひ
ろ
の

ゆ

み

こ

（
廣
野
由
美
子
『
シ
ン
デ
レ
ラ
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か

少
女
小
説
と
『
ジ
ェ
イ
ン
・
エ
ア
』』
に
よ
る
）

注
1

ペ
ロ
ー
の
童
話
＝
シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ロ
ー
（
一
六
二
八
年
〜
一
七
〇
三
年
）
が
民
間
伝
承
を
基
に
ま
と
め
た
、
十
七
世
紀
末
に
刊
行
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
物
語

集
。「
サ
ン
ド
リ
ヨ
ン
、
ま
た
は
小
さ
な
ガ
ラ
ス
の
靴
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
サ
ン
ド
リ
ヨ
ン
」
は
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
の
フ
ラ
ン
ス
語
表
現
で
「
灰
か
ぶ

り
」
の
意
。
ド
イ
ツ
の
グ
リ
ム
童
話
と
並
ん
で
名
高
い
。

注
2

シ
ン
デ
レ
ラ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
＝
童
話
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
女
性
が
男
性
に
守
ら
れ
、
難
問
を
受
動
的
に
解
決
す
る
と
い
っ
た
物

語
の
定
型
が
、
幼
少
期
か
ら
女
性
の
心
に
刷
り
込
ま
れ
、
根
を
下
ろ
し
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
、
女
性
の
自
立
を
阻
む
潜
在
的
な
依
存
願
望
。

注
3

ジ
ェ
イ
ン
・
エ
ア
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
＝
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
作
家
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
ブ
ロ
ン
テ
（
一
八
一
六
年
〜
一
八
五
五
年
）
に
よ
る
小
説
『
ジ
ェ
イ

ン
・
エ
ア
』
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、
困
難
を
乗
り
越
え
て
自
力
で
幸
福
を
獲
得
す
る
と
い
っ
た
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
女
性
像
を
描
い
た
物
語
に
少
女
た
ち

が
影
響
さ
れ
、
人
生
の
道
を
歩
も
う
と
す
る
傾
向
を
意
味
す
る
、
問
題
文
の
著
者
廣
野
氏
の
造
語
。

問
一

線
部
Ａ
〜
Ｆ
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

1

〜

6

。

Ａ

1

ソ
ウ
ワ

�����������

�

ソ
ウ
ジ
ョ
ウ
効
果
を
図
る
。

�

ジ
ョ
ウ
ソ
ウ
教
育
を
施
す
。

�

天
子
に
民
情
を
ソ
ウ
モ
ン
す
る
。

�

な
ら
ず
者
の
ソ
ウ
ク
ツ
。

�

内
視
鏡
を
ソ
ウ
ニ
ュ
ウ
す
る
。
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70

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

�
�
�
�
�

�
�

魔
法
を
解
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
真
実
の
愛
の
キ
ス
し
か
な
い
」
と
い
う
呪
い
を
か
け
る
と
い
う
部
分
は
、
ほ
ぼ
原
作
の
ま
ま
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
新
し
い
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
、
そ
の
題
名
の
と
お
り
、
マ
レ
フ
ィ
セ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
「2
も
う
ひ
と
つ
の
物
語
」
が
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

す

妖
精
の
国
に
棲
む
マ
レ
フ
ィ
セ
ン
ト
は
少
女
時
代
、
隣
の
王
国
の
人
間
の
少
年
ス
テ
フ
ァ
ン
と
出
会
っ
て
恋
に
落
ち
、
一
六
歳
の
誕
生
日
に
、
彼

に
「
真
実
の
愛
の
キ
ス
」甲
と
呼
ぶ
も
の
を
贈
ら
れ
る
。
し
か
し
、
大
人
に
な
っ
て
再
会
し
た
ス
テ
フ
ァ
ン
は
、
自
国
の
王
女
と
結
婚
し
た
い
と
い
う

野
心
の
た
め
に
、
マ
レ
フ
ィ
セ
ン
ト
を
裏
切
っ
て
、
眠
っ
て
い
る
彼
女
の
翼
を
切
り
取
っ
て
し
ま
う
。
自
由
に
飛
ぶ
翼
を
失
っ
た
マ
レ
フ
ィ
セ
ン
ト

ふ
く
し
ゅ
う

は
、
王
座
に
つ
い
た
ス
テ
フ
ァ
ン
に
復
讐
す
る
た
め
、
王
と
王
妃
と
の
間
に
誕
生
し
た
娘
オ
ー
ロ
ラ
の
祝
賀
会
に
訪
れ
、乙
例
の
呪
い
を
か
け
る
の

で
あ
る
。

オ
ー
ロ
ラ
が
森
の
な
か
で
、
優
し
く
美
し
い
娘
へ
と
す
く
す
く
育
ち
、
一
六
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
と
こ
ろ
ま
で
は
、
原
作
に
沿
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
マ
レ
フ
ィ
セ
ン
ト
の
心
理
描
写
と
い
う
新
た
な
要
素
が
物
語
に
付
け
加
わ
っ
て
く
る
。
オ
ー
ロ
ラ
の
成
長
を
見
守
る
マ
レ
フ
ィ
セ
ン
ト
は
、

自
分
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
慕
う
オ
ー
ロ
ラ
と
接
す
る
う
ち
に
、
次
第
に
愛
情
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
自
分
が
か
け
た
呪
い
を
後
悔
す
る
の
だ
。

ｃ

、
マ
レ
フ
ィ
セ
ン
ト
の
い
か
な
る
魔
法
を
も
っ
て
し
て
も
、
呪
い
は
消
え
な
い
。
予
言
ど
お
り
一
六
歳
の
誕
生
日
に
糸
車
に
指
を
刺
さ

れ
て
眠
っ
て
し
ま
っ
た
オ
ー
ロ
ラ
を
救
う
た
め
に
、
マ
レ
フ
ィ
セ
ン
ト
は
、
隣
国
の
王
子
フ
ィ
リ
ッ
プ
を
城
の
な
か
へ
と
導
き
、
眠
っ
て
い
る
オ
ー

ロ
ラ
姫
に
キ
ス
を
さ
せ
る
と
い
う
手
段
をＢ
コ
ウ
じ
る
。

原
作
と
最
も
大
き
く
異
な
る
の
は
、
こ
の
あ
と
で
あ
る
。
王
子
は
、
以
前
森
の
な
か
で
オ
ー
ロ
ラ
姫
に
出
会
っ
て
恋
心
を
抱
い
た
こ
と
が
あ
っ
た

が
、

Ｙ

し
た
が
っ
て
、
こ
の
出
来
事
は
、
姫
の
美
し
い
外
貌
に
惹
か
れ
た
王
子
の
恋
心
で
は
、
真
実
の
愛
の
域
に
ま
で
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ

い
と

と
を
意
味
す
る
。
か
つ
て
自
分
を
裏
切
っ
た
恋
人
へ
の
復
讐
の
た
め
に
呪
い
を
か
け
た
相
手
、
つ
ま
り
憎
い
敵
の
子
で
あ
る
と
知
り
つ
つ
も
、
愛
し

い
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ず
、
心
か
ら
救
い
た
い
と
祈
る
女
性
の
心
に
宿
っ
た

い

愛
こ
そ
、
真
実
の
愛
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
オ
ー
ロ
ラ
姫

も
、
か
つ
て
父
が
盗
ん
だ
翼
を
捜
し
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
城
か
ら
脱
出
で
き
ずＣ
キ
ュ
ウ
チ
に
陥
っ
た
マ
レ
フ
ィ
セ
ン
ト
に
翼
を
与
え
、
救
い
出
す
。
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�
�

�
�

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、

1

〜

27

。

二
〇
一
五
年
に
製
作
さ
れ
た
実
写
版
映
画
『
シ
ン
デ
レ
ラ
』（C

in
d

erella,

ケ
ネ
ス
・
ブ
ラ
ナ
ー
監
督
）
は
、
大
筋
と
し
て
注
1ペ

ロ
ー
の
童
話
に

沿
っ
て
い
る
が
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
版
（
一
九
五
〇
年
製
作
）
と
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
変
更
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

ａ

、

ま
ま
は
は

シ
ン
デ
レ
ラ
が
継
母
の
い
じ
め
に
耐
え
か
ね
て
馬
に
乗
っ
て
森
に
出
か
け
た
さ
い
に
、
狩
り
を
し
て
い
た
王
子
と
出
会
う
と
い
うＡ
ソ
ウ
ワ
が
新
た
に

ひ

加
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
と
き
二
人
は
、
お
互
い
の
境
遇
を
知
ら
な
い
ま
ま
会
話
を
交
わ
し
、
惹
か
れ
合
う
。
王
子
は
自
分
が
見
習
い
と
し
て
宮
殿
に

仕
え
て
い
る
と
偽
り
、「
キ
ッ
ト
」
と
名
乗
る
。

ｂ

、
の
ち
に
シ
ン
デ
レ
ラ
が
舞
踏
会
に
行
き
た
が
る
の
は
、
王
子
にⅰ
謁
見
し
た
い
か
ら

で
は
な
く
、
使
用
人
キ
ッ
ト
と
の
再
会
を
願
っ
た
た
め
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
話
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。

舞
踏
会
で
再
会
し
た
と
き
、
シ
ン
デ
レ
ラ
は
キ
ッ
ト
が
王
子
で
あ
っ
た
こ
と
を
初
め
て
知
り
、
王
子
は
彼
女
を
「
あ
る
国
の
王
女
」
で
あ
る
と
思

い
込
む
。
最
後
に
シ
ン
デ
レ
ラ
は
、
王
子
が
ガ
ラ
ス
の
靴
を
残
し
て
い
っ
た
謎
の
女
性
を
捜
し
て
家
を
訪
ね
て
来
た
と
き
、
王
女
で
は
な
い
あ
り
の

ま
ま
の
自
分
を
王
子
が
受
け
入
れ
て
く
れ
る
か
ど
う
か
、
不
安
を
覚
え
る
。
彼
女
が
勇
気
を
奮
い
起
こ
し
て
、
王
子
に
歩
み
寄
り
な
が
ら
、「
私
に

は
馬
車
も
、
両
親
も
、
持
参
金
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
打
ち
明
け
る
場
面
が
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
な
っ
て
い
る
。

Ｘ

ま
た
、
実
写
版
で
は
、
シ
ン
デ
レ
ラ
が
最
後
に
、
自
分
を
い
じ
め
抜
い
た
継
母
に
向
か
っ
て
、「
私
は
あ
な
た
を
許
し
ま
す
」
と
言
う
。
動
物
と

し
れ
つ

の
交
流
に
重
点
を
置
い
た
コ
メ
デ
ィ
ー
風
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
版
よ
り
も
、
シ
ン
デ
レ
ラ
の
境
遇
の
悲
惨
さ
や
い
じ
め
の
熾
烈
さ
が
リ
ア
ル
に
描
か

れ
て
い
る
だ
け
に
、
こ
の
言
葉
は
重
み
を
帯
び
て
響
く
。
こ
こ
で
は
、
シ
ン
デ
レ
ラ
自
身
のⅱ
克
己
心
を
描
き
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、1
彼
女
に
人
間
的

な
深
み
が
付
与
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
〇
一
四
年
に
製
作
さ
れ
た
実
写
版
映
画
『
マ
レ
フ
ィ
セ
ン
ト
』（M

aleficen
t,

ロ
バ
ー
ト
・
ス
ト
ロ
ン
バ
ー
グ
監
督
）
は
、
原
作
の
『
眠
れ
る

森
の
美
女
』
と
も
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
版
（
一
九
五
九
年
製
作
）
と
も
、
大
き
く
異
な
る
物
語
へ
と
様
変
わ
り
し
て
い
る
。
あ
る
王
国

で
生
ま
れ
た
オ
ー
ロ
ラ
姫
に
、
妖
精
マ
レ
フ
ィ
セ
ン
ト
が
「
一
六
歳
の
誕
生
日
に
、
姫
は
糸
車
の
針
に
指
を
刺
さ
れ
、
永
遠
の
眠
り
に
つ
く
。
そ
の

国
語
①

右ページから問題開始
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（
2
）

Ａ

・

Ｂ

に
入
る
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー

ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

21

。

�

Ａ

序
詞

Ｂ

縁
語

�

Ａ

縁
語

Ｂ

掛
詞

�

Ａ

掛
詞

Ｂ

序
詞

�

Ａ

掛
詞

Ｂ

縁
語

�

Ａ

序
詞

Ｂ

掛
詞

�

Ａ

縁
語

Ｂ

序
詞

（
3
）

線
部
�

〜
�

の
中
か
ら
、
誤
り
を
含
ん
だ
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

22

。

（
4
）
「
大
江
山
」
の
歌
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

23

。

�

母
か
ら
の
安
否
の
知
ら
せ
が
届
か
な
い
の
を
心
配
し
て
い
る
。

�

母
か
ら
の
助
言
は
受
け
る
ま
で
も
な
い
と
自
信
を
示
し
て
い
る
。

�

母
か
ら
の
指
導
は
受
け
て
い
な
い
と
抗
議
し
て
い
る
。

�

母
か
ら
の
返
答
を
期
待
し
て
待
ち
遠
し
く
思
っ
て
い
る
。

�

母
か
ら
の
教
示
は
受
け
た
く
な
い
と
対
抗
心
を
燃
や
し
て
い
る
。

（
国
語
②
問
題

お
わ
り
）
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国語①〔 ２ 日目〕
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

�
�

問
六

線
部
Ｄ
「
い
づ
れ
に
お
ろ
か
は
侍
ら
ね
ど
も
」
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
1
）
〜
（
3
）
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（
1
）
こ
の
中
に
含
ま
れ
な�

い�

も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

13

。

�

格
助
詞

�

接
続
助
詞

�

副
助
詞

�

係
助
詞

�

助
動
詞

（
2
）
「
侍
ら
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
次
の
文
の

Ⅰ

〜

Ⅲ

に
入
る
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、

後
の
�

〜
	

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

14

。

Ⅰ

に
対
す
る

Ⅱ

の
敬
意
を
表
す

Ⅲ

で
あ
る
。

�

Ⅰ

尼
公

Ⅱ

娘

Ⅲ

尊
敬
語

�

Ⅰ

尼
公

Ⅱ

娘

Ⅲ

謙
譲
語

�

Ⅰ

尼
公

Ⅱ

娘

Ⅲ

丁
寧
語

�

Ⅰ

読
者

Ⅱ

娘

Ⅲ

丁
寧
語

�

Ⅰ

読
者

Ⅱ

尼
公

Ⅲ

謙
譲
語

�

Ⅰ

読
者

Ⅱ

尼
公

Ⅲ

尊
敬
語

�

Ⅰ

地
蔵
菩
薩

Ⅱ

尼
公

Ⅲ

尊
敬
語

	

Ⅰ

地
蔵
菩
薩

Ⅱ

尼
公

Ⅲ

謙
譲
語
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国語②〔 １ 日目〕

�
�

�
�

（
3
）
内
容
を
表
し
た
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

15

。

�

ど
れ
か
が
他
に
比
べ
て
愚
か
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
す
が

�

ど
れ
が
特
に
愚
か
し
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
す
が

�

ど
れ
も
愚
か
し
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が

�

ど
れ
か
が
他
に
比
べ
て
堪
え
が
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
す
が

�

ど
れ
が
特
に
堪
え
が
た
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
す
が

�

ど
れ
も
堪
え
が
た
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が

問
七

線
部
Ｅ
「
た
ち
ま
ち
高
声
に
「
南
無
地
蔵
」
と
唱
へ
て
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
行
動
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、

次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

16

。

�

和
解
に
失
敗
し
た
た
め
、
最
後
に
ま
た
娘
の
嫌
う
名
号
を
唱
え
た
。

�

い
つ
も
の
習
慣
な
の
で
、
ほ
と
ん
ど
反
射
的
に
名
号
を
唱
え
た
。

�

臨
終
の
間
際
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
信
仰
心
か
ら
名
号
を
唱
え
た
。

こ
た

�

娘
の
思
い
や
り
に
応
え
て
、
そ
の
望
み
通
り
に
名
号
を
唱
え
た
。

�

夢
の
中
に
現
れ
た
地
蔵
菩
薩
に
導
か
れ
て
、
そ
の
名
号
を
唱
え
た
。

問
八

線
部
Ｆ
「
な
ど
か
な
か
ら
ん
や
」
と
最
も
近
い
意
味
に
な
る
語
句
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

17

。

�

あ
ら
ざ
ら
ん

�

あ
ら
ん
ず
ら
ん

�

あ
り
が
た
し

�

あ
り
ぬ
べ
し

�

あ
る
べ
か
ら
ず

�

あ
る
め
り
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問
十
一

問
題
文
に
は
母
と
娘
が
登
場
し
て
い
ま
す
が
、
平
安
時
代
の
あ
る
母
と
娘
に
つ
い
て
記
し
た
次
の
文
章
に
つ
い
て
、
後
の
（
1
）
〜

（
4
）
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

娘
の
詠
ん
だ
歌
と
し
て
あ
ま
り
に
有
名
な
の
は
、

大
江
山
い
く
野
の
道
の
遠
け
れ
ば
ま
だ
ふ
み
も
見
ず
天
の
橋
立

で
あ
る
。
大
治
二
年
（
一
一
二
七
）
ご
ろ
に
成
っ
た
�

第
五
番
目
の
勅
撰
和
歌
集
『
金
葉
和
歌
集
』
に
入
っ
た
あ
と
、
そ
れ
か
ら�
百
年
余
り
後
に

成
立
し
た
『
小
倉
百
人
一
首
』
に
も
採
ら
れ
た
。「
ふ
み
」
は
「
踏
み
」
と
「
文
」
の

Ａ

で
、
そ
の
「
踏
み
」
は
「
道
」
あ
る
い
は

「
橋
」
と
の

Ｂ

。『
金
葉
和
歌
集
』
の
詞
書
に
よ
れ
ば
、
歌
合
に
際
し
て
、「
丹
後
へ
人
は
つ
か
は
し
て
け
ん
や
、
使
詣
で
来
ず
や
、

い
か
に
心
も
と
な
く
お
ぼ
す
ら
ん
」
な
ど
と
定
頼
卿
か
ら
言
わ
れ
て
、
即
興
で
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。「
天
の
橋
立
」
は
、
現
在
の
�

京
都
府
の
北

部
に
位
置
す
る
「
丹
後
」
国
の
名
所
だ
が
、
母
は
そ
の
時
、
国
守
と
し
て
赴
任
し
た
夫
と
と
も
に
、
丹
後
国
に
い
た
の
で
あ
る
。
母
は
、�
歴
史

物
語
で
あ
る
『
栄
花
物
語
』
の
作
者
と
も
さ
れ
る
赤
染
衛
門
と
並
び
称
さ
れ
も
し
た
、
和
歌
の
名
手
。
恋
多
き
女
性
と
し
て
も
知
ら
れ
、
特
に

は
情
熱
的
な
恋
歌
に
秀
歌
が
多
く
見
ら
れ
る
。
母
と
娘
は
と
も
に
、�
清
少
納
言
も
仕
え
た
中
宮
彰
子
に
仕
え
て
い
た
。
し
か
し
、
娘
は
二
十
歳

代
後
半
で
病
死
、
先
立
た
れ
た
母
は
、「
な
ど
て
君
む
な
し
き
空
に
消
え
に
け
む
淡
雪
だ
に
も
ふ
れ
ば
ふ
る
よ
に
」
な
ど
の
哀
傷
歌
を
詠
ん
で

も
い
る
。

（
1
）
右
の
文
章
に
登
場
す
る
母
と
娘
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な

さ
い
。
解
答
番
号
は

20

。

�

和
泉
式
部
・
小
式
部
内
侍

�

紫
式
部
・
小
式
部
内
侍

�

小
野
小
町
・
小
式
部
内
侍

�

額
田
王
・
周
防
内
侍

�

阿
仏
尼
・
周
防
内
侍
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問
九

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

18

。

�

無
道

�

霊
験

�

執
着

�

不
孝

�

方
便

問
十

問
題
文
の
内
容
と
最
も
よ
く
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

19

。

�

娘
が
名
号
な
ど
を
殊
更
に
嫌
う
の
を
何
度
も
目
の
当
た
り
に
し
て
、
執
着
す
る
こ
と
の
罪
深
さ
に
自
然
と
思
い
至
っ
た
尼
公
が
、
地
蔵
菩

薩
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

�

親
孝
行
の
娘
が
熱
心
に
名
号
の
あ
り
が
た
さ
を
説
き
続
け
た
結
果
、
救
い
よ
う
の
な
い
悪
人
で
あ
っ
た
尼
公
も
最
後
に
は
改
心
し
て
、
地

蔵
菩
薩
の
救
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

�

親
不
孝
を
装
っ
て
ま
で
何
と
か
母
を
救
お
う
と
し
た
娘
の
孝
心
に
全
く
気
付
か
な
い
、
あ
ま
り
の
愚
か
さ
を
哀
れ
ん
で
、
慈
悲
深
い
地
蔵

菩
薩
が
尼
公
を
成
仏
へ
と
導
い
て
く
れ
た
。

�

娘
へ
の
対
抗
心
か
ら
名
号
を
唱
え
続
け
た
不
信
心
の
尼
公
の
方
が
か
え
っ
て
、
も
と
も
と
信
心
深
か
っ
た
娘
よ
り
も
多
く
の
ご
利
益
を
、

地
蔵
菩
薩
か
ら
授
け
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

�

信
仰
心
厚
い
孝
行
娘
の
苦
心
の
計
略
が
実
っ
て
、
全
く
信
仰
心
な
ど
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
悪
人
の
尼
公
も
、

地
蔵
菩
薩
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

�
�

問
三

線
部
Ａ
「
い
は
ん
や
」
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
1
）、（
2
）
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（
1
）
「
い
は
」
に
当
て
ら
れ
る
漢
字
と
同
じ
漢
字
が

に
入
ら
な�

い�

も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ

い
。
解
答
番
号
は

9

。

�

近

�

異

�

盛

�

情

�

比

（
2
）
「
い
は
ん
や
」
と
読
む
漢
字
が

に
入
る
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

10

。

ト

ラ

カ
ラ

テ

ヲ

ラ
ン

ラ

�

不
レ

中
不
レ

遠
矣
。

�

百
獣
之
見
レ

我
而

不
レ

走
乎
。

ル
ト
モ

ト

カ
レ

ル

ト

ス
ラ

ツ

フ

ヲ

ケ
ル

ヲ

�

為
二

鶏
口
一

、
無
レ

為
二

牛
後
一

。

�

死
馬
且
買
レ

之
、

生
者
乎
。

ラ
ン

ヲ

�

嗚
呼
、
燕
雀

知
二

鴻
鵠
之
志
一

哉
。
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問
二

線
部
ａ
〜
ｄ
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

5

〜

8

。

5

ａ
「
や
や
も
す
れ
ば
」

�

し
ば
ら
く
し
て

�

し
だ
い
に

�

い
よ
い
よ

�

な
ん
と
し
て
も

�

ど
う
か
す
る
と

6

ｂ
「
わ
が
身
に
お
く
れ
て
」

�

私
に
先
立
た
れ
て

�

私
よ
り
劣
っ
て

�

私
と
疎
遠
に
な
っ
て

�

私
に
と
っ
て
足
手
ま
と
い
で

�

私
が
間
に
合
わ
な
く
て

7

ｃ
「
衣
ひ
き
か
づ
き
」

�

着
物
を
引
っ
張
り

�

着
物
を
引
き
出
し

�

着
物
を
頭
か
ら
か
ぶ
り

�

着
物
を
下
に
敷
き

�

着
物
を
肩
に
掛
け

8

ｄ
「
せ
ん
方
な
け
れ
ば
」

�

他
に
方
法
を
考
え
な
い
の
な
ら

�

先
が
見
え
ず
不
安
だ
か
ら

�

何
ら
か
の
手
段
が
あ
る
と
す
れ
ば

�

ど
う
に
も
仕
様
が
な
い
の
で

�

何
ら
仕
方
な
い
と
す
れ
ば
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�
�

�
�

問
四

線
部
Ｂ
「
や
ら
ん
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
次
の
文
の

Ⅰ

〜

Ⅲ

に
入
る
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も

の
を
、
後
の
�

〜
	

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

11

。

「
や
ら
ん
」
は
、

Ⅰ

「
に
」
に
、
係
助
詞
「
や
」、

Ⅱ

の
未
然
形
「
あ
ら
」、
推
量
の
意
の
助
動
詞
の

Ⅲ

「
む
」

が
付
い
た
「
に
や
あ
ら
ん
」
か
ら
転
じ
た
も
の
で
あ
る
。

�

Ⅰ

格
助
詞

Ⅱ

ラ
行
四
段
活
用
動
詞

Ⅲ

終
止
形

�

Ⅰ

格
助
詞

Ⅱ

ラ
行
変
格
活
用
動
詞

Ⅲ

終
止
形

�

Ⅰ

格
助
詞

Ⅱ

ラ
行
変
格
活
用
動
詞

Ⅲ

連
体
形

�

Ⅰ

完
了
の
意
の
助
動
詞
の
連
用
形

Ⅱ

ラ
行
四
段
活
用
動
詞

Ⅲ

終
止
形

�

Ⅰ

完
了
の
意
の
助
動
詞
の
連
用
形

Ⅱ

ラ
行
変
格
活
用
動
詞

Ⅲ

連
体
形

�

Ⅰ

完
了
の
意
の
助
動
詞
の
連
用
形

Ⅱ

ラ
行
四
段
活
用
動
詞

Ⅲ

連
体
形

�

Ⅰ

断
定
の
意
の
助
動
詞
の
連
用
形

Ⅱ

ラ
行
四
段
活
用
動
詞

Ⅲ

終
止
形

	

Ⅰ

断
定
の
意
の
助
動
詞
の
連
用
形

Ⅱ

ラ
行
変
格
活
用
動
詞

Ⅲ

連
体
形

問
五

線
部
Ｃ
「
う
ち
と
け
て
問
は
れ
け
れ
ば
」
と
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
普
段
と
異
な
り
「
う
ち
と
け
て
」
た
ず
ね
た
の
か
、
そ
の
理
由
と
し

て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

12

。

�

大
変
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
娘
か
ら
打
ち
明
け
ら
れ
て
、
母
と
し
て
娘
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
い
く
ら
か
生
じ
た
か
ら
。

な
だ

�

娘
に
遠
く
へ
行
か
れ
て
し
ま
っ
て
は
色
々
と
困
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
何
と
か
宥
め
て
引
き
留
め
た
い
と
考
え
た
か
ら
。

�

娘
が
苦
手
で
堪
え
が
た
い
と
感
じ
る
こ
と
を
詳
し
く
聞
き
出
し
て
、
娘
に
対
抗
す
る
際
の
材
料
に
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
。

�

目
障
り
な
娘
が
ど
こ
か
に
去
っ
て
く
れ
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
、
そ
の
意
向
に
同
調
す
る
素
振
り
を
見
せ
て
お
こ
う
と
し
た
か
ら
。

�

娘
に
対
す
る
思
い
や
り
が
芽
生
え
た
か
の
よ
う
に
見
せ
か
け
て
お
い
て
、
あ
と
で
が
っ
か
り
さ
せ
て
や
ろ
う
と
企
ん
だ
か
ら
。
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�
�

問
一

線
部
Ⅰ
「
見
せ
ず
」
Ⅱ
「
住
ま
ば
や
」
Ⅲ
「
心
う
く
候
へ
」
Ⅳ
「
ゐ
ら
れ
し
」
Ⅴ
「
消
え
な
ん
」
の
五
つ
の
語
句
の
中
に
は
、
次
の

1

〜

4

（
解
答
番
号
同
じ
）
が
そ
れ
ぞ
れ
い
く
つ
あ
り
ま
す
か
。
そ
の
個
数
を
、
後
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク

し
な
さ
い
（
同
じ
記
号
を
何
度
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。

1

二
つ
の
単
語
か
ら
な
る
と
考
え
ら
れ
る
語
句

2

動
詞
ま
た
は
助
動
詞
の
連
用
形
を
含
む
語
句

3

下
二
段
活
用
動
詞
を
含
む
語
句

4

用
言
を
二
つ
含
む
語
句

�

0
個

�

1
個

�

2
個

�

3
個

�

4
個

�

5
個
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73

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

公
の
老
い
の
山
の
雪
も
や
やⅤ
消
え
な
ん
と
す
る
時
、
さ
す
が
恩
愛
の
名
残
な
れ
ば
、
娘
を
近
く
召
し
よ
せ
、
今
生
の
別
れ
を
惜
し
む
。
娘
、
い
た
ま

し
くｄ
せ
ん
方
な
け
れ
ば
、
い
か
に
も
し
て
念
仏
を
す
す
め
た
く
思
ひ
、
耳
の
き
は
に
口
さ
し
あ
て
例
の
ひ
が
み
ご
と
を
言
ひ
か
け
け
れ
ば
、Ｅ
た
ち
ま

ち
高
声
に
「
南
無
地
蔵
」
と
唱
へ
て
息
た
え
ぬ
。

さ
れ
ば
、
一
端
不
孝
に
似
た
り
と
い
へ
ど
も
、
救
ふ
に
道
を
以
て
せ
ば
、
何
ぞ
常
道
に
違
ふ
べ
き
。
い
は
ん
や
注
7棄

恩
入
無
為
こ
そ
真
の
孝
と
あ
る

さ
つ
た

を
や
。注
8

薩
埵
の
め
ぐ
み
、Ｆ
な
ど
か
な
か
ら
ん
や
。
そ
の
の
ち
夢
中
に
、「
我
は
地
蔵
菩
薩
に
た
す
け
ら
れ
て
、
永
く
注
9三

途
の
業
を
い
で
た
り
」
と
、

云
々
。

（『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
に
よ
る
）

注
1

津
国
＝
摂
津
国
（
現
在
の
大
阪
府
・
兵
庫
県
の
一
部
）。

注
2

後
室
＝
未
亡
人
。

注
3

日
用
彝
倫
＝
普
通
の
人
の
守
る
べ
き
道
。

注
4

欣
求
＝
心
か
ら
願
い
求
め
る
こ
と
。

注
5

業
果
＝
前
世
の
業
因
に
よ
っ
て
受
け
る
報
い
。

注
6

斎
日
＝
在
家
信
者
が
戒
を
守
っ
て
身
心
を
つ
つ
し
む
精
進
の
日
。

注
7

棄
恩
入
無
為
＝
剃
髪
・
出
家
す
る
際
に
唱
え
ら
れ
る
、「
流
転
三
界
中

恩
愛
不
能
断

棄
恩
入
無
為

真
実
報
恩
者
」
の
一
句
。

注
8

薩
埵
＝
菩
薩
。
こ
こ
で
は
、
地
蔵
菩
薩
の
こ
と
。

注
9

三
途
＝
死
者
が
悪
行
の
た
め
に
赴
く
、
地
獄
道
な
ど
の
三
つ
の
場
所
。
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�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

1

〜

23

。

注
1津

国
難
波
津
に
住
み
け
る
尼
公
侍
り
き
。
山
井
小
宰
相
知
平
と
い
ふ
の
注
2後

室
な
り
。
き
は
め
て
悪
人
に
て
、
人
の
悪
を
言
ふ
こ
と
を
よ
ろ
こ
び
、

い
り
ん

ご
ん
ぐ

他
の
善
を
見
て
ね
た
む
。
注
3日

用
彝
倫
だ
も
か
く
の
ご
と
し
。Ａ
い
は
ん
や
仏
法
の
道
と
て
つ
ゆ注
4

欣
求
の
心
な
し
。
さ
れ
ば
家
貧
に
し
て
、
旦
夕
の
煙
も

た
え
だ
え
な
り
。

し
か
る
に
、
か
の
娘
一
人
あ
り
し
が
、
常
に
地
蔵
尊
を
信
じ
き
。
積
累
の
感
応
あ
ら
は
れ
て
、
富
家
に
と
つ
ぎ
ぬ
。
さ
る
か
ら
母
も
余
慶
を
か
う

ぶ
り
、
や
す
く
渡
世
し
に
け
り
。
さ
れ
ど
も
、
か
の
母
も
と
よ
り
無
道
の
質
に
て
、
平
生
娘
と
ひ
が
み
て
和
顔
を
もⅠ
見
せ
ず
、ａ
や
や
も
す
れ
ば
未
来

の
注
5業

果
を
ま
ね
く
は
た
ら
き
ば
か
り
な
り
。
娘
、
こ
の
こ
と
を
ひ
た
す
ら
悲
し
み
て
思
ふ
や
う
、「
ま
こ
と
に
我
ら
の
は
ぐ
く
み
に
て
か
く
の
ご
と

く
世
を
お
く
り
給
ふ
と
て
、
い
か
に
か
や
う
に
我
を
に
く
み
給
ふ
ぞ
や
。
も
し
も
老
少
不
定
の
な
ら
ひ
、ｂ
わ
が
身
に
お
く
れ
て
ゐ
給
は
ば
、
た
れ
か

一
口
の
食
を
ほ
ど
こ
し
申
す
者
あ
ら
ん
。
一
仏
の
名
号
を
も
唱
へ
さ
せ
奉
ら
ん
」
と
た
く
み
け
る
ほ
ど
に
、
あ
る
時
申
し
け
る
は
、「
何
ご
と
も
と

も
し
き
こ
と
は
な
け
れ
ど
も
、
世
の
中
に
何
と
も
こ
ら
へ
が
た
き
こ
と
、
四
つ
侍
る
。
こ
の
四
つ
の
こ
と
の
な
き
里
にⅡ
住
ま
ば
や
と
ね
が
ひ
侍
る
」

と
言
ひ
け
れ
ば
、
母
、「
何
ご
とＢ
や
ら
ん
」
とＣ
う
ち
と
け
て
問
は
れ
け
れ
ば
、
娘
の
言
は
く
、「
夏
に
な
れ
ば
空
に
鳴
る
雷
と
、
地
蔵
の
名
号
唱
ふ
る

声
と
、
雲
間
の
電
光
と
、
袈
裟
か
け
た
る
人
と
、
こ
の
四
つ
な
り
。Ｄ
い
づ
れ
に
お
ろ
か
は
侍
ら
ね
ど
も
、
別
し
て
袈
裟
う
ち
か
け
て
『
南
無
地
蔵
大

菩
薩
』
と
唱
ふ
る
声
を
聞
く
こ
そ
、Ⅲ
心
う
く
候
へ
。
ま
し
て
四
、
五
返
、
十
返
な
ん
ど
申
さ
ん
は
、
い
か
ば
か
り
い
や
に
侍
る
」
と
ぞ
申
し
け
る
。

尼
公
、「
よ
き
こ
と
を
も
聞
き
た
る
も
の
か
な
」
と
黙
し
てⅣ
ゐ
ら
れ
し
が
、
袈
裟
思
ふ
ま
ま
に
用
意
し
て
、
娘
の
意
に
さ
か
は
ん
と
思
ふ
時
は
、
袈

裟
肩
に
う
ち
か
け
て
、
高
声
に
「
南
無
地
蔵
大
菩
薩
」
と
唱
ふ
る
こ
と
、
数
百
返
に
お
よ
べ
り
。
娘
は
こ
れ
を
き
ら
ふ
体
に
も
て
な
し
、
目
を
と
ぢ

耳
を
お
さ
へ
てｃ
衣
ひ
き
か
づ
き
伏
し
け
れ
ば
、
い
よ
い
よ
声
を
か
ぎ
り
に
唱
へ
け
る
。
娘
の
帰
り
し
あ
と
ま
で
も
つ
ぶ
や
き
て
、
地
蔵
の
名
号
を
ぞ

唱
へ
け
る
。
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
き

な
り
。

か
く
あ
り
て
よ
り
は
、
注
6斎

日
な
ど
に
は
常
に
き
た
り
て
、
ひ
が
み
あ
ひ
て
久
し
く
ゐ
け
れ
ば
、
件
の
ご
と
く
し
け
り
。
さ
れ
ば
、
星
霜
つ
も
り
尼

国
語
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�

前
者
で
は
、「
最
大
の
要
因
は
縫
い
針
の
発
明
だ
ろ
う
」
と
、
縫
い
針
の
発
明
を
驚
き
を
も
っ
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
で
、
筆
者
の

思
い
を
強
く
伝
え
る
効
果
的
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
後
者
で
は
、
壮
大
な
構
想
を
も
つ
論
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
筆
者
の
伝
え

る
内
容
が
部
分
的
な
も
の
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
印
象
付
け
る
効
果
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

�

前
者
で
は
、「
最
大
の
要
因
は
縫
い
針
の
発
明
だ
ろ
う
」
と
、
縫
い
針
の
構
造
的
な
特
徴
を
的
確
に
捉
え
て
書
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

内
容
を
書
く
こ
と
で
、
読
者
の
理
解
を
促
進
す
る
効
果
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
後
者
で
は
、
最
新
の
研
究
成
果
の
中
か
ら
、
読
者
も
興
味
を

抱
き
や
す
い
も
の
を
取
り
上
げ
て
示
す
こ
と
で
、
更
に
理
解
を
深
め
る
効
果
が
あ
る
と
言
え
る
。

�

前
者
で
は
、「
人
間
の
暮
ら
す
環
境
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
最
大
の
要
因
は
」
と
、
様
々
な
要
因
の
中
で
も
最
も
重
要
な
も
の
を
選
択
し

て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
で
、
読
者
に
縫
い
針
の
よ
さ
を
強
く
印
象
づ
け
る
効
果
が
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
後
者
で
は
、
筆
者
が
長
く
共

同
で
研
究
を
進
め
て
き
た
研
究
者
の
理
論
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
論
に
説
得
力
を
も
た
ら
す
効
果
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

�

前
者
で
は
、「
最
大
の
要
因
は
縫
い
針
の
発
明
だ
ろ
う
」
と
、
読
者
が
あ
ま
り
想
定
で
き
な
い
よ
う
な
意
外
な
考
え
を
述
べ
て
い
る
。
こ

う
し
た
内
容
を
選
択
し
て
書
く
こ
と
で
、
読
み
手
に
も
強
い
興
味
を
抱
か
せ
る
効
果
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
後
者
の
叙
述
は
、
現
代
の
研
究

理
論
に
触
れ
な
が
ら
そ
の
内
容
を
解
説
す
る
こ
と
で
、
筆
者
の
論
に
説
得
性
を
持
た
せ
る
効
果
が
あ
る
と
言
え
る
。

�

前
者
で
は
、「
人
間
の
暮
ら
す
環
境
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
最
大
の
要
因
は
」
と
、
環
境
に
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
や
そ
の
要
因
を
述
べ
る

た
め
の
論
の
整
理
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
書
く
こ
と
で
、
読
者
の
理
解
を
促
進
す
る
効
果
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
後
者
で
は
、
新
た
な

論
を
端
的
に
解
説
す
る
こ
と
で
、
一
読
し
て
内
容
の
大
体
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
効
果
が
あ
る
と
言
え
る
。（

国
語
①
問
題

お
わ
り
）
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�
�

�
�

問
十

高
校
生
の
田
中
さ
ん
は
、
興
味
を
も
っ
て
い
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
論
じ
た
文
章
を
読
み
、
文
章
の
構
成
や
展
開
を
確
か
め
、
内
容
や
表
現
の

仕
方
を
評
価
し
て
書
評
に
ま
と
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の
問
題
文
を
選
ん
で
読
み
、
内
容
や
表
現
の
仕
方
の
特
徴
を
捉
え
て
自
分

の
考
え
を
説
明
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

田
中
さ
ん
は
文
章
を
読
み
返
し
、
特
徴
的
だ
と
考
え
る
叙
述
を
選
び
出
し
、
次
の
二
つ
の
視
点
を
用
い
て
書
評
を
書
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

○

線
部
4
「
こ
う
し
た
人
間
の
暮
ら
す
環
境
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
最
大
の
要
因
は
縫
い
針
の
発
明
だ
ろ
う
」
が
も
つ
、
述
べ
て
い
る

内
容
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
に
つ
い
て
。

○

線
部
5
「
二
十
年
来
の
友
人
で
あ
る
入
來
篤
史
は
、
進
化
を
、
脳
、
心
、
環
境
の
三
つ
の
相
互
依
存
的
な
関
係
の
中
で
捉
え
る
と
い

う
三
元
ニ
ッ
チ
構
築
理
論
と
い
う
壮
大
な
理
論
を
提
唱
し
て
い
る
」
が
も
つ
、
事
例
の
出
し
方
の
意
図
に
つ
い
て
。

書
評
の

に
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
が
入
る
で
し
ょ
う
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー

ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

23

。

【
田
中
さ
ん
が
書
い
て
い
る
書
評
（
一
部
を
取
り
上
げ
た
も
の
）】

続
い
て
、「
こ
う
し
た
人
間
の
暮
ら
す
環
境
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
最
大
の
要
因
は
縫
い
針
の
発
明
だ
ろ
う
」
と
、「
二
十
年
来
の
友
人
で
あ
る

入
來
篤
史
は
、
進
化
を
、
脳
、
心
、
環
境
の
三
つ
の
相
互
依
存
的
な
関
係
の
中
で
捉
え
る
と
い
う
三
元
ニ
ッ
チ
構
築
理
論
と
い
う
壮
大
な
理
論
を
提

唱
し
て
い
る
」
の
二
つ
の
叙
述
を
取
り
上
げ
る
。
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

�
�

問
九

線
部
3
「
人
の
心
は
魂
に
よ
っ
て
働
く
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
生
物
学
的
な
基
盤
が
存
在
す
る
。
つ
ま
り
人
間
の
心
に
つ
い
て
考
え

る
場
合
、
心
の
進
化
に
つ
い
て
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
部
分
は
、
筆
者
の
論
の
展
開
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

22

。

�

前
段
で
述
べ
て
き
た
進
化
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
の
考
え
に
対
し
て
、
心
の
進
化
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
で
根
拠

を
提
示
し
て
い
く
こ
と
を
表
明
す
る
役
割
。

�

進
化
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を
考
え
る
上
で
、
前
段
で
用
い
た
十
種
競
技
の
た
と
え
に
対
し
て
、
人
の
心
が
魂
に
よ
っ
て
働
く
も

の
で
は
な
い
と
い
う
新
た
な
異
な
る
視
点
を
読
者
に
提
示
す
る
役
割
。

�

前
段
ま
で
に
述
べ
て
き
た
内
容
と
は
全
く
異
な
る
、
心
の
進
化
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
に
当
た
っ
て
、
人

の
心
は
魂
に
よ
っ
て
働
く
の
で
は
な
い
と
い
う
、
筆
者
の
明
確
な
意
思
を
提
示
す
る
役
割
。

�

人
の
心
は
魂
に
よ
っ
て
働
く
の
で
は
な
い
と
い
う
視
点
を
提
示
し
、
前
段
で
述
べ
て
き
た
、
進
化
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
に
つ
い

て
、
同
じ
内
容
を
異
な
る
事
例
を
用
い
て
説
明
し
て
い
く
こ
と
を
読
者
に
表
明
す
る
役
割
。

�

進
化
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を
考
え
る
上
で
、
前
段
で
述
べ
て
き
た
、
適
応
度
を
高
め
る
と
い
う
視
点
に
加
え
、
心
の
進
化
に
つ

い
て
も
考
え
る
と
い
う
正
反
対
の
視
点
を
読
者
に
提
示
す
る
役
割
。
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�
�

問
八

線
部
2
「
さ
て
進
化
と
い
う
の
に
は
二
つ
の
前
提
が
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
述
べ
方
を
す
る
筆
者
の
意
図
と
し
て
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

21

。

�

読
者
が
進
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
進
め
る
た
め
の
枠
組
を
示
す
こ
と
で
、
筆
者
の
論
を
納
得
し
て
も
ら
い
や
す
く
す
る
。

�

本
書
で
述
べ
る
進
化
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を
明
確
に
定
義
し
、
そ
の
定
義
に
基
づ
い
た
考
察
を
進
め
や
す
く
す
る
。

�

読
者
が
知
り
得
な
か
っ
た
意
外
な
情
報
を
新
た
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
読
み
手
の
知
的
な
関
心
を
引
き
出
す
。

�

そ
の
後
に
反
対
の
考
え
を
示
す
た
め
の
布
石
と
し
て
二
つ
の
内
容
を
述
べ
、
読
者
の
共
感
を
得
や
す
く
す
る
。

�

結
論
を
明
確
に
述
べ
た
後
、
複
数
の
事
例
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
事
実
に
即
し
た
論
の
進
め
方
と
な
る
よ
う
に
す
る
。 三

校
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�
�

問
六

α

に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

19

。

�

種
の
存
続
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
な
い

�

気
候
の
変
化
が
種
の
絶
滅
を
招
く

�

環
境
が
ず
っ
と
同
じ
状
態
で
は
な
い

�

食
料
の
確
保
が
困
難
に
な
る

�

万
能
選
手
を
生
み
出
す
必
要
が
な
い

問
七

線
部
1
「
ニ
ホ
ン
ザ
ル
よ
り
は
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
方
が
優
れ
て
お
り
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
よ
り
ヒ
ト
の
方
が
優
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と

は
成
立
し
な
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
筆
者
は
そ
の
理
由
を
ど
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の

中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

20

。

�

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
は
元
々
丸
裸
で
森
で
暮
ら
し
て
お
り
、
人
間
よ
り
も
大
自
然
の
中
で
生
き
抜
く
力
を
も
っ
て
い
る
か
ら
。

�

ニ
ホ
ン
ザ
ル
が
三
者
の
中
で
最
も
劣
っ
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
言
い
切
れ
ず
、
優
れ
た
能
力
を
有
し
て
い
る
か
ら
。

�

一
律
に
ニ
ホ
ン
ザ
ル
や
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
よ
り
ヒ
ト
が
優
れ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
そ
の
理
由
も
不
明
確
な
ま
ま
だ
か
ら
。

�

人
間
は
一
次
元
で
系
統
化
し
た
が
る
傾
向
が
あ
る
が
、
そ
の
考
え
方
で
は
物
事
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
。

�

一
つ
の
次
元
で
見
れ
ば
序
列
化
は
で
き
る
が
、
軸
の
取
り
方
に
よ
っ
て
は
賢
さ
や
有
能
さ
は
変
わ
っ
て
き
て
し
ま
う
か
ら
。

�

計
算
の
技
能
を
有
す
る
か
ど
う
か
で
優
劣
を
決
め
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
一
面
的
過
ぎ
て
理
解
を
得
ら
れ
に
く
い
か
ら
。 三

校
紙―45―

10／14

国語①2025 公募1日目

2
5
0
1
0
1
R
0
1
0

２５１１０１Ｊ１ Page 10 2024.09.20 16.42.21

２５１１０１Ｊ１_10

乙
「
ふ
ん
だ
ん
に
」

�����������

�

物
事
が
一
定
の
状
態
で
維
持
さ
れ
る
さ
ま

�

あ
ま
る
ほ
ど
多
く
あ
る
さ
ま

�

不
十
分
な
状
況
が
改
善
さ
れ
る
さ
ま

�

ご
く
普
通
に
見
ら
れ
る
自
然
な
さ
ま

�

変
化
し
続
け
て
い
く
さ
ま

丙
「
反
駁
」

�����������

�

強
く
感
情
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
今
ま
で
と
は
反
対
の
考
え
を
も
つ
こ
と

�

相
手
の
意
見
に
反
論
し
て
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
こ
と

�

物
事
に
つ
い
て
論
理
的
に
証
明
し
よ
う
と
す
る
こ
と

�

あ
え
て
反
対
の
意
思
を
表
明
す
る
こ
と
で
考
え
を
伝
え
る
こ
と

�

他
人
の
主
張
や
批
判
に
反
発
し
て
論
じ
返
す
こ
と

問
五

1

〜

5

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の
�

〜
	

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ
記
号
は
一

度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）。

解
答
番
号
は

1

が

14

、

2

が

15

、

3

が

16

、

4

が

17

、

5

が

18

。

�

な
ぜ
な
ら

�

一
方

�

確
か
に

�

あ
く
ま
で

�

そ
れ
な
ら
ば

	

つ
ま
り

三
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

問
一

線
部
Ａ
〜
Ｅ
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

1

〜

5

。

Ａ

1

ガ
イ
ネ
ン

�����������

�

シ
ョ
ウ
ガ
イ
を
賭
け
て
取
り
組
む
。

�

話
の
ガ
イ
リ
ャ
ク
を
伝
え
る
。

�

条
件
に
ガ
イ
ト
ウ
す
る
。

�

ダ
ン
ガ
イ
裁
判
を
行
う
。

�

不
公
平
な
対
応
に
フ
ン
ガ
イ
す
る
。

Ｂ

2

シ
ソ
ク

�����������

�

終
わ
ら
な
い
仕
事
に
タ
ン
ソ
ク
す
る
。

�

ソ
ク
メ
ン
か
ら
支
援
す
る
。

�

質
問
に
ソ
ク
ト
ウ
す
る
。

�

ソ
ク
テ
ン
去
私
の
境
地
に
至
る
。

�

全
て
オ
ク
ソ
ク
の
域
を
出
な
い
。

Ｃ

3

キ
ョ
ウ
ソ
ウ

�����������

�

百
メ
ー
ト
ル
ソ
ウ
の
記
録
を
取
る
。

�

ヒ
ソ
ウ
な
覚
悟
で
試
合
に
臨
む
。

�

ソ
ウ
ダ
ツ
戦
が
巻
き
起
こ
る
。

�

ソ
ウ
ゴ
ン
な
儀
式
を
執
り
行
う
。

�

手
立
て
が
功
を
ソ
ウ
し
た
。
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が
増
え
る
と
い
っ
た
単
純
な
話
で
は
な
い
。
何
も
な
い
の
に
勝
手
に
脳
が
大
き
く
な
る
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
。
脳
の
進
化
は
心
の
進
化
と
と
も
に

相
互
作
用
し
な
が
ら
進
化
し
た
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
ば
心
が
進
化
す
る
こ
と
で
、
道
具
を
用
い
た
り
、
火
を
起
こ
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

生
息
環
境
が
変
化
し
、
脳
に
も
変
化
が
生
じ
る
か
ら
だ
。

環
境
が
究
極
因
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。
特
に
人
間
の
場
合
に
は
、
環
境
に
働
き
か
け
る
こ
と
で
環
境
自
体
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
複
雑
な
関
係
を
説
明
し
よ
う
と
い
う
試
み
が
三
元
ニ
ッ
チ
構
築
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

（
鈴
木
宏
昭

川
合
伸
幸
『
心
と
現
実

私
と
世
界
を
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
の
認
知
科
学
』
に
よ
る
）

注
1

リ
ソ
ー
ス
＝
資
源
、
資
産
な
ど
、
目
的
を
達
す
る
た
め
に
役
立
つ
、
あ
る
い
は
必
要
と
な
る
要
素
。

注
2

ダ
ニ
エ
ル
・
デ
ネ
ッ
ト
＝
ア
メ
リ
カ
の
哲
学
者
（
一
九
四
二
〜
二
〇
二
四
）。

注
3

グ
リ
ア
細
胞
＝
神
経
系
を
構
成
す
る
神
経
細
胞
で
は
な
い
細
胞
の
総
称
。

け
い
け
ん

注
4

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
＝
墓
石
に
対
し
て
敬
虔
な
気
持
ち
が
湧
い
て
く
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
モ
ノ
や
出
来
事
に
意
味
を
重
ね
る
心
の
働
き
。
鈴
木
宏
昭
が
提

唱
し
た
。

注
5

ロ
ビ
ン
・
ダ
ン
バ
ー
＝
イ
ギ
リ
ス
の
進
化
人
類
学
者
（
一
九
四
七
〜
）。

注
6

入
來
篤
史
＝
認
知
神
経
生
物
学
な
ど
を
研
究
対
象
と
す
る
科
学
者
（
一
九
五
七
〜
）。
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�
�

問
三

あ

・

い

・

う

に
入
る
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
	

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

10

。

�

あ

序
列

い

進
歩

う

進
化

�

あ

系
統

い

進
歩

う

進
化

�

あ

差
別

い

進
化

う

進
歩

�

あ

序
列

い

進
化

う

進
歩

�

あ

系
統

い

進
化

う

進
歩

	

あ

差
別

い

進
歩

う

進
化

問
四

線
部
甲
「
次
第
」、
乙
「
ふ
ん
だ
ん
に
」、
丙
「
反
駁
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一

つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
甲
が

11

、
乙
が

12

、
丙
が

13

。

甲
「
次
第
」

�����������

�

過
去
か
ら
現
在
に
至
る
大
き
な
変
化

�

そ
の
人
の
意
向
と
事
物
の
性
質
に
よ
っ
て
決
ま
る
状
況

�

物
事
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
う
な
る
に
至
っ
た
事
情

�

そ
の
動
作
が
済
む
と
直
ち
に
次
に
移
行
す
る
段
階

�

物
事
が
行
わ
れ
る
際
の
一
定
の
順
序
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Ｄ

4

セ
ッ
シ
ュ

�����������

�

セ
ッ
コ
ウ
で
勝
利
を
ふ
い
に
す
る
。

�

事
態
は
極
め
て
セ
ッ
パ
ク
し
て
い
る
。

�

少
な
い
利
益
を
セ
ッ
パ
ン
す
る
。

�

長
々
と
セ
ッ
ポ
ウ
を
垂
れ
る
。

�

セ
ッ
カ
ン
政
治
が
長
く
続
く
。

Ｅ

5

コ
ユ
ウ

�����������

�

コ
リ
ツ
無
援
の
状
況
を
打
開
す
る
。

�

人
が
困
っ
て
い
て
も
イ
ッ
コ
だ
に
し
な
い
。

�

コ
ウ
コ
学
を
専
門
と
す
る
。

�

コ
ジ
ン
的
な
意
見
ば
か
り
を
述
べ
る
。

�

せ
っ
か
く
の
申
し
出
を
コ
ジ
す
る
。

問
二

線
部
ａ
〜
ｄ
の
漢
字
の
読
み
方
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ

い
。
解
答
番
号
は

6

〜

9

。

6

ａ

欠
乏

〔

�

ひ
ん

�

び
ん

�

ぼ
う

�

ぽ
う

�

こ
う

〕

7

ｂ

餌

〔

�

し
ょ
く

�

み
み

�

も
の

�

じ

�

え
さ

〕

8

ｃ

連
鎖

〔

�

さ

�

し

�

じ
ょ
う

�

し
ょ
う

�

そ
う

〕

9

ｄ

担
う

〔

�

か
な

�

に
な

�

あ
つ
か

�

ま
か
な

�

か
こ

〕
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ち
が
提
唱
す
る
「
社
会
脳
」
と
い
う
考
え
方
は
、
こ
の
事
実
に
基
づ
い
て
打
ち
立
て
ら
れ
て
い
る
。

も
う
一
つ
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
ヒ
ト
は
他
の
動
物
と
は
異
な
り
、
自
分
の
生
息
す
る
環
境
自
体
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
点
だ
。
む
ろ
ん

は

ど
ん
な
生
き
物
で
も
環
境
の
中
で
活
動
す
る
こ
と
で
、
環
境
そ
れ
自
体
に
変
化
を
も
た
ら
す
。
草
原
で
草
を
食
む
生
き
物
は
、
草
原
の
環
境
を
変
化

さ
せ
る
。

し
か
し
ヒ
ト
の
環
境
改
変
能
力
は
他
の
動
物
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
。
特
に
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
の
製
作
と
使
用
に
よ
っ
て
、
環
境
を
激
変
さ
せ
て

き
た
。

ま
と

人
類
は
身
に
纏
う
衣
服
を
製
作
・
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
旧
石
器
時
代
の
終
わ
る
前
に
は
裸
同
然
の
姿
で
あ
れ
ば
生
息
で
き
な
い
寒
冷
地
で
も

と
う
そ
う
き

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
石
器
、
投
槍
器
、
火
の
使
用
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
獲
物
を
捕
ら
え
、
効
率
良
く
栄
養
を
セ
ッ
シ
ュ
で

き
た
。
捕
食
者
の
い
る
危
険
な
環
境
や
、
獲
物
が
い
る
に
は
い
る
が
狩
り
が
で
き
な
い
不
毛
の
大
地
を
、
自
身
の
有
り
様
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
生

存
に
適
し
た
環
境
へ
と
変
化
さ
せ
た
の
だ
。

5

東
京
の
一
部
や
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
見
る
と
、
お
よ
そ
自
然
の
環
境
変
化
で
は
あ
り
得
な
い
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
。

そ
う
す
る
と
、
ま
る
で
地
球
が
人
工
の
世
界
に
な
っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
。4
こ
う
し
た
人
間
の
暮
ら
す
環
境
に
変
化
を
も

た
ら
し
た
最
大
の
要
因
は
縫
い
針
の
発
明
だ
ろ
う
。
布
を
身
に
纏
う
こ
と
で
、
特
に
寒
冷
地
へ
の
適
応
が
進
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
旧
石
器
時
代
の
後

半
に
、
南
極
大
陸
を
除
く
ほ
ぼ
す
べ
て
の
地
域
に
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
が
進
出
し
た
の
だ
。

あ
ら
ゆ
る
生
物
は
、
生
息
環
境
の
制
約
を
強
く
受
け
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
に
適
応
す
べ
く
生
物
は
進
化
を
遂
げ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
生
物
は

自
分
た
ち
が
進
化
し
た
場
の
環
境
以
外
で
は
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
人
間
だ
け
が
、
本
来
の
生
息
域
を
は
る
か
に
超
え
て
適
応
放
散
し
た
。

い
り
き
あ
つ
し

5
二
十
年
来
の
友
人
で
あ
る注
6

入
來
篤
史
は
、
進
化
を
、
脳
、
心
、
環
境
の
三
つ
の
相
互
依
存
的
な
関
係
の
中
で
捉
え
る
と
い
う
三
元
ニ
ッ
チ
構
築
理

論
と
い
う
壮
大
な
理
論
を
提
唱
し
て
い
る
。
つ
ま
り
心
の
進
化
と
い
う
も
の
を
考
え
る
と
き
に
、
そ
れ
を
支
え
る
神
経
基
盤
、
生
息
環
境
と
一
体
で

考
え
る
の
だ
。

こ
れ
は
脳
、
環
境
が
原
因
で
心
が
生
ま
れ
る
と
い
う
単
純
な
因
果
を
想
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
進
化
と
い
う
の
は
、
運
動
を
し
な
け
れ
ば
体
重
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�
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だ
。
つ
ま
り
上
位
の
何
割
か
が
次
の
競
技
に
進
め
る
。
こ
れ
だ
と
最
後
に
勝
ち
残
っ
た
も
の
が
最
も
優
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

な
ぜ
な
ら
ば
初
め
の
競
技
で
惜
し
く
も
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
落
ち
し
た
個
体
が
、
残
り
の
九
種
目
は
す
べ
て
一
位
を
と
る
能
力
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ

る
か
ら
だ
。
進
化
と
い
う
の
は
こ
う
し
た
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
な
の
で
、
今
生
き
残
っ
て
い
る
生
物
が
最
も
優
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。

3
人
の
心
は
魂
に
よ
っ
て
働
く
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
生
物
学
的
な
基
盤
が
存
在
す
る
。
つ
ま
り
人
間
の
心
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
心
の
進
化

に
つ
い
て
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

心
をｄ
担
う
生
物
学
的
基
盤
は
、
ニ
ュ
ー
ロ
ン
（
神
経
細
胞
）
と
注
3グ

リ
ア
細
胞
か
ら
な
る
脳
だ
。
ニ
ュ
ー
ロ
ン
は
脳
内
に
一
千
億
個
存
在
し
て
い
る

と
い
わ
れ
、
シ
ナ
プ
ス
結
合
を
通
じ
て
巨
大
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
お
互
い
に
連
携
し
た
り
、
妨
害
し
た
り
し
な
が
ら
、

電
気
信
号
を
伝
え
合
う
。
こ
う
し
た
生
理
学
的
な
働
き
が
心
の
働
き
を
支
え
て
い
る
。

二
百
万
年
前
く
ら
い
に
現
れ
た
ホ
モ
属
の
脳
容
量
は
六
〇
〇
〜
七
〇
〇
㏄
だ
っ
た
が
、
我
々
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
の
脳
容
量
は
お
お
よ
そ
そ
の
二

倍
で
あ
る
。
こ
う
し
た
脳
容
量
の
増
大
が
、
ヒ
トＥ
コ
ユ
ウ
の
心
の
働
き
、
行
動
の
パ
タ
ー
ン
を
生
み
出
し
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

む
ろ
ん
脳
の
大
き
さ
だ
け
で
い
え
ば
、
ヒ
ト
よ
り
大
き
な
生
き
物
は
存
在
す
る
。
だ
か
ら
大
き
さ
だ
け
を
比
べ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
。
問
題
と
な

る
の
は
脳
の
構
造
の
違
い
で
あ
る
。
ヒ
ト
の
場
合
は
特
に
大
脳
皮
質
と
呼
ば
れ
る
部
位
が
非
常
に
発
達
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
中
で
も
感
覚
情
報
の

処
理
や
運
動
指
令
に
直
接
に
は
関
わ
ら
な
い
連
合
野
と
呼
ば
れ
る
部
位
が
大
き
い
。
そ
れ
が
注
4プ

ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
を
可
能
に
す
る
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

4

、
心
は
脳
の
中
だ
け
で
は
完
結
し
な
い
。
心
は
そ
れ
が
働
く
環
境
と
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ヒ
ト
の
進
化
を
考
え

る
上
で
重
要
な
の
は
、
ヒ
ト
が
社
会
的
な
生
き
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

餌
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
知
る
、
捕
食
者
か
ら
逃
げ
る
、
生
殖
の
相
手
を
見
つ
け
る
、
と
い
う
自
然
環
境
レ
ベ
ル
の
能
力
だ
け
で
な
く
、
集
団
の
中

で
他
の
個
体
と
う
ま
く
生
活
す
る
と
い
う
社
会
的
な
レ
ベ
ル
で
の
適
応
も
人
問
に
は
求
め
ら
れ
る
の
だ
。
進
化
人
類
学
者
の
注
5ロ

ビ
ン
・
ダ
ン
バ
ー
た
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�
�

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
デ
ザ
イ
ン
説
と
は
、
進
化
が
ラ
ン
ダ
ム
に
生
じ
て
、
こ
の
よ
う
な
高
い
知
性
を
持
っ
た
生
物
（
人
間
）
が
地
球
上
に
出
現

す
る
は
ず
は
な
い
。
そ
れ
は
、
高
度
な
知
性
を
持
っ
た
存
在
（
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
）
が
、
あ
ら
か
じ
め
進
化
を
通
じ
て
人
間
が
出
現
す
る
よ
う
に

は
ん
ば
く

設
計
（
デ
ザ
イ
ン
）
し
て
い
た
に
違
い
な
い
と
い
う丙
反
駁
不
可
能
な
「
仮
説
」
の
こ
と
を
い
う
。
科
学
で
は
反
証
不
可
能
な
仮
説
は
仮
説
と
し
て
扱

わ
れ
な
い
。

進
化
と
は
適
応
度
を
高
め
る
こ
と
だ
。
何
に
対
す
る
適
応
か
と
い
え
ば
、
自
分
の
生
息
環
境
に
対
し
て
で
あ
る
。
そ
の
環
境
で
生
存
し
、
子
孫
を

残
す
確
率
を
高
め
る
変
化
が
進
化
だ
。
だ
か
ら
進
化
は
万
能
選
手
を
生
み
出
す
わ
け
で
は
な
い
。

チ
ー
タ
ー
の
よ
う
に
速
く
走
り
、
ク
マ
や
ゴ
リ
ラ
の
よ
う
な
腕
力
を
持
ち
、
ど
ん
な
も
の
で
も
消
化
で
き
て
、
一
年
中
繁
殖
で
き
、
ス
マ
ホ
を
開

発
し
て
そ
れ
を
使
い
こ
な
す
、
そ
ん
な
生
き
物
は
い
な
い
。

2

必
要
が
な
い
か
ら
だ
。
生
殖
可
能
な
時
期
ま
で
安
全
に
暮
ら
し
、
必
要
な
栄
養
をＤ
セ
ッ
シ
ュ
で
き
、
つ
が
い
と
な
る
個
体
を
獲
得
で

き
る
性
質
を
持
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
生
物
は
種
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

あ
る
環
境
に
適
し
た
形
の
変
化
を
進
化
と
呼
ぶ
。

し
か
し
適
応
に
お
け
る
問
題
は
、

α

と
い
う
点
で
あ
る
。

現
在
、
地
球
の
気
温
は
上
昇
を
続
け
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
レ
ベ
ル
の
環
境
の
変
化
は
地
球
に
は
何
度
も
訪
れ
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
以
上
の
過

い
ん
せ
き

去
に
起
き
た
大
き
な
環
境
の
変
化
は
、
生
物
の
大
量
絶
滅
を
も
た
ら
す
ほ
ど
だ
っ
た
。
火
山
の
爆
発
、
隕
石
の
衝
突
に
伴
う
気
候
の
変
容
が
実
際
に

起
き
た
最
大
レ
ベ
ル
の
環
境
の
変
化
だ
ろ
う
。
ま
た
大
量
絶
滅
ま
で
い
か
な
く
て
も
、
繰
り
返
し
訪
れ
る
氷
河
期
と
間
氷
期
も
相
当
に
劇
的
な
変
化

で
あ
る
。

こ
れ
ら
が
も
た
ら
す
気
温
の
劇
的
な
変
化
に
何
と
か
対
応
で
き
る
生
物
学
的
な
資
質
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
食
料
と
な
る
植
物
、
小
魚
のｂ
餌
と
な

る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
が
死
滅
し
て
し
ま
え
ば
、
食
物
連ｃ
鎖
の
中
に
い
る
生
き
物
は
絶
滅
し
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
変
動
を
乗
り
越
え
て
、
変
化
後

の
環
境
に
適
応
し
た
生
き
物
た
ち
が
現
在
の
動
植
物
界
を
形
成
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
環
境
の
変
化
と
進
化
と
の
関
わ
り
を
面
白
い
比
喩
を
用
い
て
説
明
し
た
の
が
、
哲
学
者
の
注
2ダ

ニ
エ
ル
・
デ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
。
彼
は
進
化

と
は
十
種
競
技
の
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
。
た
だ
し
そ
れ
は
現
行
の
十
種
競
技
と
は
異
な
り
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、
つ
ま
り
勝
ち
抜
き
戦
の
十
種
競
技
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次
の
文
章
は
進
化
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
す
。
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

1

〜

23

。

進
化
と
よ
く
混
同
さ
れ
る
の
が
進
歩
と
い
うＡ
ガ
イ
ネ
ン
だ
。
進
歩
は
良
い
も
の
、
優
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り

進
歩
の
前
後
に
は
優
劣
の
差
が
あ
る
。
一
方
、
進
化
は
必
ず
し
も
優
れ
た
も
の
に
変
化
す
る
わ
け
で
は
な
い
。1
ニ
ホ
ン
ザ
ル
よ
り
は
チ
ン
パ
ン
ジ
ー

の
方
が
優
れ
て
お
り
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
よ
り
ヒ
ト
の
方
が
優
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
成
立
し
な
い
。

人
間
は
何
で
も
一
次
元
で

あ

化
し
た
が
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
う
い
う
考
え
方
は

い

を
説
明
で
き
て
も
、

う

は
説
明

で
き
な
い
。
シＢ
ソ
ク
演
算
が
で
き
る
か
ど
う
か
で

あ

化
す
れ
ば
、
人
間
が
最
上
位
に
来
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
だ
が
、
人
間
が
丸
裸
に

さ
れ
て
何
も
持
た
ず
に
森
に
放
置
さ
れ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
一
週
間
も
生
き
延
び
ら
れ
な
い
。

一
方
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
た
ち
は
元
々
丸
裸
で
森
で
暮
ら
し
て
い
る
。
そ
う
し
た甲
次
第
だ
か
ら
、
軸
の
取
り
方
に
よ
っ
て
賢
さ
や
有
能
さ
は
変
わ
っ

て
く
る
。

2
さ
て
進
化
と
い
う
の
に
は
二
つ
の
前
提
が
あ
る
。
一
つ
は
個
体
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
生
物
は
通
常
、
個
体
ご
と
に
わ
ず
か
に
遺
伝
子
の
配

列
が
異
な
り
、
身
体
の
大
き
さ
や
頑
強
さ
、
免
疫
へ
の
抵
抗
力
、
行
動
特
性
な
ど
に
違
い
が
あ
る
。

も
う
一
つ
は
自
然
界
で
は
注
1リ

ソ
ー
ス
の
欠ａ
乏
が
起
き
る
と
い
う
前
提
だ
。
こ
れ
は
野
生
の
生
活
を
想
定
し
た
も
の
だ
が
、
生
存
に
必
要
な
食
料
は

常
に乙
ふ
ん
だ
ん
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
生
殖
に
必
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
も
い
つ
で
も
必
ず
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
そ
れ
ら
を
得
る

た
め
の
キ
ョ
ウＣ
ソ
ウ
が
起
こ
る
。
そ
し
て
、
リ
ソ
ー
ス
取
得
に
有
利
な
特
性
を
持
つ
個
体
は
生
き
な
が
ら
え
、
次
世
代
に
そ
の
遺
伝
子
（
有
性
生
殖

の
場
合
そ
の
半
分
）
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

1

生
存
に
有
利
な
特
性
を
持
つ
個
体
が
存
在
し
続
け
る
。
こ
れ
は
同
語
反
復
だ
。

ア
メ
リ
カ
の
一
部
の
人
た
ち
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
は
仮
説
に
過
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
デ
ザ
イ
ン
と
呼
ば
れ
る
別
の

仮
説
と
同
じ
よ
う
に
生
物
学
の
授
業
で
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。

国
語
①

右ページから問題開始
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［解答例］
英語〔 1日目〕

設問 解答例
① Ⅰ 1 2

2 3
3 1
4 1
5 2
6 1
7 3
8 3
9 1
� 2

Ⅱ � 4
� 4
� 4
� 1
� 4

Ⅲ � 1
� 7
� 1
� 2
� 7
� 3
� 3
� 4
� 3
� 5

② Ⅰ 1 2
2 4
3 3
4 3
5 2
6 2
7 2
8 1
9 3
� 1

Ⅱ � 3
� 2
� 4
� 3
� 3

Ⅲ � 5
� 4
� 1
� 3
� 1
� 5
� 7
� 4
� 2
� 4

数学〔 1日目〕
設問 解答例

① 第 １ 問 ア 1
イ 8
ウ 5

エ オ 24
カ キ 37
ク ケ 64

コ 3
サ シ 44

ス 3
セ ソ 11

タ 1
チ 3

第 2 問 ツ 7
テ ト 21

ナ 5
ニ ヌ 10

ネ 6
ノ 5
ハ 3
ヒ 5
フ 5
ヘ 3
ホ 1
あ 7

第 3 問 い 3
う 2

え お － 1
か 5
き 3
く 5
け 2
こ 2
さ 2
し 2
す 3
せ 2
そ 2

② 第 １ 問 ア 3
イ 2
ウ 1
エ 2
オ 6

カ キ 10
ク ケ － 5

コ 3
サ シ 10

ス 5
セ 3

第 2 問 ソ 3
タ 3
チ 2
ツ 2
テ 3
ト 2
ナ 2
ニ 2
ヌ 2
ネ 3
ノ 6
ハ 3
ヒ 3
フ 3
ヘ 2
ホ 2
あ 2
い 3

第 3 問 う 0
え 2
お 6
か 6
き 2
く 1
け 2

こ さ － 1
し 2
す 1

せ そ 27
た ち 32

英語〔 2日目〕
設問 解答例

① Ⅰ 1 2
2 1
3 1
4 3
5 1
6 4
7 2
8 2
9 3
� 2

Ⅱ � 4
� 3
� 3
� 3
� 4

Ⅲ � 3
� 2
� 4
� 1
� 6
� 4
� 4
� 5
� 3
� 2

② Ⅰ 1 2
2 1
3 2
4 4
5 3
6 2
7 1
8 4
9 4
� 1

Ⅱ � 4
� 1
� 3
� 3
� 3

Ⅲ � 7
� 5
� 6
� 5
� 4
� 3
� 4
� 7
� 5
� 4

数学〔 2日目〕
設問 解答例

① 第 １ 問 ア 2
イ 4
ウ 5
エ 7
オ 6
カ 3
キ 6
ク 5
ケ 2

第 2 問 コ 8
サ シ 12

ス 4
セ 2
ソ 6
タ 1
チ 7
ツ 2

テ ト 22
ナ ニ － 1
ヌ ネ 76

第 3 問 ノ 8
ハ 7
ヒ 7
フ 7
ヘ 4
ホ 5
あ 3
い 2

う え 49
お 4

か き 29
く け 14

② 第 １ 問 ア 9
イ 0
ウ 5
エ 1
オ 2

カ キ － 9
ク 7

ケ コ 16
第 2 問 サ シ － 2

ス セ 41
ソ 2

タ チ ツ －39
テ ト 22
ナ ニ － 9

ヌ ネ ノ 122
ハ ヒ フ ヘ 1986

第 3 問 ホ あ － 2
い 9
う 9
え 1
お 3
か 3
き 3
く 4
け 3
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生物〔 2日目〕
設問 解答例

Ⅰ 1 4

2 4

3 5

4 3

5 1

6 3

7 5

8 3

9 1
Ⅱ � 4

� 4

� 6

� 4

� 2

� 5

� 4

� 6

� 2
Ⅲ � 5

� 2

� 3

� 2

� 5

� 4

� 6

� 1

� 1
Ⅳ � 1

� 5

� 3

� 1

� 3

� 2

� 8

� 1

� 3
Ⅴ � 2

� 4

� 3

� 2

� 4

� 4

� 3

� 4

� 3

化学〔 1日目〕
設問 解答例

Ⅰ 1 1
2 2
3 3
4 4
5 3
6 1

Ⅱ 7 4
8 5
9 1
� 3
� 2
� 2
� 2
� 3
� 4
� 1
� 2

Ⅲ � 5
� 4
� 5
� 2
� 5
� 1
� 2
� 5
� 4

Ⅳ � 5
� 2
� 3
� 2
� 3
� 6
� 2
� 5
� 4

化学〔 2日目〕
設問 解答例

Ⅰ 1 1
2 6
3 4
4 2
5 3
6 5

Ⅱ 7 6
8 5
9 3
� 4
� 1
� 3
� 2
� 4
� 5

Ⅲ � 1
� 2
� 3
� 1
� 2
� 4
� 5
� 3
� 1

Ⅳ � 1
� 4
� 2
� 3
� 5
� 4
� 0
� 4
� 3
� 3

生物〔 1日目〕
設問 解答例

Ⅰ 1 1
2 4
3 4
4 2
5 4
6 6
7 5
8 4
9 9

Ⅱ � 2
� 3
� 6
� 1
� 4
� 4
� 7
� 6
� 3

Ⅲ � 1
� 1
� 3
� 3
� 6
� 2
� 4
� 4
� 5

Ⅳ � 1
� 1
� 2
� 3
� 2
� 4
� 3
� 4
� 4

Ⅴ � 3
� 1
� 1
� 1
� 2
� 3
� 5
� 3
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国語〔 1日目〕
設問 解答例

①

問一

1 2
2 4
3 3
4 5
5 5

問二

6 3
7 5
8 1
9 2

問三 � 1

問四
� 3
� 2
� 2

問五

� 6
� 1
� 4
� 2
� 3

問六 � 3
問七 � 5
問八 � 1
問九 � 2
問十 � 4

②

問一

1 4
2 4
3 3
4 2

問二

5 5
6 1
7 3
8 4

問三
9 2
� 4

問四 � 8
問五 � 3

問六
� 3
� 3
� 4

問七 � 2
問八 � 4
問九 � 5
問十 � 5

問十一

� 1
� 4
� 5
� 3

国語〔 2日目〕
設問 解答例

①

問一

1 5
2 3
3 5
4 4
5 2
6 1

問二
7 4
8 1
9 1

問三

� 3
� 1
� 2
� 4
� 5

問四 � 4
問五 � 4
問六 � 4

問七
� 5
� 1

問八 � 2

問九

� 1
� 5
� 3
� 2
� 5

問十 � 3
問十一 � 1

②

問一

1 1
2 3
3 5
4 2

問二

5 3
6 2
7 5
8 1
9 3
� 4

問三 � 2

問四
� 2
� 2

問五
� 5
� 3

問六 � 5

問七

� 5
� 2
� 4
� 4

問八 � 2
問九 � 4
問十 � 1

問十一 � 3
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［解説］
英語〔 １日目〕
英語①
Ⅰ
　文脈把握を中心とする長文読解問題。テーマは「パラリンピッ
クの歴史」。
　⑴・⑶・⑸・⑹は本文中の語句の意味を問う問題。類義語の知
識に加え、前後の文脈も正確に理解しているかが問われている。
　⑵・⑷は文脈を把握して空所を補う問題。⑵の空所を含む文の
主語 He は、直前の文の主語 Ludwig Guttmann を指しており、
彼は戦争で負傷した兵士を治療する医者であると述べられている
ので、空所には patients「患者」を入れるのが適当。⑷は空所の前
でパラリンピックがオリンピックと「同じ」年に開催されてきたこ
とが述べられ、空所のあとでしばしば「違う」都市で開催されたこ
とが述べられているので、although「～にもかかわらず」が適当。
　⑺は本文の内容一致問題。指定された段落から選択肢のキー
ワードが該当する部分を探し、一致するかどうかを判断する。
　⑻はパラリンピックの歴史の時系列を問う問題。年号を表す語
や起きたできごとを整理しながら、本文を読み進める必要がある。
　⑼・⑽は本文の内容一致・不一致問題。⑼は本文の内容と一致
するもの、⑽は本文の内容と一致しないものを選ぶ問題。それぞれ
の選択肢で与えられている英文をもとに、キーワードを本文中から
見つけ出してその前後を正確に読み取り、適当な選択肢を選ぶ。

Ⅱ
　標準レベルの文法・語法・熟語が問われている。
⑴　cannot ～ too ～で「いくら～しても～しすぎではない」の意。
⑵　比較級の倍数表現。比較級の前に〈基数詞＋ times〉を置く。
⑶　insist on ～ ing で「～することを要求する」の意。動名詞

inviting の前に意味上の主語 my が入った形。
⑷　〈with ＋名詞＋前置詞句など〉で「～が…なので、～が…であ

ることを考えると」の意。状況に対する理由を表す。
⑸　〈expect ＋ that 節〉「～だと思う」の文で、that が省略され

ている。by tomorrow があるので未来完了形にする。

Ⅲ
　正しい語順は次の通り。
⑴　It is （important for children to form the habit of） thinking 

for themselves.
⑵　Whether or （not you can pass the examination depends 

on） your effort.
⑶　I wouldn’t （have overslept this morning if I had） set the 

alarm clock.
⑷　It （was careless of me to take the） wrong bus.
⑸　Nothing （will make me change my plan to go to Italy） to 

study cooking.

英語②
Ⅰ
　文脈把握を中心とする長文読解問題。テーマは「チョコレート
の歴史」。
　⑴・⑶は文脈を把握して空所を補う問題。⑴は空所を含む文の
主語 The Mayans が、直前の文の主語 They（＝ the ancient 
Mayans and Aztecs）から特定されているので、in particular「と
りわけ、特に」が適当。⑶は空所のあとに the 17th and 18th 
centuries「17世紀と18世紀」という名詞があるので、前置詞の
throughout「～を通してずっと」を入れるのが適当。
　⑵・⑷・⑸・⑹は本文中の語の意味を問う問題。類義語の知識
に加え、前後の文脈も正確に理解しているかが問われている。
　⑺はチョコレートの歴史の時系列を問う問題。起きたできごと
を整理しながら、本文を読み進める必要がある。
　⑻は本文の内容一致問題が ２ 問と問題文のタイトルをつける問
題が １ 問。1. と2. は、与えられた部分や選択肢のキーワードが該
当する部分を探し、一致するかどうかを判断する。3. は、タイト
ルとしてその文章全体のテーマを示すものを選ぶ必要がある。問
題文で述べられている内容であっても、全体のテーマを示してい
ないものはタイトルとしてふさわしくない。

Ⅱ
　標準レベルの文法・語法・熟語が問われている。
⑴　in spite of ～で「～にもかかわらず」の意。
⑵　空所のあとの it important は〈O ＋ C〉と考えられるので、
〈consider ＋ O ＋ C〉「O を C だと考える、見なす」の文にする
のが適当。

⑶　stop ～ ing で「～するのをやめる」の意。
⑷　空所の前に much があるので、不可算名詞の traffic「交通量」

が適当。
⑸　finally は「最後に」の意で、スピーチや文章の終わりに当たっ

て用いる。

Ⅲ
　正しい語順は次の通り。
⑴　My sister worked so （hard that she ended up in hospital）.
⑵　If I practice every day, I （might be able to have 

handwriting like） yours.
⑶　Please take （your time and don’t try to do） everything at 

once.
⑷　Don’t forget （to bring your computer so that you） can take 

the test.
⑸　The secret to accomplishing （your goal is to work on it） 

every day.

英語〔 ２日目〕
英語①
Ⅰ
　文脈把握を中心とする長文読解問題。テーマは「ラグビー日本
代表チームについて」。
　⑴・⑵・⑷は本文中の語句の意味を問う問題。類義語の知識に
加え、前後の文脈も正確に理解しているかが問われている。
　⑶は文脈を把握して空所を補う問題。空所の前でラグビー日本
代表チームが世界中で注目されるようになったことが述べられ、
空所のあとで日本がラグビー界で競争力があると認められたこと
が述べられているので、As a result「その結果」を入れるのが適当。
　⑸・⑹は本文の内容一致問題。⑸は、与えられた部分に続く適
当な語句を選ぶ問題が ３ 問。与えられた部分や選択肢のキーワー
ドが該当する部分を探し、一致するかどうかを判断する。

　⑹は、質問の答えとして適当なものを選ぶ問題が ３ 問。質問や
選択肢のキーワードが該当する部分を探し、一致するかどうかを
判断する。

Ⅱ
　標準レベルの文法・語法・熟語が問われている。
⑴　空所の前に postpone「～を延期する」があるので、until「～ま

で」が適当。
⑵　come into effect で「（法律・制度などが）発行する、実施され

る」の意。
⑶　suggest ～ ing で「～することを提案する」の意。
⑷　〈have no choice but ＋ to 不定詞〉で「～するより仕方ない、

～せざるをえない」の意。
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⑸　not only ～ but also …「～だけでなく…もまた」の not only
が 文 頭 に き て 倒 置 が 起 こ っ て い る。 主 語 the bullet train 
tickets が複数で、あとに expensive という補語があるので
were が適当。

Ⅲ
　正しい語順は次の通り。
⑴　Mathematics is （something I have a lot of difficulty with）.
⑵　His father was （relieved to know how much better he） 

became.
⑶　The beauty （of the scenery is beyond my description）.
⑷　Hardly （a day goes by without my thinking） of her.
⑸　The land prices in （that area have more than doubled 

since） ten years ago.

英語②
Ⅰ
　文脈把握を中心とする長文読解問題。テーマは「『オーケー』と
いう言葉の歴史」。
　⑴・⑷・⑸は文脈を把握して空所を補う問題。⑴は空所の前後
が「以前はある国や文化に特有であった食べ物や衣服」となるよう
に、characteristic を入れるのが適当。⑷は空所の前後が「この言
葉にはさまざまな肯定的意味があった」となるように、variety を
入れるのが適当。⑸は空所の前後が「アメリカの映画やポピュラー
音楽の影響が部分的な理由で」となるように、influence を入れる
のが適当。
　⑵・⑶は本文中の語の意味を問う問題。類義語の知識に加え、
前後の文脈も正確に理解しているかが問われている。
　⑹は本文の内容一致問題。質問の答えとして適当なものを選ぶ
問題が ２ 問。質問や選択肢のキーワードが該当する部分を探し、

一致するかどうかを判断する。
　⑺・⑻は本文の内容一致・不一致問題。⑺は本文の内容と一致
するもの、⑻は本文の内容と一致しないものを選ぶ。それぞれの
選択肢で与えられている英文をもとに、キーワードを本文中から
見つけ出してその前後を正確に読み取り、適当な選択肢を選ぶ。
　⑼は問題文のタイトルをつける問題。タイトルは、その文章全
体のテーマを示すものを選ぶ必要がある。問題文で述べられてい
る内容であっても、全体のテーマを示していないものはタイトル
としてふさわしくない。

Ⅱ
　標準レベルの文法・語法・熟語が問われている。
⑴　whatever は「どんな～でも」の意。
⑵　by the time は「～するまでには」という意味の接続詞。過去

完了は過去のある時より前の動作や出来事を表す。
⑶　by means of ～で「～によって、～を用いて」の意。
⑷　〈find ＋ O ＋ C〉で「O が C だとわかる、思う」の意。この it

は形式目的語で、真目的語は working here。
⑸　get to the point で「はっきり言う」、without ～ ing で「～し

ないで」の意。

Ⅲ
　正しい語順は次の通り。
⑴　How weird it （is that the children are so quiet）!
⑵　She didn’t tell （me whether to wait for her or to go on） 

without her.
⑶　It wouldn’t （be any good trying to catch the train）.
⑷　Don’t （hesitate to reach out to Sam if you have） any 

questions.
⑸　Chocolate （is the snack food I can’t live without）!
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数学〔 １日目〕
数学①
第 1 問

　［ 1 ］ⅰ　同じ色の玉を３回続けて取り出す確率は、（ 5
12 ）3

＋（ 4
12 ）3

＋（ 3
12 ）3

＝ 1
8

　　　　　３回とも異なる色の玉を取り出す確率は、3!・ 5
12 ・ 4

12 ・ 3
12 ＝ 5

24

　　　ⅱ　余事象の確率より、1－ (5＋4)3

123 ＝ 37
64

　［ 2 ］ⅰ　同じ色の玉を３回続けて取り出す確率は、 5・4・3＋4・3・2＋3・2・1
12・11・10 ＝ 3

44

　　　　　３回とも異なる色の玉を取り出す確率は、 3!・5・4・3
12・11・10 ＝ 3

11

　　　ⅱ　１回目に白玉を取り出し、２回目と３回目に赤玉と青玉を取り出す確率は、 5・4・3・2!
12・11・10 ＝ 1

11

　　　　　よって求める条件付き確率は、

1
11
3
11

＝ 1
3

第 2 問
　⑴　余弦定理より、CA2＝16＋81－2・4・9・ 2

3 ＝49なので CA＝7

　　sin∠ABC＝ √5
3 だから、正弦定理より、R＝ 1

2 ・ 7
√5
3

＝ 21√5
10

　⑵　△ABC＝ 1
2 ・4・9・ √5

3 ＝6√5 であるから、 r
2（4＋9＋7）＝6√5 より r＝ 3√5

10

　⑶　BL＝x とおくと、BN＝BL＝x、
　　CL＝CM＝9－x より、AN＝4－x、AM＝7－（9－x）
　　AN＝AM であるから、4－x＝7－（9－x）より BL＝x＝3

　　このとき、 △AMN
△ABC ＝ 1

4 ・ 1
7 ＝ 1

28 、 △BNL
△ABC ＝ 3

9 ・ 3
4 ＝ 1

4 、 △CLM
△ABC ＝ 6

7 ・ 6
9 ＝ 4

7

　　よって、 △LMN
△ABC ＝1－（ 1

28 ＋ 1
4 ＋ 4

7 ）＝ 1
7

第 3 問
　⑴　a2－2a－3＝0 より、a＝－1，3
　　－2b＝3b2－2b（a＋1）＋a2－2a－3に a＝－1 を代入して、b（3b＋2）＝0
　　a＝3 を代入して、3b（b－2）＝0　b＞0 より、a＝3、b＝2

　⑵　C が x 軸と異なる２点で交わる条件は、 2
3（a2－4a－5）＜0　－1＜a＜5　……①

　　２点が x 軸の正の部分にある条件は、①、f（0）>0、 a＋1
3 >0 より、3＜a＜5

　　f（x）＝0 の解は、x＝ a＋1±√－ 2（a－ 2 ）2＋18
3

　　よって C が x 軸から切り取る線分の長さの最大値は a＝2 のときで、2√2

　⑶　（ア）　 a＋1
3 ＜0 のとき、m＝f（0）＝a2－2a－3

　　　（イ）　0≦ a＋1
3 ≦1 のとき、m＝ 2

3（a2－4a－5）

　　　（ウ）　1＜ a＋1
3 のとき、m＝f（1）＝a2－4a－2

　　　　　m≦－4 のとき、（ア）a＝1 となり不適、（イ）2－√3 ≦a≦2、（ウ）2＜a≦2＋√2
　　　　　よって、2－√3 ≦a≦2＋√2
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数学②
第 1 問

　⑴　α＝（1＋2i）（1－i）
（1＋i）（1－i）＝ 3

2 ＋ 3
2 i　これと共役な複素数を求めると、β＝ 3

2 － 1
2 i

　　2α＋2β＝6、2α・2β＝10 よって、x2－6x＋10＝0
　⑵　pi を解にもつとき、－p3i－kp2－6kpi＋10k＝0　k（10－p2）－p（p2＋6k）i＝0
　　k（10－p2）、p（p2＋6k）は実数であるから、

　　k（10－p2）＝0 より、p＝±√10

　　p（p2＋6k）＝0 より、k＝－ 5
3

　　以上より x3－ 5
3（x2－6x＋10）＝0 を解いて、x＝ 5

3

第 2 問
　⑴　sin α＞0 であるから、sin α＝ 1－（ √6

3 ）2

= √3
3

　　sin2 α＝2sin α cos α＝ 2√2
3

　⑵　cos2 α＝2cos2 α－1＝ 1
3 であるから、

　　y＝3sin（θ＋2α）＋sin θ＝3（sinθcos2 α＋cosθsin2 α）＋sin θ＝2sinθ＋2√2 cosθ＝2√3 sin（θ＋β）

　　ただしβは、sinβ＝ √6
3 、cosβ＝ √3

3 を満たす。

　　また、0＜β＜ π
2 　……①である。

　⑶　0≦θ≦πのとき、β≦θ＋β≦π＋β

　　①より、π＜π＋β＜ 3
2 π

　　θ＋β＝ π
2 のとき、y は最大値 2√3 をとる。

　　θ＋β＝π＋βのとき、y は最小値 2√3 sin（π＋β）＝－2√2 をとる。

第 3 問
　⑴　f（1）＝6  （t2－2at）dt＝0

　⑵　f（x）＝6  （t2－2at）dt＝2x3－6ax2＋6a－2

　⑶　f ’（x）＝6x（x－2a）
　　　f ’（x）＝0 とすると、x＝0，2a
　　a＞0 より、f（x）の増減表は右のようになり、

　　最大値 f（0）＝6a－2＝1　a＝ 1
2

　　このとき、f（x）＝2x3－3x2＋1

　　f（x）＝0 とすると、x＝－ 1
2 ，1

　　求める面積は、　（2x3－3x2＋1）dx= 27
32

1

1

x

1

1

－ 1
2

x … 0 … 2a …
f ’（x） ＋ 0 － 0 ＋
f（x） ↗ 極大 ↘ 極小 ↗
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数学〔 2日目〕
数学①
第 1 問

　⑴　データの範囲が７点だから、9－a＝7	 a＝2

　　四分位偏差が２点だから、 8－b
2 ＝2	 b＝4

　⑵　得点の低い方から５番目と６番目が、６点と７点、５点と８点の場合がある。
　　６点と７点の場合、
　　平均値が最小となるのは、2、2、4、4、6、7、7、8、8、9（点）のときで、5.7点
　　平均値が最大となるのは、2、4、4、6、6、7、8、8、9、9（点）のときで、6.3点
　　５点と８点の場合、
　　平均値が最小となるのは、2、2、4、4、5、8、8、8、8、9（点）のときで、5.8点
　　平均値が最大となるのは、2、4、4、5、5、8、8、8、9、9（点）のときで、6.2点
　　よって、最小値は5.7点、最大値は6.3点
　⑶　男子５人の得点を x1、……、x5、女子５人の得点を x6、……、x10　とおく。
　　平均値の条件より、x1＋……＋x5＝25、x6＋……＋x10＝35
　　分散の条件より x1

2＋……＋x5
2＝157、x6

2＋……＋x10
2＝255、

　　10人の平均値は、 1
10（25＋35）＝6（点）、分散は、 1

10（157＋255）－36＝5.2

第 2 問
　⑴　f （x）＝－（x－ a＋2

2 ）2

＋ a2－8a＋12
4 だから、b＝ a2－8a＋12

4
　⑵　a2－8a＋12＞0 より、a＜2、6＜a

　　C と x 軸との交点の x 座標は x＝ a＋2±√a2－8a+12
2

　　√a2－8a+12＝√5 より、a＝1，7

　⑶　 a＋2
2 ≦5 すなわち a≦8 のとき、m＝f（10）＝7a－78≧－64　条件より、2≦a≦8

　　 a＋2
2 ＞5 すなわち a＞8 のとき、m＝f（0）＝－3a＋2≧－64　条件より、8＜a≦22

　　よって、2≦a≦22　……①

　　最大値について、 a＋2
2 ＜0 すなわち a＜－2 のとき、①を満たさない。

　　0≦ a＋2
2 ≦10、すなわち－2≦a≦18、①より2≦a≦18 のとき、M（4）≦M（a）≦M（18）　－1≦M（a）≦48

　　10≦ a＋2
2 すなわち18≦a、①より18≦a≦22 のとき、M（18）≦M（a）≦M（22）　48≦M（a）≦76

　　よって、－1≦M（a）≦76

第 3 問

　⑴　正弦定理より、R＝ 1
2 ・ 6

3√7
8

＝ 8√7
7 　また、4＝2・ 8√7

7 sin∠ACB　　sin∠ACB＝ √7
4 　　

　　鋭角三角形だから、cos∠BAC＝
1
8 、cos∠ACB＝

3
4

　　よって、CA＝4・
1
8 ＋6・

3
4 ＝5

　⑵　AP＝x とおくと、（4－x）＋（5－x）＝6より、AP＝x＝
3
2

　　内接円と辺 AC の接点を M とおくと、CM＝CA－AM＝5－
3
2 ＝

7
2

　　方べきの定理より、CP・CQ＝CM2＝ 49
4

　　余弦定理より、CP2＝ 9
4 ＋25－2・ 3

2 ・5・ 1
8 ＝ 203

8

　　よって、 CP
CQ ＝ CP2

CP・CQ ＝ 203
8 ・ 4

49 ＝ 29
14
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数学②
第 1 問

　⑴　log2 512＝log2 29＝9　
　　1≦x≦32 より、log2 1≦log2 x≦log2 32　よって、0≦t≦5

　　log4 2x＝ log2 2x
log2 4 ＝ log2 2＋log2 x

log2 22 ＝ t＋1
2

　⑵　f（x）を t で表した式を g（t）とすると、g（t）＝4（ t＋1
2 ）2

－4t－9＝（t－1）2－9

　　0≦t≦5 において、最小値は g（1）＝－9、最大値は g（5）＝7
　⑶　g（t）＝0 より、t2－2t－8＝0　0≦t≦5 より、t＝4
　　log2 x＝4 より、x＝16

第 2 問
　⑴　{an} の初項を a、公差を d とすると、
　　a3＝35 より、a＋2d＝35　……①
　　a10＝21 より、a＋9d＝21　……②
　　①、②より、a＝39、d＝－2
　　よって、an＝39＋（n－1）（－2）＝－2n＋41
　　b20＝2、c40＝a40 c40=（－2・40＋41）・1＝－39
　⑵　cn<0 となるのは、an<0 かつ bn>0 のときである。
　　an<0 となるとき、－2n＋41<0 より、n>20.5
　　n＝21 のとき b21＝0 なので、cn が初めて負の値になるのは、n＝22 のとき。

　⑶　∑Ck＝∑a3k－2・1＋∑a3k－1・2＋∑a3k・0

	 ＝∑｛－2（3k－2）＋41｝＋∑｛－2（3k－1）＋41｝・2

	 ＝∑（－18k＋131）＝－9n2＋122n

　　∑￨Ck￨	＝∑Ck＋∑（－Ck）

	 ＝∑Ck－（∑Ck－∑Ck）
	 ＝2∑Ck－∑Ck

	 ＝2（－9・72＋122・7）－（－9・202＋122・20）＝1986

第 3 問
　⑴　y’＝－2x＋4　　x＝3 のとき、y’＝－2
　　l の方程式は、y－3＝－2（x－3）より、y＝－2x＋9

　　  ｛－2x＋9－（－x2＋4x）｝dx＝ （x2－6x＋9）dx＝9

　⑵　ax2－12ax＋36a＝－2x＋9 とし、ax2－2（6a－1）x＋36a－9＝0 の判別式を D とする。

　　 D
4 ＝（6a－1）2－a（36a－9）＝0　　a＝ 1

3

　　 1
3 x2－2x＋3＝0　　x＝3　接点の座標は（3，3）

　⑶　C1と x 軸との交点の x 座標は、x＝0，4
　　C2と x 軸の接点は、（6，0）
　　求める面積を S とすると、

　　S＝   1
3（x2－12x＋36）｝dx－ （－x2＋4x）dx＝ 4

3

3n

k=1

n

k=1

n

k=1

n

k=1
n

k=1

n

k=1
n

k=1
60

k=1

21

k=1

60

k=22
21

k=1

60

k=1
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生物〔 １日目〕
Ⅰ
問 ７ 　副腎皮質から分泌され、組織におけるグルコースの合成を

促進するはたらきをもつホルモンＨは糖質コルチコイドである。
患者Ｘでは、糖質コルチコイドの分泌を促すホルモン（副腎皮
質刺激ホルモン）の分泌量が正常範囲よりもかなり減少してい
る。そのため、患者Ｘの糖質コルチコイドの分泌量は健常者と
比較すると少なく、副腎皮質は萎縮していると考えられる。ま
た、糖質コルチコイドを長時間投与した患者Ｙは、フィードバッ
クのはたらきにより、患者Ｘよりも糖質コルチコイドの分泌量
は少なくなり、副腎皮質はより一層萎縮していると考えられる。

Ⅱ
問 ５ ⑵　30キロルクスで14時間光を照射し、その後、暗黒下に10

時間置いた葉面積100m2の葉の CO2吸収量は、10×14－ 2 ×10＝
120（mg）となる。光合成の反応は、 6 CO2＋12H2O C6H12O6

＋ 6 H2O ＋ 6 O2であるため、このとき増加したグルコースの質
量は、 120

44 × 1
6 ×180≒81.8（mg）となる。

Ⅲ
問�４ ⑴　図 2 より、ＡとＢが全く重ならないときのサルコメアの

長さは 2 Ａ＋Ｂ＝3.6（µm）…①、Ａどうしが衝突したときのサ

ルコメアの長さは、 2 Ａ＝2.0（µm）…②となる。①、②より、
Ａ＝1.0µm、Ｂ＝1.6µm となる。

⑵　図 2 より、相対張力が50％のとき、サルコメアの長さは2.9µm
である。また、暗帯の長さはＢの長さ（1.6µm）であるため、明
帯の長さは、2.9－1.6＝1.3（µm）となる。

Ⅳ
問 ２ ⑶　イやウは、下流の遺伝子発現の調節にはたらく転写調節

領域である。
問 ３ ⑵　真核生物の染色体は、DNA にヒストンというタンパク

質に巻きつき（ヌクレオソーム）、それが折りたたまれたクロマ
チン構造をとる。分裂期の際、染色体は、高度に凝縮して太い
棒状になる。

Ⅴ
問 ６ ⑶　突然変異株 e（遺伝子型が eF）と突然変異株 f（遺伝子型

が Ef）の接合によってできた子のう胞子の遺伝子型の割合は、
E（e）と F（f）の組換え価が20％であることから、eF または Ef
が80％、EF または ef が20％となる。野生型の遺伝子型は EF

なので、その割合は、 20
2 ＝10（％）である。

生物〔 ２日目〕
Ⅰ
問 ８ ⑴　Ｔ細胞は細胞ごとに異なる受容体（TCR）を 1 種類のみ

もち、樹状細胞の表面に提示された抗原と結合できる TCR を
もつＴ細胞のみが活性化される。そのため、樹状細胞が取りこ
んだ種類のウイルスと同じ種類のウイルスに感染した細胞に対
して、Ｔ細胞は選択的に活性化される。

⑵　抗原提示の際、TCR は細胞の表面にある MHC とよばれる
タンパク質と、その上にのった抗原を認識する。そのため、Ｔ
細胞は自身と同じ MHC をもつ感染細胞を認識して活性化し、
感染細胞は破壊される。

Ⅱ
問 ８ ⑵　イヌリンは腎臓でろ過された後、毛細血管へ再吸収され

ずに尿として排出されるため、単位時間当たりにつくられる原
尿中のイヌリンの量と尿中のイヌリンの量は等しい。よって、
1 日当たりにつくられる原尿量を x とすると、以下のような
式が成り立つ。

　　x ×0.45=1.5×54　　x=180
　　よって、 1 時間当たりにつくられる原尿量は、 180

24 ＝7.5（L）
となる。

Ⅲ
問 ７ ⑶　芽ばえの根を横たえると、コルメラ細胞内にあるアミロ

プラストという細胞小器官が重力方向へ移動する。これにより、

コルメラ細胞内におけるオーキシン輸送タンパク質（PIN タン
パク質）の分布が重力方向側に変化する。その結果、根の下側
になった部位にオーキシンが多く輸送され、根の伸長が抑制さ
れることで、屈曲する。

Ⅳ
問 ５ ⑶　図 1 における 1 番目のアミノ酸は、AUG のコドンで指

定されるメチオニンである。AUG のコドンに対応する DNA
の塩基配列は TAC であることから、図 2 の下側のヌクレオチ
ド鎖が鋳型となり転写が行われたと考えられる。また、突然変
異体Ｍでは上側のヌクレオチド鎖の 8 番目のＴが欠失していた
ことから、下側ではヌクレオチド鎖の 8 番目のＡが欠失してい
ると考えられる。そのため、コドンの読み枠がずれるフレーム
シフトが起こり、翻訳産物P′は 3 番目のアミノ酸からタンパク
質Ｐと異なるアミノ酸配列となる。そして、 7 番目のコドンが
UAG（終止コドン）となるため、そこで翻訳が終了する。した
がって、翻訳産物P′はタンパク質Ｐよりも少ないアミノ酸数と
なる。

Ⅴ
問 ６ ⑷　神経管の腹側領域では物質Ａの濃度が低く、神経管は 

運動神経に分化する。それに対し、神経管の背側領域では物質
Ａの濃度が高く、神経管は神経底板に分化する。



8787

解
答
例
・
解
説

化学〔 1日目〕
Ⅰ
問４　化学反応式の係数の比より、反応させるアルミニウムと発生した水素の物質量の比は2：3である。

　　�　ここで、アルミニウムの質量を x〔g〕とおくと、その物質量は x
27 mol であり、また、発生した水素の物質量が 0.56L

22.4 L/mol ＝0.025mol で

　　あることから、 x
27 ：0.025＝2：3が成り立つ。よって、x＝0.45g

Ⅱ A
問３　図１の基本単位は、中心に Si が１つ、そのまわりに O が４つあり、－電荷が４か所ある。しかし、図２の場合は、O の２か所は隣の基

　　本単位と共有しているので、O の数は2＋ 1
2 ×2＝3で、－電荷も２つ減って２である。よって、ケイ酸イオンの組成式は、SiO3

2－である。

Ⅱ B
問２　⑵　反応式より、e－が1mol 流れると、電解液中の H2SO4は1mol 減少し、H2O は1mol 増加することがわかる。
　　　流れた e－の物質量を x〔mol〕とすると、H2O ＝18、H2SO4＝98より、

　　 1200×0.30－98×x
1000×1.20－（98－18）x ＝0.25

　　よって、x ≒0.77mol

Ⅲ A
問３�　化学反応式の係数の比より、プロパン0.010mol と反応する酸素は0.050mol であり、二酸化炭素0.030mol と水0.040mol が生じる。容器内

に残っている酸素の物質量は、0.070－0.050＝0.020mol である。
問４�　問３と、水がすべて気体であることより、容器内の混合気体の物質量の合計は、0.030＋0.040＋0.020＝0.090mol である。したがって、求

める圧力を p〔Pa〕とすると、
　　　p ×9.0＝0.090×8.3×103×330 　よって、p ≒2.7×104Pa

Ⅲ B
問３�　この反応は発熱反応であることより、平衡は温度が高いほど左に偏って［NO2］が大きくなるので、Kc ＝［N2O4］

［NO2］2 の値は小さくなる。よっ
て、K1＞ K2＞ K3となる。

Ⅳ A
問２�　⑴　側鎖のアルキル基は、KMnO4水溶液で酸化されカルボキシ基となる。加熱して酸無水物になるのは、オルト位のフタル酸であるから、

化合物 B の o －キシレンである。

Ⅳ B
問４　化合物Ａ CH3－ CH（OH）－ CH3から分子内脱水して生じるアルケン（プロペン）CH3－ CH=CH2の分子量は42である。
　　�　そこに臭素 Br2が付加して生じる物質 CH3－CHBr－CH2Br の分子量は、Br ＝80より202だから、プロペン7.0g から生じる CH3－CHBr－

　　CH2Br の質量を x〔g〕とすると、 7.0g
42g/mol ＝

x〔g〕
202g/mol x ＝33.66g ≒33.7g
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Ⅰ
問２　イオン結合からなる物質は、水に溶けるものが多いが、AgCl や CaCO3などは水に溶けにくい。

Ⅱ A
問３　⑴　両性金属は、アルミニウム Al のほか、亜鉛 Zn、スズ Sn、鉛 Pb などがある。
　　　⑵　化学反応式は、2Al ＋2NaOH ＋6H2O Na［Al（OH）4］＋3H2

　　　　　アルミニウム8.1g の物質量は、 8.1g
27g/mol ＝0.30mol

　　　　　したがって、水素の物質量は0.30× 3
2 ＝0.45mol であるから、その体積は標準状態で、0.45mol ×22.4L/mol ＝10.08≒10L

Ⅱ B
問２　陰極では、2H2O ＋2e－ H2＋2OH－

　　　陽極では、2Cl－ Cl2＋2e－

　　　したがって、2.0mol の e－が流れたとき、Cl2は1.0mol 発生する。
　　　よって、求める気体の体積は標準状態で、1.0mol ×22.4L/mol ＝22.4L

Ⅲ A
問２　（1.0×10－3）×（8.3×103）×300≒2.5×103Pa
問３�　おもりの質量を x〔g〕とすると、このおもりは断面積1.0cm2のピストンの上に載っているので、おもりによる圧力は、 x〔g〕

1.0cm2 ＝ x〔g/cm2〕
である。

　　　ここで、グルコース水溶液柱の押す圧力が1030cm に相当することから、1.0×105Pa × x〔g/cm2〕
1030g/cm2 ＝2.49×103Pa　　x ≒26g

Ⅲ B
問４　Kb ＝［NH4

＋］［OH－］
［NH3］ ＝ Ca2

1－ a より、Ca2＋ Kba － Kb ＝0

Ⅳ A　
問２�　⑵　化合物Ｙの組成式は、⑴より C2H6O であり、分子量が72以下であることから、分子式は C2H6O である。また、単体のナトリウムと

反応するので、エタノールである。

Ⅳ B　
問２�　⑷より、Ｄはホルミル基（CHO）をもつことがわかる。また、炭素数がＡは14、Ｂは7、Ｃは6であることから、Ｄは炭素数が1のカルボン

酸で、ギ酸である。ギ酸に濃硫酸を作用させると、一酸化炭素を生じる。
　

化学〔 2日目〕
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国
語〔
２
日
目
〕

国
語
①

問
四　

空
所
補
充
問
題
。
選
択
肢
は
い
ず
れ
も
「
こ
の
よ
う
に
新
し
い
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
、」
と
い
う
文
言
で
始
ま
っ
て
い

る
の
で
、
空
欄
に
は
段
落
の
内
容
を
要
約
し
た
も
の
が
入
る
こ
と
が
わ
か
る
。
空
欄
を
含
む
段
落
で
は
、「
舞
踏
会
」で

「
キ
ッ
ト
が
王
子
で
あ
っ
た
こ
と
を
初
め
て
知
」
っ
た
シ
ン
デ
レ
ラ
が
、「
王
女
で
は
な
い
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
王
子

が
受
け
入
れ
て
く
れ
る
か
ど
う
か
、
不
安
を
覚
え
」な
が
ら
も
、
王
子
に
自
分
の
身
の
上
を
打
ち
明
け
る
場
面
が「
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
に
な
っ
て
い
る
」
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
身
分
の
違
い
を
抜
き
に
し
て
、「
あ
り
の
ま
ま
の
」
相

手
を
愛
す
る
こ
と
が
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
よ
っ
て
、
④
が
正
答
。
①
は
「
家
庭
に
お
け
る
親

や
親
族
か
ら
の
圧
力
」が
本
文
に
な
い
内
容
な
の
で
誤
り
。
②
は「
身
分
差
を
意
に
介
さ
ず
に
」が
、
シ
ン
デ
レ
ラ
が
王

子
と
の
身
分
差
を
意
識
し
て
い
る
様
子
と
合
わ
な
い
の
で
誤
り
。
③
は
全
体
が
本
文
に
書
か
れ
て
い
な
い
内
容
な
の
で

誤
り
。
⑤
は「
身
分
や
階
級
の
意
識
…
…
を
克
服
し
て
い
く
」が
誤
り
。

問
八　

空
所
補
充
問
題
。
空
欄
の
直
後
に「
し
た
が
っ
て
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、
空
欄
の
内
容
は
次
の
段
落
の
内
容
と
順
接
で

つ
な
が
る
こ
と
が
わ
か
る
。
空
欄
の
次
の
段
落
に
、「
姫
の
美
し
い
外
貌
に
惹
か
れ
た
王
子
の
恋
心
で
は
、
真
実
の
愛

の
域
に
ま
で
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
」「
憎
い
敵
の
子
で
あ
る
と
知
り
つ
つ
も
、
愛
し
い
と

思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ず
、
心
か
ら
救
い
た
い
と
祈
る
女
性
の
心
に
宿
っ
た
…
…
愛
こ
そ
、
真
実
の
愛
だ
っ
た
の
で
あ
る
」

と
あ
り
、
ま
た
、
第
四
段
落
四
行
目
で「
真
実
の
愛
の
キ
ス
」が
マ
レ
フ
ィ
セ
ン
ト
の
呪
い
を
解
く
鍵
で
あ
る
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
空
欄
の
内
容
は
、
王
子
の
キ
ス
で
は
呪
い
は
解
け
な
か
っ
た
が
、
マ
レ
フ
ィ
セ
ン
ト

の
キ
ス
で
は
呪
い
が
解
け
た
と
い
う
内
容
が
妥
当
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、②
が
正
答
。
①
は「
彼
は
奥
ゆ
か
し
く
」「
破

れ
か
ぶ
れ
に
な
っ
て
」が
誤
り
。
③
は
王
子
が
呪
い
を
解
く
筋
書
き
に
な
っ
て
い
る
の
で
誤
り
。
④
は「
マ
レ
フ
ィ
セ
ン

ト
に
よ
る
さ
ら
な
る
魔
力
で
、
オ
ー
ロ
ラ
は
目
覚
め
る
」が
誤
り
。
⑤
は「
王
子
の
欲
求
を
…
…
後
押
し
し
た
と
き
」が

誤
り
。
呪
い
が
解
け
た
の
は
、
マ
レ
フ
ィ
セ
ン
ト
自
身
が「
心
か
ら
救
い
た
い
と
祈
」っ
た
か
ら
で
あ
る
。

問
十　

傍
線
部
の
内
容
を
問
う
問
題
。
傍
線
部
の「
副
作
用
」は
、
直
前
に「
シ
ン
デ
レ
ラ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
乗
り
越
え

ら
れ
な
い
女
性
へ
の
蔑
視
や
優
越
感
、
あ
る
い
は
能
力
偏
重
主
義
を
生
み
出
し
、
競
争
心
を
煽
る
」
こ
と
で
あ
る
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
③
が
正
答
。
①
は
「
伝
統
的
な
物
語
は
蔑
視
の
対
象
と
な
り
、
存
在
意
義
が
問
答
無
用
に
否
定

さ
れ
て
し
ま
う
」が
誤
り
。
②
は「
児
童
文
学
の
分
野
」へ
の
影
響
は
本
文
で
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
誤
り
。
④
は「
格

差
が
増
大
す
る
傾
向
」が
、
⑤
は「
常
に
無
意
識
の
う
ち
に
」が
、
そ
れ
ぞ
れ
誤
り
。

問
十
一　

文
学
史
の
知
識
を
問
う
問
題
。
①
の「
坪
内
逍
遙
」は
、著
書『
小
説
神
髄
』に
お
い
て
写
実
主
義
を
唱
え
、ま
た
、『
シ

ン
デ
レ
ラ
』を『
お
し
ん
物
語
』と
し
て
翻
訳
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
①
は
正
し
い
。
②
の『
夜
明
け
前
』は「
島
崎
藤

村
」の
作
品
な
の
で
誤
り
。
ま
た
、「
二
葉
亭
四
迷
」は
ロ
シ
ア
文
学
の
翻
訳
を
手
が
け
て
い
る
の
で
、「
海
外
の
文
学
に

は
疎
く
、
翻
訳
作
品
は
残
し
て
い
な
い
」も
誤
り
。
③
の『
金
色
夜
叉
』は「
尾
崎
紅
葉
」の
作
品
な
の
で
誤
り
。
④
の『
舞

姫
』は「
森
鷗
外
」の
作
品
な
の
で
誤
り
。
ま
た
、「
雑
誌『
明
星
』を
舞
台
に
短
歌
革
新
を
成
し
遂
げ
た
」も
誤
り
。『
明
星
』

の
創
刊
は
一
九
〇
〇
年
で
あ
る
が
、「
樋
口
一
葉
」は
一
八
九
六
年
に
没
し
て
い
る
。
⑤
の『
に
ご
り
え
』『
た
け
く
ら
べ
』

は
い
ず
れ
も「
樋
口
一
葉
」の
作
品
な
の
で
誤
り
。
誤
り
を
含
ん
で
い
な
い
も
の
を
選
ぶ
の
で
、
①
が
正
答
。

国
語
②

問
四　

文
法
的
知
識
を
問
う
問
題
。（
１
）ａ
は
直
前
に
形
容
詞「
つ
ら
し
」の
連
用
形「
つ
ら
く
」が
あ
る
こ
と
か
ら
、動
詞「
な

る
」の
連
用
形
で
あ
る
。
ｇ
は
形
容
動
詞「
あ
は
れ
げ
な
り
」の
活
用
語
尾
で
あ
る
。
ｋ
は
直
前
に
名
詞「
こ
と
」が
あ
る

こ
と
か
ら
断
定
の
助
動
詞
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
意
味
・
用
法
は
す
べ
て
異
な
る
の
で
、
②
が
正
答
。（
２
）
ア
・

オ
は
動
詞
、
イ
は
形
容
動
詞「
清
ら
な
る
」の
活
用
語
尾
、
エ
は
断
定
の
助
動
詞
で
あ
る
。
ウ
は
直
前
が
動
詞「
す
」の
終

止
形
で
あ
る
の
で
、
伝
聞
・
推
定
の
助
動
詞
で
あ
る
。
カ
は
直
前
の「
ぬ
」が
尊
敬
の
補
助
動
詞「
た
ま
ふ
」の
連
用
形
に

接
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
完
了
の
助
動
詞「
ぬ
」の
終
止
形
と
判
断
で
き
る
の
で
、「
な
り
」は
伝
聞
・
推
定
の
助
動
詞

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ａ
・
ｇ
・
ｋ
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
意
味
・
用
法
の
も
の
は
、
ウ
と
カ
の
二
つ
な
の
で
、
②

が
正
答
。

問
八　

傍
線
部
の
内
容
を
問
う
問
題
。
傍
線
部
を
直
訳
す
る
と「
こ
の
ま
ま
端
の
方
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
な
さ
い
よ
」と
い
う
意

味
。
こ
れ
は
、
傍
線
部
の
前
に
あ
る「
あ
て
に
児
々
し
き
人
」に
対
す
る「
男
」の
言
葉
で
あ
り
、「
あ
て
に
児
々
し
き
人
」

は「
も
と
の
人
」、
つ
ま
り「
男
」の
元
の
妻
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
傍
線
部
は
、「（
新
し
い
女
が
や
っ
て
来
て
も
、）こ
の

ま
ま
端
の
部
屋
に
住
ん
で
い
な
さ
い
」と
い
う
趣
旨
の
発
言
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
②
が
正
答
。

問
九　

本
文
の
内
容
の
読
み
取
り
を
問
う
問
題
。
①
は
、
本
文
の
「
め
づ
ら
し
け
れ
ば
に
や
、
は
じ
め
の
人
よ
り
は
心
ざ
し

深
く
お
ぼ
え
て
、
人
目
も
つ
つ
ま
ず
通
ひ
け
れ
ば（
＝
目
新
し
い
か
ら
だ
ろ
う
か
、
初
め
の
人
よ
り
は
愛
情
深
く
思
っ
て
、

人
目
も
は
ば
か
ら
ず
に
通
っ
た
の
で
）」と
い
う
箇
所
に
合
致
す
る
。
②
は
、「
も
と
の
人
」が「
今
は
か
ぎ
り
な
め
り（
＝

私
た
ち
の
関
係
は
も
は
や
こ
れ
ま
で
の
よ
う
だ
）」「
つ
ら
く
な
り
は
て
ぬ
さ
き
に
、
離
れ
な
む
（
＝
夫
が
す
っ
か
り
冷

た
く
な
っ
て
し
ま
う
前
に
、
自
分
か
ら
身
を
引
い
て
し
ま
お
う
）」と
述
べ
て
い
る
こ
と
と
合
致
す
る
。
③
は
、
新
た
な

女
の
親
が
、「
妻
な
ど
も
な
き
人
の
、
せ
ち
に
言
ひ
し
に
あ
は
す
べ
き
も
の
を
、
…
…
く
ち
を
し
け
れ
ど
、
言
ふ
か
ひ

な
け
れ
ば
、
か
く
て
あ
ら
せ
た
て
ま
つ
る
（
＝
妻
な
ど
も
な
い
独
身
の
人
で
、
熱
心
に
求
婚
し
て
き
た
人
と
結
婚
さ
せ

よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
…
…
残
念
で
す
が
、
今
さ
ら
言
っ
て
も
仕
方
が
な
い
の
で
、
こ
う
し
て
通
わ
せ
申
し
上
げ

て
い
る
）」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
と
合
致
す
る
。
④
は
、「
女
の
親
に
配
慮
が
必
要
で
あ
る
た
め
」
が
誤
り
。
男
は
、「
い

と
ほ
し
さ
に
通
ひ
侍
る
（
＝
相
手
の
女
が
気
の
毒
だ
と
思
っ
て
通
っ
て
い
る
の
で
す
）」
と
述
べ
て
い
る
。
⑤
は
、
本
文

の「『
年
ご
ろ
行
く
か
た
も
な
し
と
見
る
見
る
、
か
く
言
ふ
よ
』」と
、
心
憂
く
思
へ
ど（
＝『
長
年
、
私
に
行
く
当
て
も
な

い
と
知
っ
て
い
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
な
ん
て
』
と
つ
ら
く
思
う
け
れ
ど
）」
と
い
う
部
分
で
、
元
の
妻
が
、

夫
の
対
応
に
内
心
で
不
満
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、「
い
づ
ち
も
い
づ
ち
も
往
な
む
。
今
ま
で
か

く
て
つ
れ
な
く
、
憂
き
世
を
知
ら
ぬ
気
色
こ
そ
（
＝
私
は
ど
こ
へ
な
り
と
も
行
き
ま
し
ょ
う
。
今
ま
で
こ
う
し
て
素
知

ら
ぬ
顔
で
、
辛
い
世
の
中
の
こ
と
な
ど
知
ら
ぬ
風
に
過
ご
し
て
き
た
こ
と
で
す
）」と
、
自
分
の
い
た
ら
な
さ
を
夫
に
告

げ
、
別
れ
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
⑤
も
本
文
の
内
容
と
合
致
す
る
。
以
上
よ
り
、
本
文
の
内
容
と
合
致
し
な

い
④
が
正
答
。

問
十
一　

文
学
史
の
知
識
を
問
う
問
題
。
①「
蜻
蛉
日
記
」は
九
七
四
年
頃
の
成
立
、
②「
徒
然
草
」は
一
三
三
〇
年
頃
の
成
立
、

③「
今
昔
物
語
集
」は
一
一
二
〇
年
頃
の
成
立
、
④「
増
鏡
」は
一
三
三
八
年
か
ら
一
三
七
六
年
頃
の
成
立
、
⑤「
枕
草
子
」

は
九
九
六
年
か
ら
一
〇
〇
八
年
頃
の
成
立
な
の
で
、
一
〇
五
五
年
か
ら
一
五
〇
年
の
間
に
成
立
し
た
作
品
は
③
。
し
た

が
っ
て
、
③
が
正
答
。
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①

問
七　

傍
線
部
の
理
由
を
問
う
問
題
。
傍
線
部
の
次
の
二
つ
の
段
落
で
、「
人
間
が
丸
裸
に
さ
れ
て
何
も
持
た
ず
に
森
に
放

置
さ
れ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
一
週
間
も
生
き
延
び
ら
れ
な
い
」が
、「
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
た
ち
は
元
々
丸
裸
で
森
で
暮
ら
し
て

い
る
」
と
い
う
例
を
用
い
て
、「
軸
の
取
り
方
に
よ
っ
て
賢
さ
や
有
能
さ
は
変
わ
っ
て
く
る
」
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
点
が
傍
線
部
の
理
由
と
な
る
の
で
、
同
内
容
を
述
べ
た
⑤
が
正
答
。
①
は「
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
」と「
人
間
」の
比
較
し

か
述
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
、「
ニ
ホ
ン
ザ
ル
よ
り
は
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
方
が
優
れ
て
」い
る
と
い
う
こ
と
が
成
立
し
な
い
理

由
を
説
明
で
き
な
い
の
で
誤
り
。
②
は「
ニ
ホ
ン
ザ
ル
」の
能
力
に
つ
い
て
は
本
文
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
誤
り
。

③
は「
理
由
も
不
明
確
な
ま
ま
だ
か
ら
」が
、
④
は「
そ
の
考
え
方
で
は
物
事
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」が
、

⑥
は「
理
解
を
得
ら
れ
に
く
い
」が
、
そ
れ
ぞ
れ
本
文
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
内
容
な
の
で
誤
り
。

問
八　

傍
線
部
の
意
図
を
問
う
問
題
。
傍
線
部
の
前
で
、
筆
者
は「
進
化
」と「
進
歩
」が
混
同
さ
れ
や
す
い
こ
と
に
注
意
を
促

し
て
お
り
、
ま
た
、
傍
線
部
の
後
で
は
、「
二
つ
の
前
提
」を
説
明
し
た
う
え
で
、「
進
化
」と
は
何
か
に
つ
い
て
論
じ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
傍
線
部
は
、「
進
化
」と
い
う
現
象
に
含
ま
れ
る
前
提
を
示
す
こ
と
で
、
読
者
に
納
得
し
て
も
ら

い
や
す
く
す
る
工
夫
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
よ
っ
て
、
①
が
正
答
。
②
は
「
進
化
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

か
を
明
確
に
定
義
」が
、
③
は「
意
外
な
情
報
を
新
た
に
提
示
」が
、
④
は「
反
対
の
考
え
を
示
す
た
め
の
布
石
」が
、
⑤

は「
結
論
を
明
確
に
述
べ
た
後
」が
、
そ
れ
ぞ
れ
誤
り
。

問
九　

筆
者
の
論
の
展
開
を
問
う
問
題
。
傍
線
部
の「
人
の
心
」と
い
う
視
点
は
、
傍
線
部
以
前
の
本
文
に
は
見
ら
れ
な
い
視

点
で
あ
り
、
傍
線
部
は
新
し
い
視
点
か
ら
進
化
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
こ
と
を
示
す
役
割
を
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
②

が
正
答
。
①
は「
根
拠
を
提
示
し
て
い
く
こ
と
を
表
明
す
る
」が
、
③
は「
前
段
ま
で
に
述
べ
て
き
た
内
容
と
は
全
く
異

な
る
」が
、
④
は「
同
じ
内
容
を
異
な
る
事
例
を
用
い
て
説
明
し
て
い
く
」が
、
⑤
は「
正
反
対
の
視
点
を
読
者
に
提
示
す

る
」が
、
そ
れ
ぞ
れ
誤
り
。

問
十　

表
現
の
効
果
を
問
う
問
題
。
①
は
「
驚
き
を
も
っ
て
述
べ
て
い
る
」「
筆
者
の
思
い
を
強
く
伝
え
」
て
い
る
と
い
え
る

よ
う
な
表
現
は
な
い
の
で
誤
り
。
②
は
「
縫
い
針
の
構
造
的
な
特
徴
を
的
確
に
捉
え
て
」
が
誤
り
。
ま
た
、「
三
元
ニ
ッ

チ
構
築
理
論
」が「
最
新
の
研
究
成
果
」で
あ
る
か
ど
う
か
は
本
文
か
ら
読
み
取
れ
な
い
。
③
は「
長
く
共
同
で
研
究
を
進

め
て
き
た
」が
誤
り
。「
二
十
年
来
の
友
人
」と
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、共
同
研
究
者
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
④
は
、

「
前
者
」の
叙
述
を「
読
者
が
あ
ま
り
想
定
で
き
な
い
よ
う
な
意
外
な
考
え
」だ
と
し
て
い
る
点
は
、
空
欄
５
の
段
落
で
、

人
為
的
に
も
た
ら
さ
れ
た「
環
境
変
化
」の
例
と
し
て「
東
京
の
一
部
や
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
」と
い
っ
た
大

都
市
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
妥
当
で
あ
り
、「
意
外
な
考
え
」
の
提
示
に
「
強
い
興
味
を
抱
か
せ
る
効
果

が
あ
る
」と
す
る
説
明
も
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
、「
後
者
の
叙
述
」に
あ
る「
三
元
ニ
ッ
チ
構
築
理
論
」に
つ
い
て
は
、
傍

線
部
５
の
直
後
で「
心
の
進
化
と
い
う
も
の
を
考
え
る
と
き
に
、
そ
れ
を
支
え
る
神
経
基
盤
、
生
息
環
境
と
一
体
で
考

え
る
」と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
筆
者
の
考
え
で
は
、「
心
を
担
う
」で
始
ま
る
段
落
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

「
心
」に
は「
脳
」と
い
う「
生
物
学
的
基
盤
」が
存
在
し
、「
心
は
そ
れ
が
働
く
環
境
と
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き

な
い（
空
欄
４
の
段
落
）」。
こ
の
よ
う
な
筆
者
の
考
え
と「
三
元
ニ
ッ
チ
構
築
理
論
」は
親
和
的
で
あ
り
、
そ
の
説
得
性

を
高
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
後
者
の
叙
述
」
に
関
す
る
部
分
も
妥
当
な
説
明
で
あ
る
。
⑤
は
「
論
の
整
理
を
し
て

い
る
」「
一
読
し
て
内
容
の
大
体
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
」が
誤
り
。
以
上
よ
り
、
④
が
正
答
。

国
語
②

問
五　

傍
線
部
の
理
由
を
問
う
問
題
。
傍
線
部
は
、「
娘
」の「
何
と
も
こ
ら
へ
が
た
き
こ
と（
＝
ど
う
し
て
も
堪
え
が
た
い
こ

と
）」を
聞
い
た
後
の
、「
母（
＝
尼
公
）」の
反
応
で
あ
る
。「
母
」に
つ
い
て
は
、
本
文
の
冒
頭
で「
き
は
め
て
悪
人
に
て
、

人
の
悪
を
言
ふ
こ
と
を
よ
ろ
こ
び
、
他
の
善
を
見
て
ね
た
む
（
極
悪
人
で
あ
り
、
人
の
悪
口
を
言
う
の
を
楽
し
み
、
他

人
の
善
い
と
こ
ろ
を
見
て
嫉
妬
す
る
）」人
物
で
あ
り
、「
平
生
娘
と
ひ
が
み
て
和
顔
を
も
見
せ
ず（
＝
日
頃
か
ら
娘
と
い

が
み
あ
っ
て
穏
や
か
な
表
情
を
見
せ
る
こ
と
も
な
い
）」と
あ
る
。
よ
っ
て
、
普
段
と
異
な
り
、「
う
ち
と
け
て（
＝
親
し

げ
に
）」た
ず
ね
た
の
は
、「
娘
」が
堪
え
が
た
い
と
思
う
こ
と
を
聞
き
出
し
、
そ
れ
を
実
行
し
よ
う
と
考
え
た
た
め
で
あ

る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
少
し
後
に「
娘
の
意
に
さ
か
は
ん
と
」と
あ
り
、「
さ
か
ふ
」は「
対
抗
す
る
」と
い
う
③

の
文
言
と
対
応
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
③
が
正
答
。
①
は「
大
変
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
」「
母
と
し
て
娘
を
思
い
や

る
気
持
ち
」が
、
②
は「
宥
め
て
引
き
留
め
た
い
」が
、
④
は「
意
向
に
同
調
す
る
素
振
り
」が
、
⑤
は「
あ
と
で
が
っ
か
り

さ
せ
て
や
ろ
う
」が
、
そ
れ
ぞ
れ
誤
り
。

問
七　

傍
線
部
の
内
容
を
問
う
問
題
。「
母
」が「
南
無
地
蔵
」と
唱
え
た
き
っ
か
け
は
、
傍
線
部
直
前
の「
耳
の
き
は
に
口
さ

し
あ
て
例
の
ひ
が
み
ご
と
を
言
ひ
か
け
け
れ
ば
（
耳
元
に
口
を
近
付
け
て
い
つ
も
の
悪
口
を
言
い
か
け
た
と
こ
ろ
）」
で

あ
る
。
ま
た
、
同
じ
段
落
に
、「
斎
日
な
ど
に
は
常
に
き
た
り
て
、
ひ
が
み
あ
ひ
て
久
し
く
ゐ
け
れ
ば
、
件
の
ご
と
く

し
け
り
（
＝
斎
日
な
ど
に
は
い
つ
も
や
っ
て
き
て
、
長
時
間
い
が
み
あ
っ
て
い
る
と
、
い
つ
も
の
よ
う
に
行
動
し
た
）」

と
あ
る
。
こ
こ
で
い
う「
件
の
ご
と
く
し
け
り
」と
は
、「
南
無
地
蔵
大
菩
薩
」と
唱
え
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
母
」

は「
娘
」と
喧
嘩
を
す
る
際
に
、「
南
無
地
蔵
大
菩
薩
」と
唱
え
る
こ
と
が
習
慣
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ

の
点
を
と
ら
え
た
②
が
正
答
。
①
・
③
・
④
・
⑤
は
右
の
文
脈
に
合
わ
な
い
の
で
誤
り
。

問
十　

本
文
の
内
容
の
読
み
取
り
を
問
う
問
題
。
本
文
は
、極
悪
人
で
あ
る「
尼
公
」が
、信
仰
心
の
厚
い「
娘
」の
計
略
に
よ
っ

て「
南
無
地
蔵
大
菩
薩
」と
頻
繁
に
唱
え
て
い
た
た
め
に
、
地
蔵
菩
薩
に
救
済
さ
れ
る
物
語
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
に

合
う
⑤
が
正
答
。
①
は「
執
着
す
る
こ
と
の
罪
深
さ
に
自
然
と
思
い
至
っ
た
」が
、
②
は「
娘
が
熱
心
に
名
号
の
あ
り
が

た
さ
を
説
き
続
け
た
結
果
」が
、
③
は「
あ
ま
り
の
愚
か
さ
を
哀
れ
ん
で
」が
、
④
は「
尼
公
の
方
が
か
え
っ
て
、
…
…
娘

よ
り
も
多
く
の
ご
利
益
を
、
地
蔵
菩
薩
か
ら
授
け
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
」が
、
そ
れ
ぞ
れ
誤
り
。

問
十
一　

文
学
史
の
知
識
を
問
う
問
題
。（
１
）「
大
江
山
」の
和
歌
は
、
和
泉
式
部
の
娘
で
あ
る
小
式
部
内
侍
が
詠
っ
た
も

の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
①
が
正
答
。（
２
）Ａ「
ふ
み
」は
同
音
異
義
語
の
存
在
を
利
用
し
て
、
一
つ
の
言
葉
に
二
つ
の

意
味
を
込
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
掛
詞
で
あ
る
。
Ｂ「
踏
み
」と「
道
」・「
橋
」は
、
意
味
上
の
関
連
の
あ
る
言
葉
で
あ

る
か
ら
、
縁
語
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
④
が
正
答
。（
３
）①『
金
葉
和
歌
集
』は
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
に

か
け
て
編
纂
さ
れ
た
八
つ
の
勅
撰
和
歌
集「
八
代
集
」の
第
五
番
目
に
あ
た
る
の
で
正
し
い
。
②『
小
倉
百
人
一
首
』の
成

立
は
一
二
三
五
年
と
見
る
の
が
通
説
で
あ
り
、
一
一
二
七
年
か
ら
百
年
以
上
経
過
し
て
い
る
の
で
正
し
い
。
③「
丹
後
」

は
現
在
の
京
都
府
北
部
に
あ
た
る
旧
国
名
で
あ
る
の
で
正
し
い
。
④『
栄
花
物
語
』の
う
ち
正
編
三
十
巻
は
赤
染
衛
門
が

作
者
と
さ
れ
る
、
宇
多
天
皇
か
ら
堀
河
天
皇
の
代
の
歴
史
を
扱
う
歴
史
物
語
で
あ
る
の
で
正
し
い
。
⑤「
清
少
納
言
」が

仕
え
た
の
は
一
条
天
皇
の
中
宮
で
あ
る
藤
原
定
子
で
あ
る
か
ら
、
誤
り
。
誤
り
を
含
ん
だ
も
の
を
選
ぶ
の
で
、
⑤
が
正

答
。（
４
）「
大
江
山
」
の
歌
は
、「
大
江
山
を
越
え
て
、
生
野
へ
と
続
く
道
が
遠
い
の
で
、
ま
だ
手
紙
も
読
ん
で
い
ま

せ
ん
し
、
天
橋
立
に
足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
」と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
歌
合
の
際
に
、「
丹
後

へ
人
は
つ
か
は
し
て
け
ん
や
、
使
詣
で
来
ず
や
、
い
か
に
心
も
と
な
く
お
ぼ
す
ら
ん
（
＝
丹
後
へ
人
は
お
や
り
に
な
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
使
者
は
ま
だ
帰
っ
て
き
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
、
ど
れ
ほ
ど
待
ち
遠
し
く
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
で
し
ょ
う
）」と
言
わ
れ
て
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
和
歌
の
名
手
で
あ
る
母
に
歌
を
代
わ
り
に
詠
ん
で
も
ら

う
た
め
に
使
者
を
送
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
挑
発
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
返
答
と
し
て
は
③
が
正
答
。
右
の

文
脈
に
合
わ
な
い
①
・
④
・
⑤
は
誤
り
。
②
は「
助
言
は
受
け
る
ま
で
も
な
い
」が
和
歌
の
解
釈
に
合
わ
な
い
の
で
誤
り
。
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一般選抜 出題傾向／対策・出題のねらい

〈出題傾向〉
　 ３科目型は、両日とも昨年度から大問数が １つ減り、各大問の
設問数が ２科目型・後期と同じになった。それに伴って時間設定
も60分になっている（昨年度は80分）。Ⅰは説明文、評論文を素材
にした長文読解で、文脈把握力を問う問題が中心。空所補充、同
義語選択、内容一致問題、英問英答など様々な形式の問題が出題
されている。段落ごとに文脈を押さえて、スピードを持って読み
進める力と、ある程度まとまった語句を英語で言い換える力が要
求される。また、出題された文章のタイトルとしてふさわしいも
のを選ぶ問題が出題されているため、部分的な内容理解はもちろ
ん、文全体を俯瞰的に見て要旨を把握する力が求められている。
Ⅱは会話文の空所補充（ ８問）。英文がかなり長いのが特徴であり、
会話で使われるくだけた文体・表現が多く見られる。設問は文脈
を押さえて適文を選択する問題。Ⅲは文法・語法・熟語の知識を
問う ４択空所補充（ ８問）で、問題のレベルは標準的である。Ⅳは
構文やイディオムを中心とした日本文付きの語句整序（ ６問）。こ
ちらも頻出の標準的な文法・語法・熟語の知識が問われている。
　 ２科目型と後期は60分程度の時間設定（ ２科目で120分）。大問数
は昨年度と同じだが、全体的な設問数は昨年度よりやや減った。
Ⅰの長文読解では、昨年度に出題されたできごとを時系列順に並
べかえる問題がなくなっている。Ⅱは会話文の空所補充（ ８問）。
Ⅲは文法・語法・熟語を中心とした ４択空所補充（ ８問）、Ⅳは日
本文付きの語句整序（ ６問）であった。 ３科目型と出題内容や設問
数が同様になったので、時間配分も同様に考えればよい。

〈学習対策〉
　今年度の設問数は全体的に昨年度より減少した。ただ、60分（程
度）という試験時間を考えると、いずれの日程もそれなりのスピー
ドが求められている。標準的な知識を問う文法問題は単文などの
場合が多いのに対し、文脈把握を中心とする長文読解問題や、口
語的な会話の文脈を問う会話文問題は、どちらも英文がかなり長
いのが本学の問題の特徴である。実戦的に過去問題を解くことで、
時間配分の感覚を身につけてもらいたい。
　対策としては、まず基本的な単語、熟語、文法・語法の知識を
身につけることが求められる。文法問題はもちろん、長文読解問
題においてもこれらの基本的な知識が不可欠であるため、繰り返
し取り組んで身につけよう。これと並行して長めの英文に触れ、
文脈を押さえて読む訓練も大切だ。本学の長文にいきなり取り組
むのではなく、300～450語程度の英文から始め、決められた時間
内に問題を解く練習をしよう。その際、テーマや筆者の主張を意
識して、段落ごとの要旨を押さえながら読む訓練を重ねておこう。
また、できごとの時系列に注意して読む練習も必要である。全体
を見渡す読解に加え、設問箇所を中心に構造、指示語、因果関係、
逆接語などに留意して、細かく正確に読む訓練も同時に行おう。
内容一致問題は、照合箇所の英文が、選択肢では言いかえられて
いるため、両方の英文の正確な意味を押さえることを意識しよう。
　本学の会話文問題は、英文がかなり長く、すべて文脈を問う問
題である。会話の定型表現を押さえることはもちろん、本学の過
去問題で練習をして、会話の内容・話題や会話の文脈を把握する
訓練をしていこう。

英　語

全体を通して
　いずれの方式でも、下に示す ４つの基本的な英語の力を測るこ
とが全体としてのねらいです。
１．ある程度の量の英文を読み、その内容を正確に理解する力。
２� ．基本的な口語表現の知識を用いて、会話の自然な流れを理解
し組み立て直す力。
３� ．基本的な文法・構文・語法に関し、それらが適切かどうか判
断する力。
４．基本的な英文を構成する力。

3 科目型 1 日目
　Ⅰは「ウィリアム・シェイクスピアの生涯」についてのエッセイ
です。設問には、本文の空所を適切な表現で補う問題や、全体の
内容と適切なタイトルを問う問題があります。いずれの問題も、
英語の語彙や英文読解能力を測るためのものです。
　Ⅱは「住居の壁が構造上薄いこと」についての会話が提示されて
います。会話全体の流れをつかみ、空所に適切な表現を埋める問
題です。
　Ⅲは基本的な文法・構文・語法を問うもので、選択肢から適切
な表現を選びます。
　Ⅳは基本的な英文を構成する力を問うもので、与えられた単語
を並び替えて適切な英文を構成します。

3 科目型 2 日目
　各大問の構成・目的は、 3科目型 1日目のものと同じです。
　Ⅰは「ビジネスの会議で見られる文化的相違」についてのエッセ
イです。
　Ⅱは「オンラインを利用したデザインの選択」についての会話が
題材となっています。

　Ⅲは基本的な文法・構文・語法を問うもので、選択肢から適切
な表現を選びます。
　Ⅳは基本的な英文を構成する力を問うもので、与えられた単語
を並び替えて適切な英文を構成します。

2 科目型
　各大問の構成・目的は、 3科目型のものと同じです。
　Ⅰは「グランドキャニオンの自然の壮大さ」についてのエッセイ
です。
　Ⅱは「歌唱力など、人それぞれに備わった才能」についての会話
が題材となっています。
　Ⅲは基本的な文法・構文・語法を問うもので、選択肢から適切
な表現を選びます。
　Ⅳは基本的な英文を構成する力を問うもので、与えられた単語
を並び替えて適切な英文を構成します。

後期
　各大問の構成・目的は、 3科目型・ 2科目型のものと同じです。
　Ⅰの英文は、「今日のデジタル時代におけるメディア・ストリー
ミング」についてのエッセイです。
　Ⅱは、「時間厳守」についての会話が題材となっています。
　Ⅲは基本的な文法・構文・語法を問うもので、選択肢から適切
な表現を選びます。
　Ⅳは基本的な英文を構成する力を問うもので、与えられた単語
を並び替えて適切な英文を構成します。

〈出題のねらい〉
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〈出題傾向〉
　小問数は 3科目型 1日目32→33問、 3科目型 2日目33→32問、
2科目型29→33問と多少の増減があったのみである。解答形式は
前年度同様全て記号選択で、記述式の問題はなかった。
　時代別では、古代～近現代まで幅広く出題されていた。前年度
あまり出題されていなかった古代についての問題が増加しており、
3科目型 1日目・ 3科目型 2日目では古代のみを扱った大問が出
題された。前年度よりも全体として特定の時代への偏りがない問
題構成となっている。戦後史については 3科目型 1日目の複数の
時代を扱う問題の中で出題があったが、それ以外の日程では出題
がなかった。
　分野別では、各日程とも政治・社会経済・外交・文化の各分野
から幅広く出題された。
　形式については、 1つのリード文による問題、異なる時代につ
いて述べた複数の文章をリード文に用いた問題、史料やグラフを
用いた問題など多様である。史料を使用した問題は 3科目型 1日
目・ 3科目型 2日目で出題された。 2科目型では、前年度は 2大
問で史料が使用されたが、今年度は史料問題の出題はなかった。
　設問は、歴史用語や人名を問う問題と短文選択の問題が多く、
正誤組み合わせや並べ替えの問題なども見られた。多くの大問で
リード文の穴埋めをさせる問題が出題されており、中には細かい
知識や数値などを問うものもあった。 3科目型 1日目では、古代
から現代までにわたる 8つのリード文を時代順に並べ替える問題
が出題された。
　一部に発展的な内容や難題も見られるが、全て記号選択という
こともあり、全体としての難易度は標準的といえる。

〈学習対策〉
■教科書と史料の学習を徹底しよう
　問題の多くは基本的事項を問うものである。学習の際には、歴
史事象を背景や結果などと関連させて理解し、紛らわしい選択肢
があっても惑わされないようにしたい。リード文や選択肢の中に
はやや発展的な内容が含まれている場合もあるが、解答に必要な
知識の多くは教科書の学習で網羅できるものである。基本をおろ
そかにせず反復学習を心がけよう。また、史料を用いた問題が出
題されることも多いので、日頃から史料問題に取り組んで、自分
の知識を使って史料を読解する訓練をしておこう。
■特定の時代や分野に偏らず幅広く学習をしよう
　年度や日程によって出題される時代・分野に偏りがある場合も
あるが、基本的に全ての時代・分野からバランスよく出題される
傾向にある。苦手をつくらないように学習を進めよう。また、 1
大問の中で複数の時代を扱う問題が全日程で出題されているので、
制度・政策や文化については時代ごとの変遷や、それぞれの特徴
を確認するようにしよう。
■内容や背景を用語と結びつけて覚えよう
　リード文の穴埋め・短文選択・正誤組み合わせ・時代順の並べ
替えなどの問題に対応するためには、制度・政策の詳しい内容や
出来事の歴史的背景などの理解が必要である。学習の際は関連事
項を表にまとめるなどして情報を整理し、単に用語を暗記するだ
けとならないよう注意しよう。また、問題を解いたときは、誤答
選択肢のどこが間違っている部分なのかも合わせて確認し、理解
を深めておこう。

日本史

3 科目型 1 日目
Ⅰ　古代の政治史に関する問題です。宮都の所在地と時代区分の
関係についてのリード文に沿って、律令制の確立過程についての
理解を問います。設問自体は教科書の内容を理解できていれば、
十分に対応できるはずです。遷都の背景にある政治動向や諸制
度の展開について理解し、時期的特徴をとらえておきましょう。
Ⅱ　中世と明治前期の宗教と政治・文化に関する問題。仏教諸宗
や神道・キリスト教について、文化史として政治史から切り離
すのではなく、各時代の政権・政策や、教育・文化との関係に
留意して、多面的に把握することがポイントです。
Ⅲ　江戸時代初期の政治に関わる史料問題です。史料はいずれも
教科書や資料集・図録などに載せられているものですが、たと
え見たことがなくても基礎的な知識で十分に解答可能な設問ば
かりです。教科書に書かれている歴史事実が史料の文章のどこ
からわかるのか、日頃から留意するようにしておくとよいで
しょう
Ⅳ　古代から近現代に至る土地制度・村に関する問題。短文はそ
れぞれＡ室町期惣村、Ｂ戦後農地改革、Ｃ江戸時代の村請制、
Ｄ明治の地租改正、Ｅ平安時代荘園制下の名田、Ｆ太閤検地、
Ｇ律令制、Ｈ戦前期の小作制度に関するものです。いずれの文
も時代の特定は難しくありませんが、特定分野の制度が時代に
よってどのように異なるのか、テーマ別の通史問題にも触れて
おきましょう。

3 科目型 2 日目
Ⅰ　古代律令制下の人民支配に関する問題です。教科書をしっか
り復習していれば解ける基本的な問題ですが、具体的に制度の
内容を正確に理解していなければなりません。教科書や図録に
掲載されている官制の一覧表などを活用して、基本的な数字と
ともに制度を理解しておきましょう。
Ⅱ　中世から近世初期の争乱・政変に関する問題です。事件と人
名を関連付けるだけでなく、具体的な内容を正確に理解し、時
代背景や事件の影響にも関連付けておくこと、また、地理的な
位置も把握しておくことが、正誤問題を解くコツです。

Ⅲ　江戸時代の水運を中心に、流通・経済政策に関する問題です。
各地の特産品や商品作物、政策など、幅広く問われています。
個別に用語を暗記するのではなく、それぞれのつながりを理解
しておくことが求められます。教科書で背景を整理し、図録の
地図なども使用して、作物の産地と流通構造を理解しておきま
しょう。
Ⅳ　近代の政治・外交に関する問題。協調外交の終局から軍部の
台頭に至る事件について、時系列に沿って問われています。そ
れぞれの事件の名称や人名をおさえるだけでなく、複雑な歴史
の流れを、政治動向や経済・外交・社会背景などと関係づけて、
理解できるようにしておきましょう。

2 科目型
Ⅰ　古代～中世の東北地方に関する問題。関西地方の学生にとっ
ては意表を突かれた出題だったかもしれません。設問自体はい
ずれも教科書に載っている範囲で、また、中央政治や外交の動
向と密接に関わる事柄が出題されています。地域の多様性・特
性にも目を配って学習をすすめましょう。
Ⅱ　中世から近世の外交・貿易に関する問題です。設問自体は基
礎的なものですが、貿易品の変化については、各時代の技術発
展や経済制度と関連づけて理解しておきましょう。教科書では
各時代に分散して書かれている外交史関係の叙述を、通史的に
把握しておくとよいでしょう。
Ⅲ　中世から近世の文化に関する問題。リード文では、桃山文化
の建築と装飾から元禄文化の工芸品や風俗文化に至る流れを追
いながら、各時代の作品や社会背景について出題しています。
それぞれの作品名・人名を覚えるだけでなく、関連する地域や
文化を支えた社会の動きにも目を配って学習をすすめましょう。
Ⅳ　幕末～明治中期の日本の貿易に関する問題です。円グラフの
読み取りとともに、各時期の日本の産業構造や外交関係に関す
る知識・理解に関する設問が設けられています。図やグラフを
用いた問題は難解に見えるかもしれませんが、教科書にも載っ
ている基礎的な知識で十分に解答可能な設問ばかりです。形式
に惑わされず、落ち着いて解答しましょう。

〈出題のねらい〉
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〈出題傾向〉
■分量・形式・難易
　分量は、例年通り全日程とも大問 ４題。小問数は、 ３科目型、
２科目型ともに28問で、各日程の小問数を前年と比べてみると、
３科目型は減少し、 ２科目型は変化がなかった。
　形式は、 ３科目型、 ２科目型ともにすべて選択式である。小問
のうち、ほとんどは空欄補充と下線部の内容や関連する語句を問
う問題であり、 3科目型 1日目で １問、 3科目型 2日目で ３問、
2科目型で ２問が年代に関する問題だった。

■出題内容
　地域：欧米史から ２題、アジア史から ２題の出題は例年通りだ
が、2025年はＢ方式でアジア・アフリカの混合問題もみられた。
欧米史では、ヨーロッパ史が中心で、中でも古代地中海世界に関
する問題の割合が高い。アジア史では、全日程で少なくとも １題
は中国史が問われており、また2025年は東南アジア・西アジアに
関する出題がみられた。
　時代：古代から近現代まで幅広く問われた。ある地域やテーマ
に焦点をあて、時代をまたいで幅広く問われる通史の大問が ３科
目型、 ２科目型で出題された。
　分野：政治史・外交史が中心であるが、欧米史・アジア史とも
に文化史や宗教史をテーマとするリード文・出題もみられた。

〈学習対策〉
１ 　教科書中心の学習を
　一部でやや細かい内容を問う問題もみられるが、ほとんどは標
準的な出題で、教科書中心の学習で合格点に達することができる。
まず教科書で太字になっている基本事項を正確に押さえた上で、
用語集・問題集に取り組み、知識の確認・補充をしよう。

２ 　縦と横の視点を意識する
　出来事・人物を古いものから順に並べる問題や、特定の人物の
治世下の出来事を問う問題、ある出来事が起きた年号を問う問題
が出題されている。重要な出来事・人物については、年号や前後
関係に注目する縦の視点と、同時代の出来事や他国の動向などに
注目する横の視点の両方を意識して学習しよう。

３ 　特定の時代や分野に偏らず幅広く学習をしよう
　どの日程においても時代は古代から現代まで幅広く扱われてお
り、分野も政治・外交・文化と多岐にわたる。また通史やテーマ
史が出題される傾向にあるので複数の時代・地域をまたいだ歴史
の理解を意識したい。文化史については小問だけでなく、文化史
についてのリード文からの出題もみられるため、苦手意識を持た
ないように学習しよう。

４ 　過去問を利用する
　過去問に取り組むことによって出題の傾向や難易度をつかむこ
とができる。重要なテーマ・内容の問題は、繰り返し出題される
こともあるので、自分が受験する日程以外の問題にも取り組んで
おきたい。

世界史

3 科目型 1 日目
Ⅰ　古代地中海世界におけるギリシア人の植民活動を中心に、関
連する事象について問うています。ギリシア・ローマ史だけで
なく、並行しているオリエント世界の歴史の流れや前後の時代
とのつながりなどもおさえられているかが鍵となってきます。

Ⅱ　10世紀以降の中国文学史の流れをもとにしながら、そこで登場
する人物や出来事についての問題です。王朝でいえば、宋から元・
明・清にまたがる長い期間を対象としており、出題自体も文学的
なものだけではなく、政治・社会・文化それぞれに関するものと
なっています。基本的には教科書に載っている事柄ばかりですの
で、それぞれの知識を正確に理解しておきましょう。

Ⅲ　ヨーロッパ史における女性君主の事例を追いながら、中世末
から近代にいたるヨーロッパに関する様々な事柄について設問
しています。特定の国に限らず、ヨーロッパ諸国の政治・経済・
文化に関する知識を幅広くおさえられているか、また、当時の
複雑な外交関係についても正確に把握できているかどうかを問
うています。

Ⅳ　中国、韓国、台湾を俯瞰しつつ、特に民主化の動きに焦点を
当てて、東アジア現代史への理解を問いました。ここで取り上
げられている政治指導者や出来事は、今日の東アジア社会の形
成過程や、今日的課題を語る上でも必要な基礎知識です。歴史
の大まかな流れと、転換点となった出来事について把握してお
くことが望まれます。

3 科目型 2 日目
Ⅰ　中国の都市西安、かつての長安に残る史跡にまつわる出題で、
人物を解答する問題が多くはなっていますが、関連するさまざ
まな事項から答えを導くものになっています。紀元前の思想家
から、唐代の宗教家まで、幅広い時代・分野の人物について、
それぞれは基本的に教科書に載っていますが、政治と文化で

別々の場所に書かれることも多いので、誰と誰が同じ時代かな
ど、時代性を意識しながら知識を正確に理解しておきましょう。

Ⅱ　西欧・南欧・東欧の 3つの都市の歴史をたどりながら、おも
に中世ヨーロッパに関する幅広い知識を問うています。地域的
に偏ることなく、ヨーロッパ全体を視野に収めて、歴史的に重
要な人物や事象について、正確に理解していることが求められ
ます。また、単純な一問一答ではなく、複数の情報を合わせて
答えを導き出す考察力も必要です。

Ⅲ　18世紀末から現代に至るイラン近現代史に関する設問です。
イランをはじめとする中東諸国の近現代においては、列強諸国
との関係が国内の政治経済や社会の動向に深く結びついてきま
した。このことに留意しつつ歴史の流れを捉えましょう。

Ⅳ　20世紀初頭から近年に至るまでの、西欧諸国の動向について
問うています。第一次世界大戦後の西欧では全体主義思想が力
を強め、イタリアやドイツが自国の勢力圏の拡大を図りました。
20世紀半ば以降は、共産主義を掲げるソ連と自由主義を奉じる
アメリカ合衆国の間で対立が続きました。こうした現代史の流
れを正確に理解するために、政治・経済思想の展開を整理して
おく必要があります。

2 科目型
Ⅰ　古代地中海世界の知識人 3人についての文章を読み、彼らが
活動した時代を中心に、関連する設問に答える形式です。 3人
の名が伏せられているので難解に見えますが、基礎的な知識を
しっかり身に付けていれば、リード文を丁寧に読むことで、容
易に解答できます。

Ⅱ　イスラーム教が世界各地へ伝播していった経緯について問い
ました。その状況は時代や地域によって異なります。各地域に
イスラーム教が広がっていった経緯と各地の時代背景の関係に

〈出題のねらい〉
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ついて理解を深めておきましょう。

Ⅲ　ヴィクトリア女王は19世紀半ばから数十年間にわたってイギリ
スの君主であり、彼女の率いるイギリスは、巨大な帝国とそれに
基づく経済力を擁して、他の西欧諸国に強い影響を及ぼしました。
しかし、ヴィクトリア女王の治世の末期には西欧諸国は帝国主義
の時代に入り、対立を深めます。イギリスの国力の消長という観
点から、この時代の西洋の変化を理解することが有用です。

Ⅳ　中国近代史の基礎知識に関する問題で、日中関係や植民地支
配をめぐる問題、中国における民族問題なども視野に入れて出
題しました。単に出来事を時系列で暗記するだけではなく、そ
の背景やその出来事が後の歴史の展開にどうつながったかなど、
関連するキーワードを挙げながら説明できるようにしておくと
良いでしょう。
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〈出題傾向〉
　大問数は各日程とも ４題であり、解答形式は 3科目型 1日目、
3科目型 ２日目、 2科目型のいずれもマーク式であった。
　出題分野については、 3科目型 1日目が、細胞と分子、植生の
分布とバイオーム、ヒトの神経系、遺伝子を扱う技術、 3科目型
２日目が、免疫のはたらき、生態系と生物の多様性、光合成のし
くみ、真核生物の遺伝子の発現調節であった。また、 2科目型は、
体内環境の調節、生物の多様性と生態系、刺激の受容、動物の発
生であった。
　問題の難易度については、教科書の重要用語に関する基礎的な
知識を問う問題が多く出題されており、大学入学共通テストと同
程度のレベルといえる。計算問題は、 3科目型 1日目で ３問（暖
かさの指数に関する問題が ２問、制限酵素に関する問題が １問）、
3科目型 ２日目で １問（光の強さと二酸化炭素吸収速度に関する
問題）、 2科目型で ６問（多様度指数に関する問題が ２問、森林生
態系の物質収支が ２問、ショウジョウバエの遺伝に関する問題が
２問）出題され、 3科目型 ２日目における計算問題の出題は少な
かった。

〈学習対策〉
　重要用語に関する知識を問う問題が多く出題される傾向にある。
まずは、教科書に太字で記載されている重要用語を １つ １つ丁寧
に確認していくことから始めよう。
　試験問題のつくりとして、まず各大問のはじめに長文が記載さ
れており、長文中の穴埋め問題や下線部の用語に関する知識・思
考力を要する問題で構成されている。そのため、普段から、教科
書などを利用して生物に関する長文を読む学習をしておき、試験
時間内にすべての問題を解くことができるようにしておこう。
　また、どの日程においても基礎～標準レベルの計算問題が毎年
出題されており、これらの問題に時間をかけずに正答することが
できるかがポイントとなる。教科書の例題や章末問題、過去問な
どを活用して、十分に対策をしておこう。
　実験・観察問題についても毎年出題されており、表やグラフを
正しく読み取る力が要求される。教科書に記載されている実験・
観察の流れと、実験・観察の結果からわかる考察について、必ず
理解しておこう。
　生物基礎・生物からまんべんなく出題されているので、今まで
取り組んだ学校のテストや模試から自身が苦手とする分野を分析
し、その分野を重点的に学習しておこう。

生　物

3 科目型 1 日目
Ⅰ　細胞の構造や生命活動の維持にはたらくタンパク質に関する
問題です。原核細胞、真核細胞がもつ構造体について、広く知
識を問うています。また、細胞内共生説（共生説）に関わる知識
も必要です。
Ⅱ　植生の分布とバイオームに関する問題です。世界のバイオー
ム、および日本のバイオームの水平分布や垂直分布について、
基本的な知識を問うています。暖かさの指数を題材とした問題
では、表を読み取り、正しく計算する力が必要です。
Ⅲ　ヒトの神経系に関する問題です。ニューロン（神経細胞）の構
造やはたらき、中枢神経系を構成する脳と脊髄について、広く
知識と理解を問うています。反射の中枢や興奮の伝達経路（反
射弓）についても整理しておくとよいでしょう。
Ⅳ　バイオテクノロジーに関する問題です。遺伝子組換えについ
て、詳細な理解を問うています。大腸菌を用いた実験を題材と
した問題では、複数の実験条件と結果を比較して考察する力が
必要です。

3 科目型 2 日目
Ⅰ　からだを守るしくみに関する問題です。物理的・化学的防御
や自然免疫について、基本的な知識を問うています。また、医
療への応用について、予防接種やワクチンに関わる知識も必要
です。
Ⅱ　生態系と生物の多様性に関する問題です。生態系内の多様な
生物の間の関係について、広く知識を問うています。沿岸の岩
場にみられる食物網での実験を題材とした問題では、実験設定
を理解し、考察する力が必要です。外来生物についても整理し
ておくとよいでしょう。

Ⅲ　光合成のしくみに関する問題です。光合成の各過程について、
広く理解を問うています。光の強さと光合成速度の関係につい
て、図を正しく読み取り、計算ができるようにしておく必要が
あります。
Ⅳ　遺伝子の発現調節に関する問題です。原核生物、真核生物に
ついて、それぞれの遺伝子発現が調節されるしくみを理解して
おきましょう。転写調節領域や調節タンパク質のはたらきに関
する実験を題材とした問題では、図を利用し、実験条件や結果
を比較して考察する力が必要です。

2 科目型
Ⅰ　体内環境の維持のしくみに関する問題です。ヒトのおもなホ
ルモンについて、広く知識を問うています。健康なヒトと糖尿
病患者における血糖濃度の変化について、知識をもとに考察す
る力が必要です。
Ⅱ　生態系のバランスと保全に関する問題です。人間活動が生態
系に与える影響について整理しておくとよいでしょう。多様度
指数を題材とした問題では、多様度指数を求める式の意味を正
しく理解して計算し、考察する力が必要です。
Ⅲ　刺激の受容に関する問題です。おもな受容器と適刺激につい
て、基本的な知識を問うています。光刺激を受け取る受容器で
ある眼について、詳細な理解を問うています。視覚経路と視交
さを題材とした問題では、図を利用して考察する力が必要です。
Ⅳ　発生と遺伝子発現に関する問題です。動物の卵と卵割につい
て、詳細な理解を問うています。ショウジョウバエの発生と遺
伝子発現に関連して、母性効果遺伝子の影響についても学んで
おきましょう。

〈出題のねらい〉
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〈出題傾向〉
大問は ３～ ４題で構成されており、大問はＡ、Ｂに分かれて中

問形式になっているものが多かった。
解答形式は、すべてマーク式。
3科目型、 2科目型ともに、大問Ⅰで 3つの記述から正しいも

のの組み合わせを答えさせる形式であった。他の大問では、 １つ
の正解を答えさせる形式、または空欄に当てはまる数値を答えさ
せる形式であった。
出題分野の構成は、 3科目型、 2科目型ともに、小問集合形式
の理論化学に続き、中問形式の理論化学、無機化学、有機化学と
なっている。各分野からまんべんなく出題される傾向は、近年変
化はない。
理論化学 ( 中問形式 ) では、状態図、反応速度、浸透圧、電気
分解、気体の性質、電池、化学平衡など、無機化学では、硫黄、
金属イオンの反応・分離など、有機化学では、アルコール、芳香
族化合物の性質などが出題された。
近年、問題の難易度の変化はほとんどなく、基本的な問題や標
準的な問題が中心であるが、思考力が要求される問題もある。時
間は、問題の分量に対して十分であるので、基本的な問題や標準
的な問題を中心に解答していけば、合格点に達することができる
であろう。計算問題では、計算ミスがないかどうか、数値や条件
を再度確認して、計算の見直しを行うことが大切である。最初に
問題を解いたときに、立てた式や計算過程などを問題用紙に書き
残しておけば、素早く見直すことができる。

〈学習対策〉
１ ．理論化学・無機化学・有機化学のいずれの分野においても、
要求されている知識は、教科書に掲載されている内容が中心で
ある。とはいえ、あいまいな知識だけでは合格点に達すること
は難しい。教科書の内容を理解し、その後、問題集などを用い
て、知識が身についているか、内容を理解できているかを確認
するとよい。なお、解答形式がマーク式であるため、過程を記
述する練習は必要がないと考えがちであるが、考え方を整理し
たり見直したりする際に有用であるので、あわせて記述する練
習もしておくことが望ましい。
２．理論化学では、計算問題が多く出題されている。問題集など
を用いて計算問題を解く際には、実際に手を動かすことが大切
である。
３．無機化学では、化学反応式を単に暗記するのではなく、その
反応が物質のどのような性質に基づいて起こるのかを理解して
おくことが大切である。理論化学との融合問題として出題され
ることがあるので、過去に出題された問題などを用いて対策を
しておくとよい。
４．有機化学では、芳香族化合物に関する問題がよく出題される。
ベンゼンの反応やフェノールの反応をはじめとした知識を確認
し、有機化合物の分離に関する問題や構造決定に関する問題に
ついても、多くの問題を解くことで考え方に慣れておくとよい。

化　学

全体を通して
　 3科目型 1日目、 3科目型 2日目は大問 3題（Ⅰ～Ⅲ）構成で、
第Ⅰ問は小問集合、第Ⅱ、Ⅲ問はＡ ･Ｂの 2つのテーマでの分題、
2科目型は大問 4題（Ⅰ～Ⅳ）構成で大問Ⅱ～ⅣはＡ ･Ｂの分題で
す。各方式とも、理論化学分野を含む基礎、無機、有機の範囲か
ら出題しています。基本的な知識を問う問題に加えて、思考力、
計算力、問題文の読解力を必要とする問題も含まれています。教
科書を中心に知識や考え方をしっかりと学べば、解答することが
できるという観点で出題しています。
　なお、適宜、識別指数という値を示していますが、この値が大
きいと、学力が高い受験生が順当に高い正答率を示す問題である
ことを示し、学力が低い受験生との差がついた、という意味を持
ちます。

3 科目型 1 日目
Ⅰ：小問集合、理論化学
　物質の構造、酸・塩基、酸化還元の分野について、小問形式で
基礎的な知識と理解をみる問題で、 ７設問あり、ア～ウ ３つの文
の正誤組合せを答える形式です。 3つの文すべての正誤を正確に
判断する必要があり、物質の構造については正答率が 6割程度で
したが、酸・塩基、酸化還元の正答率は 2割前後と、かなり低い
結果となりました。
　問 ４では、③の正答率が18.8％でしたが、誤答⑤を選んだ人が
62.5％で、ブレンステッド・ローリーの酸の定義をアレニウスの
定義と勘違いした人が多かったためと思われます。問 ６では、硫
酸を用いた反応での硫酸の役割について、②の正答率が15.6％で、
④の誤答が28.1％と酸化還元反応と酸・塩基の反応の見分けがつ
いていない様子が見られました。

Ⅱ：無機化学、理論化学
　Ａは、水の状態図をテーマに、知識と水の状態に関する概念の
理解をみる標準的な問題です。問 １では、正答率100％でしたが、
問 ２・ ３でそれぞれの曲線について問われると正答率は ８割程度
までやや下がり、問 ４で状態変化についての計算問題では正答率
は 4割以下でした。この問題を解くために必要な一つ一つの事項
は基本的な知識ですが、正解を得るためには、知識と概念を組合

せて考えることが必要です。
　Bでは、過酸化水素の分解反応をテーマに、触媒のはたらき、
発生した酸素の物質量、反応時間と過酸化水素のモル濃度の関係
など、多岐にわたる内容について問いました。
問 １の触媒のはたらきについては、正答率は 8割を超えましたが、
その後の計算問題では 4割程度とあまりできていませんでした。
問 ４の過酸化水素の分解速度の速度定数を求める問題は、ほとん
どの教科書に解き方が例としてあるものですが、正答率が １割に
満たず、難しかったようです。データを筆算で手計算するのは大
変ですが、日頃から計算機を使わずに手計算しましょう。

Ⅲ：無機化学・有機化学
　Ａは、金属イオンの系統分析に関する問題です。実験 １～ ５の
結果をもとに、溶液の色の変化や、問 ２で水酸化ナトリウム水溶
液を加えて生じた沈殿が、過剰量滴下では溶ける水溶液の特定、
問 ３で水溶液Ａ～Ｄ中の陰イオン、問 ４でそれぞれの陽イオンを
問いましたが、問 ２では識別指数が0.77、問 ４ では識別指数0.88
と差がつきやすい問題となりました。
　Ｂは、分子式C4H10O の構造異性体に関する問題です。金属ナ
トリウムとの反応、酸化反応、脱水反応によって ４種類の化合物
を見分けるもので、それぞれの官能基が酸性・中性・塩基性のど
れを示すのかやヨードホルム反応の有無などの基本的な知識がポ
イントです。正答率は 6割前後でしたが、問 １～ ４は特に、識別
指数が0.88～1.0と今回最も差がつきやすい問題でした。合格する
にはこのような問題を確実にできるよう、演習しておきましょう。

3 科目型 2 日目
Ⅰ：小問集合、理論化学
　物質の構造・変化と平衡の分野について、小問形式で基礎的な
知識と理解をみる問題で、 ７設問あり、 ３科目型 １日目と同様、
ア～ウ ３つの文の正誤組合せを答える形式です。正答率は 3～ 4
割と、かなり低い結果となりました。問 ３ の分子間力について
2 - プロパノールとアセトンの沸点の比較では、識別指数0.82と
差がつきました。問 ５の中和反応の量的関係では、先に二酸化炭
素を吸収させた設定が難しかったようで、正答率は14.3％でした。

〈出題のねらい〉
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Ⅱ：理論化学
　Ａは、Ｕ字管を用いての浸透圧実験をテーマに、浸透後のグル
コース水溶液の濃度や、液面差から浸透圧を問う標準問題ですが、
問 ４ で誤答選択肢⑥⑦の選択率がどちらも23.8％で、正答率は
5％以下と、難問だったようです。この結果を用いた計算問題で
ある問 ５は、 ３つの数値解答形式ということもあり、できていま
せんでした。
　Ｂは、 ２槽直列電気分解に関する問題です。問 １～ ３は 8割前
後の正答率でしたが、電気分解後のイオン交換膜で仕切られた区
画の水溶液についての問 ４・ ５では 2割程度と難しかったようで
す。各極での反応とイオン交換膜のはたらきを理解しているかが
ポイントです。問 １では識別指数が1.0、問 ５では識別指数が0.82
と大きく、どちらも差がつく問題となりました。

Ⅲ：無機化学・有機化学
　Ａは、硫黄の化合物に関する問題です。濃硫酸の工業的製法や
不揮発性が関係する化学反応については正答率 5割程度でしたが、
硫黄の同素体である斜方硫黄、単斜硫黄の分子結晶に関する問 ２
や問 ５の濃硫酸の体積を求める計算問題では正答率 3割に下がっ
てしまいました。よくある標準的な問題ですから日頃から手を動
かして計算することに慣れておくことが大切です。
　Ｂは、C19H20O4の分子式の芳香族化合物の構造決定の問題です。
問 ３の呈色反応の正答率は 7割でしたが、問 ４・ ５の構造式の決
定や異性体の数では正答率が 4割、計算問題では 3割に届かずさ
らに低い結果でした。問 ６は試験問題の最後ですので解答時間が
足りなかったのかもしれません。問題文で与えられた情報をもと
に登場する化合物Ａ～Ｅを落ち着いて丁寧に見極めていくことが
鍵となります。

　 2 科目型
Ⅰ：物質の構造
　小問集合形式で、幅広い知識と理解をみる問題です。
　 2科目型の第 1問は、 3科目型 1日目、 3科目型 2日目と同様、
３つの文に関する正誤組合せ問題で、一つ一つの文は難解ではな
いのですが、問われている ３つのことがらのすべてを正しく理解
していないと正解できません。特に問 １はヨウ化カリウム水溶液
をヨウ素ヨウ化カリウム溶液と勘違いした受験生が多かったせい

か識別指数がマイナスになり、下位者の方が正解しているという
状況でした。問 ４の水溶液の濃度に関する基本的な計算問題でも
正答率が19.5％と低くなっています。基礎事項を確実に理解して
落ち着いて取り組むことが大切です。

Ⅱ：無機化学、理論化学
　Ａは、 5種類の金属イオンの系統分離に関する問題です。
実験操作の理由について問われた問 ３以外は標準的な問題で、い
ずれも正答率は 9割前後とよくできていました。このように正答
率が高い問題は、ケアレスミスをせず、確実に正解することが大
切です。
　Ｂでは、連結容器での気体の状態変化について実験操作による
容器内の気体の変化がつかみきれず正答率は次第に下がってしま
いました。問 ２の正答率は65.9％でしたが、識別指数は0.90と大
きく差がつく結果となりました。

Ⅲ：理論化学
　Ａでは、リチウムイオン電池をテーマとしての正誤問題は正答
率 6割を超えていましたが、二次電池についての問 １、電極での
反応式を与えての負極の変化量についての問 ４はいずれも正答率
は 4割程度に下がっていました。この電池は、電気自動車やスマー
トフォンなどに用いられ、重要な役割を果たしています。日常生
活で用いられている化学知識にも注意を払っておきましょう。
　Ｂは、N2O4と NO2の平衡をテーマに扱いました。はじめは正
答率 7～ 8割とよくできていましたが、平衡移動に関する問 ３で
は正答率は 3割台に落ちてしまいました。ルシャトリエの原理は
しっかり理解しておきたいところです。

Ⅳ：有機化学
　Aでは、小問集合形式で、組成式からの化合物の決定、炭化水
素の完全燃焼、セッケン、フェノールに関する基本的な内容を出
題しました。 ５～ ８割程度と、ほぼ想定通りの正答率でした。問
４のフェノールの製法または性質については、正答率は58.5％で
したが識別指数1.0と差のつく問題となりました。
　Ｂは、CHOの組成式をもつ芳香族化合物A～Ｅやこれらから
生成された化合物 F～ Hについての問題でした。Ｇ、Ｈの特定
を除き正答率は 3～ 4割でした。

〈出題傾向〉
解答形式は、 3科目型 1日目と 3科目型 ２日目では記述式、 2
科目型ではマーク式である。出題範囲は、すべての方式で共通し
ており、大問は全 3問で構成されている。大問Ⅰは必答で範囲は
数学Ⅰ，数学Ａ、大問Ⅱは選択問題で範囲は数学Ⅰ，数学Ａ、大
問Ⅲも選択問題で範囲は数学Ⅱ，数学Ｂ（数列），数学Ｃ（ベクトル）
である。
出題形式は、 3科目型 1日目、 3科目型 ２日目では、Ⅰは 3題
の独立した小問である。 2科目型では、Ⅰは 4題の独立した小問
である。いずれの方式でもⅠのみが必答問題であり、各小問には
さらに枝問がある。また、 2科目型のⅠは、 3科目型に比べて分
量が多い。Ⅱ、Ⅲは、いずれの方式でも、 3～ 4題ほどの小問で
誘導形式になっていることがほとんどである。前半の問題の答え
を利用して、後半の問題を解くことが多いので、前半の問題をミ
スなく解く力が必要である。
出題分野からまんべんなく出題されているため、どの分野もき
ちんと押さえている必要がある。また、「場合の数と確率」、「 2
次関数」からの出題のように正確な場合分けが求められる問題も
ある。公式を使いこなせるだけでは解けないので、実際に問題を
解き慣れておきたい。
また、関数の問題ではグラフを描く問題もある。図形の問題で
も図を描いて考えることが重要なため、問題文を正しく読み取り、
図を描けるようにしておきたい。

〈学習対策〉
ほとんどの問題の難易度は、標準的なレベルであるといえる。
ただし、各分野から偏りなく出題されるので、教科書の例題、練
習問題を確実に解けるようにしておきたい。まずは各分野の内容
や公式を確実に理解することが重要である。その後、章末問題な
ど、より難易度の高い問題を解いてみることで、公式の扱い方や
場合分けなどの力を伸ばしておきたい。
また、いずれの方式でも選択問題があるため、自分の得意な分
野を把握しておき、問題を見たときに、自分にとって解きやすい
問題を選べる力も重要であるといえる。
3科目型 1日目と 3科目型 ２日目では、記述式で解答する。マー

ク式では、枠の数などで、桁数や符号のヒントが得られることも
あるが、記述式ではそれがないため、特に誘導形式の序盤での公
式や計算のミスには注意が必要である。記述式での解答にとまど
わないように、普段の学習でも、導出の過程を意識しながら問題
を解いていくとよい。一方で、マーク式では誘導形式の問題で、
解いた問題の答えが後の問題文中に入ることがあるので、このよ
うなパターンの問題にも触れておきたい。
図形の問題も頻出であり、「図形と計量」と「図形の性質」の内容
を組み合わせることも多い。どちらの分野の公式も、実際の問題
の中で使いこなせるようになっておき、どのように解くのか迷う
ことで時間を費やさないようにしておきたい。

数　学
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全体を通して
　 3科目型では教科書で扱われている基本事項を理解し、活用で
きるか、また限られた試験時間内で基礎的な計算が正確にできる
かについて問うことにしました。それぞれの設問はストーリー性
のある問題とし、前の問題の解答を踏まえ、その結果を次の問題
の解答にいかに応用できるかという応用力もみることにしました。
新課程の範囲で学ぶ学習事項にかかわる記述問題を通じて、問題
の読解力、論理的思考力、計算力、数学的な表現を用いた記述力
をみました。
　 ２科目型は、教科書にある基本事項を正しく活用できること、
標準的な計算力や、思考力・応用力の有無をはかる問題を出題し
ています。
　また、順序立てて解答していく流れを持った設問形式が多く、
出題の意図を読み取り、論理的に解答方針を見極める力を問うよ
うな構成にしています。日頃から、式・図・表・グラフなどを関
連づけて考えることや、 １つの問題をいろいろな角度から捉える
こと、これらを心掛けて取り組むようにしましょう。

３ 科目型 １ 日目
Ⅰ�　⑴数学Ａにおける「数学と人間の活動」の「n進法」からの出題
であり、 3進数と10進数の相互変換にかかわる問題です。⒜で
は自然数の数を数えるので 0を除く必要があります。⒜で １桁、
２桁の個数をカウントしているため、同様に ３桁、 ４桁の個数
をカウントすると ４桁までの総数が80個となります。さらに 5
桁の個数を考慮すると100番目の数は ５桁になるはずです。
　�　⑵数Ａにおける「場合の数」からの出題であり、集合の要素の
個数にかかわる問題です。 ５ と ９、それらの公倍数である 45 
で割り切れる数の個数、および14を加えた ３つの数とそれらの
公倍数で割り切れる数の個数を求めることが設問 ⒜⒝の第 1
段階です。こうした問題はベン図を用いて考察すると解答しや
すくなります。
　�　⑶数学Ⅰにおける「一次不等式」の「絶対値を含む方程式、不等
式」からの出題です。本題は、絶対値を場合分けしてはずし、⒜
グラフ化すること、⒝とり得る範囲を広げて最小値を求めること
を問うた問題です。⒝は⒜の傾向を類進して求めることもできま
す。答案用紙にはプロセスをすべて記述することが必要です。
Ⅱ�　正弦定理や余弦定理、メネラウスの定理など基本的な定理を
用いて思考することができるかをみる問題です。自分の知って
いる定理を用いることができる図形を問題の図の中にいかに見
つけるかが重要です。今回の問題はいろいろな解き方が可能で
すが、解き方によっては計算がとても複雑になる場合がありま 
す。本学の問題はストーリーをもった展開となっていることが
多く、先に求めた解をどう利用して次の問題解決に役立たせる
かという視点が大切です。
Ⅲ�　数学Ⅱの「図形と方程式」からの出題です。設問⑴では、領域
を連立不等式で表し、それを図示するものです。座標軸、原点、
境界線等、丁寧に示すことが期待されます。設問⑵は典型的な
設問であり、取り組みやすかったと思われます。設問⑶では、
定数 aについての場合分けが必要です。

３ 科目型 ２ 日目
Ⅰ�　⑴数学Ⅰの「データの分析」からの出題です。①平均値、②中
央値（特にデータ数が偶数個の場合）、③範囲（最大値と最小値
の差）、④分散という最も基本的な値を求めさせる問題です。
一方、単にデータを与えた問いかけではなく、データを xと y
の式で与えることによって、まず⒜ xと yを求めさせ、次に⒝ 
における分散の計算を通じて計算力を問う形で構成しました。
　�　⑵余弦定理や三角比、三角形の面積の公式を用いて問題解決
できるかをみる基本的な問題です。⒜の問題では、ADを求め
るためにACを求める必要があります。このように公式や定理
を複数のステップで用いながら解決する場合、見通しが重要で
す。本学の幾何の問題は図が示されていないことが多く、まず
は問題文をもとに図をかき、与えられた条件からどの公式や定

理を用いるかを判断する必要があります。
　�　⑶「組合せの数」を求める基本的な問題です。 5つの〇と 2つ
の｜を一列に並べるとき、 2つの｜の位置を決めれば残りは一
意に決まります。この考え方を応用して、n個の〇を 2つの｜
で仕切ることを考えれば (b) が解けます。(a) は、考え方を説
明することに慣れておく必要があります。なぜその式を立てた
のか、このように計算しようと思ったのはなぜか、きちんと説
明してから計算を進めることが必要です。
Ⅱ�　数学Ⅰの「 2次関数」からの出題です。 1つ目の不等式は、

x <− 1 ， 2 < xとすぐに範囲が求められます。したがって、多
くの答案で正解が導かれていました。 2つ目の不等式は、因数
分解して (x− 2 a)(x− 1 )< 0 と変形できるため、 2 aと 1の大小
で場合分けを考えます。 2 a= 1 となる場合を忘れないように
気をつけてください。 ２つ目の不等式を上手く因数分解できて
いない解答や判別式を用いて実数解の数を求めようとする等の
誤答がありました。
Ⅲ�　数学Ⅱにおける「微分法」「積分法」からの出題です。⑴のグ
ラフを作成する問題では、軸の名前や原点などを必ず記載する
ように心がけてください。増減表に基づき正確にグラフを作成
する習慣を身に付けることが必要です。記述式であることを踏
まえ、考え方やプロセスが正しい場合は部分点を与えました。
⑴および⑵が正しく答えられている答案では、⑶の面積 Sを
求めるための積分計算も正しく行われている傾向にありました。

2 科目型
Ⅰ�　〔 1 〕数と式の分野の問題です。⑴は 1次不等式と絶対値を含
む不等式、⑵は集合と命題との融合となっています。⑴で求め
た答えを⑵でも使うため、⑴は確実に正解しておく必要があり
ます。不等式を正確に処理する基本的な計算力を問うた上で、
⑵は求めた値の範囲に属する整数を正確に吟味し把握する力を
問う問題となっています。
　�　〔 2〕データの分析の分野の問題です。四分位偏差、分散、平
均値、共分散、相関係数といった基本事項の定義をきちんと理
解できているか、また値を求める正確な計算力を問う問題と
なっています。計算に手間がかかりますが、計算量はあまり多
くないため、計算ミスをせず確実に正解しておきたい問題です。
　�　〔 3〕図形と計量の分野の問題です。リード文で与えられた三
角形をもとに、垂線や外接円へと図形が展開され、正弦の値、
辺の長さ、外接円の半径、三角形の面積などを求める問題です。
三角比の定義や基本公式を十分に理解していること、また条件
から図を正確に把握する力が求められます。
　�　〔 4〕場合の数と確率の分野の問題です。本問では確率を求め
る問題のみで構成され、袋からカードを取り出し書かれている
整数の積を考察する設定となっています。確率の定義の理解度
や、基礎的な数え上げが正しくできるかどうか、また条件付き
確率の理解度も問う設問になっており、確率を求める際の様々
な知識や思考力をみることがねらいの問題であるといえます。
Ⅱ�　 2 次関数の分野の問題です。与えられた 2次関数から、条件
をもとにもう一つの 2次関数を求め、さらに定義域の片側が動
く条件のもとで最大値・最小値を考察していく問題です。⑴は
分野の基礎事項が理解できて正しく活用できる力をみる問題で
す。⑵では、最大値と最小値の差の絶対値を求める応用的な問
題となっています。自分でグラフをかき、正確に場合分けをし
て計算し解き進める力が求められます。頻出事項を理解した上
での思考力をみる問題となっています。
Ⅲ�　微分法・積分法の分野の問題です。極大値・極小値、接線の
方程式、曲線と直線で囲まれた部分の面積などをテーマとした
設問で、この分野では典型的な出題であるといえます。⑵は定
義域の片側が定まっていないため、 3次関数のグラフをもとに
極大値が最大値となるかどうかを吟味する思考力を問うていま
す。⑶は、与えられた条件から 2次関数を求め、囲まれた部分
の面積を求める問題です。分野の重要事項を必要に応じて活用
できる力を養っておきましょう。

〈出題のねらい〉
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〈出題傾向〉
（現代文）
二九〇〇～四八〇〇字程度の文章が出題されており、三〇〇〇
字程度の文章が多い。二〇二五年度の出題文は、全て評論文だっ
た。出題文のテーマは、思想・文化・芸術・科学・法律に関する
ものなどで、二〇一〇～二〇二〇年代に書かれた文章が使われて
いる。出題文は論理的な読解力を求める内容だが、難解なものは
ない。
個々の設問内容に関して、漢字問題は例年必出で、全日程にお
いて、五～七問ほど書き取りの問題が出題されている。大半の日
程で、語句の意味を問う問題も出題され、単語・熟語・慣用表現
について問われている。特に難解な語句は問われていないが、誤
用されやすい表現が問われることもあり、選択肢の中から正確な
意味を選ぶ力が必要である。また、接続語・語句・脱落文を空欄
に補充する問題など、本文の文脈、論理を精緻に読み取らせる問
題が多く出題された。
さらに、傍線部の意味・内容を問う問題が全ての日程で出題さ
れている。また、傍線部における筆者の考えを問う問題や本文と
の内容合致を問う問題など、本文全体の正確な内容の把握が要求
される問題も出題される傾向にある。本文全体の把握が必要とさ
れる問題では、他の設問で問われた筆者の主張がさらに発展的に
問われたりする場合がある。一つの設問での解釈の誤りが他の設
問に影響して、得点を大きく落とす可能性があるので、設問同士
に関連がありそうな場合は注意して解くようにしよう。
また、二〇二五年度は、単語や語句の抜き出し問題の出題はな
かった。文章で解答する記述問題は、二〇二三年度・二〇二四年
度に引き続き、二〇二五年度も出題がなかった。
その他、文学史の問題が二〇二五年度では二日程で出題された。

（古文）
二〇二三年度は、平安時代の長編物語『源氏物語』、江戸時代の
仮名草子『女郎花物語』、江戸時代の歌集『としなみ草』、平安時代
の説話集『今昔物語集』から出題された。また、二〇二四年度は、
平安時代の長編物語『夜寝覚物語』、平安時代の歌物語『平中物語』、
江戸時代の狂言論書『わらんべ草』、江戸時代の書簡集『許六宛去
来書簡』から出題されており、両年度ともに、受験生にとってあ
まり馴染みのない作品からの出題が見られた。
二〇二五年度は、平安時代の歴史物語『栄花物語』、室町時代の
御伽草子『鈴鹿の物語』、江戸時代の読本『鳥辺山調綫』、平安時代
の歌物語『伊勢物語』の注釈として書かれた『伊勢物語評注』から出
題されており、過年度に引き続き、あまり知名度の高くない古典
からの出題も見られた。
本文量については、二〇二四年度は、前期Ａ方式（ ３科目型）・
Ｂ方式（ ２ 科目型）が九〇〇～一五〇〇字程度であり、後期が
五〇〇字程度であったが、二〇二五年度は、前期Ａ方式（ ３科目
型）・Ｂ方式（ ２科目型）が一一五〇～一四〇〇字程度であり、後
期が一一三〇字程度であった。二〇二四年度では、前期日程で和
歌を含む文章が出題されたが、二〇二五年度では、前期 ３科目型
と後期で和歌を含む文章が出題された。設問数は、二〇二三年度・
二〇二四年度と大きな違いはなく、八～十一問であった。設問内
容は、現代語訳、傍線部の内容説明、空欄補充、内容合致などの
読解力を測定する設問を中心に、古語の意味、用言・助動詞の文
法的知識を問う設問もほとんどの日程で出題されている。また、
文学史などの基本的な知識を問う設問も出題されている。
総じて、本文と設問のバランスのとれた出題内容であり、バラ
エティーに富んだ設問構成である。解答するにあたって、余裕が
ある試験時間とは言えないので、時間配分には十分注意したい。

〈学習対策〉
（現代文）
上記の傾向分析からうかがえるように、本文の部分的理解だけ
でなく、本文全体の内容が把握できているかも問われるのが本試
験の特徴である。出題形式に惑わされず、大学側が受験生に求め
ているのは、国語力の基礎となる「語彙力」と、それを基にした「読
解力」であることを押さえておこう。
まず、漢字問題の出題数が多く、必ず出題されるため、日々の学
習の中で漢字の書き取り・読み取りの訓練を行う習慣をつけよう。特
に、漢字問題では同音異義の熟語の区別が大切である。意味のわか
らない熟語に出会ったときに、すぐに辞書で意味を調べ、同音異義語
を区別しよう。漢字を使いこなすには、単に「書ける・読める」だけで
は不十分で、意味も把握する必要がある。さらに、慣用表現につい
ても、意味のわからないものに出会ったら、必ず辞書を引いて正しい
意味を確認しておこう。「調べて覚える」学習では、辞書アプリなどを
活用して、調べた履歴から復習してもよい。こうして語彙力を高めて
おくと、語句の空欄補充問題や脱文補充問題を解く際に有利になる。
次に、文章の「読解」では、本文中の論理関係を把握するために、
接続語・指示語・構文などの文法を理解しておくことが基本とな
る。基礎的な問題集や過去問の文章を使い、接続語や指示語によっ
て、文と文、あるいは段落と段落がどのような関係になっている
かを意識しながら読もう。こうした学習の積み重ねで、文脈を把
握する力を高めることができる。
また、問題を解く際、傍線部が本文のどの部分と関連している
のか、あるいは、選択肢のどの部分が本文のどこと関連している
のかなど、文章と文章の対応関係を常に意識し、それを手がかり
にして問題を解いていくことを意識しよう。
（古文）
有名でない出典からも出題されるため、出典について予備知識
がない古文を正確に読解する力が必要である。そのために、古語・
文法の知識や古典常識などは、ある程度インプットしておくこと
が重要だ。また、時代が異なると古文の文体も大きく異なる。ど
の時代が出題されても戸惑わないように、中古に限らず中世や近
世の時代の作品にも触れておくとよいだろう。
二〇二三年度・二〇二四年度に引き続き、二〇二五年度も和歌
に関する設問があった。その対策のため、和歌の読解に不可欠な
縁語・枕詞・掛詞などの修辞を、しっかり理解しておこう。
本文中の和歌や俳句に関連する文学史の問題が出題されること
もあるため、日頃から有名な和歌や俳句、歌集や句集について、
概要を把握しておくことが望ましい。また、出典と年代やジャン
ルが同じ選択肢を選ばせるような問題は頻出である。国語便覧な
どを用いて主要な古典作品についての知識を整理しておき、文学
史の問題を確実に得点しよう。
●正確な読解力養成のために
①古語の理解…動詞・形容詞などの用言は、助動詞と組み合わせ
て現れた場合でも意味が把握できるようにしておこう。また、「現
代と意味の異なる語」や「複数の意味を持つ語」の二種類は特に出
題されやすいので注意が必要だ。特に、「複数の意味を持つ語」が
出題されるときは、文脈に適した意味を選んで答える力も求めら
れる。辞書の意味を丸暗記するのではなく、語の中心的な意味や
由来を理解しておき、文脈に応じて判断できるようにしておこう。
②文法的知識の定着…助動詞や助詞の用法、意味・用法の識別な
どは必ず出題される。こうした問題で失点しないように、しっ
かり学習をしておきたい。まず、古典文法の問題集を一冊解い
て理解が不十分な苦手分野を明らかにしよう。そして、苦手分
野の知識を繰り返し復習して、得点源に変えよう。
●記述対策もしておこう
記述式設問の出題は、二〇二五年度にはなかったが、過去には
出題されていた。記述式設問が復活したときに備えて、問題集や
参考書で記述式設問にふれ、実際に解答を書いて慣れておこう。
記述対策では、模範解答の着眼点及び解答作成の手順を確認し
て、自分の解答に足りない要素をつかむことが大切である。

国　語
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全体を通して
　 3科目型・ 2科目型・後期、いずれも国語の基礎学力を試す問
題で、すべてマークシート方式の選択問題です。　 
　現代文の前半では、漢字の識別（同じ漢字が使用されている語
句の選択）や読み方、慣用句などを含む語句の意味、接続詞や語句、
文章の空欄補充といった、基礎的な語彙力に関する問題を出して
います。日常から読書などを通して多くの文章に触れ、大学にお
いて学ぶに必要な語彙を身につけているかどうかをはかります。
またそうした知識を用いて、いかに文章中における意味を正確に
把握して、前後の文脈から適切な解答を選ぶことができるかがポ
イントとなります。
　後半では、文章の一部分、あるいは全体の趣旨を理解できてい
るかを確認するための問題を出しています。問題を解くにあたっ
ては、問題文と設問を正確に理解することが必要です。難しい言
葉に惑わされることなく、文章と向き合いましょう。書かれたこ
とを正しく理解することは、大学での学びにおいても大いに必要
とされるところです。
　古文に関しては、基本語彙、文法（構文理解を含む）、文意の理
解に関する問題が中心となります。問題文は、高等学校までの学
習ではなじみのない時代や分野のものもありますが、必要とされ
る知識、読解力は、どの作品においても変わりません。古典文法・
語彙などの基本の知識を正しく身につけておくことを心がけ、現
代とは異なる社会、文化が背景にあることも意識しながら、多く
の作品に触れておくとよいでしょう。
　現代文でも古文でも、文学史の問題も出題しています。日頃か
ら国語の教科書の巻末資料や国語便覧などに目を通しておくと、
今後にも役立つ知識が得られるはずです。
  以下に、それぞれの問題について、特に正答率の低かった問題
を中心に説明します。

3 科目型 1 日目
　Ⅰの現代文は、脳科学に関する文章です。断片的かつ脊髄反射
的な SNS様のことばが跋扈する日常ですが、文章から相手の論
理や思考をじっくりと読み解き、さらにはその理解をもとに推論
することを期待したものです。 
　問一で正答率が最も低かったのは設問Ｄ（25.8％）。他も設問Ａ
を除いては正答率が 5割前後で誤答にばらつきも多いため、漢字
を使う語彙に普段からより多く触れることが望まれます。一方、
問四ではいずれの設問も正答率が 8割以上となっており、基本的
な文脈や論理関係、語感は正しく捉えられていました。問五は、
適語補充問題ながら、設問は以外は、単に語彙力ではなく文章に
示される論理の理解を問うています。問六は、空欄Ⅰ～Ⅲを考え
るための情報が、空欄より後（視覚の左半分から入ってくる情報は、
脳の右半球が処理する）にも記されていることに気づけるか否か
が急所（正答率24.8％）。問七は、文章が示す情報や論理にもとづ
いて正しく推論できるかを試すもの。「脳二分説」が揺らいだのは、
左右の半球が「同じでない」、より具体的には「どちらも専門化さ
れているが、意識のレベルが同じでない」ことがわかったためで
あることを踏まえれば「脳二分説」とは、左右半球が「同程度」であ
るという考えであったはずです（各選択肢後半は、実は正誤にか
かわりません）。問九は、それぞれの観察結果が、いかに解釈さ
れ一定の見解に至っているのかを理解できているかを問うもの。
選択肢③のみが、分離脳患者とは関係ないものです（正答率
31.2％）。問十は、「聞く側」が「頭のなかでひとつに撚りあわ」せ
て得た推論が、著者の見解とは相容れないものであることを、こ
れまでの行論とこの部分の文脈から判断できるかが鍵です。なお、
選択肢②は著者の見解そのもの。 
　Ⅱの現代文の問題は、比較的、平易な文章で題材もマンガに関
するものだったので、困難ではなかったと思われますし、丁寧に
分脈を読解してゆけば正答にたどり着くことができる問題だった
はずです。
　問一で正答率が低かったのは、設問Ａの45.9% と設問Ｃの
37.6% でした。Ａの懐疑・Ｃの粗製、ともに聞き慣れないという

ほどではないですが、改めて問われると、どの漢字を充てるか迷っ
たのかもしれません。普段から、よく似た意味を持つ漢字の使い
分けに注意深くなることが必要です。読解問題は、おおむね70%
以上の正答率だったのですが、最も正答率が低かったのは、問五・
Ｘの問題でした（正答率49.6％）。ここは、直前に単行本の売り上
げの出版社の取り分が 6割であるということ、大ヒット作があれ
ば 1タイトルだけで出版社は数百億円の利益を得られることが書
かれているので、それを踏まえれば、①の「こんなにおいしい商
売はない」という選択肢が最も適切だと選べたはずです。④を選
んだ人も多かったのですが、④は「ヒットを継続的に出す必要が
ある」という点に重点が置かれており、紙の単行本というビジネ
ススタイルそのものが出版社に利益を生み出せることが重要なの
で、①の方が適切です。他にも、全体的に文章を読解した上で解
く問題の正答率が全体の中でやや低く、中でも問七の正答率が
60.7% と低かったです。問七は、①④を選んだ人も多かったです。
①は「横断的な検索を可能にするのは、利用者の多さである」が間
違い。「利用者の多さ」ではなく、正しくは「豊富な品ぞろえ」です。
④は「規模の大きな韓国アプリの力を借りての……利益を生み出
している」の部分が間違い。「大量に売りさばくためには」と書か
れてはいますが、「何とか利益を生み出している」という状況では
ありません。なお、③は「米国の企業が運営するアプリに依存す
ることが予想される」に該当する記述は本文中にありませんし、
⑤は、顧客データを韓国アプリから提供してもらうことが望まれ
るが、それはおいそれと提供してもらえないと本文中に書かれて
います。読解問題はいずれも、選択肢を丹念に読み、本文の記述
と照らし合わせて誤りを見つけてゆく丁寧さが必要です。
　Ⅲの古文は、最初の歴史物語である『栄花物語』ゆふしで巻の一
節です。藤原道長は平安時代の文学史の説明に必ず出てきます。
その予備知識に加えて、まずはリード文を熟読して、人物関係や
どのような場面かを理解したうえで取り組みましょう。 
　問一は、語彙や文法の知識と文脈の理解の両方が必要です。ｅ
ａｄの順に正答率が高く、逆にｆｂｃの順に低かったです。ｆ「か
たしく」を大半が「固くなった」「難しいと思われる」としていまし
たが、「袖」が後続する、形容詞「かたし」に「かたしく」の活用はな
いなど、未知の言葉の場合、文法の知識も動員して選びましょう。
問二は ７割、問三は ８割が誤答でした。古文を音読して「御衣」な
どの読み方に慣れ、「して」など識別が重要な語句を抑えておくと
よいでしょう。問四の敬語は、乙とは逆に甲は過半数が誤答でし
た。謙譲語は動作の及ぶ相手を敬います。問五・問六は、係り結
びをはじめ、ほぼ半数以上が正答でした。問七の和歌の技巧は、
特に「句切れ」の意味を確認しておきましょう。問八は、イオウの
順に正答率が高いのですが、カ「おはしまさせて」は①の誤答を選
んだ人が最多でした。使役に注目すると①が誤りだとわかります。
文法は、やはり内容理解に不可欠です。問九は ４割以上が誤答の
①を選びました。傍線部エのように思って和歌の贈答をしたあと
に帰ろうとしたという流れを踏まえましょう。問十も同じく②を
選んでいましたが、傍線部キの前後の文脈に合いません。供人は
主人が堀河院に泊まられたら甲斐がないと思っていたけれども、
出てきたので「うれしう」思ったのです。問十の文学史は、教科書
の付録や国語便覧などの範囲内です。 

3 科目型 2 日目 
　Ⅰの現代文は、芸術や芸能のありかたが政治体制や経済などの
社会的変化とどのように関連しているのか、複数の角度から論じ
たものです。全体として正答率は高かったですが、そのなかで問
一のＢ、Ｄ、Ｅの正答率が 4割前後で低めでした。Ｂの正答は①
（清廉潔白）ですが、正答を選んだ人と④（連載）を選んだ人がほぼ
同数でした。問題の「レン（廉）」は「安い」という意味ですが、①の
「レン（廉）」は「欲が少なく心が清らか」という意味ですので、同じ
漢字と認識しづらかったかもしれません。また問題の「レン」が出
現する前後に「作品」「モノ」や「つくる」「生産」という語句が出現
したため、「雑誌」という語句に結びついた④が多く選択された可
能性もあります。Ｄの問題の「カン（看）」は「よく見る」という意味

〈出題のねらい〉
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であることが分かれば、正答③を選択できます。Ｅの問題の「ジョ
（徐）」は「ゆっくり」という意味ですので正答は③ですが、①の「除
く」の意味と取り違えた人が多かったです。いずれの場合も、日
常生活の中で目にする熟語に意識を向けて、意味を考えながら語
彙を増やすことが大切です。問二のｅも、正答率が約 4割で低め
でした。後続文章はその前の文意の言い換えですので、正答は②
の「つまり」ですが、別の可能性を表す副詞である⑦の「あるいは」
を選択した人が 3割弱いました。②の類似語として「要するに」「す
なわち」を、⑦の類似語として「それとも」「または」を入れてみる
と、違いが分かりやすいでしょう。ただし、英語の接続詞である 
“or” (「または」と訳すときと「すなわち」と訳すときがある ) と感
覚を混同させないように気をつける必要があります。問三の い 
は、正答の③を選択した人が約 5割いた一方で、⑤を選択した人
が約 3割いました。近代以前の職人集団・職能団体の特徴を表す
語句が入りますが、「その身分に属していないと入れない」という
制限があったこと、また、現在は職人集団への出入りが「自由」で
あることと対比させていることから、閉鎖性を示す③の「独占的
な」が適当です。
　Ⅱの現代文は、バフチン独特の「対話」について述べたものです。
ふだん用いる「対話」の意味にとらわれず、本文での定義を丹念に
読み取る必要があります。正答率は、問一の漢字問題、問二の語
義問題に50％を切るものが見られました。基礎的な言葉の意味や
漢字の問題で差がつくと言えるでしょう。 
　問一ではｃ・ｄの正答率が40％台でした。ｃ「いわばフソたち
の言葉」は直前の「階層秩序的過去」や四行前の「父親や大人や教師
の言葉」の言い換えであることから、「フソ」も過去や年長者に属
するものである、と理解できれば正解に至ります。漢字問題です
が、読解力も問われます。ｄの「尚」は〈程度が高い〉、正解の選択
肢の「尚」は〈まだ〉という意味です。漢和辞典などを引いて語彙を
増やしましょう。問二のA「モノローグ」は本文の基本的な概念で
すが、正答率が50％を下回りました。もし「モノローグ」という語
を知らなくとも、本文で「対話」の対義語として用いられているこ
とが読解できれば、正解にたどり着けます。問三は、い が正答
率67.7％、 へ が同じく66.2％と、 ろ ～ に と比べて低いものでし
た。 い の正答⑤「ところが」は単なる逆接ではなく、意外な事柄
が後に続きます。接続詞に限らず、さまざまな語の細かなニュア
ンスの違いを国語辞典を引いて把握しておきましょう。問六は、
文と文のつながりを理解できているかを問う問題です。補充され
る一文にある「自分と他者」が論じられている箇所に注目します。
問七は、本文全体の主旨を問う問題です。傍線部を言いかえると
〈（筆者の考えによれば）どのような知を身につけるべきか〉という
ことになります。選択肢②が本文の「外部からの押しつけではな
く～」以降（【④】と【⑤】の間）に一致します。③に誤答する人が少
なくありませんでしたが、これはむしろバフチンの理想に反しま
す。問八は、各選択肢が用いられた文脈を確認する過程を通じて、
本文全体の読解が求められる問題です。ａ「教育的な対話」は二つ
めのバフチンの引用（「哲学的モノローグ主義の～」）の最後に、バ
フチンの言う「本質的な対話」がなされていない例として挙げられ
ています。ｂ「対話的教育」は最後の段落で肯定的に捉えられてい
ます。ｅ「疑似対話」は傍線部 2の後に不十分な学びの例として挙
げられています。ｆ「闘争関係」はバフチンの最後の引用の中で肯
定的に捉えられています。
　Ⅲの古文は『鈴鹿の物語』の一節です。あまりなじみのない室町
時代の物語ですが、丁寧に読んでいけば、それほど難しい文章で
はありません。
　問二の「ば」の識別を問う問題では、二重傍線部 4「ところをば」
の「ば」が最も正答率が低く、 3割程度でした。①「副助詞」を選ん
だ人が 5割近くでしたが、正解は②「係助詞」です。格助詞「を」に
接続すると係助詞「は」が濁音化するので、注意して覚えておきま
しょう。接続助詞の「ば」の識別は比較的よくできていましたが、
接続する語の活用を正確に判断することが大切です。問三の傍線
部 2「聞くからに」の意味を問う問題は、正答率が 5割程度でした。
「からに」は重要古語でもあります。「……してすぐに」という意味
も持つため、①「聞くとすぐに」が正解です。問五の傍線部 3「東雲」

は（ 1）「しののめ」という読みについては、 9割近くの高い正答
率でしたが、（ 2）の意味は正答率 3割程度でした。①「明け方」が
正解でしたが、②「漂う雲」③「朝霧」もそれぞれ多くの人が選択し
ていました。「雲」の字に引かれたものでしょうが、難しい語句を
覚える時には読みだけでなく意味も確認しておくようにしましょ
う。問八のBは平安時代以降〈類推〉の副助詞として使われてい
た「だに」が入ります。「だにも」という連語として使われることも
多く、ここはそれに当たります。問九は二通りの「九月」の解釈を
問う問題ですが、 3割程度の人が 丙 の解答として二つを同じ意
味だと答えていました。ａ「九月（長月）」とｂ「九か月」と異なる意
味であることを正確に読み取る必要があります。

2 科目型
　Ⅰの現代文の問題文は、「エコクリティシズム」という批評理論
に関する文章です。本文中の記述を根拠として説明を求める問題
が中心です。文章の内容は平易ではありますが、情報量が多いの
で、時間内に文章を正確に把握することが求められます。 
　問一は漢字の問題です。Ｂの正答率が低く（24％）、漢字問題の
中で最も低いものでした。漢字問題は選択式ですが、手で書いて
練習するのが習得の近道です。 問二の接続詞補充問題は、段落
間の関係などに注意しましょう。説き方としては、aから順に確
定できないので、まずはｄとｅを確定して説くのがよいでしょう。
問三はことばと季節の関係についての知識を問う問題です。それ
ぞれのことばが、どの季節を指しているか注意しましょう。問四
は空欄補充問題です。「ろ」の問題の正答率が最も低く、約23％で
した。語彙を増やすために、日頃から様々な本を読んでおきましょ
う。問六は傍線部の内容を問う問題です。まず、傍線部内の「必
ずしもそうではない」という箇所に注意しましょう。傍線部の前
には、「アメリカでは「自然との調和」はエコロジカルな状態を指
す」とあり、傍線部内の「そう」が意味しているのはこの箇所です。
「そうではない」理由は、「自然との調和をエコロジカルとみる国
際社会の見方を取り込ん」で、自文化像が形成されたから、とな
ります。問八は本文の内容と照らし合わせたうえで、日本語版パ
ンフレットに里山の写真があった場合の批判の具体例を問う問題
です。選択肢のうち、①と②と⑤は、問題文に記載されていた批
判例です。
　Ⅱの選択現代文は、それほど難解ではありません。落ち着いて
読めば解けるはずです。高校での授業を踏まえ、文章を筋道立て
て読み取る力のほか、語彙・文学史などを確実に身につけること
が肝要です。
　問三の空欄の「は」は、正答率が低い問題でした。正答は①です
が、②「同一視」を選択した人が多かったです。エンターテイメン
ト小説の意味のリズムは対立のビートを中心とし、その一方で、
純文学の意味のリズムはより微細に取り扱われる、というように
説明されています。そのため②は適当ではありません。
　問六は、対比されている事項を考察し、相違点を整理して、文
章を的確に読み取る力を問うています。問七は正答率が低めでし
た。正答では本文の表現を大きく言い換えているため、やや難し
かったかもしれません。本文における意味内容を適切に捉えるこ
とができるかを問うています。
　Ⅲの選択古文は、江戸時代後期の読本からの出題です。一般的
には馴染みのない文体のため、文脈を理解するのが難しいところ
もあったかと思います。 
　問 1のＦ、Ｇは比較的正答率の低かった問題です。Ｆは④「な
おも疑問が解消しない」が正解。「落ち居ぬ」の「ぬ」を打消の助動
詞と取れたかどうかがポイントです。Ｇは②「いわれのないこと」
が正解。「よしなし」は「由（物事のいわれ、由緒など）」がないとい
う意味の重要語ですが、①「よくないこと」を選んだ人が 2割ほど
いました。最も正答率が低かったのは問11、傍線部A「浪花人」が
誰か、という問題。文中の浪花人には荻、半九郎の 2名がいます
が、前の台詞で荻が「物申したき御人」がいると言ったのを受けて
「そは大かた浪花人のことならめ（それはおそらく浪花人のことだ
ろう）」と言っているので、荻ではなく半九郎が正解です。問 8の
文学史の問題の正解は①『今昔物語集』ですが、④『三国伝記』を選
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んだ人が 4割と多くいました。「天竺・震旦・本朝」の説話を集め
るのは『今昔物語集』の特色の一つ。『三国伝記』も同じく三国の説
話を集めますが、これは室町時代中期の説話集です。 

後期
　Ⅰの現代文（Ｄ）の問題文は、憲法違憲判決という有名な事例を
扱った文章です。本文中の記述を根拠として説明を求める問題が
中心です。見慣れないことばが多いですが、内容そのものは難し
いものではありません。
　問一は漢字の問題です。Ｂの正答率が低く（約43％）、漢字問題
の中で最も低いものでした。「保証」と「保障」の相違に注意しま
しょう。問二の接続詞補充問題は、段落間の関係などに注意しま
しょう。説き方としては、ｂ、ｃ、ｄを確定したあとで aが確
定となります。問四は空欄補充問題です。「に」の問題の正答率が
低く、約27％でした。⑤「処理」は判断等をせずに「行う」ことだけ
を意味します。問五は傍線部の内容を問う問題です。傍線部Ⅰの
「この」は、刑法200条が法定刑を死刑または無期懲役に限ってい
るということ、「必要な限度をはるかに超えている」とは、刑法
199条と比較した場合、著しく不合理な扱いをする、ということ
です。問七は傍線部の内容を問う問題です。傍線部Ⅱのすぐ前の
箇所の、「この 6人は違憲の理由が異なるだけで、違憲の判断事
態は多数意見と同じである」が手掛かりです。最高裁大法廷の裁
判官15名のうち、違憲14名、合憲 1名という判決であり、違憲判
断14名のうち、「手段違憲説」が 8名、「目的違憲説」が 6名です。
専門的ではありますが、「多数意見」が「法廷意見」であり、結論は
「多数意見」と同じだが、理由が異なるものを「少数意見」、「多数

意見」と結論が異なるもの「反対意見」といいます。問八は問題文
の内容と最も合致している選択肢を選ぶ問題です。選択肢③は、
「尊属殺重罰規定を削除することは法的安定性や平等原則に反す
ることになる」という箇所が誤りです。問題文では、この点は述
べられていません。
　Ⅱの古文の問題は、平安時代の『伊勢物語』についての、後の時
代の注釈書なので、原典の部分と注の部分をしっかりと区別して
解いていく必要があります。そのことを理解するのが重要です。 
　問二ｂ「名を立つる」はやや難で、小町の噂を流して浮気者であ
ると評判を立てること。ｅ「しひて」は基本的な語「無理に」の意味
を問う問題。問二は「に」の判別問題。Ａは完了の助動詞「ぬ」の連
用形。Ｃの「な」が、完了の助動詞「ぬ」の未然形が接続助詞「ば」に
続いて順接の仮定条件を表していて正解。「なり」「に」「なむ」の
判別は基本中の基本。頻出するので確実に習得しましょう。問三
は直後に「春の別れを惜しむ」とあるので、「三月」の末。古典では
月（の異名）と四季の区分は重要。問六「枕とて草引き結ぶこと」は
歌語「草枕（＝旅寝）」に基づく表現なので、外出先で寝ることを意
味します。問十は「玉の戸を開く」の理解が鍵。戸を開けて参上す
るのですが、その「戸」に「玉の」という修飾語がついています。「玉」
は「完璧」「碧

へき

玉
ぎょく

」などの語と同じ用法で「宝石」のこと。そこから
転じて「美しく優れたもの」になります。普通とは違う美しい戸の
ある建物、つまり立派な建物のことで、宮殿です。問十一「六歌仙」
は『古今和歌集』の「仮名序」で名前が挙げられた和歌の名手たちで、
後の時代にも高く評価された六人。『古今和歌集』は古典文学の基
本となる作品ですから、九〇五年という成立年も併せ、しっかり
覚えておきましょう。 
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Was he a young man who loved Anne Whateley but was forced into a

loveless marriage with another Anne? Did he teach school in Stratford,

poach Sir Thomas’ deer, or work for a lawyer in London? Who is the

“dark lady” of his sonnets?

［注1］ baptize ～に洗礼を施す

［注2］ chamberlain 会計係

［注3］ congregation 信徒の集まり

⑴ A に入れるのに最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選

び，マークしなさい。解答番号は 1 。

① favorable ② mysterious ③ patriotic ④ realistic

⑵ B に入れるのに最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選

び，マークしなさい。解答番号は 2 。

① if only two ② more

③ not even one ④ only three

⑶ 下線部C earned a good livingに最も近い意味を表すものを，次の①～

④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 3 。

① earned a small amount of money

② had a big bank account

③ received a large income

④ was paid in gold coins

⑷ D に入れるのに最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選

び，マークしなさい。解答番号は 4 。

① Afterwards ② But ③ Maybe ④ Therefore
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⑸ 本文の内容から判断して，次の英語の質問に対する答えとして最も適当なも

のを，後の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 5 。

What is a mystery about Shakespeare or his plays that is suggested

in the text?

① It is likely that Queen Elizabeth I disliked the play Macbeth

although she usually enjoyed plays.

② It is possible that Shakespeare married Anne Hathaway even

though he didn’t love her.

③ It is unknown why Shakespeare often refused to work as an actor.

④ We don’t know why the theater caught fire during the premiere of

Henry VIII .

⑹ 本文の内容を表したものとして最も適当なものを，次の①～④の中から1

つ選び，マークしなさい。解答番号は 6 。

① James I found the topic of witches dull.

② Queen Elizabeth I supported theater groups.

③ Shakespeare brought his family to London with him.

④ William Shakespeare and Anne Hathaway had four children.

⑺ この文章のタイトルとして最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選

び，マークしなさい。解答番号は 7 。

① A Brief Biography of William Shakespeare

② Kings and Queens Who Liked Shakespeare’s Plays

③ Shakespeare’s Most Famous Plays

④ William Shakespeare’s Family
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Ⅰ 次の文章を読んで，後の⑴～⑺の各問いに答えなさい。

解答番号は 1 ～ 7 。

Many great authors can be imagined as living among the characters

in their works. Historical records reveal how these writers spoke, felt,

and thought. But William Shakespeare is more A . He never

gave an interview or wrote an autobiography B of his letters

survives. What we know about his life can be told very briefly.

Shakespeare was born in April 1564. The exact date of his birth is

unknown, but he was baptized
［注1］

on April 26 in the Stratford-upon-Avon

church. His father, John, was a prominent local man who served as a

town chamberlain
［注2］

and mayor. Young William attended grammar school

in Stratford, where he would have learned Latin a requirement for a

professional career and some Greek.

In 1582, William married Anne Hathaway. He was 18; she was 26.

At the time of their marriage, Anne was already three months pregnant

with their first daughter, Susanna. In 1585, the couple had twins,

Judith and Hamnet. Hamnet died before reaching adulthood, leaving

Shakespeare no male heir.

Even less is known about Shakespeare’s life between 1585 and 1592.

During that time, he moved to London and became an actor and

playwright. He left his family behind in Stratford. Although he surely

visited them occasionally, we have little evidence about what

Shakespeare was like as a father and a husband.

Several of his plays were written during this time, including The

Comedy of Errors, Titus Andronicus, and the three parts of Henry VI .

In those days, working in the theater was rather like acting in soap

operas today the results may be popular, but daytime serials aren’t

recognized as serious art. In fact, many people were opposed to even

表2［左ページ］から問題開始
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allowing plays to be performed. Ministers warned their congregations
［注3］

of

the dangers of going to plays.

But Shakespeare and his friends were lucky. Queen Elizabeth I

loved plays. She protected acting companies from restrictive laws and

gave them her permission to perform. Shakespeare wrote several plays

to be performed for the queen, including Twelfth Night.

After Elizabeth’s death in 1603, Shakespeare’s company became

known as the King’s Men. This group of actors performed for James I,

who had ruled Scotland before becoming the king of England. Perhaps to

thank James for his patronage, Shakespeare wrote Macbeth, which

included two topics of strong interest to the king Scottish royalty and

witchcraft.

Unlike many theater people, Shakespeare actually
C

earned a good

living. By 1599, he was part owner of the Globe, one of the newest

theaters in London. Such plays as Othello, Hamlet, and King Lear were

first performed there.

In 1610 or 1611, Shakespeare moved back to the familiar

surroundings of Stratford-upon-Avon. He was almost 50 years old, well

past middle age by 17th-century standards. Over the years, he’d invested

in property around Stratford, acquiring a comfortable estate and a coat

of arms.

D Shakespeare didn’t give up writing. In 1611, his new play

The Tempest was performed at court. In 1613, his play Henry VIII

premiered. This performance was more dramatic than anyone expected.

The stage directions called for a cannon to be fired when “King Henry”

came on stage. The explosion set the stage on fire, and the entire

theater burned to the ground.

Shakespeare died in 1616 at the age of 52. Anyone who loves

Shakespeare’s plays and poems wants to know more about their author.
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英語〔 3 科目型 1 日目〕
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Ⅱ 次の会話の中の 8 ～ 15 に入れるのに最も適当なものを，後

の①～⑧の中から1つずつ選び，それぞれマークしなさい。なお，同じ記号は

一度しか使えません。解答番号は 8 ～ 15 で，空欄番号と同じ番号の解答

欄にマークしなさい。

Thin Walls

Jack: So, you know that I said I wasn’t sure about meeting up next

Saturday.

Gareth: Yeah, you said you were waiting to hear from your sister or

something, right? Something about moving house?

Jack: Yeah, she and her husband moved house a few weeks ago and

we are all going round for dinner on Saturday night. 8

It’s going to be me and mum and dad and my brother William.

Not a big event or anything. They just want to have us over

and show off the new place.

Penny: So, is that the first time you’ll have seen the new place?

9

Jack: Yeah. Well, actually no. I did go over there on the day they

moved in, you know, just to give them a hand with moving

boxes and stuff. But this will be the first time since then.

Gareth: And what’s it like? Is it nice?

Jack: Pretty nice. You know, it’s quite modern and fashionable.
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10 Well at least I thought so, but I didn’t say anything.

Penny: Well, a lot of places these days are quite small. Especially new

houses. A lot of those old Victorian-style family houses were

really large. 11

Gareth: Yeah. I know someone who lives in one of those. You know

Richard from work, that guy who is really into skiing and

snowboarding. He always goes on ski trips in February and

March every year.

Penny: Oh, is that the guy we bumped into by chance when we were

at that fireworks display? 12

Gareth: Yeah, that’s him. Well, anyway I went over to his place one

time. So, like, on the outside it looks like a really nice old

Victorian house. But it has been divided into like four or five

apartments. Each one is kind of small.

Penny: I know, my friend Lucy used to live in one of those kinds of

places. The ceilings were really high and the main room still

had one of those lovely old fireplaces, but the kitchen and

bathroom were just converted rooms and they were really small

and narrow.

Jack: And another problem with those kinds of places is the thin

walls. 13 Sometimes you can hear people speaking.

Gareth: That reminds me of this hotel I stayed in once in London. It
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wasn’t a purpose-built hotel.

Penny: So, not like some big modern concrete building?

Gareth: No, it was like one of those really big terraces. Like, it had

originally been a row of town houses for really rich people.

14

Jack: Yeah, there are a lot of those kinds of places in London. Some

of them are okay.

Gareth: 15 It looked okay from outside and the front desk and

reception area were really nice and kind of expensive looking.

But the room was absolutely tiny and worst of all, the walls

were so thin. Like I could hear the people in the next room

every time they spoke.

Penny: Oh, no! That’s terrible. Were they really noisy?

Gareth: Well, I don’t think that they were particularly noisy. They were

just talking normally. But the sound just carried so easily. I

could hear their television and when they used the shower, it

was so annoying.
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① But I guess the whole row of houses had been sold off to a

developer and converted into a hotel.

② But they are usually split up into smaller flats these days.

③ He’s got long black hair.

④ It’s a bit small though, to be honest.

⑤ Like, have you been over there before?

⑥ Well, this one must have been done cheaply.

⑦ You know, kind of like a housewarming party.

⑧ You know, you can hear your neighbours moving around all the

time.
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英語〔 3 科目型 1 日目〕
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Ⅳ 次の⑴～⑹の日本語の内容を表すように（ ）内の語を並べ替えた場合，

その中で3番目と6番目にくる語として最も適当なものを，それぞれ①～⑦の

中から1つずつ選び，マークしなさい。解答番号は 24 ～ 35 。

⑴ トレイシーは自分の夫を危険にさらしたことで自分を責めた。

Tracy（① blamed ② exposing ③ for ④ her ⑤ herself

⑥ husband ⑦ to）danger.

解答番号は3番目 24 ，6番目 25 。

⑵ 彼女は自分が飛行機に遅れたことで引き起こした問題について知らない。

She is（① by ② caused ③ ignorant ④ of ⑤ she

⑥ the ⑦ trouble）being late for the flight.

解答番号は3番目 26 ，6番目 27 。

⑶ あなたの大学生活において一番重要な目標は何ですか。

What is（① goal ② important ③ in ④ most ⑤ the

⑥ university ⑦ your）life?

解答番号は3番目 28 ，6番目 29 。

⑷ あなたはその申請書に記入し，来週の水曜日までに提出する必要があります。

You need to（① and ② application ③ complete ④ form

⑤ it ⑥ the ⑦ turn）in by next Wednesday.

解答番号は3番目 30 ，6番目 31 。

⑸ この青い服はあの服よりもずっとおしゃれだ。

This blue dress（① far ② fashionable ③ is ④ more

⑤ one ⑥ than ⑦ that）.

解答番号は3番目 32 ，6番目 33 。
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⑹ 私は心理学を学ぶことがどれほど意義があることかを強調した。

I（① emphasis ② how ③ is ④ it ⑤ meaningful

⑥ on ⑦ put）to learn psychology.

解答番号は3番目 34 ，6番目 35 。

（英語問題 おわり）
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Ⅲ 次の⑴～⑻の 16 ～ 23 に入れるのに最も適当な語句を，そ

れぞれ①～④の中から1つずつ選び，マークしなさい。

解答番号は 16 ～ 23 。

⑴ You will find the word “philosophy” 16 under “P” in your

dictionary.

① have listed ② list

③ listed ④ listing

解答番号は 16 。

⑵ It’s our wedding anniversary next Friday, and by then we 17

married for twenty years.

① are ② will have

③ will have been ④ would have

解答番号は 17 。

⑶ She was seen 18 into the concert hall with her security

guard.

① go ② going ③ gone ④ went

解答番号は 18 。

⑷ He is 19 any more.

① so tired as to walk ② so tired that he walks

③ tired enough to walk ④ too tired to walk

解答番号は 19 。
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⑸ 20 in Boston, Steve visited his grandmother.

① Arrival ② Arrived

③ By arriving ④ On arriving

解答番号は 20 。

⑹ Sales were down last month 21 they worked hard.

① despite ② for all ③ if ④ though

解答番号は 21 。

⑺ Sue likes Bill 22 his failure.

① all the better for ② all the more

③ as much more ④ nevertheless

解答番号は 22 。

⑻ It was because of the storm 23 the trains were delayed.

① that ② until ③ what ④ when

解答番号は 23 。

2
5
0
3
0
5
R
0
1
1

三
校
紙―10― Ａ1（英）

10／12

２５２００１ Page 10 2024.10.21 10.11.37

２５２００１_10

英語〔 3 科目型 1 日目〕



107

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

Ⅰ 次の文章を読んで，後の⑴～⑺の各問いに答えなさい。

解答番号は 1 ～ 7 。

Li Shen, a young Chinese manager, eagerly accepted a job as a

marketing manager for French multinational L’Oréal after earning her

MBA at a prestigious European institution. Working at L’Oréal’s

Shanghai office, Shen’s excellent English and acceptable French gave her

a feeling of A when working with her European colleagues. Shen

recalls, “I hadn’t actually registered the cultural gap between myself and

my French colleagues. After all, I studied for several years abroad, and I

am much more international than most people in China. I like to feel I

am able to easily move from one cultural arena to another.”

After a few months, Shen was invited to come to Paris and present

her ideas about how to tailor a marketing campaign to the Chinese

market. “The company invested a lot in bringing me to the meeting, so I

prepared my presentation tirelessly,” she recalls. “I spent all thirteen

hours of the plane ride from Shanghai rehearsing each slide so that my

points would be polished and convincing.”

There were twelve people in the meeting, and Shen was the only

non-European in the group. Shen’s ideas were clear and her preparation

had been meticulous
［注1］

. But she was taken aback by the challenges thrown

at her by her French colleagues. “It started with a question about why I

had chosen to change a specific color in a print ad. As I explained my

rationale
［注2］

, various members of the group began to challenge and question

my decisions.” Shen felt attacked and humiliated. “But mostly I felt

upset with myself,” she says. “They obviously did not feel that I was the

marketing expert that I claimed to be.” Shen did her best to keep her

voice steady through the presentation, but she admits, “In truth, I was

almost in tears.”

表2［左ページ］から問題開始
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When the meeting finally ended, Shen gathered her things quickly

and made a dash for the door. But before she could escape, she had a

B
surprise. “Several of the participants, the very ones who had just

challenged me in front of the group, came up to congratulate me,” she

says. “They commented on how polished and interesting my presentation

was. And at that moment, I realized I was much more Chinese than I

had thought.”

The concept that the Chinese call mianzi, or “face,” exists in all

societies, but with varying levels of importance. When you present

yourself to others, you offer a persona
［注3］

that reflects what you publicly

claim to be. For example, when I address a group of international

executives, I present myself as a professor specializing in cross-cultural

management, implicitly claiming
C

expertise and skill at leading large

groups of executives. So if a participant publicly suggests that I don’t

know what I am talking about that my expertise is scanty and my

leadership skills are weak I “
D

lose face,” experiencing a sort of public

shame.

In Confucian
［注4］

societies like China, Korea, and Japan, preserving

group harmony by saving face for all members of the team is of utmost

importance. Raised in this cultural setting, Shen was shocked by the

willingness of her French colleagues to challenge her ideas in a public

forum. As she puts it, “In China, protecting another person’s face is

more important than stating what you believe is correct.”

After returning to China, Shen spoke to several European colleagues

about what had happened at her presentation in Paris. “One of my

French teammates explained that students in the French school system

are taught to disagree openly.” Students in the French school system are

taught to reason via thesis, antithesis, and synthesis, first building up

one side of the argument, then the opposite side of the argument, before
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coming to a conclusion. Consequently, French businesspeople intuitively

conduct meetings in this fashion, viewing conflict and dissonance
［注5］

as

bringing hidden contradictions to light and stimulating fresh thinking.

［注1］ meticulous 細部にまで気を配った

［注2］ rationale 理論的根拠

［注3］ persona 仮面

［注4］ Confucian 儒教の

［注5］ dissonance 不調和

⑴ A に入れるのに最も適当な語を，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 1 。

① confidence ② confusion

③ decency ④ disappointment

⑵ 下線部B surpriseが指す内容に最も近いものを，次の①～④の中から1

つ選び，マークしなさい。解答番号は 2 。

① Shen found herself to be a true native Chinese.

② Shen’s colleagues gave her an interesting presentation.

③ Shen’s decisions were challenged in front of the group.

④ Shen’s French colleagues praised her presentation.

⑶ 下線部C expertiseの表す意味に最も近いものを，次の①～④の中から1

つ選び，マークしなさい。解答番号は 3 。

① a high level of knowledge

② a specialist in cross-cultural understanding

③ competence in giving a presentation

④ possibility to manage a business
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⑷ 下線部D lose faceに相当する内容として最も適当なものを，次の①～④

の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 4 。

① fail to find hidden contradictions

② feel attacked and humiliated

③ pretend to be a professor

④ turn pale with shock

⑸ 本文の内容を表したものとして最も適当なものを，次の①～④の中から1

つ選び，マークしなさい。解答番号は 5 。

① Shen spent thirteen hours a day to prepare for her presentation.

② Shen’s presentation was successful though she had insufficient

time for preparation.

③ Shen was embarrassed because her French colleagues raised

questions about her presentation.

④ The investment of the company was so large that Shen was not

allowed to make a mistake in her presentation.

⑹ 本文の内容と合致しないものを，次の①～④の中から1つ選び，マークし

なさい。解答番号は 6 。

① Chinese people insist on what they believe is correct in meetings.

② French people are eager to give opposite opinions at business

meetings.

③ In China, people tend to preserve group harmony.

④ In the French school system, students are taught to disagree

openly.
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Zack: So, this app that you use, is it free to download or is it

expensive? Like, I know that some of those professional

illustration apps can be really expensive. 10

Carla: Well, actually, the one that I use was free to download. The

first version that I used was about five years ago and it was

pretty basic. 11 You know, like you can do 3D shapes

automatically, or animations and stuff like that.

Zack: Did you teach yourself to use it? Like, just learn by using it?

Carla: Pretty much. I mean, when I first downloaded it, I wasn’t sure

how to use some of the functions. 12 Once you

understand the basics it’s easy enough to figure out.

Zack: Right. It’s so convenient these days. As soon as you need to find

out how to use something, like do something with a text

document or alter an image, you can just go online and there is

usually a video teaching you how to do it.

Carla: I know. Like I was trying to work out how to use the shadow

function on the illustration app. You know, like add a shadow

on a three-dimensional object like a cube or pyramid shape.

13 Then I went online and there was this fantastic video

telling you how to do it.

Zack: That reminds me of when I was playing some video games and

I got stuck.

Carla: Oh, yeah, what kind of video games?
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Zack: Well, it’s this series called Mysterious Maze. 14 You

know, you have to guide your character around and solve

puzzles and find hidden treasures and stuff.

Carla: Oh, I’ve heard of that game, but I’ve never played it.

Zack: Yeah, it was really popular a few years ago. Anyway, I was

stuck on this one level. My character had to try to escape from

this underground tunnel and I just could not figure out how to

do it. I went round and round for ages. Finally, I gave up and

went online and found the answer in about two minutes. There

was a secret underwater door that you had to use.

Carla: So, you got out in the end.

Zack: 15 I mean, the whole purpose of those games is to try

and work out the puzzles yourself.

① But they keep upgrading it and it is really good now.

② I used to do a lot of drawing and painting by hand but these days I

use an app on my computer.

③ It’s like an exploration and puzzle game.

④ It was a little bit tricky at first and I was having trouble in getting

it just right.

⑤ Or, like, you need a really top-level computer to use them.

⑥ Then I watched some tutorials online.

⑦ Yeah, but it felt a little bit like cheating.

⑧ You know, make it easy to spot.
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⑺ この文章のタイトルとして最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選

び，マークしなさい。解答番号は 7 。

① Common Mistakes in a Presentation

② Conflicts in a Business

③ Conservative Colleagues in France

④ Cultural Differences in a Business Meeting
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Ⅱ 次の会話の中の 8 ～ 15 に入れるのに最も適当なものを，後

の①～⑧の中から1つずつ選び，それぞれマークしなさい。なお，同じ記号は

一度しか使えません。解答番号は 8 ～ 15 で，空欄番号と同じ番号の解答

欄にマークしなさい。

Online Support

Zack: I like the design on the cover of your folder there. It looks

really unique.

Carla: Oh, thank you. Yeah, I wanted to make it stand out. 8

Zack: Wait a minute, are you saying that you made this yourself? I

thought it was some kind of professional brand or something.

Let me see.

Carla: Yeah, I just printed it out from my computer and pasted it on

the cover of my folder. I love designing things. 9 It’s

really easy to use. You know like, you can select colors and

different textures and shades and stuff.

Zack: Wow, that’s really impressive. I like all of these flower designs

around the edge and the figures are so cute. And this is all

from your imagination, right?

Carla: Yeah, I love drawing and designing things. I mean, I sometimes

design and print birthday cards and things like that.
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Ⅲ 次の⑴～⑻の 16 ～ 23 に入れるのに最も適当な語句を，そ

れぞれ①～④の中から1つずつ選び，マークしなさい。

解答番号は 16 ～ 23 。

⑴ Harry is very lazy. That’s 16 I don’t like about him.

① because ② how ③ what ④ why

解答番号は 16 。

⑵ Bonny is always complaining that she can’t live on a 17

salary.

① bit ② few ③ priceless ④ small

解答番号は 17 。

⑶ Should we visit Kyoto, 18 is famous for many old temples

and shrines?

① about which ② in which

③ where ④ which

解答番号は 18 。

⑷ Once she starts talking, 19 her.

① it is no use of stopping ② it is to stop

③ there is no stopping ④ there is no use of stop

解答番号は 19 。

⑸ 20 seems complicated at first often turns out to be simple.

① All ② It ③ That ④ What

解答番号は 20 。
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⑹ The police 21 no one enter the room.

① allowed ② let ③ prevented ④ prohibited

解答番号は 21 。

⑺ It grew colder 22 the approach of winter.

① by ② for ③ through ④ with

解答番号は 22 。

⑻ I am ten minutes late because I overslept. If my phone 23 at

seven o’clock, I might still be in bed now.

① hadn’t rung ② hasn’t rung

③ shouldn’t ring ④ wasn’t rung

解答番号は 23 。
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Ⅳ 次の⑴～⑹の日本語の内容を表すように（ ）内の語を並べ替えた場合，

その中で3番目と6番目にくる語として最も適当なものを，それぞれ①～⑦の

中から1つずつ選び，マークしなさい。解答番号は 24 ～ 35 。

⑴ 国際会議は11時になってやっと始まった。

Not（① conference ② did ③ eleven ④ international

⑤ o’clock ⑥ the ⑦ until）begin.

解答番号は3番目 24 ，6番目 25 。

⑵ 彼らがあなたたちに必要な物品を供給できるかについては確信できない。

I cannot be sure（① ability ② of ③ supply ④ their

⑤ to ⑥ with ⑦ you）the necessary goods.

解答番号は3番目 26 ，6番目 27 。

⑶ あなたはその会議に絶対に出席する必要がある。

It（① at ② be ③ essential ④ is ⑤ present ⑥ that

⑦ you）the meeting.

解答番号は3番目 28 ，6番目 29 。

⑷ ミシェルには靴を新調する余裕がなかった。

Michelle（① a ② afford ③ could ④ new ⑤ not

⑥ purchase ⑦ to）pair of shoes.

解答番号は3番目 30 ，6番目 31 。

⑸ 強風のため，私たちは空路の代わりに陸路で旅をしなければならなかった。

We had to travel by（① air ② by ③ due ④ instead

⑤ land ⑥ of ⑦ to）strong winds.

解答番号は3番目 32 ，6番目 33 。
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⑹ ブラウン教授は私の風変わりな提案が気に入らなかった。

Professor Brown did（① I ② like ③ not ④ proposal

⑤ that ⑥ the ⑦ unusual）made.

解答番号は3番目 34 ，6番目 35 。

（英語問題 おわり）
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The Grand Canyon is a truly awe-inspiring natural wonder that

captivates the imagination and inspires wonder in all who visit it.

Whether exploring its depths or admiring its impressiveness from the

top, a visit to the Grand Canyon is an experience that will stay with

you forever.

［注1］ mule ラバ（ロバと馬の雑種）

⑴ A に入れるのに最も適当な語を，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 1 。

① after ② because ③ since ④ until

⑵ B に入れるのに最も適当な語句を，次の①～④の中から1つ選

び，マークしなさい。解答番号は 2 。

① According to ② Because of

③ Despite ④ Except

⑶ この文章のタイトルとして最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選

び，マークしなさい。解答番号は 3 。

① A River Runs Through It: The Role of the Colorado River in

Creating the Grand Canyon

② Exploring the Grand Canyon: Nature’s Majestic Wonder

③ Nature’s Masterpiece: The Wildlife Wonders of the Grand Canyon

④ The Grand Canyon: A Symbol of American Identity and Heritage
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⑷ 本文の内容から判断して，次の1～4の英語の質問に対する答えとして最も

適当なものを，それぞれ①～④の中から1つずつ選び，マークしなさい。

1．What is one reason why the Grand Canyon is considered a

spiritual experience by some visitors? 解答番号は 4 。

① The combination of light and color.

② The opportunity to hike and explore.

③ The presence of diverse plant and animal life.

④ The vastness and scale of the canyon.

2．What visitor activity is NOT mentioned? 解答番号は 5 。

① Hiking and trekking.

② Photographing scenery.

③ Rafting along the Colorado River.

④ Volunteering as a tour guide.

3．What can be said about the layers of rock formations in the

Grand Canyon? 解答番号は 6 。

① They are all the same age.

② They represent different eras in Earth’s history.

③ They tell a story of ancient people.

④ They were formed suddenly and unexpectedly.

4．What is true about the Grand Canyon’s popularity as a tourist

destination? 解答番号は 7 。

① It attracts visitors from all around the world.

② It is considered an overrated attraction.

③ It is not well-known outside of the United States.

④ It is only visited by locals and residents of Arizona.
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Ⅰ 次の文章を読んで，後の⑴～⑷の各問いに答えなさい。

解答番号は 1 ～ 7 。

The Grand Canyon is one of the most breathtaking natural wonders

in the world and a global tourist phenomenon attracting millions of

visitors a year. Located in the state of Arizona in the United States, it

is a deep and vast canyon carved by the Colorado River over millions of

years. This magnificent canyon stretches for about 277 miles (446

kilometers) and reaches depths of over a mile (1.6 kilometers).

The overwhelming size of the Grand Canyon is difficult to

comprehend A you see it in person. Standing at the edge and

gazing out into the canyon, you are struck by its vastness. The canyon

stretches for miles in every direction and standing at the edge, you

cannot help but feel a sense of amazement and wonder at the scale of

nature’s creation.

In addition to its size, the Grand Canyon is known for its

remarkable beauty. One of the most striking features is its colorful rock

formations. The colors range from lively reds and oranges to soft pinks

and purples, creating an exciting mosaic that changes with the light of

the day. As the sun rises or sets on the horizon, the canyon walls are

lit up in a warm, golden glow, creating a truly magical sight. These

moments are not to be missed and are often described as spiritual

experiences by those who witness them.

One of the most remarkable aspects of the Grand Canyon is its

history. The layers of rock that line its walls tell a story that spreads

over millions of years. Each layer represents a different era in the

Ｂ 英 語

左ページから問題開始
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Earth’s history, with the oldest rocks dating back nearly two billion

years. Each layer tells its own story of ancient oceans, mountains, and

shifting rock formations.

B its desert environment, the Grand Canyon is home to a

surprising diversity of plant and animal life. From the California condor

the largest bird in North America to the delicate desert wildflowers

blooming along the trails, the canyon is full of life adapted to its unique

ecosystem. Seeing wildlife in its natural setting adds an extra layer of

fun and excitement to any visit.

Visiting the Grand Canyon offers a variety of ways to experience the

power and beauty of nature directly. Hiking trails wind their way

through the canyon, offering both beginning and experienced hikers the

chance to discover its hidden treasures. If you don’t want to walk, you

can ride a mule
［注1］

along these trails down to the bottom.

In addition to hiking and trekking, visitors can also experience the

Grand Canyon from the water. Rafting trips along the Colorado River

offer a different perspective on the canyon’s beauty. These trips range

from calm and gentle floats to fast-paced adventures.

For those who prefer a more leisurely experience, there are plenty of

opportunities to experience the magnificence of the canyon from the

comfort of the top. Numerous overlooks and viewpoints offer panoramic

views of the canyon for photographers, allowing visitors to be amazed at

its vastness without wandering far from visitor centers with restaurants

and gift shops.

The best time to visit the Grand Canyon depends on your

preferences for weather and the type of activities you want to enjoy.

Whether you prefer the bright colors of spring, the long days of summer,

the peacefulness of fall, or the quiet beauty of winter, there’s something

different to experience all year round.
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Ⅱ 次の会話の中の 8 ～ 15 に入れるのに最も適当なものを，後

の①～⑧の中から1つずつ選び，それぞれマークしなさい。なお，同じ記号は

一度しか使えません。解答番号は 8 ～ 15 で，空欄番号と同じ番号の解答

欄にマークしなさい。

Singing and Other Talents

Maya: I was just watching some videos online the other day and I

found this really amazing singer. 8

Hazel: Yeah, sometimes you can discover all kinds of good stuff just by

browsing and looking at the recommendations or ‘up next’

window.

Maya: So, yeah there was this really amazing singer. She’s called

Brianna Reese. 9 She’s just fantastic.

Hazel: Oh, yeah, I know her. I first heard of her when she did the

theme song for that drama last year. You remember, the one

about the young couple who meet at university and then get

together years later.

Maya: Oh, was that her? 10

Hazel: Yeah, she has an amazing voice, doesn’t she? Like, so pure and

clear.

Maya: I know. I’m so envious. I can’t sing at all. Like, I’m just really,

really bad.
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Hazel: I’m sure you’re not that bad.

Maya: Oh, I am. 11 You know, everyone always says that

they’re no good at singing, but in my case, it’s absolutely true.

Hazel: But you like singing, right? I mean, everyone enjoys singing,

don’t they?

Maya: Well, yeah. I mean, I like singing along when I’m in the car or

at home alone, but I hate singing in front of other people. It’s

too embarrassing.

Hazel: I tell you who is a good singer. You know that friend of Jake’s,

Melinda? Melinda Scott.

Maya: Oh, yeah. She’s got really long red hair and always wears black

clothes.

Hazel: Yeah, that’s her. Well, we were at a birthday party last year

and we went to karaoke, and it was amazing when she sang. I

mean, it was just way better than everyone else. I think she

said that she had voice training lessons from a professional

coach. 12

Maya: Right. I mean, I think that people can be trained to be better

singers, but you have to have some basic talent to start with. If

you want to be really good or be a professional or something

like that.
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Hazel: I think you’re right. 13 Even as a kid. You know, he can

just calculate things in his head really easily. So, when he went

to university, he studied mathematics. He never had any

problems with his homework when he was young. 14

Maya: Yeah, I think some people are just good with numbers. You

know, they just have some basic talent. So, what’s your talent,

then? Is there something you are good at?

Hazel: I tell you one thing that I am good at: remembering birthdays

and anniversaries. I don’t know why, but I just seem to

remember dates really easily.

Maya: Go on then. When’s my birthday?

Hazel: October tenth, right? Same day as my cousin Beth.

Maya: Wow, you really do remember birthdays, don’t you? I’m sorry,

but I can’t remember when your birthday is. I mean, I think it’s

in June or July, right?

Hazel: Ha ha. No, it’s August. August twenty-eighth. 15

Maya: So, it’s next month! Let’s do something. We’ll get some people

together and go out for a nice meal or something. But not

karaoke, please!
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① But you were right about the season.

② He could just do it, without really thinking too much about it.

③ I mean, my brother has always been really good with numbers.

④ I think she’s originally from Ireland or Scotland, but she lives in

America now.

⑤ I thought she sounded familiar, but I didn’t realize it was the same

person.

⑥ Like, it’s kind of a joke in our family how bad I am.

⑦ Somebody told me that she trained in classical opera for a while as

well.

⑧ You know how sometimes just random stuff appears as a

recommendation.

2
5
0
3
1
6
R
0
1
0

三
校
紙― 8 ― Ｂ（選）

8／12

２５２００５Ｅ Page 8 2024.10.21 10.16.37

２５２００５Ｅ_8

英語〔 2 科目型〕



112

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

Ⅳ 次の⑴～⑹の日本語の内容を表すように（ ）内の語を並べ替えた場合，

その中で3番目と6番目にくる語として最も適当なものを，それぞれ①～⑦の

中から1つずつ選び，マークしなさい。ただし，⑴では文頭にくる語も小文字で

示してあります。解答番号は 24 ～ 35 。

⑴ あなたの仕事について知るべきことはすべて，この手引き書に書いてありま

す。

（① about ② everything ③ know ④ need ⑤ to

⑥ you ⑦ your）work is written in this handbook.

解答番号は3番目 24 ，6番目 25 。

⑵ その映画が私たちの文化にどれほどの影響をもたらしたのかを述べるのは時

期尚早だ。

It’s（① early ② how ③ much ④ of ⑤ say ⑥ to

⑦ too）an impact the film has had on our culture.

解答番号は3番目 26 ，6番目 27 。

⑶ その本の出版が，現代の環境運動の始まりだったのかもしれない。

The publication of the（① been ② book ③ have ④ may

⑤ of ⑥ start ⑦ the）the modern environmental movement.

解答番号は3番目 28 ，6番目 29 。

⑷ いかにロボットが人々の仕事を引き継いでいるかを，この記事は解説してい

る。

The article（① are ② explains ③ how ④ over

⑤ people’s ⑥ robots ⑦ taking）jobs.

解答番号は3番目 30 ，6番目 31 。
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⑸ その栄養士は，夕食後毎晩はデザートを食べないことを勧めている。

The nutritionist（① after ② dessert ③ every ④ having

⑤ night ⑥ not ⑦ recommends）dinner.

解答番号は3番目 32 ，6番目 33 。

⑹ 古代において，口承の物語は考えを伝達し保存する最重要な手段として用い

られた。

In ancient times, oral stories（① as ② employed ③ important

④ method ⑤ most ⑥ the ⑦ were）of conveying and

preserving ideas.

解答番号は3番目 34 ，6番目 35 。

（英語問題 おわり）
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Ⅲ 次の⑴～⑻の 16 ～ 23 に入れるのに最も適当な語句を，そ

れぞれ①～④の中から1つずつ選び，マークしなさい。

解答番号は 16 ～ 23 。

⑴ 16 reasons you may have, bullying someone is not a good

thing.

① However ② Whatever ③ Whenever ④ Whoever

解答番号は 16 。

⑵ I suggest 17 to popular tourist spots in the early morning.

① go ② going ③ gone ④ to go

解答番号は 17 。

⑶ I will let my son play video games if he 18 his homework.

① finish ② finished ③ finishes ④ will finish

解答番号は 18 。

⑷ The tourist told us that she 19 the museum before.

① had visited ② was visited

③ will have visited ④ would have been visited

解答番号は 19 。

⑸ What would you bring with you if you 20 live alone on a

desert island?

① will ② were ③ were to ④ would be to

解答番号は 20 。
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⑹ The novel 21 more than nine million copies worldwide over

the last two years.

① had been sold ② has sold

③ sells ④ was sold

解答番号は 21 。

⑺ It 22 that many innovative ideas started in coffee houses.

① has heard ② heard ③ is said ④ saying

解答番号は 22 。

⑻ The accident robbed my daughter 23 her sight.

① from ② of ③ out ④ to

解答番号は 23 。
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Ⅰ 次の文章を読んで，後の⑴～⑸の各問いに答えなさい。

解答番号は 1 ～ 7 。

In today’s digital age, media streaming has become the main way

that we get entertainment. From movies and TV shows to music and

podcasts, media streaming offers a wide variety of content that can be

accessed instantly and conveniently.

Media streaming refers to the process of transmitting digital content,

such as video and audio, over the internet in real-time. Unlike

traditional methods of distribution, such as physical discs or tapes,

media streaming allows users to access content on-demand, without the

need for physical storage or special playback devices. With just an

internet connection and a multifunctional device such as a smartphone,

users can stream their favorite movies, TV shows, or music anytime,

anywhere. This convenience has made media streaming increasingly

popular among people of all ages and backgrounds.

One of the key reasons for the popularity of media streaming is its

convenience. With streaming services like Netflix, Hulu, and Spotify,

users can access a large library of content with just a few clicks. People

no longer need to purchase or rent physical media like CDs and DVDs,

and they no longer need to go to specialized stores to get them.

Watching a new movie or listening to the latest hit song can be done

without leaving their house.

Another benefit of media streaming is the flexibility which it offers

in terms of content consumption. Unlike traditional broadcast schedules,

which dictated when television shows could be watched or when certain

Ｄ 英 語

表2［左ページ］から問題開始
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types of music could be listened to, media streaming allows users to do

this on their own terms. They can watch the latest episode of their

favorite TV show when they have time, and they can even watch an

entire season of a TV show in one sitting.

A its convenience and flexibility, media streaming has also

played a significant role in creating new stars in the entertainment

industry. In the past, people only could become popular and earn money

by being an actor or musician with the permission and support of a

media company. Now, anyone can upload their songs to Spotify or their

films to YouTube. Streaming media has made it easier to become

successful in the entertainment industry by providing opportunities for

independent filmmakers, musicians, comedians, and other content

creators.

However, despite its many benefits, media streaming also presents a

number of challenges and concerns. For example, many people now

struggle to find TV shows and movies that they like. With the large

amount of content available, users may find it overwhelming to navigate

through the options. They now suffer from choice overload and choice

indecision. When there were only a few TV channels and only a few

radio stations, it was easy to choose. Now, it often takes longer to

decide what to watch or listen to than it takes to watch it or listen to

it!

Furthermore, more and more streaming services are using licensing

agreements for exclusive content. This has led to a problem where lots

of content is not easily available. For example, before media streaming

was widespread, a rental video store had all the content from all of the

providers. Now, movies and shows are often only available on certain

streaming sites and users find themselves having to subscribe to

multiple services to access all their favorites. This can lead to increased
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costs and subscription exhaustion.

B , most consumers still feel that the benefits overcome the

disadvantages and still want media streaming. It has forever

transformed the way we consume entertainment, and as technology and

consumer preferences continue to evolve, media streaming will

undoubtedly play a central role in shaping the future of entertainment

for generations to come.

⑴ A に入れるのに最も適当な語句を，次の①～④の中から1つ選

び，マークしなさい。解答番号は 1 。

① But for ② Except for

③ In addition to ④ In contrast to

⑵ B に入れるのに最も適当な語句を，次の①～④の中から1つ選

び，マークしなさい。解答番号は 2 。

① All of a sudden ② But in general

③ In other words ④ What is worse

⑶ この文章のタイトルとして最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選

び，マークしなさい。解答番号は 3 。

① Exploring the World of Media Streaming

② Mastering Streaming Media in the 21st Century

③ The Science Behind Streaming Media

④ Understanding Traditional Media
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⑷ 本文の内容を表したものとして最も適当なものを，次の①～④の中から1

つ選び，マークしなさい。解答番号は 4 。

① Media streaming allows users to access content on-demand without

physical storage.

② Media streaming does not permit users to watch TV shows and

movies.

③ Media streaming has a limited variety of content for users.

④ Media streaming has restricted the chances for people to get

started in the entertainment industry.

⑸ 本文の内容から判断して，次の1～3の英語の質問に対する答えとして最も

適当なものを，それぞれ①～④の中から1つずつ選び，マークしなさい。

1．What is one challenge or concern associated with media streaming

mentioned in the text? 解答番号は 5 。

① Media streaming has caused internet service to slow down.

② Media streaming has led to higher prices for consumers.

③ Users find it difficult to watch TV shows and movies when they

want.

④ Users find it easy to navigate through the large volume of

content available.
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Gerry: Same here. I know a few people like that. When I was at

university there was this friend of mine who was always late

for class. Especially if it was the first period starting at nine

o’clock. 11

Connie: Oh, I’m a bit like that. I mean, like it takes me about an hour

and a half to get ready in the morning. You know, wash my

face, have some breakfast, do my hair and put on some

makeup. 12 I like to go at my own pace.

Gerry: How about you, Linda? How long does it take you to get ready

in the morning?

Linda: Well, it kind of depends. 13 It probably takes me about

an hour. But if it’s just some social thing, like on a weekend

or something, I just take my time.

Gerry: That’s the same as me. I’m really surprised sometimes on a

weekend. Like, I’ll get up in good time, but if I don’t have any

plans, or no plans until the afternoon, I just waste the whole

morning.

Linda: Exactly! I get up at, say, nine o’clock or something and then

just drink coffee, check some messages or emails, watch some

videos or something online. 14

Connie: I think everyone is a bit like that. I mean, the weekend is a

time for relaxing and just taking it easy, right? Nobody wants

to be in a rush for no reason.
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Gerry: Yeah, you’re not wrong, but sometimes I feel a bit guilty about

being so lazy.

Linda: Ha ha, I know! I remember when I was a teenager and

sometimes my mum would get so angry with me. I mean, on a

Saturday or Sunday or during the holidays I’d just stay in bed

until lunchtime or even later.

Gerry: Same here. 15 I mean, I can see why. Like, I used to

sleep so much when I was a teenager. I guess that when

you’re that age, you just need a lot more sleep.

① Before I realize, it’s lunchtime and I’m still sitting around in my

pajamas!

② Her excuse was that it always took her a long time to get ready in

the morning.

③ I hate rushing in the morning.

④ I mean, if I’m going to work, I need to get ready properly and look

professional.

⑤ It’s not like we’re standing outside in the rain, or we have a train

to catch or anything.

⑥ I’ve got this friend Simon, and he’s always late for everything.

⑦ My mum used to complain about me staying in bed so late as well.

⑧ We said to meet at about four or four fifteen.
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2．What can be concluded about the impact of media streaming on

traditional methods of content distribution? 解答番号は 6 。

① Media streaming has made traditional methods of distribution

feel less convenient.

② Media streaming is not as reliable as traditional methods of

distribution like physical discs or tapes.

③ Traditional methods of distribution are still more popular than

media streaming.

④ Traditional methods of distribution have adapted and integrated

with media streaming.

3．How has media streaming impacted the opportunities for

independent artists and creative people? 解答番号は 7 。

① Media streaming has doubled the amount of content that

independent creators can make.

② Media streaming has made it harder for independent creators to

succeed.

③ Media streaming has made it more difficult for independent

content creators to contact each other.

④ Media streaming has provided new opportunities for independent

content creators to make money.
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Ⅱ 次の会話の中の 8 ～ 15 に入れるのに最も適当なものを，後

の①～⑧の中から1つずつ選び，それぞれマークしなさい。なお，同じ記号は

一度しか使えません。解答番号は 8 ～ 15 で，空欄番号と同じ番号の解答

欄にマークしなさい。

Being on Time

Connie: Hi guys. I’m not late, am I?

Linda: No, actually, I think you are a bit early. 8

Gerry: Yeah, no problem. It’s no problem waiting when we’re just

sitting here having a cup of coffee. 9

Linda: That’s true. You know, I don’t really mind if people are a bit

late for a casual meetup like this. Like, we’re just hanging out,

chatting and drinking coffee. It’s no big deal if you’re not

exactly on time.

Connie: Thanks. Yeah, I know it’s pretty casual, but even so, I like to

be on time. Even though you can call or text people if you’re

going to be late because of traffic or a train delay, I still think

it’s important to try to be on time and not keep people

waiting.

Linda: I know what you mean. 10 It doesn’t matter whether

it’s some casual meetup for a coffee and a chat, or whether it’s

some important thing. He’s always late. I mean, like every

single time.
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Ⅲ 次の⑴～⑻の 16 ～ 23 に入れるのに最も適当な語句を，そ

れぞれ①～④の中から1つずつ選び，マークしなさい。

解答番号は 16 ～ 23 。

⑴ Bill was the only student who 16 to give the correct answer.

① failed ② fell ③ mistook ④ wrong

解答番号は 16 。

⑵ He used to earn 17 as he does now.

① as much twice money ② as twice much money

③ twice as much money ④ twice money as much

解答番号は 17 。

⑶ The teacher 18 dealt with the problem.

① careful ② carefully ③ carefulness ④ careless

解答番号は 18 。

⑷ You are not alone in finding 19 in hotels.

① hardly to sleep ② it hard sleep

③ it hard to sleep ④ sleep hardly

解答番号は 19 。

⑸ With an average lifespan of 10 to 15 years, small dogs generally live

longer than large 20 .

① another ② ones ③ others ④ those

解答番号は 20 。
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⑹ Sand is the material 21 glass is made.

① from which ② in which

③ on which ④ which

解答番号は 21 。

⑺ Alice left the engine 22 while she was talking.

① for run ② ran ③ running ④ was run

解答番号は 22 。

⑻ Most people are, quite understandably, fairly 23 of new ideas,

especially when they sound too good to be true.

① suspect ② suspected ③ suspecting ④ suspicious

解答番号は 23 。
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Ⅳ 次の⑴～⑹の日本語の内容を表すように（ ）内の語を並べ替えた場合，

その中で3番目と6番目にくる語として最も適当なものを，それぞれ①～⑦の

中から1つずつ選び，マークしなさい。解答番号は 24 ～ 35 。

⑴ 哲学はあなた方が想像しているほど難解な科目ではない。

Philosophy is not（① a ② as ③ difficult ④ imagine

⑤ so ⑥ subject ⑦ you）it to be.

解答番号は3番目 24 ，6番目 25 。

⑵ 果物だけでなく野菜も季節によって価格が変動する。

The prices of vegetables as（① as ② fruits ③ of ④ those

⑤ vary ⑥ well ⑦ with）the season.

解答番号は3番目 26 ，6番目 27 。

⑶ 一日でどれくらい遠くまで行けると思いますか。

How（① can ② do ③ far ④ go ⑤ think ⑥ we

⑦ you）in a day?

解答番号は3番目 28 ，6番目 29 。

⑷ ひどい腹痛のため，ルーシーはシンガポールに向かう飛行機に乗っている

間，寝ることも食べることもできなかった。

Because of a bad stomachache, Lucy could（① during ② eat

③ flight ④ her ⑤ neither ⑥ nor ⑦ sleep）over to

Singapore.

解答番号は3番目 30 ，6番目 31 。
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⑸ まもなくハンナは東京を去って，ヘルシンキに向かった。

It（① before ② Hanna ③ left ④ long ⑤ not

⑥ Tokyo ⑦ was）for Helsinki.

解答番号は3番目 32 ，6番目 33 。

⑹ 彼はバスで行けない不便なところに家を建てた。

He built a house in an inconvenient（① bus ② is ③ no

④ place ⑤ there ⑥ to ⑦ which）service.

解答番号は3番目 34 ，6番目 35 。

（英語問題 おわり）
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Ⅰ 次の文章を読んで，後の各問いに答えなさい。解答番号は 1 ～ 8 。

奈良県の明日香村付近に相当する飛鳥の地に宮が置かれていた時代を，飛鳥時代

という。そしてその後，奈良市付近に存在した平城京に都があった時代を奈良時代

という。それでは奈良時代はいつからいつまでなのだろうか。形式的に考えれば，

平城京に遷都した西暦 ア 年から，次の平安時代の始まりである794年まで

ということになるだろう。

では平城遷都の10数年前に イ 京に遷都して以後の期間，飛鳥でも奈良

でもない地に都があった時期は何と呼べばよいのだろうか。

また，平安京に遷都する10年前に ウ 天皇は長岡京に遷都している。同

京は現在の京都府向日市を中心とするあたりで，ここに都があった時代を奈良時代

と呼ぶのは不自然である。むしろ平安遷都も長岡遷都も ウ 天皇によって

行われたのであるから，一続きの時期としてみるのが自然だろう。あるいは，奈良

時代の天皇がみな天武系であったのに対して，光仁天皇から エ 系に皇統

が移ったことに注目するならば，先代の光仁天皇からの連続性も留意すべきかもし

れない。

こうしてみると，そもそも宮都の所在地によって時代を区分することが，果たし

て妥当であるのか疑問である。日本の古代国家は一般に，律令制国家と言われる。

この点からすれば，701年の オ 律令の制定も，時代の画期点になりうるだ
さん

ろう。さらにその前提として，天武・持統による カ 令の編纂・施行を重

視する見解もある。このように飛鳥・奈良時代にまたがる，7世紀後葉から8世紀

にかけての時期を一連のものとしてとらえれば， イ 京の時代を飛鳥時代

にするか奈良時代にするかということで悩む必要はなくなる。

この考えを進めれば，飛鳥時代という呼称にも疑問の余地が出てくる。よく知ら

れているように，大化の改新は豪族による土地・人民の支配を否定して，中央集権
かじ

国家へと舵を切った。地方行政区画として全国に キ が立てられ，その下

Ａ1 日 本 史

左ページから問題開始
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には五十戸（さと）が置かれた。五十戸は間もなくして里に， キ は

オ 律令で郡に表記が改められる。すなわち大化の改新は オ 律令

に結実する，律令国家の出発点に位置づけられる。

以上の考察の結果，これまで飛鳥時代と奈良時代に分けられてきた時期を通じた

期間を，律令制が確立していく一つの連続した時期としてとらえることができる。

従って次の時代は，律令制の発展期となる
⒜
8世紀半ば，つまり

⒝
聖武天皇のころがそ

の始まりとして位置づけられることになるだろう。

問1 ア に入れるのに最も適当な年を，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 1 。

① 705 ② 710 ③ 712 ④ 720

問2 イ に入れるのに最も適当な語句を，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 2 。

① 難波 ② 藤原 ③ 紫香楽 ④ 恭仁

問3 ウ に入れるのに最も適当な天皇を，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 3 。

① 称徳 ② 淳仁 ③ 桓武 ④ 嵯峨

問4 エ に入れるのに最も適当な天皇を，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 4 。

① 用明 ② 推古 ③ 孝徳 ④ 天智
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日本史〔 3 科目型 1 日目〕

問5 オ ・ カ に入れる語句として最も適当な組み合わせを，次

の①～⑧の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 5 。

① オ－近江 カ－飛鳥浄御原

② オ－飛鳥浄御原 カ－大宝

③ オ－大宝 カ－養老

④ オ－近江 カ－大宝

⑤ オ－飛鳥浄御原 カ－養老

⑥ オ－近江 カ－養老

⑦ オ－大宝 カ－飛鳥浄御原

⑧ オ－養老 カ－大宝

問6 キ に入れるのに最も適当な語句を，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 6 。

① 評 ② 郷 ③ 坊 ④ 保

問7 下線部⒜・⒝について，それぞれ⒜・⒝の各問いに答えなさい。

⒜ この時期の出来事について記した，次の文Ｘ～Ｚを，古いものから年代順

に並べた場合，最も適当なものを，後の①～⑥の中から1つ選び，マークし

なさい。解答番号は 7 。

Ｘ 国分寺建立の詔が出された。

Ｙ 東大寺大仏の開眼供養が行われた。

Ｚ 墾田永年私財法が出された。

① Ｘ→Ｙ→Ｚ ② Ｘ→Ｚ→Ｙ ③ Ｙ→Ｚ→Ｘ

④ Ｙ→Ｘ→Ｚ ⑤ Ｚ→Ｘ→Ｙ ⑥ Ｚ→Ｙ→Ｘ
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⒝ この人物の説明として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 8 。

① 天武天皇と持統天皇の間の皇子として生まれた。

② 草壁皇子と元明天皇の間の皇子として生まれた。

③ 文武天皇と藤原宮子の間の皇子として生まれた。

④ 舎人親王と光明皇后の間の皇子として生まれた。
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Ⅱ 次のＡ～Ｃの文章を読んで，後の問いに答えなさい。解答番号は 9 ～ 17 。

Ａ 平安時代末から鎌倉時代にかけて，いわゆる「新仏教」の祖とされる僧侶が登

場したが，それでもこの時期の仏教界の中心はいわゆる「旧仏教」（顕密仏教）

であった。ただ，鎌倉初期には「旧仏教」の中からも戒律を尊重して南都仏教の

復興に力を注ぐ
⒜
貞慶（解脱）・明恵（高弁）といった僧侶が現れた。また，鎌倉

中期頃には律宗を再興した
⒝
叡尊と弟子の忍性が朝廷や幕府の支援を得て，その勢

力を拡大させていった。

Ｂ 南北朝時代から室町時代には
⒞
臨済宗が大いに栄えた。足利義満は中国の官寺の

制にならって，
⒟
五山・十刹の制を整え，臨済宗五山派の寺院は幕府の強い管理・

統制下に置かれたが，一方で
⒠
五山僧は幕府の保護をうけたため，政治・文化の両

面において大きく活躍した。それに対し，五山派に属さない禅宗諸派は林下と呼

ばれ，地方での布教を志した。

Ｃ 明治初年に新政府は天皇の権威を国民に広めるため
⒡
神道の国教化を試みたが失

敗した。しかし政府は神道に関して，祭祀は宗教行事ではなく国家の祭祀である

とし，神社神道を非宗教に位置づけて保護した。これとは別に自らを宗教とする

神道系教団も存在しており，1876年から1908年までの間に政府から公認をうけた

13派の諸教は教派神道と呼ばれている。この中には
⒢
明治以前に生まれた民衆宗教

なども含まれている。一方，仏教界は新政府による神道国教化方針に反発してい

たが，政府に仏教の活用を建議したり，宗門改革を試みたり，
⒣
キリスト教に対抗

しようと海外視察する人々も現れ，そうした人々による
⒤
革新運動によって仏教は

近代の宗教として勢いを取り戻していった。
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問 下線部⒜～⒤について，それぞれ⒜～⒤の各問いに答えなさい。

⒜ この両人は何宗の僧侶ですか。最も適当な組み合わせを，次の①～⑥の中

から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 9 。

① 貞慶－華厳宗 明恵－三論宗 ② 貞慶－華厳宗 明恵－法相宗

③ 貞慶－三論宗 明恵－華厳宗 ④ 貞慶－三論宗 明恵－法相宗

⑤ 貞慶－法相宗 明恵－華厳宗 ⑥ 貞慶－法相宗 明恵－三論宗

⒝ この両人に関する次のＸ・Ｙの説明の正誤の組み合わせとして最も適当な

ものを，後の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 10 。

Ｘ 叡尊は鎌倉の極楽寺を拠点にして架橋工事などの社会事業に尽力した。

Ｙ 忍性は奈良に悲田院，鎌倉に北山十八間戸を作って病人の救済に努めた。

① Ｘ－正 Ｙ－正 ② Ｘ－正 Ｙ－誤

③ Ｘ－誤 Ｙ－正 ④ Ｘ－誤 Ｙ－誤

⒞ 臨済宗を日本に伝え，のちに日本における同宗の祖とされた人物の著作と

して最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解

答番号は 11 。

① 『興禅護国論』 ② 『元亨釈書』

③ 『正法眼蔵』 ④ 『立正安国論』

⒟ 足利義満の時に「五山の上」として別格に位置づけられた寺院はどれです

か。最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解

答番号は 12 。

① 建長寺 ② 相国寺 ③ 天龍寺 ④ 南禅寺

⒠ 五山僧の活動に関する説明としてふさわしくないものを，次の①～④の中

から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 13 。

① 明兆・如拙らの五山僧によって日本の水墨画の基礎が築かれた。

② 幕府は夢窓疎石を初代の僧録に任じて，五山僧の管理を行わせた。

③ 漢詩文に優れた絶海中津・義堂周信らによって五山文学が盛んになった。

④ 五山僧は外交文書の作成を行なったり，外交使節になったりした。
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⒡ 明治時代初期の神道国教化の施策に関わる説明として最も適当なものを，

次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 14 。

① 神仏分離令を発して，神仏習合を解禁した。

② 戊申詔書によって祭政一致の方針が明示された。

③ 大教宣布の詔によって紀元節・天長節を定め，祝日とした。

④ 大宝令の形式を復活して，太政官の外に神祇官が置かれた。

⒢ 明治時代以前に創始された民衆宗教とその創始者の組み合わせとして最も

適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は

15 。

① 黒住教－川手文治郎 ② 金光教－中山みき

③ 天理教－川手文治郎 ④ 天理教－中山みき

⒣ 明治時代のキリスト教に関するＸ・Ｙの説明の正誤の組み合わせとして最

も適当なものを，後の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号

は 16 。

Ｘ 五榜の掲示で禁教政策が解除され，積極的な布教活動が始まった。

Ｙ 布教のみならず教育・福祉活動や廃娼運動に取り組んだ。

① Ｘ－正 Ｙ－正 ② Ｘ－正 Ｙ－誤

③ Ｘ－誤 Ｙ－正 ④ Ｘ－誤 Ｙ－誤

⒤ 革新運動によって仏教の近代化に貢献した人物として最も適当なものを，

次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 17 。

① 内村鑑三 ② 陸羯南 ③ 島地黙雷 ④ 西周

2
5
0
3
0
8
R
0
0
9

念
校
紙― 7 ― Ａ1（選）

7／14

２５２００３Ｎ Page 7 2024.12.09 17.05.28

２５２００３Ｎ_7

日本史〔 3 科目型 1 日目〕

Ⅲ 1615年に出された，次のＡ・Ｂの史料を読んで，後の各問いに答えなさい。解答

番号は 18 ～ 23 。

いわ し ん ぎ こうえい

Ａ 一，
⒜
諸国の居城，修補をなすといえども，必ず言上すべし。況んや新儀の構営

堅く停止せしむる事。……
えら

一，
⒝
国主政務の器用を撰ぶべき事。……

Ｂ 一，天子諸芸能の事，第一 ア 也。……
じゅうじしき け う みだ かつ ろう じ

一，
⒞
紫衣の寺，住持職，先規希有の事也。近年猥りに勅許の事，且は臈次を乱

し，且は官寺を汚し，甚だ然るべからず。……

問1 ア に入れるのに最も適当な語句を，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 18 。

① 文武弓馬 ② 和歌 ③ 忠孝 ④ 御学問

問2 Ａに関する説明としてふさわしくないものを，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 19 。

① 起草者は金地院崇伝である。

② 徳川秀忠の名で発布した。

③ 大坂の陣の直後に出した。

④ 旗本も対象にしている。

問3 下線部⒜～⒞について，それぞれ⒜～⒞の各問いに答えなさい。

⒜ これに違反したために，改易された人物は誰ですか。最も適当なものを，

次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 20 。

① 福島正則 ② 豊臣秀頼 ③ 加藤清正 ④ 小西行長
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Ｈ 農民の租税（地租）は定額金納であったが，小作料は現物納であったため，米

価が上昇すると小作料の支払いに苦しむ小作農らは，
⒡
小作料の引き下げを地主に

求め結束するようになった。

問1 ア に入れるのに最も適当な語句を，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 24 。

① 結 ② 惣村 ③ 荘園 ④ 屯倉

問2 イ に入れるのに最も適当な語句を，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 25 。

① 名主 ② 庄屋 ③ 肝煎 ④ 惣百姓

問3 ウ に入れるのに最も適当な語句を，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 26 。

① 夫役 ② 出挙 ③ 臨時雑役 ④ 雑徭

問4 下線部⒜～⒡について，それぞれ⒜～⒡の問いに答えなさい。

⒜ この説明として最も適当なものを，次の①～③の中から1つ選び，マーク

しなさい。すべてふさわしくない場合は④をマークしなさい。解答番号は

27 。

① 領主の法を破った場合，村民が独自に警察権を行使し処罰した。

② 村掟を破った場合のみ行使し，領主の裁定権を否定するものではない。

③ 村の入会地の用益に関する掟を破った場合のみ行使した。
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⒝ これに関する説明としてふさわしくないものを，次の①～④の中から1つ

選び，マークしなさい。すべて適当な場合は⑤をマークしなさい。解答番号

は 28 。

① 寄生地主制を除去し，安定した自作農経営を創出することが目的であっ

た。

② 在村地主の貸付地の保有限度は，都府県平均1町歩，北海道4町歩で

あった。

③ 不在地主の貸付地の保有限度は，在村地主の半分と定められた。

④ これにより，大半の農家は1町歩以下の零細な自作農となった。

⒞ この請負形態を何といいますか。最も適当なものを，次の①～④の中から

1つ選び，マークしなさい。解答番号は 29 。

① 村請制 ② 地下請 ③ 石高制 ④ 指出

⒟ これに関する説明としてふさわしくないものを，次の①～④の中から1つ

選び，マークしなさい。すべて適当な場合は⑤をマークしなさい。解答番号

は 30 。

① 課税の基準を，不安定な収穫高から，一定した地価に変更した。

② 税の物納を金納に改め，税率を地価の4パーセントにした。

③ 地券を発行することにより，土地の所有権を明確に認めた。

④ 豊凶による税率の増減がなく，凶作でも農民の負担軽減がなかった。

⒠ これに関する説明としてふさわしくないものを，次の①～④の中から1つ

選び，マークしなさい。すべて適当な場合は⑤をマークしなさい。解答番号

は 31 。

① 武家奉公人が町人・百姓になることを禁止した。

② 百姓が耕作を放棄し，商業や賃仕事に出ることを禁止した。

③ 村に居住していた武家奉公人は常備軍として城下町への集住が命じられ

た。

④ この政策は，朝鮮出兵の兵糧米や人員確保のためであった。
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⒝ これは何を指しますか。最も適当な語句を，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 21 。

① 天皇 ② 大名 ③ 守護 ④ 将軍

⒞ これに関連して，1627年に起こった事件がもとで，処罰された大徳寺の僧

侶は誰ですか。最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，マークし

なさい。解答番号は 22 。

① 隠元隆琦 ② 天海 ③ 沢庵宗彭 ④ 契沖

問4 Ｂに関連して，江戸時代の天皇・朝廷についての説明としてふさわしくない

ものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 23 。

① 幕府が天皇へ献上した土地を，天領と称した。

② 幕府は，摂家に朝廷統制の主導権をもたせた。

③ 朝廷には，国家祭祀・官位制度・改元・改暦などの権能があった。

④ 幕府は，京都所司代をおいて朝廷を監視させた。
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Ⅳ 次のＡ～Ｈの文章を読んで，後の各問いに答えなさい。解答番号は 24 ～ 33 。

Ａ 農民は寄合を開いて村掟を定め，村落の秩序維持のため
⒜
自検断を行なった。田

畑や入会地・用水の管理などにあたり，領主に納める年貢を村がまとめる場合も

見られた。このような村落を ア と呼ぶ。

Ｂ 地主の土地所有は，
⒝
地域ごとに小作地と自作地の保有限度が定められ，これを

超える土地を国家が強制買い上げし，小作農民に安価で譲渡した。

Ｃ 農民の負担した租税は田畑・屋敷地にかけられる本途物成が主で，米による現

物納が原則であった。このほか農民は小物成や，助郷役などの労役を負担し，
⒞
領

主に対する税や負担は，農民個人ではなく村単位で納める制度となった。

Ｄ 農民の作付制限がなくなり，
⒟
所有地の地価を定めて地券を発行し，土地の所有

権を明確にし，この地価をもとに地租が定められた。

Ｅ 有力な農民は イ と呼ばれ，彼らは，所有する田畑を下人・所従など

の隷属農民に耕作させたり，作人に請作させ，年貢や公事，労役などを負担する

とともに，村落の運営にもあたった。

Ｆ 農民は検地により一地一作人の原則で耕作者として検地帳に登録され，耕作に

専念するよう刀狩によって武器を没収されるなど，
⒠
新たな身分制度確立の要因と

もなった身分統制の政策が施行された。

Ｇ 農民は名代・子代など部民として支配されていたが，班田収授法が施行される

と年齢・性別・身分により口分田が与えられた。しかし租税や，国司の命令で労

役に従事する ウ ，庸や調の負担を課せられ，浮浪・逃亡なども増加し

た。
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⒡ この説明として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，マーク

しなさい。すべてふさわしくない場合は⑤をマークしなさい。解答番号は

32 。

① 小作料の減免を求めて日本労働組合を結成した。

② 農民が傘連判して集結し，百姓一揆が頻発した。

③ 困窮した農民たちが米価引き下げを求めて暴動（米騒動）を起こした。

④ 広域の村々の農民が連合し，政府に訴える国訴が頻発した。

問5 Ａ～Ｈを，古いものから年代順に並べた場合，最も適当なものを，次の①～

④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 33 。

① Ｇ→Ｅ→Ａ→Ｆ→Ｃ→Ｄ→Ｈ→Ｂ

② Ｇ→Ａ→Ｅ→Ｆ→Ｃ→Ｈ→Ｄ→Ｂ

③ Ｇ→Ｅ→Ｆ→Ａ→Ｄ→Ｈ→Ｃ→Ｂ

④ Ｅ→Ｇ→Ａ→Ｃ→Ｈ→Ｆ→Ｄ→Ｂ

（日本史問題 おわり）

2
5
0
3
0
8
R
0
1
5

念
校
紙―13― Ａ1（選）

13／14

２５２００３Ｎ Page 13 2024.12.09 17.05.28

２５２００３Ｎ_13

Ⅰ 次の史料を読んで，後の各問いに答えなさい。解答番号は 1 ～ 8 。

およ もっ せ
＊凡そ戸は ア 戸を以て里と為よ。

⒜
里ごとに長一人を置け。

凡そ京は イ ごとに長一人を置け。

凡そ
⒝
老・残は並びに次丁と為よ。

凡そ戸籍は ウ 年に一たび造れ。十一月の上旬より起こりて……
ついで

凡そ戸籍は……遠きの年は＊次に依りて除け。
⒞
近江の大津宮の庚午年籍は除かず。

とうしき

凡そ
⒟
陵戸，官戸，家人，公私の奴婢は，皆＊当色にて婚を為よ。

＊凡そ：全て，例外なく。 ＊次に：古い方から順に。

＊当色にて：同じ身分同士で。

問1 ア に入れるのに最も適当な数字を，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 1 。

① 十 ② 三十 ③ 五十 ④ 八十

問2 イ に入れるのに最も適当な語句を，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 2 。

① 坊 ② 郷 ③ 郡 ④ 保

問3 ウ に入れるのに最も適当な数字を，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 3 。

① 一 ② 三 ③ 六 ④ 八

Ａ2 日 本 史

左ページから問題開始

2
5
0
3
1
2
R
0
0
3

念
校
紙― 1 ― Ａ2（選）

1／12

２５２００４Ｎ Page 1 2024.12.09 17.21.19

２５２００４Ｎ_1

問4 下線部⒜～⒟について，それぞれ⒜～⒟の各問いに答えなさい。

⒜ 里長が笞を持って過酷な税の取り立てを行う様子をうたった長歌の作者は

誰ですか。最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさ

い。解答番号は 4 。

① 山部赤人 ② 柿本人麻呂 ③ 大伴旅人 ④ 山上憶良

⒝ この規定は老丁・残疾（軽度の障がい者）は次丁と名づける，という意味

である。老丁の年齢と課される庸・調の量の組み合わせとして最も適当なも

のを，次の①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 5 。

① 51歳以上55歳以下，正丁の3分の2

② 61歳以上65歳以下，正丁の3分の2

③ 51歳以上55歳以下，正丁の2分の1

④ 61歳以上65歳以下，正丁の2分の1

⑤ 51歳以上55歳以下，正丁の4分の1

⑥ 61歳以上65歳以下，正丁の4分の1

⒞ この宮で政治を行った天皇の説明として最も適当なものを，次の①～④の

中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 6 。

① 乙巳の変の直後に即位した。

② 白村江の戦において九州まで赴いたがそこで没した。

③ 中臣鎌足に藤原の氏を与えた。

④ 壬申の乱で勝利して即位した。

⒟ 「五色の賤」と総称されるこれらの賤民身分についての説明としてふさわ

しくないものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号

は 7 。

① 陵戸は天皇家の陵墓の守衛にあたった。

② 官戸は官司の雑役に駆使された。

③ 家人には良民と同額の口分田が班給された。

④ 私奴婢は諸家の所有の賤民で，売買が認められていた。
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問2 ウ に入れるのに最も適当な人物を，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 10 。

① 後鳥羽上皇 ② 足利尊氏 ③ 新田義貞 ④ 後醍醐天皇

問3 エ に入れるのに最も適当な人物を，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 11 。

① 足利義満 ② 足利義持 ③ 足利義教 ④ 足利義政

問4 オ に入れるのに最も適当な人物を，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 12 。

① 武田信玄 ② 豊臣秀吉 ③ 石田三成 ④ 豊臣秀頼

問5 下線部⒜～⒞について，それぞれ⒜～⒞の各問いに答えなさい。

⒜ この乱について説明した文としてふさわしくないものはどれですか。次の

①～④の中から1つ選び，マークしなさい。すべて適当な場合は⑤をマーク

しなさい。解答番号は 13 。

① 後白河法皇の皇子であった以仁王は，源頼朝と謀って平氏打倒の兵を挙

げた。

② 平清盛は都を京から摂津国福原に移したが，貴族や寺社勢力から支持を

得られなかった。

③ 信濃国木曽で挙兵した源義仲は，俱利伽羅峠の戦いで平氏の軍勢を破っ

た。

④ 都落ちした平氏は，壇の浦の戦いで源義経らの軍勢に敗れて滅亡した。
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⒝ この動乱について説明した文としてふさわしくないものはどれですか。次

の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。すべて適当な場合は⑤をマー

クしなさい。解答番号は 14 。

① 南朝方では，北畠親房や懐良親王らが中心となり，関東や九州などで抗

戦した。

② 北朝方では，足利尊氏の執事高師直と足利直義の対立が原因で，観応の

擾乱が起こった。

③ 室町幕府は地方武士を動員するために，半済令を発布するなどして，守

護の権限を拡大させた。

④ 惣領制の解体や嫡子単独相続の一般化などが，動乱の長期化や全国化の

背景として存在した。

⒞ この乱について説明した文としてふさわしくないものはどれですか。次の

①～④の中から1つ選び，マークしなさい。すべて適当な場合は⑤をマーク

しなさい。解答番号は 15 。

① 将軍家の跡継ぎ争いが，幕府の実力者であった細川勝元と山名氏清の対

立に結びついた。

② 足軽と呼ばれる傭兵たちが，破壊・略奪など乱暴を行った。

③ 戦闘は京都を主戦場として11年も続き，上京の大半が焼失した。

④ 乱の後に守護の多くが京都から帰国し，守護在京制の崩壊が進んだ。

問6 次のＸとＹの出来事は，略年表のA～Cのどこに入りますか。最も適当な

組み合わせを，後の①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は

16 。

Ｘ 領主の圧政やキリシタン弾圧などに抵抗する一揆が，九州で蜂起した。

Ｙ 京都の法華一揆と対立を深めた比叡山延暦寺が，洛中の日蓮宗寺院を焼き

払った。

① Ｘ－A Ｙ－B ② Ｘ－A Ｙ－C

③ Ｘ－B Ｙ－A ④ Ｘ－B Ｙ－C

⑤ Ｘ－C Ｙ－A ⑥ Ｘ－C Ｙ－B
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問5 律令格式についての説明としてふさわしくないものを，次の①～④の中から

1つ選び，マークしなさい。解答番号は 8 。
さん

① 『養老律令』は藤原不比等によって編纂され，孫の仲麻呂の主導により施

行された。
せん

② 9世紀になると『養老令』の官撰の注釈書として『令義解』が撰述された。

③ 平安時代になって，弘仁・貞観・延喜の三代の格式が編纂・施行された。

④ 式とは，例えば三世一身法や墾田永年私財法のように，律令の規定を改正

したり，律令にない規定を追加したものである。
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Ⅱ 次の戦乱・政変に関する略年表を読んで，後の各問いに答えなさい。解答番号は

9 ～ 16 。

1156年 後白河天皇・ ア らと崇徳上皇・ イ らが対立して戦った。

1180年
⒜
治承・寿永の乱（源平合戦）が始まった。

1221年 承久の乱が起こった。

1331年 ウ が鎌倉幕府に対して挙兵する計画が露見，翌年，隠岐へ配流さ

れた。

1336年
⒝
南北朝の動乱が始まった。

1438年 足利持氏が エ と対立して，翌年，自害した。

1441年 エ が赤松満祐に討たれた。

1467年
⒞
応仁の乱が始まった。

1493年 細川政元が将軍足利義稙を廃立した。

（ A ）

1582年 明智光秀が織田信長を滅ぼした。

（ B ）

1600年 徳川家康が オ と対立して戦った。

（ C ）

1651年 慶安の変 由井正雪が乱を企てたが未然にしずめられた。

問1 ア ・ イ に入れるのに最も適当な人物の組み合わせを，次

の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 9 。

① ア－藤原忠通 イ－藤原頼長

② ア－藤原頼長 イ－藤原忠通

③ ア－藤原通憲 イ－藤原信頼

④ ア－藤原信頼 イ－藤原通憲
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Ⅲ 次の文章を読んで，後の各問いに答えなさい。解答番号は 17 ～ 24 。

江戸時代，年貢米など物資輸送の主力は水運であり，全国的海運網が整備された。

河村瑞賢は幕府の指示で年貢米を運ぶため，
⒜
出羽酒田から佐渡，下関を経由して大

坂に至る航路を開発し江戸まで届けた。この航路は蝦夷地と上方を往来していた近

江商人らの輸送路と結びつき，日本海側の港を結んで発達した。江戸時代中期から

明治時代前期にかけて，この地域で活発な商業活動を行った廻船を総称して
ばくだい

ア という。船主自ら各地で買い付けた商品を販売し，時に莫大な利益を上

げる ア は，各地に
⒝
富商を産みだした。これにともなって

⒞
特産品生産が拡

大し，遠隔地間の取引が盛んに行われた。とくに
⒟
魚肥や海産物は広域的に取引され，

消費地での産業構造にも影響を与えた。

主要航路であった
⒠
大坂－江戸間の太平洋側航路では，問屋仲間による廻船支配に

対抗して新興勢力が台頭した。海運だけでなく各地で川船も発達し，海運と結ぶ積

替港や荷揚場は イ と呼ばれ，周辺に競り市が立つ場所もあった。

問1 ア に入れるのに最も適当な語句を，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 17 。

① 高瀬船 ② 内海船 ③ 菱垣廻船 ④ 北前船

問2 イ に入れるのに最も適当な語句を，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 18 。

① 河岸 ② 雑喉場 ③ 越荷方 ④ 問屋場

問3 下線部⒜～⒠について，それぞれ⒜～⒠の各問いに答えなさい。

⒜ この航路を何といいますか。最も適当な語句を，次の①～④の中から1つ

選び，マークしなさい。解答番号は 19 。

① 西廻り航路 ② 東廻り航路 ③ 南海路 ④ 南路
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⒝ 富商の一人で，ゴローウニン事件に巻き込まれながらも対露交渉に尽力し

た人物は誰ですか。最も適当な人名を，次の①～④の中から1つ選び，マー

クしなさい。解答番号は 20 。

① 大黒屋光太夫 ② 高田屋嘉兵衛

③ 最上徳内 ④ 間宮林蔵

⒞ 特産品と産地の組み合わせとしてふさわしくないものはどれですか。次の

①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 21 。

① 越前－和紙 ② 出羽－藺草

③ 能登－漆器 ④ 越後－麻

⒟ これに関する次のＸ・Ｙの説明の正誤の組み合わせとして最も適当なもの

を，後の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 22 。

Ｘ 蝦夷地の鰊は，河内地方での木綿栽培で魚肥として利用された。

Ｙ フカヒレ・鮑・干鰯は俵物として長崎貿易の主要貿易品となった。

① Ｘ－正 Ｙ－正 ② Ｘ－正 Ｙ－誤

③ Ｘ－誤 Ｙ－正 ④ Ｘ－誤 Ｙ－誤

⒠ この航路の廻船に関連する説明として最も適当なものを，次の①～④の中

から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 23 。

① 江戸で荷積問屋である二十四組問屋を結成し，廻船を運営した。

② 十組問屋は株仲間解散令で解散の対象外とされた。

③ 17世紀に銚子の醤油など関東近郊の産品を大坂に輸送する航路として創

始された。

④ 江戸時代後期には小型で運航速度の速い樽廻船が優位に立つようになっ

た。
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問4 江戸時代の陸上交通に関する説明としてふさわしくないものはどれですか。

次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 24 。

① 東海道・中山道・甲州道中・奥州道中・伊勢街道の五街道は道中奉行が支

配した。

② 街道近辺の村々では宿駅の人馬を補う助郷役などが課せられ，百姓にとっ

て重い負担となった。

③ 幕府公用の書状などを届ける継飛脚がおかれた。

④ 宿駅には参勤交代の大名等が利用する本陣・脇本陣がおかれた。
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Ⅳ 次の文章を読んで，後の各問いに答えなさい。解答番号は 25 ～ 32 。

1930年代は，
⒜
ロンドン会議，昭和恐慌，満洲事変が契機となり，一部軍人や右翼

活動家の中で，現状の打破と軍部独裁による新しい国家体制を作ろうとする動きが

活発化した。このような動きの中で，政党と財閥の無能と腐敗が日本の行き詰まり

の原因であると考えられたため，
⒝
要人を狙ったテロ事件が多発した。

1932（昭和7）年5月には，海軍青年将校らが ア を襲い，射殺すると

いう事件が発生した。この事件により，政党内閣は崩壊することになった。事件後

は イ が内閣を組織し，続いて1934（昭和9）年には， ウ が総理

大臣になった。 ア の殺害事件以降，陸軍や右翼勢力が政治的発言力を増

大させた。
⒞
美濃部達吉の天皇機関説が政治問題化したのは， ウ 内閣時で

ある。

1936（昭和11）年，陸軍内で皇道派と称された一部青年将校らが， ウ

首相の官邸・警視庁・朝日新聞社などの要所，要人の自宅を襲撃するというクーデ

ター事件が発生した。事件当時は内大臣であった イ と，
⒟
大蔵大臣の高橋

是清，陸軍の教育総監であった渡辺錠太郎が殺害された。

クーデター事件後，陸軍の政治的発言力はさらに強まった。 ウ 内閣が

総辞職したため，広田弘毅が総理大臣に指名されたが，陸軍の干渉を受けて組閣の

段階から難航した。
⒠
組閣後も軍の要求に応じた施策を進め，軍国主義国家体制への

道を開くことになった。

問1 ア ～ ウ に入れるのに最も適当な人物を，それぞれ次の

①～⑧の中から1つずつ選び，マークしなさい。ただし，同じ記号は1度しか

使えません。

解答番号は ア が 25 ， イ が 26 ， ウ が 27 。

① 岡田啓介 ② 若槻礼次郎 ③ 斎藤実 ④ 平沼騏一郎

⑤ 米内光政 ⑥ 犬養毅 ⑦ 林銑十郎 ⑧ 田中義一
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問2 下線部⒜～⒠について，それぞれ⒜～⒠の各問いに答えなさい。

⒜ ロンドン会議について説明したものとしてふさわしくないものを，次の

①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 28 。

① ロンドン会議では，海軍軍備制限条約（海軍軍縮条約）のほかに四カ国

条約と九カ国条約の成立が目指された。

② ロンドン海軍軍備制限条約では，日本の補助艦の総保有比率は対英米約

7割（6．975割）に制限された。

③ 海軍軍令部の反対を押し切って，ロンドン海軍軍備制限条約に調印した

ことは，統帥権の干犯であると批判が起きた。

④ 1927年のジュネーヴ会議が不成功に終わったため，1930年にロンドン会

議が開催された。

⒝ 次の1930年代に起きたテロ事件Ｘ～Ｚを古いものから年代順に並べた場合，

最も適当なものを，後の①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。解答番

号は 29 。

Ｘ 陸軍青年将校の秘密結社「桜会」による，クーデター未遂事件がおきた。

Ｙ 東京駅構内で，浜口雄幸首相が狙撃された。

Ｚ 前大蔵大臣の井上準之助，三井合名会社理事長の団琢磨が，血盟団員に

より殺害された。

① Ｘ→Ｙ→Ｚ ② Ｘ→Ｚ→Ｙ ③ Ｙ→Ｘ→Ｚ

④ Ｙ→Ｚ→Ｘ ⑤ Ｚ→Ｙ→Ｘ ⑥ Ｚ→Ｘ→Ｙ

⒞ 美濃部達吉の天皇機関説について述べたものとしてふさわしくないものを，

次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 30 。

① 穂積八束や上杉慎吉らの憲法学説と対立するものである。

② 貴族院において，菊池武夫議員が反国体的学説であると非難した。

③ 統治権の主体は，法人としての国家に帰属せず，統治権は天皇に属し，

無制限であると説明するものである。

④ 全国的に激しい排撃運動が展開されたため，内閣は国体明徴声明を出し

て天皇機関説を否定し，解決を図った。
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⒟ 1931年～1936年にかけて行われた高橋是清の財政政策または，それにより

起こったこととしてふさわしくないものはどれですか。次の①～④の中から

1つ選び，マークしなさい。解答番号は 31 。

① 金輸出の解禁 ② 金輸出の再禁止

③ 事実上の管理通貨制度への移行 ④ 赤字国債の発行

⒠ 広田弘毅内閣の施策として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選

び，マークしなさい。解答番号は 32 。
あいて

① 日中戦争の勃発後，中国に対して「国民政府を対手とせず」と声明を出

した。中国との戦争の目的は「東亜新秩序」建設であると声明した。

② 中国関係の外交官と軍代表を東京に召集し，東方会議を開催した。また，

中国にいる日本人居留民の生命・財産の保護を口実に，3回にわたって山

東省に出兵した。

③ 日本と満洲国の間で日満議定書を交わした。国際連盟の日本に対する勧

告案に抗議し，国際連盟脱退を通告した。また，中国国民政府と塘沽停戦

協定を結んだ。

④ 「国策の基準」を決定し，大規模な軍備拡張計画を進め，軍部大臣現役

武官制を復活させた。また，日独防共協定を締結した。

（日本史問題 おわり）
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日本史〔 3 科目型 2 日目〕

Ⅰ 次の文章を読んで，後の各問いに答えなさい。解答番号は 1 ～ 12 。

古代の列島周縁部には，いまだ国家の支配に組み込まれていない人々がいた。
⒜
古

代の東北地方に住む人々は蝦夷と呼ばれ，異民族（夷狄）として服従の対象とされ

た。

天皇中心の中央集権国家の構築を目指した大化改新と呼ばれる政治改革が行われ

ていた頃，朝廷は日本海側に
⒝
渟足柵・磐舟柵を設け，さらに

⒞
斉明天皇の時代には阿

倍比羅夫が水軍を率いて津軽方面まで進んだ。しかし，東北地方にはいまだ倭国の

支配の及ばない地域が広がっていた。

律令国家は蝦夷を軍事的に征圧するため，712年に日本海側に出羽国をおき，太

平洋側には724年に多賀城を築いて軍事的拠点とした。なお，奈良時代の石碑であ

る「多賀城碑」には，平城京や「蝦夷国」・「
⒟
靺鞨国」等と多賀城の距離を記すとと

おおののあずまひと あさかり

もに，同城は大野東人が設置し，762年に「
⒠
藤原恵美朝臣朝獦」が修造したという

内容の文章が刻銘されている。

城柵を拠点に律令国家は東北経営を進めていたが，8世紀末には蝦夷の抵抗が強

まり，780年に
⒡
伊治呰麻呂の反乱が起こった。この反乱は大軍の派遣によって鎮圧

されたものの，その後も30年以上にわたって戦争があいついだ。律令国家は
⒢
たび重

なる軍事遠征によって支配領域を広げていったが，それによって国家財政の圧迫や

民衆の負担が大きくなった。朝廷では徳政相論と呼ばれる議論が行われて「
⒣
軍事と

造作」は停止されることとなった。

平安時代後期になると奥六郡の支配権を握った
⒤
奥州藤原氏の力が強まり，平泉を

拠点にして奥羽全域に支配を広げていったが，1189年に鎌倉幕府軍によって奥州藤

原氏は滅ぼされた。幕府は ア を設置して陸奥国の統治に当たらせた。陸

奥・出羽には北条氏の所領が広く存在し，特に得宗の支配下にあった安藤（安東）

氏は イ を根拠地として
⒥
アイヌと交易を行い大きな利益をあげていた。こ

のように東北地方は鎌倉幕府の基盤の一角を形作る地域になっていたため，幕府の

Ｂ 日 本 史

左ページから問題開始
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滅亡後に後醍醐天皇はこの地域を掌握するために ウ を置き，支配を進め

ようとした。

問1 ア ・ ウ に入れるのに最も適当な語句の組み合わせを，次

の①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 1 。

① ア－奥州総奉行 ウ－奥州探題

② ア－奥州総奉行 ウ－陸奥将軍府

③ ア－奥州探題 ウ－奥州総奉行

④ ア－奥州探題 ウ－陸奥将軍府

⑤ ア－陸奥将軍府 ウ－奥州総奉行

⑥ ア－陸奥将軍府 ウ－奥州探題

問2 イ に入れるのに最も適当な地名を，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 2 。

① 小浜 ② 十三湊 ③ 箱館 ④ 松前

問3 下線部⒜～⒥について，それぞれ⒜～⒥の各問いに答えなさい。

⒜ 4～6世紀頃の東北地方に関する説明として最も適当なものを，次の①～

④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 3 。

① 水稲耕作が始まり三内丸山遺跡に代表される環濠集落が出現した。

② 擦文土器を伴う続縄文文化が展開した。

③ 貝塚文化とよばれる食料採集文化が続いた。

④ 4世紀中頃には東北地方南部でも古墳が築造された。

⒝ これらの城柵が設けられた場所は，現在の何県にあたりますか。最も適当

なものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は

4 。

① 福井県 ② 富山県 ③ 新潟県 ④ 山形県
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⒞ この天皇は重祚した人物ですが，初めに即位した時の天皇名は何ですか。

最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番

号は 5 。

① 皇極天皇 ② 孝徳天皇 ③ 舒明天皇 ④ 推古天皇

⒟ 靺鞨は中国東北部から朝鮮半島東北にかけて居住したツングース系民族を

指しますが，当時は靺鞨族・旧高句麗人を中心に渤海が建国されていました。

渤海に関する説明として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 6 。

① 唐・新羅と対立する渤海は，白村江の戦いで倭国を支援した。

② 渤海が対等な関係を日本に求めたため，両国間の交易は短期間で終わっ

た。

③ 唐・新羅と同様に10世紀前半に渤海は滅亡した。

④ 渤海の使節は新羅の近くを避けて，遣唐使の南路と同じルートで来日し

た。

⒠ この人物の父は恵美押勝ですが，祖父は誰になりますか。最も適当な人物

を，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 7 。

① 藤原宇合 ② 藤原房前

③ 藤原麻呂 ④ 藤原武智麻呂

⒡ この反乱が起こった時の天皇は誰ですか。最も適当なものを，次の①～④

の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 8 。

① 光仁天皇 ② 嵯峨天皇 ③ 称徳天皇 ④ 聖武天皇

⒢ これに関わる次のＸ～Ｚの出来事を古いものから年代順に並べた場合，最

も適当なものを，後の①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号

は 9 。

Ｘ 坂上田村麻呂が征夷大将軍となった。

Ｙ 多賀城に置かれていた鎮守府が胆沢城に移された。

Ｚ 蝦夷の族長阿弖流為の活躍により政府軍が大敗した。

① Ｘ→Ｙ→Ｚ ② Ｘ→Ｚ→Ｙ ③ Ｙ→Ｘ→Ｚ

④ Ｙ→Ｚ→Ｘ ⑤ Ｚ→Ｘ→Ｙ ⑥ Ｚ→Ｙ→Ｘ
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⒣ ここでいう「軍事」は蝦夷征討のことですが，「造作」は何を指しますか。

最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番

号は 10 。

① 東北地方の城柵の築城 ② 平安京の造営

③ 墾田の開発事業 ④ 国分寺・国分尼寺の修理

⒤ 奥州藤原氏2代目の人物と，その人物が建立した寺院の組み合わせとして

最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番

号は 11 。

① 清衡－中尊寺 ② 基衡－中尊寺

③ 清衡－毛越寺 ④ 基衡－毛越寺

⒥ 中世後期になると安藤氏の支配下にある和人が交易のために蝦夷ヶ島の南

部に進出していき，それによって圧迫されたアイヌが大首長コシャマインを

中心に蜂起しました。この出来事が起こった時期として最も適当なものを，

次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 12 。

① 観応の擾乱の勃発から南北朝の合一までの間

② 応永の乱から正長の土一揆の蜂起までの間

③ 嘉吉の変から応仁の乱の勃発までの間

④ 明応の政変から天文法華の乱までの間
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日本史〔 2 科目型〕

Ⅱ 次のＡ～Ｃの外交と貿易に関する文章を読んで，後の各問いに答えなさい。解答

番号は 13 ～ 18 。

Ａ
⒜
日明貿易は，4代将軍足利義持の時に一時中断し，6代将軍義教の時に再開さ

れた。この貿易により大量にもたらされた銅銭は，日本の貨幣流通に大きな影響

を与えた。

明は民間の貿易を認めない海禁政策を続けていたが，1560年代末には海禁を緩

和して中国人商人の東南アジア渡航を許可した。しかし，日本への渡航は認めな

かったため，ポルトガル人が明・日本間の貿易に乗り出し，九州各地を中心に入

港するようになった。これを
⒝
南蛮貿易と称した。

Ｂ 1600年にリーフデ号が豊後に漂着すると，徳川家康は乗組員ヤン＝ヨーステン

とウィリアム＝アダムズとを江戸に招き，外交・貿易の顧問としたことから，
⒞
オ

ランダやイギリスとの交易が始まった。家康はスペインとの貿易にも積極的で，

スペインの支配下にあったノビスパンとの通商を求め， ア を同地に派

遣した。

当時，ポルトガル商人による中国産の生糸輸入の独占と，日本銀の多額な流出

に対応するため，幕府は
⒟
五カ所商人と呼ばれる特定の商人らによる糸割符制度を

設けた。

Ｃ 徳川家康や秀忠は，豊臣政権に引き続き，海外渡航を希望するものに渡航免許

状を与えるとともに，渡航先の国に対し，免許状を所持する船との交易許可を求

めた。大名や豪商は，中国・台湾・東南アジアの各地に免許状を所持した船を派

遣した。
⒠
幕藩体制が確立するにつれ，日本人の海外渡航や貿易に制限が加えられ

るようになり，貿易を幕府の統制下におこうとした。
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問1 ア に入れるのに最も適当な人物を，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 13 。

① 角倉了以 ② 茶屋四郎次郎

③ 田中勝介 ④ 山田長政

問2 下線部⒜～⒠について，それぞれ⒜～⒠の各問いに答えなさい。

⒜ この貿易の輸出品としてふさわしくないものを，次の①～④の中から1つ

選び，マークしなさい。解答番号は 14 。

① 硫黄 ② 刀剣 ③ 屛風 ④ 陶磁器

⒝ この貿易に関わる説明としてふさわしくないものを，次の①～④の中から

1つ選び，マークしなさい。解答番号は 15 。

① 中国産生糸や鉄砲・皮革などが，主な輸入品であった。

② 宣教師が貿易船とともに来日し，神学校である南蛮寺が建てられた。

③ 貿易の利益を得る目的もあって，キリスト教に帰依する大名も現れた。

④ ポルトガル人に遅れてスペイン人も来航し，貿易を行った。

⒞ これの説明としてふさわしくないものを，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 16 。

① オランダやイギリスは，東インド会社を設立してアジアへの進出をは

かった。

② オランダやイギリスは，幕府から貿易の許可を受け，長崎の出島に商館

を開いた。

③ イギリスは，オランダとの競争に敗れ，対日貿易から撤退した。

④ オランダ船は，中国産生糸や織物類，薬品・砂糖・書籍などをもたらし

た。

⒟ 彼らの所在地としてふさわしくないものを，次の①～⑥の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 17 。

① 大坂 ② 長崎 ③ 江戸

④ 堺 ⑤ 博多 ⑥ 京都
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⒠ これに関わる次のＸ～Ｚについて，古いものから年代順に並べた場合，最

も適当なものを，後の①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号

は 18 。

Ｘ ポルトガル船の来航を禁止

Ｙ 奉書船以外の海外渡航を禁止

Ｚ スペイン船の来航を禁止

① Ｘ→Ｙ→Ｚ ② Ｘ→Ｚ→Ｙ ③ Ｙ→Ｘ→Ｚ

④ Ｙ→Ｚ→Ｘ ⑤ Ｚ→Ｘ→Ｙ ⑥ Ｚ→Ｙ→Ｘ
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日本史〔 2 科目型〕

Ⅲ 次の文章を読んで，後の各問いに答えなさい。解答番号は 19 ～ 25 。

室町時代，寝殿造に
⒜
禅宗寺院の書院の要素を取り入れて誕生した

⒝
書院造は，安

土・桃山時代には寺院や城郭にも広く採用された。書院造は屛風や襖で室内を仕切

る構造をもち，部屋の格式や用途によって異なる作風や様式の障壁画作品を配した

ことから，従来の山水・人物・花鳥画のみならず，多様な作品がうみだされた。例

えば桃山時代から江戸時代初期にかけて制作された『洛中洛外図屛風』には，
⒞
京都

と周辺の名所や祭礼・都市生活が描かれる。代表例の一つ「上杉本」は，狩野永徳

の作で織田信長が上杉謙信に贈ったことでも知られる。これらの人々の生活や流行

を描いた絵画は ア と総称され，他に『職人尽図屛風』などがある。

障壁画だけでなく，室内で用いる工芸品にも装飾的な名品が生まれた。寛永期に

は，本阿弥光悦が蒔絵・陶芸などを手がけ独自の美学に基づく作品を制作した。俵

屋宗達も，装飾画に新様式をうみだした。この時代の文化は，上方の公家・僧侶や

上層町人たちが主な担い手であった。

京都の呉服商の家に生まれた尾形光琳は，光悦・宗達に傾倒して装飾的な画風を

大成し，この流れは後に
⒟
琳派とよばれた。光琳が描いた意匠は着物のデザインとし

て模倣され，上方の裕福な女性たちに受け入れられた。きらびやかな光琳模様の衣

装は経済的隆盛を誇った
⒠
元禄期の上方町人文化の象徴ともいえるだろう。陶芸では

野々村仁清が イ の色絵を完成し，その技法は清水焼に継承されている。

問1 ア に入れるのに最も適当な語句を，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 19 。

① 錦絵 ② 浮世絵 ③ 風俗画 ④ 文人画

問2 イ に入れるのに最も適当な語句を，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 20 。

① 有田焼 ② 京焼 ③ 瀬戸焼 ④ 九谷焼
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問3 下線部⒜～⒠について，それぞれ⒜～⒠の各問いに答えなさい。

⒜ 禅宗寺院に関する次のＸ～Ｚの事項を古いものから時代順に並べた場合，

最も適当なものを，後の①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。解答番

号は 21 。

Ｘ 砂と石で自然を表現する枯山水の龍安寺石庭が造られた。

Ｙ 隠元隆琦が中国様式の伽藍配置をもつ万福寺を開いた。

Ｚ 禅宗様を代表する円覚寺舎利殿が建てられた。

① Ｘ→Ｙ→Ｚ ② Ｘ→Ｚ→Ｙ ③ Ｙ→Ｘ→Ｚ

④ Ｙ→Ｚ→Ｘ ⑤ Ｚ→Ｘ→Ｙ ⑥ Ｚ→Ｙ→Ｘ

⒝ 書院造に関する説明として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選

び，マークしなさい。解答番号は 22 。

① 千利休が設計に携わった妙喜庵待庵は書院造の茶室である。

② 足利義満が営んだ東求堂同仁斎は書院造の典型例である。

③ 書院造の床の間を飾る立花が発達し，池坊専慶が池坊流華道をひらいた。

④ 書院造では板敷の空間を几帳などで区切り，一角に畳や円座を敷いた。

⒞ これに関する文としてふさわしくないものはどれですか。次の①～④の中

から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 23 。

① 豊臣秀吉は大内裏跡地に聚楽第を造営し，後水尾天皇の行幸を迎えた。

② 奇異な衣装や扮装で練り歩く風流踊りが流行した。

③ 祇園祭は御霊信仰に由来し，室町時代以降町衆による山鉾巡行が行われ

た。

④ 京都では，出雲の阿国らが歌舞伎踊りの興行を行った。

⒟ これに関係する作者と作品の組み合わせとして最も適当なものを，次の

①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 24 。

① 本阿弥光悦－「舟橋蒔絵硯箱」

② 俵屋宗達－「松林図屛風」

③ 尾形乾山－「紅白梅図屛風」

④ 尾形光琳－「大徳寺大仙院花鳥図」
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⒠ 「元禄期」の文化に関する文としてふさわしくないものはどれですか。次

の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 25 。

① 人形浄瑠璃が流行し，竹本義太夫が活躍した。

② 宮崎友禅が友禅染を創始した。

③ 上方歌舞伎で坂田藤十郎が活躍した。

④ 石田梅岩が心学講舎を開いた。
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Ⅳ 次の円グラフは，開国以降の日本の貿易の状況を示したものです。この円グラフ

を見て，後の各問いに答えなさい。解答番号は 26 ～ 33 。

1865年　輸出 1865年　輸入

1885年　輸出 1885年　輸入

1899年　輸出 1899年　輸入

その他 3.3

茶
10.5

生糸
79.4

その他 7.1

毛織物
40.3

綿織物
33.5

その他
29.7

生糸
35.1

緑茶
18.0

水産物 6.9

その他
31.6

綿糸
17.7

砂糖
15.9

綿織物
9.8

毛織物 9.1

綿織物 4.2

その他
40.2

その他
37.0

生糸
29.1

綿糸
13.3

海産物 2.9

機械類 6.6

石油 5.7
鉄類 3.6

石炭 5.3

銅 5.0

綿糸 5.8

艦船 6.3

絹織物 8.1石炭 7.1

銅 5.4

毛織物 4.1

石油 3.7 鉄類 5.4
機械類 6.2

砂糖 8.0

28.2

7.0

3.9

（円グラフの数字は，パーセントを表す。）

2
5
0
3
1
8
R
0
1
1

念
校
紙―23― Ｂ（選）

11／14

２５２００５Ｎ Page 23 2024.12.09 17.32.28

２５２００５Ｎ_23

問1 円グラフの ア ～ ウ に入れるのに最も適当な輸出入品目を，

それぞれ次の①～⑧の中から1つずつ選び，マークしなさい。ただし，同じ記

号は1度しか使えません。

解答番号は ア が 26 ， イ が 27 ， ウ が 28 。

① 武器 ② 米 ③ 綿花 ④ 綿織物

⑤ 綿糸 ⑥ 絹織物 ⑦ 蚕卵紙 ⑧ 美術工芸品

問2 1860年代の日本の貿易に関する説明としてふさわしくないものを，次の①～

④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 29 。

① 日本の取引相手国は，主にイギリスであった。

② 輸出入額は，開港地の中では横浜が圧倒的に多かった。

③ 輸出入品の取引には銀貨が用いられたが，金銀比価が外国と日本で異なっ

ていたため，大量の銀が海外に流出した。

④ 幕府は，生糸などの5品について，必ず江戸の問屋を経由して輸出するよ

うに命じた。

問3 1885年の日本の輸出入に関して，それぞれ⒜・⒝の各問いに答えなさい。

⒜ 1885年の輸出入にあらわれる品目の説明として最も適当なものを，次の

①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 30 。

① 輸入した綿糸を用いて，打撃を受けていた日本の綿織物生産は回復した。

② 日本は，世界最大の生糸輸出国に発展した。

③ 1880年代，日本の生糸は主に中国に向けて輸出された。

④ 機械類の輸入が見られるのは，八幡の官営製鉄所の操業開始など，重工

業が発達したためである。

⒝ 1885年に起こった日本の貿易に関わる出来事として最も適当なものを，次

の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 31 。

① 第一回内国勧業博覧会の開催 ② 富岡製糸場の開業

③ 新橋・横浜間の鉄道開通 ④ 日本郵船会社の創立
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日本史〔 2 科目型〕

問4 1899年の輸出に関する円グラフの説明としてふさわしくないものを，次の

①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 32 。

① 綿糸は，それまで座繰で生産されたが，器械で生産されるようになった。

② 日清戦争頃から，中国・朝鮮に向けた綿糸輸出が急増した。

③ 1890年代には，日本における綿糸の生産量・輸出量は，輸入量を上回った。

④ 生糸は欧米に向けて輸出された。日露戦争後はアメリカへの輸出が伸びる

ことになった。

問5 日本の輸出を支えた繊維産業では，女工（工女）と呼ばれる女性労働者が就

業していました。女工に関する次のＸ・Ｙの正誤の組み合わせとして最も適当

なものを，後の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 33 。

Ｘ 女工の多くは，出稼ぎに来た小作農家の女性たちで，低賃金で長時間労働

に従事した。

Ｙ 繊維産業で働く労働者の大部分は，女工であった。1911年に制定された工

場法では，女性労働者の就業時間などが定められたが，繊維産業の資本家の

反対で，実施は1916年になった。

① Ｘ－正 Ｙ－正 ② Ｘ－正 Ｙ－誤

③ Ｘ－誤 Ｙ－正 ④ Ｘ－誤 Ｙ－誤

（日本史問題 おわり）
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問5 下線部⒟について述べた文として最も適当なものを，次の①～④の中から1

つ選び，マークしなさい。解答番号は 5 。

① カルデア人が建国した。

② バビロン第1王朝を滅ぼした。

③ サルゴン1世の治世が最盛期である。

④ 古王国時代のエジプトと戦った。

問6 下線部⒠に含まれる都市国家の名として最も適当なものを，次の①～④の中

から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 6 。

① カルタゴ ② ティルス ③ ウルク ④ ダマスクス

問7 下線部⒡の半島について述べた文として最も適当なものを，次の①～④の中

から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 7 。

① エトルリア人が北部に都市国家群を築いた。

② 共和政ローマが最初の属州とした。

③ ランゴバルド人が王国を建てた。

④ 後ウマイヤ朝がコルドバを都とした。
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Ⅰ 古代地中海世界について述べた，次の文章を読んで，後の各問いに答えなさい。

解答番号は 1 ～ 7 。

ギリシア人のポリスは前8世紀頃に成立したが，その範囲はバルカン半島南端の

ギリシア本土だけではなく，
⒜
エーゲ海を越えて小アジア西部にも及んでいた。

⒝
イオ

ニア地方のミレトスはそうした小アジアのポリスの一つであり，東方のオリエント

世界との交流が盛んであった。同様に，ミレトスより少し北に位置するポリスであ

る
⒞
エフェソスも，ギリシアの女神アルテミスを，本土とは異なる，小アジア土着の

女神信仰の流れを汲んだ形で崇拝していた。

さらにギリシア人は，黒海から地中海にかけての広い地域で植民活動に乗り出し，

多くの都市を建設した。これらの地域や都市の中には，後の時代にも重要な役割を

果たしたものがある。たとえば，黒海と地中海の接点に位置する ア は，

後4世紀にローマ皇帝の名を冠され，以後，長くビザンツ帝国の都となった。ギリ

シア人の植民活動がとくに集中した イ 島は肥沃な地で，第1次ポエニ戦

争の主な舞台となり，ローマ以降もさまざまな勢力に支配された。19世紀には，こ

の島がガリバルディによって占領されたことが，イタリア統一を大きく進めるきっ

かけとなった。

ギリシア人に先行し，植民活動の「手本」となったのが，フェニキア人である。

彼らは，前12世紀に
⒟
ヒッタイトなど旧来の大国が滅亡あるいは衰退した後，

⒠
地中海

東岸にいくつかの都市国家を作って交易に従事していたが，やがて地中海沿岸の各

地に植民市を建設していった。ただし，その範囲はギリシア人と微妙に異なり，地

中海西部の島々や北アフリカ，
⒡
イベリア半島といった，地中海南部から西部にかけ

ての沿岸部であった。またフェニキア人は表音文字を使用し，ギリシア人はそれを

取り入れてギリシア文字を考案した。ギリシア文化圏の成立は，オリエントからの

影響を抜きにしては考えられないのである。

Ａ1 世 界 史

左ページから問題開始
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問1 ア ・ イ に入れる語句の組み合わせとして最も適当なもの

を，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 1 。

ア イ

① ビザンティオン シチリア

② ビザンティオン サルデーニャ

③ アレクサンドリア シチリア

④ アレクサンドリア サルデーニャ

問2 下線部⒜の海域において，ポリス成立以前，クノッソスを中心に文化が栄え

た島の名として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしな

さい。解答番号は 2 。

① デロス ② キプロス ③ クレタ ④ ミケーネ

問3 下線部⒝の地方について述べた，次の文ＩとⅡの正誤の組み合わせとして最

も適当なものを，後の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は

3 。

Ｉ 前5世紀初めに，リディア王国に対して反乱を起こした。

Ⅱ 自然哲学が発達し，タレスが水を万物の根源とした。

① Ｉ－正 Ⅱ－正 ② Ｉ－正 Ⅱ－誤

③ Ｉ－誤 Ⅱ－正 ④ Ｉ－誤 Ⅱ－誤

問4 下線部⒞の都市において431年に開かれた公会議で，その思想が異端とされ

た人物の名として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，マークし

なさい。解答番号は 4 。

① アタナシウス ② パウロ

③ エウセビオス ④ ネストリウス
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世界史〔 3 科目型 1 日目〕

Ⅱ 中国における文学の歴史について述べた，次の文章を読んで，後の各問いに答え

なさい。解答番号は 8 ～ 14 。

宋代になって，
⒜
科挙に合格した文人官僚が政治を主導するようになると，彼らは

「読書人」として文化を担うようにもなった。散文では，それ以前の貴族らの時代

に主流であった四六騈儷体ではなく，より自由な表現を可能とする，漢代以前の文

体が用いられるようになった。この古文復興の動きは，唐代後半の韓愈や

らが主導したものであったが，宋代になって欧陽脩らが受け継ぎ，やが

て散文の主流となっていった。その名手であった韓愈・欧陽脩らは
⒝
唐宋八大家と呼

ばれている。

韻文では民謡から発展した詞が隆盛し，宋代文化を代表する文芸として「宋詞」

と称された。
⒞
元朝になると，民謡などの庶民文化はさらに発展し，雑劇の戯曲が

「元曲」と呼ばれて，新たな文学様式となった。宰相の娘と書生の恋愛を描いた

『西廂記』や，漢代に
⒟
匈奴に嫁いだ王昭君の故事を描く『漢宮秋』が代表的なもの

である。

また元代では講談も庶民のあいだに流行して，
⒠
『水滸伝』や『西遊記』の原型が

作られ，これらの物語は次の明代に小説として完成し，民衆文学の代表作となった。

この流れは
⒡
清代にも続き，『紅楼夢』や『儒林外史』などが登場した。

問1 に入れる人物の名として最も適当なものを，次の①～④の中から

1つ選び，マークしなさい。解答番号は 8 。

① 顔真卿 ② 呉道玄 ③ 柳宗元 ④ 孔穎達

問2 下線部⒜が開始された王朝として最も適当なものを，次の①～④の中から1

つ選び，マークしなさい。解答番号は 9 。

① 隋 ② 唐 ③ 後梁 ④ 後唐
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問3 下線部⒝のうちの一人である王安石が実施した新法の説明として最も適当な

ものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 10 。

① 募役法を定めて，物資の流通を整え，物価の安定をはかった。

② 青苗法を定めて，貧しい農民に金銭などを貸し付けた。

③ 市易法を定めて，労役の代わりに徴収した金銭で人を雇った。

④ 均輸法を定めて，中小商人に低利で融資を行った。

問4 下線部⒞の統治下で，かつて金の支配下にあった契丹人・女真人らを含む華

北の人々を指した総称として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 11 。

① 色目人 ② 漢人 ③ 南人 ④ 旧人

問5 下線部⒟は，五胡十六国時代の華北に国を建てたが，同時期の華北に国を建

てた人びととして誤っているものを，次の①～④の中から1つ選び，マークし

なさい。解答番号は 12 。

① 羯 ② 氐 ③ 突厥 ④ 鮮卑

問6 下線部⒠に登場する宋の皇帝は「風流天子」といわれた文化人で，上皇と

なったあと，靖康の変で金の捕虜になった。この人物の名として最も適当なも

のを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 13 。

① 神宗 ② 徽宗 ③ 欽宗 ④ 高宗

さん

問7 下線部⒡の時代に，国家的な文化事業として編纂された書物として誤ってい

るものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 14。

① 『康熙字典』 ② 『古今図書集成』

③ 『四庫全書』 ④ 『永楽大典』
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Ⅲ ヨーロッパ史における女性君主について述べた，次の文章を読んで，後の各問い

に答えなさい。解答番号は 15 ～ 21 。

ヨーロッパ諸国の歴史において，中世以前に国家の統治者となった女性は少ない。

15世紀後半のイベリア半島で ア 王国のフェルナンドとともにレコンキス

タを完遂した イ 王国のイサベルや，
⒜
カルマル同盟を結成して3王国の実

権を事実上掌握したマルグレーテなど，きわめて限られた存在であった。

ところが，近世以降になると，女性君主の数は格段に増加する。たとえばイギリ

ス王家の系図には， ウ 朝のメアリ1世や
⒝
エリザベス1世， エ 朝

のメアリ2世やアン女王，ハノーヴァー朝のヴィクトリア女王， オ 朝の

エリザベス2世といった名が確認され，女王の存在の大きさがうかがえる。あるい

は，ロシアのロマノフ朝も，
⒞
啓蒙専制君主として名高いエカチェリーナ2世など，

4人の女帝を輩出している。

一方で，神聖ローマ帝国や
⒟
フランス王国においては，女性が帝位や王位を継承す

ることはなかった。前者の帝位を長く世襲したハプスブルク家は，18世紀中頃にマ

リア＝テレジアに家領を継承させようとしたが，彼女の継承権をめぐって激しい対

立が生じ，
⒠
オーストリア継承戦争を誘発することとなった。

問1 ア ・ イ に入れる王国の名の組み合わせとして最も適当な

ものを，次の①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 15 。

ア イ

① ポルトガル アラゴン

② ポルトガル カスティリャ

③ アラゴン ポルトガル

④ アラゴン カスティリャ

⑤ カスティリャ ポルトガル

⑥ カスティリャ アラゴン
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問2 ウ ～ オ に入れる王朝の名の組み合わせとして最も適当な

ものを，次の①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 16 。

ウ エ オ

① ウィンザー ステュアート テューダー

② ウィンザー テューダー ステュアート

③ ステュアート ウィンザー テューダー

④ ステュアート テューダー ウィンザー

⑤ テューダー ステュアート ウィンザー

⑥ テューダー ウィンザー ステュアート

問3 下線部⒜に関連して，マルグレーテが実権を掌握した3王国に含まれないも

のを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 17 。

① デンマーク ② ポーランド ③ ノルウェー ④ スウェーデン

問4 下線部⒝の治世に起きた出来事について述べた文として最も適当なものを，

次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 18 。

① 人身保護法が制定された。

② イギリス＝オランダ（英蘭）戦争が始まった。

③ イギリス東インド会社が設立された。

④ ピルグリム＝ファーザーズが北米に渡った。

問5 下線部⒞の君主と交流があり，『百科全書』の編集にも携わったフランスの

啓蒙思想家の名として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，マー

クしなさい。解答番号は 19 。

① ディドロ ② アダム＝スミス

③ ロック ④ カント
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問6 下線部⒟について述べた文として最も適当なものを，次の①～④の中から1

つ選び，マークしなさい。解答番号は 20 。

① フランス王国の最初の王朝はヴァロワ朝である。

② 13世紀中頃に，国王が長く不在となる「大空位時代」を経験した。

③ 16世紀前半に，イタリアの支配をめぐって神聖ローマ帝国と争った。

④ フランス史上，最後の国王はルイ16世である。

問7 下線部⒠の戦争で，マリア＝テレジアを支持した国の名として最も適当なも

のを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 21 。

① イギリス ② フランス ③ スペイン ④ プロイセン
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Ⅳ 20世紀後半の東アジアの動向について述べた，次の文章を読んで，後の各問いに

答えなさい。解答番号は 22 ～ 28 。

中国では， ア を中心とする中国共産党の指導部が，1978年より外国の

資本や技術，市場経済原理を導入して経済政策の大転換を図る改革開放政策を推進

した。1982年には
⒜
人民公社の解体を決定するなど，経済の自由化が進む中で，官僚

の腐敗への不満や政治の民主化を求める声が高まっていった。1989年，北京で学生

や市民が民主化を求めて起こしたデモを，中国共産党の軍隊が武力で弾圧する事件

が起きた。改革開放政策は，この事件により一時停滞するが，1992年に ア

が実施した南巡講話に基づいて再開された。その後，1993年から2003年まで国家主

席を務めた
⒝
江沢民は，2000年に「三つの代表」を提唱し，中国共産党は資本家の入

党も認める大転換を図ったが，事実上の一党独裁という政治体制は変わらなかった。

韓国では，クーデタによって権力を握って大統領となった軍人の朴正熙が，1979

年に暗殺された。これを機に民主化運動が高まったが，1980年に軍部が民主化運動

を弾圧する イ 事件が起きた。その後も軍事政権が続く中，1987年に再び

民主化運動が盛り上がり，大統領の直接選挙制が導入されることになった。この時，

民主化支持を表明した盧泰愚が大統領に選出され，以後，韓国の民主化は定着して

いくことになる。また盧泰愚は，
⒞
朝鮮戦争の休戦状態にある北朝鮮に対して融和政

策をとった。朴正熙政権時代に弾圧を受けていた ウ は1998年に大統領に

就任すると，北朝鮮との対話を目指す太陽政策を推進した。2000年には ウ

が，当時北朝鮮の最高指導者であった エ と平壌で対面し，初となる南北

首脳会談が実現した。

台湾でも，1987年に戒厳令が解除され，1988年に オ 党の カ が

総統に就任してから，民主化が推進された。1996年には初の総統直接選挙が実施さ

れ， カ が当選した。その次の総統選挙は2000年に行われ，この時は

キ 党の ク が総統に当選した。こうして台湾は，二大政党による

政権交代が起こる時代に入ることになる。
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問1 ア に入れる人物の名として最も適当なものを，次の①～④の中から

1つ選び，マークしなさい。解答番号は 22 。

① 周恩来 ② 毛沢東 ③ 鄧小平 ④ 華国鋒

問2 イ に入れる語句として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ

選び，マークしなさい。解答番号は 23 。

① 九・三〇 ② 天安門 ③ 二・二八 ④ 光州

問3 ウ ・ エ に入れる人物の名の組み合わせとして最も適当な

ものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 24 。

ウ エ

① 金大中 金正日

② 金大中 金日成

③ 金泳三 金正日

④ 金泳三 金日成

問4 オ ～ ク に入れる語句の組み合わせとして最も適当なもの

を，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 25 。

オ カ キ ク

① 国民 李登輝 民進 陳水扁

② 国民 陳水扁 民進 李登輝

③ 民進 李登輝 国民 陳水扁

④ 民進 陳水扁 国民 李登輝

問5 下線部⒜は，ある政策・運動の一環として設立されたものである。その政

策・運動として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしな

さい。解答番号は 26 。

① プロレタリア文化大革命 ② 大躍進

③ 第1次五カ年計画 ④ 「四つの現代化」
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世界史〔 3 科目型 1 日目〕

問6 下線部⒝の人物の国家主席在任中に起きた出来事として最も適当なものを，

次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 27 。

① 香港がイギリスから中国に返還された。

② 一帯一路構想が提唱された。

③ 中国と日本が国交を正常化した。

④ 中国のＧＤＰが世界第2位となった。

問7 下線部⒞が勃発した年として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選

び，マークしなさい。解答番号は 28 。

① 1946年 ② 1950年 ③ 1965年 ④ 1972年

（世界史問題 おわり）
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Ⅰ 中国の西安の歴史について述べた，次の文章を読んで，後の各問いに答えなさい。

解答番号は 1 ～ 7 。

中国陝西省の省都である西安市は，かつて「長安」という名で知られ，たびたび

中国王朝の都が置かれた場所であった。現在の市域にほぼ重なる位置に都城「大興

城」を築いたのは
⒜
隋の初代皇帝であった。

西安市には今も明代の城壁が残っているが，その内側にある西安碑林博物館は，
びょう

もと宋代に建てられた
⒝
孔子廟であった。現在はかつての王朝時代に造られた石碑

や墓誌銘などが展示されており，なかでも「大秦 ア 教流行中国碑」は有

名で，唐代の中国にネストリウス派キリスト教が伝わっていたことを示す記念碑で

ある。
がん

城壁の南郊には，大雁塔で有名な大慈恩寺がある。ここは唐代の
⒞
玄奘が仏典の翻

訳に従事した寺であり，大雁塔は彼がインドから持ち帰った多くの仏典と仏像を保

存するために建立された。
び おう

西安市の北西郊外に出ると未央宮の遺跡があり，この辺りが漢代の長安であった。

さらに西に進むと茂陵という
⒟
漢の武帝の陵墓がある。

西安市の東方には華清池と呼ばれる温泉地があり，開元の治で知られる，唐の

イ は楊貴妃とともにここを訪れていた。華清池は1936年に起こった
⒠
西安事

件の舞台としても有名である。

問1 ア に入れる語句として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ

選び，マークしなさい。解答番号は 1 。

① 回 ② 道 ③ 祆 ④ 景

Ａ2 世 界 史

左ページから問題開始
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問2 イ に入れる人物の名として最も適当なものを，次の①～④の中から

1つ選び，マークしなさい。解答番号は 2 。

① 高祖 ② 太宗 ③ 高宗 ④ 玄宗

問3 下線部⒜の皇帝の名として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 3 。

① 楊堅 ② 司馬炎 ③ 大祚栄 ④ 李淵

問4 下線部⒝の人物の学説を奉じる学派に属する人物として最も適当なものを，

次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 4 。

① 韓非子 ② 呉子 ③ 荀子 ④ 墨子

問5 下線部⒞の人物が著した書物の名として最も適当なものを，次の①～④の中

から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 5 。

① 『大唐西域記』 ② 『仏国記』

③ 『南海寄帰内法伝』 ④ 『五経正義』

問6 下線部⒟と同時代の人物の名として誤っているものを，次の①～④の中から

1つ選び，マークしなさい。解答番号は 6 。

① 董仲舒 ② 鄭玄 ③ 張騫 ④ 司馬遷

問7 下線部⒠の説明として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 7 。

① 日系紡績工場で労働争議が発生した。

② 孫文が革命派を率いて武装蜂起した。

③ 張学良が蔣介石を監禁した。

④ 日本の関東軍が張作霖の乗る列車を爆破した。
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世界史〔 3 科目型 2 日目〕

Ⅱ ヨーロッパの都市Ａ～Ｃの歴史について述べた，次の文章を読んで，後の各問い

に答えなさい。解答番号は 8 ～ 14 。

Ａは
⒜
古代ギリシア人の植民者が築いた都市がもととなっている。中世初期にはビザ

ンツ帝国の支配下にあったが，12世紀に
⒝
ノルマン人が建てたシチリア王国に征服さ

れた。同国の王位は，やがてシュタウフェン家を経てアンジュー家の手にわたる。

しかし，アンジュー家は1282年の動乱によってシチリア王位を追われ，Ａを中心に

新たな王国を形成することとなった。

Ｂは古代ローマ時代から都市として発達した。中世にはライン川の水運を背景に商

業中心地として繁栄し， ア 同盟の有力な加盟都市となった。また，キリ

スト教会の拠点として大司教座がおかれ，ゴシック様式の大聖堂の建設が進められ

た。Ｂの大司教は，やがて
⒞
神聖ローマ皇帝を選出する七選帝侯の一人となり，政治

的にも権勢を誇った。

Ｃの土台はスラヴ人によって築かれた。中世には王国の中心都市として成長を遂げ，

とくに
⒟
14世紀の中頃に王家から神聖ローマ皇帝が選出されると，Ｃは帝国の首都と

して大きく発展した。同時期にＣに設立された大学は，やがて神学者のフスを世に

出すこととなる。フスはＣを中心に，カトリック教会を激しく批判する宗教改革運

動を展開したが， イ 公会議で異端として断罪されて火刑に処された。
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問1 Ａ～Ｃの都市の名の組み合わせとして最も適当なものを，次の①～⑧の中か

ら1つ選び，マークしなさい。解答番号は 8 。

Ａ Ｂ Ｃ

① ナポリ リューベック ワルシャワ

② ナポリ リューベック プラハ

③ ナポリ ケルン ワルシャワ

④ ナポリ ケルン プラハ

⑤ ジェノヴァ リューベック ワルシャワ

⑥ ジェノヴァ リューベック プラハ

⑦ ジェノヴァ ケルン ワルシャワ

⑧ ジェノヴァ ケルン プラハ

問2 ア に入れる同盟の名として最も適当なものを，次の①～④の中から

1つ選び，マークしなさい。解答番号は 9 。

① ユトレヒト ② デロス

③ ハンザ ④ シュマルカルデン

問3 イ に入れる公会議の名として最も適当なものを，次の①～④の中か

ら1つ選び，マークしなさい。解答番号は 10 。

① コンスタンツ ② トリエント

③ ニケーア ④ カルケドン

問4 下線部⒜に関連して，古代ギリシア人の一派として誤っているものを，次の

①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 11 。

① アイオリス人 ② イオニア人

③ エトルリア人 ④ ドーリア人
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問5 下線部⒝に関連して，フランスにノルマンディー公国を建てたノルマン人の

首領の名として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしな

さい。解答番号は 12 。

① ウィリアム1世 ② リューリク

③ クヌート（カヌート） ④ ロロ

問6 下線部⒞の一人であるフリードリヒ2世について述べた文として最も適当な

ものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 13 。

① 教皇ボニファティウス8世を監禁した。

② 十字軍に参加した。

③ 金印勅書を発布した。
さん

④ 『ローマ法大全』を編纂させた。

問7 下線部⒟の時期に起きた出来事として誤っているものを，次の①～④の中か

ら1つ選び，マークしなさい。解答番号は 14 。

① フランスでジャックリーの乱が勃発した。

② クレシーの戦いでイングランド軍が勝利した。

③ 十字軍がコンスタンティノープルを占領してラテン帝国を建てた。

④ ヨーロッパの広範囲にわたって黒死病（ペスト）が猛威を振るった。
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Ⅲ 18世紀末以降のイラン史について述べた，次の文章を読んで，後の各問いに答え

なさい。解答番号は 15 ～ 21 。

⒜
18世紀末に成立した

⒝
カージャール朝（ガージャール朝）は，19世紀に入ると

⒞
ロシ

アとの国境紛争など
⒟
列強からのさまざまな干渉を受けるようになった。カージャー

ル朝政府は近代化の推進に努めたが，十分な成果が得られないまま，やがて財政破

綻に陥った。このような政府に対して民衆の不満が高まり，19世紀半ばには
⒠
新興宗

教信徒による武装蜂起が発生した。
⒡
20世紀に入ってからも列強の介入と反政府運動

が繰り返され，国家体制の転換につながることもあった。1979年には立憲君主制が

崩壊し，
⒢
イラン＝イスラーム共和国が成立した。

問1 下線部⒜に関連して，18世紀に中東で生じた出来事の説明として最も適当な

ものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 15 。

① オスマン帝国がマムルーク朝を滅ぼし，シリアとエジプトを領土に加えた。

② サファヴィー朝がアッバース1世の治下で最盛期を迎えた。

③ オスマン帝国でタンジマートと呼ばれる改革が実施された。

④ ナポレオン＝ボナパルト率いるフランス軍がエジプトに遠征した。

問2 下線部⒝に関連して，カージャール朝が首都と定めて以来，今日までイラン

の首都であり続けている都市の名として最も適当なものを，次の①～④の中か

ら1つ選び，マークしなさい。解答番号は 16 。

① イスファハーン ② タブリーズ

③ テヘラン ④ バグダード
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問3 下線部⒞に関連して，19世紀後半にロシアで農奴解放などの諸改革を実施し

た皇帝の名として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，マークし

なさい。解答番号は 17 。

① アレクサンドル1世 ② アレクサンドル2世

③ エカチェリーナ2世 ④ ニコライ2世

問4 下線部⒟に関連して，19世紀のイランとその周辺における列強の進出と介入

に関する説明として誤っているものを，次の①～④の中から1つ選び，マーク

しなさい。解答番号は 18 。

① カージャール朝は，アルメニアなど南コーカサス（南カフカス）をロシア

に割譲した。

② カージャール朝は，治外法権の承認を含む不平等条約を列強と締結した。

③ イギリスがアフガニスタンに軍事介入し，事実上の保護国とした。

④ カージャール朝によるロシア業者への利権譲渡に抗議して，タバコ＝ボイ

コット運動が発生した。

問5 下線部⒠の新興宗教について説明した，次の文の ア ・ イ

に入れる語の組み合わせとして最も適当なものを，後の①～⑥の中から1つ選

び，マークしなさい。解答番号は 19 。

この宗教は，イランにおける多数派であるイスラーム教 ア 派の一

信徒が19世紀前半に創始した宗教で， イ 教と呼ばれる。

ア イ

① シーア ゾロアスター

② スンナ ゾロアスター

③ シーア バーブ

④ スンナ バーブ

⑤ シーア マニ

⑥ スンナ マニ
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問6 下線部⒡の具体例について述べた，次のⅠ～Ⅲの文を，年代の古いものから

順に並べたとき，最も適当なものを，後の①～⑥の中から1つ選び，マークし

なさい。解答番号は 20 。

Ⅰ 第一次世界大戦の勃発に伴い，イギリス軍とロシア軍がイランの一部地域

に進駐した。

Ⅱ レザー＝ハーンがクーデタで実権を握り，パフレヴィー朝を開いた。

Ⅲ 立憲運動の結果，国民議会開設と憲法制定が実現した。

① Ⅰ→Ⅱ→Ⅲ ② Ⅰ→Ⅲ→Ⅱ ③ Ⅱ→Ⅰ→Ⅲ

④ Ⅱ→Ⅲ→Ⅰ ⑤ Ⅲ→Ⅰ→Ⅱ ⑥ Ⅲ→Ⅱ→Ⅰ

問7 下線部⒢に関連して，イラン＝イスラーム共和国の初代最高指導者の名とし

て最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番

号は 21 。

① ホメイニ ② サダム＝フセイン

③ モサデグ（モサッデグ） ④ サダト

2
5
0
3
1
3
R
0
0
9

念
校
紙―21― Ａ2（選）

9／14

２５２００４Ｓ Page 21 2024.12.09 17.22.39

２５２００４Ｓ_21



131

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

問5 下線部⒠の際のロシア共和国大統領の名として最も適当なものを，次の①～

④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 26 。

① エリツィン ② ゴルバチョフ

③ プーチン ④ ブレジネフ

問6 下線部⒡は，当時のアメリカ合衆国大統領の提案に基づいて設立されたが，

その大統領の名と，彼が所属していた政党の名の組み合わせとして最も適当な

ものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 27 。

大統領 政党

① ウィルソン 共和党

② ウィルソン 民主党

③ タフト 共和党

④ タフト 民主党

　

問7 下線部⒢に関わるアメリカ合衆国大統領の施策について述べた，次のＩ～Ⅲ

の文を，年代の古いものから順に並べたとき，最も適当なものを，後の①～⑥

の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 28 。

Ｉ アイゼンハワー大統領が，ソ連の勢力圏に対する「巻き返し政策」を唱え

た。

Ⅱ ケネディ大統領が，キューバ危機に際してソ連との武力衝突を回避した。

Ⅲ ニクソン大統領が中国を訪問し，米中の和解に道筋をつけた。

① Ｉ→Ⅱ→Ⅲ ② Ｉ→Ⅲ→Ⅱ ③ Ⅱ→Ｉ→Ⅲ

④ Ⅱ→Ⅲ→Ｉ ⑤ Ⅲ→Ｉ→Ⅱ ⑥ Ⅲ→Ⅱ→Ｉ

（世界史問題 おわり）
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Ⅳ 20世紀前半から21世紀初頭にかけての欧米諸国の動向について述べた，次の文章

を読んで，後の各問いに答えなさい。解答番号は 22 ～ 28 。

ヨーロッパでは第一次世界大戦と第二次世界大戦にはさまれた時期に，
⒜
イタリア

と
⒝
ドイツでファシズム政党が政権を掌握した。その後，

⒞
20世紀末から21世紀初頭に

かけて，ヨーロッパでは統合の動きが急速に強まった。

旧ロシア帝国の地域では1922年にソ連が成立し，1920年代末からはスターリンに

よる独裁が強化されたが，彼の死後に
⒟
フルシチョフがスターリンによる支配への批

判を行った。
⒠
ソ連は1991年に消滅し，その一部だったロシア共和国が改称してロシ

ア連邦になった。

アメリカ合衆国は第一次世界大戦後に結成された
⒡
国際連盟に参加しなかったが，

第二次世界大戦後は国際連合の本部をニューヨークに設置させるなど，世界のリー

ダーとして振舞おうとした。アメリカ合衆国は
⒢
冷戦を終結させたものの，2001年9

月11日に同時多発テロ事件が勃発した。

問1 下線部⒜の独裁者ムッソリーニが，セルブ＝クロアート＝スロヴェーン王国

（後のユーゴスラヴィア）と協定を結んで1924年に併合した地域の名として最

も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は

22 。

① アルバニア ② サヴォイア ③ ダンツィヒ ④ フィウメ
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問2 下線部⒝の独裁者ヒトラーが行った領土政策について述べた，次のＩ～Ⅲの

文を，年代の古いものから順に並べたとき，最も適当なものを，後の①～⑥の

中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 23 。

Ｉ オーストリアをドイツに併合した。

Ⅱ チェコスロヴァキアのズデーテン地方をドイツに併合した。

Ⅲ ドイツ軍をラインラントに進駐させた。

① Ｉ→Ⅱ→Ⅲ ② Ｉ→Ⅲ→Ⅱ ③ Ⅱ→Ｉ→Ⅲ

④ Ⅱ→Ⅲ→Ｉ ⑤ Ⅲ→Ｉ→Ⅱ ⑥ Ⅲ→Ⅱ→Ｉ

問3 下線部⒞に関連して，ヨーロッパ連合の設立を目的として1992年にマースト

リヒト条約が調印された時の，フランス大統領とドイツ首相の名の組み合わせ

として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解

答番号は 24 。

フランス大統領 ドイツ首相

① ド＝ゴール アデナウアー

② ド＝ゴール コール

③ ミッテラン アデナウアー

④ ミッテラン コール

問4 下線部⒟の人物は，社会主義国と資本主義国の平和的共存をめざす政策の一

環として，それまで各国の共産党の情報交換と調整を担ってきた機関を1956年

に解散した。この機関の名として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ

選び，マークしなさい。解答番号は 25 。

① コミンテルン ② コミンフォルム

③ コメコン ④ ワルシャワ条約機構
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Ⅰ 古代地中海世界の知識人Ａ～Ｃについて述べた，次の文章を読んで，後の各問い

に答えなさい。解答番号は 1 ～ 7 。

Ａはイベリア半島出身のローマ元老院議員であったが，幼い頃からギリシア文化に

親しんでいた。五賢帝2番目の人物を継いで皇帝となると，ローマ帝国全土を巡っ

たが，とりわけアテネに深く関わった。たとえばＡが完成させたゼウス神殿は，前

6世紀半ばに ア 政を樹立したペイシストラトスが建築を始めたものの，

工事途中で放置されていたものであり，ギリシア文化の継承者たらんとするＡの意

向を読み取ることができる。

Ｂは北アフリカ出身で，青年時代は修辞学を学び，マニ教に傾倒していた。後にキ

リスト教徒となって正統派神学の確立に努め，カルタゴ近郊の地の司教にも就任し

た。『神の国』などの著作がある。

Ｃは弁論家・哲学者として名高く，『国家論』などの作品を著したが，ローマ元老

院議員でもあり，カエサルの好敵手であった。青年時代にアテネに留学したＣは，

ソクラテスの弟子でイデア論を唱えた イ が建てた学園を訪れたり，

ウ によって創始されたストア派の哲学を学んだりした。

問1 Ａ～Ｃの人物の名として最も適当なものを，次の①～⑧の中から，それぞれ

1つずつ選び，マークしなさい（同じ記号は一度しか選べません）。解答番号

はＡが 1 ，Ｂが 2 ，Ｃが 3 。

① アウグスティヌス ② アリウス ③ キケロ

④ クラッスス ⑤ テオドシウス ⑥ トラヤヌス

⑦ ハドリアヌス ⑧ ポンペイウス

Ｂ 世 界 史

左ページから問題開始
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問2 Ａ～Ｃの人物を，活動した時代の古い順に並べたとき，最も適当なものを，

次の①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 4 。

① Ａ→Ｂ→Ｃ ② Ａ→Ｃ→Ｂ ③ Ｂ→Ａ→Ｃ

④ Ｂ→Ｃ→Ａ ⑤ Ｃ→Ａ→Ｂ ⑥ Ｃ→Ｂ→Ａ

問3 ア に入れる語句として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ

選び，マークしなさい。解答番号は 5 。

① 民主 ② 共和 ③ 王 ④ 僭主

問4 イ ・ ウ に入れる人物の名の組み合わせとして最も適当な

ものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 6 。

イ ウ

① プラトン エピクロス

② プラトン ゼノン

③ アリストテレス エピクロス

④ アリストテレス ゼノン

問5 下線部の宗教について述べた，次の文ＩとⅡの正誤の組み合わせとして最も

適当なものを，後の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は

7 。

Ｉ ゾロアスター教・仏教・キリスト教の影響を受けている。

Ⅱ 中央ユーラシアに伝わり，ウイグルが受容した。

① Ｉ－正 Ⅱ－正 ② Ｉ－正 Ⅱ－誤

③ Ｉ－誤 Ⅱ－正 ④ Ｉ－誤 Ⅱ－誤
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Ⅱ イスラーム圏の拡大について述べた，次の文章を読んで，後の各問いに答えなさ

い。解答番号は 8 ～ 14 。

⒜
8世紀半ばに成立したアッバース朝はウマイヤ朝の広大な領土を継承したが，首

都から遠く離れた地域では早くから独立の動きがみられた。
⒝
イベリア半島では，

アッバース朝の成立から数年後に後ウマイヤ朝が建てられ，対岸の
⒞
北アフリカでも

王朝の成立が相次いだ。イスラーム教は北アフリカの原住民の間にも次第に定着し，

やがて
⒟
西アフリカへも広まっていった。

⒠
10世紀後半になると，アフガニスタンに成立した王朝が北インドへの遠征を繰り

返し，13世紀初めにはデリーを拠点とするイスラーム王朝が成立するに至った。

インド洋海域では，8世紀頃からムスリム商人が交易に参入し，
⒡
東アフリカやイ

ンド，
⒢
東南アジアの沿岸地域では，交易拠点となった港市から周辺へとイスラーム

教が広まっていった。

問1 下線部⒜に関連して，8世紀半ばに中央アジアのタラス河畔の戦いでアッ

バース朝と戦った王朝の名として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ

選び，マークしなさい。解答番号は 8 。

① 隋 ② 唐 ③ 北魏 ④ 北宋

問2 下線部⒝に関連して，12世紀にイベリア半島や北アフリカで活動した学者で，

アリストテレスの著作の注釈などで知られる人物の名として最も適当なものを，

次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 9 。

① イブン＝シーナー ② イブン＝バットゥータ

③ イブン＝ハルドゥーン ④ イブン＝ルシュド

問3 下線部⒞に関連して，ムワッヒド朝が首都とした都市の名として最も適当な

ものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 10 。

① カイロ ② グラナダ ③ チュニス ④ マラケシュ
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問4 下線部⒟に関連して，10～15世紀の西アフリカに関する説明として誤ってい

るものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 11 。

① ガーナ王国は，11世紀にムラービト朝の攻撃を受けて衰退した。

② 13世紀に成立したマリ王国では，王をはじめとする支配階級の間にイス

ラーム教が広まった。

③ サハラ砂漠で採取される金と西アフリカの岩塩を取り引きする交易が盛ん

であった。

④ ニジェール川沿いの都市トンブクトゥは，西アフリカにおけるイスラーム

諸学の一拠点となった。

問5 下線部⒠に関連して，10世紀後半から12世紀後半にかけてアフガニスタンに

存在し，北インドへ侵攻を繰り返した王朝の名として最も適当なものを，次の

①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 12 。

① ガズナ朝 ② カラハン朝

③ サーマーン朝 ④ ハルジー朝

問6 下線部⒡に関連して，8世紀以降の東アフリカからインドにかけての海域に

関する説明として誤っているものを，次の①～④の中から1つ選び，マークし

なさい。解答番号は 13 。

① 東アフリカでは，キルワやマリンディなどの港市がムスリム商人の交易拠

点として発展した。

② 東アフリカでは，現地語とアラビア語が混交してスワヒリ語が成立し，共

通語となった。

③ ムスリム商人は，季節風を利用して，ジャンク船でインドと西アジアや東

アフリカとの間を往来した。

④ マムルーク朝時代のエジプトでは，カーリミーと呼ばれる商人たちがイン

ド海域との交易を担った。
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Ⅲ ヴィクトリア女王時代のイギリスについて述べた，次の文章を読んで，後の各問

いに答えなさい。解答番号は 15 ～ 21 。

ヴィクトリア女王が即位してからほぼ十年後の
⒜
1848年にヨーロッパ各地で大規模

な革命が起こり，イギリスでも
⒝
チャーティストたちが議会への請願を行った。1851

年にはロンドンで初の万国博覧会が開かれ，ヴィクトリア女王を中心としたイギリ

ス王室も，その運営に関わった。その後，イギリスは1853年に始まった
⒞
クリミア戦

争に参戦した。

ヴィクトリア女王の長男（後のエドワード7世）は，アメリカ合衆国で
⒟
南北戦争

が始まる直前の1860年に同国を訪問した。1870年にドイツ＝フランス戦争が起こっ

てフランスが敗れると，
⒠
ナポレオン3世はイギリスへ亡命した。同戦争の結果，

⒡
ド

イツ帝国が成立したが，ヴィクトリア女王はその長女ヴィクトリアをドイツ皇帝

ヴィルヘルム1世の長男（後のフリードリヒ3世）と結婚させていた。1899年に起

こった
⒢
南アフリカ戦争が終結する前の1901年に，ヴィクトリア女王は死去した。

問1 下線部⒜の年にオーストリアとプロイセンで起こった革命の名として最も適

当なものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は

15 。

① 二月革命 ② 三月革命 ③ 七月革命 ④ 十月革命

問2 下線部⒝の人々が掲げた政治綱領の名として最も適当なものを，次の①～④

の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 16 。

① 権利の章典 ② 権利の請願 ③ 人民憲章 ④ 人民のなかへ
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問3 下線部⒞の戦争を始めたロシア皇帝は，1825年に即位した際にデカブリスト

の乱に直面していた。この皇帝の名として最も適当なものを，次の①～④の中

から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 17 。

① アレクサンドル1世 ② アレクサンドル2世

③ ニコライ1世 ④ ピョートル1世

問4 下線部⒟の内戦が行われていた1862年に，自営農民の育成を目的として制定

され，合衆国北部への西部諸州の支持をもたらした法の名として最も適当なも

のを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 18 。

① 先住民強制移住法 ② 「土地に関する布告」

③ 農業調整法 ④ ホームステッド法

問5 下線部⒠の人物は1861年に，ある国が対外債務の返済停止を宣言したことを

理由として，イギリス・スペインとともに同国への軍事介入を始めた。この軍

事介入を受けた国の名として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 19 。

① アルジェリア ② エジプト

③ パナマ ④ メキシコ

問6 下線部⒡の時代にドイツ人の科学者たちは優れた業績を挙げたが，その中に

あって，近代細菌学の祖と呼ばれる人物の名として最も適当なものを，次の

①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 20 。

① コッホ ② ノーベル

③ パストゥール ④ ヘルムホルツ
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問7 下線部⒢に関連して，8世紀以降の東南アジアに関する説明として誤ってい

るものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 14 。

① 東南アジアの港市では，香辛料のほか，中国の陶磁器やインドの綿布など

各地からさまざまな品物が運び込まれ，取り引きされた。

② 13世紀前半にベトナム北部に成立した陳朝は，元（モンゴル）の軍事侵攻

によって滅亡した。

③ 15世紀に交易拠点として繁栄した港市マラッカは，16世紀初めにポルトガ

ルによって征服された。

④ 16世紀のジャワ島では，マジャパヒト王国が滅んだ後，マタラム王国が建

国された。
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世界史〔 2 科目型〕

問7 下線部⒢にあったイギリスのケープ植民地の首相として，1890年代に同植民

地周辺への侵攻政策を行った人物の名として最も適当なものを，次の①～④の

中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 21 。

① クライヴ ② ジョゼフ＝チェンバレン

③ ラッフルズ ④ ローズ（セシル＝ローズ）

2
5
0
3
1
9
R
0
0
9

四
校
紙―35― Ｂ（選）

9／12

２５２００５Ｓ Page 35 2024.11.25 18.15.49

２５２００５Ｓ_35



134

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

Ⅳ 清末から中華民国初期の動向について述べた，次の文章を読んで，後の各問いに

答えなさい。解答番号は 22 ～ 28 。

⒜
日清戦争で敗北した清では，それまでの洋務運動のような西洋式技術の導入だけ

ではなく，根本的な政治改革を目指すことになった。その中心となった康有為・梁

啓超らは， ア 帝の支持を受けて政治改革を試みるも，これを急進的と見

た官僚の反対によって阻止された。更に西太后がクーデタを起こし， ア

帝は幽閉され，康有為・梁啓超らは日本へ亡命することとなった。康有為・梁啓超

らの政治改革構想は，清朝という王朝の枠組みを維持した上で，日本をモデルとし

た近代的な立憲君主制の国家の建設を目指すものであった。これに対して孫文らは，

王朝を打倒して共和国を樹立することを目指した。

⒝
辛亥革命を経て， イ 年に中華民国が建国された。孫文が臨時大総統に

就任したが，間もなく袁世凱にその地位を譲った。国会議員の選挙では，革命派が

組織した国民党が最多の議席を獲得した。しかし
⒞
袁世凱は国民党を弾圧し，正式に

大総統に就任すると，独裁的傾向を強めた。袁世凱の死後は中央政府の権力が弱体

化し，地方の軍事指導者が実権を握って自らの勢力下で財政収入を得て兵力を養い，

互いに抗争を繰り広げる時代に入った。

また，中華民国は
⒟
五族共和を理念に掲げる多民族国家として建国されたが，これ

に包摂されることを拒んだ外モンゴルは， ウ の影響下で1924年にモンゴ

ル人民共和国を建国した。

問1 ア に入れる語句として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ

選び，マークしなさい。解答番号は 22 。

① 同治 ② 乾隆 ③ 光緒 ④ 宣統

問2 イ に入れる年として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選

び，マークしなさい。解答番号は 23 。

① 1911 ② 1912 ③ 1918 ④ 1919
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問3 ウ に入れる国の名として最も適当なものを，次の①～④の中から1

つ選び，マークしなさい。解答番号は 24 。

① イギリス ② フランス ③ ドイツ ④ ソ連

問4 下線部⒜について述べた文として最も適当なものを，次の①～④の中から1

つ選び，マークしなさい。解答番号は 25 。

① この戦争の結果，台湾が日本に割譲された。

② 壬午軍乱鎮圧のために日清両国が朝鮮に派兵したことで起きた戦争であっ

た。

③ この戦争で曽国藩・李鴻章が率いる湘軍・淮軍が日本軍に敗れた。

④ 日本はこの戦争で得た利権をもとに，南満洲鉄道株式会社を設立した。

問5 下線部⒝の発端とされる武装蜂起があった長江中流域における都市として最

も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は

26 。

① 上海 ② 武昌 ③ 天津 ④ 瑞金

問6 下線部⒞に関連して，袁世凱が大総統の地位にあった期間に起きた出来事と

して最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答

番号は 27 。

① 第1次国共合作が成立した。

② 五・四運動が起きた。

③ 蔣介石が北伐を開始した。

④ 日本が中国に二十一カ条の要求を突きつけた。

問7 下線部⒟の五族の中に含まれないものを，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 28 。

① 漢族 ② 満洲族 ③ 朝鮮族 ④ チベット族

（世界史問題 おわり）
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⑸ ウイルスは原核細胞よりも単純な構造をもち，生物と非生物の中間的な存

在とされている。次の記述ａ～ｃのうち，生物にはみられないが，ウイルス

にはみられる（一部のウイルスにみられるものも含む）特徴を過不足なく含

むものとして最も適当なものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マークし

なさい。解答番号は 5 。

ａ 遺伝物質として RNAをもつ。

ｂ 単独で増殖できない。

ｃ ATPを合成しない。

① ａ ② ｂ ③ ｃ ④ ａ，ｂ

⑤ ａ，ｃ ⑥ ｂ，ｃ ⑦ ａ，ｂ，ｃ
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問2 下線部イについて，次の図1は，真核細胞である動物細胞の構造を模式的に

示したものである。なお，図1中の Eは膜構造をもつ構造体を示し，Fは膜

構造をもたない構造体を示している。後の各問いに答えなさい。

A

B

C

D

E

F

図1

⑴ 図1中の A～Fのうち，次の特徴1～3をもつ構造体として最も適当な

ものを，それぞれ後の①～⑥の中から1つずつ選び，マークしなさい（同

じ記号は一度しか選べません）。

特徴1 さまざまな加水分解酵素を含み，オートファジーに関与する。

解答番号は 6 。
すい

特徴2 紡錘糸形成の起点となり，細胞分裂では染色体の分離にはたらく。

解答番号は 7 。

特徴3 小胞体から運ばれたタンパク質に糖を付加する。

解答番号は 8 。

① A ② B ③ C

④ D ⑤ E ⑥ F2
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⑶ 細胞内共生説（共生説）では，原核生物が別の宿主細胞に取り込まれてミ

トコンドリアや葉緑体が生じたと考えられている。細胞内共生説に関する次

の文中の エ ・ オ に入る語の組合せとして最も適当なものを，後

の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 3 。

まず エ が，別の宿主細胞に取り込まれて細胞内共生してミトコンド

リアが生じ，さらに オ が，ミトコンドリアをもつ一部の細胞に取り込

まれて細胞内共生して葉緑体が生じたと考えられている。

エ オ

① 嫌気性細菌 シアノバクテリア

② 嫌気性細菌 化学合成細菌

③ 好気性細菌 シアノバクテリア

④ 好気性細菌 化学合成細菌

⑷ 次の記述ａ～ｃのうち，細胞内共生説の根拠となる，ミトコンドリアと葉

緑体がもつ特徴を過不足なく含むものとして最も適当なものを，後の①～

⑦の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 4 。

ａ 細胞内で分裂する。

ｂ DNAをもつ。

ｃ 1枚の膜からなる構造体である。

① ａ ② ｂ ③ ｃ ④ ａ，ｂ

⑤ ａ，ｃ ⑥ ｂ，ｃ ⑦ ａ，ｂ，ｃ
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Ⅰ 次の文章を読んで，後の各問いに答えなさい。解答番号は 1 ～ 11 。

生物の細胞には，
ア
原核細胞と真核細胞がある。地球に最初に誕生した生命は，原

核細胞に近い構造をもっていたと考えられている。原核細胞とは異なり，
イ
真核細胞

の細胞内にはさまざまな細胞小器官がみられる。また，原核細胞，真核細胞とも，

細胞内では DNAの遺伝情報から
ウ
タンパク質が合成され，細胞内外で生命活動の維

持にはたらいている。

問1 下線部アについて，原核細胞に関する次の各問いに答えなさい。

⑴ 原核細胞からなる原核生物の組合せとして最も適当なものを，次の①～

⑤の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 1 。

① 酵母，乳酸菌 ② 酵母，大腸菌

③ T2ファージ，乳酸菌 ④ T2ファージ，大腸菌

⑤ 乳酸菌，大腸菌

⑵ 次のａ～ｃのうち，原核細胞がもつ構造体として正しいものを過不足なく

含むものとして最も適当なものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マーク

しなさい。解答番号は 2 。

ａ リボソーム

ｂ 細胞壁

ｃ 核

① ａ ② ｂ ③ ｃ ④ ａ，ｂ

⑤ ａ，ｃ ⑥ ｂ，ｃ ⑦ ａ，ｂ，ｃ

Ａ1 生 物

左ページから問題開始
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⑵ 図1中の A～Fのうち，被子植物の細胞がもたない構造体として最も適

当なものを，次の①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は

9 。

① A ② B ③ C

④ D ⑤ E ⑥ F

問3 下線部ウについて，次の特徴4・5をもつタンパク質として最も適当なもの

を，それぞれ後の①～⑧の中から1つずつ選び，マークしなさい（同じ記号

は一度しか選べません）。

特徴4 真核細胞の核内に存在し，DNAが巻き付いている。

解答番号は 10 。

特徴5 脊椎動物の発生における神経誘導において，誘導物質としてはたらく。

解答番号は 11 。

① ミオシン ② ヒストン ③ アクアポリン

④ アルブミン ⑤ インスリン ⑥ ヘモグロビン

⑦ ATP合成酵素 ⑧ ノギン
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Ⅱ 次の文章を読んで，後の各問いに答えなさい。解答番号は 12 ～ 23 。

ある地域で生活している植物や動物などの生物のまとまりを，バイオームという。

バイオームの分布は気温と降水量によって決まり，地球上には気候に応じてさまざ

まなバイオームが分布している。日本では，各地で年降水量が森林形成に必要な

ア mmを超えるため，
イ
年平均気温によってバイオームの分布が決まる。日本

列島は，南北に約3000kmと長く，最大で ウ mを超える標高の差があるた

め，バイオームの分布に特徴がみられる。また，年平均気温は， エ に応じて

変化するため，バイオームも変化する。これを
オ
水平分布という。また，同じ

エ であっても，標高が100m上昇するごとに気温は カ ℃低下するため，

標高によってバイオームが変化する。これを
キ
垂直分布という。本州中部の高山では，

低温などにより，標高約 ク mで森林が成立しなくなる境界がある。これを

森林限界という。

日本のバイオームに対応する指標として，
ケ
暖かさの指数がある。暖かさの指数は，

月平均気温が5℃以上の各月の平均気温から5を引いた値を合計したもので，バイ

オームの推定に利用される。

問1 ア ・ ウ に入る数値の組合せとして最も適当なものを，次の①～

⑧の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 12 。

ア ウ

① 100 1000

② 100 3000

③ 500 1000

④ 500 3000

⑤ 1000 1000

⑥ 1000 3000

⑦ 1500 1000

⑧ 1500 3000
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問2 下線部イに関連して，世界のバイオームにおいて，年平均気温がほぼ等しい

熱帯で，年降水量の多い地域から少ない地域へ移動したときに現れるバイオー

ムを，左から順に並べたものとして最も適当なものを，次の①～⑥の中から

1つ選び，マークしなさい。解答番号は 13 。

① 熱帯多雨林→雨緑樹林→サバンナ→砂漠

② 熱帯多雨林→雨緑樹林→砂漠→サバンナ

③ 熱帯多雨林→サバンナ→雨緑樹林→砂漠

④ 雨緑樹林→熱帯多雨林→サバンナ→砂漠

⑤ 雨緑樹林→熱帯多雨林→砂漠→サバンナ

⑥ 雨緑樹林→サバンナ→熱帯多雨林→砂漠

問3 エ ・ ク に入る語と数値の組合せとして最も適当なものを，次の

①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 14 。

エ ク

① 緯度 1500

② 緯度 2000

③ 緯度 2500

④ 経度 1500

⑤ 経度 2000

⑥ 経度 2500
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問4 下線部オについて，日本の水平分布では，亜熱帯多雨林，照葉樹林，夏緑樹

林，針葉樹林がみられる。世界および日本におけるバイオームについて，次の

各問いに答えなさい。

⑴ 世界のバイオームにおける夏緑樹林と針葉樹林の特徴に関する記述として

最も適当なものを，それぞれ後の①～⑥の中から1つずつ選び，マークし

なさい（同じ記号は一度しか選べません）。

夏緑樹林の特徴 解答番号は 15 。

針葉樹林の特徴 解答番号は 16 。

① 熱帯や亜熱帯の雨季と乾季がはっきりと分かれている地域に分布し，乾

季に落葉して雨季に葉をつける落葉広葉樹が優占している。

② 熱帯や亜熱帯の年降水量が多く，年平均気温が高い地域に分布し，常緑

広葉樹が優占し，そこで生活する植物と動物の種類が非常に多い。

③ 暖温帯に分布し，クチクラ層が発達した葉をつける常緑広葉樹が優占し

ている。

④ 夏に乾燥し，冬に雨が多い温帯に分布し，硬くて小さな葉をつける樹木

が分布している。

⑤ 冷温帯に分布し，冬季に落葉する落葉広葉樹が優占している。

⑥ 亜寒帯に分布し，多くの地域では常緑性の樹木が優占するが，落葉性の

樹木が優占する地域もあり，大形の哺乳類も生息している。
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生物〔 3 科目型 1 日目〕



137

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
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薦
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語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

問7 下線部ケについて，次の表1は，暖かさの指数とバイオームの対応を示した

ものである。また，後の表2は，日本の都市 Xと都市 Yの各月の平均気温

（℃）および年平均気温（℃）を示したものである。表1と表2について，後

の各問いに答えなさい。

バイオーム 暖かさの指数

亜熱帯多雨林 180～240

照葉樹林 85～180

夏緑樹林 45～85

針葉樹林 15～45

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年平均

都
市
X
1．6 3．4 8．1 12．216．918．424．326．722．614．8 9．1 4．8 13．6

都
市
Y
6．8 7．8 10．015．720．122．526．326．623．019．013．5 9．0 16．7

表1

表2

（単位：℃）

⑴ 表2より，都市 Xの暖かさの指数を求め，最も近い整数の値で示したも

のとして最も適当なものを，次の①～⑤の中から1つ選び，マークしなさ

い。解答番号は 22 。

① 54 ② 72 ③ 84 ④ 108 ⑤ 153
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⑵ 都市 Yのバイオームが，現在より1段階上（表1において現在より1つ

上）のバイオームに変化（たとえば，針葉樹林から夏緑樹林に変化）すると

き，都市 Yの各月の平均気温は少なくとも何度（℃）以上上昇することに

なるか。最も近い整数の値で示したものとして最も適当なものを，次の

①～⑤の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 23 。

① 2℃ ② 4℃ ③ 6℃ ④ 8℃ ⑤ 10℃　
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問6 下線部キについて，次の各問いに答えなさい。

⑴ 東北地方の低地に分布するバイオームに関する次の文中の コ ・

サ に入る語と数値の組合せとして最も適当なものを，後の①～④の中

から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 20 。

東北地方の低地に分布するバイオームは，本州中部の垂直分布における

コ のバイオームに相当し，本州中部では標高 サ mでみられるバ

イオームである。

コ サ

① 山地帯 700～1500

② 山地帯 1500～2500

③ 丘陵帯（低地帯） 700～1500

④ 丘陵帯（低地帯） 1500～2500

⑵ 近年，地球温暖化が危惧されている。地球温暖化が垂直分布に与える影響

として考えられることに関する記述として最も適当なものを，次の①～④

の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 21 。

① 標高の高い場所に生息していた生物において，生物濃縮がより進行する。

② 標高の高い場所に生息していた生物の分布が，もとより標高の低い場所

に変化する。

③ 標高の低い場所に生息していた生物の分布が，もとより標高の高い場所

に変化する。

④ 気温の上昇に伴って生物が増殖しやすくなり，生物の種多様性が高まる。
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⑵ 日本の亜熱帯多雨林と照葉樹林でみられる代表的な植物の組合せとして最

も適当なものを，それぞれ後の①～⑥の中から1つずつ選び，マークしな

さい（同じ記号は一度しか選べません）。

亜熱帯多雨林でみられる代表的な植物 解答番号は 17 。

照葉樹林でみられる代表的な植物 解答番号は 18 。

① アコウ，ブナ

② アコウ，ガジュマル

③ ブナ，カエデ

④ タブノキ，シラビソ

⑤ タブノキ，スダジイ

⑥ シラビソ，コメツガ

問5 カ に入る数値として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 19 。

① 0．2～0．3

② 0．5～0．6

③ 2～3

④ 5～6
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生物〔 3 科目型 1 日目〕
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Ⅲ 次の文章を読んで，後の各問いに答えなさい。解答番号は 24 ～ 33 。

ヒトの神経系は，
ア
末梢神経系と中枢神経系に分けられる。末梢神経系は，自律神

経系と体性神経系に分けられる。また，中枢神経系を構成しているのは，
イ
脳と
ウ
脊髄

である。

問1 下線部アについて，ヒトの末梢神経系に関する次の各問いに答えなさい。

⑴ 末梢神経系に関する次の文中の エ ・ オ に入る数値の組合せと

して最も適当なものを，後の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。

解答番号は 24 。

末梢神経系は，脳から出る脳神経が エ 対あり，脊髄から出る脊髄神

経が オ 対ある。

エ オ

① 12 5

② 12 31

③ 31 5

④ 31 12

⑵ 次の記述ａ～ｃのうち，ヒトの末梢神経系を構成するニューロン（神経細

胞）に関する記述として正しいものを過不足なく含むものとして最も適当な

ものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 25 。

ａ おもに末梢神経系をつくるのは，介在ニューロンである。

ｂ ニューロンの多くは，有髄神経繊維である。

ｃ ニューロンは，核のある細胞体とそこから伸びる多くの突起からなる。

① ａ ② ｂ ③ ｃ ④ ａ，ｂ

⑤ ａ，ｃ ⑥ ｂ，ｃ ⑦ ａ，ｂ，ｃ
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⑶ 次の記述ａ～ｃのうち，ニューロンの膜電位に関する記述として正しいも

のを過不足なく含むものとして最も適当なものを，後の①～⑦の中から1

つ選び，マークしなさい。解答番号は 26 。

ａ 静止電位は，細胞内外のイオンの濃度差で生じる。

ｂ ナトリウムイオンが細胞外に流出することで，活動電位が生じる。

ｃ 興奮後には，ナトリウムポンプが停止して不応期となる。

① ａ ② ｂ ③ ｃ ④ ａ，ｂ

⑤ ａ，ｃ ⑥ ｂ，ｃ ⑦ ａ，ｂ，ｃ

⑷ 次の記述は，1つのニューロンに加える刺激の強さとニューロンの反応，

およびニューロンに発生する興奮の頻度に関するものである。これらの記述

ａ～ｃの中で正しいものを過不足なく含むものとして最も適当なものを，後

の①～⑦の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 27 。

いき

ａ 刺激の強さが閾値以上であるとき，刺激の強さとニューロンの反応の大

きさは比例する。

ｂ 刺激の強さが閾値以上であるとき，刺激の強さを変えてもニューロンの

反応の大きさは変化しない。

ｃ 刺激の強さが閾値以上であるとき，刺激が強くなるほどニューロンに発

生する興奮の頻度が増す。

① ａ ② ｂ ③ ｃ ④ ａ，ｂ

⑤ ａ，ｃ ⑥ ｂ，ｃ ⑦ ａ，ｂ，ｃ
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問2 下線部イについて，ヒトの脳に関する次の各問いに答えなさい。

⑴ ヒトの脳のうち，生命維持に重要なはたらきをする脳をまとめて脳幹とよ

ぶ。次のａ～ｃのうち，脳幹に含まれる脳として正しいものを過不足なく含

むものとして最も適当なものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マークし

なさい。解答番号は 28 。

ａ 間脳

ｂ 中脳

ｃ 延髄

① ａ ② ｂ ③ ｃ ④ ａ，ｂ

⑤ ａ，ｃ ⑥ ｂ，ｃ ⑦ ａ，ｂ，ｃ

⑵ ヒトにおいて，大脳と小脳に中枢があるものの組合せとして最も適当なも

のを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 29 。

大脳 小脳

① 高度な精神活動 筋肉運動の調節

② 姿勢保持 眼球運動

③ 呼吸運動や心臓拍動の調節 自律神経の最高中枢

④ 瞳孔反射 からだの平衡を保つ
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問3 下線部ウについて，ヒトの脊髄に関する次の各問いに答えなさい。

⑴ 次のａ～ｃのうち，腹根を通って脊髄に入る神経，または腹根を通って脊

髄から出る神経として正しいものを過不足なく含むものとして最も適当なも

のを，後の①～⑦の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 30 。

ａ 交感神経

ｂ 運動神経

ｃ 感覚神経

① ａ ② ｂ ③ ｃ ④ ａ，ｂ

⑤ ａ，ｃ ⑥ ｂ，ｃ ⑦ ａ，ｂ，ｃ

しつがいけん

⑵ 脊髄は，反射の中枢としてもはたらく。脊髄反射の膝蓋腱反射と屈筋反射

の反射弓において，脊髄内で形成されるシナプスの数の組合せとして最も適

当なものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は

31 。

膝蓋腱反射 屈筋反射

① 1個 1個

② 1個 2個

③ 2個 1個

④ 2個 3個
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寒天培地 紫外線照射なし 紫外線照射あり

アンピシリンなし A B

アンピシリンあり C D

表1

問1 下線部アについて，このように，ある生物が本来もっていなかった遺伝子が

入ることにより，遺伝的な性質が変化することを何というか。その名称として

最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番

号は 34 。

① 遺伝子突然変異 ② 形質転換

③ 選択的遺伝子発現 ④ 遺伝子再編成

問2 下線部イについて，遺伝子組換え技術を利用して大腸菌によって生産され，

医療に利用されている，ヒトにとって有用なタンパク質の例として最も適当な

ものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 35 。

① グリコーゲン ② フィトクロム

③ カタラーゼ ④ インスリン

問3 下線部ウについて，制限酵素に関する次の各問いに答えなさい。

⑴ 制限酵素が切断する DNAの部位として最も適当なものを，次の①～④

の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 36 。

① 糖とリン酸の間の結合

② 糖と塩基の間の結合

③ リン酸と塩基の間の結合

④ リン酸とリン酸の間の結合
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⑵ 制限酵素 BamHIは，DNAの特定の塩基配列（GGATCC）を認識して切

断する。いま，8000塩基対からなる DNA断片を，制限酵素 BamHIを用い

て切断したとき，理論上，生じる DNA断片の数として最も適当なものを，

次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。ただし，切断される

DNA断片中には4種類の塩基が等しい割合でランダムに存在するものとす

る。また，210≒103として計算しなさい。解答番号は 37 。

① 1個 ② 3個 ③ 6個 ④ 12個

問4 エ ・ オ に入る語の組合せとして最も適当なものを，次の①～④

の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 38 。

エ オ

① DNAヘリカーゼ ベクター

② DNAヘリカーゼ プライマー

③ DNAリガーゼ ベクター

④ DNAリガーゼ プライマー

問5 下線部カについて，次の記述ａ～ｃのうち，プラスミドに関する記述として

正しいものを過不足なく含むものとして最も適当なものを，後の①～⑦の中

から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 39 。

ａ 環状2本鎖 DNAである。

ｂ 大腸菌の細胞内で複製される。

ｃ ヒトの体細胞にも存在する。

① ａ ② ｂ ③ ｃ ④ ａ，ｂ

⑤ ａ，ｃ ⑥ ｂ，ｃ ⑦ ａ，ｂ，ｃ
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Ⅳ 次の文章を読んで，後の各問いに答えなさい。解答番号は 34 ～ 44 。

ア
ある生物に，その生物が本来もっていなかった遺伝子を導入する際に，遺伝子組

換え技術が利用される。現在，遺伝子組換え技術を利用して，
イ
ヒトにとって有用な

タンパク質が大量に生産されている。遺伝子組換えでは，DNAから特定の遺伝子

を切り出す
ウ
制限酵素と DNA断片どうしをつなぐ酵素である エ が使われる。

また，遺伝子を運ぶ オ としては，
カ
プラスミドがよく使用される。遺伝子組換

えの過程では，まず，制限酵素を用いて特定の遺伝子を含む DNA断片を切り出し，

同じ制限酵素でプラスミドを切断する。これら2つの DNA断片を エ でつな

いで組換えプラスミドを作製する。この組換えプラスミドを大腸菌に導入すると
キ
大

腸菌内で特定の遺伝子が発現して，ヒトにとって有用なタンパク質が生産される。

GFP（緑色蛍光タンパク質）は，紫外線を照射すると緑色蛍光を発するタンパ

ク質である。GFPの遺伝子をプラスミドに組み込んで大腸菌に導入する，次の実

験1を行った。

実験1 大腸菌を死滅させる抗生物質アンピシリンに対する耐性遺伝子をもつプラ

スミドを用意し，遺伝子組換え技術を用いて大腸菌内で発現する GFPの遺

伝子を，アンピシリン耐性遺伝子が存在する領域とは異なる場所に組み込ん

で組換えプラスミドを作製した。この組換えプラスミドを精製し，大腸菌を

含む溶液に加えて，組換えプラスミドを大腸菌に取り込ませる処理をした。

この処理をした大腸菌を含む溶液を希釈し，同量の溶液をアンピシリンを含

む寒天培地とアンピシリンを含まない寒天培地に広げて，
ク
コロニーを形成さ

せた。その後，次の表1のように，紫外線を照射しない場合と紫外線を照射

する場合で形成したコロニーの数や緑色蛍光の有無を調べた。表1中の

A～Dの条件における結果では，いずれもコロニーの形成がみられた。ま

た，Aより Cの方がコロニーの数が少なかった。ただし，GFPが緑色蛍光

を発するように照射した紫外線によって突然変異は起こらないものとする。
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⑶ 脊髄は，受容器からの情報を神経が脳へ伝える経路となっている。たとえ

ば，痛覚の経路は，脊髄で左右が交さする。からだの右側からの情報は脊髄

の右側に入り，脊髄の中で左側に交さして左側の脊髄を通って延髄を経て大

脳の左半球の感覚野へ興奮を伝える。大脳では，感覚野などで処理された情

報をもとに，左半球の運動野から出たニューロンが延髄で交さし，右側の脊

髄を通って運動ニューロンを介して筋肉を動かす応答が起こる。いま，仮に

脊髄の一部を損傷した患者1と患者2がいるとする。患者1と患者2で損傷

している脊髄の部位は，次のとおりである。患者1と患者2にみられる症状

として最も適当なものを，それぞれ後の①～④の中から1つずつ選び，

マークしなさい（同じ記号は一度しか選べません）。ただし，ここでは右足

の感覚ニューロンと右足を動かす運動ニューロンが出入りする脊髄の位置は，

ほぼ同じであるとする。

患者1 痛覚の経路が交さする脊髄の位置よりも上方の左側の脊髄

解答番号は 32 。

患者2 痛覚の経路が交さする脊髄の位置よりも上方の右側の脊髄

解答番号は 33 。

① 右足の痛覚は失われていないが，右足を動かせない。

② 右足の痛覚が失われたが，右足を動かすことはできる。

③ 右足の痛覚は失われず，右足を動かすことができる。

④ 右足の痛覚が失われ，右足を動かせない。
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問6 下線部キについて，大腸菌内でヒトのタンパク質を発現させる際，大腸菌に

導入するヒトの遺伝子を含む DNAに関する記述として最も適当なものを，次

の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 40 。

① ヒトのプロモーターを除いたヒトの遺伝子を含む DNAを導入する。

② ヒトのプロモーターをつなげたままのヒトの遺伝子を含む DNAを導入す

る。

③ 遺伝暗号を大腸菌のものに変え，大腸菌のプロモーターをつなげたヒトの

遺伝子を含む DNAを導入する。

④ ヒトの遺伝子を含む DNAからつくられたmRNAから逆転写（RNAか

ら DNAを合成すること）した DNAに，大腸菌のプロモーターをつなげた

DNAを導入する。

問7 下線部クについて，1個のコロニーに関する記述として最も適当なものを，

次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 41 。

① 1個体の大腸菌からできている。

② さまざまな突然変異を起こした多数の大腸菌が集まってできている。

③ 遺伝子型の同じ多数の大腸菌が集まってできている。

④ 遺伝子型の異なる多数の大腸菌が集まってできている。

問8 表1について，次の各問いに答えなさい。

⑴ 表1中の Aと Cに関する記述として最も適当なものを，次の①～④の中

から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 42 。

① Aでコロニーを形成した大腸菌は，どれも組換えプラスミドをもたない。

② Aでコロニーを形成した大腸菌は，どれも組換えプラスミドをもつ。

③ Cでコロニーを形成した大腸菌は，どれも組換えプラスミドをもたない。

④ Cでコロニーを形成した大腸菌は，どれも組換えプラスミドをもつ。
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⑵ 表1中の Aより Cの方がコロニーの数が少なかった理由として最も適当

なものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は

43 。

① プラスミドを取り込む過程で突然変異を起こした大腸菌が存在したから。

② プラスミドを取り込んだ大腸菌と取り込まなかった大腸菌が存在したか

ら。

③ Aでコロニーを形成した大腸菌は，プラスミドの一部を分解したから。

④ Cでコロニーを形成した大腸菌は，紫外線で分裂が抑制されたから。

⑶ 表1中の Bと Dに関する記述として最も適当なものを，次の①～④の中

から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 44 。

① Bより Dの方が，緑色蛍光を発するコロニーの数が少ない。

② Bと Dでは，緑色蛍光を発するコロニーの数が等しい。

③ Bより Dの方が，緑色蛍光を発するコロニーの数が多い。

④ Bより Dの方が，コロニーの数が多い。

（生物問題 おわり）
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Ⅰ 次の文章を読んで，後の各問いに答えなさい。解答番号は 1 ～ 10 。

ヒトのからだは，日々ウイルスや細菌などの病原体にさらされているが，ヒトに

は，体内への病原体の侵入を防ぐしくみと，そのしくみを突破して体内へ侵入した

病原体を除去するしくみが備わっている。病原体の侵入を防ぐしくみには，
ア
物理的

防御と
イ
化学的防御がある。けがなどで傷口が生じたとき，物理的・化学的防御を突

破して体内に侵入した病原体に対しては，
ウ
自然免疫がはたらく。

また，遺伝物質として RNAをもつウイルスにより，世界中に広まった病気が報

告されているが，その例として
エ

HIV（ヒト免疫不全ウイルス）によるものが挙げ

られる。

問1 下線部アについて，次の記述ａ～ｃのうち，物理的防御に関する記述として

正しいものを過不足なく含むものとして最も適当なものを，後の①～⑦の中

から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 1 。

ａ 消化管の粘膜は，粘液によって病原体が細胞に付着することを防ぐ。

ｂ 気管の表面には繊毛があり，病原体を取り込んで分解する。

ｃ 皮膚の角質層では盛んに細胞分裂が行われており，病原体の感染を防ぐ。

① ａ ② ｂ ③ ｃ ④ ａ，ｂ

⑤ ａ，ｃ ⑥ ｂ，ｃ ⑦ ａ，ｂ，ｃ

Ａ2 生 物

左ページから問題開始
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問2 下線部イについて，化学的防御に関する記述として最も適当なものを，次の

①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 2 。

① 胃液はアルカリ性で，殺菌作用がある。

② 皮膚の粘膜には，細菌の細胞壁を分解するディフェンシンが含まれる。

③ 涙やだ液には，細菌の細胞膜を破壊するリゾチームが含まれる。

④ 汗腺からの分泌物は，皮膚の表面を弱酸性に保っている。

問3 下線部ウについて，次の各問いに答えなさい。

⑴ 自然免疫では，マクロファージや好中球による食作用によって病原体の除

去が行われる。次のａ～ｃのうち，マクロファージと好中球のほかに自然免

疫で食作用を行う細胞として正しいものを過不足なく含むものとして最も適

当なものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は

3 。

ａ キラー T細胞

ｂ 樹状細胞

ｃ B細胞

① ａ ② ｂ ③ ｃ ④ ａ，ｂ

⑤ ａ，ｃ ⑥ ｂ，ｃ ⑦ ａ，ｂ，ｃ
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生物〔一般選抜前期　 3 科目型 2 日目〕

生物〔 3 科目型 1 日目〕
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⑵ 次の記述ａ～ｃのうち，HIVに感染したときに起こる症状として正しい

ものを過不足なく含むものとして最も適当なものを，後の①～⑦の中から

1つ選び，マークしなさい。解答番号は 9 。

ａ 体液性免疫のはたらきが低下する。

ｂ 細胞性免疫のはたらきが低下する。

ｃ ふだん発症しないような感染症にかかりやすくなる。

① ａ ② ｂ ③ ｃ ④ ａ，ｂ

⑤ ａ，ｃ ⑥ ｂ，ｃ ⑦ ａ，ｂ，ｃ

問5 免疫と医療について，次の記述ａ～ｃのうち，ワクチンを接種したヒトの体

内で起こることとして正しいものを過不足なく含むものとして最も適当なもの

を，後の①～⑦の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 10 。

ａ 人為的に免疫反応が引き起こされる。

ｂ 免疫記憶を獲得することができる。

ｃ 自然免疫のみが活性化し，適応免疫は活性化しない。

① ａ ② ｂ ③ ｃ ④ ａ，ｂ

⑤ ａ，ｃ ⑥ ｂ，ｃ ⑦ ａ，ｂ，ｃ
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Ⅱ 次の文章を読んで，後の各問いに答えなさい。解答番号は 11 ～ 22 。

ある地域に生息するすべての生物と，生物を取り巻く非生物的環境を合わせて生

態系という。生態系の中では，生物と非生物的環境は互いに影響を及ぼし合ってい

る。非生物的環境が生物に影響を及ぼすことを ア といい， イ に影響を

与えることはその例である。

生態系を構成する生物は，
ウ
生産者と

エ
消費者に大別される。生態系では，捕食者と

被食者は一連の鎖のようにつながっており，これを食物連鎖という。生態系におい

て，生産者を第一段階として，
オ
一次消費者，二次消費者などの食物連鎖の各段階を

カ という。自然界では，多くの種類の生物が複雑な網目状の関係を形成して

おり，これを
キ
食物網という。

台風や山火事などによりかく乱を受けても生態系には ク があるため，かく

乱の規模が大きくなければ，やがてもとと同じような状態に戻る。つまり，生態系

は一定の範囲内で変動していることになり，これを
ケ
生態系のバランスという。しか

し，生態系の ク を超える大規模なかく乱を受けると，もとの状態に戻らない

ことがある。

問1 ア ・ イ に入る語句の組合せとして最も適当なものを，次の①～

④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 11 。

ア イ

① 作用 呼吸が大気中の酸素量

② 作用 光の強さが光合成速度

③ 環境形成作用（反作用） 呼吸が大気中の酸素量

④ 環境形成作用（反作用） 光の強さが光合成速度
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⑷ 免疫に関わる組織や器官に関する記述として最も適当なものを，次の

①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 6 。

① リンパ管には，リンパ球と赤血球が存在する。

② ひ臓には，リンパ球が存在し，赤血球は存在しない。

③ 骨髄では，B細胞はつくられるが，赤血球はつくられない。

④ リンパ節では，樹状細胞が T細胞に抗原提示を行う。

⑸ 自然免疫の反応によって起こる炎症に関する次の文章中の オ ・

カ に入る語の組合せとして最も適当なものを，後の①～④の中から1

つ選び，マークしなさい。解答番号は 7 。

病原体を取り込んで活性化したマクロファージによって毛細血管の血管壁

が オ したり， カ などが病原体の侵入した組織に集まったりする

と，病原体が侵入した部位の皮膚が熱をもって赤く腫れることがある。この

ような反応を，炎症という。

オ カ

① 拡張 好中球

② 拡張 血小板

③ 収縮 好中球

④ 収縮 血小板

問4 下線部エについて，次の各問いに答えなさい。

⑴ HIVが感染し，破壊する細胞として最も適当なものを，次の①～④の中

から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 8 。

① 好中球 ② B細胞

③ ヘルパー T細胞 ④ キラー T細胞
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⑵ 自然免疫では，食作用を行う食細胞のほかにもがん細胞や，ウイルスなど

に感染した細胞を直接攻撃して破壊する細胞も存在する。次の記述ａ～ｃの

うち，その細胞に関する記述として正しいものを過不足なく含むものとして

最も適当なものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マークしなさい。解答

番号は 4 。

ａ リンパ球の一種である。

ｂ 胸腺で成熟する。

ｃ 適応免疫（獲得免疫）でもはたらく。

① ａ ② ｂ ③ ｃ ④ ａ，ｂ

⑤ ａ，ｃ ⑥ ｂ，ｃ ⑦ ａ，ｂ，ｃ

⑶ 自然免疫は，適応免疫とは異なる特徴をもつ。次の記述ａ～ｃのうち，適

応免疫とは異なる，自然免疫の特徴として正しいものを過不足なく含むもの

として最も適当なものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マークしなさい。

解答番号は 5 。

ａ 同じ病原体に対して，1回目の侵入時よりも2回目の侵入時の方が激し

い応答が起こる。

ｂ 個々の免疫細胞が，幅広く病原体を認識する。

ｃ 病原体の感染後，1週間程度で効果が現れる。

① ａ ② ｂ ③ ｃ ④ ａ，ｂ

⑤ ａ，ｃ ⑥ ｂ，ｃ ⑦ ａ，ｂ，ｃ
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問2 下線部ウについて，次の記述ａ～ｃのうち，生産者に関する記述として正し

いものを過不足なく含むものとして最も適当なものを，後の①～⑦の中から

1つ選び，マークしなさい。解答番号は 12 。

ａ 光エネルギーを利用して，無機物から有機物を合成する生物が含まれる。

ｂ 陸上には存在するが，海洋や河川には存在しない。

ｃ 森林の生産者はおもに木本であり，草原の生産者はおもに草本である。

① ａ ② ｂ ③ ｃ ④ ａ，ｂ

⑤ ａ，ｃ ⑥ ｂ，ｃ ⑦ ａ，ｂ，ｃ

問3 下線部エについて，次の記述ａ～ｃのうち，消費者に含まれる分解者に関す

る記述として正しいものを過不足なく含むものとして最も適当なものを，後の

①～⑦の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 13 。

ａ すべて独立栄養生物である。

ｂ 菌類は含まれるが，細菌は含まれない。

ｃ 分解者のはたらきで生じた無機物は，生産者に利用される。

① ａ ② ｂ ③ ｃ ④ ａ，ｂ

⑤ ａ，ｃ ⑥ ｂ，ｃ ⑦ ａ，ｂ，ｃ

問4 下線部オについて，次のａ～ｃのうち，一次消費者である生物として正しい

ものを過不足なく含むものとして最も適当なものを，後の①～⑦の中から1

つ選び，マークしなさい。解答番号は 14 。

ａ カエル

ｂ バッタ

ｃ ヘビ

① ａ ② ｂ ③ ｃ ④ ａ，ｂ

⑤ ａ，ｃ ⑥ ｂ，ｃ ⑦ ａ，ｂ，ｃ
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問5 カ ・ ク に入る語の組合せとして最も適当なものを，次の①～④

の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 15 。

カ ク

① 階層構造 恒常性

② 階層構造 復元力

③ 栄養段階 恒常性

④ 栄養段階 復元力

問6 下線部キについて，次の図1は，ある沿岸の岩場でみられた生物の食物網を

模式的に示しており，図1中の矢印の向きは捕食される向きを示している。ま

た，図1中の太い矢印は，細い矢印よりも多く捕食されていることを示してい

る。藻類，フジツボ，ムラサキイガイ，カメノテは岩場に固着して生活してお

り，ヒザラガイ，カサガイ，イボニシ，ヒトデは岩場を移動しながら生活して

いる。このような岩場からヒトデのみを除去し続ける実験を行ったところ，1

年後にはムラサキイガイが岩場をほぼ独占し，ほかの生物はほとんどみられな

くなった。後の各問いに答えなさい。

ヒトデ

カメノテムラサキイガイフジツボ

カサガイ
イボニシ

ヒザラガイ

藻 類

図1
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⑴ この実験で除去し続けたヒトデのように，ある生態系において食物網にお

ける上位の捕食者が，その生態系の種多様性の維持に大きな影響を及ぼして

いるとき，このような生物種を何というか。その名称として最も適当なもの

を，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 16 。

① 優占種 ② 在来種

③ キーストーン種 ④ 絶滅危惧種　

⑵ ヒトデと藻類には捕食・被食の関係はないが，ヒトデとヒザラガイ，ヒト

デとカサガイの間の捕食・被食の関係が藻類に影響を及ぼしている。このよ

うな影響を何というか。その名称として最も適当なものを，次の①～④の

中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 17 。

① 温室効果 ② 生態系サービス

③ 間接効果 ④ 共生

⑶ この実験において，1年後にムラサキイガイが岩場をほぼ独占し，ほかの

生物がほとんどみられなくなった理由として最も適当なものを，次の①～

④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 18 。

① イボニシによって，フジツボやカメノテが多く捕食された。

② ムラサキイガイが，カメノテやフジツボを捕食して増殖した。

③ ムラサキイガイは，ヒトデやイボニシから逃げる能力が高い。

④ 岩場からほかの生物種を追い出すムラサキイガイが，ヒトデに捕食され

なくなった。
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⑷ この実験において，1年後に岩場からヒザラガイとカサガイがほとんどみ

られなくなった理由として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選

び，マークしなさい。解答番号は 19 。

① 増殖したムラサキイガイに捕食された。

② 増殖したイボニシに捕食された。

③ 藻類の生活場所が，ムラサキイガイに奪われた。

④ フジツボの生活場所が，ムラサキイガイに奪われた。

問7 下線部ケについて，次の各問いに答えなさい。

⑴ 有機物を多く含む生活排水が河川に流入したときにみられる自然浄化に関

する記述として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，マーク

しなさい。解答番号は 20 。

① 生活排水の流入地点では，水中の酸素量が減少する。

② 生活排水の流入地点では，藻類による光合成が盛んになる。

③ 生活排水の流入地点から下流に行くにつれて，水中の有機物が増加する。

④ 生活排水の流入地点から下流に行くにつれて，水中の細菌が増加する。

⑵ 生態系のバランスを崩すおそれがある生物として，外来生物が挙げられる。

次のａ～ｃのうち，日本における外来生物として正しいものを過不足なく含

むものとして最も適当なものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マークし

なさい。解答番号は 21 。

ａ オオクチバス

ｂ ヒアリ

ｃ アマミノクロウサギ

① ａ ② ｂ ③ ｃ ④ ａ，ｂ

⑤ ａ，ｃ ⑥ ｂ，ｃ ⑦ ａ，ｂ，ｃ
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問1 下線部アについて，次の各問いに答えなさい。

⑴ 光化学系Ⅰと光化学系Ⅱに存在し，光エネルギーを吸収して活性化する反

応中心として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，マークし

なさい。解答番号は 23 。

① フィトクロム ② シトクロム

③ クロロフィル ④ アントシアン

⑵ 次の記述ａ～ｃのうち，光化学系Ⅰでは起こらないが，光化学系Ⅱでは起

こることとして正しいものを過不足なく含むものとして最も適当なものを，

後の①～⑦の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 24 。

ａ 酸素が発生する。

ｂ 光化学反応により電子が放出される。

ｃ NADPHが生成される。

① ａ ② ｂ ③ ｃ ④ ａ，ｂ

⑤ ａ，ｃ ⑥ ｂ，ｃ ⑦ ａ，ｂ，ｃ

問2 イ ・ エ に入る語句の組合せとして最も適当なものを，次の①～

④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 25 。

イ エ

① ストロマからチラコイド内 ストロマからチラコイド内

② ストロマからチラコイド内 チラコイド内からストロマ

③ チラコイド内からストロマ ストロマからチラコイド内

④ チラコイド内からストロマ チラコイド内からストロマ2
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問3 下線部ウについて，ミトコンドリアにも ATP合成酵素が存在している。ミ

トコンドリアに存在する ATP合成酵素に関する次の文中の キ ・

ク に入る語句の組合せとして最も適当なものを，後の①～④の中から1

つ選び，マークしなさい。解答番号は 26 。

ATP合成酵素は，ミトコンドリアの キ に存在し，ATP合成酵素を介

して，水素イオンが ク へ輸送されるときに ATPが合成される。

キ ク

① 内膜 マトリックスから膜間腔

② 内膜 膜間腔からマトリックス

③ 外膜 マトリックスから膜間腔

④ 外膜 膜間腔からマトリックス

問4 下線部オについて，次の記述ａ～ｃのうち，カルビン回路に関する記述とし

て正しいものを過不足なく含むものとして最も適当なものを，後の①～⑦の

中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 27 。

ａ 6分子の二酸化炭素と6分子の RuBP（リブロースビスリン酸）から12分

子の PGA（ホスホグリセリン酸）ができる。

ｂ PGAから RuBPが生じる過程では，NADPHと ATPが消費される。

ｃ 二酸化炭素と RuBPから PGAが生じる過程では，ATPが合成される。

① ａ ② ｂ ③ ｃ ④ ａ，ｂ

⑤ ａ，ｃ ⑥ ｂ，ｃ ⑦ ａ，ｂ，ｃ
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Ⅲ 次の文章を読んで，後の各問いに答えなさい。解答番号は 23 ～ 33 。

植物が行う光合成は，葉緑体のチラコイド膜で起こる反応とストロマで起こる反

応に分けられる。葉緑体のチラコイド膜には，
ア
光化学系Ⅰと光化学系Ⅱの2つの反

応系があり，チラコイド膜で起こる反応では，電子伝達系のはたらきによって

NADPHと ATPが合成される。電子伝達系では，電子が移動するときに生じるエ

ネルギーを用いて，水素イオンが イ へ輸送される。その結果，チラコイド膜

を介した水素イオンの濃度勾配が形成され，水素イオンがチラコイド膜の
ウ

ATP合

成酵素を通って エ に輸送されるときに ATPが合成される。

ストロマでは，チラコイド膜で合成した NADPHと ATPを用いて，
オ
カルビン回

路（カルビン・ベンソン回路）で二酸化炭素を固定して，有機物が合成される。

次の図1は，二酸化炭素濃度と温度が一定の環境において，ある C3植物の葉

100cm2に異なる強さの光を当て，そのときの二酸化炭素吸収速度を測定した結果

を示したものである。

０ ５ 10 15 20 25 30 35 40

光の強さ（キロルクス）

－５

０

５

10

15

20二
酸
化
炭
素
吸
収
速
度

（         

　
　
　
　
）

mg

100

・
時

図1

C3植物は，大気中の二酸化炭素を直接カルビン回路で固定する。一方，
カ

C4植物

は，二酸化炭素をまず別の回路で固定し，固定した二酸化炭素をカルビン回路に送

る。
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⑶ 人間活動によって生態系のバランスが維持されている生態系として，里山

がある。里山に関する記述として最も適当なものを，次の①～④の中から

1つ選び，マークしなさい。解答番号は 22 。

① スダジイのような先駆種が優占する雑木林がみられる。

② 人間による適度なかく乱により，動植物の多様性がみられる。

③ 過疎化により，雑木林の遷移が進行しなくなっている。

④ 人間がつくった水田やため池は，生物の繁殖には利用されない。
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問5 図1について，次の各問いに答えなさい。

⑴ 次の記述ａ～ｃのうち，図1の測定に用いた C3植物の葉に関する記述と

して正しいものを過不足なく含むものとして最も適当なものを，後の①～

⑦の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 28 。

ａ 光補償点は，5キロルクスである。

ｂ 光飽和点は，10キロルクスである。

ｃ 光の強さが0～5キロルクスでは，光合成を行っていない。

① ａ ② ｂ ③ ｃ ④ ａ，ｂ

⑤ ａ，ｃ ⑥ ｂ，ｃ ⑦ ａ，ｂ，ｃ

⑵ 光の強さが15キロルクスのときの光合成速度（mg CO2/100cm2・時）と

して最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。

解答番号は 29 。

① 5mg CO2/100cm2・時

② 10mg CO2/100cm2・時

③ 15mg CO2/100cm2・時

④ 20mg CO2/100cm2・時
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⑶ 図1を測定したときと同じ温度と二酸化炭素濃度の条件において，1日の

明期の光の強さを15キロルクスとし，1日を明期と暗期（光の強さ0キロル

クス）に分けた。このとき，1日のうちに葉に有機物が蓄積されるには，明

期の時間が少なくとも何時間より長い必要があるか。その時間として最も適

当なものを，次の①～⑤の中から1つ選び，マークしなさい。ただし，蓄

積される有機物はグルコースとし，グルコースの葉の内外への移動はないも

のとする。解答番号は 30 。

① 5時間 ② 8時間 ③ 10時間

④ 12時間 ⑤ 14時間

問6 下線部カについて，次の各問いに答えなさい。

⑴ C4植物の組合せとして最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 31 。

① イネ，ダイズ

② イネ，トウモロコシ

③ サトウキビ，ダイズ

④ サトウキビ，トウモロコシ
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⑵ C4植物がもつ二酸化炭素を固定する回路に関する次の文章中の

ケ ・ コ に入る語の組合せとして最も適当なものを，後の①～④

の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 32 。

二酸化炭素は， ケ の PEP（ホスホエノールピルビン酸）に結合し

てオキサロ酢酸となる。オキサロ酢酸は コ などに変換され， コ

はカルビン回路のある細胞へ運ばれて分解され，二酸化炭素を生じる。

ケ コ

① C3化合物 アセチル CoA

② C3化合物 リンゴ酸

③ C4化合物 アセチル CoA

④ C4化合物 リンゴ酸

⑶ C4植物に関する記述として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ

選び，マークしなさい。解答番号は 33 。

① 夜間に気孔を閉じて，二酸化炭素を固定する。

② 1つの細胞内に，二酸化炭素を固定する異なる2つの回路をもつ。

③ 熱帯地域などの，光が強く高温で乾燥しやすい環境に適している。

④ 気孔を閉じるとすぐに，光合成速度を小さくできる。
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Ⅳ 次の文章を読んで，後の各問いに答えなさい。解答番号は 34 ～ 44 。

真核生物の遺伝子の発現調節は，さまざまな段階で行われている。真核生物の

DNAは核内でヒストンという ア に巻き付いて イ を形成し，さらに折

りたたまれて ウ となっている。DNAとヒストンとの結合や ウ の折り

たたみの程度によって，
エ
転写が促進されたり，抑制されたりする。真核生物の

DNAの遺伝子領域の上流には，プロモーターや転写調節領域がある。プロモー

ターには，転写を行う酵素 RNAポリメラーゼが， オ とともに複合体を形成

して結合する。
カ
転写調節領域には，転写を促進したり，抑制したりする調節タンパ

ク質が結合する。なお，真核生物では，1つひとつの遺伝子が別々に転写調節を受

けるが，原核生物では，同じ反応系ではたらく複数の酵素などの遺伝子がまとまっ

て転写調節を受けることがあり，このような遺伝子のまとまりを キ という。

真核生物の DNAの遺伝子領域には，イントロンとエキソンがあり，転写後に

RNAは
ク
スプライシングを受けてmRNAとなり，細胞質でリボソームと結合する。

リボソームでは，mRNAの
ケ
コドンがアミノ酸に変換される

コ
翻訳が行われる。

問1 ア ～ ウ に入る語の組合せとして最も適当なものを，次の①～④

の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 34 。

ア イ ウ

① 炭水化物 ヌクレオソーム クロマチン繊維

② 炭水化物 クロマチン繊維 ヌクレオソーム

③ タンパク質 ヌクレオソーム クロマチン繊維

④ タンパク質 クロマチン繊維 ヌクレオソーム
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⑴ 図2から判断して，図1中の A～Eのうち，転写を抑制する調節タンパ

ク質が結合すると考えられる転写調節領域として最も適当なものを，次の

①～⑤の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 37 。

① A ② B ③ C ④ D ⑤ E

⑵ 図2から判断して，図1中の A～Eのうち，調節タンパク質が結合しな

いと考えられる転写調節領域として最も適当なものを，次の①～⑤の中か

ら1つ選び，マークしなさい。解答番号は 38 。

① A ② B ③ C ④ D ⑤ E

⑶ 図2から判断して，図1中の A～Eのうち，転写を促進するはたらきが

最も大きいと考えられる転写調節領域として最も適当なものを，次の①～

⑤の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 39 。

① A ② B ③ C ④ D ⑤ E

⑷ 図2から判断して，図1中の A～Eを，さまざまな組合せでつなぎ合わ

せたときに転写を促進するはたらきが最も大きくなると考えられる転写調節

領域の組合せとして最も適当なものを，次の①～⑤の中から1つ選び，

マークしなさい。ただし，離れた領域を結合すると，それぞれの領域のはた

らきが加算されるものとする。解答番号は 40 。

① A，B ② B，D ③ C，E

④ A，B，D ⑤ B，D，E
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問5 下線部クについて，次の各問いに答えなさい。

⑴ 次の記述ａ～ｃのうち，真核細胞で行われるスプライシングに関する記述

として正しいものを過不足なく含むものとして最も適当なものを，後の

①～⑦の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 41 。

ａ 核内で行われる。

ｂ tRNAがはたらく。

ｃ DNAが複製されるときにも行われる。

① ａ ② ｂ ③ ｃ ④ ａ，ｂ

⑤ ａ，ｃ ⑥ ｂ，ｃ ⑦ ａ，ｂ，ｃ

⑵ スプライシングの際に取り除かれる部位が変化することによって，同じ遺

伝子から異なるmRNAが合成される選択的スプライシングが生じることが

ある。いま，エキソンが4つ，イントロンが3つある遺伝子領域があるとす

る。最初と最後のエキソンは必ずmRNAに残るとき，理論上，選択的スプ

ライシングによって生じるmRNAの種類として最も適当なものを，次の

①～⑤の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 42 。

① 2種類 ② 3種類 ③ 4種類

④ 5種類 ⑤ 6種類

問6 下線部ケについて，コドンに関する記述として最も適当なものを，次の

①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 43 。

① コドンは全部で，128種類ある。

② 開始コドンは1種類で，システインを指定する。

③ 終止コドンは3種類ある。

④ それぞれのコドンは，すべて異なるアミノ酸を指定する。
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問4 下線部カについて，遺伝子 Xの転写調節領域（次の図1中の A～E）のは

たらきを詳しく調べるために，さまざまな長さの転写調節領域と遺伝子 Xの

プロモーターを遺伝子組換え技術を用いて GFP（緑色蛍光タンパク質）の遺

伝子につないだ（DNA1～6）。DNA1～6を培養細胞へ導入し，GFPの遺

伝子の発現量を，緑色蛍光の強さを指標として測定したところ，後の図2に示

すような結果が得られた。GFPの遺伝子が発現して観察される緑色蛍光は，

転写されたmRNAの量を反映するものとする。後の各問いに答えなさい。

遺伝子 Xの
転写調節領域 プロモーター

GFPの遺伝子 １
DNAA B C D E

GFPの遺伝子 ２

GFPの遺伝子 ３

GFPの遺伝子 ４

GFPの遺伝子 ５

GFPの遺伝子 ６

１ ２ ３ ４ ５ ６
DNA

０

２

４

６

８

10

発
現
量（
相
対
値
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問2 下線部エについて，次の記述ａ～ｃのうち，転写に関する記述として正しい

ものを過不足なく含むものとして最も適当なものを，後の①～⑦の中から1

つ選び，マークしなさい。解答番号は 35 。

ａ 合成される RNAは，5′→3′方向にのみ伸長する。

ｂ 開始には，プライマーを必要とする。

ｃ 1つの遺伝子において，DNAの2本鎖のうち，一方を鋳型とする。

① ａ ② ｂ ③ ｃ ④ ａ，ｂ

⑤ ａ，ｃ ⑥ ｂ，ｃ ⑦ ａ，ｂ，ｃ

問3 オ ・ キ に入る語の組合せとして最も適当なものを，次の①～④

の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 36 。

オ キ

① 基本転写因子 シャペロン

② 基本転写因子 オペロン

③ DNAヘリカーゼ シャペロン

④ DNAヘリカーゼ オペロン
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問7 下線部コについて，次の記述ａ～ｃのうち，翻訳に関する記述として正しい

ものを過不足なく含むものとして最も適当なものを，後の①～⑦の中から1

つ選び，マークしなさい。解答番号は 44 。

ａ リボソームは，mRNA上を5′→3′方向にのみ移動する。

ｂ アンチコドンをもつ rRNAが，アミノ酸をリボソームへ運ぶ。

ｃ リボソームが終止コドンまでくると，翻訳が終了する。

① ａ ② ｂ ③ ｃ ④ ａ，ｂ

⑤ ａ，ｃ ⑥ ｂ，ｃ ⑦ ａ，ｂ，ｃ

（生物問題 おわり）
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Ⅰ 次の文章を読んで，後の各問いに答えなさい。解答番号は 1 ～ 12 。

生物は，体内環境をほぼ一定に保って生命を維持する性質をもつ。ヒトでは，
ア
体

液によってつくられる環境を体内環境といい，内分泌系と自律神経系の協調によ

り，体温や血糖濃度，体液の塩類濃度などの変動が一定の範囲内に収まるように調

節されている。

内分泌系は，
イ
体液中に分泌されるホルモンがはたらくしくみである。ホルモンの

多くは内分泌腺から分泌されるが，神経細胞の中にもホルモンを分泌するものがあ

り，このような神経細胞は神経分泌細胞とよばれる。
ウ
尿生成に関わるバソプレシン

は，神経分泌されるホルモンの1つである。

問1 下線部アについて，次の各問いに答えなさい。

⑴ ヒトの体液に関する記述として最も適当なものを，次の①～⑤の中から

1つ選び，マークしなさい。解答番号は 1 。

① 体液は，血液，細胞液，リンパ液に分けられる。

② 体液は，心臓や血管，腎臓などからなる循環系によって体内をめぐって

いる。

③ 白血球と血小板には核が存在するが，赤血球には核が存在しない。

④ 血しょうの構成成分（質量パーセント濃度）のうち，水の次に多い成分

は脂質である。

⑤ 血管が傷ついたとき，破損部位が血ぺいでふさがれることで出血が止ま

る。

Ｂ 生 物

左ページから問題開始
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⑵ 健康なヒトの血糖濃度調節に関する記述として最も適当なものを，次の

①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 2 。

① 糖質コルチコイドは，タンパク質からのグルコースの合成を促進する。

② 食物に含まれるデンプンは，消化管で消化されてグルコースとなり，グ

ルコースは大腸において血液中に吸収される。

③ 血糖濃度が低下すると，肝臓においてグリコーゲンが分解され，生じた

グルコースは肝門脈を経て全身へと流れる。

④ グルカゴンは，肝臓でのグリコーゲン合成を促進したり，細胞内のグル

コースの消費を促進したりする。
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⑶ 次の図2は，ヒトのおもな内分泌腺の位置を模式的に示したものである。

チロキシンを分泌する内分泌腺の位置として最も適当なものを，図2中の

①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 6 。

③

④ ⑤（背面）

⑥

①

②

図2

⑷ チロキシンのはたらきに関する次の記述ａ～ｃのうち，正しいものを過不

足なく含むものとして最も適当なものを，後の①～⑦の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 7 。

ａ 生体内の代謝を促進する。

ｂ 胃腸のぜん動を促進する。

ｃ 体温が低下したとき，肝臓における発熱量を増やす。

① ａ ② ｂ ③ ｃ ④ ａ，ｂ

⑤ ａ，ｃ ⑥ ｂ，ｃ ⑦ ａ，ｂ，ｃ
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問3 下線部ウについて，次の各問いに答えなさい。

⑴ 神経分泌に関する次の記述ａ～ｃのうち，正しいものを過不足なく含むも

のとして最も適当なものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マークしなさ

い。解答番号は 8 。

ａ 成長ホルモンは，神経分泌細胞が分泌するホルモンである。

ｂ 神経分泌細胞の中には，脳下垂体前葉の直前にある血管に放出ホルモン

や放出抑制ホルモンを分泌するものがある。

ｃ 神経分泌細胞による分泌は，ほかのホルモンの分泌と異なり，排出管を

経ない。

① ａ ② ｂ ③ ｃ ④ ａ，ｂ

⑤ ａ，ｃ ⑥ ｂ，ｃ ⑦ ａ，ｂ，ｃ

⑵ ヒトの尿生成にはたらくホルモンに関する次の文章中の エ ・

オ に入る語の組合せとして最も適当なものを，後の①～④の中から1

つ選び，マークしなさい。解答番号は 9 。

水分の摂取量が少ないと，血液の塩類濃度が高くなる。それにより，バソ

プレシンの分泌が促進され， エ での水の再吸収が促進され，尿量が減

少する。また，ヒトの水分量の調節において，鉱質コルチコイドは，

エ での オ の再吸収を促進するホルモンである。

エ オ

① 肝臓 カリウムイオン

② 肝臓 ナトリウムイオン

③ 腎臓 カリウムイオン

④ 腎臓 ナトリウムイオン
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問2 下線部イについて，次の各問いに答えなさい。

⑴ ヒトの体内ではたらくホルモンに関する記述として最も適当なものを，次

の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 4 。

① アドレナリンは，体温が上昇したときに分泌が促進される。

② 甲状腺刺激ホルモンは，甲状腺からのリゾチームの分泌を促進する。

③ パラトルモンは，血液中のカルシウムイオン濃度の上昇を促進する。

④ 副腎皮質刺激ホルモンは，副腎髄質からの鉱質コルチコイドの分泌を促

進する。

⑵ 受容体が細胞内に存在するヒトのホルモンの名称として最も適当なものを，

次の①～⑤の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 5 。

① アドレナリン ② インスリン

③ 成長ホルモン ④ バソプレシン

⑤ 糖質コルチコイド
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⑶ 血糖濃度が慢性的に高い状態が続く疾病を，糖尿病という。糖尿病の原因

は多様で，遺伝的なものや生活習慣が原因であるものなどがある。次の図1

ａ～ｃは，健康なヒトと，タイプが異なる2人の糖尿病患者（Ⅰ型糖尿病患

者，Ⅱ型糖尿病患者）の食事後の血糖濃度と血液中のインスリン濃度の変化

を示したものである。ａ～ｃのうち，健康なヒトとⅠ型糖尿病患者のものは

どれか。その組合せとして最も適当なものを，後の①～⑥の中から1つ選

び，マークしなさい。解答番号は 3 。

－１ ０ １ ２ ３ ４
食事後の時間（時間）

０

100

120

140

160

０

50

100

150

200
血
糖
濃
度（
相
対
値
）

イ
ン
ス
リ
ン
濃
度（
相
対
値
）

血糖

インスリン

－１ ０ １ ２ ３ ４
食事後の時間（時間）

血糖

インスリン
－１ ０ １ ２ ３ ４
食事後の時間（時間）

血糖

インスリン

a b c

図1

健康なヒト Ⅰ型糖尿病患者

① ａ ｂ

② ａ ｃ

③ ｂ ａ

④ ｂ ｃ

⑤ ｃ ａ

⑥ ｃ ｂ2
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⑶ 健康なヒトの腎臓の構造と尿生成に関する記述として最も適当なものを，

次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 10 。

① 腎臓における尿生成の単位であるネフロン（腎単位）は，腎小体とこれ

に続く腎静脈からなる。

② 腎小体は糸球体とボーマンのうからなり，糸球体では血しょうと血球の

一部がボーマンのうへこし出され，原尿がつくられる。

③ 血液中のタンパク質は糸球体の膜を通過できないため，原尿中にはこし

出されず，血液中に残る。

④ 血液中のグルコースは原尿中へこし出されるが，すべて集合管において

再吸収されるため，尿中には含まれない。
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問4 脂肪細胞から分泌されるレプチンというホルモンは，食欲を低下させる作用

をもつ。よって，レプチンが正常に機能しない場合，食事を十分にとっても食

欲が低下しにくく，肥満になりやすい。レプチンが正常に機能していない2匹

の肥満マウス（マウス X，マウス Y）を用いて，次の実験1を行った。ただし，

実験1および次ページの⑵で施した外科的な処置そのものは，それぞれのマ

ウスの生存や肥満の程度に影響しないものである。実験1の結果をふまえて，

後の各問いに答えなさい。

実験1 マウス Xとマウス Yの血管を外科的な処置により結合し，2個体間

を血液が循環するようにした。その結果，マウス Xは食欲が低下して

体重が低下したが，マウス Yは食欲が変化せず肥満が維持された。

⑴ マウス X，マウス Yのそれぞれの異常に関する記述の組合せとして最も

適当なものを，次の①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号

は 11 。

マウス X マウス Y

① レプチンを合成できない。
レプチンの受容体を合成でき
ない。

② レプチンを合成できない。
レプチンおよびレプチンの受
容体をともに合成できない。

③
レプチンの受容体を合成でき
ない。

レプチンを合成できない。

④
レプチンの受容体を合成でき
ない。

レプチンおよびレプチンの受
容体をともに合成できない。

⑤
レプチンおよびレプチンの受
容体をともに合成できない。

レプチンを合成できない。

⑥
レプチンおよびレプチンの受
容体をともに合成できない。

レプチンの受容体を合成でき
ない。
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⑵ マウス Yと正常マウスの血管を，外科的な処置により結合し，2個体間

を血液が循環するようにしたとき，結合した直後における正常マウスの食欲

に関する記述として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。ただし，正常マウスの食欲は，体内のレプチン濃度の変化

に応じた変化を示すものとする。解答番号は 12 。

① 正常マウスの食欲は，増加する。

② 正常マウスの食欲は，変化しない。

③ 正常マウスの食欲は，低下する。

④ 正常マウスの食欲の変化は，判断できない。
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Ⅱ 次の文章を読んで，後の各問いに答えなさい。解答番号は 13 ～ 21 。

地球上には多様な生態系が存在し，
ア
生態系を構成する生物の種類やその個体数な

どのバランスは生態系ごとにさまざまである。人間は生態系から恩恵を受けており，

今後も継続的にその恩恵を受けるためには
イ
多様な生態系が保持される必要がある。

陸上生態系のおもな生産者は木本や草本である。生産者が炭酸同化（炭素同化）

により合成した
ウ
有機物は，食物連鎖や遺体・排出物などの移動によりすべての生物

に利用される。

問1 下線部アについて，次の各問いに答えなさい。

⑴ 次のａ～ｃのうち，生産者である生物として正しいものを過不足なく含む

ものとして最も適当なものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マークしな

さい。解答番号は 13 。

ａ アオカビ

ｂ ササ

ｃ シイタケ

① ａ ② ｂ ③ ｃ ④ ａ，ｂ

⑤ ａ，ｃ ⑥ ｂ，ｃ ⑦ ａ，ｂ，ｃ

⑵ 生態系における生物どうしのつながりに関する記述として最も適当なもの

を，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 14 。

① 生態系において捕食者と被食者は連続的につながっており，この直線状

のつながりを食物連鎖という。

② 実際の生態系では，それぞれの動物が食物とする生物は1種類に限られ

ることが多い。

③ 個体数ピラミッドの形は，逆転することはない。

④ 生物量ピラミッドの形は，逆転することはない。
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生態系と多様度指数に関する次の文章中の エ ～ キ に入る語句お

よび数値として最も適当なものを，それぞれ後の選択肢の中から1つずつ選び，

マークしなさい（ オ ・ カ では，同じ記号は一度しか選べません）。

ただし，文章中の オ ・ カ には，表1中の オ ・ カ と同

じ数値が入る。解答番号は エ が 16 ， オ が 17 ， カ が

18 ， キ が 19 。

生態系 A～Cのうち，生息している種数は エ 。また，生態系 Bの多

様度指数は オ ，生態系 Cの多様度指数は カ である。よって，生

態系 A～Cの多様度指数を比較すると， キ ことがわかる。

エ の選択肢

① 生態系 Aが最も多い

② 生態系 Bが最も多い

③ 生態系 Cが最も多い

④ 生態系 Aと生態系 Bが同数で，生態系 Cよりも多い

⑤ 生態系 Aと生態系 Cが同数で，生態系 Bよりも多い

⑥ 生態系 Bと生態系 Cが同数で，生態系 Aよりも多い

オ ・ カ の選択肢

① 0．24 ② 0．26 ③ 0．35

④ 0．65 ⑤ 0．74 ⑥ 0．76

キ の選択肢

① 種数が同じ生態系であれば，多様度指数は必ず同じである

② 種数が同じ生態系であっても，多様度指数は異なることがある

③ 種数が異なる生態系であれば，多様度指数は必ず同じである

④ 種数が多い生態系ほど，多様度指数は高い

2
5
1
5
8
2
R
0
1
3

念
校
紙―51― Ｂ（選）

13／28

２５２００５ＳＢ Page 51 2024.12.09 17.34.10

２５２００５ＳＢ_51

問3 下線部ウについて，一定面積内の生産者が一定期間内に生産する有機物の量

を，総生産量という。総生産量の一部は生産者の呼吸によって消費され，総生

産量から呼吸量を引いた量を，純生産量という。純生産量の一部は枯死（枯死

量）や一次消費者による被食（被食量）により失われ，残りが生産者の成長量

となる。一次消費者は，摂食により生産者から有機物を受け取る。一次消費者

の摂食量は生産者の被食量に等しい。一次消費者の摂食量のうち，一部は同化

されずに不消化排出量となり，そのほかは同化量となる。同化量から呼吸量を

引いた量を，生産量という。

次の表2は，ある森林における生産者の呼吸量，枯死量，被食量，成長量の

測定値である。後の各問いに答えなさい。

呼吸量 枯死量 被食量 成長量

1480 560 90 640

表2

（単位：g /m2・年）

⑴ この森林の総生産量（g /m2・年）と純生産量（g /m2・年）の組合せと

して最も適当なものを，次の①～⑧の中から1つ選び，マークしなさい。

解答番号は 20 。

総生産量（g /m2・年） 純生産量（g /m2・年）

① 1290 650

② 1290 2770

③ 2130 650

④ 2130 2680

⑤ 2680 1290

⑥ 2680 2130

⑦ 2770 1290

⑧ 2770 2130
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⑵ 生態系内の種の多様さを評価するための指標の1つに，多様度指数がある。

多様度指数は次の式で計算され，多様度指数が高いほど，その生態系の種の

多様性は高いと評価される。

多様度指数＝1－（p12＋p22＋p32＋…＋pn
2）

ここで，p1，p2，p3，…，pnは，生態系内に生息する生物種が n種だった

場合における，各生物種の個体数がすべての生物種の合計個体数に占める割

合を表している。たとえば，ある生態系において，生物種 Xの個体数が50，

すべての生物種の合計個体数が100だった場合，生物種 Xの個体数がすべて

の生物種の合計個体数に占める割合を pxとすると，pxは0．50となる。次の

表1は，架空の生態系 A～Cにおける，各生物種（生物種1～5）の個体

数，生物種1～5の合計個体数，および多様度指数を示している。なお，生

態系 A～Cは，それぞれ生物種1～5のうちから構成されており，ほかの

生物種は存在しない。

生態系 A 生態系 B 生態系 C

生物種1 50 0 80

生物種2 30 30 5

生物種3 10 30 5

生物種4 10 20 5

生物種5 0 20 5

合計個体数 100 100 100

多様度指数 0．64 オ カ

表1
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問2 下線部イについて，次の各問いに答えなさい。

⑴ 人間活動が生態系に与える影響や生態系の保全に関する記述として最も適

当なものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は

15 。

① 人間活動により，本来の生息場所からほかの場所に移されて定着した生

物は，外来生物とよばれる。

② 水に溶けやすく，生体内で代謝されやすい物質は，生物濃縮が起こりや

すい。

③ 湖沼で水中の有機物濃度が上昇する富栄養化が起こると，急増したプラ

ンクトンにより，赤潮が発生することがある。

④ さまざまな開発が生態系に与える影響を評価するため，開発の事前およ

び事後に生態系を調査することを，生態系サービスという。
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⑵ この森林における一次消費者の生産量が20g /m2・年，同化量が

60g /m2・年であったとき，一次消費者の呼吸量（g /m2・年）と不消化排

出量（g /m2・年）の組合せとして最も適当なものを，次の①～⑧の中から

1つ選び，マークしなさい。解答番号は 21 。

呼吸量（g /m2・年） 不消化排出量（g /m2・年）

① 30 40

② 30 50

③ 40 30

④ 40 70

⑤ 50 30

⑥ 50 70

⑦ 70 40

⑧ 70 50
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Ⅲ 次の文章を読んで，後の各問いに答えなさい。解答番号は 22 ～ 30 。

動物は，環境から得た情報に応じてからだを動かして反応する。環境からの刺激

を受ける
ア
受容器には眼や耳などがあり，それぞれ特定の刺激を受容する。

かん すい

ヒトの眼は光を受容する視覚器である。光は網膜にある
イ
桿体細胞と錐体細胞とい

う2種類の視細胞により受容される。眼は，見る物体との距離に応じて
ウ
遠近調節を

行ったり，
エ
明るさに応じて眼の中に入る光の量の調節や明順応・暗順応といった調

節を行ったりする。

問1 下線部アに関連して，ヒトの受容器とその受容器が受け取ることができる刺

激の組合せとして最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，マーク

しなさい。解答番号は 22 。

受容器 刺激

① 前庭 からだの回転

②
すい

筋紡錘 伸筋の伸び

③ 味覚芽 空気中の化学物質

④ 嗅上皮 液体中の化学物質

問2 下線部イについて，次の各問いに答えなさい。

⑴ ヒトの桿体細胞に含まれる視物質として最も適当なものを，次の①～④

の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 23 。

① クリプトクロム ② フォトトロピン

③ フォトプシン ④ ロドプシン
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⑵ ヒトの視細胞に関する次の記述ａ～ｃのうち，正しいものを過不足なく含

むものとして最も適当なものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マークし

なさい。解答番号は 24 。

ａ 錐体細胞には，青錐体細胞，緑錐体細胞，赤錐体細胞の3種類がある。

ｂ 視野の中央部に相当する黄斑では，錐体細胞の密度が非常に高い。
いき

ｃ 錐体細胞よりも桿体細胞の方が閾値は高く，薄暗い場所でわずかな光を

感じる能力が高い。

① ａ ② ｂ ③ ｃ ④ ａ，ｂ

⑤ ａ，ｃ ⑥ ｂ，ｃ ⑦ ａ，ｂ，ｃ

問3 下線部ウについて，ヒトの眼の遠近調節に関する次の文中の オ ・

カ に入る語の組合せとして最も適当なものを，後の①～④の中から1つ

選び，マークしなさい。解答番号は 25 。

近い距離に存在する物体を見るときは，水晶体のまわりを環状に取り巻いて

いる毛様体の筋肉の収縮によって オ がゆるみ，水晶体が カ なり，

網膜上に物体の像を結ぶように調節している。

オ カ

① チン小帯 厚く

② チン小帯 薄く

③ 角膜 厚く

④ 角膜 薄く
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問4 下線部エについて，ヒトの眼における明暗調節に関する次の各問いに答えな

さい。

⑴ 瞳孔反射に関する記述として誤っているものを，次の①～④の中から1

つ選び，マークしなさい。解答番号は 26 。

① 眼に入る光の量は，虹彩にある筋肉のはたらきによって瞳孔の大きさを

変えることで調節される。

② 瞳孔反射の中枢は中脳にある。

③ 明るいときは，副交感神経のはたらきによって虹彩内の輪状にはしる筋

肉が収縮し，瞳孔を通る光の量を減少させる。

④ 眼には，副交感神経は分布しているが，交感神経は分布していない。

⑵ 明順応と暗順応に関する記述として最も適当なものを，次の①～④の中

から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 27 。

① 明所から暗所へ移動したときの順応は，錐体細胞よりも桿体細胞の方が

先に起こる。

② 明所から暗所へ移動したときの感度の上昇の幅は，錐体細胞よりも桿体

細胞の方が大きい。

③ 暗所では桿体細胞内の視物質が減少しており，この状態で明所へ移動す

ると，桿体細胞が反応せず何も見えない。

④ 暗所から明所へ移動すると，視物質が急激に合成された後に分解される

ため，桿体細胞が過剰に反応を起こしてまぶしく感じる。
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A B

①
左 右 左 右

②
左 右 左 右

③
左 右 左 右

④
左 右 左 右

問6 ヒトの耳には，空気の振動である音波を受け取る聴覚器がある。音波は，耳

殻によって集められ，耳の内部のいろいろな構造の振動の後，聴細胞を興奮さ

せる。次の図2は，音波によって耳の構造が振動して聴覚が発生するしくみを

順に示したものである。図2中の サ ～ ソ のうち，コルチ器の位置

として最も適当なものを，後の①～⑤の中から1つ選び，マークしなさい。

ただし， サ ～ ソ には，それぞれ鼓膜，コルチ器，耳小骨，聴細胞，

内耳のリンパ液のいずれかが入る。解答番号は 30 。

音波→ サ → シ → ス → セ → ソ →聴神経→大脳の聴覚中枢

図2

① サ ② シ ③ ス ④ セ ⑤ ソ
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Ⅳ 次の文章を読んで，後の各問いに答えなさい。解答番号は 31 ～ 43 。

動物の発生は，卵と精子の受精からはじまる。卵割により数を増やした体細胞で

は，発生に伴い徐々に
ア
分化がみられる。ショウジョウバエは，世代時間が短いこと

や飼育が容易であることなどから，発生の研究などによく用いられる。ショウジョ

ウバエの発生では，まず，胚の
イ
前後軸が形成され，次に

ウ
前後軸に沿って連続する区

切られた構造をもつ幼虫のからだが形成される。この構造は，前後軸に沿った領域

ごとに，
エ
複数の調節遺伝子がはたらくことで形成される。

問1 卵と卵割の特徴に関する次の記述ａ～ｈのうち，ウニ，カエル，ショウジョ

ウバエのそれぞれに関する記述の組合せとして最も適当なものを，それぞれ後

の①～⑧の中から1つずつ選び，マークしなさい（同じ記号は一度しか選べ

ません）。解答番号はウニが 31 ，カエルが 32 ，ショウジョウバエが 33。

ａ 卵黄は卵全体に均一に分布している。

ｂ 卵黄は卵の中央に集中して分布している。

ｃ 卵黄は植物極側に偏って分布している。

ｄ 卵黄は動物極側に偏って分布している。

ｅ 受精後，はじめは細胞質分裂のみが起こり，その後，核が同調的な分裂を

する。

ｆ 受精後，はじめは核のみが分裂し，その後，核が卵の表層部に移動して細

胞質分裂する。

ｇ 受精の際，精子は動物半球から卵内に進入し，卵の表層全体が内側の細胞

質に対して約30°回転する。

ｈ 受精直後に，卵黄膜が受精膜となる。第三卵割までは等割が起こる。

① ａ，ｇ ② ａ，ｈ ③ ｂ，ｅ ④ ｂ，ｆ

⑤ ｃ，ｇ ⑥ ｃ，ｈ ⑦ ｄ，ｅ ⑧ ｄ，ｆ

2
5
1
5
8
2
R
0
2
2

念
校
紙―60― Ｂ（選）

22／28

２５２００５ＳＢ Page 60 2024.12.09 17.34.10

２５２００５ＳＢ_60

⑵ 視細胞からの情報を伝える視神経は，間脳の直前で交さしてから間脳へ入

り，大脳へ向かう。ヒトでは，両眼の内側の網膜から出た神経だけが交さし

て反対側の大脳へ向かい，外側の網膜から出た神経は交させずにそれぞれの

側の大脳へ向かう。次の図1は，ヒトの眼と視神経を模式的に示したもので

ある。図1中の Aまたは Bの位置で視神経が切断された場合，見え方（視

野）はそれぞれどのようになるか。その組合せとして最も適当なものを，後

の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。ただし，白色は視野が正常

であること，黒色は視野が欠損していることを示している。解答番号は

29 。

左眼

視野
左 右

右眼

交さしている部分

視神経

B

A

図1
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問5 視細胞に生じた興奮は，視神経によって大脳の視覚野へ伝えられる。次の各

問いに答えなさい。

⑴ 光の受容から視覚の発生までに関する次の文章中の下線部キ～コのうち，

誤っているものを，後の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答

番号は 28 。

ヒトの眼において，
キ
視細胞は，網膜の脈絡膜に近い側に存在している。光

刺激を受容した視細胞に生じた興奮は，連絡神経細胞を経由して視神経の細

胞へ伝えられる。
ク
視神経繊維はガラス体に面した網膜上で1点に集まり，1

つの束となって網膜を眼球の内から外へと貫く。そのため，
ケ
その部分には視

細胞が分布せず，光を受容することができない。この部分を盲斑という。視

神経繊維を通じて
コ
興奮が大脳の側頭葉（大脳皮質の左右側面に位置する部

位）にある視覚の中枢に伝えられると，視覚が生じる。

① キ ② ク ③ ケ ④ コ　
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生物〔 2 科目型〕

問2 下線部アに関連して，ショウジョウバエの幼虫の唾腺にある唾腺染色体を観

察すると，パフがみられることがある。次の図1は，キイロショウジョウバエ

の発生の進行と唾腺染色体のパフの位置の変化を示したものである。後の各問

いに答えなさい。

幼虫期 前蛹期 蛹

－６ －４ －２ 12２ ４ ６０ ８ 10
時間（時）

蛹化開始
パフ

蛹化完了
よう よう

よう さなぎ

図1
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⑴ 唾腺染色体とパフに関する記述として最も適当なものを，次の①～④の

中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 34 。

① 唾腺染色体は，ほかの細胞の分裂中期の染色体の20倍ほどの大きさで太

くて長いため，観察しやすい。

② 唾腺染色体には，酢酸カーミン溶液によってよく染まる多数の横じまが

みられる。

③ パフがみられる部位では，プライマーを起点として DNAポリメラーゼ

による DNAの合成が行われている。

④ パフがみられる部位は，複製起点がある位置に対応しており，DNAヘ

リカーゼによる2本鎖 DNAの開裂が起こっている。

⑵ 図1から正しいと判断できる記述として最も適当なものを，次の①～④

の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 35 。

① DNAの複製は，染色体上のさまざまな位置からはじまる。

② DNAの複製には，DNAリガーゼが必要である。

③ 発生の時期に関わらず，常に発現している遺伝子がある。

④ 発生の進行に伴って，発現する遺伝子は変化する。
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問3 下線部イについて，ショウジョウバエの発生における胚の前後軸の形成に関

する次の各問いに答えなさい。

⑴ ショウジョウバエの発生における胚の前後軸の形成に関する次の文章中の

オ ・ カ に入る語として最も適当なものを，それぞれ後の①～④

の中から1つずつ選び，マークしなさい。解答番号は オ が 36 ，

カ が 37 。

ショウジョウバエの卵ではビコイドという遺伝子のmRNAが卵の前方に，

ナノスという遺伝子のmRNAが卵の後方に局在する。これらは母親の体内

で卵形成中に合成され，卵内に移された後，卵の前後方向に伸長した微小管

に沿って，それぞれ逆向きに輸送されたことなどにより反対の局在を示す。

微小管は， オ からなる細胞骨格で，同様に オ からなる細胞内の

構造である カ を起点として形成される。

オ の選択肢

① ケラチン ② ミオシン

③ アクチン ④ チューブリン

カ の選択肢

① 小胞体 ② 中心体

③ リボソーム ④ ゴルジ体
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⑵ 正常なビコイドタンパク質をもたない胚は，頭部と胸部が欠損した異常胚

となり，発生することができない。正常なビコイド遺伝子 Bは，機能を

失ったビコイド遺伝子 bに対して顕性（優性）とする。ビコイド遺伝子に

ついて，ともにヘテロ接合体（遺伝子型 Bb）の雄雌を交配し，第1世代を

得た。次に，第1世代の雌を顕性ホモ接合体（遺伝子型 BB）の雄と交配し，

第2世代を得た。第1世代と第2世代において，正常に発生した個体の割合

（％）として最も適当なものを，それぞれ次の①～⑦の中から1つずつ選び，

マークしなさい（同じ記号は一度しか選べません）。解答番号は第1世代が

38 ，第2世代が 39 。

① 0％ ② 6．25％ ③ 12．5％ ④ 25％

⑤ 50％ ⑥ 75％ ⑦ 100％

⑶ ビコイドタンパク質と同様に，頭部と胸部の形成に必要なタンパク質 X

が存在する。野生型のショウジョウバエでは，胚の前方でタンパク質 Xの

mRNAが合成されるが，ビコイドタンパク質をもたない胚では，タンパク

質 XのmRNAは合成されない。そのため，ビコイドタンパク質とタンパク

質 Xのいずれか一方でももたない胚では，頭部と胸部が形成されない。次

の交配1，交配2の結果得られる第1世代において，正常に発生した個体の

割合（％）として最も適当なものを，それぞれ後の①～⑦の中から1つず

つ選び，マークしなさい（同じ記号は一度しか選べません）。ただし，ビコ

イド遺伝子とタンパク質 Xの遺伝子はそれぞれ異なる染色体上に存在し，

正常なタンパク質 Xの遺伝子 Xは，機能を失ったタンパク質 Xの遺伝子 x

に対して顕性とする。

交配1 遺伝子型 BBXxの雄と遺伝子型 bbXxの雌 解答番号は 40 。

交配2 遺伝子型 BbXxの雄と遺伝子型 BbXxの雌 解答番号は 41 。

① 0％ ② 6．25％ ③ 12．5％ ④ 25％

⑤ 50％ ⑥ 75％ ⑦ 100％
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問4 下線部ウについて，この構造の名称として最も適当なものを，次の①～④

の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 42 。

① 体節 ② 脊索 ③ 腎節 ④ 分節

問5 下線部エについて，この複数の調節遺伝子は，大きく3つに分類される。そ

れらのはたらく順序として最も適当なものを，次の①～⑥の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 43 。

① ギャップ遺伝子→セグメント・ポラリティ遺伝子→ペア・ルール遺伝子

② ギャップ遺伝子→ペア・ルール遺伝子→セグメント・ポラリティ遺伝子

③ セグメント・ポラリティ遺伝子→ギャップ遺伝子→ペア・ルール遺伝子

④ セグメント・ポラリティ遺伝子→ペア・ルール遺伝子→ギャップ遺伝子

⑤ ペア・ルール遺伝子→ギャップ遺伝子→セグメント・ポラリティ遺伝子

⑥ ペア・ルール遺伝子→セグメント・ポラリティ遺伝子→ギャップ遺伝子

（生物問題 おわり）
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必要があれば，原子量は次の値を使うこと。

原子量 H＝1．0 C＝12 O＝16

気体定数は，R＝8．3×103Pa・L/（K・mol），

水のイオン積は，KW＝1．0×10－14（mol/L）2

標準状態（0℃，1．0×105Pa）における気体1molの体積を22．4Lとする。

Ⅰ 次の問1～問7に答えなさい。解答番号は 1 ～ 7 。

問1 次の図はそれぞれ原子 A～Dの電子配置の模式図であり，中心の は原子

核を○は電子を表している。これらの原子について，正しい記述，または，そ

の組み合わせとして最も適当なものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マーク

しなさい。解答番号は 1 。

DB CA

ア 原子 A～Dのうち，電気陰性度が最も大きいのは原子 Aである。

イ 原子 Cの単体は共有結合の結晶である。

ウ 原子 A～Dのうち，原子の半径が最も大きいのは原子 Dである。

① アのみ ② イのみ ③ ウのみ

④ ア，イ ⑤ ア，ウ ⑥ イ，ウ ⑦ ア，イ，ウ

Ａ1 化 学

左ページから問題開始
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問2 化学結合について，正しい記述，または，その組み合わせとして最も適当な

ものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 2 。

ア アンモニウムイオン NH4
＋のもつ4つの N－H結合は，すべて等価な（互

いに区別できない）結合である。

イ ヨウ化カリウム KIの結晶中では，カリウムイオン K＋とヨウ化物イオン

I－がイオン結合で結びついている。

ウ 水銀 Hgは常温で液体であり，原子間に金属結合は形成されていない。

① アのみ ② イのみ ③ ウのみ

④ ア，イ ⑤ ア，ウ ⑥ イ，ウ ⑦ ア，イ，ウ

問3 エタノール C2H5OHの完全燃焼について，正しい記述，または，その組み

合わせとして最も適当なものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マークしなさ

い。解答番号は 3 。

ア エタノール23．0gを完全燃焼させるために必要最小量の酸素は，標準状

態での体積で表すと，39．2Lである。

イ エタノール23．0gを完全燃焼させたときに発生する二酸化炭素は44．0g

である。

ウ エタノール23．0gを完全燃焼させたときに生成する水は22．5gである。

① アのみ ② イのみ ③ ウのみ

④ ア，イ ⑤ ア，ウ ⑥ イ，ウ ⑦ ア，イ，ウ
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問4 ブレンステッド・ローリーの酸と塩基の定義において，正しい記述，または，

その組み合わせとして最も適当なものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マー

クしなさい。解答番号は 4 。

ア 酸とは水に溶けて水素イオンを生じる物質である。

イ 次式に示す酢酸ナトリウム CH3COONaと塩酸の反応では，CH3COONa

は酸である。

CH3COONa＋ HCl �� CH3COOH＋ NaCl

ウ 次式に示す炭酸水素ナトリウム NaHCO3と水酸化ナトリウムの反応では，

NaHCO3は酸である。

NaHCO3＋ NaOH �� Na2CO3＋ H2O

① アのみ ② イのみ ③ ウのみ

④ ア，イ ⑤ ア，ウ ⑥ イ，ウ ⑦ ア，イ，ウ

問5 水溶液の pHについて，正しい記述，または，その組み合わせとして最も適

当なものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マークしなさい。ただし，酢酸の

電離定数は2．0×10－5mol/Lとし，log102＝0．30を用いてよい。解答番号

は 5 。

ア 0．050mol/Lの塩酸の pHは1．3である。

イ 0．050mol/Lの酢酸水溶液の pHは3．0である。

ウ 0．050mol/Lの水酸化カリウム水溶液の pHは13．3である。

① アのみ ② イのみ ③ ウのみ

④ ア，イ ⑤ ア，ウ ⑥ イ，ウ ⑦ ア，イ，ウ
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問6 化学反応について，正しい記述，または，その組み合わせとして最も適当な

ものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 6 。

ア 次に示す化学反応において，H2SO4は酸化剤としてはたらいている。

Na2SO3＋ H2SO4 �� Na2SO4＋ H2O＋ SO2

イ 次に示す化学反応において，H2SO4は酸化剤としてはたらいている。

Cu＋2H2SO4 �� CuSO4＋2H2O＋ SO2

ウ 次に示す化学反応において，H2SO4は酸化剤としてはたらいている。

FeS＋ H2SO4 �� FeSO4＋ H2S

① アのみ ② イのみ ③ ウのみ

④ ア，イ ⑤ ア，ウ ⑥ イ，ウ ⑦ ア，イ，ウ

問7 過マンガン酸カリウム水溶液を用いた酸化還元滴定について，正しい記述，

または，その組み合わせとして最も適当なものを，後の①～⑦の中から1つ選

び，マークしなさい。解答番号は 7 。

ア 硫酸酸性のシュウ酸水溶液を過マンガン酸カリウム水溶液で滴定するとき

の終点は，滴下した過マンガン酸カリウムの赤紫色が消えたところで判断す

る。

イ 塩酸に過マンガン酸カリウム水溶液を加えると塩素が発生する。

ウ 0．010molの硫酸鉄（Ⅱ）を含む硫酸酸性水溶液を0．20mol/Lの過マンガ

ン酸カリウム水溶液で滴定すると，終点までの滴下量は10mLである。た

だし，このときの Fe2＋とMnO4
－の変化は（式1），（式2）で表される。

Fe2＋ �� Fe3＋ ＋ e－ （式1）

MnO4
－ ＋8H＋ ＋5e－ �� Mn2＋ ＋4H2O （式2）

① アのみ ② イのみ ③ ウのみ

④ ア，イ ⑤ ア，ウ ⑥ イ，ウ ⑦ ア，イ，ウ
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問4 水1．0molのみをピストン付きの密閉容器に入れて，図1中の点 Y1

（27℃，1．0×105Pa）の状態に保ったところ，水（液体）の体積は V1〔mL〕

であった。圧力一定の下，水を加熱し，点Y1から点Y2（127℃，1．0×105Pa）

の状態に変化させたところ，水（水蒸気）の体積は V2〔mL〕となった。V2
V1

の値として最も適当なものを，次の①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。

ただし，27℃，1．0×105Paにおける水の密度を1．0g/cm3とする。解答番号

は 11 。

① 1．0×102 ② 1．8×102 ③ 1．0×103

④ 1．8×103 ⑤ 3．3×103 ⑥ 3．3×104
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Ｂ 次の文章を読んで，後の問1～問4に答えなさい。

過酸化水素 H2O2は酸化力が強く，オキシドールの成分として広く用いられて

いる。

過酸化水素水に触媒として塩化鉄（Ⅲ）や酸化マンガン（Ⅳ）を加えると，過酸化

水素は次式にしたがって分解し，酸素が発生する。

2H2O2 ��2H2O＋ O2

ある温度 t1〔℃〕において，過酸化水素の分解反応の反応速度を調べる実験を

行った。ただし，温度は t1〔℃〕で一定とし，水溶液の体積変化は無視できるも

のとする。

【実験】 濃度0．100mol/Lの過酸化水素水100mLに，触媒として少量の塩化鉄

（Ⅲ）を加え，触媒を加えた直後を0分として，一定時間経過後の過酸化水

素のモル濃度［H2O2］を調べる。

【結果】 発生した酸素の体積から分解した H2O2の物質量を求め，そこから求め

られる H2O2のモル濃度を，次の表にまとめた。

時間〔min〕 0 10 20 30 … 50

［H2O2］〔mol/L〕 0．100 0．0800 0．0640 0．0512 … ア

この結果より，過酸化水素の分解速度 v〔mol/（L・min）〕は，反応速度定数を

k〔/min〕として，v＝ k［H2O2］と表されることがわかった。
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問1 ア ・ イ に当てはまる語句の組み合わせとして最も適当なものを，

次の①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 8 。

ア イ

① 融点 沸点

② 融点 臨界点

③ 三重点 沸点

④ 三重点 臨界点

⑤ 臨界点 三重点

⑥ 臨界点 沸点

問2 一定量の水を，図1中の点 X1の状態から点 X2の状態に変化させた。このと

き，気体の圧力と体積の間に成り立つ法則として最も適当なものを，次の①～

⑤の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 9 。

① ヘスの法則 ② ヘンリーの法則 ③ シャルルの法則

④ ボイルの法則 ⑤ 化学平衡の法則

問3 図1の水の状態図では融解曲線（固体と液体の境界の曲線）の傾きが負であ

る。このことと最も関係の深い現象を，氷や水で起こる，次の現象①～④の中

から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 10 。

① 0℃において，固体の水（氷）に圧力を加えていくと，液体の水に変化

する。

② 1．0×105Paで一定の下，固体の水（氷）を加熱すると融解する。

③ 1．0×105Paで一定の下，4℃の液体の水を加熱すると体積が大きく

なる。

④ 圧力が一定の下，液体の水を徐々に冷却すると過冷却がみられる。
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Ⅱ 次の問題Ａ・Ｂに答えなさい。解答番号は 8 ～ 17 。

Ａ 次の文章を読んで，後の問1～問4に答えなさい。ただし，気体は理想気体の

状態方程式に従うものとする。

物質の状態は，温度と圧力によって決まる。次の図1は，水の状態図の概形を

示したものである。（ただし，図は厳密に示したものではなく，違いをわかりや

すくするために任意の大きさで示してある）。図中の点 Tは ア ，点 Cは

イ である。

1.0

221

〔×105 Pa〕

圧
力

融
解
曲
線

温度〔℃〕
100 3740

点T

点C

液体

Y₁ Y₂

X₂

X₁

固体 気体

図1 水の状態図の模式図
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問1 過酸化水素の分解反応に用いる触媒のはたらきとして最も適当なものを，次

の①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 12 。

① 過酸化水素1molが分解するときに発生する熱量を大きくする。

② 過酸化水素1molが分解するときに発生する熱量を小さくする。

③ 活性化エネルギーを大きくする。

④ 活性化エネルギーを小さくする。

⑤ 酸素が水溶液中から空気中に出ていくのを促す。

⑥ 酸素が水溶液中から空気中に出ていくのを妨げる。

問2 0分から10分の間で発生した酸素の物質量〔mol〕として最も適当なもの

を，次の①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 13 。

① 1．0×10－3mol ② 2．0×10－3mol ③ 4．0×10－3mol

④ 1．0×10－2mol ⑤ 2．0×10－2mol ⑥ 4．0×10－2mol

問3 表中の ア に当てはまる数値として最も適当なものを，次の①～⑥の中

から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 14 。

① 0．0256mol/L ② 0．0280mol/L ③ 0．0328mol/L

④ 0．0369mol/L ⑤ 0．0410mol/L ⑥ 0．0461mol/L

問4 過酸化水素の分解速度の反応速度定数 k〔/min〕の値を次の形式で表すと

き， 15 ～ 17 に当てはまる数字として最も適当なものを，後の①～

⑧の中からそれぞれ1つずつ選び，マークしなさい。ただし，同じ記号を何度

選んでもかまいません。

解答番号は 15 が 15 ， 16 が 16 ， 17 が 17 。

15 ． 16 ×10－ 17 /min

① 1 ② 2 ③ 3 ④ 4

⑤ 5 ⑥ 6 ⑦ 7 ⑧ 8
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Ⅲ 次の問題Ａ・Ｂに答えなさい。解答番号は 18 ～ 32 。

Ａ 次の実験に関する文章を読んで，後の問1～問4に答えなさい。

4種類の塩をそれぞれ1つずつ含む水溶液 A～Dがある。これらの水溶液中

に含まれる塩の種類を特定するために，実験1～5を行った。ただし，水溶液

A～Dに含まれる塩は，それぞれ次に示す陽イオン1種類と陰イオン1種類の組

み合わせであり，同じイオンは他の塩には含まれない。

陽イオン：Na＋，K＋，Zn2＋，Al3＋，Cu2＋，Ag＋

陰イオン：Cl－，SO4
2－，NO3

－，CrO4
2－

【実験1】 水溶液の色を確認すると，水溶液 Aは黄色，水溶液 Cは青色であっ

た。

【実験2】 水溶液 Aを水溶液 Bに加えると，赤褐色の沈殿が生じた。また，水

溶液 Cに水溶液 Bを加えると白色の沈殿が生じた。

【実験3】 水溶液 A～Dにそれぞれアンモニア水溶液を加えていくと，水溶液

Bでは褐色の沈殿が生じた後，さらに加えるとその沈殿が溶解し無色

の水溶液に変化した。水溶液 Cでは青白色の沈殿が生じた後，その沈

殿が溶解し深青色の水溶液に変化した。水溶液Dでは白色の沈殿が生

じた後，その沈殿が溶解し無色の水溶液に変化した。水溶液 Aでは変

化が見られなかった。

【実験4】 水溶液 A～Dにそれぞれ塩化バリウム BaCl2水溶液を加えると，水

溶液 Aからは黄色の沈殿が，水溶液 Bと Dからは白色の沈殿が生じた。

水溶液 Cは変化が見られなかった。

【実験5】 水溶液 Aと Cの炎色反応を調べると，水溶液 Aでは赤紫色，水溶液

Cでは青緑色の炎色が確認された。
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問1 水溶液 Aに希硫酸を加えると，水溶液の色が変化した。変化後の水溶液の

色として最も適当なものを，次の①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。

解答番号は 18 。

① 緑色 ② 赤橙色 ③ 青紫色

④ 赤紫色 ⑤ 黄褐色 ⑥ 無色

問2 水溶液 A～Dのうち，次の記述にあてはまるものとして最も適当なものを，

後の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 19 。

水酸化ナトリウム水溶液を加えていくと，白色の沈殿が生じた後，さらに加

えるとその沈殿が溶解して無色の水溶液となる。

① 水溶液 A ② 水溶液 B ③ 水溶液 C ④ 水溶液 D

問3 水溶液 A～Dに含まれる陰イオンとして最も適当なものを，次の①～④の

中からそれぞれ1つずつ選び，マークしなさい。

解答番号は水溶液 Aが 20 ，水溶液 Bが 21 ，水溶液 Cが 22 ，水溶液

Dが 23 。

① Cl－ ② SO4
2－ ③ NO3

－ ④ CrO4
2－

問4 水溶液 A～Dに含まれる陽イオンとして最も適当なものを，次の①～⑥の

中からそれぞれ1つずつ選び，マークしなさい。

解答番号は水溶液 Aが 24 ，水溶液 Bが 25 ，水溶液 Cが 26 ，水溶液

Dが 27 。

① Na＋ ② K＋ ③ Zn2＋

④ Al3＋ ⑤ Ag＋ ⑥ Cu2＋
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Ｂ 次の文章を読んで，後の問1～問5に答えなさい。

分子式 C4H10Oで互いに構造異性体の関係にある化合物 A～Dについて，次の

（記述ａ）～（記述ｃ）のことがわかっている。

（記述ａ） A～Dをそれぞれ金属ナトリウムと反応させると，いずれも水素が発

生した。

（記述ｂ） A～Dをそれぞれ十分な量の硫酸酸性の二クロム酸カリウム水溶液を

加えて加熱したところ，Bからは中性の化合物 Eが，C，Dからは最

終的に弱酸性の化合物 F，Gがそれぞれ生成したが，Aは反応しな

かった。

（記述ｃ） A～Dにそれぞれ濃硫酸を加えて170℃に加熱したところ，A，Cそ

れぞれから同一のアルケンHのみが得られ，Dからアルケン Iのみが

得られた。また，Bからは，
ⅰ）
複数のアルケンが得られた。

問1 （記述ａ）について，3．7gの化合物 Aに十分量の金属ナトリウムを加えて

発生する水素の物質量〔mol〕として最も適当なものを，次の①～⑤の中から

1つ選び，マークしなさい。解答番号は 28 。

① 0．025mol ② 0．050mol ③ 0．10mol

④ 0．25mol ⑤ 0．50mol

2
5
1
5
7
9
R
0
1
2

念
校
紙―62― Ａ1（選）

12／14

２５２００３Ｋ Page 62 2024.12.10 14.41.31

２５２００３Ｋ_62

化学〔 3 科目型 1 日目〕



157

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

必要があれば，原子量は次の値を使うこと。

原子量 H＝1．0 C＝12 O＝16 S＝32 Cu＝64

標準状態（0℃，1．0×105Pa）における気体1molの体積を22．4Lとする。

また，気体定数は，R＝8．3×103Pa・L/（K・mol），

ファラデー定数は，F＝9．65×104C/molとする。

Ⅰ 次の問1～問7に答えなさい。解答番号は 1 ～ 7 。

問1 ヘリウム原子について，正しい記述，または，その組み合わせとして最も適

当なものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は

1 。

ア ヘリウムの原子核は，水素原子（11H）2個分の陽子と中性子からなる。

イ ヘリウム原子の電子は，K 殻にすべて入っている。

ウ ヘリウム原子の直径は，ヘリウムの原子核の直径の10倍程度の大きさで

ある。

① アのみ ② イのみ ③ ウのみ

④ ア，イ ⑤ ア，ウ ⑥ イ，ウ ⑦ ア，イ，ウ

Ａ2 化 学

左ページから問題開始
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問2 次図に4種類の分子の電子式を示す。これらの分子について，正しい記述，

または，その組み合わせとして最も適当なものを，後の①～⑦の中から1つ選

び，マークしなさい。解答番号は 2 。

ジクロロメタン アンモニア 二酸化炭素硫化水素

O C OH S HH C

Cl

Cl

H H N

H

H

ア ジクロロメタンと二酸化炭素は無極性分子である。

イ アンモニアの分子の形は三角錐形である。

ウ 硫化水素と二酸化炭素の分子の形は同じである。

① アのみ ② イのみ ③ ウのみ

④ ア，イ ⑤ ア，ウ ⑥ イ，ウ ⑦ ア，イ，ウ

問3 分子間力について，正しい記述，または，その組み合わせとして最も適当な

ものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 3 。

ア 一般に，形状のよく似た分子の分子間にはたらくファンデルワールス力は，

分子量が大きいほど強くなり，沸点が高くなる。

イ アセトンと2 プロパノールはどちらも極性分子であるが，2 プロパノー

ルは分子間に水素結合が形成されるため，アセトンよりも沸点が高い。

ウ メタン，水，アンモニアはいずれも分子内に水素原子が含まれるため，分

子間に水素結合が形成される。

① アのみ ② イのみ ③ ウのみ

④ ア，イ ⑤ ア，ウ ⑥ イ，ウ ⑦ ア，イ，ウ
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問5 下線部ⅰ）について，化合物 Bから得られるアルケンの総数として最も適

当なものを，次の①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。なお，立体異性

体も区別して数えるものとする。解答番号は 32 。

① 2 ② 3 ③ 4 ④ 5 ⑤ 6 ⑥ 7

（化学問題 おわり）
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問2 （記述ｂ）について，中性化合物 Eの総称と，弱酸性化合物 F，Gの総称の

組み合わせとして最も適当なものを，次の①～⑥の中から1つ選び，マークし

なさい。解答番号は 29 。

中性化合物 Eの総称 弱酸性化合物 F，Gの総称

① アルデヒド カルボン酸

② アルデヒド フェノール類

③ アルデヒド スルホン酸

④ ケトン カルボン酸

⑤ ケトン フェノール類

⑥ ケトン スルホン酸

問3 化合物 A～Gそれぞれについて，ヨウ素と水酸化ナトリウム水溶液を加え

て加熱したとき，黄色沈殿が生じる化合物の組み合わせとして最も適当なもの

を，次の①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 30 。

① A，E ② B，E ③ B，F

④ C，F ⑤ C，G ⑥ D，G

問4 化合物 Cの構造式として最も適当なものを，次の①～④の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 31 。

① CH3 CH2 CH2 CH2 OH ② CH3
OH

CH CH2 CH3

③ CH3

CH3
CH CH2 OH ④ CH3

CH3

OH

C CH3
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問4 塩の分類とその水溶液の性質について，正しい記述，または，その組み合わ

せとして最も適当なものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マークしなさい。

解答番号は 4 。

ア 炭酸水素カリウムは酸性塩であり，その水溶液は酸性を示す。

イ 硫酸アンモニウムは正塩であり，その水溶液は酸性を示す。

ウ 炭酸ナトリウムは正塩であり，その水溶液は塩基性を示す．

① アのみ ② イのみ ③ ウのみ

④ ア，イ ⑤ ア，ウ ⑥ イ，ウ ⑦ ア，イ，ウ

問5 中和反応の量的関係について，正しい記述，または，その組み合わせとして

最も適当なものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号

は 5 。

ア 0．100mol/Lの塩酸20．0mLを完全に中和するために必要な0．100mol/L

の水酸化ナトリウム水溶液は20．0mLである。

イ 0．100mol/Lの希硫酸10．0mLと反応させ，すべて硫酸アンモニウムに

するために必要な気体のアンモニアの体積は，0℃，1．0×105Paにおい

て44．8mLである。

ウ 0．100mol/Lの水酸化バリウム水溶液100mLに，二酸化炭素 を

5．00×10－3mol吸収させてから，残りの水酸化バリウムを0．100mol/Lの

塩酸で完全に中和するためには，塩酸は100mL必要である。

① アのみ ② イのみ ③ ウのみ

④ ア，イ ⑤ ア，ウ ⑥ イ，ウ ⑦ ア，イ，ウ
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問6 酸化還元反応について，正しい記述，または，その組み合わせとして最も適

当なものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は

6 。

ア 反応の前後で酸化数の増加する原子を含む物質を酸化剤という。

イ 亜鉛板を酢酸鉛（Ⅱ）水溶液に浸けると，亜鉛板の表面に鉛が析出する。

ウ 銅板を希硝酸に浸けると，水素を発生しながら溶ける。

① アのみ ② イのみ ③ ウのみ

④ ア，イ ⑤ ア，ウ ⑥ イ，ウ ⑦ ア，イ，ウ

問7 オゾンとヨウ化カリウムの反応，およびヨウ素とチオ硫酸ナトリウムの反応

は，それぞれ次の（式1），（式2）で表される。

O3＋2KI＋ H2O �� O2＋ I2＋2KOH （式1）

I2＋2Na2S2O3 ��2NaI＋ Na2S4O6 （式2）

ヨウ素滴定について，正しい記述，または，その組み合わせとして最も適当

なものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 7 。

ア オゾンの定量を目的としてヨウ化カリウム水溶液にオゾンを吸収させると，

水溶液の色は無色から褐色に変化する。

イ ヨウ素を含む水溶液をチオ硫酸ナトリウム水溶液で滴定するとき，デンプ

ンを指示薬として加えておくと，滴定の終点では水溶液の色が青紫色から褐

色に変化する。

ウ オゾン1．0×10－4molを十分な量のヨウ化カリウム水溶液と反応させた

後，この水溶液を0．020mol/Lのチオ硫酸ナトリウム水溶液で滴定したと

き，終点までの滴下量は10mLである。

① アのみ ② イのみ ③ ウのみ

④ ア，イ ⑤ ア，ウ ⑥ イ，ウ ⑦ ア，イ，ウ
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Ⅱ 次の問題Ａ・Ｂに答えなさい。解答番号は 8 ～ 19 。

Ａ 次の文章を読んで，後の問1～問5に答えなさい。

溶液と純溶媒を半透膜で隔てて接触させると， ア が半透膜を通過して

イ 側から ウ 側に浸透する。

希薄溶液の浸透圧 π〔Pa〕は，溶質粒子のモル濃度 c〔mol/L〕と絶対温度 T

〔K〕に比例し，その比例定数は気体定数 R〔Pa・L/（K・mol）〕と等しいことが

知られている。この法則を エ の法則という。

π＝ cRT （式1）

中央を半透膜で仕切った断面積が2．0cm2の U字管の右側に純水100mLを，

左側に C〔mol/L〕のグルコース水溶液100mLを入れて，27℃において十分な

時間放置したところ，純水側と水溶液側の液面に差が生じ，その液面差は10．0

cmであった。このときグルコース水溶液のモル濃度は オ mol/L，浸透圧

は カ Paだから，（式1）を用いて計算すると C＝ キ mol/Lと求め

られる。

純水グルコース水溶液
半透膜
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問1 ア ～ ウ に当てはまる語句の組み合わせとして最も適当なものを，

次の①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 8 。

ア イ ウ

① 溶媒分子 純溶媒 溶液

② 溶媒分子 溶液 純溶媒

③ 溶液 純溶媒 溶液

④ 溶液 溶液 純溶媒

⑤ 溶質粒子 純溶媒 溶液

⑥ 溶質粒子 溶液 純溶媒

問2 エ に当てはまる語句として最も適当なものを，次の①～⑤の中から1

つ選び，マークしなさい。解答番号は 9 。

① アボガドロ ② ボイル ③ ヘンリー

④ ファントホッフ ⑤ ヘス

問3 次のａ～ｃの水溶液を，浸透圧の大きい順に並べたものとして最も適当なも

のを，後の①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。ただし，電解質は完全

に電離するものとする。解答番号は 10 。

ａ 300K，0．010mol/Lのグルコース水溶液

ｂ 300K，0．010mol/Lの塩化カルシウム水溶液

ｃ 330K，0．010mol/Lの塩化ナトリウム水溶液

① ａ＞ｂ＞ｃ ② ａ＞ｃ＞ｂ ③ ｂ＞ａ＞ｃ

④ ｂ＞ｃ＞ａ ⑤ ｃ＞ａ＞ｂ ⑥ ｃ＞ｂ＞ａ
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問2 電気分解を行った時間〔秒〕として最も適当なものを，次の①～⑥の中から

1つ選び，マークしなさい。解答番号は 16 。

① 1．0×103秒 ② 1．2×103秒 ③ 1．5×103秒

④ 2．0×103秒 ⑤ 2．4×103秒 ⑥ 3．0×103秒

問3 電気分解によって装置1の陽極で発生する気体の種類とその体積〔mL〕

（0℃，1．0×105Pa）の組み合わせとして最も適当なものを，次の①～⑥の

中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 17 。

発生する気体 体積

① H2 28mL

② H2 56mL

③ O2 28mL

④ O2 56mL

⑤ N2 28mL

⑥ N2 56mL

問4 電気分解後の装置2について，区画1～3におけるナトリウムイオンのモル

濃度が大きな順に並べたものとして最も適当なものを，次の①～⑥の中から1

つ選び，マークしなさい。解答番号は 18 。

① 区画1＞区画2＞区画3 ② 区画1＞区画3＞区画2

③ 区画2＞区画1＞区画3 ④ 区画2＞区画3＞区画1

⑤ 区画3＞区画1＞区画2 ⑥ 区画3＞区画2＞区画1
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問5 電気分解後の装置2について，各区画の水溶液が塩基性となるものをすべて

選んだものとして最も適当なものを，次の①～⑦の中から1つ選び，マークし

なさい。解答番号は 19 。

① 区画1 ② 区画2 ③ 区画3

④ 区画1と区画2 ⑤ 区画1と区画3

⑥ 区画2と区画3 ⑦ 区画1と区画2と区画3
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Ｂ 次の文章を読んで，後の問1～問5に答えなさい。

次の装置を用いて水溶液の電気分解を行った。装置1では，陽極および陰極は

いずれも白金を用い，電解液は0．10mol/Lの硫酸銅（Ⅱ）水溶液を400mL用い

た。一方，装置2では，陽極は炭素電極を，陰極は白金電極を用い，電解層は陽

イオン交換膜（陽イオンは通すが陰イオンは通さない膜）と陰イオン交換膜（陰

イオンは通すが陽イオンは通さない膜）で区切られており，陽極側から順に区画

1～3とする。3つの区画のいずれにも0．20mol/Lの塩化ナトリウム水溶液を

200mLずつ用いた。

硫酸銅（Ⅱ）水溶液

（－）（＋）

塩化ナトリウム水溶液

装置１ 装置２

陽イオン
交換膜

区画１ 区画２ 区画３

直流電源

Pt Pt C Pt

陰イオン
交換膜

平均0．20Aの電流で電気分解したところ，各電極には5．0×10－3molの電子

が流れ，質量が増加した電極は装置1の陰極のみであった。

問1 装置1の陰極の質量の増加量〔g〕として最も適当なものを，次の①～⑥の

中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 15 。

① 0．16g ② 0．32g ③ 0．48g

④ 0．64g ⑤ 0．80g ⑥ 0．96g
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問4 オ ・ カ に当てはまる式および数値の組み合わせとして最も適当

なものを，次の①～⑧の中から1つ選び，マークしなさい。ただし，水および

水溶液1．0cmがその底面に及ぼす圧力を100Paとする。解答番号は 11 。

オ カ

① 1．2C 5．0×102

② 1．2C 1．0×103

③ 1．1C 5．0×102

④ 1．1C 1．0×103

⑤ 1
1．2C 5．0×102

⑥ 1
1．2C 1．0×103

⑦ 1
1．1C 5．0×102

⑧ 1
1．1C 1．0×103

問5 キ に当てはまる数値を次の形式で表すとき， 12 ～ 14 に当

てはまる数字として最も適当なものを，後の①～⑧の中からそれぞれ1つずつ

選び，マークしなさい。ただし，同じ記号を何度選んでもかまいません。

解答番号は 12 が 12 ， 13 が 13 ， 14 が 14 。

12 ． 13 ×10－ 14 mol/L

① 1 ② 2 ③ 3 ④ 4

⑤ 5 ⑥ 6 ⑦ 7 ⑧ 8
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Ⅲ 次の問題Ａ・Ｂに答えなさい。解答番号は 20 ～ 31 。

Ａ 次の文章を読んで，後の問1～問5に答えなさい。

硫黄 Sは周期表の第3周期，16族の元素であり，価電子の数は ア であ

る。硫黄の単体には，斜方硫黄，単斜硫黄，ゴム状硫黄の3種の同素体が存在す

るが，このうち分子式 S8で表される環状分子からなる分子結晶を形成するのは，

イ である。

硫酸は硫黄のオキソ酸で，無色で密度の大きな液体である。また，濃硫酸には，

脱水作用，酸化作用，
ⅰ）
不揮発性，吸湿性などの性質がある。工業的には原油中

から得られる硫黄を原料として，次の工程1～3により合成される。この硫酸の

工業的製法は ウ 法と呼ばれる。

【工程1】 硫黄を燃焼させ，二酸化硫黄を得る。

S＋ O2 �� SO2

【工程2】 二酸化硫黄を， エ を触媒として空気中の酸素で酸化し，三酸化

硫黄とする。

2SO2＋ O2 ��2SO3

【工程3】 三酸化硫黄を濃硫酸に吸収させて発煙硫酸とし，これを希硫酸で希釈

して濃硫酸にする。

SO3＋ H2O �� H2SO4

問1 ア に当てはまる数値として最も適当なものを，次の①～⑧の中から1

つ選び，マークしなさい。解答番号は 20 。

① 1 ② 2 ③ 3 ④ 4

⑤ 5 ⑥ 6 ⑦ 7 ⑧ 8
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問2 イ に当てはまる語句として最も適当なものを，次の①～⑥の中から1

つ選び，マークしなさい。解答番号は 21 。

① 斜方硫黄のみ ② 単斜硫黄のみ

③ ゴム状硫黄のみ ④ 斜方硫黄と単斜硫黄

⑤ 斜方硫黄とゴム状硫黄 ⑥ 単斜硫黄とゴム状硫黄

問3 ウ ・ エ に当てはまる語句の組み合わせとして最も適当なものを，

次の①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 22 。

ウ エ

① オストワルト 白金

② オストワルト 酸化バナジウム（Ⅴ）

③ ハーバー・ボッシュ 四酸化三鉄

④ ハーバー・ボッシュ 白金

⑤ 接触 酸化バナジウム（Ⅴ）

⑥ 接触 四酸化三鉄

問4 下線部ⅰ）について，濃硫酸の不揮発性が関係する化学反応として最も適当

なものを，次の①～⑤の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 23 。

① Cu＋2H2SO4 �� CuSO4＋ SO2＋2H2O

② FeS＋ H2SO4 �� FeSO4＋ H2S

③ Na2SO3＋ H2SO4 �� Na2SO4＋ SO2＋ H2O

④ NaCl＋ H2SO4 �� NaHSO4＋ HCl

⑤ Fe＋ H2SO4 �� FeSO4＋ H2
2
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問5 工程1～工程3により，硫黄4．8kgがすべて硫酸に変化したとき，得られ

る98％の濃硫酸（密度1．8g/cm3）の体積は何 Lか。有効数字2桁の次の形

式で表すとき， 24 ・ 25 に当てはまる数字として最も適当なものを，

後の①～⑧の中からそれぞれ1つずつ選び，マークしなさい。ただし，同じ記

号を何度選んでもかまいません。

解答番号は 24 が 24 ， 25 が 25 。

24 ． 25 L

① 1 ② 2 ③ 3 ④ 4

⑤ 5 ⑥ 6 ⑦ 7 ⑧ 8
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Ｂ 次の文章を読んで，後の問1～問6に答えなさい。

化合物 Aは C19H20O4の分子式をもつ芳香族化合物であり，不斉炭素原子と

ⅰ）
エステル結合を有する。化合物 Aに水酸化ナトリウム NaOH水溶液を加えて加

熱した（けん化）後に，十分に酸を加えて溶液を酸性にしたところ，化合物 B，

化合物 C，化合物 Dが得られた。化合物 B，C，Dをそれぞれ炭酸水素ナトリ

ウム水溶液に加えると，化合物 Bからは二酸化炭素が発生したが，化合物 C，

Dからは発生しなかった。なお，
ⅱ）
化合物 Bは酸化バナジウム（Ⅴ）を触媒として

ナフタレンを酸化して得られた化合物 Eに，水を加えたときに得られる物質と

同じものであった。

化合物 C，Dに水酸化ナトリウム水溶液中でヨウ素と反応させると，化合物

Cから ア 色沈殿が生じたが，Dは反応しなかった。また，化合物 C，D

にそれぞれ塩化鉄（Ⅲ）水溶液を加えたところ，化合物 Cは呈色反応を示さな

かったが，化合物Dは イ 色に呈色した。化合物 Dは芳香族化合物であり，

ベンゼン環の水素原子1個を臭素原子で置換してできる化合物は2種類存在した。

問1 下線部ⅰ）について，エステル結合をもつ物質として最も適当なものを，次

の①～⑤の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 26 。

① アニリン ② ポリエチレン ③ ギ酸

④ グリセリン ⑤ 酢酸ビニル

　

問2 下線部ⅱ）について，ナフタレン1．0molを酸素で完全に酸化して化合物 E

に変化させたとき，必要な酸素の物質量〔mol〕として最も適当なものを，次

の①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。なお，この酸化反応において，

化合物 E以外には二酸化炭素と水のみが生じたものとする。解答番号は 27 。

① 3．5mol ② 4．0mol ③ 4．5mol

④ 5．0mol ⑤ 10mol ⑥ 14mol

2
5
1
5
8
1
R
0
1
4

念
校
紙―64― Ａ2（選）

14／16

２５２００４Ｋ Page 64 2024.12.09 17.25.17

２５２００４Ｋ_64

化学〔 3 科目型 2 日目〕



161

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

必要があれば，原子量は次の値を使うこと。

原子量 H＝1．0 Li＝6．9 C＝12 O＝16 Na＝23 Cu＝64

0℃，1．0×105Paにおける気体1molの体積を22．4Lとする。

また，気体定数は，R＝8．3×103Pa・L/（K・mol），

ファラデー定数は，F＝9．65×104C/molとする。

Ⅰ 次の問1～問7に答えなさい。解答番号は 1 ～ 7 。

問1 物質の分離と精製について，正しい記述，または，その組み合わせとして最

も適当なものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は

1 。

ア 川の水を，ろ紙を用いてろ過すると純水が得られる。

イ ヨウ化カリウム水溶液にヘキサンを加えて振り混ぜると，ヘキサン中にヨ

ウ素が抽出される。

ウ 液体空気の分留により，窒素を分離することができる。

① アのみ ② イのみ ③ ウのみ

④ ア，イ ⑤ ア，ウ ⑥ イ，ウ ⑦ ア，イ，ウ

Ｂ 化 学

左ページから問題開始
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問2 元素の周期表と周期律について，正しい記述，または，その組み合わせとし

て最も適当なものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マークしなさい。解答番

号は 2 。

ア 18族の元素の原子の価電子の数は8である。

イ 同族元素の原子では，原子番号が大きいほどイオン化エネルギーが小さく

なる。

ウ 同じ周期の元素の原子では，17族の電子親和力が最も大きい。

① アのみ ② イのみ ③ ウのみ

④ ア，イ ⑤ ア，ウ ⑥ イ，ウ ⑦ ア，イ，ウ

問3 分子の形と極性について，正しい記述，または，その組み合わせとして最も

適当なものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は

3 。

ア メタンは正四面体形の無極性分子である。

イ アンモニアは三角錐形の極性分子である。

ウ 水は折れ線形の極性分子である。

① アのみ ② イのみ ③ ウのみ

④ ア，イ ⑤ ア，ウ ⑥ イ，ウ ⑦ ア，イ，ウ
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問6 1．0molの化合物 Aに NaOH水溶液を加えて完全に反応させると，エステ

ルのけん化に続いて中和反応が起こる。このとき消費される NaOHの物質量

〔mol〕として最も適当なものを，次の①～⑥の中から1つ選び，マークしな

さい。解答番号は 31 。

① 0．50mol ② 1．0mol ③ 1．5mol

④ 2．0mol ⑤ 2．5mol ⑥ 3．0mol

（化学問題 おわり）
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問3 ア ・ イ に当てはまる色の組み合わせとして最も適当なものを，

次の①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 28 。

ア イ

① 黄 青紫

② 黄 黒

③ 黄 白

④ 赤 青紫

⑤ 赤 黒

⑥ 赤 白

問4 化合物 Cの構造として最も適当なものを，次の①～⑥の中から1つ選び，

マークしなさい。解答番号は 29 。

① CH3
OH

CH2 ② CH3
OH

CH CH3

③ CH3
OH

CH CH2 CH3 ④ CH3
OH

CH CH2 CH2 CH3

⑤ CH2
OH

CH2 ⑥
OH

CH CH3

問5 化合物 Dの構造異性体のうち，ベンゼン環をもつ構造異性体の数として最

も適当なものを，次の①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。なお，化合

物 Dもその数に含めるものとする。解答番号は 30 。

① 4 ② 5 ③ 6 ④ 7 ⑤ 8 ⑥ 9
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問4 水溶液の濃度について，正しい記述，または，その組み合わせとして最も適

当なものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マークしなさい。ただし，％は質

量パーセント濃度である。解答番号は 4 。

ア 尿素6．0gに純水94．0gを加えて溶解させると，6．0％の尿素水溶液が得

られる。

イ 塩化ナトリウム5．00molに純水1000mLを加えてすべて溶解させると，

5．00mol/Lの塩化ナトリウム水溶液が得られる。

ウ 8．0％の水酸化ナトリウム水溶液（密度1．1g/cm3）のモル濃度は2．2

mol/Lである。

① アのみ ② イのみ ③ ウのみ

④ ア，イ ⑤ ア，ウ ⑥ イ，ウ ⑦ ア，イ，ウ
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問5 中和滴定の滴定曲線の概形 A～Cについて，正しい記述，または，その組み

合わせとして最も適当なものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マークしなさ

い。解答番号は 5 。

A
滴下量0

14

7

0
滴下量

B

0

14

7

0
滴下量

C

0

14

pH pH pH
7

0

ア 希硫酸を水酸化ナトリウム水溶液で滴定したときの滴定曲線の概形は A

である。

イ 滴定曲線の概形が Bとなる滴定の場合，フェノールフタレインを指示薬

として用いることはできるが，メチルオレンジは指示薬として用いることが

できない。

ウ 滴定曲線の概形が Cとなる滴定の場合，メチルオレンジを指示薬として

用いることはできるが，フェノールフタレインは指示薬として用いることが

できない。

① アのみ ② イのみ ③ ウのみ

④ ア，イ ⑤ ア，ウ ⑥ イ，ウ ⑦ ア，イ，ウ
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問6 食酢の定量について，正しい記述，または，その組み合わせとして最も適当

なものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マークしなさい。ただし，食酢中の

酸は酢酸のみであるとする。解答番号は 6 。

ア 食酢の定量は，アンモニア水を用いた滴定で行うことができる。

イ 水酸化ナトリウムは空気中の水分や二酸化炭素を吸収するため不純物が含

まれるので，調製した水酸化ナトリウム水溶液のモル濃度は，シュウ酸標準

液などを用いた滴定で決定する。

ウ 10倍に希釈した食酢を正確に10mLはかり取り，これを0．10mol/Lの

水酸化ナトリウム水溶液で滴定したところ，終点までの滴下量は7．0mLで

あった。このとき，希釈前の食酢中の酢酸のモル濃度は0．070mol/Lであ

る。

① アのみ ② イのみ ③ ウのみ

④ ア，イ ⑤ ア，ウ ⑥ イ，ウ ⑦ ア，イ，ウ

問7 化学反応における原子の酸化数の変化について，正しい記述，または，その

組み合わせとして最も適当なものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マークし

なさい。解答番号は 7 。

ア 化学反応の前後で酸化数が増加する原子を含む場合，その物質は酸化され

たと判断できる。

イ 次に示す化学反応の前後において，水素化リチウム LiH中の Hの酸化数

は＋1から0に変化している。

LiH＋ H2O �� H2＋ LiOH

ウ 次に示す化学反応の前後において，過酸化水素 H2O2中の Oの酸化数は一

部増加し，一部減少している。

2H2O2 ��2H2O＋ O2

① アのみ ② イのみ ③ ウのみ

④ ア，イ ⑤ ア，ウ ⑥ イ，ウ ⑦ ア，イ，ウ
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Ⅱ 次の問題Ａ・Ｂに答えなさい。解答番号は 8 ～ 16 。

Ａ 次の文章を読んで，後の問1～問4に答えなさい。

Ag＋，Cu2＋，Fe3＋，Na＋，Zn2＋を含む水溶液 Aから金属イオンを分離するた

め，図1に示すように，操作1～操作4を続けて行った。この水溶液 Aにはじ

めから含まれる陰イオンの影響は考えないものとする。

水溶液 A

操作 1
ろ液 B白色沈殿

操作 2
ろ液 C黒色沈殿

操作 3
ろ液 D赤褐色沈殿

操作 4
ろ液 E白色沈殿

図1

【操作1】 水溶液 Aに希塩酸を加えると白色沈殿が生じた。ろ過を行い，ろ液

Bと白色沈殿に分離した。

【操作2】 ろ液 Bに硫化水素を通じると，黒色沈殿が生じた。ろ過を行い，ろ

液 Cと黒色沈殿に分離した。

【操作3】
ⅰ）
ろ液 Cを煮沸した後，硝酸を加えて加熱してその溶液を放置した。

その後，その溶液にアンモニア水を十分に加えると赤褐色沈殿が生じた。

ろ過を行い，ろ液 Dと赤褐色沈殿に分離した。

【操作4】 ろ液 Dに硫化水素を通じると，白色沈殿が生じた。ろ過を行い，ろ

液 Eと白色沈殿に分離した。
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Ｂ 次の文章を読んで，後の問1～問3に答えなさい。

次の図のように，任意に容積を変えることのできるピストン付きの容器1と容

積8．30Lの容器2がコックを介して連結してある。コックは閉じた状態で，容

器1には酸素 O2を入れてピストンを調整し，27℃，3．0×105Pa，4．15Lに

保った。一方，容器2にはエタン C2H6を0．10mol入れて温度は27℃に保った。

ピストン

容器１

コック

容器２

8.30 L

【操作1】 コックを開いてピストンを押し込み，容器1内の気体のすべてを容器

2に移したのち，コックを閉じて温度を27℃に保った。

【操作2】 操作1の後，適当な方法で点火してエタンを完全燃焼させ，温度を

127℃に保った。このとき容器内には液体の水は観察されなかった。

問1 はじめに入れた酸素の物質量〔mol〕として最も適当なものを，次の①～⑥

の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 13 。

① 0．10mol ② 0．20mol ③ 0．30mol

④ 0．40mol ⑤ 0．50mol ⑥ 0．60mol

問2 操作1終了後の容器2内の圧力〔Pa〕として最も適当なものを，次の①～

⑥の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 14 。

① 3．0×104Pa ② 6．0×104Pa ③ 9．0×104Pa

④ 1．0×105Pa ⑤ 1．5×105Pa ⑥ 1．8×105Pa
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問3 操作2終了後の容器2内の圧力は，操作1終了後の容器2内の圧力の何倍に

なるかを次の形式で表すとき， 15 ・ 16 に当てはまる数字として最

も適当なものを，後の①～⑧の中からそれぞれ1つずつ選び，マークしなさい。

ただし，同じ記号を何度選んでもかまいません。

解答番号は 15 が 15 ， 16 が 16 。

15 ． 16 倍

① 1 ② 2 ③ 3 ④ 4

⑤ 5 ⑥ 6 ⑦ 7 ⑧ 8
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問3 下線部ⅰ）について，ろ液 Cを煮沸した目的を説明した文として最も適当

なものを，次の①～④の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 11 。

① ろ液に溶解している少量の硫化水素を，加熱によって追い出すため。

② ろ液に残っている少量の黒色沈殿物を，加熱によって完全に溶解させる

ため。

③ ろ液中の金属イオンの一部を酸化させて，操作前の状態に戻すため。

④ ろ液中の金属イオンの一部を還元させて，操作前の状態に戻すため。

問4 ろ液 Eを白金線の先につけて，ガスバーナーの外炎の中に入れたとき，炎

の色が変化した。その変化した色として最も適当なものを，次の①～⑤の中か

ら1つ選び，マークしなさい。解答番号は 12 。

① 赤紫色 ② 橙赤色 ③ 黄色 ④ 青緑色 ⑤ 赤色
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問1 操作1で生じた白色沈殿と，操作4で生じた白色沈殿の化学式の組み合わせ

として最も適当なものを，次の①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。解

答番号は 8 。

操作1の白色沈殿 操作4の白色沈殿

① AgCl FeS

② AgCl ZnS

③ FeCl3 Ag2S

④ FeCl3 ZnS

⑤ ZnCl2 Ag2S

⑥ ZnCl2 FeS

問2 操作2で得られた黒色沈殿は，硫化銅（Ⅱ）CuSであることがわかった。こ

の CuSに濃硝酸 HNO3を加えて加熱したとき，以下の化学反応式で表される

変化が起こる。この反応式中の係数 ａ ・ ｃ に当てはまる数字とし

て最も適当なものを，後の①～⓪の中からそれぞれ1つずつ選び，マークしな

さい。ただし，同じ記号を何度選んでもかまいません（ ｂ は解答不要）。

解答番号は ａ が 9 ， ｃ が 10 。

CuS＋ ａ HNO3

�� Cu（NO3）2＋ ｂ NO2＋ S＋ ｃ H2O

① 1 ② 2 ③ 3 ④ 4 ⑤ 5

⑥ 6 ⑦ 7 ⑧ 8 ⑨ 9 ⓪ 10
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Ⅲ 次の問題Ａ・Ｂに答えなさい。解答番号は 17 ～ 23 。

Ａ 次の文章を読んで，後の問1～問3に答えなさい。

リチウムイオン電池は，リチウムと黒鉛の化合物 LiC6を負極に，コバルト（Ⅲ）

酸リチウム LiCoO2から一部のリチウムイオンが抜けた Li（1－x）CoO2（0＜ x≦1）

を正極に用い，電解質にリチウム塩を含んだ有機溶媒を用いた二次電池である。

放電の際の各電極の変化は次のように表される。

負極：LiC6 �� Li（1－x）C6＋ x Li＋ ＋ x e－

正極：Li（1－x）CoO2＋ x Li＋ ＋ x e－ �� LiCoO2

放電にともない負極から脱離した Li＋は，電池内の電解液中を負極側から正極

側に移動し，正極では Li（1－x）CoO2に取り込まれる。一方，充電では放電の逆向

きの反応が進行する。

問1 リチウムイオン電池以外にも多くの電池が実用化されている。次に示した

ａ～ｃの電池のうちから二次電池をすべて選んだものとして最も適当なものを，

後の①～⑦の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 17 。

ａ アルカリマンガン乾電池 ｂ 鉛蓄電池 ｃ リチウム電池

① ａのみ ② ｂのみ ③ ｃのみ ④ ａとｂ

⑤ ａとｃ ⑥ ｂとｃ ⑦ ａとｂとｃ

問2 リチウムイオン電池に関する次の記述ａ～ｃについて，正しい記述をすべて

選んだものとして最も適当なものを，後の①～⑦の中から1つ選び，マークし

なさい。解答番号は 18 。

ａ スマートフォンやタブレット端末に利用されている。

ｂ 放電時に，リチウムイオンは負極から正極に移動する。

ｃ 起電力は，鉛蓄電池とほぼ同じ約2Vである。

① ａのみ ② ｂのみ ③ ｃのみ ④ ａとｂ

⑤ ａとｃ ⑥ ｂとｃ ⑦ ａとｂとｃ
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問3 リチウムイオン電池に1．93×103Cの電気量を充電した。リチウムイオン

電池の負極の変化量〔g〕として最も適当なものを，次の①～⑥の中から1つ

選び，マークしなさい。解答番号は 19 。

① 0．069g増加 ② 0．14g増加 ③ 0．21g増加

④ 0．69g減少 ⑤ 1．4g減少 ⑥ 2．1g減少
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Ｂ 次の文章を読んで，後の問1～問4に答えなさい。

四酸化二窒素 N2O4と二酸化窒素 NO2は，次のような平衡状態にある。
��N2O4
��

2NO2 ……（式1）

平衡状態における N2O4と NO2のモル濃度を［N2O4］，［NO2］とすると，平

衡定数 Kc〔mol/L〕は次の式で表される。

Kc＝
［NO2］2
［N2O4］

容積可変の密閉容器に n〔mol〕の N2O4を封入し，ある温度で一定に保った

ところ，（式1）の平衡状態になった。このとき，N2O4が NO2に変化した割合

を α（0≦α≦1）とすると，N2O4と NO2の物質量は次のように整理できる。
��N2O4

平衡時 n（1－α）
��

2n α （単位：mol）

2NO2

また，平衡状態での全圧を P〔Pa〕とすると，N2O4と NO2の分圧 pN2O4〔Pa〕，

pNO2〔Pa〕は次のように表される。

pN2O4＝ P× ア ，pNO2＝ P× イ

気体反応では，各気体のモル濃度の代わりに分圧を用いた圧平衡定数を用いる

ことも多く，（式1）の圧平衡定数 Kp〔Pa〕は次の式で表される。

Kp＝
pNO2

2

pN2O4

問1 （式1）の Kc〔mol/L〕と Kp〔Pa〕の関係を表す式として最も適当なもの

を，次の①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。ただし，ここでは Rは

気体定数〔Pa・L/（K・mol）〕，T は絶対温度〔K〕を表す。解答番号は 20 。

① Kp＝ Kc RT ② Kp＝ Kc（RT）2 ③ Kp＝
Kc

RT

④ Kp＝
Kc

（RT）2
⑤ Kp＝

RT
Kc

⑥ Kp＝
（RT）2

Kc
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問2 ア ・ イ に当てはまる式の組み合わせとして最も適当なものを，

次の①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 21 。

ア イ

① 1－α
1＋α

α
1＋α

② 1－α
1＋α

2α
1＋α

③ 1－α
1＋2α

α
1＋α

④ 1－α
1＋2α

2α
1＋α

⑤ 1＋α
1－α

α
1＋α

⑥ 1＋α
1－α

2α
1＋α

問3 （式1）が平衡状態にあるとき，次のａ～ｃの操作を行った。（式1）の平衡

が右に移動する操作をすべて選んだものとして最も適当なものを，後の①～⑦

の中から1つ選び，マークしなさい。ただし，（式1）の正反応は吸熱反応で

ある。解答番号は 22 。

ａ 温度は一定で，圧力を大きくする。

ｂ 圧力は一定で，温度を上げる。

ｃ 温度と圧力は一定でアルゴンを加える。

① ａのみ ② ｂのみ ③ ｃのみ ④ ａとｂ

⑤ ａとｃ ⑥ ｂとｃ ⑦ ａとｂとｃ

問4 容積可変の密閉容器に N2O4を0．0100mol封入して，温度を27℃，圧力を

1．20×105Paに保ったところ（式1）の平衡状態になり，体積は249mLで

あった。このときの N2O4の αの値として最も適当なものを，次の①～⑥の中

から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 23 。

① 0．10 ② 0．20 ③ 0．30 ④ 0．40 ⑤ 0．50 ⑥ 0．60
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Ｂ 次の文章を読んで，後の問1～問5に答えなさい。

化合物 A～Eは，いずれも C8H10Oの分子式をもつ芳香族化合物である。化合

物 A，Bはベンゼンの一置換体（ベンゼン環の水素原子1個を原子団で置換し

た化合物），化合物 C，Dはベンゼンの二置換体，化合物 Eはベンゼンの三置換

体であることがわかっている。また，ベンゼン環の側鎖の－CH3，－CH2－CH3，

－CH2－CH2－OH，－CH2－O－CH2－CH3などは，十分に酸化されるといずれ

もカルボキシ基になる。

化合物 A，Bを硫酸酸性の二クロム酸カリウム水溶液で穏やかに酸化すると，

化合物 Aは還元性をもつ化合物 Fに変化した。一方，化合物 Bは酸化されな

かったが，別の実験でエーテル結合，およびメチル基をもつことがわかった。ま

た，
ⅰ）
試験管に入れた化合物 Fにフェーリング液を加えて加熱すると，試験管に

赤色沈殿が生成した。さらに化合物 A，Bそれぞれを過マンガン酸カリウム水

溶液で十分に酸化すると，同じ構造をもったカリウム塩が生成した。

化合物 Cを過マンガン酸カリウム水溶液で十分に酸化した後，得られたカリ

ウム塩に希硫酸を加えて得られた化合物Gは，ナトリウムフェノキシドに高

温・高圧下で二酸化炭素を作用させ，得られたナトリウム塩に希硫酸を加えて得

られる化合物と同じものであった。同様に，化合物Dを過マンガン酸カリウム

水溶液で十分に酸化した後，得られたカリウム塩に希硫酸を加えて得られた化合

物Hは，合成繊維やプラスチックなどに用いられる PETの原料として利用され

ている化合物と同じものであった。
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問1 下線部ⅰ）について，化合物 Aを穏やかに酸化して得られた化合物 F3．60

gに，フェーリング液を加えて加熱したときに生じる赤色沈殿の質量〔g〕と

して最も適当なものを，次の①～⑤の中から1つ選び，マークしなさい。なお，

フェーリング液との反応により生じた赤色沈殿は完全に沈殿したものとする。

また，化合物中のホルミル基 －CHO 1molから赤色沈殿が1mol生成する

ことがわかっている。解答番号は 28 。

① 2．16g ② 2．36g ③ 2．40g

④ 4．25g ⑤ 4．32g

問2 ナトリウムエトキシド C2H5ONaとクロロメタン CH3Clを適切な条件下で

反応させると，以下の化学反応式で表されるようにエチルメチルエーテル

C2H5OCH3と塩化ナトリウム NaClが生成する。

C2H5O Na＋ CH3Cl �� C2H5O CH3 ＋ NaCl

このエチルメチルエーテルの合成反応を利用して，化合物 Bの合成を試み

たとき，必要な試薬の組み合わせとして最も適当なものを，次の①～⑥の中か

ら1つ選び，マークしなさい。解答番号は 29 。

必要な試薬の組み合わせ

① ONa CH3Cl

② ONa CH3CH2Cl

③ Cl CH3ONa

④ Cl CH3CH2ONa

⑤ CH2 ONa CH3Cl

⑥ CH2 ONa CH3CH2Cl
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問4 フェノールの製法または性質に関する記述として誤っているものを，次の

①～⑤の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 27 。

① フェノールは工業的にはクメン法により多量に合成されており，このと

きフェノールとともにアセトンが生成する。

② フェノールの融解液にナトリウムを加えると，水素が発生する。

③ フェノールはベンゼンよりも置換反応が起こりやすく，臭素と反応して

白色沈殿が生成する。

④ フェノールを無水酢酸と反応させると，アセチル化反応によりエステル

が生成する。

⑤ フェノールを炭酸水素ナトリウム水溶液に加えると，二酸化炭素を発生

させて溶解する。
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Ⅳ 次の問題Ａ・Ｂに答えなさい。解答番号は 24 ～ 33 。

Ａ 次の問1～問4に答えなさい。

問1 組成式が CH2Oで表される有機化合物として最も適当なものを，次の①～

⑤の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 24 。

① メタノール ② エタノール ③ ホルムアルデヒド

④ ジメチルエーテル ⑤ アセトアルデヒド

問2 ある炭化水素5．80mgを完全燃焼させたところ，水9．00mgが生じた。こ

のとき同時に生じた二酸化炭素の0℃，1．0×105Paにおける体積〔mL〕と

して最も適当なものを，次の①～⑤の中から1つ選び，マークしなさい。解答

番号は 25 。

① 8．96mL ② 9．89mL ③ 13．4mL

④ 17．9mL ⑤ 19．8mL

　

問3 セッケンおよび合成洗剤の性質に関する記述として誤っているものを，次の

①～⑤の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 26 。

① ある濃度以上のセッケン水溶液中において，セッケンは親水基を中心に

して多数集まり，ミセルと呼ばれるコロイドの状態として存在する。

② セッケンの陰イオンは，その一部が水溶液中で加水分解して弱塩基性を

示す。

③ セッケンを硬水中に加えると，その中に含まれる Ca2＋やMg2＋が水に

不溶な沈殿を生成しやすいので洗浄能力を低下させる。

④ 1 ドデカノールと濃硫酸を反応させることで得られるエステルを，水

酸化ナトリウムで中和すると，合成洗剤として利用される硫酸ドデシルナ

トリウムが得られる。

⑤ 合成洗剤は硬水中でも Ca2＋やMg2＋と水に不溶な沈殿を生成しにくく，

その水溶液は中性を示す界面活性剤である。
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問3 化合物 Gと化合物Hの名称の組み合わせとして最も適当なものを，次の

①～⑥の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 30 。

化合物 G 化合物H

① テレフタル酸 サリチル酸

② テレフタル酸 安息香酸

③ サリチル酸 テレフタル酸

④ サリチル酸 安息香酸

⑤ 安息香酸 テレフタル酸

⑥ 安息香酸 サリチル酸

問4 化合物 Cと化合物 Dの構造式として最も適当なものを，次の①～⑥の中か

らそれぞれ1つずつ選び，マークしなさい。

解答番号は化合物 Cが 31 ，化合物 Dが 32 。

①

OH

CH2 CH3 ②

HO

CH2 CH3

③ HO CH2 CH3 ④

CH3

CH2 OH

⑤

H3C

CH2 OH ⑥ H3C CH2 OH

問5 化合物 Eに塩化鉄（Ⅲ）水溶液を加えたところ，溶液の色が変化した。化合

物 Eとして考えられる構造は，何種類あるか。最も適当なものを次の①～⑥

の中から1つ選び，マークしなさい。解答番号は 33 。

① 3 ② 6 ③ 8 ④ 10 ⑤ 12 ⑥ 16

（化学問題 おわり）
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化学〔 2 科目型〕
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般
選
抜
国
語

必答
問題 Ⅰ 次の各問いに答えよ。

⑴ 3種類の数字0，1，2を用いて表される自然数を小さい順に並べる。この

とき，次の各問いに答えよ。

⒜ 100は何番目か。

⒝ 100番目は何か。

⑵ 1から2025までの整数のうち，次の整数の個数をそれぞれ求めよ。

⒜ 5または9のいずれか一方のみで割り切れる整数。

⒝ 5と9と14のいずれか1つのみで割り切れる整数。

⑶ 次の関数 yおよび f（x）について，次の各問いに答えよ。

⒜ y＝�x－1�＋�x－2�＋�x－3�のグラフをかけ。

⒝ f（x）＝�x－1�＋�x－2�＋�x－3�＋�x－4�＋�x－5�＋�x－6�＋�x－7� の

最小値を求めよ。

Ａ1 数 学

左ページから問題開始
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選択
問題 Ⅱ 下の図のように，Οを中心とする半径2の円に四角形 ABCDが内接してい

る。∠ABC＝60°，∠BEA＝15°のとき，次の問いに答えよ。

⑴ ∠ACDの大きさを求めよ。

⑵ 辺 ADの長さを求めよ。

⑶ AD
DE の値を求めよ。

⑷ △CEDの面積を求めよ。
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選択
問題 Ⅲ 座標平面上の4点 Ο（0，0），A（0，5），B（3，4），C（6，0）を頂点とす

る四角形 OABCの周および内部を合わせた領域を Sとする。次の問いに答え

よ。

⑴ 領域 Sを図示し，Sを連立不等式を用いて表せ。

⑵ 点（x，y）が領域 S上を動くとき，x＋2y の最大値を求めよ。

⑶ aを正の定数とする。点（x，y）が領域 S上を動くとき，x＋ay の最大値

を求めよ。

（数学問題 おわり）
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必答
問題 Ⅰ 次の各問いに答えよ。

⑴ x，yを正の定数とする。4つの値 x，2x＋3y，12 x－2y，12 x－y からな

るデータの平均値が76であり，中央値が平均値より21小さいとき，次の各

問いに答えよ。

⒜ xおよび yの値をそれぞれ求めよ。

⒝ x，yが⒜で求めた値のとき，このデータの範囲と分散をそれぞれ求め

よ。

⑵ 円に内接する四角形 ABCDにおいて，AB＝3
�

2，BC＝4，CD＝3
�

2，

∠ABC＝135°であるとき，次の各問いに答えよ。

⒜ 辺 DA の長さを求めよ。

⒝ 四角形 ABCDの面積を求めよ。

⑶ 次の各問いに答えよ。

⒜ 横一列に並んだ5個の〇を，2個の�（仕切り）を用いて3つの部分に

分ける。ただし，〇を含まない部分があってもよい。このとき，分け方は

全部で何通りあるか。

⒝ a，b，c，nはいずれも0以上の整数とする。このとき，等式

a＋b＋c＝n を満たす組（a，b，c）の総数を nを用いて表せ。

Ａ2 数 学

左ページから問題開始
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選択
問題 Ⅱ aは定数とする。2つの不等式 x2－x－2＞0と x2－（2a＋1）x＋2a＜0が

同時に成り立つ整数 xがちょうど2個存在するような aの値の範囲を求めよ。

また，そのときの整数 xを求めよ。

選択
問題 Ⅲ 関数 f（x）＝18

�

�

3�
�

�

（t2－4t－12）dt＋�
�

�

（4t＋1）dt�
�

について，次の問い

に答えよ。

⑴ 関数 f（x）の極値を調べ，y＝f（x）のグラフをかけ。

⑵ 曲線 y＝f（x）上の点（0，f（0））における接線 lの方程式を求めよ。

⑶ ⑵で求めた接線 lと曲線 y＝f（x）で囲まれた部分の面積 Sを求めよ。

（数学問題 おわり）
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数学〔 3 科目型 2 日目〕
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注意事項

① Ⅰは必答問題のため，必ず解答すること。ⅡおよびⅢは選択問題のため，
いずれか1問を選択し，解答すること。また，選択した問題番号（Ⅱ，Ⅲの
いずれか）を解答用紙の所定の位置にマークすること。
② 解答は，カタカナまたはひらがなで表記された解答符号の解答欄にマーク
すること。
③ 問題文中の ア ， イウ などには符号（－）または数字（0～9）
が入る。
同一の問題文中に ア や イウ などが2度以上現れる場合，2度目
以降は ア ， イウ のように細枠で表記する。
④ 分数で解答する場合，分数の符号は分子につけ，分母につけてはいけない。

例えば
エオ

カ
に－45と答えるときは，

－4
5 として答えること。また，そ

れ以上約分できない形で解答すること。例えば34と答えるところを
6
8と答

えてはいけない。
⑤ 小数の形で解答する場合，指定された桁数の1つ下の桁を四捨五入して解
答すること。また，必要に応じて指定された桁まで�にマークすること。
例えば， キ ．クケ に6．3と答える場合は6．30として解答すること。
⑥ 根号を含む形で解答する場合，根号の中の自然数が最小となる形で解答す
ること。

例えば， コ
�

サ に4
�

2と答えるところを，2
�

8と解答してはい

けない。

⑦ 根号を含む分数形で解答する場合，例えば
シ ＋ ス

�

セ

ソ

に3＋2�22 と答えるところを，6＋4�24 や6＋2�84 のように解答してはいけ

ない。

Ｂ 数 学

左ページから問題開始
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必答
問題 Ⅰ

〔1〕 連立不等式
�

�

�

2x－7＜ x＋3（
�

2－1）

3x－4（
�

2＋1）＜4x－3
……①と

不等式�x－2
�

2�≦4
�

2……②がある。

⑴ 連立不等式①の解は

－ ア － イ
�

2＜ x＜ ウ ＋ エ
�

2である。

不等式②の解は－ オ
�

2≦ x≦ カ
�

2である。

⑵ 実数全体を全体集合 U として，U の部分集合 P，Qを

P＝�
�

x － ア － イ
�

2＋k＜ x＜ ウ ＋ エ
�

2＋k，

x∈U�
�

，

Q＝�
�

x － オ
�

2≦ x≦ カ
�

2，x∈U�
�

とする。ただし，kは定数である。

ⅰ k＝0のとき，P に属する整数は全部で キク 個である。

ⅱ Q⊂P となるような kの値の範囲は

－ ケ ＋ コ
�

2＜k＜ サ ＋ シ
�

2である。

ⅲ P の補集合を P とする。P∩Qに属する整数が存在し，かつ，P∩Q

に属する整数の総和が0となるような kの値の範囲は

s＝ ス ＋ セ
�

2，t＝ ソ ＋ タ
�

2を用いて，

チ と表される。 チ に当てはまるものを，次の①～④のうち

から1つ選べ。

① s＜k＜ t ② s≦k＜ t ③ s＜k≦ t ④ s≦k≦ t
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〔3〕 △ABCがあり，AB＝4

�

6，AC＝6，cos∠BAC＝�69 である。

⑴ BC＝ ヒフ である。

⑵ 点 Bから辺 ACに下ろした垂線と点 Cから辺 ABに下ろした垂線との

交点を Dとする。

ⅰ sin∠BDC＝
ヘ

�

ホ

あ
であり，△BCDの外接円の半径は

い
�

う である。

ⅱ sin∠BCD＝ �
え

お
であるから，BD＝ か

�

き

である。また，△BCDの面積は くけ
�

こ である。
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〔2〕 次の表は，ある生徒7人に行った小テスト（各10点満点）の数学と英

語の得点である。英語の得点の平均値は，数学の得点の平均値より1点高

かった。また，英語の得点の分散は4である。ただし，定数 a，bは a＞b

である。

A B C D E F G

数学 1 6 7 5 2 3 4

英語 3 a 8 6 5 b 4

⑴ 数学の得点の四分位偏差は ツ （点）である。また，数学の得点の

分散は テ である。

⑵ a＝ ト ，b＝ ナ である。

⑶ 数学の得点と英語の得点の共分散は
ニヌ

ネ
であり，相関係数は

0．ノハ である。
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数学〔 2 科目型〕
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選択
問題 Ⅲ 3次関数 f（x）＝13x3＋32x2＋2x＋376 がある。また，曲線 y＝f（x）上の点

（1，f（1））における接線を lとする。

⑴ 関数 f（x）は，x＝ アイ のとき極大値
ウエ

オ
，x＝ カキ のとき

極小値
クケ

コ
をとる。また，接線 lの方程式は y＝ サ x＋ シ

である。

⑵ aは負の定数とする。a≦ x≦0における関数 f（x）の最大値は
スセ

ソ
である。

また， アイ ＜a＜ カキ のとき，a≦ x≦0における関数 f（x）の

最小値は
タチ

ツ
である。

⑶ 2次関数 g（x）＝－x2＋bx＋c（b，cは定数）がある。曲線 y＝g（x）上の

点（1，g（1））における接線が lと一致するとき，b＝ テ ，

c＝ ト である。

また，b＝ テ ，c＝ ト のとき，y軸と接線 lと曲線 y＝g（x）

で囲まれた部分の面積と，直線 x＝ b
2 と接線 lと曲線 y＝g（x）で囲まれた

部分の面積の和は
ナニ

ヌ
である。

（数学問題 おわり）
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数学〔 2 科目型〕

〔4〕 袋の中に，1から9までの整数が1つずつ書かれた9枚のカードが入っ

ている。この袋の中から，同時に3枚のカードを取り出し，取り出した3

枚のカードに書かれている整数の積を X とする。

⑴ X が6となる確率は
さ

しす
である。

⑵ X が5の倍数となる確率は
せ

そ
である。

⑶ X が偶数となる確率は
たち

つて
である。

⑷ X が16の倍数となる確率は
とな

にぬ
である。このとき，X≦100と

なる条件付き確率は
ね

のは
である。
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選択
問題 Ⅱ 2次関数 f（x）＝2x2－8x＋6がある。

⑴ 1≦ x≦4において，関数 f（x）は x＝ ア のとき最小値 イウ ，

x＝ エ のとき最大値 オ をとる。

このとき，点�
�

エ ， オ �

�

を頂点とし，

点�
�

ア ， イウ �

�

を通る放物線の方程式を y＝g（x）とすると，

g（x）＝ カキ x2＋ クケ x－ コサ

である。

⑵ tは正の定数とする。0≦ x≦ t において，関数 f（x）の最小値を mとし，

⑴で求めた関数 g（x）の最大値をM とする。

ⅰ t＝1のとき，M－m＝ シスセ である。

ⅱ 0＜ t＜ ソ のとき，

�M－m�＝ タ t2－ チツ t＋ テト

ソ ≦ t＜ ナ のとき，

�M－m�＝ ニヌ t2＋ ネノ t－ ハヒ

ナ ≦ t のとき，

�M－m�＝ フ

である。

ⅲ �M－m�＝ フ t となるような tの値は，

ヘ － ホ
�

あ である。
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171

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

国語〔後期〕

問
九

線
部
オ
「
つ
れ
づ
れ
と
悲
し
う
」
と
感
じ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一

つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

39

。

①

小
野
の
里
は
比
叡
山
の
ふ
も
と
に
あ
っ
て
都
か
ら
遠
い
の
で
、
自
分
以
外
に
雪
の
中
を
わ
ざ
わ
ざ
訪
問
す
る
客
は
い
な
い
だ
ろ
う
と
思
う

と
、
都
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
の
賑
や
か
さ
を
思
い
出
し
、
業
平
は
虚
し
か
っ
た
か
ら
。

②

比
叡
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
小
野
の
里
は
山
に
登
り
降
り
す
る
人
以
外
、
通
り
過
ぎ
る
人
も
な
い
土
地
な
の
で
、
こ
れ
ほ
ど
の
雪
の
中
を
山

に
登
る
人
が
や
っ
て
来
る
は
ず
は
な
い
と
、
惟
喬
親
王
は
退
屈
に
思
っ
て
い
る
か
ら
。

③

比
叡
山
の
ふ
も
と
の
小
野
の
里
は
恋
し
く
思
う
小
町
ゆ
か
り
の
土
地
で
あ
る
が
、
雪
の
中
を
苦
労
し
て
惟
喬
親
王
の
も
と
を
訪
れ
て
も
小

あ

町
に
逢
え
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
業
平
は
滞
在
中
、
所
在
な
く
思
っ
て
い
る
か
ら
。

④

清
和
天
皇
の
御
代
に
な
っ
て
か
ら
は
、
出
家
し
て
小
野
に
隠
棲
す
る
惟
喬
親
王
の
も
と
に
参
上
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
せ
っ
か
く

訪
問
し
て
も
す
ぐ
に
帰
京
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
業
平
は
つ
ら
か
っ
た
か
ら
。

⑤

都
か
ら
遠
く
離
れ
た
小
野
の
里
は
普
段
で
さ
え
訪
れ
る
客
も
い
な
い
が
、
そ
の
う
え
雪
に
閉
ざ
さ
れ
た
今
は
ま
す
ま
す
人
跡
が
絶
え
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
、
惟
喬
親
王
は
だ
れ
に
も
会
え
ず
に
さ
び
し
く
思
っ
て
い
る
か
ら
。

問
十

線
部
キ
「
玉
の
戸
を
開
き
、
ま
ゐ
る
べ
き
と
思
ひ
つ
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か

ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

40

。

①

次
は
惟
喬
親
王
が
宮
殿
の
扉
を
開
い
て
即
位
な
さ
る
は
ず
だ
と
業
平
が
思
っ
て
い
た
こ
と
。

②

業
平
が
宮
廷
を
辞
し
小
野
に
参
上
し
て
惟
喬
親
王
に
お
仕
え
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
こ
と
。

③

業
平
が
惟
喬
親
王
に
宝
玉
で
飾
ら
れ
た
寺
を
建
て
て
差
し
上
げ
よ
う
と
思
っ
て
い
た
こ
と
。

④

業
平
が
宝
の
蔵
の
扉
を
開
け
て
惟
喬
親
王
に
財
宝
を
差
し
上
げ
よ
う
と
思
っ
て
い
た
こ
と
。

⑤

帝
と
な
っ
た
惟
喬
親
王
の
住
ん
で
い
る
宮
殿
に
参
上
し
よ
う
と
業
平
が
思
っ
て
い
た
こ
と
。

念
校
紙―15―
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問
八

線
部
ア
「
大
御
酒
た
ま
ひ
、
禄
た
ま
は
ら
む
と
て
遣
は
さ
ざ
り
け
る
」、
カ
「
惟
喬
は
か
く
の
ご
と
く
な
り
た
ま
へ
ば
」
の
現
代
語
訳

と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は
ア
が

37

、
カ
が

38

。

ア
「
大
御
酒
た
ま
ひ
、
禄
た
ま
は
ら
む
と
て
遣
は
さ
ざ
り
け
る
」

①

お
酒
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
以
外
の
贈
り
物
も
も
ら
お
う
と
し
て
、
帰
ら
な
か
っ
た
。

②

お
酒
を
お
与
え
に
な
り
、
褒
美
を
お
与
え
に
な
ろ
う
と
し
て
、
帰
ら
せ
な
か
っ
た
。

③

お
酒
を
お
飲
み
に
な
り
、
み
や
げ
を
受
け
取
る
ま
で
は
、
帰
そ
う
と
し
な
か
っ
た
。

④

お
酒
を
献
上
し
た
の
で
、
お
礼
の
品
を
も
ら
う
ま
で
は
、
帰
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。

⑤

お
酒
を
振
る
舞
い
な
さ
り
、
祝
儀
を
差
し
上
げ
よ
う
と
し
て
、
帰
ら
せ
な
か
っ
た
。

カ
「
惟
喬
は
か
く
の
ご
と
く
な
り
た
ま
へ
ば
」

①

惟
喬
親
王
は
、
次
第
に
業
平
と
疎
遠
に
な
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

せ
い

②

惟
喬
親
王
は
、
出
家
し
て
隠
棲
す
る
こ
と
に
な
ら
れ
た
の
で

③

惟
喬
親
王
は
、
清
和
帝
と
不
仲
に
な
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

④

惟
喬
親
王
は
、
俗
世
へ
の
未
練
が
す
っ
か
り
な
く
な
ら
れ
た
の
で

⑤

惟
喬
親
王
は
、
ま
も
な
く
即
位
す
る
こ
と
に
な
ら
れ
た
の
で

念
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問
十
一

次
の
歌
人
の
う
ち
、
六
歌
仙
で�

は�

な�

い�

人
物
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

41

。

お
お
と
も
の
く
ろ
ぬ
し

①

大
伴
黒
主

か
き
の
も
と
の
ひ
と
ま
ろ

②

柿
本
人
麻
呂

き
せ
ん
ほ
う
し

③

喜
撰
法
師

そ
う
じ
よ
う
へ
ん
じ
よ
う

④

僧
正
遍
昭

ふ
ん
や
の
や
す
ひ
で

⑤

文
屋
康
秀

（
国
語
問
題

お
わ
り
）

念
校
紙―14―
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

問
五

線
部
イ
「
こ
の
ほ
ど
の
辛
労
」
と
は
何
を
し
た
こ
と
に
対
し
て
の
「
辛
労
」
で
す
か
。
問
題
文
中
の
そ
れ
に
該
当
す
る
部
分
と
し
て
最

も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

34

。

①

水
無
瀬
に
通
ひ
あ
ひ
け
る

②

例
の
狩
し
に
け
る

③

久
し
く
御
狩
の
御
供
し
て
あ
れ
ば

④

宿
所
へ
帰
り
往
な
む

⑤

御
い
と
ま
出
だ
し
た
ま
ふ

問
六

線
部
ウ
「
枕
と
て
草
引
き
結
ぶ
こ
と
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

35

。

①

外
出
先
で
寝
る
こ
と

②

草
花
の
文
様
の
夜
具
で
寝
る
こ
と

③

小
町
と
二
人
で
寝
る
こ
と

④

引
出
物
の
夜
具
で
寝
る
こ
と

⑤

夜
具
を
使
わ
ず
に
寝
る
こ
と

問
七

線
部
エ
「
御
心
」
と
は
誰
の
心
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

36

。

①

惟
喬
の
親
王

②

業
平

③

小
町

④

諸
人

⑤

清
和
帝

念
校
紙―17―
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�
�

ｆ

28

「
聞
こ
え
け
る
」

�����������

①

う
わ
さ
を
し
た

②

お
尋
ね
に
な
っ
た

③

お
話
し
な
さ
っ
た

④

聞
い
て
い
た

⑤

申
し
上
げ
た

問
二

線
部
Ａ
〜
Ｆ
に
つ
い
て
、
Ａ
「
に
」
と
文
法
的
に
同
じ
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選

び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

29

。

①

Ｂ
「
な
り
」

②

Ｃ
「
な
」

③

Ｄ
「
な
」

④

Ｅ
「
に
」

⑤

Ｆ
「
ぬ
」

問
三

Ⅰ

・

Ⅱ

に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ

マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ
記
号
を
何
度
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。

解
答
番
号
は

Ⅰ

が

30

、

Ⅱ

が

31

。

①

え

②

じ

③

な

④

ね

⑤

め

問
四

Ｘ

・

Ｙ

に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑥
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

Ｘ

が

32

、

Ｙ

が

33

。

Ｘ

①

一
月

②

二
月

③

三
月

④

四
月

⑤

九
月

⑥

十
二
月

Ｙ

①

睦
月

②

如
月

③

弥
生

④

卯
月

⑤

長
月

⑥

師
走

念
校
紙―18―

17／21

Ｄ

2
5
0
3
2
0
R
0
1
7

２５２００６Ｊ Page 17 2024.12.09 17.39.41

２５２００６Ｊ_17

�
�

注
8

差
し
合
へ
ば
＝
こ
こ
で
の
「
差
し
合
ふ
」
は
、
連
歌
で
、
類
似
し
た
言
葉
を
前
後
の
句
で
隣
接
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
。

注
9

御
室
＝
惟
喬
親
王
の
居
室
。

注
10

自
義
に
＝
思
い
通
り
に
。
自
由
に
。

注
11

清
和
に
世
を
取
ら
れ
さ
せ
た
ま
ひ
て
＝
惟
喬
親
王
で
は
な
く
、
清
和
天
皇
が
即
位
な
さ
っ
て
。

問
一

線
部
ａ
〜
ｆ
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

23

〜

28

。

ａ

23

「
心
も
と
な
き
な
り
」

�����������

①

思
い
つ
か
な
か
っ
た

②

気
が
か
り
だ
っ
た

③

悲
観
的
だ
っ
た

④

不
誠
実
だ
っ
た

⑤

理
解
で
き
な
か
っ
た

ｂ

24

「
名
を
立
つ
る
」

�����������

①

浮
き
名
を
言
い
立
て
る

②

女
の
名
前
を
公
表
す
る

③

言
動
を
褒
め
そ
や
す

④

世
間
で
有
名
に
な
る

⑤

良
く
な
い
評
判
を
聞
く

念
校
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ｃ

25

「
お
ほ
と
の
ご
も
ら
で
」

�����������

①

家
に
お
入
り
に
な
ら
な
い
で

②

お
休
み
に
な
ら
な
い
で

③

な
か
な
か
眠
れ
な
く
て

④

何
も
お
話
し
申
し
上
げ
ず

⑤

部
屋
に
籠
も
っ
た
ま
ま
で

ｄ

26

「
つ
か
う
ま
つ
れ
り
」

�����������

①

暁
の
鐘
を
待
ち
申
し
上
げ
た

②

親
王
に
お
仕
え
申
し
上
げ
た

③

使
者
を
遣
わ
し
な
さ
っ
た

④

別
れ
の
言
葉
を
申
し
上
げ
た

⑤

和
歌
を
お
詠
み
に
な
っ
た

ｅ

27

「
し
ひ
て
」

�����������

①

こ
っ
そ
り

②

せ
め
て

③

む
や
み
に

④

無
理
を
し
て

⑤

よ
う
や
く
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

問
七

線
部
Ⅱ
「「
14
対
1
の
大
差
」
な
ど
と
見
出
し
に
と
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
筆
者
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

21

。

①

注
目
さ
れ
る
裁
判
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
ど
お
り
で
、
14
名
と
い
う
数
字
以
外
に
特
筆
す
べ
き
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
。

②

刑
法
2
0
0
条
の
立
法
目
的
達
成
の
方
法
を
違
憲
と
み
る
意
見
が
多
数
で
、
目
的
そ
の
も
の
を
違
憲
と
み
る
意
見
が
少
数
だ
っ
た
か
ら
。

③

立
法
目
的
な
ど
の
細
か
な
点
を
考
慮
せ
ず
、
違
憲
か
合
憲
か
と
い
う
結
論
だ
け
で
判
断
し
、
違
憲
と
さ
れ
た
こ
と
を
強
調
し
た
か
ら
。

④

違
憲
判
決
が
出
さ
れ
て
も
法
的
安
定
性
は
依
然
と
し
て
保
た
れ
る
、
と
い
う
14
名
の
意
見
の
共
通
性
を
重
視
し
た
か
ら
。

⑤

立
法
目
的
と
そ
の
達
成
方
法
の
違
い
を
検
討
し
て
憲
法
と
刑
法
2
0
0
条
と
の
調
和
を
図
る
こ
と
を
、
14
名
が
主
張
し
た
か
ら
。

問
八

問
題
文
の
内
容
と
最
も
一
致
す
る
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

22

。

①

目
的
違
憲
説
は
、
刑
法
2
0
0
条
を
憲
法
に
違
反
す
る
と
し
な
が
ら
も
、
時
代
の
変
化
を
無
視
し
た
変
化
の
な
い
紋
切
り
型
の
意
見
に
も

と
づ
き
、
重
罰
規
定
を
定
め
た
目
的
自
体
は
正
当
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

②

最
高
裁
判
所
は
、
違
憲
立
法
審
査
権
を
発
動
す
る
こ
と
で
、
時
代
に
即
し
た
現
実
の
な
か
で
新
た
な
角
度
か
ら
法
を
見
つ
め
直
す
、
安
定

し
た
秩
序
を
維
持
す
る
機
関
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

③

国
会
は
、
違
憲
判
決
直
後
に
尊
属
殺
重
罰
規
定
を
削
除
す
る
こ
と
は
法
的
安
定
性
や
平
等
原
則
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
た
た
め
、

20
年
も
の
あ
い
だ
尊
属
殺
重
罰
規
定
を
改
正
せ
ず
に
放
置
し
た
。

④

尊
属
殺
違
憲
判
決
に
つ
い
て
、
当
時
の
新
聞
各
紙
は
手
段
違
憲
説
を
批
判
す
る
ば
か
り
で
あ
り
、
違
憲
と
い
う
判
断
を
下
し
た
こ
と
そ
の

も
の
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
評
価
し
な
か
っ
た
。

⑤

違
憲
と
判
断
さ
れ
た
法
律
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
状
況
や
条
件
に
よ
っ
て
は
無
効
と
し
な
い
場
合
が
あ
る
と
す
る
考
え
方
と
、

す
べ
て
の
場
合
に
例
外
な
く
一
律
に
無
効
と
す
る
考
え
方
と
が
あ
る
。
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問
五

線
部
Ⅰ
「
こ
の
点
が
立
法
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
筆
者
が
こ
の
よ
う
に

述
べ
る
理
由
は
何
で
す
か
。
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

19

。

①

尊
属
殺
を
処
罰
す
る
際
に
は
、
執
行
猶
予
が
つ
く
可
能
性
が
あ
る
が
、
普
通
殺
の
刑
罰
に
比
べ
て
刑
の
重
さ
が
不
合
理
だ
か
ら
。

②

尊
属
殺
の
規
定
の
刑
罰
で
は
、
ど
れ
ほ
ど
情
状
を
酌
量
し
て
刑
を
減
軽
し
て
も
、
実
刑
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
。

③

尊
属
殺
の
規
定
は
、
封
建
主
義
の
身
分
制
度
や
旧
家
族
制
度
が
も
と
で
あ
り
、
民
主
主
義
の
理
念
と
は
相
い
れ
な
い
も
の
だ
か
ら
。

④

尊
属
殺
の
規
定
の
立
法
目
的
は
、
尊
属
を
尊
重
し
、
恩
に
報
い
る
こ
と
で
あ
り
、
普
通
殺
よ
り
重
い
刑
罰
を
科
す
こ
と
は
当
然
だ
か
ら
。

⑤

尊
属
殺
は
、
社
会
生
活
に
お
け
る
道
義
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
重
い
刑
罰
を
科
す
こ
と
は
合
理
性
を
欠
く
も
の
で
は
な
い
か
ら
。

問
六

Ｘ

に
入
る
最
も
適
当
な
文
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

20

。

①

こ
の
2
つ
の
見
解
は
、
立
法
目
的
を
達
成
す
る
手
段
を
問
題
に
し
て
い
る
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
。

②

こ
の
2
つ
の
見
解
は
、
違
憲
と
す
る
そ
の
理
由
に
お
い
て
異
な
っ
て
い
る
。

③

こ
の
2
つ
の
見
解
は
、
尊
属
を
尊
重
す
る
と
い
う
根
本
に
お
い
て
は
同
じ
で
あ
る
。

④

こ
の
2
つ
の
見
解
は
、
立
法
目
的
に
つ
い
て
は
何
も
述
べ
な
い
立
場
に
立
っ
て
い
る
。

⑤

こ
の
2
つ
の
見
解
は
、
結
論
と
し
て
違
憲
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。
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国語〔後期〕

�
�
�
�
�

お
ぼ

な
く
、
つ
れ
づ
れ
、
人
恋
し
く
も
思
し
め
す
な
り
。
ま
た
、
雪
に
ま
ゐ
る
者
も
な
し
。「
お
ほ
や
け
の
宮
仕
へ
す
る
」
と
は
、
業
平
、
清
和
帝
へ
御

お
そ

じ

ぎ

奉
公
す
る
こ
と

Ⅱ

な
ら
ず
し
て
、
惟
喬
へ
宮
仕
へ
す
べ
き
こ
と
、
清
和
へ
畏
れ
て
、
注
10
自
義
に
な
ら
ざ
る
な
り
。「
い
に
し
へ
の
こ
と

み
か
ど

な
ど
思
ひ
出
で
てｆ
聞
こ
え
け
る
」、
惟
喬
の
親
王
を
こ
そ
帝
に
立
て
申
し
た
き
と
、
い
づ
れ
も
頼
も
し
く
思
ひ
つ
る
に
、
注
11清和
に
世
を
取
ら
れ
さ
せ

た
ま
ひ
て
、カ
惟
喬
は
か
く
の
ご
と
く
な
り
た
ま
へ
ば
、
い
に
し
へ
を
思
ひ
出
づ
る
と
申
す
な
り
。「
あ
は
れ
、
さ
ぶ
ら
ひ
て
し
が
な
」
と
、
伺
候
せ

ば
や
と
思
へ
ど
、
位
に
畏
る
る
な
れ
ば
、「
え
さ
ぶ
ら
は
で
泣
く
泣
く
帰
る
」
と
て
、

忘
れ
て
は
夢
か
と
ぞ
思
ふ
思
ひ
き
や
雪
踏
み
分
け
て
君
を
見
む
と
は

言
ふ
心
は
、キ
玉
の
戸
を
開
き
、
ま
ゐ
る
べ
き
と
思
ひ
つ
る
に
、
思
ひ
の
ほ
か
に
か
か
る
あ
さ
ま
し
き
小
野
の
奥
に
、
雪
踏
み
分
け
て
君
を
見
た
て
ま

つ
る
こ
と
よ
、
忘
れ
て
は
夢
か
と
存
じ
た
て
ま
つ
る
と
な
り
。
親
王
、
御
返
し
、

夢
か
と
も
何
か
思
は
む
世
の
中
を
遅
く
捨
て
ぬ
る
こ
と
ぞ
く
や
し
き

歌
の
心
、
明
白
な
り
。

（『
伊
勢
物
語
評
注
』
に
よ
る
）

よ
ど
が
わ

注
1

水
無
瀬
＝
大
阪
府
三
島
郡
の
淀
川
右
岸
の
地
名
。

注
2

惟
喬
の
親
王
＝
文
徳
天
皇
の
第
一
皇
子
（
八
四
四
年
〜
八
九
七
年
）。

め
り
よ
う

注
3

右
馬
頭
＝
馬
に
関
す
る
職
掌
を
担
う
馬
寮
の
長
官
。
こ
こ
は
業
平
を
指
す
。

お
の
の
こ
ま
ち

注
4

小
町
＝
平
安
時
代
前
期
の
歌
人
、
小
野
小
町
。

注
5

な
ほ
し
＝
「
な
ほ
」
に
同
じ
。

注
6

衣
体
＝
僧
の
衣
装
。

ひ
え
い
ざ
ん

注
7

比
叡
＝
京
都
盆
地
の
東
北
に
あ
る
比
叡
山
。
小
野
は
そ
の
西
側
の
ふ
も
と
に
あ
る
。
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い

せ

二
次
の
文
章
は
、『
伊
勢
物
語
』
の
注
釈
と
し
て
書
か
れ
た
文
章
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

23

〜

41

。

み

な

せ

こ
れ
た
か

み

こ

た
か
が
り

み
か
り

「
昔
、
注
1

水
無
瀬
に
通
ひ
あ
ひ
け
る
注
2

惟
喬
の
親
王
、
例
の
狩
しＡ
に
け
る
」
と
は
、
い
つ
も
の
鷹
狩
Ｂ

な
り
。
久
し
く
御
狩
の
御
供
し
て
あ
れ
ば
、
水

な
り
ひ
ら

い

お
ほ
み

き

ろ
く

無
瀬
へ
送
り
つ
け
申
しＣ
な
ば
、
業
平
宿
所
へ
帰
り
往
Ｄ
な
む
と
思
ふ
な
り
。
し
か
る
に
、「ア
大
御
酒
た
ま
ひ
、
禄
た
ま
は
ら
む
と
て
遣
は
さ
ざ
り
け

い

ひ
き
い
で
も
の

る
」
と
は
、
御
い
と
ま
出
だ
し
た
ま
ふ
に
、イ
こ
の
ほ
ど
の
辛
労
Ｅ
に
御
酒
た
ま
は
り
、
引
出
物
た
ま
は
ら
む
と
て
、
御
留
め
あ
り
け
る
な
り
。

う
ま
の
か
み

「
か
の
注
3
右
馬
頭
心
も
と
な
が
り
て
」
と
は
、
そ
の
こ
ろ
は
注
4小町

と
最
愛
な
り
、
小
町
、
色
好
み
な
れ
ば
、
留
守
の
さ
ま
い
か
や
う
に
か
あ
る
ら
む
、

ａ
心
も
と
な
き
な
り
。

ウ
枕
と
て
草
引
き
結
ぶ
こ
と
も
せ

Ⅰ

秋
の
夜
と
だ
に
頼
ま
れ
な
く
に

も
ろ
び
と

言
ふ
心
、
折
し
も

Ｘ

つ
ご
も
り
の
夜
な
れ
ば
、
春
の
別
れ
を
惜
し
み
て
諸
人
寝
ざ
る
ほ
ど
に
、
我
も
枕
と
て
草
引
き
結
ぶ
う
た
た

は
う

こ
よ
ひ

寝
も
せ
じ
と
思
ふ
に
、
そ
の
方
のエ
御
心
は
今
宵
も
頼
ま
れＦ
ぬ
な
り
。
い
か
や
う
の
人
と
語
ら
ひ
た
ま
ふ
べ
き
。
長
く
は
頼
ま
れ
ず
。
春
の
夜
の
短
く

変
は
り
や
す
き
と
、
小
町
がｂ
名
を
立
つ
る
な
り
。

ぎ
よ
し
ん

ね
ぶ

「
親
王
、ｃ
お
ほ
と
の
ご
も
ら
で
明
か
し
た
ま
ふ
」
と
は
、
親
王
も
今
宵
は
御
寝
な
ら
ず
、
こ
れ
も
春
の
名
残
を
御
嘆
き
な
り
。
君
と
今
宵
眠
る
こ

と
を
用
ゐ
ず
、
い
ま
だ
暁
の
鐘
に
い
た
ら
ざ
れ
ば
、
注
5なほ

し
こ
れ
、
春
の
名
を
惜
し
む
こ
と
、
誰
も
同
じ
心
な
り
。
か
く
の
ご
と
くｄ
つ
か
う
ま
つ
れ

り
。

ぐ
し

え
た
い

「
御
髪
お
ろ
し
た
ま
ふ
」
と
は
、
惟
喬
二
十
五
の
御
年
、
注
6

衣
体
に
な
ら
せ
た
ま
ふ
な
り
。「

Ｙ

に
は
拝
み
た
て
ま
つ
ら
む
」
と
は
、

ま
う

ひ

え

正
月
に
は
拝
し
た
て
ま
つ
ら
む
と
な
り
。「
小
野
へ
詣
で
た
ま
ふ
」
と
は
、
注
7
比
叡
の
ふ
も
と
に
小
野
と
言
ふ
在
所
あ
り
。
こ
の
所
に
惟
喬
御
隠
居
あ

み
む
ろ

り
。「
雪
い
と
高
し
」
と
は
、
雪
い
と
深
き
な
り
。
連
歌
な
ど
に
、「
雪
深
し
」
な
ど
注
8差し

合
へ
ば
、「
高
し
」
と
言
ふ
な
り
。「ｅ
し
ひ
て
注
9

御
室
に
詣
で

い

つ
る
」
と
は
、
慕
ひ
て
御
在
所
へ
ま
ゐ
る
な
り
。「オ
つ
れ
づ
れ
と
悲
し
う
し
て
ま
し
ま
す
」
と
は
、
比
叡
の
山
の
ふ
も
と
な
れ
ば
、
出
で
入
る
人
も
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174

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

丙

14

「
し
り
切
れ
ト
ン
ボ
」

�����������

①

悪
い
評
判
を
招
く
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
こ
と
。

②

物
事
が
中
途
半
端
で
、
最
後
ま
で
続
か
な
い
こ
と
。

③

前
に
も
後
に
も
例
が
な
い
ほ
ど
珍
し
い
こ
と
。

④

同
じ
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
、
前
に
進
ま
な
い
こ
と
。

⑤

で
た
ら
め
で
、
よ
り
ど
こ
ろ
が
ま
っ
た
く
な
い
こ
と
。

問
四

い

〜

に

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な

さ
い
。

解
答
番
号
は

い

が

15

、

ろ

が

16

、

は

が

17

、

に

が

18

。

い
〔

①

国
籍

②

性
別

③

職
業

④

学
歴

⑤

境
遇

〕

ろ
〔

①

道
理

②

人
生

③

倫
理

④

宗
教

⑤

教
育

〕

は
〔

①

道
義

②

筋
道

③

信
義

④

格
言

⑤

道
程

〕

に
〔

①

督
促

②

決
裁

③

判
断

④

審
議

⑤

処
理

〕
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問
二

ａ

〜

ｄ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ー
ク
し
な

さ
い
（
同
じ
記
号
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）。

解
答
番
号
は

ａ

が

8

、

ｂ

が

9

、

ｃ

が

10

、

ｄ

が

11

。

①

た
だ
し

②

し
か
し

③

で
は

④

な
か
で
も

⑤

そ
れ
ゆ
え

問
三

線
部
甲
「
配
偶
者
」、
乙
「
封
建
時
代
」、
丙
「
し
り
切
れ
ト
ン
ボ
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の

中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
甲
が

12

、
乙
が

13

、
丙
が

14

。

甲

12

「
配
偶
者
」

�����������

①

夫
婦
の
一
方
か
ら
見
て
親
の
兄
弟
に
当
た
る
者
の
こ
と
。

②

夫
婦
に
経
済
的
能
力
が
な
い
と
き
経
済
的
な
面
で
後
見
す
る
人
の
こ
と
。

③

ル
ー
ム
メ
イ
ト
な
ど
の
同
じ
部
屋
で
同
居
し
て
い
る
相
手
の
こ
と
。

④

夫
婦
の
一
方
か
ら
見
て
他
方
に
当
た
る
者
の
こ
と
。

⑤

利
害
関
係
の
一
致
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
の
こ
と
。

乙

13

「
封
建
時
代
」

�����������

①

君
主
が
交
易
を
通
じ
て
諸
侯
と
の
主
従
関
係
を
維
持
す
る
あ
り
方
が
、
社
会
の
基
盤
だ
っ
た
時
代
。

②

君
主
が
行
政
・
軍
事
・
司
法
の
分
野
で
絶
対
的
な
権
力
を
有
す
る
あ
り
方
が
、
社
会
の
基
盤
だ
っ
た
時
代
。

③

君
主
と
臣
下
の
秩
序
を
重
ん
じ
、
個
人
の
権
利
と
自
由
を
重
視
す
る
あ
り
方
が
、
社
会
の
基
盤
だ
っ
た
時
代
。

④

君
主
が
諸
侯
に
土
地
を
与
え
て
治
め
さ
せ
、
主
従
関
係
を
保
つ
あ
り
方
が
、
社
会
の
基
盤
だ
っ
た
時
代
。

⑤

君
主
が
神
の
代
理
と
し
て
独
断
的
に
政
治
を
お
こ
な
う
あ
り
方
が
、
社
会
の
基
盤
だ
っ
た
時
代
。 念
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�
�
�

�
�

�
�

Ｅ

5

ハ
ン
キ
ョ
ウ

�����������

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

①

寂
し
さ
か
ら
キ
ョ
ウ
シ
ュ
ウ
に
か
ら
れ
る
。

②

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ヒ
キ
ョ
ウ
に
到
達
す
る
。

③

殺
人
事
件
の
キ
ョ
ウ
キ
を
発
見
す
る
。

④

勝
利
を
目
に
し
て
ゼ
ッ
キ
ョ
ウ
す
る
。

⑤

レ
コ
ー
ド
で
コ
ウ
キ
ョ
ウ
キ
ョ
ク
を
聴
く
。

Ｆ

6

コ
ウ
ソ
ク

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

小
説
の
ダ
ソ
ク
と
な
っ
た
あ
と
が
き
。

②

行
動
の
自
由
を
ソ
ク
バ
ク
す
る
。

③

不
正
行
為
の
実
態
は
ホ
ソ
ク
し
が
た
い
。

④

天
守
閣
の
高
さ
を
ケ
イ
ソ
ク
す
る
。

⑤

当
意
ソ
ク
ミ
ョ
ウ
の
返
答
。

Ｇ

7

サ
ク
ジ
ョ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

政
府
転
覆
を
陰
で
カ
ク
サ
ク
す
る
。

②

年
貢
を
サ
ク
シ
ュ
す
る
悪
代
官
。

③

宇
宙
を
タ
ン
サ
ク
す
る
。

④

過
失
と
サ
ク
ゴ
は
人
生
に
つ
き
も
の
で
あ
る
。

⑤

建
物
の
工
事
で
地
中
を
ク
ッ
サ
ク
す
る
。
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�
�
�

�
�

�
�

Ｂ

2

ホ
シ
ョ
ウ

�����������

�
�
��
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

①

交
通
事
故
の
損
害
バ
イ
シ
ョ
ウ
。

②

医
療
過
誤
に
つ
い
て
民
事
ソ
シ
ョ
ウ
を
起
こ
す
。

③

親
戚
の
シ
ョ
ウ
ケ
ン
会
社
に
転
職
す
る
。

④

携
帯
が
コ
シ
ョ
ウ
し
て
大
変
だ
。

は
と

⑤

鳩
は
平
和
の
シ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
で
あ
る
。

Ｃ

3

ソ
ン
ゲ
ン

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

理
想
を
は
っ
き
り
と
グ
ゲ
ン
す
る
。

②

霧
に
包
ま
れ
た
ユ
ウ
ゲ
ン
な
風
景
。

③

警
戒
を
ゲ
ン
ジ
ュ
ウ
に
す
る
。

④

忍
耐
力
は
ム
ゲ
ン
で
は
な
い
。

⑤

不
吉
な
ゲ
ン
カ
ク
に
悩
ま
さ
れ
る
。

Ｄ

4

カ
コ
ク

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

こ
の
二
つ
の
家
紋
は
コ
ク
ジ
し
て
い
る
。

②

濃
尾
平
野
は
コ
ク
ソ
ウ
地
帯
で
あ
る
。

③

絶
景
の
ケ
イ
コ
ク
を
家
族
で
見
に
行
く
。

④

病
死
し
た
首
相
の
コ
ク
ソ
ウ
が
決
定
さ
れ
た
。

⑤

努
力
し
て
困
難
を
コ
ク
フ
ク
す
る
。
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175

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�

本
件
の
被
告
人
女
性
に
対
し
て
は
、
そ
の
カＤ
コ
ク
な
境
遇
に
胸
が
つ
ま
る
。
最
高
裁
の
裁
判
官
た
ち
も
、
被
告
人
の
女
性
を
む
し
ろ
「
被
害
者
」

と
し
て
、
何
と
か
救
い
た
い
と
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
崩
れ
去
る
家
父
長
制
」

「『
道
義
』
は
『
重
罰
』
で
は
保
て
な
い
」

「『
時
代
の
流
れ
』
が
変
え
た
」

「『
法
の
進
歩
』
印
象
づ
け
た
最
高
裁
」

尊
属
殺
事
件
の
大
法
廷
判
決
を
報
じ
る
新
聞
各
紙
の
見
出
し
で
あ
る
（
1
9
7
3
年
4
月
4
日
付
）。

朝
日
新
聞
は
、
違
憲
審
査
権
を
持
つ
最
高
裁
が
「
法
律
に
違
憲
の
判
断
を
下
し
た
の
は
こ
ん
ど
が
初
め
て
。『
違
憲
判
断
を
し
な
い
憲
法
裁
判
所
』

の
悪
評
を
発
足
以
来
二
十
六
年
で
よ
う
や
く
返
上
し
た
か
た
ち
と
な
っ
た
」
と
解
説
し
た
。

他
方
、
読
売
新
聞
は
、「
新
憲
法
が
施
行
さ
れ
て
以
来
、
眠
り
続
け
て
い
た
『
違
憲
立
法
審
査
権
』
が
つ
い
に
発
動
さ
れ
た
。
�

憲
法
裁
判
所
�

と

し
て
の
最
高
裁
の
本
来
の
姿
が
国
民
の
前
に
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
っ
た
」
と
興
奮
気
味
に
伝
え
る
。
た
だ
し
、
多
数
意
見
が
と
っ
た
手
段
違
憲

説
は
、「
い
さ
さ
か
複
雑
で
、丙
し
り
切
れ
ト
ン
ボ
の
形
だ
」
と
批
判
し
、
法
の
下
の
平
等
を
重
視
す
る
目
的
違
憲
説
を
評
価
し
た
。（
中
略
）

尊
属
殺
違
憲
判
決
は
、
以
上
の
よ
う
に
大
き
な
ハ
ンＥ
キ
ョ
ウ
を
呼
ん
だ
。
で
は
、
違
憲
と
さ
れ
た
法
律
は
、
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
、
学
説
で
は
、
問
題
の
法
律
が
客
観
的
に
無
効
に
な
る
と
す
る
「
一
般
的
効
力
説
」
と
、
そ
の
事
件
に
か
ぎ
っ
て
無
効
に
な
る
と
す
る

「
個
別
的
効
力
説
」
な
ど
が
あ
る
。

最
高
裁
に
は
具
体
的
な
事
件
に
付
随
す
る
違
憲
審
査
権
だ
け
が
与
え
ら
れ
て
い
る
、
と
す
る
判
例
の
考
え
方
か
ら
す
る
と
、
後
者
の
個
別
的
効
力

説
が
妥
当
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
立
場
か
ら
は
、
立
法
府
や
行
政
府
は
、
別
の
事
件
で
は
違
憲
の
判
断
に
コ
ウＦ
ソ
ク
さ
れ
な
い
こ
と

に
な
り
、
注
13法的
安
定
性
や
注
14平等
原
則
に
反
す
る
と
の
批
判
が
で
て
く
る
。
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〈
刑
法
2
0
0
条
は
、
注
10法定
刑
を
死
刑
ま
た
は
無
期
懲
役
に
限
っ
て
い
る
。Ⅰ
こ
の
点
が
注
11立法
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
を
は
る
か
に

超
え
て
い
る
。
普
通
殺
の
刑
法
1
9
9
条
に
く
ら
べ
、
著
し
く
不
合
理
な
差
別
的
取
扱
い
を
す
る
も
の
だ
〉
と
し
て
憲
法
14
条
違
反
と
す
る
。
こ
れ

は
、
手
段
違
憲
説
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。

ｘ

し
か
し
、
封
建
的
な
道
徳
観
を
め
ぐ
り
、
全
面
的
に
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
注
12石田
コ
ー
ト
の
15
人
の

裁
判
官
は
、
見
解
が
大
き
く
分
か
れ
た
。

石
田
長
官
を
は
じ
め
、
8
人
の
裁
判
官
は
、
右
の
Ｂ
説
・
手
段
違
憲
説
に
立
っ
た
。
大
法
廷
の
過
半
数
を
占
め
た
た
め
、
こ
れ
が
多
数
意
見
と

な
っ
た
。

多
数
意
見
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
刑
法
二
〇
〇
条
は
、
尊
属
殺
の
法
定
刑
を
死
刑
ま
た
は
無
期
懲
役
刑
の
み
に
限
つ
て
い
る
点
に
お
い
て
、
そ
の
立
法
目
的
達
成
の
た
め
必
要
な

は
る

限
度
を
遥
か
に
超
え
、
普
通
殺
に
関
す
る
刑
法
一
九
九
条
の
法
定
刑
に
比
し
著
し
く
不
合
理
な
差
別
的
取
扱
い
を
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
、
憲
法
一

四
条
一
項
に
違
反
し
て
無
効
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
た
が
つ
て
、
尊
属
殺
に
も
刑
法
一
九
九
条
を
適
用
す
る
の
ほ
か
は
な
い
。
こ
の
見

解
に
反
す
る
当
審
従
来
の
判
例
は
こ
れ
を
変
更
す
る
」

学
者
出
身
の
田
中
二
郎
ら
6
人
の
裁
判
官
は
、
Ａ
説
・
目
的
違
憲
説
の
立
場
を
と
り
、「
意
見
」（
少
数
意
見
）
を
表
明
し
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の

6
人
は
、
違
憲
の
理
由
が
異
な
る
だ
け
で
、
違
憲
の
判
断
自
体
は
多
数
意
見
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
判
決
を
速
報
し
た
各
紙
夕
刊
は
、「
初

の
違
憲
判
決
」Ⅱ「
14
対
1
の
大
差
」
な
ど
と
見
出
し
に
と
っ
た
（
反
対
意
見
は
、
外
交
官
出
身
の
下
田
武
三
裁
判
官
だ
け
で
、
立
法
目
的
お
よ
び
目

的
達
成
手
段
の
い
ず
れ
も
合
憲
と
し
た
）。

大
法
廷
で
は
、
こ
の
日
、
あ
わ
せ
て
3
件
の
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
。
尊
属
殺
2
件
と
尊
属
殺
未
遂
1
件
で
あ
る
。

ｄ

、
栃
木

の
女
性
の
事
件
は
、
き
わ
め
て
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
も
の
で
、
尊
属
殺
事
件
判
決
と
い
う
と
、
も
っ
ぱ
ら
こ
の
事
件
を
指
す
こ
と
が
多
い
。
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�
�

実
際
、
注
15序章
で
簡
単
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
国
会
は
20
年
に
わ
た
り
、
こ
の
尊
属
殺
重
罰
規
定
を
改
正
せ
ず
に
放
置
し
た
。
現
行
法
上
、
法
令
違

憲
判
決
が
下
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
要
旨
を
官
報
に
公
告
し
、
か
つ
、
裁
判
書
の
正
本
を
内
閣
と
国
会
に
送
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
で
あ
る
（
最
高
裁
判
所
事
務
処
理
規
則
14
条
）。

も
っ
と
も
、
検
察
は
、
こ
の
判
決
以
降
、
尊
属
殺
で
あ
っ
て
も
普
通
殺
の
1
9
9
条
で
処
理
す
る
な
ど
の
対
応
を
と
っ
た
。
国
会
も
1
9
9
5
年
、

刑
法
口
語
化
の
際
、
尊
属
殺
の
条
文
を
よ
う
や
くＧ
サ
ク
ジ
ョ
し
た
。

他
の
法
令
違
憲
判
決
で
は
、
こ
れ
か
ら
く
わ
し
く
み
る
よ
う
に
、
判
決
後
ま
も
な
く
問
題
の
規
定
を
改
正
・
サ
ク
ジ
ョ
な
ど
し
て
い
る
。

法
令
違
憲
判
決
に
は
、
政
府
機
関
に
対
し
、
そ
の
結
論
に
し
た
が
っ
て

に

す
べ
き
こ
と
を
要
求
す
る
効
力
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

や
ま
だ
り
ゅ
う
じ

（
山
田
隆
司
『
最
高
裁
の
違
憲
判
決
「
伝
家
の
宝
刀
」
を
な
ぜ
抜
か
な
い
の
か
』
に
よ
る
）

注
1

懲
役
＝
自
由
刑
の
一
種
で
、
刑
事
施
設
に
拘
置
し
て
所
定
の
作
業
を
お
こ
な
わ
せ
る
も
の
。
近
時
の
刑
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
「
懲
役
」

と
「
禁
錮
」
は
一
本
化
さ
れ
、「
拘
禁
刑
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

注
2

直
系
尊
属
＝
父
母
、
祖
父
母
な
ど
の
よ
う
に
直
接
の
系
統
の
つ
な
が
っ
た
父
母
以
上
の
目
上
の
血
族
の
こ
と
。

注
3

本
件
＝
父
親
か
ら
長
年
に
わ
た
る
性
暴
力
を
受
け
て
い
た
女
性
が
、
自
身
の
恋
愛
に
ま
で
強
引
に
指
図
さ
れ
、
さ
ら
に
は
軟
禁
さ
れ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
父
親
を
絞
殺
し
て
自
首
し
た
、
1
9
6
8
年
の
事
件
。

注
4

地
判
＝
地
方
裁
判
所
判
決
の
こ
と
。

注
5

控
訴
審
＝
控
訴
と
は
、
第
一
審
（
地
方
裁
判
所
・
家
庭
裁
判
所
・
簡
易
裁
判
所
）
の
判
決
・
決
定
な
ど
に
対
し
て
第
二
審
（
主
に
高
等
裁

判
所
）
に
不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と
。
控
訴
審
と
は
、
こ
の
場
合
、
高
等
裁
判
所
で
の
こ
と
を
い
う
。

注
6

破
棄
＝
こ
の
場
合
、
宇
都
宮
地
裁
の
判
決
を
取
り
消
す
こ
と
。

注
7

高
判
＝
高
等
裁
判
所
判
決
の
こ
と
。

注
8

上
告
＝
第
二
審
（
主
に
高
等
裁
判
所
）
の
判
決
ま
た
は
決
定
に
対
し
て
、
最
高
裁
判
所
に
不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と
。 念

校
紙―30―

5／21

Ｄ

2
5
0
3
2
0
R
0
0
5

２５２００６Ｊ Page 5 2024.12.09 17.39.41

２５２００６Ｊ_5

�
��
�

注
9

最
大
判
＝
最
高
裁
判
所
大
法
廷
判
決
の
こ
と
。
大
法
廷
で
は
、
最
高
裁
判
所
長
官
が
裁
判
長
と
な
り
、
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
15
名
全
員

に
よ
り
審
理
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

注
10

法
定
刑
＝
個
々
の
刑
罰
法
規
に
定
め
ら
れ
た
刑
罰
の
こ
と
。

注
11

立
法
目
的
＝
そ
の
法
律
や
法
律
の
個
々
の
規
定
を
定
め
た
目
的
の
こ
と
。

注
12

石
田
コ
ー
ト
＝
当
時
の
石
田
和
外
長
官
を
裁
判
長
と
す
る
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
こ
と
、
ま
た
は
そ
の
法
廷
・
裁
判
所
の
こ
と
。

注
13

法
的
安
定
性
＝
法
の
制
定
や
改
廃
、
法
の
適
用
が
安
定
的
に
お
こ
な
わ
れ
、
あ
る
行
為
が
ど
の
よ
う
な
法
的
効
果
を
生
じ
る
か
が
予
測
可

能
な
状
態
の
こ
と
。
こ
れ
に
よ
っ
て
人
々
の
法
秩
序
に
対
す
る
信
頼
が
保
護
さ
れ
る
。

注
14

平
等
原
則
＝
法
の
制
定
や
改
廃
、
法
の
適
用
に
お
い
て
、
憲
法
14
条
に
従
っ
て
、
す
べ
て
の
人
が
平
等
に
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る

原
則
の
こ
と
。

注
15

序
章
で
簡
単
に
説
明
し
た
よ
う
に
＝
問
題
文
の
出
典
の
序
章
「
違
憲
判
決
と
は
何
か
」
で
は
、
違
憲
審
査
権
が
そ
の
母
国
ア
メ
リ
カ
で
認

め
ら
れ
た
経
緯
、
わ
が
国
に
お
け
る
違
憲
審
査
権
の
成
り
立
ち
や
最
高
裁
判
所
の
違
憲
審
査
の
軌
跡
な
ど
が
、
簡
潔
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

問
一

線
部
Ａ
〜
Ｇ
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

1

〜

7

。

Ａ

1

メ
ン
ジ
ョ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

ウ
ィ
ル
ス
に
対
し
て
メ
ン
エ
キ
が
あ
る
。

②

校
長
と
メ
ン
シ
キ
が
あ
る
。

③

メ
ン
プ
を
織
る
職
業
訓
練
生
。

④

う
ど
ん
は
子
供
も
好
き
な
メ
ン
ル
イ
だ
。

⑤

メ
ン
ジ
ュ
ウ
腹
背
の
態
度
を
と
る
。
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176

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

�
�
�

�
�
�
�

�
�

年
5
月
29
日
）。

こ
れ
に
対
し
、
注
5控訴

審
の
東
京
高
裁
は
、
1
審
判
決
を
注
6破棄

し
た
。
そ
れ
ま
で
の
最
高
裁
判
例
に
し
た
が
い
、
刑
法
2
0
0
条
を
合
憲
と
し
て
、

こ
の
条
文
を
適
用
し
た
。
高
裁
は
、
過
剰
防
衛
を
認
め
な
か
っ
た
が
、
心
神
耗
弱
な
ど
刑
法
に
定
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
に
の
っ
と
り
、
法
律
上
で
き
る

か
ぎ
り
刑
を
軽
く
し
た
。
そ
れ
で
も
懲
役
3
年
6
月
の
実
刑
判
決
と
な
っ
た
（
東
京
注
7高判

1
9
7
0
年
5
月
12
日
）。

女
性
の
弁
護
人
は
、
刑
法
2
0
0
条
を
違
憲
と
主
張
し
て
注
8上告

し
た
。

尊
属
殺
に
重
い
罰
を
科
す
刑
法
の
規
定
は
、
憲
法
に
反
す
る
の
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
最
高
裁
は
一
貫
し
て
合
憲
の
立
場
を
取
り
つ
づ
け
て
い
た
（
注
9最大

判
1
9
5
0
年
10
月
11
日
、
最
大
判
1
9
5
0
年
10
月
25

日
）。

ｃ

、
違
憲
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
点
が
憲
法
に
反
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
分
け
て
2
つ
の
考

え
方
が
な
り
た
つ
。

1
つ
は
、
尊
属
殺
の
重
罰
規
定
自
体
が
憲
法
14
条
で
ホＢ
シ
ョ
ウ
し
た
「
法
の
下
の
平
等
」
に
反
す
る
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
（
Ａ
説
）。

〈
こ
の
規
定
は
、乙
封
建
時
代
の
身
分
制
度
や
旧
家
族
制
度
を
も
と
に
し
た
道
徳
・

ろ

観
に
立
つ
。
個
人
の
ソ
ンＣ
ゲ
ン
、
人
格
価
値

の
平
等
を
基
本
と
す
る
民
主
主
義
の
理
念
と
相
い
れ
な
い
。
不
合
理
な
差
別
的
取
扱
い
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
〉
と
説
く
。
目
的
違
憲
説
な
ど
と
呼

ば
れ
る
。

も
う
1
つ
は
、
尊
属
殺
の
重
罰
規
定
を
定
め
た
目
的
自
体
は
正
当
だ
が
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
が
問
題
と
す
る
考
え
方
で
あ
る

（
Ｂ
説
）。

〈
尊
属
を
尊
重
し
、
そ
の
恩
に
報
い
る
の
は
、
社
会
生
活
を
お
く
る
う
え
で
基
本
的
な

は

で
あ
る
。
尊
属
殺
害
は
、
人
と
し
て
守

る
べ
き
道
（
人
倫
）
の
根
本
に
反
す
る
も
の
で
、
重
い
非
難
に
あ
た
い
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
刑
を
重
く
す
る
規
定
自
体
は
、
合
理
性
を
欠
く
差
別

的
取
扱
い
と
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
〉

し
か
し
、
刑
を
重
く
す
る
「
程
度
」
を
問
題
に
す
る
。
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�

�
�

一
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

1

〜

22

。

尊
属
殺
と
は
「
親
殺
し
」
が
典
型
で
あ
る
。

日
本
の
刑
法
で
は
、
直
系
尊
属
に
対
す
る
殺
人
罪
の
刑
を
特
別
に
重
く
定
め
て
い
た
。

も

ふ
つ
う
の
人
殺
し
に
は
、
刑
法
1
9
9
条
の
「
死
刑
又
は
無
期
若
し
く
は
五
年
以
上
の
注
1懲役

に
処
す
る
」
と
い
う
規
定
が
あ
る
（
現
在
の
条
文
）。

こ
れ
に
対
し
、
親
殺
し
の
場
合
な
ど
は
、
刑
法
2
0
0
条
で
「
自
己
又
ハ甲
配
偶
者
ノ
注
2直系

尊
属
ヲ
殺
シ
タ
ル
者
ハ
死
刑
又
ハ
無
期
懲
役
ニ
処
ス
」

と
定
め
ら
れ
て
い
た
（
当
時
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
条
文
）。

と
は
い
え
、
す
べ
て
の
親
殺
し
が
実
際
に
、「
死
刑
又
ハ
無
期
懲
役
」
に
処
せ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
犯
人
の

い

や
犯
行
の
動

機
な
ど
に
同
情
す
べ
き
事
情
が
あ
る
場
合
（
こ
れ
を
「
情
状
」
と
い
う
）、
刑
を
軽
く
す
る
ル
ー
ル
が
刑
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

ａ

、
ふ
つ
う
の
殺
人
な
ら
ば
、
情
状
に
よ
っ
て
刑
務
所
な
ど
に
入
ら
な
い
こ
と
（
執
行
猶
予
）
も
あ
り
え
る
の
に
、
親
殺
し
の
場

合
は
、
ど
ん
な
に
同
情
す
べ
き
事
情
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
最
低
3
年
6
か
月
間
、
刑
務
所
な
ど
で
懲
役
刑
に
服
す
こ
と
（
実
刑
）
を
避
け
ら
れ
な

か
っ
た
。

尊
属
殺
は
、
ふ
つ
う
の
殺
人
と
比
べ
、
か
な
り
重
い
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

注
3本件

で
尊
属
殺
に
問
わ
れ
た
の
は
、
判
決
当
時
34
歳
、
栃
木
県
の
女
性
で
あ
る
。（
中
略
）

宇
都
宮
地
検
は
、
刑
法
2
0
0
条
の
尊
属
殺
人
罪
で
起
訴
し
た
。

ｂ

、
1
審
の
宇
都
宮
地
裁
は
、
こ
の
条
文
が
法
の
下
の
平
等
を
定
め
た
憲
法
14
条
1
項
に
違
反
す
る
と
し
て
刑
法
1
9
9
条
の
普

通
殺
人
罪
を
適
用
し
た
。
そ
し
て
、
限
度
を
超
え
た
防
衛
行
為
（
過
剰
防
衛
と
い
う
）
と
し
た
う
え
で
、
精
神
的
な
障
害
に
よ
っ
て
善
悪
の
判
断
を

こ
う
じ
や
く

す
る
こ
と
が
著
し
く
不
十
分
な
状
態
（
心
神
耗
弱
と
い
い
、
刑
が
軽
く
な
る
）
と
認
め
、
女
性
の
刑
をＡ
メ
ン
ジ
ョ
し
た
（
宇
都
宮
注
4地判

1
9
6
9

Ｄ

国

語

表3［右ページ］から問題開始
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問
七

問
題
文
の
内
容
に
最
も
一
致
す
る
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

14

。

①

半
九
郎
の
友
人
の
呼
ん
だ
芸
子
は
、
半
九
郎
や
友
人
ら
の
も
と
に
や
っ
て
く
る
道
中
で
ま
っ
た
く
見
知
ら
ぬ
女
と
出
会
っ
た
。

②

芸
子
は
荻
を
半
九
郎
や
友
人
た
ち
の
も
と
に
伴
お
う
と
し
た
が
、
荻
は
観
世
音
に
詣
で
た
ら
す
ぐ
帰
る
と
い
っ
た
。

③

芸
子
は
荻
に
女
童
を
付
け
て
案
内
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
女
童
は
半
九
郎
た
ち
の
居
場
所
が
わ
か
ら
ず
到
着
が
遅
れ
た
。

④

荻
の
た
た
ず
ま
い
や
髪
の
様
子
、
年
の
頃
を
覚
え
て
い
た
芸
子
は
、
荻
か
ら
聞
い
た
彼
女
の
近
況
も
細
か
く
語
っ
た
。

⑤

荻
が
半
九
郎
に
会
い
に
来
た
と
芸
子
が
推
測
し
た
の
は
、
荻
も
半
九
郎
も
大
阪
に
縁
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

問
八

次
の
文
章
を
読
み
、

15

に
入
る
作
品
名
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
後
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

15

。

線
部
Ｈ
「
千
手
の
御
手
術
」
と
は
、
清
水
寺
の
千
手
観
音
の
不
思
議
な
力
を
意
味
し
て
い
る
。
平
安
時
代
後
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
、

て
ん
じ
く

し
ん
た
ん

仏
教
説
話
を
中
心
に
天
竺
（
イ
ン
ド
）、
震
旦
（
中
国
）、
本
朝
（
日
本
）
の
三
国
の
説
話
を
集
め
る
『

15

』
の
本
朝
部
に
は
、「
田

こ
と

さ
か
の
う
え
の
た
む
ら
ま
ろ

村
将
軍
始
め
て
清
水
寺
を
建
つ
る
語
」
と
題
す
る
話
が
あ
り
、
坂
上
田
村
麻
呂
が
清
水
寺
を
建
立
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

①

今
昔
物
語
集

②

宇
治
拾
遺
物
語

③

日
本
霊
異
記

④

三
国
伝
記

⑤

古
今
著
聞
集

（
国
語
問
題

お
わ
り
）
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問
五

線
部
Ｄ
「
こ
は
う
き
た
る
事
か
な
」
と
あ
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一

つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

12

。

①

本
来
は
身
を
慎
む
べ
き
寺
の
境
内
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女
た
ち
が
浮
か
れ
た
様
子
で
華
美
な
服
装
を
し
て
い
る
か
ら
。

②

芸
子
が
荻
と
連
れ
だ
っ
て
話
を
し
た
の
に
、
荻
の
着
物
を
覚
え
て
い
な
い
の
は
あ
て
に
な
ら
な
い
か
ら
。

③

女
た
ち
が
せ
っ
か
く
旧
知
の
女
と
再
会
で
き
た
の
に
、
途
中
で
別
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
つ
ら
い
こ
と
だ
か
ら
。

④

芸
子
が
荻
の
外
見
を
は
っ
き
り
覚
え
て
い
な
い
と
い
う
失
態
を
笑
い
な
が
ら
話
す
の
が
信
用
な
ら
な
い
か
ら
。

⑤

女
た
ち
が
思
い
が
け
ず
観
音
堂
で
旧
知
の
女
に
会
い
、
こ
こ
へ
連
れ
て
く
る
と
い
う
の
が
楽
し
み
で
な
ら
な
い
か
ら
。

問
六

線
部
Ｉ
「
物
の
恐
く
な
り
つ
れ
ば
」
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

13

。

①

清
水
寺
の
観
音
堂
に
女
と
と
も
に
詣
で
た
も
の
の
、
境
内
の
あ
ま
り
の
広
さ
に
道
に
迷
っ
て
し
ま
い
、
自
分
が
ど
こ
に
い
る
か
わ
か
ら
な

く
な
り
焦
っ
た
か
ら
。

②

女
に
言
わ
れ
て
仕
方
な
く
観
音
堂
に
入
っ
た
も
の
の
、
人
気
が
少
な
く
気
味
が
悪
か
っ
た
の
に
加
え
、
御
堂
守
と
も
意
思
疎
通
が
図
れ
な

か
っ
た
か
ら
。

③

観
音
堂
の
中
で
女
が
勝
手
に
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
い
、
芸
子
た
ち
に
案
内
す
る
よ
う
言
わ
れ
た
手
前
、
見
失
っ
て
は
自
分
が
叱
ら
れ
る

と
思
っ
た
か
ら
。

④

観
音
に
参
拝
し
て
い
た
女
が
ほ
ん
の
少
し
の
間
に
姿
を
消
し
て
し
ま
い
、
御
堂
守
も
そ
の
よ
う
な
女
の
姿
は
は
じ
め
か
ら
見
た
覚
え
が
な

い
と
言
っ
た
か
ら
。

⑤

女
が
浪
花
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
清
水
寺
の
観
音
堂
に
や
っ
て
き
た
こ
と
と
、
熱
心
に
観
音
に
祈
る
様
子
か
ら
、
よ
ほ
ど
の
執
着
が
あ
る
と
想
像

し
ぞ
っ
と
し
た
か
ら
。
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

問
一

線
部
Ｂ
「
心
も
と
な
け
れ
ば
」、
Ｃ
「
か
た
み
に
」、
Ｅ
「
し
か
な
り
」、
Ｆ
「
な
ほ
落
ち
居
ぬ
」、
Ｇ
「
よ
し
な
し
事
」
の
意
味
と
し
て

最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

1

〜

5

。

Ｂ

1

「
心
も
と
な
け
れ
ば
」

�����������

①

信
心
が
足
り
ぬ
よ
う
で

②

心
配
な
ら
ば

③

気
に
か
か
る
の
で

④

は
っ
き
り
し
な
い
の
で

⑤

不
親
切
な
ら
ば

Ｃ

2

「
か
た
み
に
」

�����������

①

双
方
が
お
互
い
に

②

思
い
出
の
た
め
に

③

よ
そ
見
を
し
な
が
ら

④

名
残
を
惜
し
ん
で

⑤

私
が
一
方
的
に

Ｅ

3

「
し
か
な
り
」

�����������

①

そ
れ
は
大
事
だ

②

そ
ん
な
こ
と
は
な
い

③

そ
の
通
り
だ

④

そ
う
だ
ろ
う
か

⑤

鹿
で
あ
る
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あ

た
へ
に
聞
き
居
た
り
し
が
、
や
が
て
か
の
芸
子
に
向
か
ひ
て
、「
そ
は
お
の
れ
に
逢
ひ
て
物
言
は
ん
と
て
来
つ
る
に
か
」
と
問
へ
ば
、「
大
か
た
君
の

ほ
か

御
事
な
る
べ
し
。
こ
の
席
に
浪
花
の
御
方
と
て
外
に
も
お
は
さ
ぬ
も
の
を
」
と
言
ふ
を
、「Ｅ
し
か
な
り
。
い
と
も
あ
や
し
き
か
な
」
と
、Ｆ
な
ほ
落
ち

居
ぬ
を
、
友
ど
ち
は
「
御
ゆ
ゑ
こ
そ
あ
ら
め
。
聞
か
ま
ほ
し
」
な
ど
言
ふ
を
、
半
九
郎
は
「
お
の
れ
浪
花
に
侍
れ
ど
、
そ
は
一
ふ
し
も
な
きＧ
よ
し
な

し
事
な
り
」
と
言
ひ
紛
ら
し
て
あ
る
程
に
、
女
ど
も
帰
り
き
て
、「
さ
て
も
い
か
な
る
事
に
か
、
さ
る
御
方
は
い
づ
こ
に
も
お
は
さ
ず
。
も
し
やＨ
千

て
だ
て

手
の
御
手
術
に
て
隠
し
置
き
給
へ
る
な
ら
ん
」
と
言
ふ
に
、
か
の
付
け
て
や
り
し
女
童
も
は
せ
帰
り
来
て
申
し
け
る
は
、「
御
仏
の
御
前
に
て
、
と

も
に
拝
み
奉
り
し
う
ち
、
露
の
間
に
い
づ
こ
へ
か
お
は
し
た
る
ま
ま
、
こ
の
所
は
い
ま
だ
聞
き
知
り
給
は
じ
を
、
い
づ
こ
に
か
ま
ど
ひ
行
き
給
は
ん

か
な
た
こ
な
た

と
、
彼
方
此
方
幾
渡
り
も
、
尋
ね
て
候
へ
ど
も
、
あ
ま
り
に
間
も
な
き
事
な
れ
ば
あ
や
し
く
、
人
気
も
す
く
な
か
り
し
か
ば
、
御
堂
守
な
ど
に
問
ひ

か
し
こ

て
も
、『
さ
る
人
伴
ひ
つ
る
と
は
覚
え
ず
、
御
身
一
人
こ
そ
見
つ
れ
』
な
ど
言
ふ
に
、Ｉ
物
の
恐
く
な
り
つ
れ
ば
、
ま
づ
告
げ
参
ら
す
る
な
り
」
と
語

る
。注

1

妓
子
＝
遊
女
の
こ
と
。

注
2

か
や
か
く
＝
「
あ
れ
や
こ
れ
や
」
の
意
。

注
3

三
絃
＝
三
味
線
の
こ
と
。

注
4

堀
川
の
男
＝
半
九
郎
と
清
水
寺
に
同
行
し
た
友
人
の
一
人
。
京
都
・
西
堀
川
に
住
む
。

注
5

芸
子
＝
舞
踊
や
三
味
線
、
歌
な
ど
で
酒
席
を
と
り
も
つ
女
。
芸
者
。

注
6

わ
な
み
＝
女
性
の
一
人
称
。
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�
�

�
�

問
三

次
の
文
章
は
、

線
部
ア
〜
オ
の
語
お
よ
び

線
部
Ｘ
「
行
か
せ
給
ふ
」
の
説
明
で
す
。
後
の
（
1
）・（
2
）
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

問
題
文
中
の
会
話
文
の
敬
語
ア
〜
オ
を
分
類
す
る
と
、
尊
敬
語
は

7

、
謙
譲
語
は

8

、
丁
寧
語
は

9

で
あ
る
。

問
題
文
は
江
戸
時
代
後
期
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
初
は
天
皇
な
ど
限
ら
れ
た
人
物
に
の
み
用
い
ら
れ
た

10

が
、
問
題
文
中
Ｘ

「
行
か
せ
給
ふ
」
の
よ
う
に
芸
子
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
敬
語
の
用
法
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。

（
1
）

7

〜

9

に
は
、

線
部
ア
〜
オ
の
い
ず
れ
か
、
ま
た
は
そ
の
組
み
合
わ
せ
が
入
り
ま
す
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、

次
の
①
〜
⑧
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

7

が

7

、

8

が

8

、

9

が

9

。

①

ア

②

イ

③

ウ

④

ア
と
ウ

⑤

イ
と
ウ

⑥

イ
と
オ

⑦

ウ
と
エ

⑧

エ
と
オ

（
2
）

10

に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

10

。

①

二
重
尊
敬

②

謙
譲
表
現

③

反
実
仮
想

④

恒
常
条
件

⑤

自
称
敬
語

問
四

線
部
Ａ
「
浪
花
人
」
が
指
す
人
物
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

11

。

①

堀
川
の
男

②

荻

③

女
童

④

半
九
郎

⑤

御
堂
守
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�
�

Ｆ

4

「
な
ほ
落
ち
居
ぬ
」

�����������

①

い
っ
そ
う
心
が
落
ち
着
い
た

②

よ
う
や
く
納
得
で
き
た

③

ま
す
ま
す
心
が
落
ち
込
ん
だ

④

な
お
も
疑
問
が
解
消
し
な
い

⑤

ま
っ
た
く
落
ち
ぶ
れ
て
い
な
い

Ｇ

5

「
よ
し
な
し
事
」

�����������

①

よ
く
な
い
こ
と

②

い
わ
れ
の
な
い
こ
と

③

得
を
し
な
い
こ
と

④

適
当
に
あ
し
ら
う
こ
と

⑤

気
味
の
悪
い
こ
と

問
二

線
部
ａ
〜
ｅ
「
し
」
の
品
詞
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

6

。

①

ｂ
と
ｄ
が
動
詞
、
ａ
が
助
動
詞
、
ｃ
と
ｅ
が
助
詞

②

ａ
と
ｂ
が
動
詞
、
ｃ
と
ｅ
が
助
動
詞
、
ｄ
が
助
詞

③

ａ
と
ｄ
が
動
詞
、
ｅ
が
助
動
詞
、
ｂ
と
ｃ
が
助
詞

④

ａ
と
ｅ
が
動
詞
、
ｂ
と
ｄ
が
助
動
詞
、
ｃ
が
助
詞

⑤

ｂ
と
ｄ
が
動
詞
、
ａ
と
ｅ
が
助
動
詞
、
ｃ
が
助
詞
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

�
�

�

�
�

�
�
�
�

�
�

�
�
�
�

�

�

�
�

Ⅲ

選
択
問
題

と
り
べ
や
ま
し
ら
べ
の
い
と
み
ち

と
な
み
や
は
ん
く
ろ
う

次
の
文
章
は
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
に
大
阪
で
出
版
さ
れ
た
『
鳥
辺
山
調

綫
』
の
、
京
都
に
遊
び
に
来
た
十
波
屋
半
九
郎
が
、
京
都
の

友
人
と
連
れ
だ
っ
て
清
水
寺
の
境
内
に
涼
み
に
行
き
、
語
ら
う
場
面
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

1

〜

15

。

い

あ
そ
び

や
が
て

折
か
ら
花
や
か
に
出
で
立
ち
た
る
注
1

妓
子
二
人ア
参
り
け
れ
ば
、「
い
か
で
か
く
は
遅
か
り
つ
る
ぞ
」
な
ど
、
注
2かや

か
く
言
ひ
さ
わ
ぎ
つ
つ
、
即

い

と

わ
ら
は

た
ま

を
ぎ

注
3
三
絃
な
ど
調
べ
て
か
き
な
ら
す
程
に
、
注
4堀川

の
男
の
言
ひ
置
き
た
る
注
5芸子

も
来
た
り
て
申
し
け
る
は
、「
妾
が
同
じ
店
に
居
給
ひａ
し
、
荻
と
申
し
つ

る
君
に
、
今
の
先
出
で
合
ひイ
侍
り
し
に
、
か
の
人
申
し
け
る
は
、『
計
ら
ず
物
申
し
た
き
御
人
を
見
う
け
て
侍
れ
ば
、
注
6わな

み
も
御
身
がＸ
行
か
せ
給

い
ざ
な

な
に
は

ふ
方
に
誘
ひ
給
へ
』
とウ
聞
こ
ゆ
る
ま
ま
に
、
伴
ひ
参
り
つ
る
」
と
言
ふ
を
、「
そ
は
大
か
たＡ
浪
花
人
の
事
な
ら
め
。
さ
て
い
つ
の
間
に
、
さ
る
し
る

べ
はｂ
し
置
き
給
ひ
け
る
」
な
ど
、
そ
そ
の
か
し
た
て
て
、「
い
づ
こ
に
ぞ
」
と
問
ふ
に
、「
か
の
君
は
『
今
日ｃ
し
も
志
す
日
に
当
た
り
て
侍
れ
ば
、
ま

め
の
わ
ら
は

づ
観
世
音
に
詣
で
て
、
あ
と
よ
り
参
り
な
ん
』
とエ
の
た
ま
ふ
ま
ま
、
送
り
来
た
れ
る
女
童
を
付
け
て
、
自
ら
は
別
れ
参
れ
り
。
さ
れ
ど
女
童
に
は
よ

こ
こ

く
よ
く
爰
元
を
知
ら
せ
置
き
た
れ
ば
、
程
な
く
参
り
な
ん
」
と
言
ふ
を
、
皆
々
聞
き
て
、「
そ
は
よ
くｄ
し
給
ひ
つ
れ
ど
、
な
ほＢ
心
も
と
な
け
れ
ば
」

と
て
、
女
ど
も
二
人
よ
び
て
、「
と
く
観
世
音
に
詣
で
お
は
さ
ん
を
、
む
か
へ
来
給
へ
」
と
言
ふ
に
、
か
の
女
ど
も
、「
そ
は
誰
に
て
お
は
す
」
と
問

へ
ば
、「
さ
れ
ば
昔
の
名
は
、
荻
と
覚
え
つ
る
を
、
ゆ
ゑ
あ
り
て
浪
花
の
か
た
へ
と
聞
き
つ
る
の
ち
は
、
絶
え
て
お
は
す
る
方
も
知
り
参
ら
せ
ざ
り

お
も
も
ち

ｅ
し
が
、
先
に
い
と
や
つ
れ
た
る
顔
色
に
て
、『
は
し
な
く
道
に
て
行
き
合
ひ
参
ら
せ
し
に
、
今
日
し
も
御
身
の
行
か
せ
給
ふ
方
に
、
心
知
れ
る
御
方

の
お
は
す
に
物
申
し
た
き
事
の
あ
れ
ば
、
誘
ひ
給
へ
』
と
聞
こ
え
給
ふ
ま
ま
、
何
の
心
も
つ
か
で
う
ち
連
れ
つ
つ
、
道
す
が
らＣ
か
た
み
に
物
語
も
し

ほ
そ

て
侍
り
し
が
、
何
を
言
ひ
つ
る
か
聞
き
つ
る
か
心
も
留
め
侍
ら
ず
。
な
ほ
今
の
御
名
も
聞
か
ず
侍
り
き
。
さ
れ
ど
丈
高
く
細
や
ぎ
て
、
髪
の
い
と
め

で
た
く
、
年
の
程
は
二
十
ば
か
り
な
ら
ん
」
と
言
ふ
。「
さ
て
い
か
な
る
色
の
衣オ
め
し
つ
る
。
帯
は
何
に
て
侍
る
」
と
問
へ
ば
、「
そ
れ
は
覚
え
ず
」

け

と
う
ち
笑
ふ
。「Ｄ
こ
は
う
き
た
る
事
か
な
。
つ
れ
だ
ち
給
へ
る
人
の
、
何
着
給
へ
る
と
も
覚
え
給
は
ず
と
は
、
余
り
に
う
か
れ
て
来
給
ふ
気
な
ら
ん
」

と
て
、
女
ど
も
う
ち
笑
ひ
つ
つ
、「
何
に
ま
れ
程
の
侍
る
を
、
参
り
て
来
ん
」
と
行
き
け
る
が
、
半
九
郎
は
か
く
言
ふ
を
い
と
心
得
ぬ
顔
し
て
、
か
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問
八

問
題
文
の
内
容
と
一
致
す
る
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑧
の
中
か
ら
二�

つ�

選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
二
つ
の
解
答
の
マ
ー
ク
順
は
問
い
ま
せ

ん
）。
解
答
番
号
は

20

・

21

。

①

カ
フ
カ
の
小
説
で
は
、
全
体
と
し
て
結
局
何
が
言
い
た
い
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

②

小
説
で
は
、
人
間
を
中
心
に
せ
ず
、
他
の
も
の
の
変
化
と
と
も
に
捉
え
る
見
方
も
で
き
る
。

③

ミ
ス
テ
リ
で
は
大
ま
か
な
感
動
が
で
き
、
純
文
学
で
は
構
造
的
感
動
が
で
き
る
。

④

小
説
に
お
け
る
距
離
と
し
て
の
意
味
の
関
係
と
は
、
何
か
の
喪
失
を
キ
ー
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

⑤

大
ま
か
な
感
動
に
は
構
造
的
感
動
が
必
要
で
あ
り
、
構
造
的
感
動
に
は
大
ま
か
な
感
動
が
必
要
で
あ
る
。

⑥

小
意
味
の
絡
み
合
い
を
面
白
い
と
思
う
こ
と
は
、
感
動
の
一
つ
で
あ
る
。

⑦

人
間
は
秩
序
あ
る
群
れ
を
な
す
社
会
的
動
物
で
あ
る
と
い
う
意
識
は
、
構
造
的
感
動
を
阻
害
す
る
。

⑧

伏
せ
ら
れ
た
も
の
が
次
々
に
明
か
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
、
純
文
学
の
主
眼
で
あ
る
。

問
九

カ
フ
カ
と
同
年
に
生
ま
れ
た
作
家
に
志
賀
直
哉
が
い
ま
す
。
志
賀
の
作
品
名
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

22

。

①

出
家
と
そ
の
弟
子

②

人
間
失
格

③

蟹
工
船

④

カ
イ
ン
の
末
裔

⑤

暗
夜
行
路
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問
六

問
題
文
に
お
い
て
、

線
部
Ⅱ
「
大
ま
か
な
感
動
」
と
、

線
部
Ⅲ
「
構
造
的
感
動
」
と
で
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
り
ま
す
か
。
そ

の
違
い
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

18

。

み
い
だ

①
「
大
ま
か
な
感
動
」
で
は
、
人
間
に
と
っ
て
普
遍
的
な
主
題
を
作
品
に
見
出
し
て
い
る
の
に
対
し
、「
構
造
的
感
動
」
で
は
、
そ
の
よ
う
な

問
題
は
言
葉
に
し
が
た
い
と
し
て
、
読
者
の
心
に
忘
れ
が
た
い
鮮
烈
な
印
象
を
残
す
部
分
を
重
視
し
て
い
る
、
と
い
う
違
い
が
あ
る
。

②
「
大
ま
か
な
感
動
」
で
は
、「
意
味
の
リ
ズ
ム
」
を
楽
し
む
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
い
の
に
対
し
、「
構
造
的
感
動
」
で
は
、
様
々
な
意
味
の

遠
近
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
展
開
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
で
人
間
の
い
き
い
き
と
し
た
生
が
営
ま
れ
る
、
と
い
う
違
い
が
あ
る
。

③
「
大
ま
か
な
感
動
」
で
は
、
生
存
を
最
優
先
す
る
と
い
う
一
面
に
由
来
し
て
、
作
品
全
体
の
意
義
を
考
え
て
い
る
の
に
対
し
、「
構
造
的
感

動
」
で
は
、
特
段
意
味
も
な
い
よ
う
な
各
部
の
関
わ
り
方
を
楽
し
み
、
想
像
力
を
展
開
す
る
、
と
い
う
違
い
が
あ
る
。

④
「
大
ま
か
な
感
動
」
で
は
、
作
品
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
無
視
し
て
、
登
場
し
て
く
る
人
間
に
の
み
注
目
し
て
い
る
の
に
対
し
、「
構
造
的
感

動
」
で
は
、
そ
れ
に
限
ら
な
い
各
部
の
重
層
的
な
意
味
を
拾
い
上
げ
、
そ
れ
ら
の
絡
み
合
い
に
目
を
こ
ら
し
て
い
る
、
と
い
う
違
い
が
あ
る
。

⑤
「
大
ま
か
な
感
動
」
で
は
、
他
者
と
の
共
存
の
た
め
想
像
力
を
養
う
と
い
う
人
間
の
必
要
か
ら
、
物
事
の
良
し
悪
し
を
読
み
取
っ
て
い
る

の
に
対
し
、「
構
造
的
感
動
」
で
は
、
余
分
な
こ
と
を
楽
し
む
真
の
人
間
性
に
基
づ
き
、
細
部
を
熟
読
し
て
い
る
、
と
い
う
違
い
が
あ
る
。

念
校
紙―104―

21／30

Ｂ（選）

2
5
0
3
1
7
R
0
2
1

２５２００５Ｊ Page 21 2024.12.09 17.36.06

２５２００５Ｊ_21

問
七

線
部
Ⅳ
「
こ
の
原
理
的
な
あ
り
方
」
と
は
ど
う
い
う
あ
り
方
で
す
か
。
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー

ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

19

。

①

そ
の
作
者
を
超
え
た
無
意
識
こ
そ
す
ぐ
れ
た
芸
術
作
品
の
作
り
手
で
あ
り
、
一
見
不
要
に
思
え
る
よ
う
な
表
現
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
、

そ
の
作
者
を
形
成
し
て
い
る
内
面
の
核
に
到
達
す
る
と
い
う
あ
り
方
。

②

早
急
に
答
え
や
結
論
を
出
さ
な
い
こ
と
で
、
読
者
が
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
読
ん
だ
り
考
え
た
り
で
き
、
自
分
と
の
対
話
を
重
ね
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
あ
り
方
。

③

奇
妙
な
逆
説
性
を
背
負
っ
て
い
る
人
間
の
生
そ
の
も
の
と
同
様
に
、
本
筋
か
ら
離
れ
た
様
々
な
描
写
の
デ
ィ
テ
ー
ル
そ
の
も
の
の
重
要
性

を
提
示
す
る
と
い
う
あ
り
方
。

④

自
分
と
い
う
存
在
や
世
界
の
隠
さ
れ
た
秘
密
と
い
う
、
つ
か
み
取
れ
る
保
証
の
な
い
も
の
を
少
し
で
も
意
識
化
し
よ
う
と
し
、
複
雑
な
う

ね
り
の
中
の
二
面
性
を
表
現
す
る
あ
り
方
。

⑤

隠
れ
て
い
た
も
の
が
出
て
く
る
こ
と
を
求
め
る
と
い
う
人
間
の
本
能
を
刺
激
す
る
一
方
で
、
生
き
る
こ
と
に
は
接
続
し
な
い
余
分
な
部
分

の
微
妙
な
面
白
さ
を
有
す
る
と
い
う
あ
り
方
。
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国語〔 2 科目型〕



179

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

�
��

�

Ｃ

3

セ
イ
セ
イ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

ト
ウ
セ
イ
の
と
れ
た
集
団
。

こ
ん
す
い

②

昏
睡
状
態
か
ら
カ
ク
セ
イ
す
る
。

③

日
米
の
選
手
を
コ
ン
セ
イ
し
た
チ
ー
ム
。

④

ジ
セ
イ
の
お
菓
子
。

⑤

心
の
中
に
セ
イ
キ
す
る
感
情
。

Ｄ

4

ム
ダ

�����������

�

�

��

�

①

酒
が
元
で
ダ
ラ
ク
し
た
。

②

交
渉
が
ダ
ケ
ツ
す
る
。

③

ダ
ダ
を
こ
ね
る
子
ど
も
。

④

ダ
ミ
ン
を
貪
る
。

⑤

道
が
ダ
コ
ウ
す
る
。

Ｅ

5

キ
ボ

�����������

�

�

��

�

①

国
際
的
な
キ
カ
ク
に
合
致
し
た
製
品
。

②

企
業
の
再
建
を
キ
ト
す
る
。

③

キ
ジ
ョ
ウ
を
飾
る
美
し
い
詩
集
。

④

キ
セ
イ
の
ス
タ
イ
ル
を
打
ち
破
っ
た
文
学
。

⑤

先
人
の
キ
セ
キ
を
た
ど
る
。

念
校
紙―107―

18／30

Ｂ（選）

2
5
0
3
1
7
R
0
1
8

２５２００５Ｊ Page 18 2024.12.09 17.36.06

２５２００５Ｊ_18

�
��
�

�
�

注
7

ド
ラ
イ
ブ
＝
駆
り
立
て
る
、
推
進
す
る
、
前
に
進
め
る
な
ど
の
意
。

注
8

サ
ス
ペ
ン
ス
＝
持
続
的
な
不
安
や
緊
張
、
お
よ
び
そ
れ
ら
が
続
く
さ
ま
を
描
い
た
作
品
。

注
9

カ
フ
カ
＝
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
（
一
八
八
三
年
〜
一
九
二
四
年
）。
チ
ェ
コ
出
身
の
小
説
家
。
作
品
に
『
城
』
が
あ
る
。

注
10

エ
ン
タ
メ
＝
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
略
。

問
一

線
部
Ａ
〜
Ｆ
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

1

〜

6

。

Ａ

1

ヨ
ウ
ソ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

ヨ
ウ
ガ
イ
堅
固
な
城
を
築
く
。

②

ボ
ン
ヨ
ウ
な
性
格
の
主
人
公
。

③

新
人
を
主
役
に
キ
ヨ
ウ
す
る
。

④

カ
ン
ヨ
ウ
な
態
度
を
取
る
。

⑤

意
気
ヨ
ウ
ヨ
ウ
と
引
き
上
げ
る
。

Ｂ

2

ケ
ツ
ジ
ョ

�����������

�
�

�
�

�
��
�

�
�

①

シ
ン
ケ
ツ
を
注
ぐ
。

②

銅
像
に
な
る
ほ
ど
の
ケ
ツ
ブ
ツ
。

③

文
章
の
ケ
ッ
コ
ウ
を
考
え
る
。

④

飛
行
機
の
ケ
ッ
コ
ウ
や
遅
延
が
相
次
ぐ
。

⑤

交
渉
が
ケ
ツ
レ
ツ
す
る
。
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問
四

Ｘ

〜

Ｚ

に
入
る
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑧
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

16

。

①
〔

Ｘ

ミ
ス
テ
リ

Ｙ

純
文
学

Ｚ

純
文
学

〕

②
〔

Ｘ

ミ
ス
テ
リ

Ｙ

純
文
学

Ｚ

ミ
ス
テ
リ

〕

③
〔

Ｘ

ミ
ス
テ
リ

Ｙ

ミ
ス
テ
リ

Ｚ

純
文
学

〕

④
〔

Ｘ

純
文
学

Ｙ

ミ
ス
テ
リ

Ｚ

純
文
学

〕

⑤
〔

Ｘ

ミ
ス
テ
リ

Ｙ

ミ
ス
テ
リ

Ｚ

ミ
ス
テ
リ

〕

⑥
〔

Ｘ

純
文
学

Ｙ

純
文
学

Ｚ

純
文
学

〕

⑦
〔

Ｘ

純
文
学

Ｙ

純
文
学

Ｚ

ミ
ス
テ
リ

〕

⑧
〔

Ｘ

純
文
学

Ｙ

ミ
ス
テ
リ

Ｚ

ミ
ス
テ
リ

〕

問
五

線
部
Ⅰ
「
リ
ズ
ム
と
い
う
観
点
で
小
説
を
読
む
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
の
問
題
文
に
お
け
る
意
味
と
し
て
適
当
で�

は�

な�

い�

も�

の�

を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

17

。

①

様
々
な
も
の
の
複
雑
に
織
り
な
す
う
ね
り
を
捉
え
て
読
む
こ
と
。

②

オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
や
風
景
、
空
気
感
な
ど
の
変
化
に
重
心
を
置
い
て
読
む
こ
と
。

③

対
立
に
注
目
し
、
部
分
部
分
に
細
か
い
0
と
1
の
ビ
ー
ト
を
見
る
こ
と
。

④

近
か
っ
た
り
遠
か
っ
た
り
と
い
う
距
離
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
展
開
し
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
。

⑤

人
間
の
心
情
の
動
き
に
注
意
し
て
ス
ト
ー
リ
ー
の
流
れ
を
追
う
こ
と
。
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�

Ｆ

6

リ
ョ
ウ
ギ

�����������

��

�

�

�

①

ギ
タ
イ
語
は
形
容
詞
で
あ
る
。

②

ギ
シ
ン
暗
鬼
に
な
る
。

③

資
金
調
達
の
ベ
ン
ギ
を
は
か
る
。

④

企
業
の
誘
致
を
ケ
ツ
ギ
す
る
。

⑤

交
通
事
故
で
ギ
ソ
ク
に
な
る
。

問
二

ａ

〜

ｅ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の
①
〜
⑥
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ー
ク
し
な

さ
い
（
同
じ
記
号
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）。

解
答
番
号
は

ａ

が

7

、

ｂ

が

8

、

ｃ

が

9

、

ｄ

が

10

、

ｅ

が

11

。

①

し
か
し

②

た
と
え
ば

③

ま
ず

④

そ
し
て

⑤

つ
ま
り

⑥

た
と
え

問
三

い

〜

に

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な

さ
い
。

解
答
番
号
は

い

が

12

、

ろ

が

13

、

は

が

14

、

に

が

15

。

け
ん
こ
ん
い
っ
て
き

い
〔

①

乾
坤
一
擲

②

起
承
転
結

③

勧
善
懲
悪

④

公
序
良
俗

⑤

喜
怒
哀
楽

〕

ろ
〔

①

類
型

②

抽
象

③

言
語

④

血
肉

⑤

可
視

〕

え
ん
え
き

ふ
か
ん

は
〔

①

橋
渡
し

②

同
一
視

③

演
繹

④

単
純
化

⑤

俯
瞰

〕

に
〔

①

受
動

②

論
理

③

空
想

④

連
想

⑤

能
動

〕
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国語〔 2 科目型〕



180

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

の
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、

Ｘ

に
お
い
て
細
か
な
描
写
と
い
う
の
は
す
ご
く
重
要
な

も
の
な
ん
で
す
ね
。

ｅ

、
雑
木
林
を
描
く
と
し
ま
し
ょ
う
。

雑
木
林
が
見
え
る
。
そ
の
と
き
、
葉
っ
ぱ
の
一
部
分
の
描
写
か
ら
始
め
、
あ
る
木
立
の
全
体
像
が
現
れ
て
き
た
そ
の
次
に
、
そ
ば
を
走
っ
て
い
る

道
が
見
え
て
く
る
、
あ
る
い
は
そ
の
人
物
が
思
っ
て
い
る
過
去
の
記
憶
み
た
い
な
も
の
が

に

的
に
引
き
出
さ
れ
て
く
る

こ
の

よ
う
に
、
風
景
描
写
と
重
な
り
な
が
ら
記
憶
が
湧
き
出
し
て
く
る
、
と
い
っ
た
展
開
を
考
え
る
と
し
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
。
ま
ず
、
最
初
に
葉
っ
ぱ
が
書
か
れ
た
と
き
に
、
雑
木
林
の
他
の
部
分
は
伏
せ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
続
い
て
、

全
体
像
が
次
第
に
明
か
さ
れ
て
い
く
。
こ
こ
に
も
、
伏
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
明
か
さ
れ
、
そ
し
て
明
か
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
何
か
が
ま
た
伏
せ
ら
れ

て
い
て
、
そ
れ
が
ま
た
明
か
さ
れ
て
い
く
…
…
と
い
う
「
い
な
い
い
な
い
ば
あ
」
が
連
続
し
て
い
る
。
0→

1
で
す
ね
。
と
同
時
に
、
い
ろ
い
ろ
な

デ
ィ
テ
ー
ル
が
描
か
れ
、
そ
れ
が
過
去
の
記
憶
を
呼
び
起
こ
し
、
現
在
の
知
覚
と
過
去
の
イ
メ
ー
ジ
が
絡
み
合
い
、
時
間
を
超
え
た
う
ね
り
に
な
っ

て
い
く
。

Ｙ

的
な
風
景
描
写
に
も
、
0→

1
の
移
行
が
細
か
く
連
続
し
て
い
く

Ｚ

的
な
展
開
が
あ
る
と
言
え
、
し

か
し
そ
れ
と
同
時
に
、
総
体
と
し
て
う
ね
り
を
味
わ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
構
造
的
感
動
が
で
き
る
わ
け
で
す
。ち

ば
ま
さ
や

（
千
葉
雅
也
『
セ
ン
ス
の
哲
学
』
に
よ
る
）

注
1

オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
＝
様
々
な
意
味
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
も
の
」
の
意
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

注
2

ビ
ー
ト
＝
拍
子
。

注
3

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
＝
段
階
を
追
っ
て
変
化
し
て
い
く
こ
と
。

注
4

本
章
＝
問
題
文
の
出
典
の
「
第
四
章

意
味
の
リ
ズ
ム
」
を
指
す
。

注
5

大
意
味
＝
筆
者
は
、
小
説
や
映
画
に
つ
い
て
、
全
体
と
し
て
何
が
言
い
た
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
「
大
意
味
」
と
し
て
い
る
。

注
6

デ
ィ
テ
ー
ル
＝
細
部
。
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か
ら
避
け
る
べ
き
だ
）
と
か
、「
主
人
公
に
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
感
想
が
先
に
来
ま
す
。
そ
う
い
う
感
想
は
、
人
間
が
、
秩
序
あ
る

群
れ
を
な
す
社
会
的
動
物
で
あ
り
、
そ
の
生
物
的
必
要
性
か
ら
来
て
い
る
面
が
あ
る
、
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
も
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を

全
部
に
し
な
い
わ
け
で
す
。
人
間
は
社
会
的
動
物
で
あ
る
と
同
時
に
、
も
っ
と
自
由
に
想
像
力
を
展
開
す
る
力
が
あ
る
。
構
造
的
感
動
は
、
生
存
に

直
結
し
な
い
ムＤ
ダ
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
、
と
い
う
人
間
性
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
小
さ
な
こ
と
を

ろ

化
す
る
と
い
う
の
は
、
言
葉
は
悪
い
で
す
が
、「
ム
ダ
口
」
を
豊
か
に
展
開
す
る
練

習
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

小
説
と
は
、
大
き
く
言
え
ば
、
何
か
の
ケ
ツ
ジ
ョ
を
埋
め
る
と
い
う
、
生
物
の
根
本
運
動
に
注
7ドラ

イ
ブ
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
解
決
を
遅
延
し
＝

注
8サス

ペ
ン
ス
構
造
を
設
定
し
、
長
々
と
ム
ダ
口
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
あ
の
よ
う
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
な
る
の
だ
、
と
言
え
る
。

小
説
のⅣ
こ
の
原
理
的
な
あ
り
方
を
代
表
的
に
示
し
て
い
る
の
が
、
注
9カフ

カ
だ
と
思
い
ま
す
。
結
局
何
な
の
か
、
と
い
う
大
意
味
を
宙
づ
り
に
し
、

延
々
と
ム
ダ
な
サ
ス
ペ
ン
ス
が
展
開
さ
れ
る
。
主
人
公
に
対
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
邪
魔
が
入
っ
て
は
、
あ
あ
だ
こ
う
だ
と
余
分
な
こ
と
を
書
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
長
く
な
っ
て
い
く
。『
城
』
が
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

意
味
の
リ
ズ
ム
か
ら
見
る
こ
と
で
、
ミ
ス
テ
リ
と
い
っ
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
小
説
と
、
い
わ
ゆ
る
純
文
学
作
品
を

は

し
て

捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

ケ
ツ
ジ
ョ
を
埋
め
る
こ
と
、
つ
ま
り
0→

1
の
移
行
、
そ
れ
と
結
び
つ
い
た

い

が
ど
の
よ
う
に
隠
さ
れ
、
開
示
さ
れ
る
か
。
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
場
合
、
意
味
の
リ
ズ
ム
は
対
立
の
ビ
ー
ト
を
中
心
に
し
、
あ
ま
り
複
雑
な
う
ね
り
に
よ
っ
て
読
者
を
混
乱
さ
せ
な
い
よ
う
に

す
る
。
伏
せ
て
明
か
す
と
い
う
「
い
な
い
い
な
い
ば
あ
」
を
、
意
味
対
立
に
よ
っ
て
い
ろ
ん
なＥ
キ
ボ
で
設
定
し
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
へ
持
っ
て
い
く
。

一
方
で
、
意
味
の
リ
ズ
ム
が
よ
り
微
細
に
取
り
扱
わ
れ
、
対
立
の
ビ
ー
ト
が
あ
り
な
が
ら
も
、
複
雑
な
う
ね
り
の
重
要
性
が
よ
り
高
く
、
そ
の
た

め
、
よ
り
中
間
色
的
な
意
味
の
曖
昧
さ
、
リ
ョ
ウＦ
ギ
性
を
表
そ
う
と
す
る
傾
向
が
強
く
な
る
と
、
純
文
学
に
寄
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

注
10エン
タ
メ
寄
り
の
小
説
論
で
は
、
余
計
な
描
写
を
避
け
る
と
言
わ
れ
た
り
し
ま
す
が
、
そ
れ
は
読
者
に
、
本
筋
か
ら
離
れ
た

に
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Ⅱ

選
択
問
題

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

1

〜

22

。

Ⅰ
リ
ズ
ム
と
い
う
観
点
で
小
説
を
読
む
と
、
あ
る
人
物
が
何
を
し
た
か
、
ど
う
い
う
気
持
ち
だ
っ
た
か
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
ん
な
注
1オブ

ジ
ェ
ク
ト
や

風
景
な
ど
の
リ
ズ
ム
、

ａ

、
内
容
だ
け
で
な
く
文
章
そ
の
も
の
の
リ
ズ
ム
が
面
白
く
な
っ
て
き
ま
す
。

説
明
を
も
う
ち
ょ
っ
と
補
い
ま
す
。
リ
ズ
ム
を
捉
え
る
た
め
に
、
ま
ず
対
立
に
注
目
し
た
わ
け
で
す
が
、
意
味
の
関
係
と
は
「
距
離
」
で
あ
り
、

し
か
も
何
か
と
何
か
が
一
対
一
で
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
多
方
向
に
い
ろ
ん
な
距
離
でＡ
ヨ
ウ
ソ
が
絡
み
合
っ
て
い
ま
す
。
各
部
分
を
対
立
に

注
目
し
て
捉
え
る
と
、「
熱
が
高
ま
っ
て
い
る
方
」
と
「
冷
え
て
い
る
＝
熱
が
欠
け
て
い
る
方
」
の
よ
う
に
、
何
か
のＢ
ケ
ツ
ジ
ョ
を
キ
ー
と
し
て
捉

え
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
0
と
1
で
見
る
こ
と
に
な
る
。
部
分
部
分
に
細
か
い
0
と
1
の
注
2ビー

ト
を
見
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

ｂ

そ
れ
は
一
面
的
な
捉
え
方
で
、
も
っ
と
複
雑
に
、
い
ろ
ん
な
ヨ
ウ
ソ
が
絡
み
合
っ
た
う
ね
り
を
捉
え
る
見
方
が
あ
っ
て
、
そ
の
場

合
に
は
、
対
立
で
は
な
く
、「
近
か
っ
た
り
遠
か
っ
た
り
と
い
う
距
離
の
注
3グラ

デ
ー
シ
ョ
ン
が
展
開
し
て
い
る
」
と
い
う
ふ
う
に
見
る
こ
と
に
な
る
。

物
語
で
は
、
人
物
を
メ
イ
ン
と
し
て
流
れ
を
追
う
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
や
風
景
、
空
気
感
な
ど
の
変
化
に
重
心
を
置
い
て
、
人

の
動
き
を
最
優
先
に
し
な
い
よ
う
な
見
方
も
で
き
ま
す
。
人
に
着
目
し
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
捉
え
る
の
は
一
番
ベ
ー
シ
ッ
ク
だ
と
思
い
ま
す
が
、
も
の

や
風
景
の
リ
ズ
ム
の
な
か
に
人
を
織
り
込
む
こ
と
で
、
複
雑
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
よ
う
に
物
語
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

絵
な
り
小
説
な
り
の
各
部
分
に
お
い
て
、
意
味
が
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
遠
い
と
こ
ろ
へ
飛
ぶ
の
か
と
い
う
リ
ズ
ム
。

ｃ

、
単
純
化
す
れ
ば
、「
近
い
、
近
い
、
遠
い
」、「
遠
い
、
遠
い
、
近
い
」
と
い
っ
た
ビ
ー
ト
が
あ
る
。
赤
い
も
の
が
あ
っ
た
と

き
に
、
次
に
来
る
も
の
が
縁
遠
い
イ
メ
ー
ジ
に
な
る
＝
赤
が
ケ
ツ
ジ
ョ
す
る
、
そ
れ
と
も
、
近
く
な
る
か
＝
赤
の
そ
ば
に
い
る
か
、
と
い
う
わ
け
で
、

こ
れ
は
「
い
な
い
い
な
い
ば
あ
」
の
構
造
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
0
と
1
の
ビ
ー
ト
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
も
っ
と
複
雑
に
、
い
ろ
ん
な
ヨ
ウ
ソ
の
距
離

こ
の
距
離
と
は
、
パ
キ
ッ
と
し
た
対
立
で
は
な
い
伸
び
縮
み
す
る
遠
近
で
す

が
う
ね
り
な
が
ら
展
開
し
て
い
く
、
と
い
うＣ
セ
イ
セ
イ
変
化
が
も
う
一
方
に
あ
り
、
そ
の
両
方
で
捉
え
た
い
の
で
す
。
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・
不
在
／
存
在
の
ビ
ー
ト

：

対
立
と
し
て
の
意
味

・
セ
イ
セ
イ
変
化
の
う
ね
り：

距
離
と
し
て
の
意
味

注
4本章

で
言
い
た
か
っ
た
「
意
味
の
リ
ズ
ム
」
の
説
明
は
、
以
上
で
す
。
も
う
少
し
だ
け
補
足
し
ま
す
。

感
動
と
い
う
も
の
を
二
つ
の
種
類
に
分
け
る
の
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

ひ
と
つ
は
、Ⅱ
大
ま
か
な
感
動
で
す
。
い
い
話
だ
と
か
、
悲
惨
な
話
だ
と
か
い
う
感
動
で
、
そ
れ
が
作
品
の
注
5大意

味
に
属
す
る
こ
と
は
、
も
う
お
わ

か
り
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
の
感
動
が
あ
る
。
あ
ち
こ
ち
に
展
開
す
る
小
意
味
の
絡
み
合
い
、
そ
こ
に
お
け
る
意
味
の
リ
ズ

ム
、
つ
ま
り
、
い
ろ
ん
な
事
柄
の
近
さ
と
遠
さ
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
展
開
を
面
白
く
思
う
こ
と
。
こ
れ
も
一
種
の
「
感
動
」
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
こ

れ
は
、
注
6ディ

テ
ー
ル
が
ど
う
組
み
合
わ
さ
っ
て
作
品
に
な
っ
て
い
る
か
を
見
る
こ
と
で
、
す
な
わ
ち
「
構
造
」
を
見
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
「Ⅲ
構
造

的
感
動
」
と
呼
び
ま
し
ょ
う
。

大
ま
か
な
感
動
な
し
で
、
い
き
な
り
構
造
的
感
動
が
で
き
る
人
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

訓
練
を
積
め
ば
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
は
い
え
、
す
ぐ
に
で
き
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
普
通
は
、

い

の
イ
ン
パ
ク
ト
が
ま

ず
感
動
と
し
て
来
る
わ
け
で
、
で
も
そ
れ
を
な
ん
と
か
半
分
に
抑
え
た
い
。
そ
の
上
で
、「
意
味
の
リ
ズ
ム
」
を
面
白
が
る
構
造
的
感
動
が
で
き
る

体
作
り
を
し
て
い
き
た
い
わ
け
で
す
。

・
セ
ン
ス
と
は
、

い

を
中
心
と
す
る
大
ま
か
な
感
動
を
半
分
に
抑
え
、
い
ろ
い
ろ
な
部
分
の
面
白
さ
に
注
目
す
る
構
造
的
感
動
が

で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
小
さ
な
、
さ
さ
や
か
な
こ
と
を

ろ

化
す
る
練
習
が
必
要
で
し
ょ
う
。

よ

あ

人
は
生
活
上
の
良
し
悪
し
を
優
先
す
る
、

ｄ

、
生
物
と
し
て
の
サ
バ
イ
バ
ル
が
大
事
な
の
で
、「
こ
い
つ
は
悪
い
や
つ
だ
」（
だ
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

問
五

次
の
一
文
が
入
る
最
も
適
当
な
箇
所
を
、
問
題
文
中
【

①

】
〜
【

⑤

】
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

18

。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
前
述
し
た
研
究
者
た
ち
が
指
摘
す
る
、
自
然
と
の
調
和
と
い
う
共
同
幻
想
が
環
境
問
題
へ
の
意
識
を
鈍
ら
せ
て
い
る

と
い
う
事
態
に
は
、「
自
然
と
の
調
和
」
を
め
ぐ
る
海
を
超
え
た
や
り
と
り
、
思
い
込
み
、
す
れ
違
い
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

問
六

線
部
Ⅰ
「
日
本
で
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
筆
者
は
「
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
」
と
主
張
し
て
い
る
の

で
す
か
。
そ
の
理
由
を
説
明
し
た
文
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

19

。

①
「
自
然
と
の
調
和
」
は
、
日
本
文
化
の
特
徴
を
表
す
表
現
と
し
て
近
年
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
日
本
の
人
々
に
と
っ
て
は
自
明
の

概
念
で
あ
り
、
言
語
化
す
る
こ
と
で
問
題
が
生
じ
て
い
る
か
ら
。

②
「
自
然
と
の
調
和
」
は
、
日
本
の
文
化
や
文
学
を
通
し
て
表
現
さ
れ
て
き
た
自
然
へ
の
親
し
み
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
海
外
と
共
通
す
る

部
分
も
あ
る
と
は
い
え
、
日
本
独
自
の
価
値
観
に
も
と
づ
く
部
分
が
大
き
い
か
ら
。

③
「
自
然
と
の
調
和
」
は
、
環
境
を
守
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
意
識
が
世
界
で
高
ま
る
中
で
形
成
さ
れ
た
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
概
念
で
あ
る
が
、

日
本
の
場
合
は
そ
の
よ
う
な
意
識
の
高
ま
り
が
遅
れ
て
い
た
か
ら
。

④
「
自
然
と
の
調
和
」
は
、
日
本
文
化
を
研
究
す
る
海
外
の
研
究
者
が
作
り
出
し
た
環
境
用
語
で
あ
り
、
そ
の
用
語
を
日
本
の
自
然
の
あ
り

方
に
そ
の
ま
ま
適
用
可
能
で
あ
る
と
言
い
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
。

⑤
「
自
然
と
の
調
和
」
は
、
日
本
に
お
い
て
は
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
状
態
を
指
す
こ
と
も
あ
る
が
、
国
際
社
会
の
見
方
を
取
り
込
ん
で
か
ら
形

成
さ
れ
た
日
本
文
化
の
イ
メ
ー
ジ
で
も
あ
る
か
ら
。
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問
三

甲

・

乙

に
入
る
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑧
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

12

。

だ
い
だ
い

こ
ち
ょ
う

①

甲

が
橙
、

乙

が
胡
蝶

か
ん
た
ん

②

甲

が
橙
、

乙

が
邯
鄲

ほ
と
と
ぎ
す

③

甲

が
桜
、

乙

が
時
鳥

④

甲

が
桜
、

乙

が
松
虫

り
ん
ど
う

⑤

甲

が
竜
胆
、

乙

が
邯
鄲

⑥

甲

が
竜
胆
、

乙

が
松
虫

⑦

甲

が
菜
の
花
、

乙

が
時
鳥

⑧

甲

が
菜
の
花
、

乙

が
胡
蝶

問
四

い

〜

ほ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な

さ
い
。

解
答
番
号
は

い

が

13

、

ろ

が

14

、

は

が

15

、

に

が

16

、

ほ

が

17

。

い
〔

①

情
緒

②

伝
説

③

幻
想

④

曲
解

⑤

道
理

〕

そ
じ
ょ
う

み
こ
し

ろ
〔

①

基
盤

②

俎
上

③

候
補

④

神
輿

⑤

異
端

〕

は
〔

①

構
築

②

証
明

③

演
出

④

実
践

⑤

制
限

〕

に
〔

①

当
た
り
前
さ

②

有
名
さ

③

明
確
さ

④

曖
昧
さ

⑤

奔
放
さ

〕

ほ
〔

①

本
体

②

理
念

③

性
質

④

意
味

⑤

実
態

〕

念
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問
八

Ｘ

に
は
、
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
の
日
本
語
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
里
山
の
写
真
と
説
明
が
あ
っ
た
場

合
の
、
批
判
の
具
体
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
批
判
の
具
体
例
と
し
て
適
当
で�

は�

な�

い�

も�

の�

を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー

ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

21

。

①
「
日
本
の
原
風
景
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
里
山
の
実
態
を
隠
蔽
し
て
い
る
。

②

里
山
を
「
自
然
と
の
共
生
の
理
想
的
な
モ
デ
ル
」
と
す
る
こ
と
は
現
実
味
に
欠
け
る
。

③
「
生
物
多
様
性
」
の
象
徴
と
し
て
里
山
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
文
化
の
盗
用
で
あ
る
。

④

日
本
の
気
候
風
土
に
育
ま
れ
た
自
然
の
う
っ
て
つ
け
の
例
と
し
て
誇
張
し
て
い
る
。

⑤

経
済
成
長
の
一
方
で
荒
廃
が
す
す
ん
で
い
る
里
山
を
美
的
に
搾
取
し
て
い
る
。

問
九

問
題
文
中
に
出
て
く
る
『
万
葉
集
』
を
題
材
に
し
た
作
品
を
著
し
た
作
家
の
一
人
と
し
て
井
上
靖
が
い
ま
す
。
彼
の
作
品
名
を
、
次
の
①
〜

⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

22

。

①

二
十
四
の
瞳

②

天
平
の
甍

③

金
色
夜
叉

④

三
四
郎

⑤

杜
子
春

念
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問
七

線
部
Ⅱ
「
日
本
の
国
際
社
会
に
対
す
る
意
識
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
「
日
本
の
国
際
社
会
に
対
す
る
意
識
」
を
、
日
本
に
お

け
る
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
、
筆
者
は
読
み
取
っ
て
い
ま
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ

選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

20

。

①

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙
で
は
浮
世
絵
や
型
紙
と
い
っ
た
日
本
の
伝
統
工
芸
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
海
外
で
も
注
目
さ
れ
つ
つ

あ
る
日
本
文
化
を
国
際
社
会
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
意
識
を
読
み
取
っ
て
い
る
。

②

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
英
語
版
の
み
に“T

h
e

S
atoyam

a”

と
い
う
項
目
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
荒
廃
し
つ
つ
あ
る
里
山
の
復
興
に
よ
っ
て
自

然
と
の
調
和
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
国
際
社
会
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
意
識
を
読
み
取
っ
て
い
る
。

③

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
「
生
物
多
様
性
」
と
い
う
言
葉
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
様
々
な
生
態
系
が
日
本
で
は
「
共
生
」
し
て
い
る
と

い
う
現
実
を
国
際
社
会
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
意
識
を
読
み
取
っ
て
い
る
。

④

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
お
け
る
「
共
生
」
の
英
語
訳
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
然
と
調
和
し
た
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
日
本
と
い
う
自
文
化

像
を
強
調
し
て
国
際
社
会
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
意
識
を
読
み
取
っ
て
い
る
。

⑤

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
す
べ
て
英
語
版
が
あ
り
、
英
語
版
で
は“h

arm
on

y
w

ith
n

atu
re”

を
強
調
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
然
と
調
和
し

た
理
想
的
な
モ
デ
ル
と
し
て
の
日
本
を
国
際
社
会
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
意
識
を
読
み
取
っ
て
い
る
。
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

�
�

�
�

Ｅ

5

サ
ク
テ
イ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

願
い
事
を
タ
ン
ザ
ク
に
書
く
。

②

文
章
を
テ
ン
サ
ク
す
る
。

③

カ
サ
ク
に
入
選
す
る
。

④

ホ
テ
ル
周
辺
を
サ
ン
サ
ク
す
る
。

⑤

ト
ウ
サ
ク
し
た
愛
情
表
現
。

Ｆ

6

ク
ウ
キ
ョ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
��
�

①

キ
ョ
マ
ン
の
富
を
築
く
。

②

教
員
メ
ン
キ
ョ
の
取
得
。

た
ん

③

キ
ョ
シ
ン
坦
懐
に
読
む
。

④

キ
ョ
ド
ウ
不
審
な
人
物
。

⑤

キ
キ
ョ
安
否
を
問
う
手
紙
。

問
二

ａ

〜

ｅ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の
①
〜
⑥
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ー
ク
し
な

さ
い
（
同
じ
記
号
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）。

解
答
番
号
は

ａ

が

7

、

ｂ

が

8

、

ｃ

が

9

、

ｄ

が

10

、

ｅ

が

11

。

①

つ
ま
り

②

な
お

③

お
そ
ら
く

④

し
か
し

⑤

そ
も
そ
も

⑥

あ
る
い
は
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�
��
�

�
�

�
�

�
�

三
日
か
ら
十
四
日
ま
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議
。

注
11

英
語
版
で
タ
イ
ト
ル
が
異
な
る
＝
第
三
次
戦
略
の
英
語
版
タ
イ
ト
ル
は“O

u
r

L
ives

in
th

e
W

eb
of

L
ife”

で
あ
り
、
第
四
次
戦
略
の

英
語
版
タ
イ
ト
ル
は“B

iodiversity
is

L
ife

B
iodiversity

is
ou

r
L

ife”

で
あ
る
。

注
12

ウ
ヴ
ェ
・
ペ
ル
ク
ゼ
ン
＝
ド
イ
ツ
の
言
語
学
者
（
一
九
三
五
年
〜
）。
歴
史
、
言
語
、
絵
画
の
批
評
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

問
一

線
部
Ａ
〜
Ｆ
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

1

〜

6

。

Ａ

1

シ
ン
ト
ウ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

発
表
会
を
シ
ン
コ
ウ
す
る
。

②

シ
ン
サ
ン
を
な
め
る
結
果
に
な
っ
た
。

③

シ
ン
チ
ョ
ウ
な
性
格
で
あ
る
。

④

仏
教
を
シ
ン
コ
ウ
し
て
い
る
。

⑤

洪
水
で
家
屋
が
シ
ン
ス
イ
す
る
。

Ｂ

2

ゾ
ウ
ケ
イ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

神
か
ら
ケ
イ
ジ
を
授
か
る
。

②

ケ
イ
コ
ク
の
美
女
。

③

有
名
な
ケ
イ
シ
ョ
ウ
地
。

④

神
社
へ
の
サ
ン
ケ
イ
。

⑤

肺
炎
の
テ
ン
ケ
イ
的
症
状
。

Ｃ

3

ボ
ウ
ト
ウ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
��
�

①

警
察
に
シ
ュ
ッ
ト
ウ
す
る
。

②

カ
イ
ト
ウ
乱
麻
の
投
球
。

③

ト
ウ
ゲ
ン
キ
ョ
ウ
を
目
指
す
旅
。

④

ソ
ウ
マ
ト
ウ
の
よ
う
に
脳
裏
に
浮
か
ぶ
。

⑤

抱
腹
ゼ
ッ
ト
ウ
の
ジ
ョ
ー
ク
。

Ｄ

4

ハ
ッ
コ
ウ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

コ
ウ
リ
ツ
的
な
勉
強
法
。

②

自
著
を
カ
ン
コ
ウ
す
る
。

③

裁
判
で
コ
ウ
ベ
ン
す
る
。

④

幅
広
い
コ
ウ
ユ
ウ
関
係
。

⑤

勝
利
に
コ
ウ
ケ
ン
す
る
。
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�
�

は
っ
き
り
し
な
い
。
実
態
が
あ
る
の
か
ど
う
か
さ
え
わ
か
ら
な
い
。
逆
に
い
え
ば
、
実
態
が
な
い
か
ら
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
流
通
し
や
す
い
の
だ
ろ
う
。

【

④

】

生
物
多
様
性
国
家
戦
略
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
日
本
語
版
も
英
語
版
も
ほ
ぼ
同
内
容
だ
が
、
第
三
次
お
よ
び
第
四
次
戦
略
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、

や
ま
あ
い

か
や
ぶ

英
語
版
だ
け
に
立
て
ら
れ
た
項
目
が
あ
る
。“T

h
e

S
atoyam

a”

だ
。
山
間
に
と
け
込
ん
で
い
る
か
の
よ
う
な
茅
葺
き
屋
根
の
家
屋
と
田
ん
ぼ
の
写

真
が
見
開
き
の
大
半
を
占
め
、
そ
の
周
り
に
小
さ
な
文
字
で
、
日
本
の
「
伝
統
的
な
田
舎
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
」
が
生
物
多
様
性
に
富
む
「
自
然
と

の
共
生
の
理
想
的
な
モ
デ
ル
」
で
あ
る
こ
と
、
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
り
過
疎
化
が
進
み
里
山
が
荒
廃
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
こ
れ
が
英
語
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
だ
け
に
あ
る
の
か
。

ｄ

、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
で
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」

里
山
で
伝
統
的
に
実
践
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
、
生
物
多
様
性
を
損
な
わ
な
い
か
た
ち
で
自
然
資
源
の
持
続
可
能
な
利
用
を
促
進
す
る
取
組
み

が
承
認
さ
れ
る
た
め
に
、
国
際
社
会
に
向
け
て
里
山
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。【

⑤

】
じ
っ
さ
い
、
両
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
を
意
識
し
た
記
述
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は“T

h
e

S
atoyam

a”

と
い
う
項
目
を
日
本
語
版
に
載
せ
な
い
理
由
に
は
な
ら

な
い
。
そ
こ
で
思
う
の
は
、
も
し
日
本
語
版
に
里
山
の
写
真
と
説
明
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
反
応
を
生
ん
だ
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と

だ
。
お
そ
ら
く
一
部
で
は
、

Ｘ

、
と
い
っ
た
批
判
の
声
が
上
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
自
然
と
調
和
し
た
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
日
本
は
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
流
通
し
て
い
る
一
方
で
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
実
態
を
指
す

の
か
は
判
然
と
し
な
い
。

ｅ

「
共
生
」
が
ど
の
よ
う
な
実
態
を
指
す
の
か
す
ら
わ
か
ら
な
い
。
極
端
に
言
え
ば
、「
自
然
と
の
調

和
」
も
「
共
生
」
も
、
耳
触
り
は
よ
い
が
中
身
は
空
っ
ぽ
の
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ワ
ー
ド
」（
注
12ウヴ
ェ
・
ペ
ル
ク
ゼ
ン
）
と
し
て
シ
ン
ト
ウ
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
科
学
的
な
装
い
を
凝
ら
し
て
は
い
る
が
、
内
容
は
ク
ウＦ
キ
ョ
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
具
体
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
縛
ら
れ
ず
に

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

〈
い
か
よ
う
に
も
形
を
変
え
て
〉
日
常
言
語
に
シ
ン
ト
ウ
し
、
知
ら
ず
し
ら
ず
の
う
ち
に
私
た
ち
の
現
実
感
覚
を
仕
立
て
直
し
て
い
る
言
葉
を
、
ペ

ル
ク
ゼ
ン
は
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ワ
ー
ド
」
と
名
づ
け
た
。

ほ

は
な
い
け
れ
ど
も
な
ん
と
な
く
わ
か
っ
た
気
に
さ
せ
る
「
共
生
」

と
い
う
言
葉
は
、
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
「
自
然
と
の
調
和
」
と
同
じ
く
、
政
府
や
企
業
の
刊
行
物
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
一
般
に
流
通
し
て
い
る
書
籍
や

雑
誌
な
ど
、
至
る
と
こ
ろ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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ゆ
う
き
ま
さ
み

（
結
城
正
美
『
文
学
は
地
球
を
想
像
す
る

エ
コ
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
挑
戦
』
に
よ
る
）

注
1

エ
コ
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
＝
地
球
環
境
の
破
壊
に
対
す
る
危
機
意
識
を
背
景
に
、
一
九
九
〇
年
前
後
の
ア
メ
リ
カ
で
若
手
文
学
研
究
者
を
中

心
に
生
み
出
さ
れ
た
批
評
理
論
。

注
2

本
章
＝
問
題
文
の
出
典
の
第
三
章
「
危
機
が
叫
ば
れ
る
時
代
に

つ
く
ら
れ
た
共
生
、
生
き
ら
れ
た
共
生
」
を
指
す
。

注
3

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
＝
自
然
に
お
け
る
生
物
の
相
互
関
係
を
解
明
す
る
科
学
で
あ
る
生
態
学
（ecology

）
の
形
容
詞
形
。
ま
た
、
環
境
保
全

に
対
す
る
関
心
、
環
境
負
荷
の
低
減
を
求
め
る
必
要
な
ど
が
高
ま
る
中
、
そ
の
要
請
に
応
え
る
よ
う
な
考
え
方
や
方
法
を
意
味
す
る
。

注
4

カ
ー
ソ
ン
『
沈
黙
の
春
』
＝
一
九
六
二
年
に
出
版
さ
れ
た
、
生
物
学
者
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
（
一
九
〇
七
年
〜
一
九
六
四
年
）
の
著

書
。
農
薬
と
し
て
使
う
化
学
物
質
の
危
険
性
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

注
5

岡
倉
覚
三
『
茶
の
本
』
＝
ア
メ
リ
カ
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
で
中
国
・
日
本
美
術
部
長
を
務
め
て
い
た
岡
倉
覚
三
（
岡
倉
天
心
、
一
八
六
三

年
〜
一
九
一
三
年
）
が
、
茶
道
を
テ
ー
マ
に
日
本
人
の
美
意
識
や
文
化
を
解
説
し
た
も
の
。

注
6

生
物
多
様
性
国
家
戦
略
＝
生
物
多
様
性
条
約
（
注
9
）
及
び
生
物
多
様
性
基
本
法
（
注
7
）
に
も
と
づ
く
、
生
物
多
様
性
の
保
全
と
持
続

可
能
な
利
用
に
関
す
る
、
国
の
基
本
的
な
計
画
。

注
7

生
物
多
様
性
基
本
法
＝
生
物
多
様
性
を
保
全
し
、
そ
の
恵
み
を
将
来
に
わ
た
っ
て
享
受
し
う
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
日

本
の
法
律
。
二
〇
〇
八
年
五
月
成
立
、
同
年
六
月
施
行
。

注
8

国
連
環
境
計
画
＝
国
際
連
合
の
も
と
、
環
境
問
題
に
関
す
る
諸
活
動
の
全
般
的
な
調
整
を
行
な
う
と
と
も
に
、
新
た
な
問
題
に
対
し
て
の

国
際
的
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
際
機
関
。

注
9

生
物
多
様
性
条
約
＝
個
別
の
野
生
生
物
種
や
、
特
定
地
域
の
生
態
系
に
限
ら
ず
、
地
球
規
模
の
広
が
り
で
生
物
多
様
性
を
考
え
、
そ
の
保

全
を
目
指
す
国
際
条
約
。

注
10

地
球
サ
ミ
ッ
ト
＝
地
球
環
境
の
保
全
と
持
続
可
能
な
開
発
の
実
現
の
た
め
の
具
体
的
な
方
策
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
、
一
九
九
二
年
六
月
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国語〔 2 科目型〕



183

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

�
�

誤
解
の
な
い
よ
う
に
記
し
て
お
く
と
、
シ
ラ
ネ
は
、
二
次
的
自
然
の
文
化
的
洗
練
を
批
判
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
二
次
的

自
然
が
日
本
社
会
に
溶
け
込
ん
で
い
る
が
ゆ
え
に
、
自
分
た
ち
は
す
で
に
自
然
と
調
和
し
て
い
る
と
い
う

い

が
生
ま
れ
や
す
く
、

そ
れ
が
環
境
問
題
へ
の
反
応
を
鈍
ら
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
見
解
を
著
書
の
最
後
に
忍
ば
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）

自
然
と
の
調
和
と
い
う
共
同
幻
想
が
物
理
的
環
境
へ
の
目
を
曇
ら
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
気
に
な
る
の
は
、
自
然
と
の
調
和
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
注
3エコ

ロ
ジ
カ
ル
な
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
ア
メ
リ
カ
で
は
そ
う
な
の
だ
ろ
う
。
環
境
の
時
代
の
幕
開
け
を
告
げ
た

注
4カー

ソ
ン
『
沈
黙
の
春
』
の
ボ
ウＣ
ト
ウ
、「
ア
メ
リ
カ
の
奥
深
く
分
け
い
っ
た
と
こ
ろ
に
、
あ
る
町
が
あ
っ
た
。
生
命
あ
る
も
の
は
み
な
、
自
然
と

調
和
し
て
暮
ら
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
」
と
い
う
一
文
に
象
徴
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
「
自
然
と
の
調
和
」
は
エ
コ
ロ
ジ
カ

ル
な
状
態
を
指
す
。
し
か
し
、Ⅰ
日
本
で
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
注
5岡倉

覚
三
『
茶
の
本
』（
英
語
原
文
一
九
〇
六
年
）
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
自
然
と
の
調
和
は
環
境
問
題
が
と
り
ざ
た
さ
れ
る
前
か
ら
日
本
文
化
の
特
徴
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
。

日
本
文
化
に
み
る
自
然
と
の
調
和
は
、
い
つ
頃
か
ら
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
意
味
で
と
ら
え
ら
れ
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
八
五
年
の
論
文
で
哲

学
・
美
学
研
究
者
ユ
リ
コ
・
サ
イ
ト
ウ
が
、
環
境
問
題
に
意
識
的
な
研
究
者
の
あ
い
だ
で
、
日
本
に
お
け
る
「
人
間
と
自
然
の
調
和
」
が
西
洋
的
な

「
人
間
と
自
然
の
対
立
」
よ
り
も
倫
理
的
に
好
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
文
化
＝
自
然
と
の
調
和
＝
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル

と
い
う
認
識
は
、
遅
く
と
も
一
九
八
〇
年
代
半
ば
に
は
、
サ
イ
ト
ウ
の
研
究
拠
点
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
で
定
着
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
サ
イ
ト
ウ

ほ
の

は
、
自
然
と
の
調
和
と
い
う
日
本
的
流
儀
が
環
境
主
義
の

ろ

に
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
違
和
感
を
仄
め
か
し
て
い
る
が
、
そ
こ

か
ら
次
の
こ
と
が
導
き
出
せ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
日
本
文
化
に
み
る
自
然
と
の
調
和
は
、
ア
メ
リ
カ
で
新
た
に
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
装
い
を
ほ
ど

こ
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。【

①

】

環
境
用
語
と
し
て
の
「
自
然
と
の
調
和
」
は
、
も
と
も
と
日
本
に
存
在
し
て
い
た
概
念
で
は
な
く
、
あ
る
時
期
日
本
に
輸
入
さ
れ
、
自
然
と
調
和

か
ぶ

し
た
日
本
文
化
と
い
う
自
己
像
に
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
意
味
合
い
が
被
さ
っ
て
流
通
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ｂ

、
日
本
文
化
が

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
の
で
は
な
く
、「
自
然
と
の
調
和
」
を
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
と
み
る
海
外
の
視
点
を
取
り
込
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
日
本
文
化
＝
自
然
と

の
調
和
＝
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
と
い
う
認
識
が
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。【

②

】
そ
の
一
端
が
注
6生物

多
様
性
国
家
戦
略
を
め
ぐ
る
動
き
に
見
て
と
れ
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�

�
�

Ⅰ

必
答
問
題

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

1

〜

22

。

日
本
文
化
の
特
徴
は
？
と
聞
か
れ
て
「
自
然
と
の
調
和
」
と
答
え
る
人
は
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。『
万
葉
集
』
や
『
古
今
和
歌
集
』
で
自
然
が
詠

あ
ま
ね

い
け
ば
な

ま
れ
、
着
物
や
掛
け
軸
に
四
季
折
々
の
自
然
が
描
か
れ
る
。
自
然
を
映
す
表
現
は
、
古
典
文
学
や
伝
統
工
芸
に
遍
く
み
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
活
花

や
時
候
の
挨
拶
と
い
っ
た
か
た
ち
で
日
常
生
活
に
もＡ
シ
ン
ト
ウ
し
て
い
る
。
春
は

甲

、
秋
は

乙

、
と
い
う
連
想
が

ご
く
ふ
つ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
も
、
自
然
が
文
化
に
溶
け
込
ん
で
い
る
証
拠
で
あ
る
。
日
本
文
学
研
究
者
で
注
1エコ

ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
に
も
ゾ
ウＢ
ケ
イ

の
深
い
ハ
ル
オ
・
シ
ラ
ネ
は
、
日
本
の
文
学
や
文
化
に
表
現
さ
れ
た
自
然
を
、
物
理
的
自
然
（
一
次
的
自
然
）
と
区
別
し
て
「
二
次
的
自
然
」
と
名

づ
け
、
日
本
に
お
け
る
自
然
と
の
調
和
と
は
二
次
的
自
然
へ
の
親
し
み
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。「
二
次
的
自
然
」
と
い
う
言
葉
は
通

常
、
人
が
手
を
加
え
る
こ
と
で
管
理
・
維
持
さ
れ
て
き
た
自
然
環
境
を
指
す
が
、
注
2本章

で
は
シ
ラ
ネ
の
提
唱
し
た
用
語
と
し
て
、
す
な
わ
ち
文
学
や

文
化
を
通
し
て
表
現
さ
れ
る
自
然
を
指
す
言
葉
と
し
て
用
い
る
。

自
然
と
の
調
和
と
い
う
と
き
の
自
然
が
一
次
的
自
然
か
二
次
的
自
然
か
と
い
う
ち
が
い
は
、
人
と
環
境
の
関
係
を
考
え
る
上
で
重
要
だ
。
シ
ラ
ネ

し
さ
い

は
、
日
本
文
化
に
遍
在
す
る
二
次
的
自
然
を
仔
細
に
分
析
し
た
著
書
の
最
後
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

文
化
の
季
節
化
が
広
範
囲
に
及
び
、
二
次
的
自
然
が
遍
く
シ
ン
ト
ウ
し
て
い
る
こ
と
が
か
え
っ
て
、
環
境
を
守
る
必
要
が
あ
り
、
環
境
の
保
全

が
急
務
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
鈍
ら
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
戦
後
日
本
の
環
境
保
護
に
関
す
る
取
り
組
み
は
あ
ま
り
よ
い
結
果
を
出
し
て
い

な
い
。（
中
略
）
日
本
文
化
に
二
次
的
自
然
が
広
く
行
き
渡
っ
て
い
る
た
め
に
、
日
本
人
が
一
次
的
自
然
、
つ
ま
り
野
生
の
自
然
に
も
親
し
ん

で
い
る
、

ａ

、
調
和
し
て
い
る
と
い
う
誤
解
を
生
ん
で
し
ま
っ
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

Ｂ

国

語

表3［右ページ］から問題開始
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と
か
ら
、
生
物
多
様
性
（biodiversity

）
と
い
う
言
葉
を
強
調
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

ｃ

、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

な
ぜ
そ
れ
が
英
語
版
タ
イ
ト
ル
に
だ
け
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。
考
え
ら
れ
る
理
由
と
し
て
、
国
外
の
目
を
意
識
し
た
変
更
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が

あ
る
。
国
際
社
会
に
対
す
る
ア
ピ
ー
ル
が
英
語
の
言
葉
遣
い
に
表
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
は
、
日
本
語
の
「
共
生
」
に

あ
た
る
英
語
がcoexisten

ce

か
らh

arm
on

y
w

ith
n

atu
re

に
変
化
し
た
こ
と
を
説
明
す
る
上
で
も
妥
当
な
解
釈
だ
と
思
わ
れ
る
。（
中
略
）

生
物
多
様
性
国
家
戦
略
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
る
限
り
、
国
際
社
会
を
意
識
し
た
言
葉
の
選
択
は
、
生
物
多
様
性
条
約
第
一
〇
回
締
約
国
会
議

（C
B

D
C

O
P

10

以
下
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）
の
開
催
（
二
〇
一
〇
年
、
愛
知
県
）
に
向
け
た
過
程
で
顕
在
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。【

③

】
第
三
次
戦

略
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
日
本
が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
の
開
催
国
に
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
第
四
次
戦
略
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
議
長
国
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
す
る
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。
第
四
次
戦
略
の
英
語
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
「
生
物
多
様
性
（biodiversity

）」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
Ｃ
Ｏ

Ｐ
10
議
長
国
と
し
て
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
狙
い
だ
っ
た
と
考
え
て
も
間
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
い
の
ち
の
共
生
を
、
未
来
へ
（L

ife
in

h
arm

on
y,

in
to

th
e

fu
tu

re

）」
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
共
生
と
（
自
然

と
の
）
調
和
が
同
義
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
二
〇
〇
九
年
に
開
催
さ
れ
た
国
連
総
会
で
「
現
代
の
世
代
と
未
来
の
世

代
の
経
済
的
、
社
会
的
、
環
境
的
ニ
ー
ズ
の
公
正
な
バ
ラ
ン
ス
」
の
実
現
に
向
け
て
掲
げ
ら
れ
た
目
標
で
あ
る
「
自
然
と
の
調
和
（H

arm
on

y

w
ith

N
atu

re

）」
と
近
似
し
て
お
り
、
そ
の
後
の
第
五
次
戦
略
で
も
こ
の
フ
レ
ー
ズ
が
英
語
版
を
飾
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
事
象
もⅡ
日
本
の
国

際
社
会
に
対
す
る
意
識
と
い
う
補
助
線
を
引
け
ば
説
明
が
つ
く
。h

arm
on

y
w

ith
n

atu
re

に
対
応
す
る
日
本
語
が
「
自
然
と
の
調
和
」
だ
っ
た

り
「
共
生
」
だ
っ
た
り
す
る
た
め
わ
か
り
づ
ら
い
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
開
催
を
意
識
し
た
頃
か
ら
「
自
然
と
の
調
和
（h

arm
on

y
w

ith
n

atu
re

）」
が

環
境
用
語
と
し
て
日
本
に
流
通
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

他
に
も
要
因
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
こ
こ
ま
で
の
考
察
か
ら
わ
か
る
の
は
、
自
然
と
の
調
和
を
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
と
み
る
国
際
社

会
の
見
方
を
取
り
込
ん
だ
こ
と
で
、〈
自
然
と
調
和
し
た
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
日
本
〉
と
い
う
自
文
化
像
が
つ
く
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
日
本
文
化

の
特
徴
を
指
し
も
す
れ
ば
環
境
用
語
で
も
あ
る
「
自
然
と
の
調
和
」
は
、
そ
の

に

ゆ
え
に
便
利
な
言
葉
で
あ
り
、
政
府
や
企
業
を

は
じ
め
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
数
々
の
資
料
を
み
て
も
、
自
然
と
調
和
し
た
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
日
本
が
ど
の
よ
う
な
実
態
を
指
す
の
か
は
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�
�

�
�

る
。生

物
多
様
性
は
、「
様
々
な
生
態
系
が
存
在
す
る
こ
と
並
び
に
生
物
の
種
間
及
び
種
内
に
様
々
な
差
異
が
存
在
す
る
こ
と
」（「
注
7生物

多
様
性
基
本

バ
イ
オ
ロ
ジ
カ
ル
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

法
」）
と
定
義
さ
れ
る
が
、
生
物
学
者
の
池
田
清
彦
に
よ
れ
ば
、「
生
物
学
的
な
多
様
性
」
と
い
う
専
門
用
語
の
�

バ
イ
オ
ロ
ジ
カ
ル
�（
生
物
学
的
）

バ
イ
オ
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

か
ら
�

ロ
ジ
カ
ル
�（
論
理
的
）
を
と
っ
て
つ
く
ら
れ
た
「
生
物
多
様
性
」
と
い
う
用
語
は
、
厳
密
に
定
義
で
き
な
い
曖
昧
さ
を
特
徴
と
し
、
そ
れ

ゆ
え
広
く
普
及
し
た
。
造
語
後
ま
も
な
く
注
8国連

環
境
計
画
が
準
備
し
た
注
9生物

多
様
性
条
約
は
、
一
九
九
二
年
の
注
10地球
サ
ミ
ッ
ト
（
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
）
で
調
印
さ
れ
、
翌
年
ハ
ッＤ
コ
ウ
し
た
。
締
約
国
は
一
九
四
ヶ
国
お
よ
び
欧
州
連
合
と
パ
レ
ス
チ
ナ
で
あ
る
（
二
〇
一
八
年
一
二
月
現
在
）。
条

約
の
規
定
に
も
と
づ
き
、
日
本
は
一
九
九
五
年
に
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
（
第
一
次
戦
略
）
をＥ
サ
ク
テ
イ
し
、
二
〇
〇
二
年
（
第
二
次
戦
略
）、
二

〇
〇
七
年
（
第
三
次
戦
略
）、
二
〇
一
〇
年
（
第
四
次
戦
略
）、
二
〇
一
二
年
（
第
五
次
戦
略
）、
二
〇
二
三
年
（
第
六
次
戦
略
）
と
見
直
し
を
お
こ

な
っ
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
内
容
を
整
理
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
発
行
さ
れ
、
二
〇
二
三
年
三
月
現
在
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、

第
一
次
戦
略
と
第
二
次
戦
略
は
日
本
語
版
の
み
（
第
一
次
戦
略
は
英
語
要
旨
付
）、
第
三
次
戦
略
以
降
は
日
本
語
版
と
英
語
版
が
あ
る
（
第
六
次
戦

略
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
未
発
行
）。
表
紙
に
は
、
日
本
文
化
と
自
然
の
親
和
性
を

は

す
る
か
の
よ
う
に
、
浮
世
絵
や
型
紙
と
い
っ
た

日
本
の
伝
統
工
芸
を
あ
し
ら
っ
た
も
の
が
多
い
。

生
物
多
様
性
国
家
戦
略
を
取
り
上
げ
る
の
は
「
自
然
と
の
調
和
」
が
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
意
味
で
用
い
ら
れ
た
過
程
を
検
証
す
る
た
め
な
の
で
、
内

容
に
は
立
ち
入
ら
ず
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

言
葉
に
み
る
英
語
圏
の
影
響
を
検
証
す
る
た
め
に
、
英
語
版
の
な
い
第
二
次
戦
略
を
除
く
四
つ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
お
け
る
言
葉
の
変
遷
を
み
る

こ
と
に
し
よ
う
。（
中
略
）

ま
ず
、
タ
イ
ト
ル
で
は
、
第
一
次
戦
略
と
第
五
次
戦
略
に
「
共
生
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
訳
し
た
英
語
はcoexist

（en
ce

）
か
ら

h
arm

on
y

w
ith

n
atu

re

に
変
化
し
て
い
る
。
本
文
を
み
る
と
、
第
三
次
戦
略
以
降
、「
共
生
」
にh

arm
on

y

が
充
て
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
内
容
が
ほ
ぼ
同
じ
で
同
一
の
日
本
語
版
タ
イ
ト
ル
を
も
つ
第
三
次
戦
略
と
第
四
次
戦
略
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
、
注
11英語
版
で
は
タ
イ
ト
ル
が

異
な
る
と
い
う
の
も
興
味
深
い
。
第
四
次
戦
略
が
二
〇
〇
八
年
に
施
行
さ
れ
た
「
生
物
多
様
性
基
本
法
」
に
も
と
づ
く
最
初
の
国
家
戦
略
で
あ
る
こ
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国語〔 2 科目型〕



184

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

国語〔 3 科目型 2 日目〕

問
七

線
部
6
「
せ
め
て
の
思
ひ
の
せ
む
か
た
な
さ
に
」
の
現
代
語
訳
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

14

。

①

あ
ま
り
の
こ
と
に
対
す
る
思
い
を
ど
う
し
よ
う
も
な
く
て

②

不
満
を
感
じ
る
が
ど
こ
に
も
ぶ
つ
け
よ
う
が
な
く
て

③

恐
ろ
し
さ
を
感
じ
る
あ
ま
り
先
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
な
く
て

④

自
分
を
責
め
る
ば
か
り
で
相
手
を
責
め
る
気
に
は
な
れ
な
く
て

⑤

少
な
く
と
も
我
が
子
は
助
け
た
い
が
そ
の
方
法
が
な
く
て

問
八

Ａ

〜

Ｃ

に
入
る
最
も
適
当
な
語
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ
記

号
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）。
解
答
番
号
は
Ａ
が

15

、
Ｂ
が

16

、
Ｃ
が

17

。

①

だ
に

②

の
み

③

さ
へ

④

こ
そ

⑤

ぞ
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問
五

線
部
3
「
東
雲
」
に
つ
い
て
、
次
の
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（
1
）
読
み
方
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

11

。

①

い
ざ
よ
ひ

②

し
の
の
め

③

た
そ
が
れ

④

き
さ
ら
ぎ

⑤

か
は
た
れ

（
2
）
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

12

。

①

明
け
方

②

漂
う
雲

③

朝
霧

④

曇
り
空

⑤

日
の
光

問
六

線
部
4
「
た
だ
な
ら
ず
な
り
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー

ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

13

。

①

人
間
で
は
な
い
様
子
が
見
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
。

②

子
ど
も
を
身
ご
も
っ
た
様
子
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。

③

何
か
思
い
悩
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。

④

俊
祐
に
対
す
る
態
度
が
変
化
し
た
と
い
う
こ
と
。

⑤

こ
れ
ま
で
よ
り
親
密
な
態
度
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
。
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�
�

問
九

線
部
ａ
「
九
月
」、
ｂ
「
我
が
身
、
九
月
に
産
す
ま
じ
き
な
り
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
、
次
の
文
章
の

甲

〜

丙

に

入
る
最
も
適
当
な
語
句
を
、
後
の
①
〜
⑧
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

甲

が

18

、

乙

が

19

、

丙

が

20

。

ｂ
の
意
味
は
「
我
が
身
は

甲

出
産
す
る
ま
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ａ
「
九
月
」
は

乙

と
読
む
こ
と
が
で
き
、
ｂ
の

「
九
月
」
と
意
味
は

丙

。

①

は
づ
き

②

な
が
つ
き

③

う
づ
き

④

九
月
に

⑤

九
か
月
で

⑥

九
月
ま
で
に
は

⑦

同
じ
で
あ
る

⑧

異
な
る

問
十

問
題
文
の
内
容
に
合
致
し�

な�

い�

も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

21

。

①

俊
祐
は
大
蛇
と
の
間
に
若
君
を
も
う
け
た
。

②

大
蛇
は
三
年
の
後
に
出
産
し
た
。

③

大
蛇
は
若
君
の
三
歳
の
年
に
亡
く
な
っ
た
。

④

俊
祐
は
約
束
を
破
り
、
七
日
目
に
の
ぞ
い
て
し
ま
っ
た
。

び

わ

こ

⑤

大
蛇
は
琵
琶
湖
に
住
ん
で
い
た
。

問
十
一

こ
の
『
鈴
鹿
の
物
語
』
は
室
町
時
代
に
成
立
し
た
作
品
で
す
が
、
こ
の
時
代
の
物
語
の
総
称
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

22

。

お
と
ぎ

よ
み
ほ
ん

（
国
語
問
題

お
わ
り
）

①

仮
名
草
子

②

浮
世
草
子

③

御
伽
草
子

④

歌
物
語

⑤

読
本

念
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

問
三

線
部
2
「
聞
く
か
ら
に
」、
5
「
在
り
し
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
2
が

8

、
5
が

9

。

2

8

「
聞
く
か
ら
に
」

�����������

①

聞
く
と
す
ぐ
に

②

聞
く
と
き
か
ら

③

聞
く
と
し
て
も

④

聞
く
た
め
に

⑤

聞
く
か
ら
に
は

5

9

「
在
り
し
」

�����������

①

い
つ
か

②

以
前

③

先
ほ
ど

④

生
前

⑤

明
け
方

問
四

線
部
1
「
つ
が
は
ぬ
鴛
の
独
り
寝
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
心
情
を
言
っ
て
い
ま
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら

一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

10

。

①

親
の
後
を
継
が
な
い
自
分
の
孤
独

②

子
を
持
た
な
い
自
分
の
つ
ら
さ

③

妻
の
い
な
い
自
分
の
わ
び
し
さ

④

先
の
見
え
な
い
自
分
の
不
安

⑤

集
う
べ
き
友
を
失
っ
た
悲
し
さ

念
校
紙―75―
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問
一

線
部
1
「
な
が
め
」、
2
「
な
が
む
る
」
に
つ
い
て
、
基
本
形
「
な
が
む
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中

か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
1
が

1

、
2
が

2

。

①

遠
く
を
見
渡
す

②

も
の
思
い
に
ふ
け
っ
て
ぼ
ん
や
り
見
る

③

長
く
座
っ
て
考
え
る

④

詩
歌
を
作
っ
て
詠
吟
す
る

⑤

静
か
に
話
し
続
け
る

問
二

線
部
3
〜
7
「
ば
」
に
つ
い
て
、
文
法
的
な
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ

マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ
記
号
を
何
度
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。

解
答
番
号
は
3
が

3

、
4
が

4

、
5
が

5

、
6
が

6

、
7
が

7

。

①

副
助
詞

②

係
助
詞

③

接
続
助
詞
（
順
接
確
定
条
件
）

④

接
続
助
詞
（
順
接
仮
定
条
件
）

⑤

終
助
詞

念
校
紙―76―
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�
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俊
祐
、「
片
時
見
奉
ら
ぬ

Ｂ

も
恋
し
く
思
ふ
に
、
八
日
を
待
た
む
こ
と
の
悲
し
さ
よ
」
と
思
し
け
る
に
、
既
に
七
日
に
も
な
り
け
れ
ば
、

ひ
ま

ふ
し
だ
け

う
ろ
こ

「
今
は
何
か
苦
し
か
る
べ
き
」
と
て
、
楼
門
の
上
に
登
り
て
、
物
の
隙
よ
り
見
給
へ
ば
、
注
3

臥
長
恐
ろ
し
き
大
蛇
、
極
め
て
鱗
高
く
、
背
中
に
は
諸
々

こ
け

ま
は

ね
ぶ

の
草
生
ひ
、
苔
む
し
て
、
三
歳
ば
か
り
な
る
幼
き
人
を
引
き
廻
し
て
舐
り
居
た
り
。
月
日
の
ご
と
く
に
輝
き
つ
る
は
、
大
蛇
の
目
な
り
。
俊
祐
思
し

召
し
け
る
は
、「
か
か
る
高
き
楼
門
な
れ
ば
、
神
仏
注
4三宝

に
申
し
た
る
こ
と
な
れ
ば
、
神
仏
の
現
じ
給
ふ
こ
と
も
あ
る
ら
む
」
と
て
下
り
給
ひ
ぬ
。

既
に
八
日
に
も
な
り
ぬ
れ
ば
、
三
つ
ば
か
り
な
る
幼
き
人
を
抱
き
て
、
北
の
御
方
下
り
給
へ5
ば
、
す
な
は
ち
、
若
君
に
て
お
は
し
け
り
。
北
の
御

方
を
見
給
へ
ば
、5
在
り
し
よ
り
も
光
添
ひ
て
、
美
し
く
見
え
給
ふ
。

北
の
御
方
の
た
ま
ひ
け
る
は
、「
将
軍
の
御
子
の
若
君
を
八
日
に
な
し
て
見
給
ひ
た
ら6
ば
、
日
本
の
主
と
も
な
し
奉
る
べ
き
に
、
八
日
を
待
た
ず

に
ち
り
う

し
て
御
覧
ず
れ
ば
、
天
下
の
大
将
軍
と
な
し
奉
る
べ
し
。
人
の
子
は
親
の
付
け
た
る
名
を

Ｃ

呼
び
候
へ
。
若
君
を
ば
、
日
竜
殿
と
呼
ぶ
べ

し
」
と
て
、
涙
を
流
し
仰
せ
ら
れ
け
る
は
、「
日
竜
殿
、
三
つ
に
な
り
給
ふ
御
年
、
父
は
は
か
な
く
な
り
給
ふ
べ
し
。
ま
た
、
七
歳
と
申
さ
む
ず
る

か
う
ぶ

時
、
内
裏
よ
り
宣
旨
蒙
り
給
ふ
べ
し
。
わ
ら
は
は
、
近
江
の
湖
に
住
み
し
大
蛇
な
り
し
が
、
諸
天
善
神
の
仰
せ
に
従
ひ
て
、
殿
に
は
、
こ
の
年
月
、

な

い
と
ま

馴
れ
奉
り
て
候
ふ
な
り
。
今
は
暇
申
す
」
と
言
ひ
も
果
て
ね7
ば
、
か
き
消
す
や
う
に
失
せ
に
け
り
。

俊
祐
思
し
召
し
け
る
は
、「
か
や
う
の
恐
ろ
し
き
大
蛇
な
れ
ど
も
、
こ
の
三
年
が
程
の
契
り
、
忘
れ
が
た
し
」、
何
方
と
も
思
ひ
分
け
ず
、
忍
び
か

な
ん
ぢ

ね
給
ふ
御
涙
せ
き
あ
へ
ず
。6
せ
め
て
の
思
ひ
の
せ
む
か
た
な
さ
に
、
生
ま
れ
て
八
日
に
な
り
給
ふ
若
君
に
向
か
ひ
て
、「
汝
が
母
は
何
方
へ
行
き
給

へ
る
ぞ
」
と
悲
し
み
給
へ
ば
、
天
へ
向
か
ひ
て
「
あ
」
と
ば
か
り
言
ひ
て
音
も
せ
ず
。

（『
鈴
鹿
の
物
語
』
に
よ
る
）

注
1

俊
祐
＝
こ
の
物
語
の
中
で
は
「
将
軍
」
と
呼
ば
れ
る
人
物
。

注
2

三
十
六
丈
＝
「
丈
」
は
長
さ
の
単
位
で
、
一
丈
は
三
・
〇
三
メ
ー
ト
ル
に
あ
た
る
。

注
3

臥
長
＝
横
た
わ
っ
た
と
き
の
か
ら
だ
の
大
き
さ
。

注
4

三
宝
＝
仏
と
仏
教
の
経
典
と
僧
の
こ
と
。
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Ⅲ

選
択
問
題

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

1

〜

22

。

さ

が

の

い

ａ
九
月
中
旬
の
頃
、
嵯
峨
野
の
方
に
立
ち
出
で
て
、
秋
の
気
色
を
な
が
め
つ
つ
、
露
に
し
を
る
る
花
の
色
、
弱
り
ゆ
く
虫
の
声
、
鹿
の
鳴
く
音
も
間

を
し

た
ま

こ
よ
ひ

遠
に
て
、
世
を
秋
風
の
身
に
染
め
ば
、1
つ
が
は
ぬ
鴛
の
独
り
寝
、
我
が
身
の
上
と1
な
が
め
ら
れ
給
ふ
に
、
今
宵
は
い
つ
よ
り
も
月
い
と
面
白
く
あ
り

い
づ
か
た

け
れ
ば
、
夜
も
す
が
ら
な
が
め
給
ふ
程
に
、
何
方
と
も
知
ら
ず
、2
な
が
む
る
声
を
聞
き
給
へ
ば
、

草
む
ら
に
鳴
く
虫
の
音
を2
聞
く
か
ら
に
い
と
ど
思
ひ
や
ま
さ
り
ゆ
く
ら
む

と
し
い
う

お
ぼ

と
詠
じ
け
る
。
注
1
俊
祐
、
声
を
聞
き
給
へ
ば
、「
若
き
女
房
の
声
に
て
あ
る
よ
」
と
聞
き
給
ひ
、
胸
う
ち
騒
ぎ
、
あ
や
し
く
思
し
召
し
給
へ
ば
、
か
く

ぞ
詠
じ
給
ふ
。

あ
し
た

ほ
の
ぼ
の
と
明
く
る
朝
の3
東
雲
に
誰
と
も
知
ら
ぬ
人

Ａ

ゆ
か
し
き

は
た
ち

と
て
、
傍
ら
を
見
給
へ
ば
、
年
廿
ば
か
り
の
女
房
の
、
ま
こ
と
に
こ
の
世
の
人
と
も
見
え
ず
美
し
き
姿
な
り
け
れ3
ば
、
恐
ろ
し
な
が
ら
、「
こ
れ
も

し
か
る
べ
き
契
り
に
こ
そ
」
と
思
し
召
し
て
、
や
が
て
連
れ
参
ら
せ
給
ひ
ぬ
。

さ
て
、
よ
く
見
給
へ
ば
、
よ
そ
に
見
し
よ
り
近
勝
り
し
て
、
た
と
へ
む
方
な
く
覚
え
給
へ
ば
、
片
時
離
る
る
こ
と
も
な
く
明
か
し
暮
ら
し
給
ふ
程

に
、
北
の
御
方
、4
た
だ
な
ら
ず
な
り
給
へ
ば
、
俊
祐
、「
我
が
身
、
五
十
二
、
三
に
な
る
ま
で
子
と
い
ふ
も
の
も
な
か
り
つ
る
に
」
と
て
喜
び
給
ふ

こ
と
限
り
な
し
。

さ
て
、
そ
の
月
に
も
な
り
ぬ
れ
ば
、
御
産
所
な
ど
定
め
ら
れ
け
れ
ば
、
北
の
御
方
仰
せ
ら
れ
け
る
は
、「ｂ
我
が
身
、
九
月
に
産
す
ま
じ
き
な
り
。

つ

今
よ
り
三
年
と
申
さ
む
ず
る
正
月
に
、
産
す
べ
き
な
り
。
た
だ
し
、
こ
の
地
に
て
は
す
ま
じ
き
な
り
。
上
へ
注
2三十

六
丈
に
壇
を
築
き
上
げ
て
、
そ
の

上
に
中
門
を
建
て
、
楼
門
を
組
み
上
げ
て
、
御
産
所
建
つ
べ
し
」。

御
産
所
、
は
や
出
で
来
て
、
北
の
御
方
仰
せ
ら
れ
け
る
は
、「
我
が
産
し
た
ら
む
と
こ
ろ
を4
ば
、
七
日
よ
り
内
に
は
、
人
寄
る
べ
か
ら
ず
。
八
日

に
当
た
ら
む
時
、
参
る
べ
し
」
と
て
、
高
き
上
に
登
り
給
ふ
。
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

問
三

い

〜

へ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の
①
〜
⑦
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ー
ク
し
な

さ
い
（
同
じ
記
号
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）。

解
答
番
号
は

い

が

8

、

ろ

が

9

、

は

が

10

、

に

が

11

、

ほ

が

12

、

へ

が

13

。

①

い
か
に
も

②

じ
っ
さ
い
に
は

③

し
た
が
っ
て

④

こ
れ
に
た
い
し
て

⑤

と
こ
ろ
が

⑥

す
な
わ
ち

⑦

な
ぜ
な
ら

問
四

線
部
1
「
真
理
も
ま
た
、
意
識
の
複
数
性
を
前
提
と
し
て
い
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

14

。

①

バ
フ
チ
ン
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
真
理
は
複
数
の
人
間
の
対
話
に
よ
っ
て
た
だ
ひ
と
つ
だ
け
生
み
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
。

②

バ
フ
チ
ン
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
意
識
が
複
数
存
在
す
る
た
め
に
、
真
理
自
体
も
原
則
と
し
て
複
数
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
。

③

バ
フ
チ
ン
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
複
数
の
意
識
が
偶
然
に
接
し
て
唯
一
の
真
理
へ
と
ま
と
ま
っ
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
。

④

バ
フ
チ
ン
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
す
れ
違
い
が
ち
な
対
話
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
複
数
の
真
理
が
生
ず
る
と
い
う
こ
と
。

⑤

バ
フ
チ
ン
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
真
理
は
複
数
の
意
識
が
社
会
的
に
接
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。 念
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国語〔 3 科目型 2 日目〕

問
五

線
部
2
「〈
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
〉
と
か
〈
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
〉」
が
本
来
育
成
す
べ
き
で
あ
る
と
筆
者
が
考
え
る
力

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

15

。

①

情
報
の
か
た
ま
り
を
相
互
に
で
き
る
だ
け
多
く
理
解
す
る
力

②

知
ら
な
い
相
手
で
あ
っ
て
も
、
積
極
的
に
対
話
を
楽
し
む
力

③

疑
似
対
話
に
参
加
し
つ
つ
、
教
師
の
言
葉
を
素
直
に
受
け
入
れ
る
力

④

さ
ま
ざ
ま
な
意
識
に
ふ
れ
な
が
ら
社
会
や
世
界
を
再
構
成
し
て
い
く
力

⑤

多
く
の
友
人
と
交
流
し
、
偏
見
の
な
い
価
値
観
を
築
い
て
い
く
力

問
六

次
の
一
文
が
入
る
最
も
適
当
な
箇
所
を
、
問
題
文
中
の
【

①

】
〜
【

⑤

】
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

16

。

自
分
と
他
者
の
あ
い
だ
で
生
成
し
て
い
る
言
葉
で
す
。
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問
七

線
部
3
「
そ
う
し
た
知
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
確
実
に
身
に
つ
い
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
最
も
適
当
な

も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

17

。

①

教
育
を
は
じ
め
と
す
る
真
理
の
探
究
の
た
め
に
は
、〈
権
威
的
な
言
葉
〉
に
す
が
る
こ
と
を
や
め
、
対
話
の
過
程
に
お
い
て
〈
内
的
に
説

得
力
の
あ
る
言
葉
〉
を
不
動
の
状
態
に
あ
る
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。

②

強
制
さ
れ
た
言
葉
を
従
順
に
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
他
者
の
言
葉
が
自
己
を
刺
激
す
る
こ
と
で
新
た
な
言
葉
や
思
考
を
生
む
た
め
の

場
を
作
り
出
す
こ
と
こ
そ
が
今
の
教
育
現
場
に
求
め
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
。

③

開
か
れ
た
対
話
の
過
程
に
お
い
て
他
者
の
言
葉
を
摂
取
す
る
こ
と
で
、
自
分
な
り
の
言
葉
の
意
味
の
固
定
化
が
可
能
と
な
り
、
次
な
る
対

話
に
お
い
て
新
し
い
言
葉
の
意
味
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
。

④
「
真
理
や
そ
れ
が
意
識
に
た
い
し
て
も
つ
姿
勢
を
い
か
に
か
ん
が
え
る
か
」
を
重
視
す
る
対
話
的
教
育
が
社
会
に
広
ま
っ
て
ゆ
く
な
ら
ば
、

個
々
人
の
内
部
の
知
が
完
結
し
た
構
造
を
持
つ
こ
と
も
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。

⑤

わ
れ
わ
れ
の
言
葉
を
内
部
か
ら
刺
激
す
る
言
葉
は
、
他
の
そ
の
よ
う
な
言
葉
と
「
闘
争
関
係
」
に
あ
っ
て
扱
い
に
く
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、

実
践
的
な
教
育
法
を
持
っ
た
教
師
が
増
え
た
た
め
問
題
の
解
消
が
期
待
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
。
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問
八

次
に
挙
げ
る
ａ
〜
ｆ
の
本
文
中
の
語
句
の
中
で
、
バ
フ
チ
ン
が
捉
え
る
〈
真
理
〉
が
前
提
と
す
る
も
の
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な

も
の
を
、
後
の
①
〜
⑥
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

18

。

ａ
「
教
育
的
な
対
話
」

ｂ
「
対
話
的
教
育
」

ｃ
「〈
権
威
的
な
言
葉
〉」

ｄ
「〈
内
的
に
説
得
力
の
あ
る
言
葉
〉」

ｅ
「
疑
似
対
話
」

ｆ
「
闘
争
関
係
」

①

ａ
と
ｂ
と
ｃ

②

ａ
と
ｃ
と
ｄ

③

ｂ
と
ｄ
と
ｅ

④

ｂ
と
ｄ
と
ｆ

⑤

ｃ
と
ｄ
と
ｅ

⑥

ｃ
と
ｅ
と
ｆ

念
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187

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

�
�

問
二

線
部
Ａ
・
Ｂ
の
言
葉
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

6

・

7

。

Ａ

6

「
モ
ノ
ロ
ー
グ
」

�����������

①

時
代
錯
誤
で
あ
る
こ
と

②

一
人
で
話
す
こ
と

③

倒
錯
し
て
い
る
こ
と

④

独
善
的
で
あ
る
こ
と

⑤

複
数
で
話
し
合
う
こ
と

Ｂ

7

「
一
義
的
」

�����������

①

一
本
道
で
後
戻
り
が
で
き
な
い
さ
ま

②

一
筋
に
真
剣
で
あ
る
さ
ま

③

何
よ
り
も
一
番
重
要
で
あ
る
さ
ま

④

解
釈
が
一
つ
に
定
ま
る
さ
ま

⑤

一
生
に
た
だ
一
度
限
り
で
あ
る
さ
ま
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�

�
�
�

�
�
�

ｃ

3

フ
ソ

�����������

�

�

�

�

�

①

ゲ
ン
プ
ジ
ボ
の
愛
を
受
け
て
育
つ
。

②

フ
タ
イ
テ
ン
の
決
意
で
臨
む
。

③

個
人
的
な
不
幸
を
メ
ン
ザ
イ
フ
に
し
て
は
い
け
な
い
。

④

所
得
税
の
払
い
過
ぎ
に
よ
り
、
カ
ン
プ
を
受
け
た
。

⑤

新
し
い
法
律
が
コ
ウ
フ
さ
れ
た
。

ｄ

4

コ
ウ
シ
ョ
ウ

�����������

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

①

交
渉
の
結
果
、
シ
ョ
ウ
ダ
ク
を
得
た
。

②

こ
の
件
を
口
外
す
る
に
は
ジ
キ
シ
ョ
ウ
ソ
ウ
だ
。

③

間
も
な
く
シ
ョ
ウ
ニ
ン
カ
ン
モ
ン
が
始
ま
る
。

④

ロ
ク
シ
ョ
ウ
を
生
じ
た
銅
像
。

⑤

今
月
、
国
会
が
シ
ョ
ウ
シ
ュ
ウ
さ
れ
る
。

ｅ

5

ギ
ョ
ウ
コ

�����������

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

①

突
然
の
出
来
事
に
ギ
ョ
ウ
テ
ン
し
た
。

②

日
本
の
古
典
文
学
に
ツ
ウ
ギ
ョ
ウ
し
て
い
る
。

③

店
舗
が
カ
イ
ギ
ョ
ウ
の
時
間
を
迎
え
る
。

④

水
蒸
気
が
水
に
ギ
ョ
ウ
ケ
ツ
す
る
。

⑤

ふ
ら
ち
な
ア
ク
ギ
ョ
ウ
三
昧
。
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�
�

�
�
�

�
�

注
1

バ
フ
チ
ン
＝
ロ
シ
ア
の
文
学
・
美
学
者
（
一
八
九
五
年
〜
一
九
七
五
年
）。
哲
学
・
心
理
学
等
、
多
方
面
の
著
作
を
残
し
、
現
代
の
教
育

学
な
ど
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

注
2

こ
の
引
用
部
分
の
末
尾
に
は
、
原
文
で
は
バ
フ
チ
ン
著
作
集
の
巻
・
ペ
ー
ジ
数
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
問
題
文
で
は
削
除
し
た
。
以
下
の

引
用
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
な
お
、
本
文
中
の
「

」
で
示
さ
れ
て
い
る
部
分
も
バ
フ
チ
ン
著
作
集
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

問
一

線
部
ａ
〜
ｅ
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

1

〜

5

。

ａ

1

ド
ジ
ョ
ウ

�����������

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

①

先
生
の
説
明
は
い
つ
も
ジ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
だ
。

②

ゲ
キ
ジ
ョ
ウ
に
駆
ら
れ
る
。

③

ハ
ラ
ン
バ
ン
ジ
ョ
ウ
の
人
生
。

④

コ
フ
ク
ゲ
キ
ジ
ョ
ウ
と
言
う
べ
き
平
和
な
世
の
中
。

⑤

ジ
ョ
ウ
ミ
ャ
ク
注
射
を
打
つ
。

ｂ

2

ケ
ン
イ
キ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

高
い
ケ
ン
シ
キ
を
備
え
た
人
。

②

そ
れ
を
も
っ
て
イ
ッ
ケ
ン
ラ
ク
チ
ャ
ク
と
な
っ
た
。

③

政
界
の
期
待
を
ソ
ウ
ケ
ン
に
担
う
。

④

ピ
ア
ノ
の
ケ
ン
バ
ン
を
た
た
く
。

⑤

ロ
ケ
ッ
ト
は
タ
イ
キ
ケ
ン
に
突
入
し
た
。
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�
�
�

〈
内
的
に
説
得
力
の
あ
る
言
葉
〉
は
、「
な
か
ば
自
己
の
、
な
か
ば
他
者
の
言
葉
」
で
す
。【

④

】
だ
か
ら
こ
そ
、
あ
た
ら
し
い
「
思
考
」
や

「
言
葉
」
を
呼
び
起
こ
し
て
く
れ
ま
す
。
外
部
か
ら
の
押
し
つ
け
で
は
な
く
、
内
部
か
ら
わ
た
し
た
ち
の
言
葉
を
刺
激
し
て
く
れ
る
の
で
す
。
教
育

い

に
必
要
な
の
は
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
の
は
ず
で
す
。
ま
た
実
際
、
そ
の
よ
う
な
言
葉
を
実
践
の
場
で
い
か
に
活
か
す
べ
き
か
を
真
剣
に
か
ん
が
え
て

い
る
教
師
た
ち
も
す
く
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
内
的
に
説
得
力
の
あ
る
言
葉
〉
を
権
力
が
さ
け
よ
う
と
す
る
理
由
は
、
明
白
で
す
。【

⑤

】
そ
れ
が
社
会
的
に
開
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
意
味
も
流
動
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

内
的
に
説
得
力
の
あ
る
言
葉
は
、
他
の
内
的
に
説
得
力
の
あ
る
言
葉
と
緊
張
し
た
相
互
作
用
を
開
始
し
、
闘
争
関
係
に
は
い
る
。
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
面
で
わ
れ
わ
れ
を
生
成
さ
せ
る
過
程
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
視
点
、
ア
プ
ロ
ー
チ
、
傾
向
、
評
価
な
ど
が
支
配

権
を
も
と
め
て
、
わ
れ
わ
れ
の
内
部
で
く
り
ひ
ろ
げ
る
こ
の
よ
う
な
緊
張
し
た
闘
争
な
の
で
あ
る
。
内
的
に
説
得
力
の
あ
る
言
葉
の
意
味
構
造

は
、
完
結
し
た
も
の
で
は
な
く
、
開
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
的
に
説
得
力
の
あ
る
言
葉
は
、
自
己
を
対
話
化
す
る
あ
た
ら
し
い
コ
ン
テ
ク
ス

ト
の
な
か
に
お
か
れ
る
た
び
に
、
あ
た
ら
し
い
意
味
の
可
能
性
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
開
示
す
る
力
を
有
し
て
い
る
。

対
話
的
教
育
で
あ
れ
ば
、
教
師
も
生
徒
も
こ
う
し
た
社
会
的
に
開
か
れ
た
言
葉
を
生
み
だ
し
、
は
ぐ
く
ん
で
い
け
る
よ
う
め
ざ
す
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。
知
も
ま
た
、
情
報
の
か
た
ま
り
の
よ
う
なｅ
ギ
ョ
ウ
コ
し
た
も
の
で
は
な
く
、
対
話
の
過
程
で
こ
そ
生
成
し
ま
す
。3
そ
う
し
た
知
で
あ
れ
ば

こ
そ
、
確
実
に
身
に
つ
い
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

く
わ
の
た
か
し

（
桑
野
隆
『
生
き
る
こ
と
と
し
て
の
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

バ
フ
チ
ン
対
話
思
想
の
エ
ッ
セ
ン
ス
』
に
よ
る
。

な
お
原
文
の
明
ら
か
な
誤
脱
を
補
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
）
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

�
�
�
�
�

Ⅱ

選
択
問
題

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

1

〜

18

。

わ
た
し
た
ち
は
〈
真
理
〉
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、
そ
れ
は
普
遍
的
で
永
遠
不
変
の
も
の
で
あ
る
と
か
ん
が
え
が
ち
で
す
。

い

注
1バフ

チ
ン
は
、1
真
理
も
ま
た
、
意
識
の
複
数
性
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
し
た
。
真
理
と
は
、
特
定
の
者

（
た
と
え
ば
神
と
か
権
力
者
）
の
頭
の
な
か
に
存
在
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
複
数
の
者
た
ち
の
対
話
と
い
う
社
会
的
相
互
作
用
の
過
程

で
は
じ
め
て
生
ま
れ
て
く
る
も
の
な
の
で
す
。

こ
と
わ
っ
て
お
く
が
、
単
一
の
真
理
と
い
う
概
念
そ
の
も
の
か
ら
、
唯
一
で
単
一
の
意
識
が
必
然
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
く

る
わ
け
で
は
け
っ
し
て
な
い
。
単
一
の
真
理
が
意
識
の
複
数
性
を
必
要
と
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
ひ
と
つ
の
意
識
の
枠
内
に
原
則
的
に
お
さ
ま
り

え
な
い
こ
と
、
そ
れ
は
い
わ
ば
生
来
社
会
的
で
出
来
事
的
な
も
の
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
識
の
接
点
上
に
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
仮

定
し
、
か
ん
が
え
て
み
る
こ
と
も
、
十
分
可
能
で
あ
る
。
す
べ
て
は
、
真
理
や
そ
れ
が
意
識
に
た
い
し
て
も
つ
姿
勢
を
い
か
に
か
ん
が
え
る
か

に
か
か
っ
て
い
る
。
認
識
や
真
理
のＡ
モ
ノ
ロ
ー
グ
的
な
と
ら
え
方
は
、
可
能
な
形
式
の
ひ
と
つ
に
す
ぎ
な
い
注
2。

真
理
も
ま
た
、
意
識
と
意
識
と
の
あ
い
だ
で
起
こ
る
〈
出
来
事
〉
の
な
か
で
生
ま
れ
る
の
で
あ
っ
て
、〈
社
会
的
〉
な
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、

〈
真
理
〉
の
規
定
を
め
ぐ
っ
て
も
、
対
話
的
立
場
か
ら
の
も
の
と
、
モ
ノ
ロ
ー
グ
的
立
場
か
ら
の
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
バ
フ
チ

ン
と
し
て
は
、
も
ち
ろ
ん
〈
対
話
的
真
理
〉
の
ほ
う
を
重
視
し
、
探
求
し
て
い
ま
す
。

（
中
略
）

と
は
い
え
現
実
に
は
、
わ
た
し
た
ち
の
ま
わ
り
を
見
ま
わ
し
た
ば
あ
い
、
モ
ノ
ロ
ー
グ
主
義
の
支
配
力
に
は
じ
つ
に
お
そ
る
べ
き
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
バ
フ
チ
ン
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
ま
す
。
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問
九

問
題
文
の
筆
者
の
主
張
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

23

。

①

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
概
念
は
、
人
々
が
平
等
で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
優
れ
た
才
能
を
必
要
と
す
る
芸
術
や
芸
能
と
は
本
質
的
に
相
い

れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
芸
術
や
芸
能
の
自
由
や
多
様
性
を
失
わ
な
い
よ
う
、
昔
の
よ
う
な
職
人
集
団
・
職
能
団
体
の
精
神
に
立
ち
返
る
べ
き

で
あ
る
。

②

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
体
制
は
個
人
の
自
由
を
尊
重
す
る
た
め
、
芸
術
や
芸
能
の
評
価
は
自
然
と
個
人
主
義
的
に
な
り
、
最
後
は
「
み
ん
な
違
っ

て
み
ん
な
い
い
」
に
収
ま
る
。
そ
の
た
め
、
芸
術
や
芸
能
の
自
由
や
多
様
性
を
失
わ
な
い
よ
う
、
各
々
が
評
価
を
表
立
っ
て
主
張
す
べ
き
で

は
な
い
。

③

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
社
会
の
市
場
経
済
で
は
、
匿
名
の
多
く
の
人
た
ち
が
一
番
力
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
芸
術
や
芸
能
の
自
由
や

多
様
性
を
守
る
た
め
に
は
、
独
裁
的
で
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
国
家
権
力
を
パ
ト
ロ
ン
と
す
る
こ
と
が
最
善
の
策
で
あ
る
。

④

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
特
質
と
技
術
革
新
が
、
一
八
世
紀
後
半
以
降
の
芸
術
や
芸
能
の
あ
り
方
を
根
本
か
ら
覆
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
芸
術

や
芸
能
の
自
由
や
多
様
性
を
守
る
た
め
に
は
、
複
製
技
術
の
影
響
力
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

⑤

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
独
裁
専
制
は
共
に
抑
圧
と
い
う
性
質
も
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
、
芸
術
や
芸
能
に
は
そ
れ
に
翻
弄
さ
れ
る
面
が
あ
る
。
そ

の
た
め
、
芸
術
や
芸
能
の
自
由
や
多
様
性
を
守
る
た
め
に
は
周
囲
に
流
さ
れ
ず
、
自
分
な
り
の
評
価
・
考
え
を
し
っ
か
り
持
つ
べ
き
で
あ
る
。
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哲
学
的
モ
ノ
ロ
ー
グ
主
義
の
ドａ
ジ
ョ
ウ
で
は
、
意
識
ど
う
し
の
本
質
的
な
相
互
作
用
は
不
可
能
で
あ
り
、

ろ

本
質
的
な
対

話
は
不
可
能
で
あ
る
。
じ
っ
さ
い
に
は
、
観
念
論
は
意
識
間
の
認
識
的
相
互
作
用
の
ひ
と
つ
の
種
類
し
か
知
ら
な
い
。
知
っ
て
い
る
者
、
真
理

を
所
有
し
て
い
る
者
が
、
知
ら
な
い
者
、
誤
っ
て
い
る
者
に
教
え
る
、

は

教
師
と
生
徒
の
相
互
関
係
、
ま
た
し
た
が
っ
て
教

育
的
な
対
話
で
あ
る
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
こ
で
は
、「
真
理
を
所
有
し
て
い
る
者
」
の
代
表
が
「
教
師
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
教
育
こ
そ
、
モ
ノ
ロ
ー
グ
主
義
の
最

た
る
場
だ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

（
中
略
）

最
近
で
は
、2〈
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
〉
と
か
〈
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
〉
と
い
っ
た

に

対
話
的
な
教
育
方
針
が
文
科

省
か
ら
う
ち
だ
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
問
題
は
、
そ
う
し
た
学
び
を
方
法
と
し
て
つ
か
う
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
き
方
と
し
て
も
身
に
つ
け

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
う
で
な
い
か
ぎ
り
、
生
徒
は
疑
似
対
話
を
体
験
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
り
、
社
会
や
世
界
を
実
際
に
対
話
的
に
再
構
築
し
て

い
く
よ
う
な
力
を
身
に
つ
け
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
教
育
の
場
が
、
あ
た
え
ら
れ
た
〈
真
理
〉
に
代
わ
る
、
あ
ら
た
な
〈
真
理
〉
を
、

主
体
的
・
対
話
的
に
生
み
だ
せ
る
よ
う
な
伸
び
や
か
な
場
で
あ
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
。

ち
な
み
に
、〈
教
育
〉
に
も
関
連
す
る
こ
と
と
し
て
、
バ
フ
チ
ン
が
〈
権
威
的
な
言
葉
〉
と
〈
内
的
に
説
得
力
の
あ
る
言
葉
〉
と
い
う
区
別
を
立

て
て
い
た
こ
と
に
も
ふ
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

バ
フ
チ
ン
に
よ
れ
ば
、〈
権
威
的
な
言
葉
〉（
宗
教
、
政
治
、
道
徳
上
の
言
葉
、
父
親
や
大
人
や
教
師
の
言
葉
）
は
、
無
条
件
の
承
認
と
受
容
を
要

求
し
ま
す
。

そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
に
た
い
し
て
ど
の
程
度
内
的
に
説
得
力
が
あ
る
か
に
関
係
な
く
、
わ
れ
わ
れ
に
自
己
を
強
制
す
る
。
そ
れ
は
、
権
威
と
結

合
し
た
も
の
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
ま
え
に
す
で
に
存
在
し
て
い
る
。
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権
威
的
な
言
葉
は
、
遠
いｂ
ケ
ン
イ
キ
に
存
し
て
お
り
、
階
層
秩
序
的
過
去
と
有
機
的
に
む
す
び
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ばｃ
フ
ソ
た
ち
の

言
葉
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
す
で
に
過
去
に
お
い
て
承
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
あ
ら
か
じ
め
見
い
だ
さ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
そ
れ
を
似
か

よ
っ
た
同
等
の
言
葉
の
な
か
か
ら
え
ら
び
だ
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
れ
が
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
（
ひ
び
い
て
い
る
）
の
は
、
コ
ウｄ
シ
ョ
ウ

ぼ
う
と
く

な
領
域
で
あ
っ
て
、
無
遠
慮
な
接
触
の
領
域
に
お
い
て
で
は
な
い
。
そ
の
言
語
は
特
殊
な
（
い
わ
ば
祭
司
の
）
言
語
で
あ
る
。
そ
れ
は
冒
瀆
の

対
象
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
タ
ブ
ー
。
み
だ
り
に
口
に
し
て
は
な
ら
な
い
名
称
。

た
だ
ち
に
お
も
い
う
か
ぶ
よ
う
な
例
が
日
本
に
も
あ
り
ま
す
が
、
わ
た
し
な
ど
と
ち
が
っ
て
、
な
か
に
は
〈
権
威
的
な
言
葉
〉
に
す
が
っ
て
生
き

て
い
く
こ
と
を
よ
し
と
す
る
ひ
と
も
い
ま
す
。【

①

】
権
威
的
な
「
言
葉
は
、
自
己
に
た
い
し
て
距
離
を
お
く
こ
と
を
要
求
す
る
」
と
い
う
わ

い

け
で
す
が
、
ひ
と
に
よ
っ
て
は
、
そ
う
し
た
権
威
的
な
距
離
感
が
快
感
や
癒
や
し
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。【

②

】
こ
の
ば
あ
い
の
距
離
は
、

モ
ノ
ロ
ー
グ
的
に
一
体
化
し
な
い
た
め
の
距
離
で
は
な
く
、
モ
ノ
ロ
ー
グ
的
に
命
令
さ
れ
た
い
が
た
め
の
距
離
で
す
。

こ
う
し
た
〈
権
威
的
な
言
葉
〉
は
、

ほ

内
実
を
と
っ
く
に
失
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、「
惰
性
的
な
緊
密
な
一
体
と
し
て
浮
き
彫
り

に
さ
れ
た
ま
ま
に
と
ど
ま
り
」、
そ
の
周
囲
の
言
葉
と
絡
ま
り
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。【

③

】
結
局
は
、
バ
フ
チ
ン
も
い
う
よ
う
に
、「
そ

の
意
味
の
構
造
は
、
完
結
し
て
お
りＢ
一
義
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
不
動
で
あ
り
死
ん
で
」
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
対
話
的
関
係
な
ど
生
ま
れ
よ
う
が

あ
り
ま
せ
ん
。

へ

、〈
内
的
に
説
得
力
の
あ
る
言
葉
〉
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
的
に
説
得
力
の
あ
る
言
葉
は
、
そ
れ
が
肯
定
的
に
摂
取
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、〈
自
己
の
言
葉
〉
と
緊
密
に
か
ら
み
あ
う
。
わ
れ
わ
れ
の

日
常
的
な
意
識
の
な
か
で
は
、
内
的
に
説
得
力
の
あ
る
言
葉
と
は
、
な
か
ば
自
己
の
、
な
か
ば
他
者
の
言
葉
で
あ
る
。
内
的
に
説
得
力
の
あ
る

言
葉
が
も
つ
創
造
的
な
生
産
性
は
、
そ
れ
が
自
立
し
た
思
考
と
自
立
し
た
あ
た
ら
し
い
言
葉
を
呼
び
起
こ
し
、
内
部
か
ら
お
お
く
の
わ
れ
わ
れ

の
言
葉
を
組
織
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
孤
立
し
た
不
動
の
状
態
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
に
こ
そ
あ
る
。
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

問
八

線
部
⒝
「
こ
う
い
う
危
険
を
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
孕
ん
で
い
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

22

。

①

集
団
の
な
か
で
リ
ー
ダ
ー
格
の
人
物
が
「
こ
の
人
が
美
人
だ
」
と
い
え
ば
、
周
囲
の
人
々
は
己
の
意
見
を
殺
し
て
同
調
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
る
こ
と
。

②

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
人
気
投
票
で
「
好
感
度
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
タ
レ
ン
ト
」
が
選
ば
れ
る
と
、
最
初
は
違
和
感
を
覚
え
て
い
て
も
、
自
分

も
そ
の
タ
レ
ン
ト
に
い
つ
し
か
好
感
を
抱
い
て
し
ま
う
こ
と
。

③

最
初
は
一
部
の
フ
ァ
ン
層
に
の
み
人
気
の
あ
っ
た
舞
台
俳
優
が
、
評
判
が
広
ま
っ
た
こ
と
で
ス
タ
ー
と
し
て
多
く
の
人
に
も
て
は
や
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
と
、
性
格
や
言
動
を
一
変
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
。

④

人
並
み
の
才
能
し
か
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
歌
手
で
あ
っ
て
も
、
所
属
事
務
所
の
営
業
努
力
が
功
を
奏
せ
ば
実
力
派
歌
手
と
し
て
認
知
さ

れ
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
こ
と
。

⑤

有
名
な
批
評
家
の
、
あ
る
作
家
に
対
す
る
高
い
評
価
に
自
分
が
共
感
し
た
こ
と
で
、
そ
の
批
評
家
の
考
え
が
い
つ
し
か
自
分
の
考
え
と
同

じ
で
あ
る
よ
う
な
錯
覚
に
陥
る
こ
と
。
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問
六

次
の
一
文
が
入
る
最
も
適
当
な
箇
所
を
、
問
題
文
中
【

①

】
〜
【

⑤

】
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

20

。

こ
こ
に
芸
術
家
の
間
の
経
済
格
差
が
生
ま
れ
る
。

問
七

線
部
⒜
「
条
件
の
平
等
化
」
と
あ
り
ま
す
が
、
本
文
中
に
お
け
る
こ
の
言
葉
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中

か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

21

。

①

経
済
的
な
制
約
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
誰
で
も
芸
術
家
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
。

②

個
人
の
出
自
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
で
も
等
し
く
芸
術
に
関
わ
る
機
会
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
。

③

生
ま
れ
な
が
ら
の
能
力
に
か
か
わ
ら
ず
、
芸
術
家
で
あ
る
と
自
負
す
る
者
は
誰
で
も
芸
術
家
と
名
乗
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

④

特
権
階
級
に
対
し
て
芸
術
を
捧
げ
る
意
志
と
目
標
が
あ
れ
ば
、
誰
で
も
専
門
的
な
職
人
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

お
き
て

⑤

職
人
集
団
の
掟
を
守
る
と
い
う
条
件
の
も
と
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
芸
術
家
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
。
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乙
「
ユ
ウ
ド
ウ
」

17

Ａ
群

�����������

①

有
終
の
美
を
飾
る

②

雄
弁
は
銀
、
沈
黙
は
金

③

引
導
を
渡
す

④

食
指
が
動
く

⑤

蛇
の
道
は
蛇

18

Ｂ
群

�����������

①

あ
る
物
事
を
し
て
み
た
い
気
に
な
る
こ
と

②

互
い
に
そ
の
方
面
の
事
情
に
通
じ
て
い
る
こ
と

り
ゅ
う
ち
ょ
う

③

何
も
語
ら
ず
に
い
る
こ
と
は
、
流
暢
に
話
す
こ
と
よ
り
も
大
切
で
あ
る
こ
と

④

最
後
ま
で
や
り
通
し
て
立
派
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と

⑤

最
終
的
な
宣
告
を
下
し
て
諦
め
さ
せ
る
こ
と

問
五

ア

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

19

。

①

関
係
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い

②

不
安
定
な
関
係
に
あ
る

③

関
係
性
が
絶
た
れ
て
い
る

④

持
続
可
能
な
関
係
で
あ
る

⑤

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
は
無
関
係
で
あ
る
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�
�

問
四

線
部
甲
「
タ
ン
テ
キ
」、
乙
「
ユ
ウ
ド
ウ
」
に
使
わ
れ
る
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
言
葉
を
Ａ
群
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
、
そ
の
言
葉
の

意
味
を
Ｂ
群
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

15

〜

18

。

甲
「
タ
ン
テ
キ
」

15

Ａ
群

�����������

き
ょ
し
ん
た
ん
か
い

①

虚
心
坦
懐

が
し
ん
し
ょ
う
た
ん

②

臥
薪
嘗
胆

た
ん
げ
い

③

端
倪
す
べ
か
ら
ず

④

短
慮
功
を
成
さ
ず

た
ん
か

⑤

啖
呵
を
切
る

16

Ｂ
群

�����������

①

歯
切
れ
の
い
い
言
葉
で
、
勢
い
よ
く
ま
く
し
た
て
る
こ
と

②

素
直
な
心
で
物
事
に
の
ぞ
む
こ
と

③

目
的
を
遂
げ
る
た
め
に
苦
心
し
、
努
力
を
重
ね
る
こ
と

④

成
り
行
き
や
人
物
・
技
量
の
大
き
さ
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

⑤

せ
っ
か
ち
で
思
慮
が
足
り
な
い
と
結
局
は
自
分
の
損
に
な
る
こ
と
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190

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

�
�

�
�

成
長
し
て
、
多
く
の
人
が
そ
れ
を
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
例
も
多
い
。
一
人
の
独
裁
者
が
専
制
を
し
く
と
い
う
の
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
で
は
も

は
や
起
こ
り
に
く
く
な
っ
て
、
む
し
ろ
注
2リベ

ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
下
で
起
こ
り
や
す
い
の
は
、
全
体
が
全
体
を
抑
圧
す
る
と
い
う
傾
向
で
あ
る
。

独
裁
専
制
の
場
合
は
、
か
り
に
独
裁
者
の
言
っ
て
い
る
こ
と
に
自
分
が
賛
同
し
な
く
て
も
、
自
分
の
考
え
や
好
み
を
変
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
は
な
い
。
自
分
の
考
え
は
自
分
で
守
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
全
体
に
よ
る
全
体
の
専
制
と
い
う
の
は
、
行
動
だ
け
で
は
な
く
考
え
も
好

み
も
い
つ
の
間
に
か
変
化
し
て
し
ま
う
。
芸
術
な
り
思
想
に
と
っ
て
の
大
き
な
敵
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
私
は
思
う
。

い
の
き
た
け
の
り

（
猪
木
武
徳
「
市
場
社
会
に
お
け
る
芸
能
・
芸
術
の
評
価
」
に
よ
る
）

注
1

世
阿
弥
＝
室
町
時
代
の
能
役
者
、
能
作
者
（
一
三
六
三
年
？
〜
一
四
四
三
年
？
）。『
風
姿
花
伝
』
は
、
父
で
あ
る
観
阿
弥
の
教
え
に
基
づ

い
て
世
阿
弥
が
著
し
た
能
楽
論
で
あ
る
。

注
2

リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
＝
民
主
主
義
の
制
度
に
基
づ
き
つ
つ
も
、
個
人
の
自
由
を
そ
の
運
用
に
お
い
て
重
視
す
る
考
え
方
。

問
一

線
部
Ａ
〜
Ｅ
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

1

〜

5

。

Ａ

1

ネ
ン
ト
ウ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

戸
籍
ト
ウ
ホ
ン
を
取
り
寄
せ
る
。

②

飛
行
機
の
ト
ウ
ジ
ョ
ウ
券
を
紛
失
す
る
。

③

義
理
と
人
情
の
間
で
カ
ッ
ト
ウ
す
る
。

④

シ
ン
ト
ウ
滅
却
す
れ
ば
火
も
ま
た
涼
し
。

⑤

テ
ン
ネ
ン
ト
ウ
の
根
絶
を
宣
言
す
る
。
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�
�
�
�

�
�

説
的
な
名
演
奏
を
非
常
に
レ
ン
カ
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
い
う
複
製
技
術
の
コ
ピ
ー
文
化
と
い
う
の
が
出
て
き
た
な
か
で
、
何
が
需
要
者
、

楽
し
む
側
の
精
神
的
な
姿
勢
を
変
え
て
し
ま
っ
た
か
。
そ
れ
は
（
中
略
）
マ
ス
コ
ミ
な
い
し
は
生
産
者
側
の
宣
伝
に
よ
っ
て
需
要
が乙
ユ
ウ
ド
ウ
さ
れ

あ
ら

る
と
い
う
現
象
に
表
わ
れ
て
く
る
。
こ
う
い
う
も
の
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
需
要
者
側
が
思
っ
て
生
産
者
が
つ
く
る
の
で
は
な
く
て
、
生
産
者
が
つ

く
っ
た
も
の
に
ユ
ウ
ド
ウ
さ
れ
て
楽
し
む
と
い
う
、
一
種
の

ろ

が
起
こ
っ
て
い
る
。

も
う
一
つ
重
要
な
問
題
は
、
こ
う
し
た
複
製
技
術
の
発
達
に
よ
っ
て

経
済
学
者
で
こ
う
い
う
研
究
を
し
て
い
る
人
が
欧
米
に
わ
り
に
い
る

の
だ
が

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
が
誕
生
す
る
こ
と
で
あ
る
。
歌
手
な
ら
こ
の
人
、
指
揮
者
な
ら
こ
の
人
と
、
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
の
演
奏
の
複
製
に

需
要
が
集
ま
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
趣
味
の
差
に
過
ぎ
な
い
よ
う
な
、
非
常
に
優
れ
た
他
の
地
味
な
演
奏
家
に
需
要
が
向
か
わ
な
い
と
い
う
現
象
が
起
こ

る
。
そ
う
し
た
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
が
複
製
技
術
な
の
だ
。（
中
略
）
一
旦
営
業
活
動
に
よ
っ
て
ト
ッ
プ
の
座
を

占
め
た
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
に
加
速
度
的
に
需
要
が
集
中
す
る
一
方
、
い
く
ら
趣
味
が
い
い
も
の
で
も
、
営
業
活
動
、

は

に
乗
ら
な

か
っ
た
芸
術
家
た
ち
に
対
し
て
の
世
間
の
需
要
は
低
迷
し
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
現
象
が
起
こ
る
の
は
、
複
製
技
術
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

と
考
え
て
い
い
。【

④

】

（
中
略
）

最
後
に
、
こ
う
い
う
傾
向
が

に

と
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
示
す
例
を
挙
げ
て
お
き
た
い
と
思
う
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い

う
の
は
、
多
数
決
の
原
理
で
物
事
を
決
め
て
い
く
と
ど
こ
か
の
時
点
で
必
ず
、
多
数
が
す
ご
い
権
力
と
な
っ
て
そ
れ
が
独
裁
者
、
独
裁
専
制
を
生
み

出
す
と
い
う
こ
と
が
起
こ
る
。
こ
れ
は
一
人
の
独
裁
者
が
い
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
も
う
一
つ
は
、
一
人
の
独
裁
者
で
は
な
く
て
、
全
体
が

は
ら

全
体
を
抑
圧
す
る
と
い
う
独
裁
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。⒝
こ
う
い
う
危
険
を
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
孕
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

ｅ

、

は
ば
か

多
く
の
人
が
そ
う
言
っ
て
い
る
、
そ
れ
と
違
う
自
分
の
評
価
な
り
好
み
を
オ
モ
テ
に
出
す
こ
と
は
少
し
憚
ら
れ
る
、
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
。（
中

略
）
全
体
が
全
体
を
抑
圧
す
る
と
い
う
雰
囲
気
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
は
ど
う
し
て
も
出
て
く
る
。
そ
の
た
め
そ
う
い
う
雰
囲
気
な
り
社
会
風
土
が
強

く
な
る
と
、
芸
術
や
芸
能
に
対
す
る
評
価
も
自
由
や
多
様
性
を
失
っ
て
行
く
可
能
性
が
あ
る
。【

⑤

】
い
い
も
の
は
あ
る
時
期
、
少
数
派
で
あ

る
か
も
し
れ
な
い
、
そ
の
少
数
派
がＥ
ジ
ョ
ジ
ョ
に
知
れ
渡
っ
て
、
多
く
の
共
感
者
を
得
て
、
立
派
な
芸
術
と
し
て
、
あ
る
い
は
立
派
な
芸
能
と
し
て
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�
�

��
�

Ｂ

2

レ
ン
カ

�����������

�
��
�

�
�

�
�

�
�

①

セ
イ
レ
ン
ケ
ッ
パ
ク
な
人
。

②

ジ
ュ
ク
レ
ン
の
技
を
身
に
つ
け
る
。

③

レ
ン
キ
ン
ジ
ュ
ツ
が
盛
ん
だ
っ
た
時
代
。

④

雑
誌
に
レ
ン
サ
イ
さ
れ
た
小
説
。

⑤

レ
ン
ボ
の
情
を
抱
く
。

Ｃ

3

キ
ハ
ク

�����������

�

�

�

�

�

①

休
養
し
て
セ
イ
キ
を
取
り
戻
す
。

②

平
和
を
キ
キ
ュ
ウ
す
る
。

た
く
は
つ

③

托
鉢
僧
に
キ
シ
ャ
す
る
。

④

キ
グ
し
て
い
た
事
故
が
起
こ
る
。

⑤

徴
兵
を
キ
ヒ
す
る
。

Ｄ

4

カ
ン
カ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

ジ
ャ
ッ
カ
ン
二
十
七
歳
の
代
議
士
。

②

シ
ョ
シ
カ
ン
テ
ツ
し
て
弁
護
士
に
な
る
。

③

体
の
弱
い
弟
の
カ
ン
ビ
ョ
ウ
を
す
る
。

④

災
害
で
カ
ン
ボ
ツ
し
た
道
路
。

⑤

新
興
国
に
お
け
る
ナ
イ
ユ
ウ
ガ
イ
カ
ン
の
試
練
。
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�
�

Ｅ

5

ジ
ョ
ジ
ョ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

算
数
の
カ
ゲ
ン
ジ
ョ
ウ
ジ
ョ
を
学
ぶ
。

②

俳
優
の
メ
ン
ボ
ク
ヤ
ク
ジ
ョ
た
る
演
技
。

③

病
気
が
カ
ン
ジ
ョ
に
進
行
す
る
。

④

ジ
ョ
ジ
ョ
ウ
的
な
詩
を
読
む
。

⑤

ジ
ョ
セ
ツ
を
読
む
と
本
論
が
理
解
し
や
す
い
。

問
二

ａ

〜

ｅ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の
①
〜
⑦
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ー
ク
し
な

さ
い
（
同
じ
記
号
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）。

解
答
番
号
は
、

ａ

が

6

、

ｂ

が

7

、

ｃ

が

8

、

ｄ

が

9

、

ｅ

が

10

。

①

な
ぜ
な
ら

②

つ
ま
り

③

や
は
り

④

と
こ
ろ
が

⑤

そ
し
て

⑥

じ
つ
は

⑦

あ
る
い
は

問
三

い

〜

に

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な

さ
い
。

解
答
番
号
は
、

い

が

11

、

ろ

が

12

、

は

が

13

、

に

が

14

。

む
か
し
か
た
ぎ

い：
〔

①

神
学
的
な

②

非
合
法
な

③

独
占
的
な

④

審
美
的
な

⑤

昔
気
質
な

〕

ろ：
〔

①

倒
錯

②

迎
合

③

妥
協

④

腐
敗

⑤

矛
盾

〕

は：

〔

①

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム

②

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム

③

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

④

リ
ア
リ
ズ
ム

⑤

コ
マ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム

〕

に：

〔

①

市
場
経
済

②

政
治
体
制

③

芸
術
文
化

④

哲
学
思
想

⑤

自
己
啓
発

〕

念
校
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

�

�
�

ち
の
活
動
の
性
質
と
い
う
の
は
非
常
に
異
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。【

①

】

（
中
略
）

神
へ
の
意
識
がＣ
キ
ハ
ク
に
な
っ
た
あ
と
、
芸
術
が
ど
の
方
向
に
ウ
ェ
イ
ト
、
軸
足
を
置
き
出
し
た
か
と
い
う
こ
と
、
こ
の
問
題
は
、
誰
を
芸
術
・

芸
能
の
受
け
手
と
想
定
す
る
か
と
い
う
問
題
と
密
接
に
関
係
し
て
く
る
。
そ
れ
に
関
わ
っ
て
く
る
の
が
、
誰
を
パ
ト
ロ
ン
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
誰
を
パ
ト
ロ
ン
に
す
れ
ば
芸
術
は
持
続
可
能
に
な
る
か
と
い
う
、
一
種
の
、
芸
能
者
、
美
術
家
に
と
っ
て
の
戦
略
論
を
こ
の
問
題
は
含
ん
で

い
る
わ
け
だ
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
多
数
の
匿
名
の
人
々
が
受
け
手
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
市
場
社
会
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
社
会
で
は
、
こ
の
多
数

の
匿
名
の
人
々
と
い
う
の
は
、
な
か
な
か
安
定
性
の
あ
る
パ
ト
ロ
ン
に
は
な
れ
な
い
し
、
な
り
得
な
い
。
だ
か
ら
ど
う
し
て
も
国
家
と
い
う
も
の
が
、

文
化
芸
術
活
動
に
か
な
り
の
程
度
肩
入
れ
を
し
な
い
と
、
そ
の
芸
能
・
芸
術
は
持
続
し
得
な
い
と
い
う
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
。【

②

】

ｃ

こ
の
点
で
、
私
の
友
人
で
非
常
に
能
に
詳
し
い
人
か
ら
聞
い
た
話
が
あ
る
。
注
1世阿

弥
の
『
風
姿
花
伝
』

一
般
に
は
純
粋
な

芸
術
論
と
し
て
読
ま
れ
、
た
し
か
に
そ
う
い
う
要
素
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
は
あ
る
け
れ
ど
も

こ
の
本
が
書
か
れ
た
元
々
の
意
図
に
は
、
自

分
の
芸
、
芸
術
を
ど
の
よ
う
に
し
て
後
世
に
残
す
か
、
継
承
の
た
め
の
ど
の
よ
う
な
枠
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
か
、
そ
う
い
う
問
題
意
識
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。【

③

】
こ
れ
は
非
常
に
重
要
か
つ
面
白
い
問
題
だ
と
思
う
。
つ
ま
り
、
世
阿
弥
は
晩
年
、
後
継
者
問
題
に
悩
ん
で
、
や

く

げ

は
り
将
軍
・
公
家
に
能
の
魅
力
を
十
分
に
理
解
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
は
決
定
的
に
重
要
だ
と
考
え
た
の
だ
ろ
う
。
自
分
の
芸
術
を
継
承
し
、
後

世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
は
そ
れ
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
い
た
。
だ
か
ら
将
軍
と
公
家
と
い
う
権
力
者
を
、
い
か
に
取
り
込
む
か

と
い
う
こ
と
が
、
じ
つ
は
あ
の
本
に
は
隠
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
友
人
か
ら
聞
い
て
、
芸
術
と
国
家
権
力
は
そ
う
い
う
意
味
で
も

ア

こ
と
を
感
じ
た
わ
け
で
あ
る
。

（
中
略
）

芸
術
、
芸
能
の
楽
し
み
方
が
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
点
は
、
経
済
的
豊
か
さ
と
、
技
術
の
問
題
、
技
術
革
新
が
あ
っ
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。

（
中
略
）
技
術
革
新
と
い
う
要
素
に
関
し
てＤ
カ
ン
カ
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、

ｄ

複
製
技
術
で
あ
る
。
複
製
技
術
に
よ
っ
て
、
モ
ノ

が
大
量
に
低
コ
ス
ト
で
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
Ｃ
Ｄ
も
も
ち
ろ
ん
二
〇
〇
〇
円
か
ら
三
〇
〇
〇
円
す
る
も
の
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
今
や
昔
の
伝
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�
�

�
�
�
�

�
�

Ⅰ

必
答
問
題

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

1

〜

23

。

さ
さ

音
楽
や
舞
踊
は
、
歴
史
的
に
み
る
と
、
神
様
に
捧
げ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
し
た
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
い
。
芸
術
に
携
わ
っ
て
い
る
専
門
的
な

職
人
集
団
は
神
様
、
王
様
、
王
侯
貴
族
階
級
の
人
々
を
意
識
し
て
、
芸
術
活
動
、
芸
能
活
動
に
携
わ
っ
て
来
た
。
こ
れ
は
、
か
な
り
多
く
の
社
会
で

見
ら
れ
る
現
象
で
あ
っ
た
と
思
う
。
同
業
者
と
い
う
の
は
近
代
以
前
で
も
、
一
種
の
職
人
集
団
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
現
在
な
ら
、
自
分
が
ピ
ア

ニ
ス
ト
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
ら
、
自
分
で
一
生
懸
命
練
習
し
て
音
大
を
目
指
し
て
頑
張
り
、
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
た
り
、
演
奏
の
機
会
を
い
ろ
い
ろ

与
え
ら
れ
て
、
一
人
前
の
優
れ
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
成
長
し
て
い
く
。
そ
の
職
人
集
団
の
出
入
り
は

も
ち
ろ
ん
経
済
的
な
意
味
で
の
制
約

条
件
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
だ
ろ
う
が

自
由
で
あ
る
。

ａ

近
代
以
前
は
、
自
分
が
そ
の
身
分
に
属
し
て
い
な
い
と
入
れ
な
い
と
い

う

い

職
人
集
団
あ
る
い
は
職
能
団
体
が
多
か
っ
た
。

（
中
略
）
一
八
世
紀
後
半
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
や
ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
が
あ
っ
て
、
産
業
革
命
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
工
業
化
も
進
み
、
政
治
、
社

会
が
非
常
に
大
き
な
変
動
を
経
験
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
ど
う
い
う
受
け
手
を
ネ
ンＡ
ト
ウ
に
お
い
て
芸
術
家
た
ち
が
自
ら
の
創
作
活
動

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
点
で
も
、
こ
の
時
期
は
非
常
に
大
き
な
転
換
点
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
こ
に
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
基
本
原
理

で
あ
る
平
等
の
概
念
が
関
わ
っ
て
い
る
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
基
本
概
念
は
「⒜
条
件
の
平
等
化
」
と
い
う
こ
と
で
、
人
々
が
同
じ
条
件
の
も
と
で
参
加

し
競
争
す
る
と
い
う
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。

ｂ

商
業
社
会
が
発
達
す
る
と
市
場
を
通
し
て
売
買
を
す
る
。
そ
こ
で
は
、
神
様
で

も
王
侯
貴
族
で
も
職
人
集
団
で
も
な
い
、
い
わ
ば
匿
名
の

顔
の
な
い
多
く
の
人
た
ち
が
、
芸
術
家
、
芸
能
者
た
ち
の
提
供
す
る
作
品
な
り

サ
ー
ビ
ス
な
り
を
受
容
す
る
立
場
に
な
る
。（
中
略
）甲
タ
ン
テ
キ
に
い
う
と
、
神
様
を
意
識
し
て
何
か
芸
術
作
品
を
つ
く
ろ
う
と
思
っ
た
時
代
と
、

多
数
の
匿
名
の
人
た
ち
が
受
け
入
れ
て
く
れ
る
よ
う
な
作
品
を
、
と
く
にＢ
レ
ン
カ
で
つ
く
る
と
い
う
の
が
盛
ん
に
な
っ
た
時
代
と
で
は
、
芸
術
家
た

Ａ
2

国

語

表3［右ページ］から問題開始
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問
十

線
部
キ
「
う
れ
し
う
思
ひ
た
る
」
の
よ
う
に
、
供
人
た
ち
が
う
れ
し
く
思
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も

の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号

21

。

①

堀
河
院
で
は
高
松
殿
の
よ
う
な
従
者
に
対
す
る
接
待
は
期
待
で
き
な
い
か
ら
。

②

主
人
が
堀
河
院
を
訪
れ
た
甲
斐
が
あ
る
こ
と
が
自
分
達
に
も
わ
か
っ
た
か
ら
。

③

久
し
ぶ
り
に
堀
河
院
を
訪
れ
て
夫
婦
や
親
子
の
対
面
な
ど
が
あ
っ
た
か
ら
。

④

堀
河
院
に
泊
ま
る
の
も
高
松
殿
に
泊
ま
る
の
も
従
者
と
し
て
は
同
じ
だ
か
ら
。

か

い

⑤

久
し
ぶ
り
に
訪
れ
以
前
親
し
く
し
て
い
た
仲
間
に
会
え
て
甲
斐
が
あ
っ
た
か
ら
。

問
十
一
『
栄
花
物
語
』
と
成
立
時
代
の
異
な
る
作
品
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

22

。

①

源
氏
物
語

②

夜
の
寝
覚

③

狭
衣
物
語

④

春
雨
物
語

⑤

堤
中
納
言
物
語

（
国
語
問
題

お
わ
り
）
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

�
�

問
四

線
部
甲
「
た
て
ま
つ
ら
」・
乙
「
た
て
ま
つ
る
」
は
誰
か
ら
誰
に
対
す
る
敬
意
を
表
し
ま
す
か
。
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も

の
を
、
次
の
①
〜
⑧
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ
記
号
を
何
度
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。

解
答
番
号
は
甲
が

9

、
乙
が

10

。

①

語
り
手
か
ら
「
一
の
宮
」

②

語
り
手
か
ら
「
大
臣
」

③

語
り
手
か
ら
「
女
御
」

④
「
一
の
宮
」
か
ら
「
大
臣
」

⑤
「
女
御
」
か
ら
「
大
臣
」

⑥
「
女
御
」
か
ら
「
一
の
宮
」

⑦
「
院
」
か
ら
「
一
の
宮
」

⑧
「
院
」
か
ら
「
女
御
」

問
五

Ⅰ

〜

Ⅲ

に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑥
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ー
ク
し
な
さ

い
（
同
じ
記
号
を
何
度
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。

解
答
番
号
は

Ⅰ

が

11

、

Ⅱ

が

12

、

Ⅲ

が

13

。

①

え

②

ぞ

③

な

④

こ
そ

⑤

つ
ゆ

⑥

よ
も

問
六

Ⅳ

に
入
る
動
詞
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑥
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

14

。

①

な
が
れ

②

な
が
れ
れ

③

お
ち
れ

④

お
ち
つ
れ

⑤

こ
ぼ
る
れ

⑥

こ
ぼ
れ
れ

問
七

Ｘ
の
和
歌
「
逢
ふ
こ
と
の
と
ど
こ
ほ
り
つ
つ
ほ
ど
ふ
れ
ば
解
く
れ
ど
解
く
る
け
し
き
だ
に
な
し
」
に
お
け
る
表
現
技
法
の
組
み
合
わ
せ
と
し

て
最
も
適
当
な
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。
次
の
①
〜
⑥
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

15

。

①

句
切
れ
な
し
と
序
詞

②

三
句
切
れ
と
掛
詞

③

掛
詞
と
擬
人
法

④

三
句
切
れ
と
枕
詞

⑤

同
語
反
復
と
序
詞

⑥

句
切
れ
な
し
と
掛
詞
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�
�

ｅ

5

「
聞
こ
え
さ
せ
た
ま
へ
ば
」

�����������

①

聞
こ
え
る
よ
う
に
言
っ
た
の
で

②

お
た
ず
ね
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ

③

申
し
上
げ
な
さ
る
の
で

④

聞
こ
え
る
よ
う
に
さ
せ
た
と
こ
ろ

⑤

申
し
上
げ
さ
せ
た
の
で

ｆ

6

「
か
た
し
く
」

�����������

①

型
ど
お
り
に
敷
く

②

難
し
い
と
思
わ
れ
る

③

固
く
な
っ
た

④

片
方
を
敷
く

⑤

固
苦
し
い

問
二

線
部
ア
「
御
衣
」
の
読
み
方
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

7

。

①

お
ん
こ
ろ
も

②

ご
い

③

お
お
ん
こ
ろ
も

④

お
ん
ぞ

⑤

お
き
ぬ

問
三

線
部
Ａ
〜
Ｅ
の
「
し
」
は
あ
る
単
語
ま
た
は
そ
の
一
部
で
す
。
品
詞
が
同
じ
も
の
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

8

。

①

Ａ
と
Ｂ

②

Ｂ
と
Ｃ

③

Ｃ
と
Ｄ

④

Ｄ
と
Ｅ

⑤

Ｅ
と
Ａ
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オ
「
つ
い
ゐ
さ
せ
た
ま
ひ
て
」

①

つ
い
つ
い
そ
ち
ら
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て

②

つ
い
つ
い
お
残
り
に
な
っ
て

③

つ
い
に
座
ら
せ
な
さ
っ
て

④

さ
っ
と
お
座
り
に
な
っ
て

⑤

さ
っ
さ
と
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
な
っ
て

カ
「
殿
の
御
方
に
お
は
し
ま
さ
せ
て
ぞ
、
す
こ
し
心
や
す
く
」

①

右
大
臣
殿
に
こ
ち
ら
へ
お
い
で
い
た
だ
い
た
の
ち
に
、
少
し
安
心
し
た
気
持
ち
に
な
っ
て

②

右
大
臣
殿
の
お
部
屋
の
ほ
う
に
子
ど
も
た
ち
を
行
か
せ
な
さ
っ
て
か
ら
、
少
し
気
持
ち
を
楽
に
し
て

③

高
松
殿
の
ほ
う
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
、
右
大
臣
殿
の
所
に
来
て
い
る
よ
り
も
少
し
気
が
休
ま
る
の
で

④

高
松
殿
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち
も
い
な
く
て
少
し
く
つ
ろ
げ
る
の
だ
が

⑤

高
松
殿
に
行
か
さ
れ
て
か
ら
は
、
面
倒
な
こ
と
か
ら
解
放
さ
れ
て
少
し
心
が
落
ち
着
い
て

問
九

線
部
エ
「
今
し
ば
し
も
あ
り
て
こ
そ
は
」
と
は
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
を
表
し
て
い
ま
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中

か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

20

。

①

女
御
殿
に
寂
し
い
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
帰
ろ
う
と
し
た
が
も
う
少
し
こ
の
場
に
い
よ
う
と
い
う
気
持
ち
。

②

堀
河
院
の
人
々
が
自
分
を
度
を
過
ぎ
て
も
て
な
そ
う
と
す
る
の
が
煩
わ
し
い
の
で
、
短
時
間
の
滞
在
に
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
。

③

今
は
ま
だ
高
松
殿
で
の
手
厚
い
接
待
を
受
け
て
い
る
の
で
、
も
う
少
し
し
て
か
ら
時
々
こ
こ
に
通
お
う
と
い
う
気
持
ち
。

④

堀
河
院
の
人
々
は
自
分
に
対
し
て
腹
を
立
て
て
い
る
の
で
、
も
う
し
ば
ら
く
し
た
ら
絶
縁
さ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
。

⑤

自
分
の
こ
と
を
非
難
し
て
い
る
人
々
も
、
も
う
少
し
こ
こ
に
い
た
ら
考
え
を
変
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
持
ち
。
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問
八

線
部
イ
「
お
は
し
ま
し
つ
れ
ば
皆
入
り
に
け
り
」、
ウ
「
う
ち
恥
ぢ
し
ら
ひ
て
お
は
し
ま
せ
ば
」、
オ
「
つ
い
ゐ
さ
せ
た
ま
ひ
て
」、
カ

「
殿
の
御
方
に
お
は
し
ま
さ
せ
て
ぞ
、
す
こ
し
心
や
す
く
」
の
現
代
語
訳
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一

つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
イ
が

16

、
ウ
が

17

、
オ
が

18

、
カ
が

19

。

イ
「
お
は
し
ま
し
つ
れ
ば
皆
入
り
に
け
り
」

①

女
御
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、
女
房
は
み
な
部
屋
の
中
に
入
っ
た

②

女
御
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
女
房
は
み
な
伺
候
し
て
い
た

③

院
が
お
い
で
に
な
っ
た
の
で
、
女
房
は
み
な
女
御
の
寝
所
の
中
に
入
っ
た

④

院
の
お
座
り
に
な
る
所
を
作
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、
女
房
は
み
な
参
入
し
た

⑤

院
が
お
い
で
に
な
っ
た
の
で
、
女
房
は
み
な
建
物
の
奥
の
ほ
う
に
入
っ
た

ウ
「
う
ち
恥
ぢ
し
ら
ひ
て
お
は
し
ま
せ
ば
」

①

恥
を
知
れ
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
様
子
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

②

恥
ず
か
し
め
を
受
け
た
こ
と
を
責
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

③

こ
ち
ら
が
恥
ず
か
し
く
な
る
よ
う
な
立
派
な
ご
様
子
な
の
で

④

恥
ず
か
し
い
と
知
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
様
子
な
の
で

⑤

恥
ず
か
し
が
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
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国語〔 3 科目型 1 日目〕



193

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

ｂ

2

「
や
や
」

�����������

①

す
ぐ
に

②

よ
う
や
く

③

少
し
だ
け

④

こ
れ
こ
れ

⑤

じ
い
じ
よ

ｃ

3

「
目
く
る
る
」

�����������

①

目
を
丸
く
す
る

②

目
を
向
け
る

③

目
の
前
が
真
っ
暗
に
な
る

④

目
が
回
る
よ
う
な

⑤

目
も
当
て
ら
れ
な
い

ｄ

4

「
わ
ざ
と
」

�����������

①

あ
え
て

②

わ
ざ
わ
ざ

③

無
理
に

④

仕
業
と
し
て

⑤

こ
と
さ
ら
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�
�

ぼ
う
ぜ
ん

注
1

あ
る
か
に
も
あ
ら
で
＝
茫
然
自
失
の
ま
ま
。

注
2

い
か
に
罪
得
さ
せ
た
ま
ふ
ら
ん
＝
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
罪
を
得
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
は
、
物
思
い
を
す
る
こ
と
が
成
仏
の
妨
げ

と
な
る
罪
障
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

注
3

か
や
す
き
＝
身
分
な
ど
が
軽
々
し
い
。

注
4

わ
が
御
命
知
ら
ぬ
こ
と
＝
自
分
は
い
つ
ま
で
生
き
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
命
あ
る
限
り
愛
し
続
け
る
と
い
う
こ
と
。

注
5

道
の
そ
ら
も
な
く
＝
道
中
は
上
の
空
で
。

問
一

線
部
ａ
〜
ｆ
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

1

〜

6

。

ａ

1

「
参
ら
で
」

�����������

①

参
上
し
な
い
で

②

召
し
上
が
ら
な
い
で

③

献
上
し
な
い
で

④

入
ら
な
い
で

⑤

飲
ま
な
い
で
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Ⅲ

選
択
問
題

あ
き
み
つ

あ
つ
あ
き
ら

　
次
の
文
章
は
、
右
大
臣
藤
原
顕
光
の
婿
で
東
宮
だ
っ
た
敦
明
親
王
が
、
東
宮
を
辞
退
し
て
小
一
条
院
と
な
り
、
高
松
殿
に
住
む
藤
原
寛
子
と
結

婚
し
た
直
後
の
、
顕
光
と
娘
延
子
（
堀
河
の
女
御
）
の
住
む
堀
河
院
の
様
子
を
語
っ
て
い
ま
す
。
寛
子
は
左
大
臣
藤
原
道
長
の
娘
で
す
。
ま
た
、
小

あ
つ
さ
だ

一
条
院
と
延
子
の
間
に
は
、
敦
貞
（
一
の
宮
）
以
下
、
複
数
の
子
女
が
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

1

〜

22

。

ふ
た

ふ

お
と
ど

か
く
て
か
の
堀
河
の
女
御
そ
の
ま
ま
に
胸
塞
が
り
て
、

Ⅰ

御
湯
を
だ
にａ
参
ら
で
臥
し
た
ま
へ
り
。
大
臣
も
消
え
入
り
ぬ
ば
か
り
に
て
臥

し
た
ま
へ
る
に
、
一
の
宮
お
は
し
ま
し
て
、

「
大
臣
、ｂ
や
や
起
き
よ
起
き
よ
。
馬
に
せ
ん
」

ば

と
起
こ
し
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
へ
ば
、
注
1ある

か
に
も
あ
ら
で
起
き
あ
が
り
た
ま
ひ
て
、
高
這
ひＡ
し
て
馬
に
な
り
て
乗
せ
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
て
、
這

あ
り

ひ
歩
か
せ
た
ま
へ
ば
、
一
の
宮
、

「
例
よ
り
も
動
か
ぬ
馬
悲
し
」

こ
こ
ち

と
て
、
扇Ｂ
し
て
し
と
し
と
と
打
ち甲
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ふ
を
、
女
御
見
や
り
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
う
て
、
い
と
どｃ
目
く
る
る
心
地
せ
さ
せ
た
ま
へ
ば
、

か
づ

い
と
ど
御
心
の
闇
も
ま
さ
ら
せ
た
ま
ひ
て
、ア
御
衣
を
引
き
被
き
て
臥
さ
せ
た
ま
へ
り
。
い
み
じ
う
あ
は
れ
な
る
御
有
様
な
る
に
、
女
御
は
若
う
お
は

す
れ
ば
い
と
よ
し
や
、
殿
の
御
年
は
さ
ば
か
り
な
る
に
、
注
2いか

に
罪
得
さ
せ
た
ま
ふ
ら
ん
と
、
見
た
て
ま
つ
る
人
も
、
あ
は
れ
に
悲
し
く
、
心
憂
し

と
見
る
。

日
ご
ろ
あ
り
て
、
院
、
堀
河
院
に
お
は
し
ま
し
て
御
覧
ず
れ
ば
、ｄ
わ
ざ
と
道
見
え
ぬ
ま
で
荒
れ
た
り
。
あ
は
れ
と
御
覧
じ
て
入
ら
せ
た
ま
へ
れ
ば
、

す
ず
り

は
こ

女
御
殿
は
御
帳
の
前
に
ぞ
、
御
硯
の
筥
を
枕
に
て
臥
さ
せ
た
ま
へ
る
。
御
前
に
女
房
二
三
人
ば
か
り
さ
ぶ
ら
ひ
つ
れ
ど
、イ
お
は
し
ま
し
つ
れ
ば
皆

い

入
り
に
け
り
。
注
3かや

す
き
人
々
の
さ
ぶ
ら
ひ
し
か
ど
も
、
こ
の
ご
ろ
皆
出
で
て
、

Ⅱ

さ
ら
ぬ
人
々
ぞ
さ
ぶ
ら
ひ
け
る
。（
中
略
）

「
い
づ
ら
、
一
の
宮
は
」
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�

とｅ
聞
こ
え
さ
せ
た
ま
へ
ば
、
お
は
し
ま
し
て
、ウ
う
ち
恥
ぢ
し
ら
ひ
て
お
は
し
ま
せ
ば
、「
こ
の
宮
も
み
な
腹
立
ち
に
け
る
も
の
を
ば
」
と
て
、
御
涙

の
ご

を
お
し
拭
は
せ
た
ま
ふ
も
、
い
み
じ
う
あ
は
れ
な
り
。

た
た
う
が
み

お
ぼ

女
御
の
御
衣
の
袖
の
か
た
に
、
畳
紙
の
や
う
な
る
も
の
の
あ
る
を
、
取
り
て
御
覧
ず
れ
ば
、
思
し
け
る
こ
と
ど
も
を
書
き
た
ま
へ
る
と
御
覧
ず
。

と
し
つ
き

過
ぎ
に
け
る
年
月
な
に
を
思
ひ
け
ん
今Ｃ
し
も
も
の
の
嘆
か
し
き
か
な

う
ち
と
け
て
誰
も
ま
だ
寝
ぬ
夢
の
世
に
人
の
つ
ら
さ
を
見
る
ぞ
悲
し
き

ち
と
せ

千
年
経
ん
ほ
ど
を
ば
知
ら
ず
来
ぬ
人
を
待
つ
は
な
ほ

Ⅲ

久
し
か
り
け
れ

恋
し
さ
も
つ
ら
さ
も
と
も
に
知
ら
せ
つ
る
人
を
ば
憂Ｄ
し
と
い
か
が
思
は
ぬ

解
く
と
だ
に
見
え
ず
も
あ
る
か
な
冬
の
夜
のｆ
か
た
し
く
袖
に
結
ぶ
氷
の

な
ど
書
か
せ
た
ま
へ
る
。
い
み
じ
う
あ
は
れ
に
、

と
ま

「
も
の
を
思
は
せ乙
た
て
ま
つ
る
こ
と
。
な
ど
か
は
時
々
は
こ
こ
に
も
泊
ら
ざ
ら
む
。
さ
れ
ど
人
の
い
み
じ
う
も
て
な
し
思
い
た
る
こ
と
の
わ
づ
ら

は
し
け
れ
ば
、
い
か
で
か
は
。エ
今
し
ば
し
も
あ
り
て
こ
そ
は
」

な
ど
思
す
も
、
い
と
あ
は
れ
な
り
。「
結
ぶ
氷
の
」
と
書
き
た
ま
へ
る
か
た
は
ら
に
書
き
た
ま
ふ
、

Ｘ

逢
ふ
こ
と
の
と
ど
こ
ほ
り
つ
つ
ほ
ど
ふ
れ
ば
解
く
れ
ど
解
く
る
け
し
き
だ
に
な
し

よ
ろ
づ
に
た
だ
注
4わが

御
命
知
ら
ぬ
こ
と
を
の
み
、
え
も
い
は
ず
聞
こ
え
た
ま
ひ
て
、
出
で
さ
せ
た
ま
ふ
に
、
宮
た
ち
の
た
ち
騒
ぎ
見
送
り
た
て
ま

つ
ら
せ
た
ま
ふ
に
、
御
涙
も

Ⅳ

ば
、オ
つ
い
ゐ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
よ
ろ
づ
に
慰
め
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
御
乳
母
ど
も
召
し
て
、
抱
か

せ
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ひ
て
、カ
殿
の
御
方
に
お
は
し
ま
さ
せ
て
ぞ
、
す
こ
し
心
や
す
く
出
で
さ
せ
た
ま
ふ
注
5道の

そ
ら
も
な
く
い
み
じ
う
思
さ
る
べＥ
し
。

御
供
の
人
々
も
、
泊
ら
せ
た
ま
は
ば
い
か
に
か
ひ
な
か
ら
ん
と
思
ひ
け
る
に
、
出
で
さ
せ
た
ま
へ
ば
、キ
う
れ
し
う
思
ひ
た
る
も
い
と
心
憂
し
。

（『
栄
花
物
語
』
巻
十
三
・
ゆ
ふ
し
で
に
よ
る
）
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194

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

Ｙ

19

た

①

日
本
の
出
版
社
は
よ
り
少
な
い
予
算
で
漫
画
ア
プ
リ
を
構
築
・
運
営
す
る
工
夫
に
長
け
て
い
ま
す

②

日
本
の
漫
画
ア
プ
リ
が
発
展
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の
作
品
を
配
信
し
て
利
用
者
の
心
を
つ
か
む
努
力
が
必
要
で
す

③

な
ぜ
漫
画
ア
プ
リ
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立
し
な
い
か
と
い
う
と
、
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
利
用
者
が
少
な
い
か
ら
で
す

④

漫
画
ア
プ
リ
は
資
金
力
が
物
を
言
い
、
毎
月
多
額
の
広
告
費
を
投
下
で
き
る
企
業
に
有
利
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す

⑤

国
際
的
に
日
本
の
漫
画
ア
プ
リ
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
配
信
す
る
作
品
の
優
劣
が
決
定
的
な
意
味
を
持
ち
ま
す

問
六

線
部
ア
「「
単
行
本
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
の
相
性
の
悪
さ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中

か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

20

。

①

日
本
で
は
紙
の
使
用
量
が
少
な
い
単
行
本
で
出
版
す
る
こ
と
で
収
益
を
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
ウ
ェ
ブ
ト
ゥ
ー
ン
で
配
信
さ
れ
た
作
品

は
長
期
連
載
さ
れ
分
量
が
多
い
も
の
が
基
本
な
の
で
、
紙
の
使
用
量
が
増
大
す
る
た
め
出
版
し
に
く
い
と
い
う
こ
と
。

②

ウ
ェ
ブ
ト
ゥ
ー
ン
は
配
信
・
広
告
・
購
読
な
ど
流
通
の
全
て
の
過
程
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
内
で
完
結
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ウ
ェ
ブ

ト
ゥ
ー
ン
で
配
信
さ
れ
る
作
品
を
従
来
の
出
版
業
界
の
方
法
で
紙
の
単
行
本
と
し
て
出
版
す
る
の
は
困
難
だ
と
い
う
こ
と
。

③

ウ
ェ
ブ
ト
ゥ
ー
ン
と
単
行
本
で
は
コ
マ
割
り
が
異
な
り
、
紙
の
単
行
本
と
し
て
販
売
す
る
上
で
困
難
が
伴
う
。
そ
の
上
、
漫
画
ア
プ
リ
で

は
従
来
の
出
版
業
界
に
お
け
る
宣
伝
方
法
を
使
え
な
い
と
い
う
こ
と
。

④

ウ
ェ
ブ
ト
ゥ
ー
ン
は
す
き
間
時
間
で
楽
し
む
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
む
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
紙
の

単
行
本
で
出
版
す
る
に
は
適
さ
な
い
作
品
が
多
い
の
で
単
行
本
に
し
に
く
い
と
い
う
こ
と
。

⑤

日
本
の
出
版
社
は
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
か
ら
ゆ
っ
く
り
選
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
前
提
に
広
告
展
開
を
し
て
い
る
。
一
方
、
漫
画
ア
プ

あ
い
い

リ
で
は
、
人
気
の
あ
る
ジ
ャ
ン
ル
や
テ
ー
マ
の
作
品
に
広
告
が
集
中
す
る
の
で
相
容
れ
な
い
と
い
う
こ
と
。
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乙

17

「
傘
下
の
」

�����������

①

中
心
を
な
す
存
在
の
統
制
下
に
寄
り
集
ま
る

②

技
術
の
伝
承
を
通
じ
て
師
弟
関
係
に
あ
る

③

利
害
が
絡
む
関
係
に
あ
る
組
織
に
属
し
て
い
る

④

民
間
の
非
営
利
団
体
が
管
理
す
る

⑤

同
一
の
分
野
に
お
い
て
競
合
し
あ
っ
て
い
る

問
五

Ｘ

・

Ｙ

に
入
る
最
も
適
当
な
文
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ

い
。
解
答
番
号
は

18

・

19

。

Ｘ

18

①

紙
の
単
行
本
は
ア
プ
リ
ス
ト
ア
の
販
売
手
数
料
や
シ
ス
テ
ム
開
発
の
経
費
も
か
か
ら
ず
、
こ
ん
な
に
お
い
し
い
商
売
は
な
い

②

紙
の
単
行
本
の
売
上
は
取
次
会
社
の
取
り
分
が
多
す
ぎ
る
た
め
、
作
業
の
割
に
出
版
社
の
利
益
は
さ
ほ
ど
得
ら
れ
な
い

③

紙
の
単
行
本
か
ら
よ
り
多
く
の
利
益
を
得
る
た
め
に
、
一
冊
あ
た
り
の
ペ
ー
ジ
数
を
可
能
な
限
り
減
ら
し
て
い
る

④

紙
の
単
行
本
で
利
益
を
出
す
た
め
に
は
、『
鬼
滅
の
刃
』
の
よ
う
な
メ
ガ
ヒ
ッ
ト
作
品
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る

⑤

紙
の
単
行
本
の
今
後
は
、
出
版
業
界
が
ど
の
よ
う
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
ゆ
く
か
定
ま
ら
な
い
中
で
不
透
明
な
状
況
だ 念
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問
八

線
部
ウ
「
漫
画
大
国
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
日
本
勢
で
団
結
し
て
一
つ
の
漫
画
ア
プ
リ
を
作
る
べ
き
だ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
出
版
業

界
で
こ
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

22

。

①

日
本
は
漫
画
ア
プ
リ
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
先
駆
者
的
存
在
で
あ
り
、
現
状
、
国
際
的
に
も
他
国
を
圧
倒
す
る
競
争
力
を
保
持
し
続

ば
く
だ
い

け
て
い
る
。
そ
の
地
位
と
力
を
今
後
も
変
わ
る
こ
と
な
く
維
持
す
る
た
め
に
は
莫
大
な
経
費
が
必
要
と
な
る
が
、
個
々
の
出
版
社
で
担
う
こ

と
は
不
可
能
で
あ
り
、
出
版
社
が
相
互
に
資
本
を
出
し
合
う
必
要
が
あ
る
か
ら
。

②

日
本
が
漫
画
大
国
と
呼
ば
れ
て
き
た
の
は
、
漫
画
家
た
ち
が
個
々
に
質
の
高
い
作
品
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
き
た
努
力
と
、
出
版
社
同
士

の
競
合
が
相
乗
的
な
効
果
を
上
げ
て
き
た
結
果
で
あ
る
。
し
か
し
現
代
で
は
日
本
の
出
版
社
が
競
合
で
は
な
く
協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

漫
画
家
の
安
定
的
な
制
作
環
境
を
保
証
す
る
方
が
効
果
的
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
。

③

日
本
の
出
版
社
が
各
社
の
ア
プ
リ
間
で
競
合
し
て
莫
大
な
広
告
費
を
投
入
す
る
と
い
う
現
状
が
続
く
と
、
将
来
的
に
会
社
の
財
政
を
致
命

的
に
圧
迫
し
か
ね
な
い
。
無
意
味
な
競
争
は
避
け
て
相
互
に
協
力
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
広
告
費
を
削
減
す
る
こ
と
で
、
出
版
社
の
共
倒
れ

を
回
避
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
。

④

日
本
が
漫
画
大
国
で
い
続
け
る
に
は
、
よ
り
高
い
質
の
作
品
を
配
信
し
続
け
、
国
際
的
に
も
高
い
声
望
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
日
本
の
出
版
社
が
総
力
を
挙
げ
て
漫
画
ア
プ
リ
を
作
り
収
益
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
漫
画
家
に
も
利
益
を
還
元
し
、
よ
り
良
い
作

品
を
制
作
で
き
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
か
ら
。

⑤

日
本
が
外
国
の
企
業
に
よ
る
ア
プ
リ
と
競
合
す
る
た
め
に
は
、
作
品
を
横
断
的
に
利
用
で
き
る
大
き
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
て

利
用
者
を
多
く
獲
得
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
本
に
あ
る
出
版
社
が
協
力
し
て
総
合
的
な
漫
画
ア
プ
リ
を
運
営
す
る
こ
と
で
、
大
き

な
広
告
費
を
投
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
。
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問
七

線
部
イ
「
な
ら
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
韓
国
勢
に
頼
ら
ず
に
、
自
社
ア
プ
リ
向
け
に
ウ
ェ
ブ
ト
ゥ
ー
ン
を
配
信
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
」

と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
疑
問
へ
の
問
題
文
に
お
け
る
答
え
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ

い
。
解
答
番
号
は

21

。

①

利
用
者
に
と
っ
て
は
、
作
品
を
横
断
的
に
検
索
・
購
入
で
き
る
ア
プ
リ
の
方
が
便
利
で
あ
る
が
、
横
断
的
な
検
索
を
可
能
に
す
る
の
は
、

利
用
者
の
多
さ
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
多
大
な
利
用
者
数
を
獲
得
し
、
大
き
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
築
い
て
い
る
韓
国
ア
プ
リ
に
、
日
本

の
出
版
社
が
運
営
す
る
自
社
ア
プ
リ
は
大
き
な
遅
れ
を
取
っ
て
い
る
。

②

出
版
社
が
各
々
で
作
品
を
自
社
ア
プ
リ
か
ら
配
信
す
る
と
な
る
と
、
自
社
か
ら
発
売
し
て
い
る
作
品
に
限
ら
れ
る
が
、
出
版
社
を
横
断
し

て
作
品
を
検
索
・
購
入
で
き
る
ア
プ
リ
の
方
に
利
用
者
は
流
れ
て
ゆ
く
。
そ
の
た
め
、
作
品
の
購
買
数
を
上
げ
る
た
め
に
は
韓
国
ア
プ
リ
に

作
品
を
提
供
す
る
形
を
取
ら
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

③

利
用
者
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
価
値
が
高
ま
る
の
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
。「
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な

グ
ロ
ー
バ
ル
に
事
業
展
開
し
て
い
る
会
社
の
方
が
有
利
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
今
後
は
韓
国
ア
プ
リ
で
は
な
く
、
よ
り
規
模
の
大
き
な
米
国
の

企
業
が
運
営
す
る
ア
プ
リ
に
依
存
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

④

日
本
の
出
版
社
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
意
識
が
強
く
、
個
々
の
会
社
に
よ
っ
て
自
社
ア
プ
リ
を
運
営
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
個
々
に
自
社
ア

プ
リ
を
小
さ
な
規
模
で
出
し
て
は
競
合
す
る
と
い
う
形
に
陥
っ
て
お
り
、
規
模
の
大
き
な
韓
国
ア
プ
リ
の
力
を
借
り
て
の
配
信
と
並
立
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
何
と
か
利
益
を
生
み
出
し
て
い
る
。

⑤

出
版
社
が
独
自
に
ア
プ
リ
を
運
営
し
、
数
多
く
の
利
用
者
を
獲
得
す
る
に
は
、
他
社
の
ア
プ
リ
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
エ
ン
タ
メ
系
ア
プ

リ
と
も
競
争
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
韓
国
ア
プ
リ
に
作
品
を
提
供
す
る
か
わ
り
に
顧
客
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
競
争
力
を

高
め
る
の
が
最
善
の
策
で
あ
る
。
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

�
�

問
三

い

〜

ほ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な

さ
い
。

解
答
番
号
は

い

が

11

、

ろ

が

12

、

は

が

13

、

に

が

14

、

ほ

が

15

。

も
ろ
て

さ
お

い
〔

①

こ
ゆ
る
ぎ
も
し
な
い

②

辛
酸
を
な
め
さ
せ
ら
れ
る

③

諸
手
を
あ
げ
る

④

棹
を
さ
す

⑤

拍
車
を
か
け
て
い
る

〕

ろ
〔

①

目
が
な
い

②

一
目
置
い
て
い
る

③

目
に
余
る

④

目
が
肥
え
て
い
る

⑤

目
か
ら
鼻
に
抜
け
る

〕

は
〔

①

薄
利
多
売

②

一
暴
十
寒

③

千
客
万
来

④

一
挙
両
得

⑤

不
断
節
季

〕

に
〔

①

汗
を
握
る

②

拳
を
握
る

③

鍵
を
握
る

④

手
を
握
る

⑤

筆
を
握
る

〕

ほ
〔

①

四
天
王

②

二
刀
流

③

百
人
力

④

千
里
眼

⑤

一
枚
岩

〕

問
四

線
部
甲
「
金
太
郎
飴
の
よ
う
な
」、
乙
「
傘
下
の
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず

つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

16

・

17

。

甲

16

「
金
太
郎
飴
の
よ
う
な
」

�����������

①

面
白
く
な
い

②

実
力
が
伯
仲
す
る

③

時
代
遅
れ
の

④

大
同
小
異
の

⑤

品
質
本
意
の

念
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�
�

Ｅ

5

ジ
ュ
ン
タ
ク

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

た
い

①

釣
り
上
げ
た
鯛
の
ギ
ョ
タ
ク
を
と
る
。

②

ケ
ッ
タ
ク
し
て
悪
事
を
働
く
。

③

コ
ウ
タ
ク
の
あ
る
布
地
を
裁
断
す
る
。

④

タ
ク
バ
ツ
な
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
。

⑤

国
会
で
決
議
が
サ
イ
タ
ク
さ
れ
る
。

問
二

ａ

〜

ｅ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の
①
〜
⑦
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ー
ク
し
な

さ
い
（
同
じ
記
号
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）。

解
答
番
号
は

ａ

が

6

、

ｂ

が

7

、

ｃ

が

8

、

ｄ

が

9

、

ｅ

が

10

。

①

だ
が

②

も
ち
ろ
ん

③

ま
ず

④

そ
し
て

⑤

つ
ま
り

⑥

し
か
も

⑦

と
こ
ろ
で 念

校
紙―86―
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�
��
�

ご
と
う
げ
こ

よ
は
る

注
4
『
鬼
滅
の
刃
』
＝
吾
峠
呼
世
晴
作
の
マ
ン
ガ
作
品
。
二
〇
一
六
年
〜
二
〇
二
〇
年
に
『
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
』
に
連
載
さ
れ
た
。
コ
ミ
ッ

ク
単
行
本
も
集
英
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
大
ヒ
ッ
ト
し
た
。

注
5

Ｌ
Ｄ
Ｆ
＝
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
マ
ン
ガ
を
配
信
す
るL

IN
E

D
igital

F
ron

tier

株
式
会
社
の
略
称
。
な
おL

IN
E

D
igital

F
ron

tier

株
式
会
社

は
、
韓
国
で
創
業
さ
れ
た
会
社
で
あ
る
。

注
6

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
開
設
し
た
、
商
品
を
販
売
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
。

注
7

Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
＝
世
界
的
Ｉ
Ｔ
企
業
四
社
を
ま
と
め
た
呼
称
。「
グ
ー
グ
ル
」
は
検
索
エ
ン
ジ
ン
、「
ア
ッ
プ
ル
」
は
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
、

「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、「
ア
マ
ゾ
ン
・
ド
ッ
ト
・
コ
ム
」
は
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を
代
表
す
る
企
業
で
あ
る
。

注
8

国
際
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
祭
＝
漫
画
・
ア
ニ
メ
業
界
の
先
端
で
活
躍
す
る
人
々
を
一
堂
に
集
め
、
基
調
講
演
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
交
流
会
等
を

ひ
ら

通
じ
て
そ
の
知
見
を
共
有
し
、
日
本
の
漫
画
・
ア
ニ
メ
文
化
産
業
の
未
来
を
拓
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
催
し
。

問
一

線
部
Ａ
〜
Ｅ
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

1

〜

5

。

Ａ

1

カ
イ
ギ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

カ
イ
ゲ
ン
レ
イ
が
敷
か
れ
る
。

き
さ
き

②

妃
が
カ
イ
ニ
ン
し
た
と
い
う
知
ら
せ
。

③

メ
ン
キ
ョ
カ
イ
デ
ン
の
腕
前
。

④

カ
イ
ゴ
の
涙
を
浮
か
べ
る
。

⑤

セ
ッ
カ
イ
ガ
ン
を
採
掘
す
る
。
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�
�

�

�
�
�

Ｂ

2

ヒ
ン
シ
ュ
ツ

�����������

�
�

�
��
�

�
�

�
�

①

セ
キ
ヒ
ン
の
生
活
に
耐
え
る
。

②

使
用
ヒ
ン
ド
を
調
べ
る
。

③

母
の
イ
ヒ
ン
を
整
理
す
る
。

④

ラ
イ
ヒ
ン
に
よ
る
祝
辞
を
受
け
る
。

⑤

カ
イ
ヒ
ン
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
。

Ｃ

3

ソ
セ
イ

�����������

�

�

�

�

�

ま
つ

①

路
傍
に
ド
ウ
ソ
ジ
ン
を
祀
る
。

②

大
統
領
が
ソ
ゲ
キ
さ
れ
た
事
件
。

③

代
官
が
ソ
ゼ
イ
を
取
り
立
て
る
。

④

ソ
ザ
ツ
な
扱
い
を
受
け
る
。

⑤

関
係
に
深
刻
な
ソ
カ
ク
が
生
じ
る
。

Ｄ

4

シ
ヒ
ョ
ウ

�����������

�
�
��
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

①

シ
ョ
ウ
ヒ
ョ
ウ
を
登
録
す
る
。

②

優
勝
の
ゲ
バ
ヒ
ョ
ウ
が
高
い
。

③

こ
ち
ら
の
ド
ヒ
ョ
ウ
に
引
き
込
む
。

④

船
は
孤
島
に
ヒ
ョ
ウ
チ
ャ
ク
し
た
。

⑤

選
挙
の
カ
イ
ヒ
ョ
ウ
が
始
ま
っ
た
。
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196

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

�

の
利
益
を
優
先
し
が
ち
だ
。
稼
げ
な
け
れ
ば
別
の
事
業
を
探
せ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
る
節
さ
え
あ
る
。
出
版
業
界
か
ら
は
「
彼
ら
が
は
や
り
の
ジ
ャ

ン
ル
をＣ
ソ
セ
イ
濫
造
す
る
せ
い
で
、
じ
き
に
ウ
ェ
ブ
ト
ゥ
ー
ン
離
れ
が
起
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
危
う
さ
を
指
摘
す
る
声
も
出
て
い
る
。

次
の
問
題
は
、
得
意
のア
「
単
行
本
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
の
相
性
の
悪
さ
に
な
る
。
日
本
の
出
版
業
界
は
、
週
刊
雑
誌
に
長
期
連
載
し
た
漫
画
を
単
行
本

に
仕
立
て
直
し
て
、
そ
れ
を
販
売
す
る
こ
と
で
収
益
を
積
み
上
げ
る
戦
略
を
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
1
9
7
0
年
代
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
契
機

に
な
っ
た
と
い
う
。
紙
が
値
上
が
り
し
た
こ
と
で
、
出
版
各
社
は
漫
画
雑
誌
の
ペ
ー
ジ
数
を
減
ら
し
、
そ
の
代
わ
り
に
紙
の
使
用
量
が
少
な
い
単
行

本
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

う
り
あ
げ

と
り
つ
ぎ

単
行
本
の
売
上
は
、
書
店
や
流
通
を
担
う
取
次
会
社
、

ｄ

著
者
な
ど
と
分
け
合
い
、
出
版
社
の
取
り
分
は
お
お
よ
そ
6
割
と
さ

や
い
ば

れ
る
。
5
0
0
円
の
本
が
売
れ
れ
ば
、
3
0
0
円
程
度
が
出
版
社
の
懐
に
入
る
。
単
行
本
注
4『鬼

滅
の
刃
』
の
累
計
発
行
部
数
は
1
億
5
千
万
部
を
超

せ
り
ふ

え
て
お
り
、
集
英
社
は
1
タ
イ
ト
ル
だ
け
で
数
百
億
円
を
手
に
し
た
こ
と
に
な
る
。
本
書
の
取
材
の
最
中
に
「

Ｘ

」
と
い
う
台
詞

を
何
度
も
聞
か
さ
れ
た
。
雑
誌
不
況
の
影
響
で
漫
画
雑
誌
が
利
益
の
出
な
い
「
金
食
い
虫
」
と
な
る
中
、
単
行
本
の
重
要
性
は
日
に
日
に
高
ま
る
ば

か
り
だ
。

だ
が
、
ス
マ
ホ
の
縦
長
画
面
に
最
適
化
し
た
ウ
ェ
ブ
ト
ゥ
ー
ン
は
、
紙
の
単
行
本
と
し
て
販
売
す
る
の
が
難
し
い
。
決
し
て
不
可
能
で
は
な
い
が
、

コ
マ
割
り
を
見
開
き
用
に
再
構
成
す
る
に
し
て
も
、
コ
ス
ト
や
労
力
が
か
か
る
上
に
作
品
本
来
の
魅
力
が
薄
れ
て
し
ま
う
。
基
本
的
に
ウ
ェ
ブ

ト
ゥ
ー
ン
は
、
作
品
の
二
次
展
開
は
別
と
し
て
、
漫
画
ア
プ
リ
内
で
完
結
さ
せ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
な
る
。
し
か
も
、
単
行
本
と
違
っ
て
、
1
話

を
数
十
円
単
位
で
販
売
す
る
と
い
う

は

の
商
売
だ
。
出
版
社
が
収
益
を
得
る
に
は
、
よ
り
大
人
数
に
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
不
可

欠
に
な
る
が
、
そ
れ
が
本
当
に
で
き
る
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
と
み
る
向
き
は
根
強
い
。

な
ぜ
な
ら
、
書
店
の
広
い
売
り
場
と
異
な
り
、
漫
画
ア
プ
リ
の
ト
ッ
プ
画
面
に
は
ご
く
わ
ず
か
な
注
目
作
品
し
か
表
示
さ
れ
な
い
か
ら
だ
。
出
版

は
ん
り
ゅ
う

業
界
か
ら
は
「
韓
流
勢
は
ペ
ー
ジ
の
上
部
に
、
自
ら
が
制
作
に
関
与
し
た
作
品
を
優
先
的
に
置
き
が
ち
な
の
で
、
我
々
は
最
初
か
ら
不
利
な
戦
い

を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
の
恨
み
節
が
聞
こ
え
る
。

ｅ

検
索
し
た
り
下
ま
で
ス
ク
ロ
ー
ル
し
て
丹
念
に
探
せ
ば
ど
の
作
品
も
見

つ
か
る
が
、
ウ
ェ
ブ
ト
ゥ
ー
ン
は
す
き
間
時
間
に
簡
単
に
楽
し
む
コ
ン
テ
ン
ツ
な
の
で
、
大
半
の
人
は
作
品
選
び
に
ゆ
っ
く
り
と
手
間
を
か
け
た
り
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�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

Ⅱ

選
択
問
題

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

1

〜

22

。

本
書
は
、
こ
れ
ま
で
注
1ウェ

ブ
ト
ゥ
ー
ン
肯
定
派
の
主
張
を
中
心
に
紹
介
し
て
き
た
が
、
公
平
を
期
す
た
め
に
出
版
業
界
でＡ
カ
イ
ギ
論
が
く
す
ぶ
る

要
因
に
つ
い
て
も
、
ポ
イ
ン
ト
を
3
点
に
絞
っ
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

ａ

一
つ
目
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、「
ジ
ャ
ン
ル
の
偏
り
」
の
問
題
だ
。
例
え
ば
、
ウ
ェ
ブ
ト
ゥ
ー
ン
で
は
日
本
の
漫
画
雑
誌
で
定

番
の
「
ス
ポ
ー
ツ
も
の
」
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
。
こ
れ
は
ボ
ー
ル
が
多
方
向
に
動
く
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
競
技
と
縦
長
の
コ
マ
の
相
性
が
悪
い
こ
と

が
絡
ん
で
い
る
が
、
理
由
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

韓
国
の
Ｉ
Ｔ
企
業
は
利
用
者
の
閲
覧
デ
ー
タ
を
細
か
く
分
析
し
、
流
行
を
強
く
意
識
し
た
品
ぞ
ろ
え
を
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
フ
ァ
ン
層
の
厚

い
「
異
世
界
転
生
も
の
」
や
、「
悪
役
令
嬢
も
の
」（
ヒ
ロ
イ
ン
に
敵
対
す
る
女
性
に
生
ま
れ
変
わ
る
内
容
）
がＢ
ヒ
ン
シ
ュ
ツ
し
て
い
る
の
だ
。
こ
う

し
た
特
徴
は
韓
国
国
内
よ
り
海
外
市
場
で
一
層
顕
著
に
現
れ
、
注
2ピッ

コ
マ
が
日
本
で
配
信
し
た
作
品
の
タ
イ
ト
ル
に
は
、
異
世
界
や
王
子
、
令
嬢
、

姫
と
い
っ
た
特
定
の
単
語
が
異
常
な
程
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
（
図
省
略
）。

漫
画
ア
プ
リ
の
レ
コ
メ
ン
ド
機
能
も
こ
の
流
れ
に

い

。
ア
プ
リ
で
は
各
話
の
読
了
後
に
、
類
似
作
品
が
お
薦
め
と
し
て
画
面
上

に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ヒ
ッ
ト
作
の
焼
き
直
し
を
手
が
け
て
こ
の
枠
に
入
り
込
め
ば
、
半
ば
自
動
的
に
読
者
の
流
入
が
期
待
で
き
る
。

ｂ

、
節
約
志
向
の
強
い
若
者
世
代
は
、
作
品
選
び
の
失
敗
を
恐
れ
て
似
通
っ
た
内
容
を
繰
り
返
し
読
む
傾
向
に
あ
る
と
い
い
、
確
か

に
合
理
的
な
戦
略
に
違
い
な
い
。
同
じ
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
れ
ば
、
描
き
手
が
慣
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
背
景
の
絵
を
使
い
回
し
た
り
で
き
る
の
で
、

制
作
作
業
の
高
速
化
に
も
直
結
す
る
。

あ
め

だ
が
、甲
金
太
郎
飴
の
よ
う
な
作
品
を
作
り
続
け
て
も
、
あ
る
程
度
の
読
者
を
獲
得
し
た
後
は
、
市
場
の
裾
野
は
一
向
に
広
が
ら
な
い
だ
ろ
う
。

あ
お
や
ぎ
ま
さ
ゆ
き

ウ
ェ
ブ
ト
ゥ
ー
ン
推
進
派
、
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
の
青
柳
昌
行
注
3ＣＰ

Ｏ
で
さ
え
、「
国
内
の
読
者
は

ろ

の
で
、
現
状
の
ま
ま
で
は
市

場
拡
大
は
厳
し
い
で
し
ょ
う
」
と
漏
ら
す
。

ｃ

、
そ
ん
な
心
配
を
よ
そ
に
、
ゲ
ー
ム
会
社
を
は
じ
め
異
業
種
勢
は
と
に
か
く
目
先
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ア
ッ
プ
ル
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
（
現
メ
タ
）、
ア
マ
ゾ
ン
・
ド
ッ
ト
・
コ
ム
の
頭
文
字
を
取
っ
た
「
注
7ＧＡ

Ｆ
Ａ
」
に
代
表
さ
れ
る
米
国
が
先
行
す
る

の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
事
業
を
展
開
し
、
よ
り
多
く
の
顧
客
を
抱
え
る
た
め
だ
。
規
模
の
大
き
さ
が
勝
者
の
条
件
な
の
で
あ
る
。

だ
が
、
出
版
社
は
編
集
部
ご
と
の
独
立
意
識
が
強
い
た
め
、
社
内
で
い
く
つ
も
の
漫
画
ア
プ
リ
を
運
営
し
、
会
社
と
し
て

ほ

に

な
れ
て
い
な
い
の
が
実
態
だ
。
た
だ
で
さ
え
、
漫
画
ア
プ
リ
の
運
営
は
お
金
が
か
か
る
。
動
画
や
ゲ
ー
ム
な
ど
エ
ン
タ
メ
系
ア
プ
リ
全
般
と
の
競
争

に
な
る
た
め
、
ラ
イ
バ
ル
よ
り
先
に
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
も
ら
う
に
は
、
し
つ
こ
い
と
思
わ
せ
る
く
ら
い
に
大
が
か
り
な
広
告
展
開
を
必

要
と
す
る
か
ら
だ
。
し
か
も
、
一
定
数
の
漫
画
フ
ァ
ン
を
取
り
込
ん
だ
後
は
広
告
の
効
率
性
が
ぐ
ん
と
低
下
す
る
の
で
、
成
長
持
続
に
必
要
な
投
資

額
は
右
肩
上
が
り
で
増
加
す
る
。
最
近
で
は
ネ
ッ
ト
広
告
の
単
価
自
体
も
上
昇
し
て
お
り
、
ア
プ
リ
の
利
用
者
を
こ
れ
以
上
増
や
す
の
は
容
易
で
は

な
い
の
だ
と
い
う
。

き
く
ち
た
け
し

「
注
8国際

マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
祭
（
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
）」
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
、
漫
画
ビ
ジ
ネ
ス
に
詳
し
い
菊
池
健
は
「

Ｙ

」
と

述
べ
る
。
カ
カ
オ
ピ
ッ
コ
マ
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
盛
大
に
広
告
動
画
を
流
し
て
、
新
規
客
の
獲
得
に
つ
な
げ
た
が
、
国
内
出
版
社
は
ア
プ
リ
だ
け
に

そ
れ
ほ
ど
ジ
ュ
ンＥ
タ
ク
な
予
算
を
割
け
な
い
。
各
社
は
頭
を
抱
え
て
い
る
状
況
だ
。
出
版
業
界
で
は
、「ウ
漫
画
大
国
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
日
本

勢
で
団
結
し
て
一
つ
の
漫
画
ア
プ
リ
を
作
る
べ
き
だ
」
と
い
っ
た
議
論
も
水
面
下
で
交
わ
さ
れ
て
い
る
。

お
が
わ
ゆ
う
す
け

破

壊

的

変

革

（
小
川
悠
介
『
漫
画
の
未
来

明
日
は
我
が
身
の
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
ス
ラ
プ
シ
ョ
ン
』
に
よ
る
）

注
1

ウ
ェ
ブ
ト
ゥ
ー
ン
＝
英
語
の
「w

eb

」
と
漫
画
を
意
味
す
る
「cartoon

」
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
む
事
を
前

提
に
描
か
れ
た
新
し
い
漫
画
の
表
現
形
式
。
韓
国
で
発
展
し
た
。

注
2

ピ
ッ
コ
マ
＝
カ
カ
オ
ピ
ッ
コ
マ
が
運
営
す
る
漫
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
。
な
お
カ
カ
オ
ピ
ッ
コ
マ
と
は
、
韓
国
大
手
企
業K

akao

C
orporation

の
日
本
法
人
で
あ
る
。

注
3

Ｃ
Ｐ
Ｏ
＝
「C

h
ief

P
u

blish
in

g
O

fficer

」
の
略
。
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し
な
い
。
ア
プ
リ
内
で
目
立
つ
位
置
に
入
ら
な
け
れ
ば
、
利
用
者
に
は
存
在
に
さ
え
気
付
い
て
も
ら
え
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
あ
る
出
版
社
の
営
業

担
当
者
は
「
書
店
の
よ
う
に
店
頭
販
促
物
（
Ｐ
Ｏ
Ｐ
）
を
活
用
す
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
よ
そ
の
漫
画
ア
プ
リ
で
は
宣
伝
方
法
が
限
ら
れ
て
い
ま

す
」
と
嘆
く
。
読
者
か
ら
の
注
目
を
集
め
る
有
効
手
段
は
ア
プ
リ
内
の
「
ラ
ン
キ
ン
グ
表
」
で
上
位
に
入
る
こ
と
だ
が
、
そ
れ
に
は
や
は
り
売
れ
線

の
テ
ー
マ
で
勝
負
す
る
し
か
な
い
。
ジ
ャ
ン
ル
の
偏
り
問
題
は
根
が
深
い
の
だ
。

最
後
は
、
ア
プ
リ
の
運
営
業
者
か
ら
提
供
さ
れ
る
「
デ
ー
タ
」
に
ま
つ
わ
る
問
題
だ
。
カ
カ
オ
ピ
ッ
コ
マ
や
注
5ＬＤ

Ｆ
は
ア
プ
リ
上
で
の
顧
客
の
動

し
さ
い

向
を
仔
細
に
調
べ
、（乙
傘
下
の
ス
タ
ジ
オ
な
ど
を
通
じ
て
）
連
載
中
の
作
品
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
や
新
作
の
企
画
に
反
映
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

主
要
読
者
の
属
性
や
閲
覧
履
歴
、
ど
れ
く
ら
い
の
読
者
が
ど
こ
で
作
品
を
読
む
の
を
や
め
た
か
を
示
す
「
離
脱
率
」
な
ど
が
重
要
な
シＤ
ヒ
ョ
ウ
と

も
ら

な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
大
手
出
版
社
の
編
集
者
は
「
我
々
が
ウ
ェ
ブ
ト
ゥ
ー
ン
作
品
を
提
供
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
全
て
の
デ
ー
タ
を
貰
え
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
不
満
を
募
ら
せ
る
。

国
内
出
版
社
は
ウ
ェ
ブ
ト
ゥ
ー
ン
制
作
の
経
験
が
乏
し
い
た
め
、
作
品
を
成
功
さ
せ
る
に
は
デ
ー
タ
の
活
用
が

に

。
だ
が
、
韓

国
系
企
業
に
と
っ
て
、
日
本
勢
は
横
読
み
の
人
気
作
品
を
提
供
し
て
く
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
と
も
に
、
ウ
ェ
ブ
ト
ゥ
ー
ン
市
場
を

取
り
合
う
ラ
イ
バ
ル
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
互
い
に
日
本
国
内
で
の
ウ
ェ
ブ
ト
ゥ
ー
ン
制
作
を
強
化
す
る
中
、「
秘
伝
の
た
れ
」
と
も
い
え
る
デ
ー
タ

を
お
い
そ
れ
と
渡
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ
。

イ
な
ら
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
韓
国
勢
に
頼
ら
ず
に
、
自
社
ア
プ
リ
向
け
に
ウ
ェ
ブ
ト
ゥ
ー
ン
を
配
信
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か

。
そ
ん
な
疑
問

を
持
つ
読
者
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
マ
ン
ガ
の
月
間
利
用
者
数
は
推
計
9
0
0
万
人
な
の
に
対
し
、
小
学
館
の
漫
画
ア
プ
リ

「
マ
ン
ガ
ワ
ン
」
は
同
2
0
0
万
人
超
に
と
ど
ま
る
。
出
版
社
横
断
で
豊
富
な
品
ぞ
ろ
え
を
売
り
に
す
る
韓
流
ア
プ
リ
が
圧
倒
的
な
規
模
の
力
を
持

ち
、
大
量
に
売
り
さ
ば
く
た
め
に
は
ど
う
し
て
も
作
品
を
提
供
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
座
を
巡
る
競
争
で
苦
戦
す
る
の
は
、
出
版
業
界
に
限
ら
ず
、
日
本
の
産
業
界
全
体
に
通
じ
る
深
刻
な
課
題
だ
。
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
利
用
者
が
増
え
る
ほ
ど
価
値
が
高
ま
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
」
が
働
き
、
勝
者
総
取
り
の
傾
向
が
出
や
す
い
。

こ
れ
は
、
利
用
者
の
多
い
注
6ＥＣ

サ
イ
ト
に
出
品
者
が
優
先
的
に
商
品
を
販
売
す
る
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
れ
ば
分
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
。
グ
ー
グ
ル
、
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197

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

問
十

線
部
4
「
二
つ
の
独
立
し
た
シ
ス
テ
ム
が
発
信
し
た
情
報
が
、
聞
く
側
の
頭
の
な
か
で
ひ
と
つ
に
撚
り
あ
わ
さ
れ
る
の
だ
」
と
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
「
聞
く
側
」
が
導
き
だ
す
脳
や
意
識
の
し
く
み
に
対
す
る
推
論
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か

ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

23

。
く

①

脳
梁
離
断
術
を
施
し
た
患
者
を
観
察
し
た
結
果
が
奇
し
く
も
示
し
た
と
お
り
、
脳
は
左
右
半
球
に
分
断
さ
れ
る
と
正
常
な
意
識
統
一
に
分

裂
を
き
た
す
た
め
、
分
裂
し
た
意
識
の
復
元
的
理
解
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
は
脳
梁
で
あ
る
。

②

脳
の
左
右
半
球
で
は
意
識
の
レ
ベ
ル
が
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
脳
の
ど
こ
か
か
ら
発
し
た
意
識
感
覚
が
、
同
時
に
他
に
も
存
在

す
る
意
識
感
覚
と
の
相
克
を
経
て
、
最
終
的
に
唯
一
の
意
識
を
形
成
し
て
い
る
。

③

脳
に
は
複
数
の
独
立
し
た
機
能
を
も
つ
要
素
が
並
列
分
散
的
に
働
く
シ
ス
テ
ム
が
備
わ
っ
て
い
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
本
部
が
な

い
の
と
同
様
に
、
意
識
の
元
締
め
と
な
る
場
所
が
ど
こ
か
に
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

つ
か
さ
ど

④

脳
に
は
意
識
を
司
る
中
枢
が
あ
っ
て
、
互
い
に
独
立
し
た
局
在
的
な
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
意
識
感
覚
が
仮
に
脳
内
の
複
数
の
部
位
か
ら
別
々

に
生
じ
た
と
し
て
も
、
最
終
的
に
は
統
合
さ
れ
た
ひ
と
つ
の
意
識
と
し
て
表
れ
る
。

⑤

脳
二
分
説
が
否
定
さ
れ
る
過
程
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
脳
の
右
半
球
は
視
覚
や
空
間
把
握
機
能
、
左
半
球
は
言
語
や
発
話
と
い
っ

た
知
的
行
動
に
優
れ
て
い
る
か
ら
、
統
一
さ
れ
た
意
識
を
知
る
鍵
は
や
は
り
左
半
球
に
あ
る
。
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問
九

線
部
3
「
脳
に
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
局
在
的
な
意
識
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
組
み
あ
わ
せ
が
意
識
の
出
現
を
可
能
に
し
て

い
る
の
だ
と
思
う
」
と
あ
り
ま
す
が
、
作
者
が
こ
の
よ
う
な
考
え
に
至
る
根
拠
と
な
っ
た
観
察
の
記
録
と
し
て
適
当
で�

は�

な�

い�

も
の
を
、
次
の

①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

22

。

①

脳
梁
離
断
術
を
受
け
た
直
後
の
患
者
に
調
子
を
尋
ね
る
と
「
快
調
で
す
よ
」
と
の
回
答
が
あ
り
、
手
術
前
と
の
違
い
が
あ
る
か
を
質
問
し

て
も
変
化
は
な
い
と
の
答
え
を
得
た
。

②

一
度
見
せ
ら
れ
た
品
物
を
後
で
再
度
選
ぶ
よ
う
に
指
示
さ
れ
る
と
、
脳
の
右
半
球
は
正
確
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
が
、
左
半
球
は
似
て
い

る
も
の
を
誤
っ
て
選
び
が
ち
で
あ
っ
た
。

③

視
神
経
の
ど
こ
か
に
損
傷
を
受
け
た
患
者
が
、
視
覚
情
報
を
伝
達
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
視
野
の
左
側
が
突
然
失
わ
れ
た
こ
と
に
気
づ

い
て
左
側
が
見
え
な
い
こ
と
を
訴
え
た
。

④

脳
梁
離
断
術
を
受
け
た
患
者
の
左
右
ど
ち
ら
か
の
視
野
に
絵
を
見
せ
る
と
、
左
側
で
は
「
は
っ
き
り
見
え
る
」、
右
側
で
は
「
自
信
を

持
っ
て
答
え
ら
れ
る
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
得
た
。

⑤

脳
の
左
半
球
は
Ｕ
字
形
が
正
方
形
に
変
化
す
る
過
程
の
図
形
を
推
論
に
よ
っ
て
問
題
な
く
選
ぶ
こ
と
が
で
き
た
が
、
右
半
球
に
は
そ
れ
が

ま
っ
た
く
で
き
な
か
っ
た
。
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Ａ1（選）
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問
五

い

〜

に

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な

さ
い
。

解
答
番
号
は

い

が

14

、

ろ

が

15

、

は

が

16

、

に

が

17

。

い
〔

①

当
初
か
ら
予
想
さ
れ
た
向
き

②

マ
ー
セ
ラ
ス
の
予
見
と
は
反
す
る
側

③

意
識
の
中
枢
性
を
決
定
づ
け
る
方
向

④

前
者

⑤

後
者

〕

ろ
〔

①

そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う

②

そ
れ
は
む
べ
な
る
か
な

③

そ
ん
な
反
応
も
あ
り
う
る

④

そ
ん
な
に
シ
ョ
ッ
ク
な
の
か

⑤

そ
ん
な
は
ず
が
な
い

〕

は
〔

①

つ
い
ぞ

②

あ
な
が
ち

③

や
や
も
す
れ
ば

④

さ
ま
で
は

⑤

そ
う
そ
う

〕

に
〔

①

担
当
者
が
尻
拭
い
を
さ
せ
ら
れ
る

②

左
視
野
の
端
が
担
当
す
る

③

担
当
者
が
不
在
と
な
る

④

右
視
覚
野
の
担
当
と
な
る

⑤

担
当
者
が
他
と
交
替
す
る

〕

問
六

Ⅰ

〜

Ⅵ

に
は
、「
左
」
も
し
く
は
「
右
」
の
語
が
入
り
ま
す
。
そ
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の

を
、
次
の
①
〜
⑥
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

18

。

①

Ⅰ
左
・
Ⅱ
右
・
Ⅲ
左
・
Ⅳ
左
・
Ⅴ
右
・
Ⅵ
左

②

Ⅰ
左
・
Ⅱ
右
・
Ⅲ
左
・
Ⅳ
左
・
Ⅴ
右
・
Ⅵ
右

③

Ⅰ
左
・
Ⅱ
左
・
Ⅲ
右
・
Ⅳ
右
・
Ⅴ
左
・
Ⅵ
左

④

Ⅰ
右
・
Ⅱ
左
・
Ⅲ
右
・
Ⅳ
右
・
Ⅴ
左
・
Ⅵ
右

⑤

Ⅰ
右
・
Ⅱ
左
・
Ⅲ
右
・
Ⅳ
右
・
Ⅴ
左
・
Ⅵ
左

⑥

Ⅰ
右
・
Ⅱ
右
・
Ⅲ
左
・
Ⅳ
左
・
Ⅴ
右
・
Ⅵ
右

念
校
紙―96―

9／33

Ａ1（選）
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問
七

線
部
1
「
脳
二
分
説
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
と
推
測
さ
れ
ま
す
か
。
問
題
文
か
ら
読
み
取
り
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な

も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

19

。

①

脳
の
機
能
は
左
右
半
球
各
々
が
同
程
度
に
独
立
し
て
お
り
、
な
お
か
つ
同
程
度
の
意
識
を
も
つ
た
め
、
脳
が
左
右
に
分
け
ら
れ
た
な
ら
ば

一
人
の
中
に
分
裂
し
た
二
つ
の
意
識
が
並
存
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
説
。

②

脳
の
機
能
は
左
右
半
球
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
さ
ら
に
は
意
識
の
中
枢
は
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
た
め
、
分
離
脳
患
者
に
は
二
つ
の
異
な

る
意
識
が
存
在
し
て
本
来
的
に
そ
れ
を
統
合
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
説
。

③

脳
の
機
能
は
左
右
半
球
が
非
対
称
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
同
レ
ベ
ル
の
意
識
を
も
つ
た
め
、
人
は
生
ま
れ
つ
き
脳
内
に
二
つ
の
異
な
る
意
識
を

も
ち
つ
つ
最
終
的
に
は
脳
の
中
枢
に
お
い
て
世
界
を
統
合
し
て
い
る
、
と
い
う
説
。

④

脳
の
機
能
は
左
右
半
球
各
々
で
一
様
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
生
じ
た
意
識
を
統
一
す
る
中
枢
を
も
つ
の
で
、
左
右
の
半
球
を
つ
な

ぐ
脳
梁
を
分
断
す
れ
ば
同
レ
ベ
ル
の
二
重
の
意
識
が
表
れ
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
説
。

⑤

脳
の
機
能
は
左
右
半
球
で
同
等
な
が
ら
各
々
が
得
意
と
す
る
分
野
を
も
ち
、
意
識
の
レ
ベ
ル
も
異
な
る
た
め
、
原
理
的
に
一
人
の
人
の
左

右
の
脳
内
に
は
二
重
の
異
な
る
意
識
が
同
時
に
並
立
し
て
い
る
、
と
い
う
説
。

問
八

線
部
2
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
」
に
関
連
し
て
、
日
本
初
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
戯
曲
全
訳
を
果
た
し
た
坪
内
逍
遙
の
著
作
を
、
次
の
①
〜

⑥
の
中
か
ら
二�

つ�

選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
二
つ
の
解
答
の
マ
ー
ク
順
は
問
い
ま
せ
ん
）。
解
答
番
号
は

20

・

21

。

①

浮
雲

②

当
世
書
生
気
質

③

舞
姫

④

金
色
夜
叉

⑤

小
説
総
論

⑥

小
説
神
髄

念
校
紙―95―
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

�

�

�
�

Ｂ

2

ハ
ッ
キ

�����������

�

�

�

�

�

と
り
あ
つ
か
い

①

キ
ハ
ツ
ユ
に
つ
き
取
扱
注
意
。

②

公
務
員
の
コ
ウ
キ
シ
ュ
ク
セ
イ
を
は
か
る
。

③

初
戦
敗
退
に
フ
ン
キ
し
て
雪
辱
を
果
た
し
た
。

④

キ
ウ
ソ
ウ
ダ
イ
な
構
想
に
よ
る
Ｓ
Ｆ
小
説
。

せ
き
が
く

⑤

ハ
ク
ラ
ン
キ
ョ
ウ
キ
を
誇
る
碩
学
。

Ｃ

3

マ
ス
イ

�����������

�

�

�

�

�

①

合
格
祈
願
の
エ
マ
を
奉
納
し
た
。

②

夜
に
き
ら
め
く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
テ
ン
ロ
ウ
。

③

不
正
を
マ
の
当
た
り
に
し
て
座
視
は
で
き
な
い
。

④

カ
イ
ト
ウ
ラ
ン
マ
の
活
躍
で
混
乱
を
終
息
さ
せ
た
。

⑤

ヒ
ャ
ク
セ
ン
レ
ン
マ
の
彼
女
も
手
を
焼
く
難
題
。

Ｄ

4

ハ
ケ
ン

�����������

�
�

�
��
��
�

�
�

①

ケ
ン
ボ
ウ
ジ
ュ
ッ
ス
ウ
を
尽
く
し
て
政
敵
を
陥
れ
る
。

②

チ
ュ
ウ
ヤ
ケ
ン
コ
ウ
の
突
貫
工
事
で
完
成
し
た
。

③

ト
シ
ュ
ク
ウ
ケ
ン
で
単
身
敵
地
に
乗
り
こ
む
。

④

シ
ツ
ジ
ツ
ゴ
ウ
ケ
ン
な
学
風
を
体
現
す
る
老
教
授
。

⑤

ケ
ン
ニ
ン
フ
バ
ツ
の
決
意
で
難
局
を
乗
り
き
る
。

念
校
紙―99―
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�
��

注
3

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
に
出
て
く
る
マ
ー
セ
ラ
ス
＝
デ
ン
マ
ー
ク
王
子
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
友
人
。
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
父
で
あ
る

み
い
だ

先
王
の
亡
霊
を
見
出
し
、
父
王
の
死
が
叔
父
に
よ
る
謀
殺
だ
っ
た
こ
と
を
ハ
ム
レ
ッ
ト
が
知
る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
。
彼
に
よ
る
セ
リ
フ

「
こ
の
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
何
か
が
腐
っ
て
い
る
（S

om
eth

in
g

is
rotten

in
th

e
state

of
D

en
m

ark

）」
は
そ
れ
を
予
見
す
る
も
の
。

注
4

モ
ジ
ュ
ー
ル
＝
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
電
気
機
器
な
ど
、
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
要
素
の
単
位
。
交
換
や
着
脱
が
可

能
で
そ
れ
自
身
が
一
定
の
独
立
し
た
機
能
を
も
つ
。

注
5

ジ
ョ
ン
・
エ
ッ
ク
ル
ス
＝
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
神
経
生
理
学
者
（
一
九
〇
三
年
〜
一
九
九
七
年
）。
神
経
系
の
伝
達
機
能
解
明
に
貢
献
し
、

一
九
六
三
年
に
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
。

注
6

モ
ー
メ
ン
ト
＝
あ
る
運
動
を
引
き
お
こ
す
因
子
。

問
一

線
部
Ａ
〜
Ｅ
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

1

〜

5

。

Ａ

1

ヒ
ケ
ン
シ
ャ

�����������

�

�

�

�

�

①

国
民
審
査
に
よ
る
最
高
裁
裁
判
官
の
ヒ
メ
ン
。

②

デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
く
ゼ
ヒ
の
判
断
。

③

ヒ
ク
ツ
な
笑
い
に
よ
る
無
意
識
の
自
己
防
衛
。

あ
つ
れ
き

④

自
我
意
識
の
ヒ
ダ
イ
に
よ
る
他
者
と
の
軋
轢
。

⑤

消
費
支
出
に
お
け
る
ヒ
フ
ク
ヒ
の
減
少
。

念
校
紙―100―
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�
�

問
三

線
部
ⅰ
・
ⅱ
の
語
句
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

7

・

8

。

ⅰ

7

「
額
面
ど
お
り
」

�����������

①

元
価
ど
お
り

②

思
い
の
ま
ま

③

か
た
ど
お
り

④

あ
り
の
ま
ま

⑤

予
想
ど
お
り

ⅱ

8

「
局
在
的
」

�����������

①

重
要
な
場
所
を
選
ん
で
存
在
す
る
よ
う
す

②

あ
る
限
ら
れ
た
場
所
に
存
在
す
る
よ
う
す

あ
ま
ね

③

あ
ち
こ
ち
に
遍
く
存
在
す
る
よ
う
す

④

最
大
限
多
く
の
場
所
に
存
在
す
る
よ
う
す

⑤

偏
り
な
く
均
等
に
存
在
す
る
よ
う
す

問
四

ａ

〜

ｅ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の
①
〜
⑦
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ー
ク
し
な

さ
い
（
同
じ
記
号
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）。

解
答
番
号
は

ａ

が

9

、

ｂ

が

10

、

ｃ

が

11

、

ｄ

が

12

、

ｅ

が

13

。

①

そ
う
で
あ
れ
ば

②

し
か
も

③

や
は
り

④

つ
ま
り

⑤

そ
こ
で

⑥

と
こ
ろ
が

⑦

か
く
て

念
校
紙―97―
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�
�

Ｅ

5

ジ
ン
ギ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

昨
晩
の
地
震
は
ゲ
キ
ジ
ン
サ
イ
ガ
イ
に
指
定
さ
れ
た
。

②

背
水
の
ジ
ン
を
敷
い
て
決
戦
に
臨
む
。

す
く
な

③

巧
言
令
色
鮮
し
ジ
ン
。

ふ
ら
ち

④

不
埒
な
悪
党
ど
も
を
イ
チ
モ
ウ
ダ
ジ
ン
に
す
る
。

⑤

ヨ
ジ
ン
を
も
っ
て
代
え
が
た
い
逸
材
。

問
二

線
部
Ｘ
の
語
句
と
最
も
近
い
意
味
を
持
つ
慣
用
表
現
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な

さ
い
。
解
答
番
号
は

6

。

Ｘ
「
お
手
あ
げ
」

�����������

①

役
不
足

さ
じ

②

匙
を
投
げ
る

③

二
の
足
を
踏
む

④

一
筋
縄
で
は
い
か
な
い

⑤

箸
に
も
棒
に
も
か
か
ら
な
い

念
校
紙―98―
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Ａ1（選）
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

�
�

�
�

3
脳
に
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
局
在
的
な
意
識
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
組
み
あ
わ
せ
が
意
識
の
出
現
を
可
能
に
し
て
い
る
の
だ
と
思
う
。

意
識
感
覚
は
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
い
て
、
実
は
無
数
の
独
立
し
た
シ
ス
テ
ム
が
形
成
し
て
い
る
の
だ
。
あ
る
瞬
間
に
ふ
と
意
識
上
に

の
ぼ
る
考
え
は
、
そ
の
と
き
最
も
優
位
を
獲
得
し
た
も
の
で
あ
る
。
脳
内
で
は
、
い
く
つ
も
の
意
識
シ
ス
テ
ム
が
ハＤ
ケ
ン
を
争
っ
てＥ
ジ
ン
ギ
な
き
戦

い
を
繰
り
ひ
ろ
げ
て
お
り
、
そ
れ
を
勝
ち
ぬ
い
た
者
だ
け
に
意
識
と
い
う
賞
品
が
与
え
ら
れ
る
。

脳
梁
離
断
術
を
受
け
た
女
性
患
者
が
、
数
年
後
に
右
半
球
を
使
っ
て
簡
単
な
言
葉
を
発
話
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
興
味
ぶ
か
い
実
験
シ

ナ
リ
オ
が
生
ま
れ
た
。
彼
女
が
ど
ち
ら
の
半
球
で
話
し
て
い
る
か
を
識
別
す
る
の
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
挑
戦
だ
っ
た
。
彼
女
は
面
談
で
、
左
右
ど
ち

ら
か
の
視
野
に
絵
を
見
せ
た
と
き
の
こ
と
を
こ
う
話
し
て
く
れ
た
。「
こ
ち
ら
側
﹇
彼
女
は
画
面
左
側
に
表
示
さ
れ
、
右
半
球
が
と
ら
え
た
絵
を
指

さ
し
た
﹈
の
絵
は
は
っ
き
り
見
え
ま
す
。
右
側
は
、
何
と
言
う
か
自
信
を
持
っ
て
答
え
ら
れ
る
ん
で
す
」。
そ
れ
ま
で
の
検
査
で
、
右
半
球
は
知
覚

全
般
の
判
断
が
優
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
、
は
っ
き
り
見
え
る
と
い
う
感
想
は
右
半
球
が
下
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
右
側
は
自

信
を
持
っ
て
答
え
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
左
半
球
の
出
し
た
結
論
だ
。
つ
ま
り
彼
女
は
左
右
の
半
球
が
そ
れ
ぞ
れ
生
み
だ
し
た
二
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー

を
述
べ
て
い
る
の
だ
が
、
聞
く
ほ
う
は
統
一
さ
れ
た
ひ
と
つ
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
出
た
言
葉
だ
と
思
う
。4
二
つ
の
独
立
し
た
シ
ス
テ
ム
が
発
信
し
た
情

よ

報
が
、
聞
く
側
の
頭
の
な
か
で
ひ
と
つ
に
撚
り
あ
わ
さ
れ
る
の
だ
。

ふ
じ
い

る

み

（
マ
イ
ケ
ル
・
Ｓ．

ガ
ザ
ニ
ガ
／
（
訳
）
藤
井
留
美
『〈
わ
た
し
〉
は
ど
こ
に
あ
る
の
か

ガ
ザ
ニ
ガ
脳
科
学
講
義
』
に
よ
る
）

注
1

右
半
球
に
「
な
べ
」
と
い
う
単
語
を
見
せ
る
と
、
左
手
は
な
ベ
の
絵
を
指
す
。
＝
前
提
と
し
て
、
左
手
の
筋
肉
は
脳
の
右
半
球
に
よ
っ
て

制
御
さ
れ
て
い
る
。

注
2

分
離
脳
患
者
が
右
半
球
を
使
っ
て
話
し
、
広
範
囲
の
語
彙
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
＝
「
分
離
脳
患
者
」
と
は
、
脳
の
左
右
半
球
を
つ
な
ぐ

の
う
り
ょ
う

脳
梁
の
機
能
が
、
先
天
的
な
欠
損
や
後
天
的
な
損
傷
・
手
術
な
ど
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
い
る
患
者
の
こ
と
。
な
お
前
提
と
し
て
、
分
離
脳

患
者
は
、
失
わ
れ
て
い
る
働
き
を
あ
る
程
度
補
う
機
能
を
脳
内
に
発
達
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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み

じ
ん

か
を
教
え
ら
れ
た
あ
と
で
も
、
患
者
は
自
分
自
身
や
自
分
の
脳
が
特
別
だ
と
は
微
塵
も
思
わ
な
い
。

Ⅱ

半
球
は
、

Ⅲ

半
球
お
よ
び
そ
の
機
能
と
の
連
絡
が
絶
た
れ
た
こ
と
を
少
し
も
残
念
に
感
じ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ど
う
や
ら
脳
に
は
、
空
間
の

部
分
ご
と
に
認
識
を
担
当
す
る
領
域
が
決
ま
っ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
こ
が
機
能
し
て
い
な
い
と
、
空
間
の
担
当
部
分
は
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
に
な

る
。
視
野
の
左
半
分
か
ら
入
っ
て
く
る
視
覚
情
報
は
、
脳
の
右
半
球
が
処
理
す
る
。

Ⅳ

半
球
は
そ
の
こ
と
を
意
識
で
き
て
い
る
が
、

連
絡
が
遮
断
さ
れ
て
い
る

Ⅴ

半
球
に
は
そ
れ
が
届
か
な
い
。

Ⅵ

半
球
に
と
っ
て
は
何
も
な
い
の
と
同
じ
。
見
た
こ

と
も
聞
い
た
こ
と
も
な
い
誰
か
を
懐
か
し
が
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
、
脳
は
処
理
で
き
な
い
も
の
を
意
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

意
識
と
は
、
右
な
い
し
左
の
半
球
で
発
生
す
る
感
覚
的
な
注
6モー

メ
ン
ト
と
結
び
つ
い
たⅱ
局
在
的
な
現
象
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

神
経
疾
患
の
患
者
に
見
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
も
説
明
が
つ
く
。

視
野
の
左
側
が
と
つ
ぜ
ん
失
わ
れ
た
と
き
、「
先
生
、
左
側
が
見
え
ま
せ
ん
！
」
と
訴
え
る
患
者
と
、
何
も
言
わ
な
い

意
識
し
て
い
な
い

患
者
が
い
る
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？

視
野
欠
損
を
意
識
で
き
る
患
者
は
、
視
神
経
の
ど
こ
か
に
損
傷
が
起
き
て
、
視
覚
情
報
を
処
理
す

る
皮
質
に
情
報
が
入
っ
て
こ
な
く
な
っ
た
結
果
、
視
野
が
欠
け
た
。

ｄ

視
神
経
で
は
な
く
、
視
覚
連
合
野
（
視
覚
情
報
処
理
の
さ

ら
に
先
の
段
階
を
行
な
い
、
視
覚
経
験
を
生
み
だ
す
と
こ
ろ
）
を
損
傷
し
て
し
ま
う
と
、
同
じ
よ
う
に
視
野
が
欠
け
て
も
患
者
本
人
は
ま
っ
た
く
異

常
に
気
づ
か
な
い
。
分
離
脳
患
者
と
同
じ
だ
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
？

脳
の
視
覚
野
は
、
視
覚
的
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
像
を
表
現
し
た
り
、
構
成
し
た

り
す
る
と
こ
ろ
で
、
場
所
に
よ
っ
て
視
野
の
ど
の
あ
た
り
を
扱
う
か
担
当
が
決
ま
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
左
視
野
の
真
ん
中
で
は
何
が
起
こ
っ

て
い
る
の
か
な
？
」
と
た
え
ず
注
意
を
払
っ
て
い
る
場
所
が
存
在
す
る
の
だ
。
視
神
経
が
損
傷
し
て
も
視
覚
野
は
機
能
し
つ
づ
け
て
い
る
の
で
、
視

神
経
か
ら
の
情
報
が
と
だ
え
る
と
「
何
も
入
っ
て
こ
な
い
！

何
か
お
か
し
い
！
」
と
騒
ぎ
た
て
る
。
い
っ
ぽ
う
視
覚
野
が
損
傷
す
る
と
、
そ
こ
が

処
理
し
て
い
た
視
野
の
部
分
は

に

。
そ
の
結
果
、
そ
の
部
分
の
視
野
は
意
識
上
で
は
存
在
が
消
え
て
し
ま
う
の
だ
。
大
騒
ぎ
は
起

こ
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
中
枢
部
分
が
損
傷
し
た
場
合
、
異
常
に
気
づ
く
べ
き
部
分
が
そ
の
能
力
を
失
い
、
代
わ
り
を
引
き
う
け
る
と
こ
ろ
も
な
い

た
め
、
患
者
は
何
も
お
か
し
い
と
は
思
わ
な
い
。
そ
う
な
る
と
現
象
的
意
識
、

ｅ

自
分
が
何
か
を
知
覚
を
し
て
い
る
と
い
う
感
覚

は
、
特
定
の
活
動
を
伴
う
局
在
的
な
プ
ロ
セ
ス
が
生
み
だ
す
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
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Ⅰ

必
答
問
題

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

1

〜

23

。

1
脳
二
分
説
が
揺
ら
ぎ
は
じ
め
た
の
は
、
認
知
能
力
の
実
験
を
重
ね
て
、
左
右
の
半
球
が
同
じ
で
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
か
ら
だ
。
左
半
球
は

言
葉
を
話
し
、
理
解
で
き
る
切
れ
者
。
い
っ
ぽ
う
右
半
球
は
言
葉
を
話
さ
ず
、
言
葉
を
理
解
す
る
能
力
も
限
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、

お
こ

右
脳
に
対
し
て
は
小
学
一
年
生
レ
ベ
ル
の
絵
と
単
語
を
使
っ
た
簡
単
な
概
念
テ
ス
ト
を
行
な
っ
た
。Ａ
ヒ
ケ
ン
シ
ャ
の
注
1右半

球
に
「
な
べ
」
と
い
う
単

語
を
見
せ
る
と
、
左
手
は
な
ベ
の
絵
を
指
す
。「
水
」
と
い
う
単
語
な
ら
水
の
絵
を
示
し
た
。
こ
こ
ま
で
は
問
題
な
い
。
右
半
球
は
単
語
を
読
み
と

り
、
そ
れ
と
絵
を
関
連
づ
け
て
正
し
く
答
え
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
二
つ
の
単
語
を
同
時
に
表
示
し
た
と
き
は
、
ヒ
ケ
ン
シ
ャ
の
左
手
は
水
の
入
っ
た

な
べ
で
は
な
く
、
空
っ
ぽ
の
な
べ
を
指
さ
し
た
の
だ
。
同
じ
課
題
を
左
半
球
に
さ
せ
る
と
、
難
な
く
正
解
し
た
。
そ
こ
で
わ
か
っ
た
の
は
、
右
半
球

ま
き

は
推
論
が
苦
手
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
右
半
球
に
マ
ッ
チ
の
絵
、
続
い
て
積
み
あ
げ
た
薪
の
絵
を
見
せ
る
。
そ
し
て
六
枚
の
絵
か
ら
、
最
初
の
二
枚
と

因
果
関
係
に
あ
る
も
の
を
選
ぶ
よ
う
指
示
さ
れ
て
も
、
右
半
球
は
燃
え
あ
が
る
薪
の
絵
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
。
Ｕ
字
形
が
正
方
形
に
変
化
し
て

い
く
過
程
の
図
形
を
選
ぶ
課
題
で
も
、
右
半
球
はＸ
お
手
あ
げ
だ
。
と
こ
ろ
が
左
半
球
は
や
す
や
す
と
課
題
を
こ
な
し
た
。
こ
の
差
異
は
、
注
2分離

脳
患

者
が
右
半
球
を
使
っ
て
話
し
、
広
範
囲
の
語
彙
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
も
見
ら
れ
た
。
右
半
球
は

ａ

推
論
が
で
き
な
か
っ

た
。二

つ
の
半
球
で
起
こ
る
意
識
的
な
経
験
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
片
方
は
推
論
を
引
き
だ
せ
る
世
界
に
生
き
て
い
る
が
、
も
う
い
っ
ぽ
う
は

そ
う
で
は
な
い
。
右
半
球
の
世
界
はⅰ
額
面
ど
お
り
で
し
か
な
い
。
以
前
に
見
た
品
物
を
選
べ
と
指
示
さ
れ
れ
ば
、
右
半
球
は
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ス

プ
ー
ン
、
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
、
リ
ン
ゴ
だ
っ
た
な
、
よ
し
」
と
正
確
に
選
び
だ
し
、
初
め
て
見
た
品
物
は
却
下
す
る
。
と
こ
ろ
が
左
半
球
は
、
似
て

い
る
品
物
は
以
前
に
も
見
た
と
誤
っ
て
判
断
し
や
す
い
。
自
ら
構
築
し
た
枠
組
み
に
納
ま
る
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
だ
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
は
な

Ａ
1

国

語

表3［右ページ］から問題開始
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く
銀
の
ス
プ
ー
ン
を
、
木
の
鉛
筆
で
は
な
く
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
を
、
ピ
ン
ク
色
で
は
な
く
灰
色
の
消
し
ゴ
ム
を
す
で
に
見
た
こ
と
に
し
て
し
ま
う

の
だ
。
右
半
球
は
推
論
が
で
き
な
い
が
ゆ
え
に
、
対
象
物
に
抱
く
感
情
も
限
ら
れ
る
。
お
菓
子
の
箱
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
て
も
、
右
半
球
に
と
っ
て

は
お
菓
子
の
箱
で
し
か
な
い
。
だ
が
左
半
球
は
、
そ
の
箱
か
ら
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
推
論
す
る
。

も
し2
注
3シェ

イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
に
出
て
く
る
マ
ー
セ
ラ
ス
が
「
脳
二
分
説
で
は
何
か
が
腐
っ
て
い
る
！
」
と
言
っ
た
ら
、
私
た
ち
も

そ
れ
に
同
意
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
研
究
が
進
む
に
つ
れ
て
、
左
右
の
半
球
は
ど
ち
ら
も
専
門
化
さ
れ
て
い
る
が
、
意
識
の
レ
ベ
ル
が
同

じ
で
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
き
た
。
ひ
と
つ
の
も
の
を
同
じ
よ
う
に
意
識
で
き
る
わ
け
で
も
な
け
れ
ば
、
課
題
を
こ
な
す
能
力
も
同
じ
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
脳
二
分
説
は
腐
り
、
意
識
の
統
一
性
を
め
ぐ
る
既
存
の
概
念
は
悪
臭
を
放
ち
は
じ
め
た
。

ｂ

最
初
の
疑
問
に
戻
っ

て
み
る
。
意
識
的
な
経
験
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
く
る
の
か
？

処
理
さ
れ
た
情
報
は
、
意
識
賦
活
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
と
こ
ろ
を
経
由
し
て
主
観
的

な
経
験
の
自
覚
へ
と
つ
な
が
る
の
か
、
そ
れ
と
も
別
の
形
式
が
存
在
す
る
の
か
。
流
れ
は

い

へ
と
傾
き
は
じ
め
た

複
数
の
サ

ブ
シ
ス
テ
ム
が
機
能
す
る
注
4モジ

ュ
ー
ル
構
造
で
あ
る
。
意
識
的
経
験
を
可
能
に
す
る
単
一
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
い
う
発
想
に
、
私
た
ち
は
疑
問
を
持
ち

は
じ
め
る
。
意
識
的
経
験
と
は
、
専
門
の
能
力
を
持
つ
複
数
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
生
じ
る
感
覚
な
の
で
は
な
い
か
。
専
門
的
な
能
力
を
ハ
ッＢ
キ
す
る

領
域
が
脳
内
で
次
々
に
見
つ
か
り
、
意
識
的
経
験
が
そ
う
し
た
領
域
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
意
識
は
脳
全

体
に
分
散
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
見
解
に
到
達
し
た
。
意
識
は
左
半
球
に
あ
る
と
い
う
注
5ジョ

ン
・
エ
ッ
ク
ル
ス
の
主
張
と
は
正
反
対
だ
。

の
う
り
ょ
う

そ
う
し
た
結
論
を
下
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
脳
梁
離
断
術
を
受
け
た
直
後
の
患
者
が
こ
ん
な
反
応
を
示
し
た
か
ら
だ
。「
調
子
は
ど
う
で

す
か
？
」
と
た
ず
ね
る
と
、「
快
調
で
す
よ
」
と
答
え
が
返
っ
て
く
る
。「
手
術
前
と
何
か
ち
が
っ
て
い
ま
す
か
？
」
と
質
問
し
て
も
、
変
化
は
な
い

と
い
う
答
え
だ
っ
た
。

ろ

。
前
述
し
た
よ
う
に
、
患
者
は
左
の
視
野
に
何
が
映
っ
て
い
る
か
ま
っ
た
く
答
え
ら
れ
な
い
の
だ
。
言

葉
で
快
調
で
す
と
答
え
る

Ⅰ

半
球
は
、
視
野
の
左
半
分
が
見
え
て
お
ら
ず
、

ｃ

そ
の
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
。

そ
れ
を
補
正
し
て
両
方
の
半
球
に
視
覚
情
報
を
届
け
る
た
め
に
、
患
者
は
無
意
識
の
う
ち
に
頭
を
た
え
ず
動
か
し
て
い
る
。
こ
れ
が
も
し
ほ
か
の
手

術
で
、Ｃ
マ
ス
イ
か
ら
覚
め
た
と
き
に
視
野
の
左
半
分
が
欠
け
て
い
た
ら
、「
先
生
、
左
側
が
見
え
ま
せ
ん

い
っ
た
い
何
が
あ
っ
た
ん
で
す
？
」

と
騒
ぐ
は
ず
だ
。
と
こ
ろ
が
分
離
脳
患
者
か
ら
そ
ん
な
言
葉
は

は

聞
か
れ
な
い
。
何
度
も
検
査
を
受
け
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
目
的

念
校
紙―103―
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Ａ1（選）
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［解答例］
英語〔 3科目型 1日目〕

設問 解答例
Ⅰ 1 2

2 3
3 3
4 2
5 2
6 2
7 1

Ⅱ 8 7
9 5
� 4
� 2
� 3
� 8
� 1
� 6

Ⅲ � 3
� 3
� 2
� 4
� 4
� 4
� 1
� 1

Ⅳ � 3
� 6
� 6
� 2
� 2
� 7
� 2
� 7
� 4
� 7
� 6
� 4

英語〔 3科目型 ２日目〕
設問 解答例

Ⅰ 1 1
2 4
3 1
4 2
5 3
6 1
7 4

Ⅱ 8 8
9 2
� 5
� 1
� 6
� 4
� 3
� 7

Ⅲ � 3
� 4
� 4
� 3
� 4
� 2
� 4
� 1

Ⅳ � 5
� 4
� 1
� 7
� 6
� 5
� 2
� 1
� 6
� 3
� 6
� 5

英語〔 2科目型〕
設問 解答例

Ⅰ 1 4
2 3
3 2
4 1
5 4
6 2
7 1

Ⅱ 8 8
9 4
� 5
� 6
� 7
� 3
� 2
� 1

Ⅲ � 2
� 2
� 3
� 1
� 3
� 2
� 3
� 2

Ⅳ � 4
� 1
� 6
� 3
� 3
� 6
� 6
� 4
� 4
� 5
� 1
� 3

英語〔後期〕
設問 解答例

Ⅰ 1 3
2 2
3 1
4 1
5 2
6 1
7 4

Ⅱ 8 8
9 5
� 6
� 2
� 3
� 4
� 1
� 7

Ⅲ � 1
� 3
� 2
� 3
� 2
� 1
� 3
� 4

Ⅳ � 1
� 7
� 4
� 5
� 7
� 1
� 6
� 4
� 4
� 3
� 7
� 3



201

解
答
例
・
解
説

日本史〔 3科目型 1日目〕
設問 解答例

Ⅰ 1 2
2 2
3 3
4 4
5 7
6 1
7 2
8 3

Ⅱ 9 5
� 4
� 1
� 4
� 2
� 4
� 4
� 3
� 3

Ⅲ � 4
� 4
� 1
� 2
� 3
� 1

Ⅳ � 2
� 1
� 4
� 4
� 3
� 1
� 2
� 5
� 5
� 1

日本史〔 3科目型 2日目〕
設問 解答例

Ⅰ 1 3
2 1
3 3
4 4
5 4
6 3
7 3
8 4

Ⅱ 9 1
� 4
� 3
� 3
� 1
� 5
� 1
� 5

Ⅲ � 4
� 1
� 1
� 2
� 2
� 2
� 4
� 1

Ⅳ � 6
� 3
� 1
� 1
� 3
� 3
� 1
� 4

日本史〔 2科目型〕
設問 解答例

Ⅰ 1 2
2 2
3 4
4 3
5 1
6 3
7 4
8 1
9 5
� 2
� 4
� 3

Ⅱ � 3
� 4
� 2
� 2
� 5
� 6

Ⅲ � 3
� 2
� 5
� 3
� 1
� 1
� 4

Ⅳ � 7
� 1
� 3
� 3
� 1
� 4
� 1
� 1
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世界史〔 3科目型 1日目〕
設問 解答例

Ⅰ 1 1
2 3
3 3
4 4
5 2
6 2
7 4

Ⅱ 8 3
9 1
� 2
� 2
� 3
� 2
� 4

Ⅲ � 4
� 5
� 2
� 3
� 1
� 3
� 1

Ⅳ � 3
� 4
� 1
� 1
� 2
� 1
� 2

世界史〔 3科目型 2日目〕
設問 解答例

Ⅰ 1 4
2 4
3 1
4 3
5 1
6 2
7 3

Ⅱ 8 4
9 3
� 1
� 3
� 4
� 2
� 3

Ⅲ � 4
� 3
� 2
� 4
� 3
� 5
� 1

Ⅳ � 4
� 5
� 4
� 2
� 1
� 2
� 1

世界史〔 2科目型〕
設問 解答例

Ⅰ 1 7
2 1
3 3
4 5
5 4
6 2
7 1

Ⅱ 8 2
9 4
� 4
� 3
� 1
� 3
� 2

Ⅲ � 2
� 3
� 3
� 4
� 4
� 1
� 4

Ⅳ � 3
� 2
� 4
� 1
� 2
� 4
� 3
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生物〔 3科目型 1日目〕
設問 解答例

Ⅰ 1 5
2 4
3 3
4 4
5 7
6 3
7 1
8 4
9 1
� 2
� 8

Ⅱ � 6
� 1
� 3
� 5
� 6
� 2
� 5
� 2
� 1
� 3
� 4
� 2

Ⅲ � 2
� 6
� 1
� 6
� 7
� 1
� 4
� 2
� 2
� 1

Ⅳ � 2
� 4
� 1
� 2
� 3
� 4
㊵ 4
㊶ 3
㊷ 4
㊸ 2
㊹ 2

生物〔 3科目型 2日目〕
設問 解答例

Ⅰ 1 1
2 4
3 2
4 1
5 2
6 4
7 1
8 3
9 7
� 4

Ⅱ � 2
� 5
� 3
� 2
� 4
� 3
� 3
� 4
� 3
� 1
� 4
� 2

Ⅲ � 3
� 1
� 2
� 2
� 4
� 1
� 3
� 2
� 4
� 2
� 3

Ⅳ � 3
� 5
� 2
� 3
� 1
� 2
㊵ 5
㊶ 1
㊷ 3
㊸ 3
㊹ 5

生物〔 2科目型〕
設問 解答例

Ⅰ 1 5
2 1
3 4
4 3
5 5
6 3
7 5
8 2
9 4
� 3
� 1
� 3

Ⅱ � 2
� 1
� 1
� 3
� 5
� 3
� 2
� 7
� 3

Ⅲ � 2
� 4
� 4
� 1
� 4
� 2
� 4
� 2
� 4

Ⅳ � 2
� 5
� 4
� 2
� 4
� 4
� 2
� 7
� 6
㊵ 1
㊶ 6
㊷ 1
㊸ 2
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化学〔 3科目型 1日目〕
設問 解答例

Ⅰ 1 4
2 4
3 2
4 3
5 4
6 2
7 6

Ⅱ 8 4
9 4
� 1
� 4
� 4
� 1
� 3
� 2
� 2
� 2

Ⅲ � 2
� 4
� 4
� 3
� 1
� 2
� 2
� 5
� 6
� 3
� 1
� 4
� 2
� 3
� 2

化学〔 3科目型 2日目〕
設問 解答例

Ⅰ 1 2
2 2
3 4
4 6
5 7
6 2
7 5

Ⅱ 8 1
9 4
� 4
� 8
� 4
� 4
� 4
� 1
� 5
� 3
� 4
� 6

Ⅲ � 6
� 4
� 5
� 4
� 8
� 3
� 5
� 3
� 1
� 3
� 2
� 6

化学〔 2科目型〕
設問 解答例

Ⅰ 1 3
2 6
3 7
4 5
5 4
6 2
7 5

Ⅱ 8 2
9 4
� 2
� 1
� 3
� 5
� 6
� 1
� 4

Ⅲ � 2
� 4
� 2
� 1
� 2
� 6
� 2

Ⅳ � 3
� 1
� 1
� 5
� 5
� 5
� 3
� 1
� 6
� 2
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数学〔 3科目型 1日目〕
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数学〔 3科目型 1日目〕
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数学〔 3科目型 2日目〕

より、

がある。
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数学〔 3科目型 2日目〕
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数学〔 2科目型〕
設問 解答例

Ⅰ ア 1
イ 4
ウ 4
エ 3
オ 2
カ 6

キ ク 15
ケ 4
コ 3
サ 1
シ 2
ス 3
セ 4
ソ 4
チ 4
テ 2
ト 2
ナ 4

ニ ヌ 23
ネ 3

ノ ハ 82
ヒ フ 10

ヘ 5
ホ 3
あ 9
い 3
う 3
え 6
お 3
か 6
き 2

く け 10
こ 2
さ 1

し す 84
せ 1
そ 3

た ち 37
つ て 42
と な 19
に ぬ 84

ね 9
の は 19

設問 解答例
Ⅱ ア 2

イ ウ － 2
エ 4
オ 6

カ キ － 2
ク ケ 16
コ サ 26

シ ス セ －12
ソ 2
タ 4

チ ツ 24
テ ト 32

ナ 4
ニ ヌ － 2
ネ ノ 16
ハ ヒ 24

フ 8
ヘ 4
ホ 2
あ 2

Ⅲ ア イ － 2
ウ エ 11

オ 2
カ キ － 1
ク ケ 16

コ 3
サ 6
シ 4

ス セ 37
ソ 6

タ チ 16
ツ 3
テ 8
ト 3

ナ ニ 28
ヌ 3
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国語〔 3科目型 1日目〕
設問 解答例

Ⅰ

問一

1 5
2 1
3 4
4 1
5 3

問二 6 2

問三 7 4
8 2

問四

9 3
⓾ 5
⓫ 2
⓬ 6
⓭ 4

問五

⓮ 5
⓯ 5
⓰ 1
⓱ 3

問六 ⓲ 3
問七 ⓳ 1

問八 ⓴ 6
㉑ 2

問九 ㉒ 3
問十 ㉓ 4

Ⅱ

問一

1 2
2 2
3 4
4 1
5 3

問二

6 3
7 6
8 1
9 4
⓾ 2

問三

⓫ 5
⓬ 4
⓭ 1
⓮ 3
⓯ 5

問四 ⓰ 4
⓱ 1

問五 ⓲ 1
⓳ 4

問六 ⓴ 3
問七 ㉑ 2
問八 ㉒ 5

Ⅲ

問一

1 2
2 4
3 3
4 5
5 3
6 4

問二 7 4
問三 8 2

問四 9 2
⓾ 8

問五
⓫ 5
⓬ 1
⓭ 4

問六 ⓮ 5
問七 ⓯ 6

問八

⓰ 5
⓱ 5
⓲ 4
⓳ 2

問九 ⓴ 3
問十 ㉑ 1

問十一 ㉒ 4

国語〔 3科目型 2日目〕
設問 解答例

Ⅰ

問一

1 4
2 1
3 2
4 3
5 3

問二

6 4
7 5
8 6
9 3
⓾ 2

問三

⓫ 3
⓬ 1
⓭ 5
⓮ 2

問四

⓯ 3
⓰ 4
⓱ 3
⓲ 5

問五 ⓳ 1
問六 ⓴ 4
問七 ㉑ 2
問八 ㉒ 2

㉓ 5
Ⅱ

問一

1 4
2 5
3 1
4 2
5 4

問二 6 2
7 4

問三

8 5
9 3
⓾ 6
⓫ 1
⓬ 2
⓭ 4

問四 ⓮ 5
問五 ⓯ 4
問六 ⓰ 4
問七 ⓱ 2
問八 ⓲ 4

Ⅲ 問一 1 2
2 4

問二

3 3
4 2
5 3
6 4
7 3

問三 8 1
9 2

問四 ⓾ 3

問五 ⓫ 2
⓬ 1

問六 ⓭ 2
問七 ⓮ 1

問八
⓯ 5
⓰ 1
⓱ 4

問九
⓲ 5
⓳ 2
⓴ 8

問十 ㉑ 3
問十一 ㉒ 3

国語〔 2科目型〕
設問 解答例

Ⅰ

問一

1 5
2 4
3 1
4 1
5 4
6 3

問二

7 6
8 1
9 4
⓾ 3
⓫ 5

問三 ⓬ 4

問四

⓭ 3
⓮ 2
⓯ 3
⓰ 4
⓱ 5

問五 ⓲ 2
問六 ⓳ 5
問七 ⓴ 4
問八 ㉑ 3
問九 ㉒ 2

Ⅱ

問一

1 1
2 4
3 5
4 3
5 1
6 5

問二

7 4
8 1
9 3
⓾ 5
⓫ 2

問三

⓬ 5
⓭ 3
⓮ 1
⓯ 4

問四 ⓰ 7
問五 ⓱ 5
問六 ⓲ 3
問七 ⓳ 5

問八 ⓴ 2
㉑ 6

問九 ㉒ 5
Ⅲ

問一

1 3
2 1
3 3
4 4
5 2

問二 6 5

問三

7 8
8 4
9 2
⓾ 1

問四 ⓫ 4
問五 ⓬ 2
問六 ⓭ 4
問七 ⓮ 5
問八 ⓯ 1

国語〔後期〕
設問 解答例

一

問一

1 1
2 4
3 3
4 1
5 5
6 2
7 5

問二

8 1
9 2
� 3
� 4

問三
� 4
� 4
� 2

問四

� 5
� 3
� 1
� 5

問五 � 2
問六 � 5
問七 � 3
問八 � 5

二

問一

� 2
� 1
� 2
� 2
� 4
� 5

問二 � 2

問三 � 2
� 1

問四 � 3
� 1

問五 � 3
問六 � 1
問七 � 3

問八 � 2
� 2

問九 � 5
問十 ㊵ 5

問十一 ㊶ 2
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［解説］
英語〔 3科目型 1日目〕
Ⅰ
　文脈把握を中心とする長文読解問題。テーマは「シェイクスピ
アの一生」。
　⑴・⑵・⑷は文脈を把握して空所を補う問題。⑴は空所を含む
文の前で、多くの作家たちは残された記録から発言や思想が明ら
かになっていることが述べられており、空所を含む文で「しかし、
ウィリアム・シェイクスピアはもっと～」と続いているので、
mysterious「謎めいた」を入れるのが適当。⑵は空所の前で、シェ
イクスピアがインタビューや自伝をまったく残していないことが
述べられており、ダッシュが続いて空所以下が言いかえや補足説
明になっていると考えられるので、not even one「 １ つの～さえ
ない」を入れるのが適当。⑷は空所の前の段落で、シェイクスピ
アが17世紀当時の水準ではすでに中年期を過ぎており、慣れ親し
んだ環境に戻って自適な生活を送っていることが示唆されている
ものの、空所のあとでは執筆業をやめなかったと述べられている
ので、逆接を表す But を入れるのが適当。
　⑶は本文中の語句の意味を問う問題。類義語の知識に加え、前
後の文脈も正確に理解しているかが問われている。
　⑸は本文の内容一致問題。質問や選択肢のキーワードが該当す
る部分を探し、一致するかどうかを判断する。
　⑹は本文の内容一致問題。選択肢のキーワードが該当する部分
を探し、一致するかどうかを判断する。
　⑺は問題文のタイトルをつける問題。タイトルは、その文章全
体のテーマを示すものを選ぶ必要がある。問題文で述べられてい
る内容であっても、全体のテーマを示していないものはタイトル
としてふさわしくない。
Ⅱ
　会話文の空所補充問題。Jack、Gareth、Penny の ３ 人が、せ
まくて壁の薄い家やホテルについて話している場面。会話全体の
文脈を押さえたうえで、空所の前後を丁寧に読み取って、会話の

流れに沿った １ 文を選択すること。
Ⅲ
　標準レベルの文法・語法・熟語が問われている。
⑴�　〈find ＋ O ＋ C〉「O が C であるのを見つける」の文。O が

the word “philosophy”なので、C は「載せられている」という
受動の意味になるように、過去分詞の listed を入れるのが適当。

⑵�　by then（＝ next Friday）と for twenty years があるので、
未来完了形を入れるのが適当。「結婚している」という状態は
be married で表す。

⑶�　〈see＋O＋～ing〉「Oが～しているのを見る」が受動態になっ
ている文。

⑷　too ～ to …で「あまりにも～なので…できない」の意。
⑸　on ～ ing で「～するとすぐ」の意。
⑹　though は接続詞で「～にもかかわらず、～だけれども」の意。
⑺�　like ～ all the better for …で「…なのでいっそう～が好きだ」

の意。
⑻�　It is［was］～ that …の強調構文。この文では because of the 

storm という語句が強調されている。
Ⅳ
　正しい語順は次の通り。
⑴　Tracy （blamed herself for exposing her husband to） 
danger.
⑵�　She is （ignorant of the trouble she caused by） being late 

for the flight.
⑶　What is （the most important goal in your university） life?
⑷�　You need to （complete the application form and turn it） in 

by next Wednesday.
⑸　This blue dress （is far more fashionable than that one）.
⑹�　I （put emphasis on how meaningful it is） to learn 

psychology.

英語〔 3科目型 2日目〕
Ⅰ
　文脈把握を中心とする長文読解問題。テーマは「ビジネス会議
における文化の違い」。
　⑴は文脈を把握して空所を補う問題。空所を含む文は「シェン
のすばらしい英語やまずまずのフランス語は彼女に～の感情を与
えた」という文脈になるので、confidence「自信」を入れるのが適当。
　⑵・⑶・⑷は本文中の語句の意味や内容を問う問題。類義語の
知識に加え、前後の文脈も正確に理解しているかが問われている。
⑵の内容は下線部のあとで述べられている。⑷は下線部の前で述
べられている内容（＝自分の専門的意見が不十分であることが会
議の出席者によって示されること）を受けた反応で、第 ３ 段落で
実例が述べられている。
　⑸・⑹は本文の内容一致問題。⑸は本文の内容と一致するもの、
⑹は本文の内容と一致しないものを選ぶ。それぞれの選択肢で与
えられている英文をもとに、キーワードを本文中から見つけ出し
てその前後を正確に読み取り、適当な選択肢を選ぶ。
　⑺は問題文のタイトルをつける問題。タイトルは、その文章全体のテー
マを示すものを選ぶ必要がある。問題文で述べられている内容であって
も、全体のテーマを示していないものはタイトルとしてふさわしくない。
Ⅱ
　会話文の空所補充問題。Zack と Carla の ２ 人が、オンラインで
無料アプリを入手したり操作方法を手軽に学べたりすることについ
て話している場面。会話全体の文脈を押さえたうえで、空所の前後
を丁寧に読み取って、会話の流れに沿った １ 文を選択すること。
Ⅲ
　標準レベルの文法・語法・熟語が問われている。
⑴�　空所のあとの like の目的語が欠けているので、先行詞を含

む関係代名詞 what を入れるのが適当。
⑵�　salary「給料」が「低い、安い」というときは small や low を用

いる。
⑶�　関係代名詞の非制限用法。which 以下が先行詞の Kyoto を

修飾している。
⑷　there is no ～ ing で「～することはできない」の意。
⑸�　at first までが文の主語になるように、先行詞を含む関係代

名詞 what を用いる。What seems complicated at first で「初
めは複雑であるように思えること」の意。

⑹�　空所のあとの enter に注目し、〈let ＋ O ＋原形不定詞〉「O
に～させてやる、O が～するのを許可する」の文にする。

⑺�　with the approach of winter で「冬が近づくにつれて」の意。
この with は「～と同時に、～につれて」という意味を表す。

⑻　空所を含む文は、条件節が仮定法過去完了で過去の事実に反す
る仮定を表し、帰結節が仮定法過去で現在の事実に反する仮定を表す。
Ⅳ
　正しい語順は次の通り。
⑴�　Not (until eleven o’clock did the international conference) 

begin.
⑵�　I cannot be sure (of their ability to supply you with) the 

necessary goods.
⑶　It (is essential that you be present at) the meeting.
⑷�　Michelle (could not afford to purchase a new) pair of shoes.
⑸�　We had to travel by (land instead of by air due to) strong 

winds.
⑹�　Professor Brown did (not like the unusual proposal that I) 

made.
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英語〔 2科目型〕
Ⅰ
　文脈把握を中心とする長文読解問題。テーマは「グランドキャ
ニオンの魅力について」。
　⑴・⑵は文脈を把握して空所を補う問題。⑴は「直接見るまで
はグランドキャニオンの大きさを理解するのは難しい」という文
脈になるように、until を入れるのが適当。⑵は「その砂漠環境に
もかかわらず、グランドキャニオンには多種多様な動植物が生息
している」という文脈になるように、Despite を入れるのが適当。
　⑶は問題文のタイトルをつける問題。タイトルは、その文章全
体のテーマを示すものを選ぶ必要がある。問題文で述べられてい
る内容であっても、全体のテーマを示していないものはタイトル
としてふさわしくない。
　⑷は本文の内容一致問題が ４ 問。1. と3. と4. は本文の内容と一
致するもの、2. は本文の内容と一致しないものを選ぶ。それぞれ
の質問や選択肢で与えられている英文をもとに、キーワードを本
文中から見つけ出してその前後を正確に読み取り、適当な選択肢
を選ぶ。
Ⅱ
　会話文の空所補充問題。Maya と Hazel の ２ 人が、歌うことや
その他の才能について話している場面。会話全体の文脈を押さえ
たうえで、空所の前後を丁寧に読み取って、会話の流れに沿った
１ 文を選択すること。
Ⅲ
　標準レベルの文法・語法・熟語が問われている。
⑴�　 空 所 の 後 に 名 詞 reasons が あ る の で、 複 合 関 係 形 容 詞

whatever「どんな～が…しようとも」を入れるのが適当。
⑵　suggest ～ ing で「～することを提案する」の意。

⑶�　時・条件を表す副詞節の中では、未来のことも現在形で表す。
主語が ３ 人称単数の he なので、finishes を入れるのが適当。

⑷�　過去完了は過去のある時より前の動作や出来事を表す。この
文では had visited が told よりも前の動作を表している。

⑸�　主節（帰結節）に would があることに注目し、条件節に〈if ＋ S’
＋ were to ～〉「仮に～することがあれば」を用いた仮定法の文
にする。

⑹�　〈sell ＋数量などを表す副詞（句）〉で「～くらい売れる、売れ
行きが～である」の意。文末に over the last two years「この ２
年間にわたって」があるので、現在完了の文にする。

⑺　It is said that ～で「～と言われている」の意。
⑻　rob ～ of …で「～から…を奪う」の意。
Ⅳ
　正しい語順は次の通り。
⑴�　（Everything you need to know about your） work is 

written in this handbook.
⑵�　It’s （too early to say how much of） an impact the film has 

had on our culture.
⑶�　The publication of the （book may have been the start of） 

the modern environmental movement.
⑷�　The article （explains how robots are taking over people’s） 

jobs.
⑸�　The nutritionist （recommends not having dessert every 

night after） dinner.
⑹�　In ancient times, oral stories （were employed as the most 

important method） of conveying and preserving ideas.

英語〔後期〕
Ⅰ
　文脈把握を中心とする長文読解問題。テーマは「メディアスト
リーミングについて」。
　⑴・⑵は文脈を把握して空所を補う問題。⑴は「その利便性と
柔軟性に加えて、メディアストリーミングはまた～において重要
な役割を果たしている」という文脈になるように、In addition to
を入れるのが適当。⑵は空所の前の段落でメディアストリーミン
グの問題点について述べているものの、空所を含む文では消費者
がメディアストリーミングの利点が欠点を上回っていると感じて
いることが述べられており、逆接になっていると考えられるので、
But in general「しかし全般的に」を入れるのが適当。
　⑶は問題文のタイトルをつける問題。タイトルは、その文章全
体のテーマを示すものを選ぶ必要がある。問題文で述べられてい
る内容であっても、全体のテーマを示していないものはタイトル
としてふさわしくない。
　⑷は本文の内容一致問題。選択肢のキーワードが該当する部分
を探し、一致するかどうかを判断する。
　⑸は本文の内容一致問題が ３ 問。質問と選択肢のキーワードが
該当する部分を探し、一致するかどうかを判断する。

Ⅱ
　会話文の空所補充問題。Connie、Linda、Gerry の ３ 人が、遅
刻に対する考え方や週末の朝の過ごし方などについて話している
場面。会話全体の文脈を押さえたうえで、空所の前後を丁寧に読
み取って、会話の流れに沿った １ 文を選択すること。

Ⅲ
　標準レベルの文法・語法・熟語が問われている。
⑴　〈fail ＋ to 不定詞〉で「～（しようとして）できない」の意。

⑵�　原級を用いた倍数表現。twice「 ２ 倍」はas ～ as …の前に置く。
as much money as …「…だけの量のお金」の語順に注意。

⑶�　空所を除いても文が成り立っているので、副詞 carefully「注
意深く」を入れるのが適当。

⑷�　finding 以下が〈find ＋ O ＋ C〉「O が C だとわかる、思う」の
形になっている。この it は形式目的語で、真目的語は to sleep in 
hotels。

⑸�　前に出てきた可算名詞の代わりに、不特定なものを指すとき
は one を用いる。この文では dogs という複数形の代わりをす
るので ones。

⑹�　〈前置詞＋関係代名詞〉の文。be made from ～「～から作ら
れる」の from が関係代名詞の前に置かれた形。

⑺　〈leave ＋ O ＋～ ing〉で「O に～させておく」の意。
⑻�　be suspicious of ～で「～を不審に思う、疑う」の意。be 動詞

are と suspicious の間に副詞句が挿入されていることに注意。

Ⅳ
　正しい語順は次の通り。
⑴�　Philosophy is not （so difficult a subject as you imagine） it 

to be.
⑵�　The prices of vegetables as （well as those of fruits vary 

with） the season.
⑶　How （far do you think we can go） in a day?
⑷�　Because of a bad stomachache, Lucy could （neither sleep 

nor eat during her flight） over to Singapore.
⑸　It （was not long before Hanna left Tokyo） for Helsinki.
⑹�　He built a house in an inconvenient （place to which there 

is no bus） service.
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日本史〔 3科目型 1日目〕
Ⅰ
　古代の都の変遷や律令体制を題材にした問題。問 ２ 持統天皇は
694年に②藤原京に遷都した。問 ４ 光仁天皇は天智天皇の孫で、
数代ぶりの④天智系の天皇だった。問 ５ 天武・持統天皇によって
飛鳥浄御原令が編纂・施行され、それをもとにして701年に大宝
律令が制定された。問 ６ 当時の木簡などに記された内容から、大
宝律令が施行されるより前には、「郡」ではなく①「評」の表記が用
いられていたことが分かっている。問 ７ ⒜Ｘ国分寺建立の詔が出
されたのは741年。Ｚ墾田永年私財法が出されたのは743年。Ｙ東
大寺大仏の開眼供養が行われたのは752年。⒝聖武天皇は、天武
天皇の孫である文武天皇と、藤原不比等の娘である宮子との間に
生まれた子。

Ⅱ
　中世・近代の宗教に関する問題。⒜貞慶は法相宗、明恵は華厳
宗の僧侶。⒝Ｘ律宗などの旧仏教（南都六宗）は奈良を拠点として
いた。Ｙ北山十八間戸は奈良につくられた。⒞②鎌倉時代に虎関
師錬が著した。③道元の著書。④日蓮の著書。⒠夢窓疎石は足利
尊氏の帰依を受けた僧で、五山・十刹の制は足利義満の時代に整
えられた。⒡①神仏分離令で神仏習合は禁止された。②戊申詔書
は1908年に第 2 次桂太郎内閣が出したもので、国民に勤勉と倹約
を求めた。③大教宣布の詔は1870年に神道の国教化を目指して出
されたもの。紀元節・天長節の制定は1873年。⒣Ｘ五榜の掲示で
は当初キリスト教の信仰が禁止されていた。Ｙ正しい。

Ⅲ
　江戸時代の法律を題材にした問題。武家諸法度と禁中並公家諸
法度が史料として提示されている。問 ２ 武家諸法度は大名を対象
として出されたもので、旗本は対象ではなかった。旗本や御家人
を対象とした法律は諸士法度。問 ３ ⒜福島正則は関ヶ原の戦いな
どで活躍した有力な外様大名だったが、幕府に無断で城の修理を
行ったことなどにより改易された。⒞1627年、幕府は後水尾天皇
が幕府への届け出なく紫衣を与えたことを問題視して紫衣を取り
上げ、これに抗議した大徳寺の③沢庵宗彭らが処罰された（紫衣
事件）。問 ４ 天領は江戸幕府の直轄領のこと。

Ⅳ
　農民の暮らしや農民に対する政策を題材にした問題。古代から
現代まで幅広い時代の内容がリード文として提示されている。問
４ ⒜村民が独自に警察権を行使するのは、村民たちが自らつくっ
た惣掟（村法・村掟）を破った場合だった。これは領主の支配を否
定するものだった。また、惣掟の内容は入会地に関すること以外
にも多岐に及んでいた。⒝不在地主の貸付地は全て国が買い上げ
た。⒟地租改正により、税率は地価の 3 パーセントと定められた

（のちに2.5パーセントに引き下げ）。⒡①小作争議の際に結成さ
れたのは日本農民組合。②傘連判は室町時代の一揆でよく見られ
た。③米騒動はシベリア出兵に備えた米の買い占めへの反発から
起こった。④国訴は江戸時代に流通を独占する領主や商人への反
発から起こった。問 ５ Ｇ律令制、Ｅ平安時代荘園制下の名田、Ａ
室町期惣村、Ｆ太閤検地、Ｃ江戸時代の村請制、Ｄ明治の地租改
正、Ｈ戦前期の小作制度、Ｂ戦後農地改革。

日本史〔 3科目型 2日目〕
Ⅰ
　古代の戸籍制度と身分制度を題材にした問題。『令義解』が史料
として提示されている。問 ３ 戸籍は 6 年ごとにつくられ、新たな
口分田の班給や死者の口分田の収公もそれに合わせて行われた。
問 ４ ⒜④山上憶良は『万葉集』に収録された貧窮問答歌の中で、民
衆の貧しい暮らしや、里長による過酷な税の取り立ての様子など
をうたっている。⒞近江大津宮で政治を行ったのは天智天皇。⒟
家人などの私有の奴婢には、良民の 3 分の 1 の口分田が班給され
た。問 ５ 式とは律令の施行細則。律令の規定を改正したものや、
律令にない規定を追加したものは格。

Ⅱ
　中世・近世の戦乱や政変を題材にした問題。問 １  1156年に起こっ
た保元の乱では、後白河天皇・関白藤原忠通らと崇徳上皇・左大
臣藤原頼長らが対立した。問 ３ 永享の乱で足利持氏を自害に追い
込み、嘉吉の変で赤松満祐に討たれたのは、 6 代将軍である③足
利義教。問 ４  1600年に起こった関ヶ原の戦いで、徳川家康は豊臣
政権を守ろうとする③石田三成らに勝利した。問 ５ ⒜以仁王と結
んで平氏打倒の兵を挙げたのは源頼政。⒞将軍家のあとつぎ争い
に介入したのは細川勝元と山名宗全（持豊）。問 ６ Ｘ島原の乱の説
明で、発生は1637～38年。Ｙ天文法華の乱の説明で、発生は1536年。

Ⅲ
　江戸時代の流通を題材にした問題。問 ２ 川船の着岸場としてつ
くられた港町は①河岸。問 ３ ⒝②高田屋嘉兵衛は、ゴローウニン
事件の報復として、ロシア側に捕らえられたが、ロシアとの交渉
を取り持ってゴローウニンの釈放に尽力し、日露関係の緩和に大
きな役割を果たした。⒞出羽の特産品は紅花。藺草は備後の特産
品。⒟Ｘ正しい。Ｙ俵物とはフカヒレ・鮑・いりこなどのこと。
⒠①江戸で結成されたのは十組問屋。②十組問屋も株仲間解散令
で解散させられた。③大坂と江戸を結ぶ航路は、大坂の商品を江
戸に運ぶために開かれた。問 ４ 五街道は東海道・中山道・甲州道
中・奥州道中・日光道中の 5 つ。

Ⅳ
　政党政治の終了と軍部の台頭を題材にした問題。問 １ ア1932年
の五・一五事件で殺害されたのは⑥犬養毅で、これにより政党政
治の時代が終わった。イ犬養毅の後に内閣を組織したのは③斎藤
実。ウ斎藤実の後に総理大臣になり、美濃部達吉の天皇機関説を
否定する国体明徴声明を出したのは①岡田啓介。問 ２ ⒜四カ国条
約と九カ国条約はどちらもワシントン会議で結ばれた条約。⒝Ｙ
浜口雄幸が襲撃されたのは1930年。Ｘ「桜会」によるクーデター未
遂事件（三月事件・十月事件）が起こったのは1931年。Ｚ井上準之
助と団琢磨が血盟団に殺害された（血盟団事件）のは1932年。⒟金
輸出の解禁は浜口雄幸内閣の井上準之助大蔵大臣のもとで行われ
た。⒠①第 １ 次近衛文麿内閣の施策。②田中義一内閣の施策。③
斎藤実内閣の施策。
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日本史〔 2科目型〕
Ⅰ
　古代・中世の東北地方を題材にした問題。問 １ 奥州藤原氏を滅
ぼした後に鎌倉幕府が置いたのは奥州総奉行。後醍醐天皇が鎌倉
幕府滅亡後に置いたのは陸奥将軍府。奥州探題は室町幕府が置い
た役職。問 ３ ⒜①三内丸山遺跡は縄文時代の遺跡。②続縄文文化
は弥生時代ごろの北海道で見られた文化で、擦文文化は 7 世紀以
降の北海道で見られた文化。③貝塚文化は弥生時代ごろの南西諸
島で見られた文化。⒟渤海は10世紀前半に契丹（遼）によって滅ぼ
された。⒢Ｚ阿弖流為の活躍で政府軍が大敗したのは789年。Ｘ
坂上田村麻呂が征夷大将軍になったのは797年。Ｙ鎮守府が多賀
城から胆沢城に移されたのは802年。⒤奥州藤原氏 2 代目の基衡
は毛越寺を建てた。初代の清衡は中尊寺を建てた。⒥コシャマイ
ンの戦いが起こったのは1457年で、嘉吉の変（1441）と応仁の乱の
勃発（1467）の間。

Ⅱ
　中世・近世の貿易を題材にした問題。問 ２ ⒜日明貿易で主な輸
出品とされた商品は、硫黄・刀剣・屛風など。陶磁器は明から輸
入されていた。⒝南蛮寺はキリスト教の教会堂。神学校はセミナ
リオやコレジオ。⒞イギリスは1623年にオランダとの競争に敗れ
て日本との貿易から撤退しており、出島に商館を開いていない。
⒟はじめに糸割符制度に参加したのは京都・堺・長崎の商人で、
のちに江戸と大坂の商人が加わって五カ所商人と呼ばれるように
なった。⒠Ｚスペイン船の来航が禁止されたのは1624年。Ｙ奉書
船以外の海外渡航が禁止されたのは1633年。Ｘポルトガル船の来
航が禁止されたのは1639年。

Ⅲ
　中世・近世の文化を題材にした問題。問 ３ ⒜Ｚ円覚寺舎利殿が
建てられたのは鎌倉時代。Ｘ龍安寺石庭がつくられたのは室町時代。
Ｙ隠元隆琦が万福寺を開いたのは江戸時代。⒞豊臣秀吉が聚楽第
に迎えたのは後陽成天皇。⒟俵屋宗達の代表作は「風神雷神図屛風」
などで、「松林図屛風」は安土桃山時代に活躍した長谷川等伯の作品。
尾形光琳の代表作は「紅白梅図屛風」などで、「大徳寺大仙院花鳥図」
は室町時代に活躍した狩野元信の作品。⒠石田梅岩が心学を講じ
るようになったのは1729年で、元禄期ではない。

Ⅳ
　近代の日本の産業を題材にした問題。問 １ 開国後の貿易では、
日本から農水産物やその加工物が輸出され、海外から繊維製品や
軍需品が輸入された。1865年の輸出額が 3 番目に多い品目は蚕卵
紙で、輸入額が 3 番目に多い品目は武器。19世紀末には、大阪紡
績会社の成功などにより日本で紡績業が発展し、綿糸を国内生産
できるようになった。それに伴い、海外からは綿糸の原料となる
綿花が輸入されるようになり、これが1899年に輸入額が最も多
かった品目である。問 ２ 金銀比価が違ったために日本から海外に
流出したのは金。問 ４ ①綿糸ではなく生糸の説明。

世界史〔 3科目型 1日目〕
Ⅰ　古代地中海世界の歴史
問 ３ 　イオニア地方の諸都市は前 ５ 世紀初めに、アケメネス朝の

ダレイオス １ 世に対して反乱を起こした。アテネはこの反乱を
支援し、ペルシア戦争に発展した。

問 ４ 　エフェソス公会議ではネストリウス派が異端として退けら
れた。その後ネストリウス派は唐代の中国で景教として流行し、
長安には大秦寺が建てられた。

問 ６ 　ティルスはフェニキア人によって建てられた地中海東岸の
都市国家。カルタゴはアフリカ北岸に存在したフェニキア人の
植民市。ウルクはユーフラテス川南部のシュメール人の都市国
家。ダマスクスは現在のシリアに位置し、アラム人が拠点とし
た都市。

Ⅱ　宋～清代中国の政治・文化史
問 ３ 　募役法は労役の代わりに免役銭を出させ、それを財源とし

て人を雇うという制度を定めた。市易法は中小商人に低利で融
資を行うことを定めた。均輸法は物資の流通を整え、物価の安
定をはかった。

問 ４ 　色目人はイラン人や中央アジア出身の人々を指し、元朝の
財務官僚として活躍した。南人は元に滅ぼされた南宋の支配下
にいた人々の総称。旧人は更新世中期から後期（約60万～ ３ 万
年前）に存在した人類。

問 ７ 　『永楽大典』は明の永楽帝が編纂させた百科事典。

Ⅲ　ヨーロッパ史における女性君主
問 ４ 　エリザベス １ 世は統一法を制定してイギリス国教会を確立

させた。対外的には1588年のアルマダの海戦でスペインを破り、
海外進出を強め、1600年にはエリザベス １ 世の特許状によりイ
ギリス東インド会社が設立され、海洋帝国としてのイギリスの
基礎を築いた。

問 ７ 　オーストリア継承戦争ではイギリスがオーストリアを支持
した。一方、七年戦争ではフランス・スペイン・ロシアがオー
ストリアを支持した。長年敵対してきたオーストリアのハプス
ブルク家とフランスのブルボン家が同盟関係を築いたことから、
この出来事は「外交革命」と呼ばれる。

Ⅳ　20世紀後半の東アジア
問 １ 　鄧小平は毛沢東が開始した「大躍進」運動の失敗後に経済の

立て直しを行っていたが、プロレタリア文化大革命によって失
脚した。その後、毛沢東が死去し、「四人組」が逮捕されたこと
で復権し、「四つの現代化」などの改革開放政策を推進した。

問 ６ 　香港がイギリスから中国に返還されたのは1997年。一帯一
路構想を提唱したのは2012年に総書記に就任した習近平。中国
と日本の国交が正常化したのは1972年。中国の GDP が世界第
２ 位となったのは2010年。
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世界史〔 2科目型〕
Ⅰ　古代地中海世界の知識人
問 ２ 　Ａのハドリアヌスは五賢帝の ３ 人目（在位117～138年）。ブ

リタニアにハドリアヌスの長城を築いた。Ｂのアウグスティヌ
スは ４ 世紀後半から ５ 世紀の人物。キリスト教に回心し、教父
となった。Ｃのキケロは前 ２ 世紀末から前 １ 世紀の人物。

問 ３ 　アテネでは僭主の出現を防ぐために陶片追放の制度がつく
られ、前 ５ 世紀のペリクレスの時代に民主政が完成した。

問 ５ 　マニ教はササン朝期にマニが創始した宗教。ササン朝では
弾圧の対象となったが、北アフリカや中央ユーラシアの他、中
国にも伝えられた。

Ⅱ　イスラーム圏の拡大
問 ４ 　西アフリカではサハラ砂漠で採取される岩塩とニジェール

川流域で採掘される金を取引する交易が盛んになった。
問 ５ 　ガズナ朝とガズナ朝から独立したゴール朝は北インドへの

侵攻をくり返した。ゴール朝の遠征に参加したアイバクによっ
てデリーに奴隷王朝が創始され、その後、デリーを本拠とした
イスラーム諸王朝はデリー = スルタン朝と呼ばれた。

問 ６ 　ムスリム商人は大きな三角帆を持つダウ船を用いて交易に
従事した。ジャンク船は西方との交易に従事した中国商人が用
いた大型の木造帆船。

問 ７ 　陳朝は元（モンゴル）の侵攻を退けた。

Ⅲ　ヴィクトリア女王時代のイギリス
問 １ 　1848年にパリで発生した二月革命は、オーストリア・ドイ

ツに波及し三月革命となった。これらの革命によってウィーン
体制は崩壊し、各国で自由主義的な改革や独立・自治を求める
運動が高揚した。

問 ３ 　クリミア戦争を始めたニコライ １ 世は戦争のさなかに病死
し、アレクサンドル ２ 世が即位した。クリミア戦争に敗北した
アレクサンドル ２ 世は農奴解放令を発布し、近代化改革を断行
したが次第に反動化した。

Ⅳ　清末から中華民国初期の中国
問 ４ 　日清戦争は朝鮮で起きた甲午農民戦争（東学の乱）を鎮圧す

るために、日清両軍が出兵したことで勃発した。湘軍・淮軍は
19世紀半ばに発生した太平天国の乱の鎮圧に活躍した。南満洲
鉄道株式会社は日本が日露戦争で得た利権をもとに設立された。

問 ６ 　袁世凱が大総統の地位にあったのは1913～15年。15年末に
帝政の復活を宣言した。日本が二十一カ条の要求を突きつけた
のは1915年 １ 月。第 １ 次国共合作の成立は1924年。五・四運動
は1919年。北伐の開始は1926年。

問 ７ 　五族は漢・満・蒙（モンゴル）・回（主にトルコ系の言語を
話すムスリム）・蔵（チベット）で構成された。

世界史〔 3科目型 2日目〕
Ⅰ　西安の歴史
問 ２ 　玄宗は晩年、楊貴妃を寵愛し、その一族を偏重したことで、

安禄山らの反乱を招いた。
問 ４ 　孔子は儒家の祖であり、周代を理想化し徳による統治を説

いた。荀子は戦国時代末期の儒家の思想家で、性悪説をとなえ、
礼の重要性を説いた。韓非子は法家、呉子は兵家、墨子は墨家
の思想家である。

問 ７ 　西安事件は張学良が蔣介石をとらえ、抗日と国共の内戦の
停止を求めた事件である。

Ⅱ　ヨーロッパの都市の歴史
問 ２ 　ハンザ同盟はリューベックを盟主とする北ドイツ諸都市に

よって結成された。ハンザ同盟は武力を有し、大きな政治勢力
となった。

問 ３ 　フスが火刑に処されると、ベーメンではフス派の反乱が起
こった。また、コンスタンツ公会議では聖書を英訳したイギリ
スのウィクリフも異端とされた。

問 ６ 　教皇ボニファティウス ８ 世を監禁したのはフランス王フィ
リップ ４ 世。金印勅書を発布したのは神聖ローマ皇帝カール ４
世。『ローマ法大全』を編纂させたのはビザンツ帝国のユスティ
ニアヌス大帝。

Ⅲ　18世紀末以降のイランの歴史
問 １ 　ナポレオンのエジプト遠征は1798～99年。オスマン帝国が

シリアとエジプトを領土としたのは1517年。サファヴィー朝が
最盛期を迎えたのは16世紀後半から17世紀前半のアッバース １
世の時代。タンジマートが実施されたのは1839～76年。

問 ３ 　アレクサンドル ２ 世はクリミア戦争での敗北を受けて、農
奴解放などの近代化改革を進めたが、次第に反動化した。

問 ４ 　タバコ = ボイコット運動はカージャール朝（ガージャール
朝）によるイギリスの会社への利権譲渡に、商人やウラマーな
どが抗議して起こった。

問 ６ 　イランの立憲革命は1905～11年。第一次世界大戦の勃発は
1914年。パフレヴィー朝が開かれたのは1925年。

Ⅳ　20世紀前半から21世紀初頭にかけての欧米諸国
問 ２ 　ドイツ軍がラインラントに進駐したのは1936年。オースト

リアを併合したのは1938年 ３ 月。同年の ９ 月にはドイツ人が多
く居住するズデーテン地方の割譲を要求し、イギリス・フラン
スが宥和政策をとったため、同月末に開かれたミュンヘン会談
で割譲が認められた。

問 ６ 　民主党のウィルソン大統領はアメリカ合衆国の第一次世界
大戦への参戦を決定し、「十四カ条」を発表して、戦後の国際秩
序の理想を示した。

問 ７ 　アイゼンハワー大統領の任期は1953～61年。キューバ危機
は1962年の出来事。ニクソン大統領が訪中したのは1972年。
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生物〔 3科目型 1日目〕
Ⅰ
問 １ ⑷　ミトコンドリアと葉緑体は、二重の膜をもち、核とは別の

独自の DNA をもつ、細胞内で分裂して増殖するといった共通点
が見られる。これらの特徴は、細胞内共生説の根拠となっている。

Ⅱ
問 ７ ⑴　暖かさの指数は、月平均気温が 5 ℃以上の各月について、

月平均気温から 5 ℃を引いた値を求め、それらを合計した値で
ある。よって、都市Ｘにおける暖かさの指数は、以下のように
なる。

　　（8.1＋12.2＋16.9＋18.4＋24.3＋26.7＋22.6＋14.8＋9.1）
　　－ 5 × 9 ＝108.1
⑵　⑴と同様に都市Ｙの暖かさの指数を求めると140.3となり、

表 1 より都市Ｙで成立するバイオームは照葉樹林である。照葉
樹林より 1 段階上のバイオームは、亜熱帯多雨林であり、暖か
さの指数は39.7増加する必要がある。よって、39.7÷12＝3.3…
より、都市Ｙの各月の平均気温は少なくとも 4 ℃以上上昇する
必要がある。

Ⅲ
問 ３ ⑶　痛覚の経路が交さする脊髄の位置よりも上方の左側の脊

髄を損傷したとき、右足の痛覚の経路は損傷部位で止まるため
右足の痛覚は失われるが、脊髄の右側を通る運動野から右足へ
の経路は影響を受けないため、右足を動かすことはできる。

　　また、痛覚の経路が交さする脊髄の位置よりも上方の右側の
脊髄を損傷したとき、右足の痛覚の経路は影響を受けないため
痛覚は失われないが、脊髄の右側を通る運動野から右足への経
路は損傷部位で止まるため、右足を動かすことができない。

Ⅳ
問 ８ ⑴⑵　表 1 中のＡはアンピシリンを含んでいない培地で大腸

菌を培養したため、アンピシリンの耐性の有無にかかわらず大
腸菌は生存する。それに対し、表 1 中のＣはアンピシリンを含
む培地で大腸菌を培養したため、アンピシリン耐性遺伝子が存
在するプラスミドを取り込んだ大腸菌のみが生存し、それ以外
の大腸菌は死滅する。

生物〔 3科目型 2日目〕
Ⅰ
問 ５ 　ワクチンは特定の病原体への感染を予防するために接種す

る医薬品である。ワクチンを接種したヒトの体内では、人為的
に免疫反応が引き起こされ、免疫記憶を獲得することができる。

Ⅱ
問 ６ ⑶⑷　ヒトデを除去し続けると、ヒトデに捕食されていたヒ

ザラガイ、カサガイ、イボイシ、フジツボ、ムラサキイガイ、
カメノテの数が増加する。ヒザラガイとカサガイの増加により
藻類が減少し、岩場には藻類が見られなくなる。そして、捕食
対象の藻類を失ったヒザラガイとカサガイも次第に岩場に見ら
れなくなる。また、生活する場所である岩場の奪い合いにおい
て、ムラサキイガイが優位となったため、 1 年後に岩場を独占
するようになった。

Ⅲ
問 ５ ⑶　明期（光の強さが15キロルクス）のときの二酸化炭素吸収

速度は10（mgCO2/100cm2・時）で、暗期（光の強さが 0 キロル
クス）のときの二酸化炭素吸収速度は－ 5（mgCO2/100cm2・時）
である。よって、明期の時間を x 時間とすると、10× x ＞ 5
×（24－ x）より、明期の時間が少なくとも 8 時間より長いと、
有機物が蓄積される。

Ⅳ
問 ４ ⑴⑵　図 2 について、DNA 1 と DNA 2 の発現量を比較する

と、発現量が同じであるため、Ａは調節タンパク質が結合しな
い領域であると考えられる。同様に、DNA 2 と DNA 3 、
DNA 3 と DNA 4 、DNA 4 と DNA 5 、DNA 5 と DNA 6 をそ
れぞれ比較していくと、Ｂ、Ｄ、Ｅが転写を促進する領域で、
Ｃが転写を抑制する領域であることがわかる。

生物〔 2科目型〕
Ⅰ
問 ４ ⑵　マウスＹはレプチンの受容体を合成できず、フィード

バックにより血液中のレプチンの濃度が高くなっている。よっ
て、マウスＹと正常マウスの血管を結合させると、正常マウス
の体内のレプチンの濃度は上昇する。その結果、正常マウスの
食欲は低下すると判断できる。

Ⅱ
問 ３ ⑵　生産者の被食量＝一次消費者の摂食量で、その値は90
（g/m2・年）である。よって、次の式が成立する。

　呼吸量＝同化量－生産量＝60－20＝40（g/m2・年）
　不消化排出量＝摂食量－同化量＝90－60＝30（g/m2・年）

Ⅲ
問 ５ ⑵　Ａの位置で視神経が切断された場合、左眼の右側の網膜

と右眼の左半分の網膜で受けとった情報が脳へ伝えられず、左
眼の左視野と右眼の右視野が欠損する。また、Ｂの位置で視神
経が切断された場合、左眼の右側の網膜と右眼の右半分の網膜
で受けとった情報が脳へ伝えられず、左眼の左視野と右眼の左
視野が欠損する。

Ⅳ
問 ３ ⑶　交配 1 において、母親の遺伝子型が bb であるため、F1

はいずれの母親からのビコイド mRNA をもたず、正常発生し
ない。また、交配 2 において、母親の遺伝子型が Bb で、F1は
いずれも母親からのビコイド mRNA をもつ。しかし、両親が
Xx であり、F1の遺伝子型とその分離比は XX：Xx：xx ＝ 1 ：
2 ： 1 であるため、正常発生するのは、XX もしくは Xx の
75％の個体のみとなる。
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化学〔 3科目型 1日目〕
Ⅰ
問４�　ア　ブレンステッド・ローリーの酸・塩基の定義では、酸は H＋を与える物質、塩基は H＋を受け取る物質である。誤り。
　　　イ　CH3COONa は塩基である。誤り。
　　　ウ　正しい。
問７　ア　滴下した過マンガン酸カリウムの赤紫色が消えなくなって、溶液が淡い赤色になったところを終点とする。誤り。
　　　イ　化学反応式は、2KMnO4 ＋ 16HCl 2KCl ＋ 2MnCl2 ＋ 5Cl2 ＋ 8H2O である。正しい。

　　　ウ�　終点までの滴下量を v〔mL〕とすると、0.010＝0.20× v
1000 ×5　　v ＝10mL　　正しい。

ⅡＡ
問�２　一定量の気体を温度一定の条件で圧力を変化させると、体積は圧力に反比例する。この法則は、ボイルの法則である。
問�４　ピストン付きの容器には、水のみが封入されており、外圧が飽和蒸気圧よりも大きいことから、Y1では水はすべて液体であり、水1.0 

mol（18.0g）の体積は、

　V1＝ 18.0g
1.0g/ml ＝18mL 

　また、Y2では、水は沸騰していてすべて気体であり、水1.0 mol の体積は、

　V2＝ 1.0×8.3×103×（273＋127）
1.0×105 ×103＝3.32×104（mL）

　よって、 V2

V1
＝1.8×103

Ⅱ B
問３　表より、10分経過すると［H2O2］は0.80倍になっていることがわかる。したがって、
　0.0512×0.80×0.80＝0.03276≒0.0328

Ⅲ A
問１　水溶液Ａは黄色なので CrO4

2－が含まれ、H2SO4などを加えて酸性にすると Cr2O7
2－に変化して赤橙色になる。

　2CrO4
2－ ＋ 2H＋ Cr2O7

2－ ＋ H2O

Ⅲ B
問�２　アルコールに硫酸酸性の二クロム酸カリウム水溶液を加えて酸化すると、第一級アルコールからは弱酸性のカルボン酸が、第二級アルコー

ルからは中性のケトンが生じる。
問５　化合物 B の2-ブタノールの分子内脱水により生成するアルケンは、1-ブテン、トランス-2-ブテン、シス-2-ブテンの３種類である。

化学〔 3科目型 2日目〕
Ⅰ
問２　ア　二酸化炭素は無極性分子であるが、ジクロロメタンは極性分子である。誤り。
　　　イ　正しい。
　　　ウ　硫化水素は折れ線形、二酸化炭素は直線形である。誤り。
問５　ア　水酸化ナトリウム水溶液の滴下量を v1〔mL〕とすると、

　　　　　0.100× 20. 0
1000 ＝0.100× v1

1000 　　v1＝20.0mL

　　　　　よって、正しい。
　　　イ　必要なアンモニアの体積を v2〔mL〕とすると、

　　　　　0.100× 10. 0
1000 ×2＝ v2

22.4×103 ×1　　v2＝44.8mL

　　　　　よって、正しい。
　　　ウ　塩酸の滴下量を v3〔mL〕とすると、

　　　　　（0.100× 100
1000 －5.00×10－3）×2＝0.100× v3

1000 ×1　　v3＝100mL

　　　　　よって、正しい。

Ⅱ A
問３　浸透圧は、溶質粒子のモル濃度と絶対温度の積に比例するので、その積を求めてみると、
　　　a…0.010×300＝3　　b…0.010×3×300＝9　　c…0.010×2×330＝6.6
　　　よって、浸透圧の大きさの順は、b ＞ c ＞ a となる。

Ⅱ B
問５　装置２では、
　陽極：2Cl－ Cl2 ＋ 2e－　　陰極：2H2O ＋ 2e－ H2 ＋ 2OH－

　区画３では OH－が生じるため、塩基性となる。また、区画３から区画２へ陰イオンが移動するが、Cl－だけでなく OH－も移動するため、区
画２も塩基性を示すようになる。
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Ⅲ A
問５　濃硫酸の体積を V〔L〕とすると、S：H2SO4＝1：1であることより、

　　　 4.8×103

32
＝

1.8×V×103

98

98
100 　　V ＝8.33≒8.3L 

ⅢＢ
問２　問題文の条件に当てはまるナフタレンの酸化反応は、2C10H8 ＋ 9O2 2C8H4O3 ＋ 4CO2 ＋ 4H2O
　よって、ナフタレン1.0 mol の酸化に必要な酸素の物質量は、4.5 mol である。

化学〔 2科目型〕
Ⅰ
問４　ア　質量パーセント濃度は、 6.0

94.0＋6.0 ×100＝6％である。正しい。

　　　イ�　純水1000mL に塩化ナトリウムを加えるため、水溶液全体の体積は1000mL よりも少し大きくなる。したがって、濃度は5.00mol/L
より少し小さくなる。誤り。

　　　ウ　水酸化ナトリウム水溶液の体積を1L とすると、その質量は、1.1×1000＝1100g

　　　　　この水溶液中に含まれる水酸化ナトリウムの質量は、1100× 8
100 ＝88g

　　　　NaOH ＝40より、水酸化ナトリウムのモル質量は40g/mol であるから、この水溶液のモル濃度は、 88
40 ＝2.2mol/L

　　　　正しい。

Ⅱ A
問２　酸化剤と還元剤の電子 e －を含む反応式は、
　　　酸化剤：HNO3 ＋ H＋ ＋ e－ NO2 ＋ H2O　…①
　　　還元剤：S2－ S ＋ 2e－　…②
　　　①×2＋②より、2HNO3 ＋ S2－ ＋ 2H＋ 2NO2 ＋ 2H2O ＋ S　…③
　　　③の両辺に、Cu2＋、2NO3

－を加える。
　　　CuS ＋ 4HNO3 Cu（NO3）2 ＋ 2NO2 ＋ S ＋ 2H2O

Ⅱ B
問２　酸素について、ボイルの法則より、3.0×105× 4.15

8.30 ＝1.5×105 Pa

　したがって、エタンの分圧は、1.5×105× 0.10
0.50 ＝0.30×105Pa

　よって、容器２内の圧力は、1.5×105＋0.30×105＝1.8×105 Pa

Ⅲ A
問３　流れた電子の物質量は、 1.93×103

9.65×104 ＝0.0200mol

　充電をする際に、リチウムイオン電池の負極では Li+ が入り込むので、質量は増加する。増加した質量は、
　6.9×0.0200＝0.138≒0.14g

Ⅲ B　
問３　ａ　平衡は、気体分子の数が減少する方向（左）に移動する。
　　　ｂ　平衡は、吸熱反応である方向（右）に移動する。
　　　ｃ　反応系の圧力が小さくなるため、平衡は気体分子の数が増加する方向（右）に移動する。

Ⅳ A
問４　フェノールは炭酸よりも弱い酸であり、炭酸水素ナトリウム水溶液に加えても反応は起こらず溶解しない。
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解
答
例
・
解
説

数学〔 3科目型 1日目〕
Ⅰ
⑴　⒜　３進数と考えると、100⑶＝1×9＋0＋0＝9
　　⒝　100を３進数で表すと、100＝81×1＋9×2＋1×1より、10201⑶なので、10201
⑵　５で割り切れる整数の個数を n（5）と表すと、n（5）＝405、n（9）＝225、n（14）＝144、n（45）＝45、n（70）＝28、n（126）＝16、n（630）＝3
　　⒜　n（5）＋n（9）－2n（45）＝540　（b） n（5）＋n（9）＋n（14）－2（n（45）＋n（70）＋n（126））＋3n（630）＝605
⑶�　⒜　右の図のように、x＜1 のとき y＝－3x＋6、1≦x＜2 のとき y＝－x＋4、
　　　2≦x＜3 のとき y＝x、x≧3 のとき y＝3x－6
　　⒝　各区間について考えると、f（x）は x≦4 のとき減少、x≧4 のとき増加する。
　　　最小値は x＝4 のときで12

Ⅱ
⑴　∠ADC＝120°、∠CDE＝60°、∠BCF＝∠CDE＋∠BEA＝75°
　∠BAC＝90°より∠BCA＝30°なので∠ACD＝75°－30＝45°
⑵　BC＝4 なので BA＝2、AC＝2√3　正弦定理より、AD＝2√2
⑶　∠AEC＝∠EAC＝15°より、AC＝CE＝2√3　∠ACF＝∠AFC より、AF＝AC＝2√3

　メネラウスの定理より、 BF
FA ・ AD

DE ・ EC
CB ＝1 であるから、 AD

DE ＝√3－1

⑷　△ABC＝2√3、BC：CE＝4：2√3 より△ACE＝3、AD：DE＝（√3－1）：1 より△CED＝√3

Ⅲ
⑴　グラフは右の図。連立不等式は、｛　　　　　　

⑵　x＋2y＝k とする。y＝－ 1
2 x＋ k

2 の切片が最大値をとるのは、点 B（3，4）を通るときである。このとき k＝11

⑶　x＋ay＝k とする。y＝－ 1
a x＋ k

a の切片の最大値を考える。

　ただし、２点Ａ、Ｂを通る直線の傾きは－ 1
3 、２点Ｂ、Ｃを通る直線の傾きは－ 4

3 である。

　（ア）　0＜a≦ 3
4 　点（6，0）を通るとき k＝6　　（イ）　 3

4 ＜a≦3　点（3，4）を通るとき k＝3＋4a　　（ウ）　a＞3　点（0，5）を通るとき k＝5a

x＋3y≦15
4x＋3y≦24
x≧0、y≧0

数学〔 3科目型 2日目〕
Ⅰ
⑴　小さい方から並べると、 1

2 x－2y、 1
2 x－y、x、2x＋3y

　　⒜　平均値より、x＝76　これと中央値より、y＝4
　　⒝　４つの値は、30、34、76、164となる。範囲は134、分散は2906
⑵　⒜　余弦定理より、△ABC において AC2＝58　△ADC において AC2＝AD2＋18－6AD　これらより、　AD＝10
　　⒝　四角形 ABCD の面積は、△ABC＋△ADC＝6＋15＝21

⑶　⒜　５個の〇と２個の｜を並べるときの｜の置き方なので、7C2＝ 7 !
5 ! 2 ! ＝21　よって、21通り

　　⒝　n 個の〇と２個の｜を並べるときの｜の置き方と考えられるので、n＋2C2＝（n＋2）!
n ! 2 ! ＝（n＋2）（n＋1）

2・1 　よって、（n＋2）（n＋1）
2 組

Ⅱ
　x2－x－2＞0 の解は、x＜－1、x＞2 　また、x2－（2a＋1）x＋2a＝（x－2a）（x－1）＜0

　a＜ 1
2 の場合、（x－2a）（x－1）＜0 の解は、2a＜x＜1　よって、－4≦2a＜－3　　－2≦a＜－ 3

2 　このとき、x＝－3，－2

　a＞ 1
2 の場合、（x－2a）（x－1）＜0 の解は、1＜x＜2a　よって、4＜2a≦5　　2＜a≦ 5

2
　このとき、x＝3，4

　a＝ 1
2 の場合、（x－1）2＜0 となり、これを満たす x は存在しない。
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解
答
例
・
解
説

数学〔 2科目型〕
Ⅰ

〔 1 〕　⑵ⅰ　k＝0 のとき、－1－4√2＜x＜4＋3√2であり、求める整数の数は15個。
　　　　ⅱ　－1－4√2＋k＜－2√2 かつ 6√2＜4＋3√2＋k であるから、－4＋3√2＜k＜1＋2√2
　　　　ⅲ　－P ∩ Q に属する整数が－2、－1、0、1、2 のとき総和が 0 になる。
　　　　　このとき、2≦－1－4√2＋k＜3 かつ 8＜4＋3√2＋k であるから、3＋4√2≦k＜4＋4√2

〔 ２ 〕　⑵　英語の得点の平均値は4＋1＝5（点）だから、a＋b＝9 また、分散より（a－5）2＋（b－5）2＝13 　よって、a＝7、b＝2

　　　⑶　数学と英語の共分散は 23
7 、数学の分散は 4 、英語の分散は 4 だから、相関係数は 23

7 ÷（2・2）＝ 23
28 ≒0.82

〔 3 〕　⑵ⅰ　sin∠BAC＝sin∠BDC＝ 5√3
9 、外接円の半径 R は BC

sin∠BDC ＝2R より、R＝3√3

　　　　ⅲ　sin∠BCD＝ BE
BC ＝ √6

3 より、BD＝2・3√3・ √6
3 ＝6√2

　　　　　　sin∠CBF＝ CF
BC ＝ 1

3 より、△BCD＝ 1
2 ・BD・BC・sin∠CBF＝10√2

〔 4 〕　⑶　X が奇数となる確率は、 5C3

9C3
＝ 5

42
　偶数となる確率は、1－ 5

42 ＝ 37
42

　　　⑷�　16の倍数となる確率は、（ア）３枚とも偶数のときの４通りと、（イ）８のカードと偶数１枚と奇数１枚

　　　　のときの15通りより、 19
84

　　　　　X≦100となるのは、（ア）のとき３通り、（イ）のとき６通りだから、求める条件付き確率は、 9
19

Ⅱ
　　　⑵ⅰ　0≦x≦1 のとき、M＝g（1）、m＝f（1）、M－m＝－12
　　　　ⅱ　（ア）　0＜t＜2　M＝g（t）、m＝f（t）、￨M－m￨＝4t2－24t＋32
　　　　　　（イ）　2≦t＜4　M＝g（t）、m＝f（2）、￨M－m￨＝－2t2＋16t－24
　　　　　　（ウ）　4≦t　M＝g（4）、m＝f（2）、￨M－m￨＝8
　　　　ⅲ　（ア）　4t2－24t＋32＝8t より t＝4－2√2
　　　　　　（イ）　－2t2＋16t－24＝8t より実数解なし
　　　　　　（ウ）　8＝8t より t＝1　これは4≦t を満たさない。

Ⅲ
　　　⑵　f（0）＝ 37

6 ＞ 11
2 であるから a≦x≦0 における最大値は、 37

6 　また、－2＜a＜－1における最小値は、f（－1）＝ 16
3

　　　⑶　f（1）＝g（1）と f ’（1）＝g ’（1）より、b＝8、c＝3　求める面積の和は、

　　　　　　｛6x＋4－（－x2＋8x＋3）｝dx＝ 28
3 　

4

0

Ⅲ
⑴　f（x）＝ 1

8（x3－6x2－36x＋48）、f ’（x）＝ 3
8（x＋2）（x－6）

　f ’（x）＝0 となるのは、x＝－2，6のときで、増減表とグラフは右のようになる。

⑵　f（0）＝6、f ’（0）＝－ 9
2 より、y＝－ 9

2 x＋6

⑶　y＝f（x）と接線の共有点の x 座標は x＝0，6

　S=　｛（－ 9
2 x＋6）－ 1

8（x3－6x2－36x＋48）｝dx＝ 27
2 　

6

0

x … －2 … 6 …
f ’（x） ＋ 0 － 0 －
f（x） ↗ 11 ↘ －21 ↗
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解
答
例
・
解
説

人
の
裁
判
官
は
、
Ａ
説
・
目
的
違
憲
説
の
立
場
を
と
り
、『
意
見
』（
少
数
意
見
）を
表
明
し
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
６

人
は
、
違
憲
の
理
由
が
異
な
る
だ
け
で
、
違
憲
の
判
断
自
体
は
多
数
意
見
と
同
じ
で
あ
る
」と
い
う
部
分
を
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
傍
線
部
の
二
つ
前
の
段
落
に
、「
石
田
長
官
を
は
じ
め
、
８
人
の
裁
判
官
は
、
右
の
Ｂ
説
・
手
段
違
憲
説
に
立
っ

た
。
大
法
廷
の
過
半
数
を
占
め
た
た
め
、
こ
れ
が
多
数
意
見
に
な
っ
た
」
と
あ
る
。
以
上
か
ら
新
聞
各
紙
は
、
多
数
派

と
少
数
派
の
計
十
四
名
の
裁
判
官
を
、
細
か
な
論
拠
の
違
い
を
無
視
し
て「
違
憲
の
判
断
」と
い
う
共
通
点
で
一
括
り
に

し
た
た
め
に
、「
14
対
１
の
大
差
」
と
い
う
見
出
し
に
な
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
点
を
述
べ
た
③

が
正
解
。
①
・
④
・
⑤
は
本
文
に
な
い
内
容
な
の
で
誤
り
。
②
は
右
に
示
し
た
文
脈
を
説
明
し
て
い
な
い
の
で
誤
り
。

問
八　

本
文
の
内
容
の
読
み
取
り
を
問
う
問
題
。
①
は「
重
罰
規
定
を
定
め
た
目
的
自
体
は
正
当
で
あ
る
」が
誤
り
。
そ
う
主

張
し
た
の
は「
Ｂ
説
・
手
段
違
憲
説
」で
あ
る
。
②
は
本
文
に
な
い
内
容
な
の
で
誤
り
。
③
は「
国
会
」が「
尊
属
殺
重
罰

規
定
を
削
除
す
る
こ
と
は
法
的
安
定
性
や
平
等
原
則
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
た
」
か
ど
う
か
は
本
文
か
ら
読
み

取
れ
な
い
の
で
誤
り
。
④
は「
違
憲
と
い
う
判
断
を
下
し
た
こ
と
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
評
価
し
な
か
っ
た
」

が
誤
り
。「
朝
日
新
聞
は
、」で
始
ま
る
段
落
で「
朝
日
新
聞
」は「『
違
憲
判
断
を
し
な
い
憲
法
裁
判
所
』の
悪
評
を
…
…
よ

う
や
く
返
上
し
た
か
た
ち
と
な
っ
た
」
と
報
じ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
次
の
段
落
で
「
読
売
新
聞
」

は「〝
憲
法
裁
判
所
〟と
し
て
の
最
高
裁
の
本
来
の
姿
が
国
民
の
前
に
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
っ
た
」と
報
じ
た
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、「
違
憲
と
い
う
判
断
を
下
し
た
こ
と
」自
体
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
⑤
の
前
半
は「
こ

の
点
、」で
始
ま
る
段
落
で
述
べ
ら
れ
て
い
る「
個
別
的
効
力
説
」に
合
致
し
、
後
半
は
同
段
落
で
述
べ
ら
れ
て
い
る「
一

般
的
効
力
説
」に
合
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
⑤
が
正
解
。

二問
七　

傍
線
部
の
解
釈
を
問
う
問
題
。
傍
線
部
の
後
に
「
い
か
や
う
の
人
と
語
ら
ひ
た
ま
ふ
べ
き
。
長
く
は
頼
ま
れ
ず
。
春

の
夜
の
短
く
変
は
り
や
す
き
と
、
小
町
が
名
を
立
つ
る
な
り
（
＝
ど
の
よ
う
な
人
と
親
し
く
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ

ろ
う
か
。
長
く
は
あ
て
に
で
き
な
い
。
春
の
夜
の
よ
う
に
短
く
変
わ
り
や
す
い
心
の
持
ち
主
だ
と
、
小
町
の
浮
き
名
を

言
い
立
て
て
い
る
の
だ
）」と
あ
る
。
よ
っ
て
、「
今
宵
も
頼
ま
れ
ぬ
な
り（
今
夜
も
あ
て
に
は
で
き
な
い
の
だ
）」と
述
べ

ら
れ
て
い
る「
御
心
」は
、
移
り
気
な「
小
町
」の
心
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
③
が
正
解
。

問
八　

傍
線
部
の
解
釈
を
問
う
問
題
。
ア「
た
ま
ひ
」は
動
詞「
た
ま
ふ
」の
連
用
形
で
、「
お
与
え
に
な
る
」「
く
だ
さ
る
」と

い
う
意
味
の
尊
敬
語
。「
禄
」は「
給
与
」「
褒
美
」「
祝
儀
」な
ど
の
意
味
が
あ
る
が
、
傍
線
部
の
後
に
あ
る
よ
う
に
、
こ

こ
で
は「
こ
の
ほ
ど
の
辛
労（
＝
長
ら
く
狩
り
の
御
供
を
し
た
辛
労
）」に
対
す
る「
引
出
物（
＝
贈
り
物
）」な
の
で
、「
褒

美
」と
訳
す
の
が
適
当
。
ま
た
、「
た
ま
は
ら
む
」は
動
詞「
た
ま
ふ
」に
尊
敬
の
助
動
詞「
る
」の
未
然
形「
ら
」と
意
志
の

助
動
詞「
む
」が
接
続
し
た
も
の
で
、「
お
与
え
に
な
ろ
う
と
す
る
」と
い
う
意
味
。
し
た
が
っ
て
、
②
が
正
解
。
カ「
か

く
の
ご
と
く
な
り
た
ま
へ
ば
（
＝
こ
の
よ
う
に
お
な
り
な
っ
た
の
で
）」
の
具
体
的
な
内
容
を
読
み
取
る
。
傍
線
部
の
段

落
に
、「
惟
喬
二
十
五
の
御
年
、
衣
体
に
な
ら
せ
た
ま
ふ
な
り（
＝
惟
喬
親
王
は
二
十
五
歳
で
出
家
し
、
僧
に
お
な
り
に

な
っ
た
）」「
こ
の
所
に
惟
喬
御
隠
居
あ
り
（
＝
こ
の
場
所
に
惟
喬
親
王
の
御
隠
居
が
あ
る
）」
と
い
う
記
述
か
ら
、
惟
喬

親
王
は
出
家
し
て
隠
居
生
活
に
入
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
②
が
正
解
。

問
九　

傍
線
部
の
理
由
を
問
う
問
題
。「
つ
れ
づ
れ
と
悲
し
う
し
て
ま
し
ま
す
（
＝
所
在
な
く
悲
し
い
様
子
で
過
ご
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
）」の
は
、「
比
叡
の
ふ
も
と（
＝
比
叡
山
の
ふ
も
と
）」の「
小
野
」で
暮
ら
し
て
い
る
惟
喬
親
王
で
あ
る
。
傍

線
部
の
後
に「
比
叡
の
山
の
ふ
も
と
な
れ
ば
、
出
で
入
る
人
も
な
く
、
つ
れ
づ
れ
、
人
恋
し
く
も
思
し
め
す
な
り
。
ま
た
、

雪
に
ま
ゐ
る
者
も
な
し
（
＝
比
叡
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
の
で
、
出
入
り
す
る
人
も
な
く
、
退
屈
で
、
人
恋
し
く
も
思
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ
。
ま
た
、
雪
の
中
で
訪
ね
る
人
も
い
な
い
）」と
あ
る
こ
と
か
ら
、
比
叡
山
の
ふ
も
と
に
は
普
段

で
さ
え
人
が
出
入
り
し
て
い
な
い
う
え
、
雪
の
中
を
訪
ね
て
く
る
人
は
な
お
さ
ら
お
ら
ず
、
誰
に
も
会
え
な
い
状
況
に

あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
⑤
が
正
解
。
①
・
③
・
④
は
傍
線
部
を「
業
平
」の
心
情
と
と
ら
え
て
い
る

の
で
誤
り
。
②
は「
山
に
登
り
降
り
す
る
人
以
外
」が
誤
り
。

問
十　

傍
線
部
の
解
釈
を
問
う
問
題
。
傍
線
部
の
後
に
「
思
ひ
の
ほ
か
に
か
か
る
あ
さ
ま
し
き
小
野
の
奥
に
、
雪
踏
み
分
け

て
君
を
見
た
て
ま
つ
る
こ
と
よ
（
＝
ま
さ
か
こ
の
よ
う
な
あ
き
れ
る
ほ
ど
に
寂
れ
た
小
野
の
地
の
奥
で
、
雪
を
踏
み
分

け
て
あ
な
た
に
お
目
に
か
か
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
）」と
あ
る
。
こ
の
内
容
か
ら
、
傍
線
部
は
こ
れ
と
逆
接
の
内
容
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
傍
線
部
の
一
つ
前
の
段
落
で
、「
惟
喬
の
親
王
を
こ
そ
帝
に
立
て
申
し
た

き
と
、
い
づ
れ
も
頼
も
し
く
思
ひ
つ
る
に
（
惟
喬
親
王
を
帝
と
し
て
擁
立
し
申
し
上
げ
た
い
と
、
誰
も
が
心
強
く
思
っ

て
い
た
の
に
）」と
あ
る
こ
と
か
ら
、
惟
喬
親
王
は
帝
に
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
よ
っ
て
、

「
玉
の
戸
」を
想
像
し
て
い
た
者
に
と
っ
て
、「
か
か
る
あ
さ
ま
し
き
小
野
の
奥
」が「
思
ひ
の
ほ
か
」で
あ
っ
た
と
い
う
文

脈
を
踏
ま
え
る
と
、「
玉
の
戸
」は「
帝
の
御
所
で
あ
る
宮
殿
の
扉
」を
意
味
す
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
傍
線
部

の「
ま
ゐ
る
べ
き
と
思
ひ
つ
る
」は「
あ
な
た
の
も
と
に
参
上
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
」と
い
う
意
味
に
な
る
。
以
上
の
内

容
に
合
う
⑤
が
正
解
。

問
十
一　

文
学
史
の
知
識
を
問
う
問
題
。「
六
歌
仙
」と
は
、
古
今
和
歌
集
の
仮
名
序
で
優
れ
た
歌
人
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

る
歌
人
の
総
称
で
、
在
原
業
平
・
僧
正
遍
昭
・
喜
撰
法
師
・
大
伴
黒
主
・
文
屋
康
秀
・
小
野
小
町
の
六
名
を
指
す
。
②

の「
柿
本
人
麻
呂
」は
万
葉
集
の
代
表
的
な
歌
人
で
あ
り
、
六
歌
仙
に
は
含
ま
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
②
が
正
解
。
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解
答
例
・
解
説

国
語〔
後
期
〕

れ
て
い
る
の
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
議
長
国
と
し
て
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
狙
い
だ
っ
た
と
考
え
て
も
間
違
い
で
は

な
い
だ
ろ
う
」と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
傍
線
部
の
次
の
段
落
で
は
、「
自
然
と
の
調
和
を
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
と
み
る
国

際
社
会
の
見
方
を
取
り
込
ん
だ
こ
と
で
、<

自
然
と
調
和
し
た
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
日
本>

と
い
う
自
文
化
像
が
つ
く

ら
れ
た
」と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
を
ま
と
め
た
④
が
正
解
。
①
は「
海
外
で
も
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
日
本

文
化
を
」が
、
②
は「
里
山
の
復
興
に
よ
っ
て
自
然
と
の
調
和
が
可
能
と
な
る
」が
、
③
は「
様
々
な
生
態
系
が
日
本
で
は

『
共
生
』し
て
い
る
と
い
う
現
実
」が
、
⑤
は「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
す
べ
て
英
語
版
が
あ
り
」が
、
そ
れ
ぞ
れ
誤
り
。

問
八　

空
所
補
充
問
題
。
空
欄
の
前
の
段
落
で
、「
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
り
過
疎
化
が
進
み
里
山
が
荒
廃
し
て
い
る
」こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
空
欄
の
次
の
段
落
に
、「
前
述
し
た
よ
う
に
、
自
然
と
調
和
し
た
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
日

本
は
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
流
通
し
て
い
る
一
方
で
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
実
態
を
指
す
の
か
は
判
然
と
し
な
い
」
と
あ
る
。

こ
れ
ら
を
つ
な
げ
る
文
脈
を
考
え
る
と
、
日
本
語
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
里
山
の
写
真
と
説
明
を
載
せ
た
場
合
、「
自
然

と
調
和
し
た
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
日
本
」
と
い
え
る
よ
う
な
実
態
が
な
い
点
や
、
荒
廃
し
た
里
山
が
過
度
に
美
化
さ
れ
て

い
る
点
な
ど
に
関
す
る
批
判
な
ど
の
具
体
例
が
空
欄
に
入
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
よ
っ
て
、
①
の
「
里
山
の
実
態
を

隠
蔽
し
て
い
る
」、
②
の「
現
実
味
に
欠
け
る
」、
④
の「
誇
張
し
て
い
る
」、
⑤
の「
美
的
に
搾
取
し
て
い
る
」は
妥
当
な

内
容
で
あ
る
。
③
の「
文
化
の
盗
用
」は
右
に
示
し
た
文
脈
に
合
わ
ず
、「
里
山
」が
他
の
文
化
か
ら「
盗
用
」し
た
も
の
か

は
本
文
か
ら
読
み
取
れ
な
い
の
で
誤
り
。
適
当
で
は
な
い
選
択
肢
を
選
ぶ
の
で
、
③
が
正
解
。

Ⅱ問
六　

傍
線
部
の
内
容
を
問
う
問
題
。
傍
線
部
の
段
落
で
、「
大
ま
か
な
感
動
」と
は
、「
い
い
話
だ
」や「
悲
惨
な
話
だ
」な
ど

の
よ
う
な
、「
作
品
の
大
意
味
」
に
対
す
る
感
動
で
あ
り
、「
構
造
的
感
動
」
と
は
、「
あ
ち
こ
ち
に
展
開
す
る
小
意
味
の

絡
み
合
い
、
そ
こ
に
お
け
る
意
味
の
リ
ズ
ム
、
つ
ま
り
、
い
ろ
ん
な
事
柄
の
近
さ
と
遠
さ
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
展
開
を
面

白
く
思
う
こ
と
」
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
人
は
生
活
上
の
」
で
始
ま
る
段
落
で
、「『
こ
い
つ
は
悪
い
や

つ
だ
』（
だ
か
ら
避
け
る
べ
き
だ
）と
か
、『
主
人
公
に
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い
』と
い
っ
た
感
想
」（
＝「
大
ま
か
な
感
動
」）

は
、「
生
活
上
の
良
し
悪
し
を
優
先
す
る
」と
い
う
人
間
の
性
質
に
由
来
し
、「
構
造
的
感
動
」は「
自
由
に
想
像
力
を
展

開
す
る
力
」や「
生
存
に
直
結
し
な
い
ム
ダ
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
、
と
い
う
人
間
性
と
結
び
つ
い
て
い
る
」と
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
上
の
内
容
を
ま
と
め
た
③
が
正
解
。
①
・
②
・
④
は
、
い
ず
れ
も
本
文
に
述
べ
ら
れ

て
い
な
い
内
容
な
の
で
誤
り
。
⑤
は「
他
者
と
の
共
存
の
た
め
想
像
力
を
養
う
」「
真
の
人
間
性
」が
誤
り
。

問
七　

傍
線
部
の
内
容
を
問
う
問
題
。
傍
線
部
は
直
前
の
「
何
か
の
ケ
ツ
ジ
ョ
を
埋
め
る
と
い
う
、
生
物
の
根
本
運
動
に
ド

ラ
イ
ブ
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
解
決
を
遅
延
し
＝
サ
ス
ペ
ン
ス
構
造
を
設
定
し
、
長
々
と
ム
ダ
口
を
展
開
し
て
い
く
」
と

い
う
あ
り
方
を
指
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
ム
ダ
口
」
と
は
、
傍
線
部
の
二
つ
前
の
段
落
に
あ
る
よ
う
に
、「
生
存
に

直
結
し
な
い
ム
ダ
」の
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
以
上
の
内
容
を
言
い
換
え
た
⑤
が
正
解
。
①
は「
そ
の
作
者
を
超
え
た

無
意
識
」「
作
者
を
形
成
し
て
い
る
内
面
の
核
に
到
達
す
る
」が
、
②
は「
自
分
と
の
対
話
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
る
」が
、

③
は「
奇
妙
な
逆
説
性
」「
デ
ィ
テ
ー
ル
そ
の
も
の
の
重
要
性
を
提
示
す
る
」が
、
④
は「
つ
か
み
取
れ
る
保
証
の
な
い
も

の
を
少
し
で
も
意
識
化
し
よ
う
と
し
」が
、
そ
れ
ぞ
れ
本
文
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
内
容
な
の
で
誤
り
。

問
八　

本
文
の
内
容
の
読
み
取
り
を
問
う
問
題
。
①
は
、カ
フ
カ
の
小
説
に
つ
い
て
は
、「
小
説
と
は
、」で
始
ま
る
段
落
で「
結

局
何
な
の
か
、
と
い
う
大
意
味
を
宙
づ
り
に
し
、
延
々
と
ム
ダ
な
サ
ス
ペ
ン
ス
が
展
開
さ
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

の
で
誤
り
。
②
は
「
物
語
で
は
、」
で
始
ま
る
段
落
の
内
容
に
合
致
す
る
。
③
は
本
文
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
内
容
な
の

で
誤
り
。
④
は「
喪
失
」が
誤
り
。「
説
明
を
も
う
ち
ょ
っ
と
」で
始
ま
る
段
落
で
、「
意
味
の
関
係
と
は『
距
離
』で
あ
り
、

…
…『
冷
え
て
い
る
＝
熱
が
欠
け
て
い
る
方
』の
よ
う
に
、
何
か
の
ケ
ツ
ジ
ョ
を
キ
ー
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
な
る
」と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
⑤
は
本
文
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
内
容
な
の
で
誤
り
。
⑥
は
「
ひ
と
つ
は
、」
で
始
ま
る
段
落
の
内

容
に
合
致
す
る
。
⑦
は「
構
造
的
感
動
を
阻
害
す
る
」が
本
文
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
内
容
な
の
で
誤
り
。
⑧
の「
伏
せ

ら
れ
た
も
の
が
次
々
に
明
か
さ
れ
て
い
く
こ
と
」は
、「
ケ
ツ
ジ
ョ
を
埋
め
る
こ
と
」で
始
ま
る
段
落
に
あ
る
よ
う
に
、「
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
」小
説
の
主
眼
な
の
で
誤
り
。
以
上
よ
り
、
②
と
⑥
が
正
解
。

Ⅲ問
五　

傍
線
部
の
理
由
を
問
う
問
題
。
傍
線
部
の
後
に
、「
つ
れ
だ
ち
給
へ
る
人
の
、
何
着
給
へ
る
と
も
覚
え
給
は
ず
と
は
、

余
り
に
う
か
れ
て
来
給
ふ
気
な
ら
ん
（
＝
連
れ
立
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
人
が
、
何
を
お
召
し
だ
っ
た
の
か
も
覚
え
て

い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
と
は
、
余
程
ぼ
ん
や
り
し
な
が
ら
来
な
さ
っ
た
の
で
し
ょ
う
）」と
あ
る
。「
つ
れ
だ
ち
給
へ
る
人
」

（
＝
荻
）の
着
物
を
芸
子
が
覚
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
理
由
で
あ
る
の
で
、
②
が
正
解
。

問
六　

傍
線
部
の
理
由
を
問
う
問
題
。
傍
線
部
の
前
に
、「
荻
」
が
「
御
仏
の
御
前
に
て
、
と
も
に
拝
み
奉
り
し
う
ち
、
露
の

間
に
い
づ
こ
へ
か
お
は
し
た
る
（
＝
仏
様
の
御
前
で
、
一
緒
に
拝
み
申
し
上
げ
て
い
た
と
き
、
ほ
ん
の
少
し
の
間
に
ど

こ
か
へ
い
っ
て
し
ま
わ
れ
た
）」の
だ
が
、「
御
堂
守
な
ど
に
問
ひ
て
も
、『
さ
る
人
伴
ひ
つ
る
と
は
覚
え
ず
、
御
身
一
人

こ
そ
見
つ
れ
』
な
ど
言
ふ
に
（
＝
御
堂
守
な
ど
に
尋
ね
て
も
、「
そ
の
よ
う
な
人
を
連
れ
て
い
た
と
は
記
憶
に
な
く
、
あ

な
た
が
一
人
で
い
る
の
を
見
た
」な
ど
と
言
う
の
で
）」と
あ
る
。
よ
っ
て
、
④
が
正
解
。

問
七　

本
文
の
内
容
の
読
み
取
り
を
問
う
問
題
。
①
は「
ま
っ
た
く
見
知
ら
ぬ
女
」が
誤
り
。「
芸
子
」は「
妾
が
同
じ
店
に
居

給
ひ
し
、
荻
と
申
し
つ
る
君
（
私
と
同
じ
店
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
、
荻
と
申
す
方
）」
に
出
会
っ
た
と
言
っ
て
い
る
。
②

は「
観
世
音
に
詣
で
た
ら
す
ぐ
帰
る
」が
誤
り
。
荻
は
、「
ま
づ
観
世
音
に
詣
で
て
、
あ
と
よ
り
参
り
な
ん（
＝
先
に
観
音

様
に
参
拝
し
て
、
後
か
ら
参
上
し
よ
う
と
思
い
ま
す
）」
と
言
っ
た
と
あ
る
。
③
は
「
半
九
郎
た
ち
の
居
場
所
が
わ
か
ら

ず
到
着
が
遅
れ
た
」が
誤
り
。「
芸
子
」は「
女
童
」に「
よ
く
よ
く
爰
元
を
知
ら
せ
置
き
た
れ
ば（
＝
よ
く
よ
く
こ
の
場
所

を
知
ら
せ
て
お
い
た
の
で
）」と
あ
る
。
④
は「
彼
女
の
近
況
も
細
か
く
語
っ
た
」が
誤
り
。「
芸
子
」は「
荻
」と
世
間
話
を

し
た
が
、「
何
を
言
ひ
つ
る
か
聞
き
つ
る
か
心
も
留
め
侍
ら
ず
（
＝
何
を
言
っ
て
何
を
聞
い
た
の
か
覚
え
て
お
り
ま
せ

ん
）」と
あ
る
。⑤
は
本
文
の「
大
か
た
君
の
御
事
な
る
べ
し
。こ
の
席
に
浪
花
の
御
方
と
て
外
に
も
お
は
さ
ぬ
も
の
を（
＝

お
そ
ら
く
あ
な
た
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
席
で
浪
花
の
御
方
と
い
え
ば
他
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
の
で
）」に
合
致

す
る
。
よ
っ
て
、
⑤
が
正
解
。

一問
五　

傍
線
部
の
理
由
を
問
う
問
題
。
傍
線
部
は「
も
う
１
つ
は
、」で
始
ま
る
段
落
か
ら
傍
線
部
の
段
落
に
か
け
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
、「
尊
属
殺
の
重
罰
規
定
」の
違
憲
性
に
関
す
る「
Ｂ
説
」の
一
部
で
あ
る
。「
Ｂ
説
」は
、「
尊
属
殺
」の「
刑
を

重
く
す
る
規
定
自
体
は
、
合
理
性
を
欠
く
差
別
的
取
扱
い
と
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
」と
す
る
も
の
の
、「
刑
を
重
く

す
る『
程
度
』を
問
題
に
」し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
傍
線
部
の「
こ
の
点（
＝『
刑
法
２
０
０
条
は
、
法
定
刑
を
死
刑
ま

た
は
無
期
懲
役
に
限
っ
て
い
る
』）」が「
必
要
な
限
度
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
」と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
刑
を
重
く
し

過
ぎ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
空
欄
ａ
の
段
落
に
あ
る
よ
う
に
、「
ふ
つ
う
の
殺
人

な
ら
ば
、
情
状
に
よ
っ
て
刑
務
所
な
ど
に
入
ら
な
い
こ
と（
執
行
猶
予
）も
あ
り
え
る
の
に
」対
し
、
刑
法
２
０
０
条
の

場
合
は
、
い
か
な
る「
同
情
す
べ
き
事
情
」が
あ
っ
て
も「
刑
務
所
な
ど
で
懲
役
刑
に
服
す
る
こ
と（
実
刑
）を
避
け
ら
れ

な
」い
、
と
い
う
よ
う
に
刑
が
加
重
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
以
上
の
点
を
述
べ
た
②
が
正
解
。
①
は「
尊
属
殺
を
処
罰

す
る
際
に
は
、
執
行
猶
予
が
つ
く
可
能
性
が
あ
る
」が
誤
り
。
③
は「
１
つ
は
、」で
始
ま
る
段
落
と
そ
の
次
の
段
落
に

述
べ
ら
れ
て
い
る「
Ａ
説
」の
説
明
な
の
で
誤
り
。
④
・
⑤
は「
尊
属
殺
の
重
罰
規
定
」の
違
憲
性
を
主
張
す
る
根
拠
に
な

ら
な
い
の
で
誤
り
。

問
六　

空
所
補
充
問
題
。
選
択
肢
に
は
い
ず
れ
も「
こ
の
２
つ
の
見
解
は
」と
あ
り
、
ま
た
、
空
欄
の
後
に「
し
か
し
、
封
建

的
な
道
徳
観
を
め
ぐ
り
、
全
面
的
に
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、
空
欄
に
は「
Ａ
説
」と「
Ｂ
説
」の
共

通
点
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。「
１
つ
は
、」で
始
ま
る
段
落
以
降
の
本
文
の
展
開
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
両
説
は
、
ど
ち
ら
も「
尊
属
殺
の
重
罰
規
定
」を「
違
憲
」と
考
え
る
立
場
で
あ
る
の
で
、
⑤
が
正
解
。
①
は「
立
法

目
的
を
達
成
す
る
手
段
を
問
題
に
し
て
い
る
」が
、
③
は「
尊
属
を
尊
重
す
る
と
い
う
根
本
」が
、
そ
れ
ぞ
れ「
Ｂ
説
」の

み
に
あ
て
は
ま
る
内
容
な
の
で
誤
り
。
②
は
共
通
点
で
は
な
く
相
違
点
を
述
べ
て
い
る
の
で
誤
り
。
④
は
「
立
法
目
的

に
つ
い
て
は
何
も
述
べ
な
い
」が
誤
り
。

問
七　

傍
線
部
の
理
由
を
問
う
問
題
。
傍
線
部
の
前
の「
こ
の
た
め
」は
、
そ
の
前
に
あ
る
、「
学
者
出
身
の
田
中
二
郎
ら
６
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解
答
例
・
解
説

集
団
の
掟
を
守
る
と
い
う
条
件
の
も
と
で
あ
れ
ば
」が
、
そ
れ
ぞ
れ
誤
り
。

問
八　

傍
線
部
の
具
体
例
を
問
う
問
題
。
傍
線
部
の「
こ
う
い
う
危
険
」は
、
直
前
で
述
べ
ら
れ
て
い
る「
一
人
の
独
裁
者
で

は
な
く
て
、
全
体
が
全
体
を
抑
圧
す
る
と
い
う
独
裁
」を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
傍
線
部
の
後
で「
多
く
の
人

が
そ
う
言
っ
て
い
る
、
そ
れ
と
違
う
自
分
の
評
価
な
り
好
み
を
オ
モ
テ
に
出
す
こ
と
は
少
し
憚
ら
れ
る
」「
全
体
に
よ

る
全
体
の
専
制
と
い
う
の
は
、
行
動
だ
け
で
は
な
く
考
え
も
好
み
も
い
つ
の
間
に
か
変
化
し
て
し
ま
う
」
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
よ
っ
て
、
自
分
の
好
み
が
多
数
派
の
評
価
に
引
き
ず
ら
れ
て
し
ま
う
例
で
あ
る
②
が
正
解
。

問
九　

筆
者
の
主
張
を
問
う
問
題
。
①
は「
優
れ
た
才
能
を
必
要
と
す
る
芸
術
や
芸
能
と
は
本
質
的
に
相
い
れ
な
い
」「
昔
の

よ
う
な
職
人
集
団
・
職
能
団
体
の
精
神
に
立
ち
返
る
べ
き
で
あ
る
」が
、
②
は「
最
後
は『
み
ん
な
違
っ
て
み
ん
な
い
い
』

に
収
ま
る
」「
各
々
が
評
価
を
表
立
っ
て
主
張
す
べ
き
で
は
な
い
」が
、
そ
れ
ぞ
れ
本
文
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
内
容
な

の
で
誤
り
。
③
は
「
芸
術
や
芸
能
の
自
由
や
多
様
性
を
守
る
た
め
に
は
…
…
国
家
権
力
を
パ
ト
ロ
ン
と
す
る
こ
と
が
最

善
の
策
で
あ
る
」が
誤
り
。「
神
へ
の
意
識
が
」で
始
ま
る
段
落
と
そ
の
次
の
段
落
に
あ
る
よ
う
に
、「
芸
術
」が「
国
家
権

力
を
パ
ト
ロ
ン
」と
す
る
の
は
芸
術
活
動
そ
の
も
の
を
持
続
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
④
は「
芸
術
や
芸
能
の
自
由
や
多
様

性
を
守
る
た
め
に
は
、
複
製
技
術
の
影
響
力
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」が
誤
り
。「
も
う
一
つ

重
要
な
問
題
は
、」で
始
ま
る
段
落
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
複
製
技
術
」は「
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
」を
誕
生
さ
せ
、

「
非
常
に
優
れ
た
他
の
地
味
な
演
奏
家
に
需
要
が
向
か
わ
な
い
と
い
う
現
象
」を
引
き
起
こ
す
の
で
あ
る
か
ら
、
芸
術
や

芸
能
の「
多
様
性
」を
守
る
こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
⑤
の
前
半
は
、
最
終
段
落
で
、「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」に
は「
独
裁

専
制
」が
生
み
出
さ
れ
、「
全
体
が
全
体
を
抑
圧
す
る
と
い
う
雰
囲
気
」が「
芸
術
や
芸
能
に
対
す
る
評
価
」の「
自
由
や
多

様
性
」
を
失
わ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
合
っ
て
い
る
。
ま
た
、
⑤
の
後
半
は
、
最
終
段
落
に

あ
る
、「
全
体
が
全
体
を
抑
圧
す
る
と
い
う
雰
囲
気
」
の
下
で
は
、「
行
動
だ
け
で
は
な
く
考
え
も
好
み
も
い
つ
の
間
に

か
変
化
し
て
し
ま
う
」
た
め
、「
芸
術
な
り
思
想
に
と
っ
て
の
大
き
な
敵
で
は
な
い
か
」
と
い
う
筆
者
の
問
題
意
識
に
添

う
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
⑤
が
正
解
。

Ⅱ問
七　

傍
線
部
の
内
容
を
問
う
問
題
。
傍
線
部
の「
そ
う
し
た
知
」と
は
直
前
の「
対
話
の
過
程
で
こ
そ
生
成
」す
る
知
を
指
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、「
知
」が「
確
実
に
身
に
つ
い
て
い
く
」た
め
に
は「
対
話
」が
必
要
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
段
落

で
、「
対
話
的
教
育
で
あ
れ
ば
、
教
師
も
生
徒
も
こ
う
し
た
社
会
的
に
開
か
れ
た
言
葉
を
生
み
だ
し
、
は
ぐ
く
ん
で
い

け
る
よ
う
め
ざ
す
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
」と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う「
社
会
的
に
開
か
れ
た
言
葉
」と
は
、

そ
の
前
の
段
落
の「〈
内
的
に
説
得
力
の
あ
る
言
葉
〉」で
あ
り
、そ
れ
は
さ
ら
に
一
つ
前
の
段
落
で「
あ
た
ら
し
い『
思
考
』

や『
言
葉
』を
呼
び
起
こ
」し
、「
外
部
か
ら
の
押
し
つ
け
で
は
な
く
、
内
部
か
ら
わ
た
し
た
ち
の
言
葉
を
刺
激
し
て
く
れ

る
」言
葉
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
傍
線
部
は
、「
知
」が「
確
実
に
身
に
つ
い
て
い
く
」た
め

に
は
、「〈
内
的
に
説
得
力
の
あ
る
言
葉
〉」を
用
い
た「
対
話
」を
通
じ
て
、「
あ
た
ら
し
い『
思
考
』や『
言
葉
』」を
生
み
出

せ
る
よ
う
な
環
境
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
読
み
取
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
内
容
に
合
致
す

る
②
が
正
解
。
①
は「〈
内
的
に
説
得
力
の
あ
る
言
葉
〉を
不
動
の
状
態
に
あ
る
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
る
」が
、③
は「
自

分
な
り
の
言
葉
の
意
味
の
固
定
化
」が
、④
は「
個
々
人
の
内
部
の
知
が
完
結
し
た
構
造
を
持
つ
こ
と
も
可
能
で
あ
る
」が
、

⑤
は「
扱
い
に
く
い
も
の
で
あ
っ
た
が
」以
下
が
、
そ
れ
ぞ
れ
誤
り
。

問
八　

本
文
全
体
の
理
解
を
問
う
問
題
。「
バ
フ
チ
ン
が
捉
え
る<

真
理>

」と
は
、「
真
理
も
ま
た
、」で
始
ま
る
段
落
に
あ

る
よ
う
に
、「<

社
会
的>

」な
も
の
で
あ
り
、「
意
識
と
意
識
と
の
あ
い
だ
で
起
こ
る<

出
来
事>

の
な
か
で
生
ま
れ
る
」

よ
う
な〈
対
話
的
真
理
〉で
あ
る
。
ａ
の「
教
育
的
な
対
話
」は
、「
と
は
い
え
現
実
に
は
、」で
始
ま
る
段
落
の
引
用
部
に

あ
る
よ
う
に
、「
哲
学
的
モ
ノ
ロ
ー
グ
主
義
」に
お
け
る「
教
師
と
生
徒
の
相
互
関
係
」を
指
す
言
葉
で
あ
る
か
ら
、
バ
フ

チ
ン
の
立
場
に
合
わ
な
い
。
ｂ
の「
対
話
的
教
育
」は
、
最
終
段
落
に
あ
る
よ
う
に
、
対
話
を
通
じ
て「
社
会
的
に
開
か

れ
た
言
葉
」を
は
ぐ
く
む
も
の
で
あ
る
か
ら
、
バ
フ
チ
ン
の
立
場
に
合
う
。
ｃ
の「〈
権
威
的
な
言
葉
〉」は
、「
こ
う
し
た

〈
権
威
的
な
言
葉
〉は
、」で
始
ま
る
段
落
に
あ
る
よ
う
に
、「
対
話
的
関
係
な
ど
生
ま
れ
よ
う
が
」な
い
言
葉
な
の
で
、
バ

フ
チ
ン
の
立
場
に
合
わ
な
い
。
ｄ
の「〈
内
的
に
説
得
力
の
あ
る
言
葉
〉」は
、
最
後
か
ら
二
つ
目
の
段
落
に
あ
る
よ
う
に

「
社
会
的
に
開
か
れ
た
」言
葉
で
あ
る
か
ら
、
バ
フ
チ
ン
の
立
場
に
合
う
。
ｅ
の「
疑
似
対
話
」は
、「
最
近
で
は
、」で
始

ま
る
段
落
で「
社
会
や
世
界
を
実
際
に
対
話
的
に
再
構
築
し
て
い
く
よ
う
な
力
を
身
に
つ
け
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
い
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
バ
フ
チ
ン
の
立
場
に
合
わ
な
い
。
ｆ
の「
闘
争
関
係
」は
、
最
後
か
ら
二
つ
目
の
段
落

の
引
用
部
に
あ
る
よ
う
に
、「
内
的
に
説
得
力
の
あ
る
言
葉
」同
士
が「
相
互
作
用
」を
す
る
関
係
で
あ
る
か
ら
、
バ
フ
チ

ン
の
立
場
に
合
う
。
よ
っ
て
、「
バ
フ
チ
ン
が
捉
え
る〈
真
理
〉」が
前
提
と
す
る
も
の
は
ｂ
と
ｄ
と
ｆ
な
の
で
、
④
が
正

解
。

Ⅲ問
七　

傍
線
部
の
解
釈
を
問
う
問
題
。「
せ
め
て
の
」は「
切
実
な
」、「
せ
む
か
た
な
さ
に
」は「
ど
う
し
よ
う
も
な
く
て
」と
い

う
意
味
。
傍
線
部
の
前
に
、俊
祐
が「
か
や
う
の
恐
ろ
し
き
大
蛇
な
れ
ど
も
、こ
の
三
年
が
程
の
契
り
、忘
れ
が
た
し（
＝

こ
の
よ
う
な
恐
ろ
し
い
大
蛇
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
三
年
間
の
夫
婦
の
交
わ
り
は
、
忘
れ
難
い
）」
と
「
忍
び
か
ね
給
ふ
御

涙
せ
き
あ
へ
ず（
＝
こ
ら
え
な
さ
る
こ
と
の
で
き
な
い
涙
が
と
め
ど
な
く
流
れ
る
）」と
あ
る
の
で
、「
北
の
御
方
」と
の

別
れ
を
ひ
ど
く
悲
し
ん
で
い
る
様
子
が
読
み
取
れ
る
。
よ
っ
て
、
①
が
正
解
。

問
十　

本
文
の
内
容
の
読
み
取
り
を
問
う
問
題
。
①
は
、「
若
君
」を
も
う
け
た「
北
の
御
方
」が
実
は
大
蛇
で
あ
っ
た
と
い
う

本
文
の
内
容
と
合
致
す
る
。
②
は
、「
さ
て
、
そ
の
月
に
も
な
り
ぬ
れ
ば
」
で
始
ま
る
段
落
の
「
今
よ
り
三
年
と
申
さ
む

ず
る
正
月
に
、
産
す
べ
き
な
り（
今
か
ら
三
年
後
と
申
す
正
月
に
、
出
産
す
る
は
ず
だ
）」に
合
致
す
る
。
③
は
、「
亡
く

な
っ
た
」が
誤
り
。
最
後
か
ら
二
つ
目
の
段
落
に
、
大
蛇
は「
か
き
消
す
や
う
に
失
せ
に
け
り（
＝
か
き
消
す
よ
う
に
消

え
て
し
ま
っ
た
）」
と
あ
る
。
④
は
、「
俊
祐
、『
片
時
」
で
始
ま
る
段
落
に
、「
既
に
七
日
に
も
な
り
け
れ
ば
、『
今
は
何

か
苦
し
か
る
べ
き
』と
て
、
楼
門
の
上
に
登
り
て
、
物
の
隙
よ
り
見
給
へ
ば（
既
に
七
日
が
経
過
し
た
の
で
、「
今
と
な
っ

て
は
差
し
支
え
あ
る
ま
い
」
と
思
っ
て
、
楼
門
の
上
に
登
っ
て
、
隙
間
か
ら
ご
覧
に
な
っ
た
と
こ
ろ
）」
と
あ
る
の
で
、

本
文
の
内
容
と
合
致
す
る
。
⑤
は
、最
後
か
ら
二
つ
目
の
段
落
の「
わ
ら
は
は
、近
江
の
湖
に
住
み
し
大
蛇
な
り
し
が（
私

は
、
琵
琶
湖
に
住
む
大
蛇
で
あ
っ
た
が
）」に
合
致
す
る
。
本
文
の
内
容
に
合
致
し
な
い
も
の
を
選
ぶ
の
で
、
③
が
正
解
。

問
十
一　

文
学
史
の
知
識
を
問
う
問
題
。
室
町
時
代
に
作
ら
れ
た
短
編
の
物
語
を
総
称
し
て
、
御
伽
草
子
と
い
う
。
よ
っ
て
、

③
が
正
解
。
①
の
仮
名
草
子
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
成
立
し
た
仮
名
書
き
の
小
説
類
。
②
の「
浮
世
草
子
」は
、
江
戸
時

代
中
期
に
出
現
し
た
小
説
類
。
④
の
歌
物
語
は
、
平
安
時
代
に
作
ら
れ
た
、
和
歌
を
中
心
と
す
る
短
編
物
語
。
⑤
の
読

本
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
作
ら
れ
た
小
説
類
。

Ⅰ問
六　

傍
線
部
の
理
由
を
問
う
問
題
。
傍
線
部
の「
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
」は
、「
自
然
と
の
調
和
」が
必
ず
し
も「
エ
コ

ロ
ジ
カ
ル
な
状
態
」を
意
味
し
な
い
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
傍
線
部
の
二
つ
後
の
段
落
で
、「
環
境
用

語
と
し
て
の『
自
然
と
の
調
和
』は
、
…
…
自
然
と
調
和
し
た
日
本
文
化
と
い
う
自
己
像
に
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
意
味
合
い

が
被
さ
っ
て
流
通
し
た
」「
日
本
文
化
が
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
の
で
は
な
く
、『
自
然
と
の
調
和
』
を
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
と
み

る
海
外
の
視
点
を
取
り
込
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
日
本
文
化
＝
自
然
と
の
調
和
＝
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
と
い
う
認
識
が
つ
く
ら

れ
た
」こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
本
に
お
け
る「
自
然
と
の
調
和
」は
、「
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
」な
意
味
を
も

つ「
環
境
用
語
」で
あ
る
と
同
時
に
、「
日
本
文
化
の
イ
メ
ー
ジ
」を
表
す
言
葉
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
以
上
の

内
容
を
ふ
ま
え
た
⑤
が
正
解
。
①
は
「
近
年
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」
が
誤
り
。
ま
た
、「
言
語
化
す
る
こ
と
で
問
題

が
生
じ
て
い
る
」は
本
文
に
な
い
内
容
で
あ
る
。②
は「
日
本
独
自
の
価
値
観
に
も
と
づ
く
部
分
が
大
き
い
」が
、③
は「
環

境
を
守
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
意
識
が
世
界
で
高
ま
る
中
で
形
成
さ
れ
た
」が
、
④
は「
海
外
の
研
究
者
が
作
り
出
し
た

環
境
用
語
」が
、
そ
れ
ぞ
れ
誤
り
。

問
七　

傍
線
部
の
内
容
を
問
う
問
題
。
傍
線
部
の
二
つ
前
の
段
落
で
、
筆
者
は
「
内
容
が
ほ
ぼ
同
じ
で
同
一
の
日
本
語
版
タ

イ
ト
ル
を
も
つ
第
三
次
戦
略
と
第
四
次
戦
略
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
、
英
語
版
で
は
タ
イ
ト
ル
が
異
な
る
」
と
い
う
点
に

着
目
し
、
そ
れ
が「
国
外
の
目
を
意
識
し
た
変
更
」で
あ
り
、「
国
際
社
会
に
対
す
る
ア
ピ
ー
ル
」で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
次
の
段
落
で
は
、「
第
四
次
戦
略
の
英
語
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で『
生
物
多
様
性（biodiversity

）』が
強
調
さ

国
語〔
２
科
目
型
〕
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解
答
例
・
解
説

Ⅰ問
七　

傍
線
部
の
内
容
を
問
う
問
題
。
傍
線
部
を
含
む
一
文
で
、「
脳
二
分
説
」は「
左
右
の
半
球
が
同
じ
で
な
い
」と
い
う
事

実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
、「
揺
ら
ぎ
は
じ
め
た
」こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
も
し
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
」

で
始
ま
る
段
落
で
「
左
右
の
半
球
は
ど
ち
ら
も
専
門
化
さ
れ
て
い
る
が
、
意
識
の
レ
ベ
ル
が
同
じ
で
な
」
く
、「
ひ
と
つ

の
も
の
を
同
じ
よ
う
に
意
識
で
き
る
わ
け
で
も
な
け
れ
ば
、
課
題
を
こ
な
す
能
力
も
同
じ
で
は
な
い
」
こ
と
が
判
明
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
脳
二
分
説
は
腐
」
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
を
逆
か
ら
考
え
れ
ば
、「
脳

二
分
説
」と
は
、「
左
右
の
半
球
」は「
ど
ち
ら
も
専
門
化
さ
れ
て
」い
る
一
方
で「
意
識
の
レ
ベ
ル
」は
同
じ
で
あ
り
、「
ひ

と
つ
の
も
の
を
同
じ
よ
う
に
意
識
」で
き
、「
課
題
を
こ
な
す
能
力
も
同
じ
」と
考
え
る
学
説
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

以
上
の
内
容
に
あ
て
は
ま
る
①
が
正
解
。
②
は「
意
識
の
中
枢
は
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
」が
誤
り
。
③
は「
人
は
生
ま

れ
つ
き
脳
内
に
二
つ
の
異
な
る
意
識
を
も
ち
つ
つ
」が
、
④
は「
二
重
の
意
識
」が
、
そ
れ
ぞ
れ
本
文
か
ら
読
み
取
れ
な

い
内
容
な
の
で
誤
り
。
⑤
は「
意
識
の
レ
ベ
ル
も
異
な
る
た
め
」以
下
が
誤
り
。

問
九　

傍
線
部
の
根
拠
を
問
う
問
題
。
①
は「
そ
う
し
た
結
論
を
」で
始
ま
る
段
落
の
内
容
に
合
致
し
、そ
の
前
の
段
落
の「
意

識
は
脳
全
体
に
分
散
し
て
い
る
の
だ
」と
い
う「
結
論
を
下
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」根
拠
に
あ
た
る
内
容
な
の
で
適
当

で
あ
る
。
②
は「
二
つ
の
半
球
で
」で
始
ま
る
段
落
の
内
容
に
合
致
し
、「
脳
二
分
説
」を
揺
る
が
し
て「
意
識
的
な
経
験

は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
く
る
の
か
？
」と
い
う
疑
問
に
立
ち
返
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
適
当
で
あ
る
。
③
は「
視
野
の

左
側
が
」
で
始
ま
る
段
落
の
内
容
に
合
致
す
る
が
、
筆
者
が
傍
線
部
の
よ
う
に
考
え
た
の
は
、
視
野
の
左
側
が
突
然
失

わ
れ
た
と
き
、
左
側
が
見
え
な
い
こ
と
を
訴
え
る
患
者
と
そ
う
で
な
い
患
者
の
両
方
が
存
在
し
た
た
め
で
あ
る
か
ら
、

前
者
の
よ
う
な
患
者
が
存
在
し
た
と
い
う
結
果
だ
け
で
は
根
拠
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
③
は
不
適
当
な
選

択
肢
で
あ
り
、
こ
れ
が
正
解
と
な
る
。
④
は
最
終
段
落
の
内
容
に
合
致
し
、
傍
線
部
の
内
容
を
裏
付
け
る
観
察
結
果
で

あ
る
か
ら
適
当
で
あ
る
。
⑤
は
最
初
の
段
落
の
内
容
に
合
致
し
、
②
と
同
様
の
理
由
で
適
当
で
あ
る
。

問
十　

傍
線
部
か
ら
推
論
で
き
る
内
容
を
問
う
問
題
。「
視
野
の
左
側
が
」で
始
ま
る
段
落
と
そ
の
次
の
段
落
に
あ
る
よ
う
に
、

「
意
識
感
覚
」は「
局
在
的
な
プ
ロ
セ
ス
が
生
み
だ
す
も
の
」で
あ
り
、「
無
数
の
独
立
し
た
シ
ス
テ
ム
が
形
成
し
て
い
る
」

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
傍
線
部
の
段
落
に
、「
脳
梁
離
断
術
を
受
け
た
女
性
患
者
」
の
「
左
右
の
半
球
が
そ
れ
ぞ
れ
生
み

だ
し
た
二
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
」を「
聞
く
ほ
う
は
統
一
さ
れ
た
ひ
と
つ
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
出
た
言
葉
だ
と
思
う
」と
あ
る

こ
と
か
ら
、「
聞
く
ほ
う
」と
し
て
は「
局
在
的
な
プ
ロ
セ
ス
」を
束
ね
る「
ひ
と
つ
の
シ
ス
テ
ム
」が
、「
無
数
の
独
立
し

た
シ
ス
テ
ム
」が
生
み
だ
す「
意
識
感
覚
」を
一
つ
の
意
識
に
ま
と
め
上
げ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。よ
っ

て
、
④
が
正
解
。
①
は「
分
裂
し
た
意
識
の
復
元
的
理
解
」が
誤
り
。
②
は「
意
識
感
覚
」を
統
合
す
る「
ひ
と
つ
の
シ
ス

テ
ム
」
を
想
定
し
て
い
な
い
の
で
誤
り
。
③
は
「
意
識
の
元
締
め
と
な
る
場
所
が
ど
こ
か
に
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
」

が
誤
り
。
⑤
は「
統
一
さ
れ
た
意
識
を
知
る
鍵
は
や
は
り
左
半
球
に
あ
る
」が
誤
り
。

Ⅱ問
六　

傍
線
部
の
内
容
を
問
う
問
題
。
傍
線
部
の
二
つ
後
の
段
落
に
、「
ウ
ェ
ブ
ト
ゥ
ー
ン
」の「
コ
マ
割
り
」は「
ス
マ
ホ
の

縦
長
画
面
に
最
適
化
」さ
れ
て
い
る
の
で
、「
見
開
き
用
に
再
構
成
す
る
」に
は「
コ
ス
ト
や
労
力
が
か
か
る
上
に
作
品
本

来
の
魅
力
が
薄
れ
て
し
ま
う
」こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
次
の
段
落
に
、「
漫
画
ア
プ
リ
」は「
書
店
」で

販
売
す
る
の
と
比
べ
て「
宣
伝
方
法
が
限
ら
れ
て
い
」る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、「
コ
マ
割
り
」と「
宣
伝

方
法
」の
面
で
の「
相
性
の
悪
さ
」に
言
及
し
て
い
る
③
が
正
解
。
①
は「
長
期
連
載
さ
れ
分
量
が
多
い
も
の
が
基
本
な
の

で
、紙
の
使
用
量
が
増
大
す
る
」が
誤
り
。
②
は「
ウ
ェ
ブ
ト
ゥ
ー
ン
」が「
紙
の
単
行
本
と
し
て
出
版
」し
づ
ら
い
理
由
を
、

「
配
信
・
広
告
・
購
読
な
ど
流
通
の
全
て
の
過
程
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
内
で
完
結
し
て
い
る
」た
め
だ
と
し
て
い
る
点
が

誤
り
。
④
は「
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
む
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
紙
の
単
行
本
」が
、
⑤
は「
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
か

ら
ゆ
っ
く
り
選
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
前
提
に
広
告
展
開
を
し
て
い
る
」が
、
そ
れ
ぞ
れ
誤
り
。

問
七　

傍
線
部
に
対
す
る
筆
者
の
答
え
を
問
う
問
題
。
傍
線
部
の
後
で
、「
出
版
社
横
断
で
豊
富
な
品
ぞ
ろ
え
を
売
り
に
す

る
韓
流
ア
プ
リ
が
圧
倒
的
な
規
模
の
力
を
持
ち
、
大
量
に
売
り
さ
ば
く
た
め
に
は
ど
う
し
て
も
作
品
を
提
供
せ
ざ
る
を

得
な
い
」と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
合
う
②
が
正
解
。
①
は「
横
断
的
な
検
索
を
可
能
に
す
る
の
は
、
利
用
者

の
多
さ
で
あ
る
」が
、
③
は「
米
国
の
企
業
が
運
営
す
る
ア
プ
リ
に
依
存
す
る
」が
誤
り
、
④
は
本
文
に
述
べ
ら
れ
て
い

な
い
内
容
な
の
で
誤
り
。
⑤
は
「
韓
国
ア
プ
リ
に
作
品
を
提
供
す
る
か
わ
り
に
顧
客
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と

で
」が
誤
り
。

問
八　

傍
線
部
の
理
由
を
問
う
問
題
。「
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
」で
始
ま
る
段
落
で「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
」

で
は「
規
模
の
大
き
さ
が
勝
者
の
条
件
」で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
次
の
段
落
で「
漫
画
ア
プ
リ
の
運
営
」は「
大
が
か
り
な

広
告
展
開
を
必
要
と
す
る
」こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
最
終
段
落
で
は
、「
国
内
出
版
社
は
ア
プ
リ
だ
け
に
そ

れ
ほ
ど
ジ
ュ
ン
タ
ク
な
予
算
を
割
け
な
い
」
状
況
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
る
と
、
傍
線

部
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
理
由
は
、
大
規
模
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
、
多
額
の
広
告
費
を
捻
出
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
で
あ
る
と
読
み
取
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
内
容
に
合
う
⑤
が
正
解
。
①
・
②
・
④
は
本
文
に
書
か

れ
て
い
な
い
内
容
な
の
で
誤
り
。
③
は「
出
版
社
の
共
倒
れ
を
回
避
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」が
誤
り
。

Ⅲ問
七　

和
歌
の
表
現
技
法
を
問
う
問
題
。
Ｘ
の
和
歌
が「
堀
河
の
女
御
」の
詠
ん
だ「
解
く
と
だ
に
見
え
ず
も
あ
る
か
な
冬
の

夜
の
か
た
し
く
袖
に
結
ぶ
氷
の
」
に
対
す
る
返
歌
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
考
え
る
と
、
Ｘ
の
和
歌
の
「
と
ど
こ
ほ
り
」

に
は「
氷
」と「
滞
り
」と
い
う
二
つ
の
意
味
が
あ
り
、
掛
詞
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｘ
の
和
歌
は「
あ
な
た
と
の
逢
瀬

が
滞
っ
て
時
が
過
ぎ
た
の
で
、
私
の
方
は
打
ち
解
け
て
い
る
の
に
、
あ
な
た
の
方
は
打
ち
解
け
る
気
配
さ
え
見
ら
れ
な

い
」と
い
う
意
味
で
、
最
後
ま
で
意
味
が
途
切
れ
ず
に
続
い
て
い
る
の
で
句
切
れ
な
し
と
な
る
。
よ
っ
て
、
⑥
が
正
解
。

問
九　

傍
線
部
の
内
容
を
問
う
問
題
。
傍
線
部
の
前
に
、「
な
ど
か
は
時
々
は
こ
こ
に
も
泊
ら
ざ
ら
む
。
さ
れ
ど
人
の
い
み

じ
う
も
て
な
し
思
い
た
る
こ
と
の
わ
づ
ら
は
し
け
れ
ば
、
い
か
で
か
は
（
＝
ど
う
し
て
時
々
は
こ
こ
に
滞
在
し
な
い
で

済
ま
さ
れ
よ
う
か
。
し
か
し
人
が
た
い
そ
う
大
事
に
思
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
は
ば
か
ら
れ
る
の
で
、
ど
う
し
て
そ
っ

け
な
く
で
き
よ
う
か
）」と
あ
る
。「
院
」は
高
松
殿
に
住
む
藤
原
寛
子
と
結
婚
し
た
直
後
で
あ
り
、
高
松
殿
に
も
通
っ
て

い
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
よ
っ
て
、「
人
」は
寛
子
を
は
じ
め
と
し
た
高
松
殿
の
人
々
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取

れ
る
。「
院
」は
、
高
松
殿
で
の
手
厚
い
接
待
を
受
け
て
い
る
手
前
、
堀
河
院
に
度
々
来
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
状
況
に

あ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
以
上
の
背
景
を
ふ
ま
え
て
い
る
③
が
正
解
。

問
十　

傍
線
部
の
理
由
を
問
う
問
題
。
傍
線
部
の
前
に
、「
御
供
の
人
々
も
、
泊
ら
せ
た
ま
は
ば
い
か
に
か
ひ
な
か
ら
ん
と

思
ひ
け
る
に
（
お
供
す
る
人
た
ち
も
、
院
が
堀
河
院
に
お
泊
ま
り
に
な
っ
た
ら
ど
れ
ほ
ど
お
供
の
し
が
い
の
な
い
こ
と

だ
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
た
の
で
）」と
あ
る
。「
御
供
の
人
々
」は「
院
」と
と
も
に
堀
河
院
に
泊
ま
る
こ
と
を
望
ん
で
い
な

か
っ
た
た
め
、「
院
」が
堀
河
院
を
出
た
こ
と
を
喜
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、こ
の
方
向
性
に
合
う
①
が
正
解
。
②
・

③
・
④
・
⑤
は
従
者
が
堀
河
院
に
泊
ま
り
た
く
な
い
と
考
え
る
理
由
と
は
な
ら
な
い
の
で
誤
り
。

問
十
一　

文
学
史
の
知
識
を
問
う
問
題
。『
栄
花
物
語
』は
平
安
時
代
成
立
の
歴
史
物
語
で
あ
る
。
①『
源
氏
物
語
』、
②『
夜

の
寝
覚
』、
③『
狭
衣
物
語
』、
⑤『
堤
中
納
言
物
語
』は
い
ず
れ
も
平
安
時
代
成
立
の
物
語
文
学
で
あ
り
、
④『
春
雨
物
語
』

は
江
戸
時
代
に
上
田
秋
成
が
著
し
た
読
本
で
あ
る
。『
栄
花
物
語
』と
成
立
時
代
の
異
な
る
作
品
は『
春
雨
物
語
』な
の
で
、

④
が
正
解
。

Ⅰ問
七　

傍
線
部
の
内
容
を
問
う
問
題
。
最
初
の
段
落
で
、「
近
代
以
前
」の「
芸
術
活
動
、
芸
能
活
動
」は
、「
自
分
が
そ
の
身

分
に
属
し
て
い
な
い
と
入
れ
な
い
と
い
う
…
…
職
人
集
団
あ
る
い
は
職
能
団
体
」
が
行
っ
て
き
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、「
条
件
の
平
等
化
」が
な
さ
れ
る
以
前
、「
芸
術
活
動
」は「
身
分
」に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と
な
の
で
、「
条
件
の
平
等
化
」と
は
、「
身
分
」に
か
か
わ
ら
ず「
芸
術
活
動
」を
行
う
機
会
が
誰
に
で
も
与
え
ら
れ
た

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
読
み
取
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
点
を
述
べ
た
②
が
正
解
。
①
は「
経
済
的
な
制
約
」が
、
③
は

「
生
ま
れ
な
が
ら
の
能
力
」が
、
④
は「
特
権
階
級
に
対
し
て
芸
術
を
捧
げ
る
意
志
と
目
標
が
あ
れ
ば
」が
、
⑤
は「
職
人

国
語〔
３
科
目
型
２
日
目
〕

国
語〔
３
科
目
型
１
日
目
〕



京都女子大学 入試問題集2025年
2025年 7 月18日　第 2 版

〒605-8501　京都市東山区今熊野北日吉町35番地
TEL.（075）531-7054
FAX.（075）531-7222

URL https://www.kyoto-wu.ac.jp/
E-mail:nyuushi@kyoto-wu.ac.jp

出典・クレジット一覧

■総合型選抜
　心理共生学部 心理共生学科 問題 2
　相川充『人づきあいの技術』（サイエンス社）

■公募型学校推薦選抜
　国語（ 1 日目）／国語②
　大島健彦（監修）、高達奈緒美（著者）『一四巻本地蔵菩薩霊験紀　上』（三弥井書店）

　国語（ 2 日目）／国語②
　三角洋一（校訂）『堤中納言物語』（講談社学術文庫）

■一般選抜
　国語（前期 3 科目型、 1 月30日）／大問一
　高階秀爾『人の心を動かすことができなければ、芸術ではない。』（ミネルヴァ書房）

　英語（前期 3 科目型、 1 月29日）／大問一
　Schumacher, E. J., & Christian, R. (2004). HAMLET: A Parallel Text. Perfection Learning.

　英語（前期 3 科目型、 1 月30日）／大問一
　Meyer, E. (2016). The culture map. PublicAffairs.




